
1|1|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。アッラ の御名において。御名において。において。愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。
1|2|万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。称 あれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 讃あれ，
1|3|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，愛深きアッラーの御名において。
1|4|最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。の御名において。主宰者に。に。審きの日の主宰者に。
1|5|わたしたちはあなたにの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。御助けを請い願う。けを請い願う。 い う。請い願う。 願う。
1|6|わたしたちを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に きアッラーの御名において。たまえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ，
1|7|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。道に導きたまえ，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけし者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。迷える人々の道ではなくえる人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。道に導きたまえ，ではなく慈愛深きアッラーの御名において。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 。
2|1|アリフ ラ ム ミ ム。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
2|2|そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ない 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。たちへの御名において。 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 導きたまえ，
2|3|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。たちとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。施す者，す者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
2|4|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなた以前（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 言者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたもの御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。
2|5|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から かれた者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。導きたまえ，
2|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても同じで，（頑固に）信じようじで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じよう頑固に）信じよう
とはしないであろう。
2|7|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。も封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられる人々の道ではなく。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，重い懲罰を科せられよう。い を請い願う。科せられよう。せられよう。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
2|8|また人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくーの御名において。 審きの日の主宰者に。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではない。
2|9|かれらはアッラ と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなこうとしている人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないている人々の道ではなくの御名において。に ぎなーの御名において。 実際は）自分を欺いているのに過ぎな 過ぎな
いの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かない。気付かない。
2|10|かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手っている人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手を請い願う。重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなく。この御名において。 りの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには手ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
痛い懲罰が下されよう。い が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされよう。懲罰を科せられよう。
2|11|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。退 させてはならない。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは 正しい道に導きたまえ，す者，廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 矯正す
る人々の道ではなくだけの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があると言う。
2|12|いゃ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，退 を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こす者，者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かない。廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 気付かない。
2|13|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは愚か者が信仰か者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう
す者，る人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じられようか。」と言う者があると言う。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらこそ凡ての称讃あれ，愚か者が信仰か者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎならない。
2|14|かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仲 の御名において。 魔〔シャシャ間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
イタ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄したちだけになる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 なの御名において。だ。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの愚か者が信仰弄ししーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
ていただけだ。」と言う者があると言う。
2|15|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ような 中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。愚か者が信仰弄しし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてもなく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくわせられる人々の道ではなく。ーの御名において。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
2|16|これらの御名において。者に。は きアッラーの御名において。の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かわりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくいを請い願う。 った者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。は利益なく，また決して正しく導かなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また して正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 か導きたまえ， 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 決して正しく導か 導きたまえ，
れる人々の道ではなくい。
2|17|かれらを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りす者，者に。の御名において。ようで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，折角火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく りを請い願う。照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りらしたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらの御名において。光を取りを請い願う。取り辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り ーの御名において。
上の幸福を成就する者である。げられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。されたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何二つ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。 る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない。闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
2|18| で盲人なの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。す者，ことも出来ないであろう。聾唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。
2|19|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえば）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で雷 と 妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかなう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さかってきアッラーの御名において。たようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，落雷の御名において。忍さかさか闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 鳴と稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか 稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
ら死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。忍さかれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。らに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し む。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちを請い願う。全部取り まれる人々の道ではなく。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 ーの御名において。 囲まれる。
2|20| 妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかはほとんどかれらの御名において。 を請い願う。 わんばかりである人々の道ではなく。 く慈愛深きアッラーの御名において。度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 になれ稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 歩みを進めるが，暗闇になれ 進めるが，暗闇になれ 闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。
ば立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまる人々の道ではなく。もしもアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 も も必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ取り上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。

2|21|人びとよ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。を請い願う。 られた主に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくであろう。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
2|22|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか とされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に として 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。果 を請い願う。 らせられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，った上の幸福を成就する者である。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 実 実
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唯一なる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に同じで，（頑固に）信じようじような神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくなどと唱えてはならない。えてはならない。ーの御名において。
2|23|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 類する 1章〔シャスーの御名において。
ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しでも作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさってみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 人を請い願う。呼んでみなさんでみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさーの御名において。 証人を呼んでみなさ
い。
2|24|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出来る人々の道ではなくはず取り上げられる。本当にアッラもないの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 と石を燃料とを請い願う。燃料とと間の悪魔〔シャ
す者，る人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。恐らくあなたがたはれなさい。そ凡ての称讃あれ，れは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に用意されている。されている人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
2|25|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に就する者である。いての御名において。吉 を請い願う。 えなさ楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ 伝えなさ
い。かれらはそ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。果 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく以前に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた物だ。」と言うだ。」と言う者があると言う糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 実 。
かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ程似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。たもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。また な配偶者に。を請い願う。授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 遠にその中に住むのである。
2|26|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蚊または更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそまたは更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそさいもの御名において。を請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，比 に げる人々の道ではなくことを請い願う。 われない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 厭われない。信仰する者はそ
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた真理を）知った上は，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。比 で一体何を請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。だーの御名において。 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ
ろう。」と言う者があると言う。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ように多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれる人々の道ではなく。か導きたまえ，
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくわさない。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 誰も）迷わさない。
2|27| して置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらアッラ との御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぺと命じられたものから離れ，地上でじられたもの御名において。から れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で確約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 離れ，地上で
を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。これらの御名において。者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの失 者に。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 敗者である。

2|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしてアッラ を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう出来ようか。かれこそ凡ての称讃あれ，は生命じられたものから離れ，地上での御名において。ないあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。授けたものを施す者，けーの御名において。
られた御方。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに匙らせ，更にまたかれの御許に帰らせられる御方。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにまたかれの御名において。御 に らせられる人々の道ではなく御方。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
2|29|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 られた方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 造に向かい，に向かい，かい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
7つ見ることが出来ない。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。完成された御方。またかれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。



2|30|またあなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か理を）知った上は，者に。を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。」と言う者がある
と仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるのでを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，者に。を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。かれる人々の道ではなくの御名において。で時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ
す者，か。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。 を請い願う。 美していますのに。」かれは仰せられしています者，の御名において。に。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられ讃あれ， 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 譲美していますのに。」かれは仰せられ
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないことを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。」と言う者がある
2|31|かれはア ダムに凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。名において。を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のにそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ーの御名において。
言 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。もの御名において。の御名において。名において。を請い願う。われに言ってみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
2|32|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。 光を取りを請い願う。 えます者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられたも栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
の御名において。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も知った上は，らないの御名において。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，にして英明であられます。」であられます者，。」と言う者がある
2|33|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。名において。を請い願う。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげよ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでア ダムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 ーの御名において。
らの御名において。名において。を請い願う。かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。奥 を請い願う。知った上は，っている人々の道ではなくとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげたではないか義を知っているとあなたがたに告げたではないか 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わす者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，ことも知った上は，っている人々の道ではなく。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
2|34|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ダムにサジダしなさい。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったサジダしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔〔シャイブリ ス〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しだけは承知った上は，せず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。徒となったとなった時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ ーの御名において。 。

2|35|われは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかとはこの御名において。 に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう存分を欺いているのに過ぎなーの御名において。 園に就いての吉報を伝えなさ 処でも望む所で，思う存分
食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」に近付かない。いてはならない。不 を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。者に。となる人々の道ではなくであろうから。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか 働く者となるであろうから。」
2|36|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 魔〔シャシャイタ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ ーの御名において。 2人を請い願う。 かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく置し，当てもなくさ迷わせられる。かれていた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幸福を成就する者である。な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから れさ顕かせ，かれらが置かれていた（幸福な）場所から離れさ 場所から離れさ 離れ，地上で
せた。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは落ちて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに である人々の道ではなく。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。敵である。地上には，あなたがたのため
に住むのである。まいと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。生 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。」と言う者があると言った。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 計があろう。」と言った。
2|37|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ダムは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から御言 を請い願う。授けたものを施す者，かり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はかれの御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 された。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大にーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 許に帰らせられる御方。 寛大に許 許に帰らせられる御方。
される人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。
2|38|われは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったここから落ちて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわれの御名において。 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく まれ導きたまえ， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
よう。そ凡ての称讃あれ，してわれの御名において。 きアッラーの御名において。に う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 憂いもないであろう。
2|39|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。嘘呼んでみなさばわりす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人であって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであ業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
ろう。」と言う者がある
2|40|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに施す者，したわれの御名において。恩 を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われとの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。履行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしなさ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 銘記し，われとの約束を履行しなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
い。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果す者，であろう。われだけを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
2|41|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくもの御名において。の御名において。 として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じな確証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
い者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 になってはならない。また かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 ってはならない。そ凡ての称讃あれ，してわれだけを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
なさい。
2|42|嘘を請い願う。もって真理を）知った上は，を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。ったり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。 してはならない。確 隠すことも知っている。」と仰せられた。
2|43|礼 〔シャサラ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。施す者，し〔シャザカ 卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼〔シャルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しに しむ人たち拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 動しむ人たち
と共に立礼しなさい。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼しなさい。
2|44|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなでは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忘れてしまったのか。あなたがれてしまったの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 実
たは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 しなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでも尚理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。か。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
2|45|忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なと礼 によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御助けを請い願う。けを請い願う。 い いなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 虚なな拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。 請い願う。 願う。 謙虚な
者に。でなければ本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようこ かしいこと。難かしいこと。
2|46|敬神があるなどと唱えてはならない。の御名において。仲 はやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて主に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御 に り行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に している人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 堅く信じる者たちである。 銘記し，われとの約束を履行しなさ
2|47|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた恩 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万民に先んじ（て下に先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたことを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。
2|48|そ凡ての称讃あれ，して も外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりになれない日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またどんな り成しも されず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いも受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく誰も）迷わさない。 執り成しも許されず，償いも受 許に帰らせられる御方。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
け入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 一人助けを請い願う。ける人々の道ではなくことの御名において。出来ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，りなさい。誰も）迷わさない。
2|49|そ凡ての称讃あれ，してわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。重い懲罰を科せられよう。い時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。男 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 を請い願う。生かして置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主からの御名において。 しい で児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 厳しい試練で 試練で
あった。
2|50|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。分を欺いているのに過ぎなけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ている人々の道ではなく前で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ見ることが出来ない。
アウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
2|51|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 40夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにわたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。ム サ と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ の御名において。こと。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。いないーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。神があるなどと唱えてはならない。として し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった。間の悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 義を知っているとあなたがたに告げたではないか

2|52|そ凡ての称讃あれ，れでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 した。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。 謝するであろう。
2|53|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくム サ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 〔シャフルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさカ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。基 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 準）を与えたことを思い起せ。
これもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくであろうと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっての御名において。こと。導きたまえ，
2|54|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ム サ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。 んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 選んで，自
らを請い願う。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに れた。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 造に向かい，の御名において。主の御名において。御 に悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。を請い願う。 しなさい。そ凡ての称讃あれ，う陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
したら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，の御名において。主の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にも叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にもよいだろう。」と言う者があるこうしてかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。梅創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
2|55|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはアッラ を請い願う。はっきアッラーの御名において。りと る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないでーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
あろう。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。す者，る人々の道ではなくとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ている人々の道ではなく前で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，落雷が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 った。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 襲った。
2|56|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ後の審きの日の主宰者に。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 らせた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 謝するであろう。
2|57|われは の御名において。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをとウ〕に動しむ人たちズラとを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，ける人々の道ではなく善いもの御名において。を請い願う。雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。きアッラーの御名において。かなかった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらはわれを請い願う。 なったの御名において。ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなの御名において。損なったのではなく，只自分の
魂を損なったのである。を請い願う。 なったの御名において。である人々の道ではなく。損なったのではなく，只自分の
2|58|またこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，意されている。の御名において。ままにそ凡ての称讃あれ，こで存分を欺いているのに過ぎなに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。して を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に御 し下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。』と言え。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 ちを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 許に帰らせられる御方。 過ぎな

は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，であろう。」と言う者がある報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 増すであろう。」
2|59|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた言 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 手に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えてしまった。そ凡ての称讃あれ，れでわれ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 変えてしまった。それでわれ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。



2|60|またム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。杖で岩を打で岩を打を請い願う。打ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
て。」と言う者があると言った。す者，る人々の道ではなくとそ凡ての称讃あれ，こから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，12の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各支族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 を請い願う。知った上は，った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ から場所から離れさ ーの御名において。
授けたものを施す者，かった を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。堕落して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってはならない。」と言う者がある糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 悪魔〔シャ
2|61|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言ったの御名において。を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一色の食物だけでは耐えられの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うだけでは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられーの御名において。 ーの御名において。
ないから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。わたしたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，れは野莱，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胡産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
瓜，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れんず取り上げられる。本当にアッラ豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものをと玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものをである人々の道ではなく。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりにつ見ることが出来ない。まらないもの御名において。を請い願う。穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを
求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れなら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくような，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにでも降ってきたようなもので，落雷の忍さかりて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。」と言う者がある
こうしてかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラと 困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラにうちひしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。むった。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにも 言者に。たちを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。これもかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。 にーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。

背く者の外は，（誰も）迷わさない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。していたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
2|62|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったとサ ビア教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。とを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主の御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなくであろう。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，審きの日の主宰者に。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。憂いもないであろう。
2|63|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと契 を請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち上の幸福を成就する者である。げた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しっかり受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 しなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあ銘記し，われとの約束を履行しなさ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの
2|64|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにアッラ の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと失 にうちひしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれていたであろう。敗者である。
2|65|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で安息日の主宰者に。の御名において。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言いを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でった者に。に就する者である。いて知った上は，っている人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに言い
渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」した。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」になれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，卑められ排斥されよ。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ排斥されよ。」されよ。」と言う者がある
2|66|われはこうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また後の審きの日の主宰者に。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 せしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としとし時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 訓戒とし
た。
2|67|またム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげてこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 の御名において。雌牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。 牲に供えに供ええーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 犠牲に供え
る人々の道ではなくことを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。」と言う者があるかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。愚か者が信仰弄しす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれは
祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あたしを請い願う。御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。愚か者が信仰か者に。の御名において。仲 にならないように。」と言う者があるーの御名において。 間の悪魔〔シャ
2|68|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主に御 いして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの牛を神として拝し，不義を行った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにはっきアッラーの御名において。りさせて願う。
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。雌牛を神として拝し，不義を行った。は老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いい ぎず取り上げられる。本当にアッラまた若 ぎない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。程良いものの代りにつまらないものをい過ぎな 過ぎな 間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雌牛を神として拝し，不義を行った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。さああなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられたことを請い願う。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしなさい。」と言う者がある実
2|69|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主に御 いして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの色の食物だけでは耐えられである人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにはっきアッラーの御名において。りさ願う。
せて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは黄金色の食物だけでは耐えられの御名において。雌牛を神として拝し，不義を行った。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。色の食物だけでは耐えられ合は鮮かで，見る者をは かで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなく者に。を請い願う。鮮かで，見る者を 見ることが出来ない。
喜ばせるものである。」ばせる人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
2|70|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主に御 いして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはどんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの牛を神として拝し，不義を行った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あたしたちにはっきアッラーの御名において。りさせて願う。
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。 に雌牛を神として拝し，不義を行った。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにはどうも同じで，（頑固に）信じようじに思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえる人々の道ではなく。もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき ーの御名において。
っと正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 いて けよう。」と言う者がある導きたまえ， 頂けよう。」
2|71|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。耕作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また の御名において。灌 にも使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」われな畑の灌漑にも使われな 漑にも使われな
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完全な の御名において。雌牛を神として拝し，不義を行った。だ。」と言う者があるかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとやっと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 を請い願う。 えてく慈愛深きアッラーの御名において。れた。」と言う者があるかれらはほと無傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 実 伝えなさ
んど 牲に供えを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく はなかったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方なく慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，うした。犠牲に供え 気付かない。
2|72|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 1人の御名において。人 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもとで互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに争った時のことを思い起せ。だがアッラった の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ間の悪魔〔シャ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく していたことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。かれた。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。

2|73|われは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雌牛を神として拝し，不義を行った。の御名において。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，その御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そでかれを請い願う。打て。」と言う者があると言った。こうしてアッラ は死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。
2|74|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は岩を打の御名において。ように硬くなった。いやそれよりも硬くなった。本当に岩のく慈愛深きアッラーの御名において。なった。いやそ凡ての称讃あれ，れよりも硬くなった。いやそれよりも硬くなった。本当に岩のく慈愛深きアッラーの御名において。なった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように岩を打の御名において。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 から涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出る人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれてそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくほとばしり出る人々の道ではなくもの御名において。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また間の悪魔〔シャ
アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れ落ちる人々の道ではなくもの御名において。もある人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おろそ凡ての称讃あれ，かにされない。ーの御名において。 ーの御名において。
2|75|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようか。
かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御言 を請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。した後の審きの日の主宰者に。で故意されている。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 きアッラーの御名において。 える人々の道ではなく。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 書き変える。 変えてしまった。それでわれ
2|76|そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくお互いに敵である。地上には，あなたがたのためいだけで会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに解しないのか。明であられます。」されたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに知った上は，らせてやり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主ーの御名において。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
の御名において。御前で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 きアッラーの御名において。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
の御名において。狙いが）分からないのか。いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎなからないの御名において。か。
2|77|かれらは知った上は，らないの御名において。であろうか。アッラ はかれらの御名において。 す者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことも知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなくことーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
を請い願う。。
2|78|またかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。知った上は，らない文盲が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 手に臆 す者，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 願う。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 測す
る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。
2|79| いあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手で 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはアッラ から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったもの御名において。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 書き変える。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。
だ。」と言う者があると言う者に。に。かれらに いあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく したもの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。かれらに いあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって利災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 記し，われとの約束を履行しなさ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
益なく，また決して正しく導かを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。
2|80|そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何日の主宰者に。かの御名において。 に ぎないであろう。」と言う者があると言う。言業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだと言うの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れならアッラ は して破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で さーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
れないであろう。そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて知った上は，りもしないことを請い願う。ロにしようとするのか。」にしようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。
2|81|いや い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。重い懲罰を科せられよう。ね，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうで身を守るであろう。 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来なく慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなくような者に。は皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に悪魔〔シャ 動しむ人たち 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
2|82|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は の御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
2|83|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。も崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに孝 を請い願う。つ見ることが出来ない。く慈愛深きアッラーの御名において。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。を請い願う。 切に扱いに いーの御名において。 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 規切に扱い 扱い ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
人びとに善い言 で し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。しなさい。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。少数の者をの御名において。者に。を請い願う。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。



2|84|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは仲 で血を流す者を置かれるのでを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしてはな約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ
らない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳を請い願う。生れた土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出してはならない。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。厳しい試練で
に承 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。自ら 言したの御名において。である人々の道ではなく。粛に承認し， 自ら証言したのである。 認し， 自ら証言したのである。 証人を呼んでみなさ

2|85|そ凡ての称讃あれ，れにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに し合は鮮かで，見る者をったの御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また一部の御名において。者に。を請い願う。生れた土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
い出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうと憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とを請い願う。もって 立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味方した。またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捕 となった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か金を請い願う。取ってい対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため 虜となった時，身代金を取ってい 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
る人々の道ではなく。かれらを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放したこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自体）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒である人々の道ではなくの御名において。に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。拒違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。こんなことを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラでなく慈愛深きアッラーの御名において。てなんであろう。報を伝えなさ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
また 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も重い懲罰を科せられよう。い に せられよう。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。 逃されない。されない。審きの日の主宰者に。 懲罰を科せられよう。 処でも望む所で，思う存分 ーの御名において。 見ることが出来ない。
2|86|これらの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。 った者に。である人々の道ではなく。 局かれらの懲罰は軽減されず，かれらの御名において。 は されず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。 軽減されず，
また助けを請い願う。けも得るために，「これはアッラーから下ったものられないであろう。
2|87|こうしてわれはム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちにそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれはマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー ーの御名において。
サ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに でかれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなたーの御名において。 証人を呼んでみなさ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
ちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にそ凡ての称讃あれ，わないもの御名において。を請い願う。(西?))す者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 慢で不信の徒となったになった。ある人々の道ではなく者に。を請い願う。虚な言者に。呼んでみなさばわりし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。を請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 。
2|88|かれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われている人々の道ではなく」と言う者があると言う。そ凡ての称讃あれ，うではない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。冒ーの御名において。
(濳?))の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。られたの御名において。である人々の道ではなく。したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく者に。は く慈愛深きアッラーの御名において。希である。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。 極く希である。
2|89|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御 から 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなしていたもの御名において。を請い願う。更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに 出ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 確認し， 自ら証言したのである。
来る人々の道ではなくようになったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 以前から不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。に し 利を請い願う。御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいと っていたにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 対し）その身を守るであろう。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 願う。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっていたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。アッラ の御名において。 は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく実際は）自分を欺いているのに過ぎな ーの御名において。 誕責は必ず不信心者の上に下る
であろう。
2|90| いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ったことにある人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいとされたしもベ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた恩 を請い願う。嫉むためである。それでかれらは，かれむため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりの御名において。上の幸福を成就する者である。に怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。いた。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。は ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
2|91|かれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。
らは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。」と言う者があると言う。そ凡ての称讃あれ，れ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなす者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 す者，る人々の道ではなく真理を）知った上は，でさえも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 確証人を呼んでみなさ

ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故以前アッラ の御名において。 言者に。たちを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
2|92|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにム サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 を請い願う。もってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 にやって来た。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。いなーの御名において。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ 許に帰らせられる御方。
い 仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。神があるなどと唱えてはならない。として み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったとなったの御名において。である人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
2|93|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち上の幸福を成就する者である。げて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，契 を請い願う。 んだ の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたもの御名において。を請い願う。しっかり受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。なさい。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえ聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わない。」と言う者があると言った。この御名において。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仔牛を神として拝し，不義を行った。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに す者，る人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 対し）その身を守るであろう。
を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 んでしまった。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくことこそ凡ての称讃あれ，憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていむべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
2|94|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ の御名において。御 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけーの御名において。 許に帰らせられる御方。
の御名において。特 あつ見ることが出来ない。らえで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。人びとは入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないもの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しいというならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素直に死を願いに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 い別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 願う。
出よ。」と言う者がある
2|95|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。犯していたためである。した（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまないであろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不決して正しく導か ーの御名において。
を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか

2|96|かれらこそ凡ての称讃あれ，生に最も 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなく 中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは知った上は，る人々の道ではなくであろう。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったはそ凡ての称讃あれ，れぞれ千年のの御名において。執り成しも許されず，償いも受 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
寿命じられたものから離れ，地上でを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者生きアッラーの御名において。 らえても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 からは免れないであろう。アッラーはかれらの行いれないであろう。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい仮初の生活の生計があろう。」と言った。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 懲罰を科せられよう。 ーの御名において。
を請い願う。凡ての称讃あれ，て御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
2|97|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさに す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。 誰も）迷わさない。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しにより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 確証人を呼んでみなさ 導きたまえ， 報を伝えなさ
の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，者に。である人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
2|98|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったおよびジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとミ カ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさに す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくの御名において。か。本ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。 誰も）迷わさない。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。にとっては である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため
2|99|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。の御名において。曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もこれを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないであろう。誰も）迷わさない。
2|100|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。放 す者，る人々の道ではなく。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 繕ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 棄する。いや，かれらの多
く慈愛深きアッラーの御名において。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの元来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。である人々の道ではなく。
2|101|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御 からやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなす者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 確証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。まる人々の道ではなくで知った上は，らなかったかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に てた。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
2|102|そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくスライマ ンの御名において。王 に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの述べることに従った。スラべる人々の道ではなくことに った。スラ悪魔〔シャ ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
イマ ンは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ではなかった。しかし 魔たちは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。だったの御名において。で人びとに妖 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またバ ビルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさーの御名において。 悪魔〔シャ 術を教え，またバービル ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものバビロにしようとするのか。」ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トとマ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に授けたものを施す者，けられたもの御名において。を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた後の審きの日の主宰者に。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
でなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にも教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえなかった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくだけだ。そ凡ての称讃あれ，れで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になってはならない。」と言う者があるか誰も）迷わさない。 試
れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 者に。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許と妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 す者， を請い願う。学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許んだ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ 離れ，地上で 術を教え，またバービル 悪魔〔シャ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで も害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくことは出来なかった。しかし人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にになる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，益なく，また決して正しく導かの御名において。ないことを請い願う。誰も）迷わさない。
学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許んだ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。において何の御名において。福を成就する者である。分を欺いているのに過ぎなにも与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うれないことを請い願う。知った上は，りなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何とつ見ることが出来ない。ま術を教え，またバービル 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か
らないもの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは魂を損なったのである。を請い願う。 ってしまったの御名において。か。かれらにそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっていたらよかったの御名において。に。売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
2|103|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと良いものの代りにつまらないものをい悪魔〔シャ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ
を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたであろう。かれらにそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっていたらよかったの御名において。に。奨を）増すであろう。」

2|104|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ラ イナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを と言ってはならない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ウ〕に動しむ人たちンズルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを と言いなさい。そ凡ての称讃あれ，してーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。言 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 けなさい。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちには しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくろう。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
2|105| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。と多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに善いことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 して喜ばせるものである。」ばない。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 決して正しく導か
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，特 な慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。かけられる人々の道ではなく。アッラ は 大な恩 の御名において。主であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
2|106|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどの御名において。 を請い願う。取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また忘れてしまったのか。あなたがれさせても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じよう の御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 優るか，またはそれと同様の 様の
もの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。ーの御名において。



2|107|あなたは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。
以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。も援助けを請い願う。者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。

2|108|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いただされたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに しようとす者，る人々の道ではなくの御名において。かーの御名において。 ーの御名において。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 詰問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かわりに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，な道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。である人々の道ではなく。選んで，自
2|109| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた後の審きの日の主宰者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に そ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 戻そうと望んでいる。真理が
かれらに明であられます。」らかにされている人々の道ではなくにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。嫉むためである。それでかれらは，かれ 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。からこう望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむの御名において。である人々の道ではなく。だからアッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 逃されない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしておきアッラーの御名において。なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 ーの御名において。
2|110|礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなくよう行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったどんな拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 で 出される人々の道ではなくであろう。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられーの御名において。 許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
る人々の道ではなく。
2|111|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人とキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。いれないだろう。」と言う者があると言う。そ凡ての称讃あれ，れはかれ誰も）迷わさない。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
らの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。出して なさい。」と言う者がある実 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 見ることが出来ない。
2|112|これに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。真心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 からーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ
を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。かれらには恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。奨を）増すであろう。」 憂いもないであろう。

2|113|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全く慈愛深きアッラーの御名において。 る人々の道ではなくところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。」と言う者があるキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人は全拠を出して見なさい。」
く慈愛深きアッラーの御名において。 る人々の道ではなくところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。」と言う者があると言う。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じようじ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 している人々の道ではなくの御名において。に。知った上は， の御名において。ない者に。どもは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これと拠を出して見なさい。」 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 識
同じで，（頑固に）信じようじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。日の主宰者に。にす者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にかれらの御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラに判の）日を信じる。」と言う者がある を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 論争に判決を下される。 決して正しく導か
2|114|アッラ の御名において。 なる人々の道ではなくマスジドで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。御名において。を請い願う。 える人々の道ではなくの御名において。を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で しようーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 讃あれ， 壊しよう
とす者，る人々の道ではなく者に。よりも不将な者がどこにいるだろうか。これらの者は，（本来）恐る恐るそこに足を踏み入れるこな者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどこにいる人々の道ではなくだろうか。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはる人々の道ではなく恐らくあなたがたはる人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに足を踏み入れるこを請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくこ
としか出来ないはず取り上げられる。本当にアッラである人々の道ではなく。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。では屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。では しい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけよう。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
2|115| も西も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどこに向かい，いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御前にある人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア ーの御名において。 ーの御名において。
ッラ は 大 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 広大無辺にして全知であられる。 無辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り
2|116|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は御子を請い願う。もうけられる人々の道ではなく。」と言う者があると言う。何と恐らくあなたがたはれ多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいことよ。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあーの御名において。
り地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。敬の御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。します者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
2|117|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれこそ凡ての称讃あれ，は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，者に。である人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせになれば創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 決して正しく導か ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
2|118|知った上は， の御名において。ない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故わたしたちに しかけられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。また印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。だ識 ーの御名において。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
ろう。」と言う者があると言う。以前にもかれらの御名において。ように言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいた。かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は同じで，（頑固に）信じようじようなもの御名において。である人々の道ではなく。しっかりし
た信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。人びとには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。既に明示している。に明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしている人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
2|119|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。真理を）知った上は，と共に立礼しなさい。に遣わした。あなたは業火の住人にわした。あなたは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人に報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
就する者である。いて われる人々の道ではなくことはない。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
2|120|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったもキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 得るために，「これはアッラーから下ったものしないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。宗旨に従わない限に わない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
りは。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。 きアッラーの御名において。こそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追ーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ， 識
らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 いに うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。も助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。もないであろう。願う。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
2|121|われから 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 ーの御名において。
す者，る人々の道ではなく者に。どもは失 者に。である人々の道ではなく。敗者である。
2|122|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた恩 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万民に先んじ（て下に先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
たことを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられえ。
2|123| 一人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他人の御名において。身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりとなり得るために，「これはアッラーから下ったものない日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。どんな いも受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ど誰も）迷わさない。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
んな り成しも で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にも助けを請い願う。けてもらえない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。執り成しも許されず，償いも受 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。 誰も）迷わさない。
2|124|またイブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく御言 で主から み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。果たした を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわーの御名において。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 試 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れはあなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。 としよう。」と言う者があると主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。かれは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまたわたしの御名において。子 までもです者，か。」と言う者がある導きたまえ，師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
と申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げたところ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。した者に。たちには及ばない。」と仰せられた。ばない。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 悪魔〔シャ
2|125|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時る人々の道ではなく 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また平安の御名において。 として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。家（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカアパ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 けた場所から離れさ 場所から離れさ 設けた時 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは命じられたものから離れ，地上でじた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブラ ヒ ムの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラった所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。礼 の御名において。 としなーの御名において。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 場所から離れさ
さい。」と言う者があるまたイブラ ヒ ムとイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさに命じられたものから離れ，地上でじた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれを請い願う。タワ フ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの回巡）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イアーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
テカ フ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダす者，る人々の道ではなく者に。たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく家を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」 ーの御名において。
2|126|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ。ここを請い願う。平安の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果 を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 実
御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくとかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。ーの御名において。
にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しばしの御名において。 しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらを請い願う。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくであろう。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた間の悪魔〔シャ楽 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
である人々の道ではなくことよ。」と言う者がある
2|127|そ凡ての称讃あれ，れからイブラ ヒ ムとイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。 を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た の御名において。こと。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 二つ見ることが出来ない。人は言っーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
た。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは全 にして全知った上は，であられ聴
る人々の道ではなく。
2|128|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち 人を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。〔シャムスリム〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。またわたしたち両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
の御名において。子 を請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下〔シャウ〕に動しむ人たちンマ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちに祭 を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 儀を示し，哀れみを与え
て下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたは度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
2|129|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 にあなたの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 させ 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。か間の悪魔〔シャ 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ら遣わした。あなたは業火の住人にわして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは 大にして英明であられます。」な方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
2|130|愚か者が信仰か者に。でもない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくイブラ ヒ ムの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくであろうか。まさにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。におい誰も）迷わさない。 ーの御名において。 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
てかれを請い願う。 んだ。来世を堅く信じる者たちである。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはきアッラーの御名において。っと正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったの御名において。選んで，自 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 1人である人々の道ではなく。
2|131|主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しなさい。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報します者，。」と言う者があると申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
2|132|イブラ ヒ ムは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ことを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。子 に え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブもまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れにならった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 伝えなさ ーの御名において。
の御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。 ばれた。だから必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラムスリム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 選んで，自 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
なって死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なねばならない。」と言う者がある
2|133|ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のァコ ブが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャったか。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。子 に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく亡ききアッラーの御名において。ーの御名において。 臨終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ



後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があると言うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはあなたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。
イスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ クの御名において。神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えます者，。かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
ます者，。」と言う者があると言った。
2|134|これは ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った民に先んじ（て下〔シャウ〕に動しむ人たちンマ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しの御名において。ことである人々の道ではなく。かれらにはそ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた過ぎな 対し）その身を守るであろう。
にもそ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだことに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われる人々の道ではなくことは対し）その身を守るであろう。 応報を伝えなさ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
ないの御名において。である人々の道ではなく。
2|135|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれたいならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったかキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったになりなさ導きたまえ，
い。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはイブラ ヒ ムの御名において。 正しい道に導きたまえ，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 純
徒となったの御名において。仲 ではなかった。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
2|136|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。またイブラ ヒーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ ク，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブと 支部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とム サ とイ サ に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。

えられたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と主から 言者に。たちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。かれらの御名において。 の御名において。どちらにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 を請い願う。つ見ることが出来ない。けませ預言者たち）に啓示したもの 間の悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
ん。かれにわたしたちは服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報します者，。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
2|137|そ凡ての称讃あれ，れでもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは かに正しい道に導きたまえ，しい きアッラーの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく確 導きたまえ， 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは ればなれとなる人々の道ではなくであろう。彼らのことはアツラーに御任せしておけ。らの御名において。ことはアツラ に御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせしておけ。離れ，地上で ーの御名において。
かれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
2|138|アッラ の御名において。色の食物だけでは耐えられ染めというが，誰がアッラーよりも良く色染め出来ようか。わたしたちが仕えるのはめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。というが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ よりも良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。色の食物だけでは耐えられ染めというが，誰がアッラーよりも良く色染め出来ようか。わたしたちが仕えるのはめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出来ようか。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。はーの御名において。 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
かれである人々の道ではなく。
2|139|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったやキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったたちに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いてわたーの御名において。
したちと す者，る人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはわたしたちの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなく。わたしたちにはわ論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
たしたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。 これらの者は（等しく）失敗者である。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。します者，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 。
2|140|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にイブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ ク，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 支部ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったまたはキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったであった。』と言うの御名において。か。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたなの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともアッラ であられる人々の道ではなくの御名において。か。アッラ から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなちなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 隠すことも知っている。」と仰せられた。
す者，よりも酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い不正しい道に導きたまえ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。』アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のな方ではない。」と言う者があるーの御名において。 無頓着な方ではない。」
2|141|かれらは ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体〔シャウ〕に動しむ人たちンマ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しである人々の道ではなく。かれらにはそ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたぎが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，過ぎな
そ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたぎが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
2|142|人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。愚か者が信仰かな者に。は言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしてかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは守り，またわれが授けたものを施す者，っていた方向かい，〔シャキブ
ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。 えたの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある も西もアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にかなう者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，し変えてしまった。それでわれ 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア ーの御名において。
い道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。」と言う者がある導きたまえ，
2|143|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。正しい道に導きたまえ，の御名において。共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体〔シャウ〕に動しむ人たちンマ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しとす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに
し 人であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し 人である人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，っていたもの御名において。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 対し）その身を守るであろう。

この御名において。方向かい，〔シャキブラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。す者，者に。と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う者に。とを請い願う。 分を欺いているのに過ぎなける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。これは容易でで従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 見ることが出来ない。
はない事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれる人々の道ではなく者に。にとっては何でもない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。ーの御名において。 導きたまえ， ーの御名において。 決して正しく導か
して虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。なされない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は人 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。 しく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 優るか，またはそれと同様の
2|144|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに を請い願う。巡らす者，の御名において。を請い願う。 る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 得るために，「これはアッラーから下ったものす者，る人々の道ではなくキブ導きたまえ， 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 見ることが出来ない。 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
ラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。向かい，かわせる人々の道ではなく。あなたの御名において。 を請い願う。 なる人々の道ではなくマスジドの御名において。方向かい，に向かい，けなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何 にいても顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 処でも望む所で，思う存分 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。キブラに向かい，けなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からの御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のな方ではない。ーの御名において。 無頓着な方ではない。」
2|145| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下に提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはあなたの御名において。キブラに わないであろう。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
またあなたもかれらの御名において。キブラに わない。かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他の御名において。者に。の御名において。キブラに わない。あなたに知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 識
けられた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。仲 である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ
2|146|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。子を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくようにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら一部の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，承啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 認し， 自ら証言したのである。 認し， 自ら証言したのである。
知った上は，の御名において。上の幸福を成就する者である。で真理を）知った上は，を請い願う。 す者，。隠すことも知っている。」と仰せられた。
2|147|真理を）知った上は，は主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来たもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うべきアッラーの御名において。ではない。
2|148|各人にはそ凡ての称讃あれ，の御名において。向かい，かう方位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに凡ての称讃あれ，ての御名において。善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 え。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何 にいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア競え。あなたがたは何処にいても，ア 処でも望む所で，思う存分
ッラ は一 にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。 にアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
2|149|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 なる人々の道ではなくマスジドの御名において。方に向かい，けなさい。これは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた処でも望む所で，思う存分 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
の御名において。主からの御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のな方ではない。ーの御名において。 無頓着な方ではない。」
2|150|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 なる人々の道ではなくマスジドの御名において。方に向かい，けなさい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは処でも望む所で，思う存分 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
何 にいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。そ凡ての称讃あれ，こに向かい，けなさこれは不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は 外に同じような神があるなどと唱えてはならない。である人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに しとやかく慈愛深きアッラーの御名において。処でも望む所で，思う存分 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 論争に判決を下される。 対し）その身を守るであろう。
言う余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だからかれらを請い願う。恐らくあなたがたはれず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ただわれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく無 対し）その身を守るであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。全うす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。正しい道に導きたまえ，しい きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくであろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 導きたまえ，
2|151|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。一人を請い願う。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとして遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた読論争に判決を下される。誦しながら，それでも尚理解しないのか。
を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。知った上は，らなかったことを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえさせた。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
2|152|だからわれを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればわれもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに就する者である。いて考 す者，る人々の道ではなくであろう。われに感 し慮するであろう。われに感謝し 謝するであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれてはならない。
2|153|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なと礼 によって助けを請い願う。けを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。と拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。
2|154|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ。」と言う者があると言ってはならない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生きアッラーの御名において。ている人々の道ではなく。只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないだけである人々の道ではなく。
2|155|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれや え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と共に立礼しなさい。に や生命じられたものから離れ，地上で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 苦の）果実の損失で，必ずあなたがたの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 の御名において。 失で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 実 損なったのではなく，只自分の
を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。には吉 を請い願う。 えなさい。試 報を伝えなさ 伝えなさ
2|156| に遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。もの御名において。。かれの御名において。御 にわたしたちは ります者，。」と言う者がある災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
と言う者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
2|157|この御名において。ような者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。にこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。祝福を成就する者である。と御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 導きたまえ，
2|158|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにサファ とマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさフは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。だから 殿に巡礼する者，または（小巡礼に巡礼す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ巡礼ーの御名において。 ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にを請い願う。タフ フ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの回巡）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。 んで善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。 進めるが，暗闇になれ



は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は嘉し，それをよく御認め下さる。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。御 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなく。ーの御名において。 認し， 自ら証言したのである。
2|159| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく解しないのか。明であられます。」した後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした明であられます。」 と きアッラーの御名において。を請い願う。 す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 証人を呼んでみなさ 導きたまえ， 隠すことも知っている。」と仰せられた。
ラ の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， う者に。たちの御名において。 いにも会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうであろう。ーの御名において。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
2|160|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と表明であられます。」す者，る人々の道ではなく者に。は で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。悔別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 す者，であろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い者に。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。
2|161|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒んで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。として死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。にはアッラ の御名において。 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちおよびーの御名において。 謹責は必ず不信心者の上に下る
全人 の御名において。 いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。類する 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
2|162|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は されず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不もないであろう。遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。 軽減されず， 猶予もないであろう。
2|163|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。方でーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
ある人々の道ではなく。
2|164|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。交替，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 んで海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル原をゆく船の中に，またアッラーがを請い願う。ゆく慈愛深きアッラーの御名において。船の中に，またアッラーがの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ーの御名において。
天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さからせて死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生きアッラーの御名において。とし生ける人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に く慈愛深きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらばせる人々の道ではなく雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 向かい，きアッラーの御名において。の御名において。広大無辺にして全知であられる。 風向きの

，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果ては天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 にあって奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。す者，る人々の道ではなく の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく者に。への御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。変えてしまった。それでわれ換，果ては天地の間にあって奉仕する雲の中に，理解ある者への（アッラーの）印がある。 間の悪魔〔シャ 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを ーの御名において。
2|165|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。者に。を請い願う。 けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 す者，る人々の道ではなくようにそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。ーの御名において。 設けた時 ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
もある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。激しく慈愛深きアッラーの御名において。 す者，る人々の道ではなく。これら を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 る人々の道ではなく 思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいーの御名において。 熱愛深きアッラーの御名において。 悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
知った上は，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。一切に扱いの御名において。 能であられる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しい を請い願う。加えられることを。えられる人々の道ではなくことを請い願う。。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
2|166|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 者に。たちは追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 者に。を請い願う。 てて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 の御名において。一切に扱いの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 す者，る人々の道ではなくで時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 懲罰を科せられよう。 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り 間の悪魔〔シャ 絆が断絶するで 絶するで
あろう。
2|167|そ凡ての称讃あれ，れで追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 者に。たちは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれひきアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわた従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
したちを請い願う。 てたようにかれらを請い願う。 てる人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者があるアッラ はこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。果 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 実
される人々の道ではなく。かれらにとって痛い懲罰が下されよう。恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ないであろう。かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから出る人々の道ではなくことは出来ない。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 責は必ず不信心者の上に下る
2|168|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなくもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。良いものの代りにつまらないものをい合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。敵である。地上には，あなたがたのため
2|169|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう と 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。知った上は，らないことを請い願う。ロにしようとするのか。」走悪魔〔シャ 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 ーの御名において。
らせる人々の道ではなく。
2|170|かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたところに え。」と言う者があると言えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。道に導きたまえ，に う。」と言う者があると言う。何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は全く慈愛深きアッラーの御名において。蒙味で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれなかったではないか。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 導きたまえ，
2|171|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒む者に。たちを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と呼んでみなさびかけられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，呼んでみなさび声と叫び声の外聞けない者のようと叫び声の外聞けない者のようび声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。 けない者に。の御名において。よう聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，盲人である人々の道ではなく。したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってかれらは理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない。聾唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。
2|172|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。そ凡ての称讃あれ，してアッラ に感 しなさいーの御名において。 謝するであろう。 。
もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなくならば。
2|173|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豚肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，およびアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので供ええられたもの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく故意されている。に 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報せず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえず取り上げられる。本当にアッラ必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならに迫られた場合は罪にはならられた 合は鮮かで，見る者をは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにはなら違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 場所から離れさ
ない。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
2|174|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで かな利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りだけを請い願う。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にアッラ の御名において。御言 もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てもいただけないであろう。かれらは痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
ける人々の道ではなく。
2|175|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに迷える人々の道ではなくいを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 容の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに を請い願う。 う者に。たちである人々の道ではなく。 これらの者は（等しく）失敗者である。かれらは如導きたまえ， 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 寛大に許 懲罰を科せられよう。 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か
何に 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえねばならないことであろうか。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 責は必ず不信心者の上に下る
2|176|そ凡ての称讃あれ，れというの御名において。もアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。もって 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたからである人々の道ではなく。この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に就する者である。いて を請い願う。唱えてはならない。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 異論争に判決を下される。
える人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。 れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちである人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
2|177|正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくということは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。 または西に向かい，ける人々の道ではなくことではない。つ見ることが出来ない。まり正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア
える人々の道ではなくとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と 言者に。たちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの 愛深きアッラーの御名において。
の御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にある人々の道ではなく者に。や物だ。」と言う乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定いや奴 の御名において。解しないのか。放の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に やし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 費やし，礼拝の務めを守り，定 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした はそ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ苦の）果実の損失で，必ずあなたがたと逆境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。と非常 に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 際は）自分を欺いているのに過ぎな
これらこそ凡ての称讃あれ，真 な者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこれらこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。実
2|178|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にに す者，る人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。自由人には自由人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，奴 には奴殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
人には 人と。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの加えられることを。害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者から の御名において。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし出が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの加えられることを。害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 軽減されず， 場所から離れさ

は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 意されている。を請い願う。もって丁重い懲罰を科せられよう。に弁 しなさい。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。主からの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 和であり，慈悲であるであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 緩和であり，慈悲である 。
そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと後の審きの日の主宰者に。これに 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 懲罰を科せられよう。
2|179|この御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。生命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなた報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 慮するであろう。われに感謝し
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。
2|180|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近付かない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし を請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者， は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と近 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，な 言を請い願う。す者，る人々の道ではなくよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 遺言をするよう定め
られている人々の道ではなく。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。 である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
2|181|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 いた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言を請い願う。 手に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそした者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 遺言をするよう定め 勝手に）変えてしまった。それでわれ 変えてしまった。それでわれ 変えてしまった。それでわれ
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴
2|182|ただし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。に不公平または不正しい道に導きたまえ，の御名において。ある人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ者に。の御名において。 を請い願う。 停するのは，罪ではす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうでは遺言をするよう定め 間の悪魔〔シャ 調停するのは，罪では
ない。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
2|183|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あ斎戒が定められた。恐らくあ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。
2|184|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。数の者をである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。うち病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。に斎戒が定められた。恐らくあ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じようじ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。数の者をを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒とし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ればよい。そ凡ての称讃あれ，れに耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ い者に。の御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。への御名において。 である人々の道ではなく。す者，す者，んで善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい斎戒が定められた。恐らくあ 難かしいこと。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 給養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
を請い願う。す者，る人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最もよもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。精神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ得るために，「これはアッラーから下ったものしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としは更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにあな斎戒が定められた。恐らくあ
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に良いものの代りにつまらないものをいであろう。
2|185|ラマダ ンの御名において。月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。 きアッラーの御名において。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また きアッラーの御名において。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。明であられます。」 としてクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 類する 導きたまえ， 導きたまえ， 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒とししなければならない斎戒が定められた。恐らくあ 。
病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手 にかかっている人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじ日の主宰者に。数の者をを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく気付かない。 斎戒が定められた。恐らくあ ーの御名において。



たに易できアッラーの御名において。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期 を請い願う。全うして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ難かしいこと。 間の悪魔〔シャ 導きたまえ， 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
を請い願う。 える人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。讃あれ， 謝するであろう。
2|186|われの御名において。しもべたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに就する者である。いてあなたに う ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしもべたちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの近く慈愛深きアッラーの御名において。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
にいる人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく はそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでわれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。呼んでみなさびかけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 嘆願う。
仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようさせなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくであろう。導きたまえ，
2|187|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 戒としの御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと交わる人々の道ではなくことを請い願う。 される人々の道ではなく。かの御名において。女らはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。衣であり，あなたがであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく斎戒が定められた。恐らくあ 許に帰らせられる御方。
たはまたかの御名において。女らの御名において。衣であり，あなたがである人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 におもわれーの御名において。 憫におもわれ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 された。だからかの御名において。女らと交わり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたところに え許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 。
また自糸と黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マスと 糸と黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マスの御名において。 分を欺いているのに過ぎなけられる人々の道ではなく黎明であられます。」になる人々の道ではなくまで食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。は日の主宰者に。暮れまで斎戒を全うしなさい。マスれまで 戒としを請い願う。全うしなさい。マス黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 見ることが出来ない。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 斎戒が定められた。恐らくあ
ジドに御 りしている人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに交わってはならない。これはアッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
の御名において。女に近付かない。いてはならない。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
れる人々の道ではなくであろう。
2|188|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。 ってはならない。またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 って裁判の）日を信じる。」と言う者がある官に近付に近付かない。間の悪魔〔シャ 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 贈って裁判官に近付
きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他人の御名において。 の御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなくと知った上は，りなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら ってはならない。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
2|189|かれらは新月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
巡礼の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者があるまたあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家の御名において。 日の主宰者に。から入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくの御名において。は善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさではない。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくことである人々の道ではなく。だから家に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， から入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りなさい。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に ーの御名において。
は恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。
2|190|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに いを請い願う。挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならないむ者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に え。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく侵略的であってはならないであってはならない戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，侵略者に。を請い願う。 さない。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
2|191|かれらに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 でもこれを請い願う。 しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放したところから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放し処でも望む所で，思う存分 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟には 害したためである。これもかれらがアッラーの掟により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっと い。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく なる人々の道ではなくマスジドの御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り っ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 悪魔〔シャ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
てはならない。もし うならばこれを請い願う。 しなさい。これは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 である人々の道ではなく。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 応報を伝えなさ
2|192|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 寛大に許
2|193|迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。なって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。この御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最も有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えなもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものになる人々の道ではなくまでかれらに して え義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 意されている。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。べきアッラーの御名において。ではない。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため
2|194| 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがには 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられには 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく である人々の道ではなく。 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 誰も）迷わさない。 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。
じように しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなくこと敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 ーの御名において。
を請い願う。知った上は，れ。
2|195|またアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。授けたものを施す者，けられたもの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手で自らーの御名において。
を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で に れてはならない。また善いことを請い願う。しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。 される人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
2|196|アッラ の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巡礼〔シャハッジ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しと小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ巡礼〔シャオムラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。全うしなさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妨げたり，またそれを破壊しようげらーの御名において。
れたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容易でに得るために，「これはアッラーから下ったものられる人々の道ではなく供え物だ。」と言うを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをりなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，して供え物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 牲に供えを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく に到着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた犠牲に供え 場所から離れさ
の御名において。 を請い願う。剃ってはならない。あなたがたの中に病人，または頭（の皮膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。皮 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだ患いのある者は，斎戒をするか施いの御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。す者，る人々の道ではなくか施す者，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 斎戒が定められた。恐らくあ
しを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または 牲に供えを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。刺る）償ないとしなさい。またあなたがたが故障もないのに小巡礼をる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ないとしなさい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく故障もないのに小巡礼をもないの御名において。に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ巡礼を請い願う。犠牲に供え 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巡礼までの御名において。 を請い願う。 しむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容易でに得るために，「これはアッラーから下ったものられる人々の道ではなく 牲に供えを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げなければならない。もしそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 楽 犠牲に供え
不可能であられる。な は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巡礼中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 3日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ってから帰らせられる御方。 7日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，合は鮮かで，見る者をせて 10日の主宰者に。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 戒とし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。しなさい。これは なる人々の道ではなくマス間の悪魔〔シャ 斎戒が定められた。恐らくあ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
ジド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた在地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。マッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない者に。に す者，る人々の道ではなく淀である。あなたがたはアッラーを畏れ，またアッラである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
の御名において。 は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように しいことを請い願う。知った上は，りなさい。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で

2|197|巡礼（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 期）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは周知った上は，の御名において。数の者を月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に巡礼の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。果たそ凡ての称讃あれ，うと 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巡礼時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 決して正しく導か
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，猥(嚢?))な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいや不道に導きたまえ， な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 争った時のことを思い起せ。だがアッラしてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう善いことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア 論争に判決を下される。
ッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。旅の御名において。 を請い願う。しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も れた は 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので あーの御名において。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 優るか，またはそれと同様の 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 篤信の念である。あなたがた思慮あ 慮するであろう。われに感謝し
る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。
2|198|主の御名において。恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものり巡礼中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に商 す者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。そ凡ての称讃あれ，れでアラフ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
ァ トから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どっと下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってきアッラーの御名において。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なる人々の道ではなく 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムズダリファ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでアッラ を請い願う。唱えてはならない。えて念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 場所から離れさ ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって かれたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもかれを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられいなさい。以前あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに迷える人々の道ではなくって導きたまえ， 確
いた。
2|199|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎ降ってきたようなもので，落雷の忍さかりる人々の道ではなくところから急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎ降ってきたようなもので，落雷の忍さかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い いなさい。 にアッーの御名において。 請い願う。 願う。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
ラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
2|200|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは を請い願う。果たしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ儀を示し，哀れみを与え ーの御名において。
いやそ凡ての称讃あれ，れよりも深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。精魂を損なったのである。を請い願う。打ち んで念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でわたしたち込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸いを請い願う。 わります者，ように。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなけまえを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものられないであろ賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
う。
2|201|また人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でわたしたちに幸いを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。でも幸いを請い願う。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
え。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ってく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
2|202|これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して分を欺いているのに過ぎなけまえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は精算に迅速であるに迅速であるである人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 。
2|203|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた数の者を日の主宰者に。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ ーの御名において。 ーの御名において。 誰も）迷わさない。 2日の主宰者に。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに っ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにはならない。また留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まっても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，帰らせられる御方。 ーの御名において。
かれの御名において。御 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，りなさい。許に帰らせられる御方。
2|204|人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に す者，る人々の道ではなく言 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。く慈愛深きアッラーの御名において。らませる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してかれら関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことの御名において。 人としてアッラ を請い願う。呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ような人 こそ凡ての称讃あれ，最も 好きな敵である。きアッラーの御名において。な である人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 敵である。地上には，あなたがたのため
2|205|かれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなくやいなや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことにつ見ることが出来ない。とめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うや家蓄を荒し廻る。だがアを請い願う。荒し廻る。だがアし る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア悪魔〔シャ 広大無辺にして全知であられる。 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 廻る。だがア
ッラ は邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。 されない。ーの御名において。 悪魔〔シャ 愛深きアッラーの御名において。
2|206|かれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。高慢で不信の徒となったさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに走る人々の道ではなく。かれらーの御名において。
には地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 こそ凡ての称讃あれ， しい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何と い 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたであろうか。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 悪魔〔シャ 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
2|207|また人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 った者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御自分を欺いているのに過ぎなーの御名において。 願う。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしもベに しく慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の
2|208|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てイスラ ム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの平安の御名において。境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。 魔の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳ってはなら込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 ーの御名において。 悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ



ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。敵である。地上には，あなたがたのため
2|209|明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし足を踏み入れるこを請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はず取り上げられる。本当にアッラす者，ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。なく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英明であられます。」で証人を呼んでみなさ ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
あられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，りなさい。
2|210|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アジラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるのいてかれらに まれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。解しないのか。 される人々の道ではなくの御名において。ーの御名において。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 臨 決して正しく導か
を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。だけではないの御名において。か。アッラ に凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 決して正しく導か 帰らせられる御方。
2|211|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に え。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。明であられます。」 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたかを請い願う。。アッラ の御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 証人を呼んでみなさ ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
った後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。改 す者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。変えてしまった。それでわれ ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
2|212| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちにとり魅惑的であってはならないである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してかれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。嘲り笑う。り笑う。う。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に して自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。果たす者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。であろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ対し）その身を守るであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。
2|213|人 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもともと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いであった。そ凡ての称讃あれ，れでアリラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。たちを請い願う。吉 と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 者に。として類する ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 遺言をするよう定め
わされた。またかれらと共に立礼しなさい。に真理を）知った上は，による人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。 に の御名において。ある人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いて裁啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ 異論争に判決を下される。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちさせられる人々の道ではなく。こうしてかれらに明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの授けたものを施す者，けられた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かえって証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に争った時のことを思い起せ。だがアッラったの御名において。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。唱えてはならない。える人々の道ではなく真理を）知った上は，に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。特 の御名において。御ーの御名において。 異論争に判決を下される。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 許に帰らせられる御方。
しで かれる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。導きたまえ， ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 導きたまえ，
2|214|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャったような（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまだ れない先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至過ぎな 試 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に
上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ろうと考える人々の道ではなくの御名において。か。かれらは や困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ に 舞われ，（不安の中に）動揺させられて，われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不安の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの させられて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 見ることが出来ない。 動しむ人たち揺させられて，
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御助けを請い願う。けは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだろう。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようんだ程であった。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御助けを請い願う。けは近付かない。いている人々の道ではなく。ーの御名において。
2|215|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に施す者，す者，べきアッラーの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく施す者，して問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
よいの御名において。は の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。と旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にある人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。
を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何でも深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。」と言う者がある
2|216| いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あう。自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善いことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 規切に扱い
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは嫌う。自分たちのために善いことを，あうかもしれない。また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に いことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，好きな敵である。むかもしれない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，らないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|217|かれらは 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
うことは重い懲罰を科せられよう。大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。道に導きたまえ，に近付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また なる人々の道ではなくマスジド〔シャアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
マスジド ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ハラ ム〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 域）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに住むのである。む者に。を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放す者，る人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にはもっ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ ーの御名において。

と重い懲罰を科せられよう。大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 害したためである。これもかれらがアッラーの掟により かに い。」と言う者があるかれらはもし出来る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようから背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 遙かに悪い。」かれらはもし出来るなら，あなたがたを信仰から背かせ 悪魔〔シャ
る人々の道ではなくまで いを請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。ままで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
この御名において。ような者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは徒となったとなる人々の道ではなく。またこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。かれら現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
は永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。む。遠にその中に住むのである。
2|218|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，り住むのである。む者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 奮闘努力する者，
これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。す者，る人々の道ではなくであろう。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許
2|219|かれらは酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であに就する者である。いてあなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れらは大きアッラーの御名において。な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうであ賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か少の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの益なく，また決して正しく導かもある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，益なく，また決して正しく導かよりも大である人々の道ではなく。」と言う者があるまたかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何を請い願う。施す者，す者，べ間の悪魔〔シャ
きアッラーの御名において。かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何でも余分を欺いているのに過ぎなの御名において。もの御名において。を請い願う。。」と言う者があると言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。この御名において。ようにア問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくであろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
2|220| 世を堅く信じる者たちである。に就する者である。いてもまた来世を堅く信じる者たちである。に就する者である。いても。またかれらは孤 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってや現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利に取 らうの御名において。は善いことである人々の道ではなく。もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと しく慈愛深きアッラーの御名において。交る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな計があろう。」と言った。 親，孤児，貧者を規切に扱い 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者である人々の道ではなく。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善意されている。の御名において。者に。と 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。なす者，者に。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくおばしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しなーの御名において。 悪魔〔シャ ーの御名において。
らば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。きアッラーの御名において。っと困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ惑させられる人々の道ではなく。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多もの御名において。なく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
2|221|多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。女とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。になる人々の道ではなくまでは 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしてはならない。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってい結ぺと命じられたものから離れ，地上で 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 気付かない。
ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。女よりは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ある人々の道ではなく女奴 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなく。また多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。男が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。になる人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。女子隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 勝手に）変えてしまった。それでわれ
を請い願う。かれらに嫁がせてはならない。仮令あなたがたの気に入っていても，多神教の男よりは信仰ある奴隷の方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせてはならない。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。っていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。男よりは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようある人々の道ではなく奴 の御名において。方仮初の生活の生計があろう。」と言った。 気付かない。 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく っている人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は 容に罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に呼んでみなさび入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられ勝手に）変えてしまった。それでわれ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ ーの御名において。 寛大に許 許に帰らせられる御方。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
る人々の道ではなく。また人びとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくであろう。
2|222|かれらは月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは不 である人々の道ではなく。だから経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 浄である。だから
月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから ざかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」まる人々の道ではなくまで近付かない。いてはならない。そ凡ての称讃あれ，れで清めなさい。」まった には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじら経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遠にその中に住むのである。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
れる人々の道ではなくところに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まけ。 にアヅラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく者に。を請い願う。 でられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 帰らせられる御方。 愛深きアッラーの御名において。
た の御名において。者に。を請い願う。 される人々の道ではなく。」と言う者がある純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 愛深きアッラーの御名において。
2|223|妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。耕地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。だから意されている。の御名において。ままに耕地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まけ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。何
か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善いことを請い願う。しなさい。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことを請い願う。知った上は，りなさい。ーの御名において。
なお（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの吉 を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに えなさい。報を伝えなさ 伝えなさ
2|224|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れて正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 を請い願う。 りなす者，ことなどにーの御名において。 間の悪魔〔シャ 執り成しも許されず，償いも受
してアッラ ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。ロにしようとするのか。」 にしてはならない。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 実 ーの御名において。 聴

2|225|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不用意されている。な言 を請い願う。咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようとはなされない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。意されている。 す者，る人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。 にアッラ は 容にして大度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな主であられる人々の道ではなく。図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 寛大に許
2|226|妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと を請い願う。 つ見ることが出来ない。ことを請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，縁を絶つことを誓う者は， 絶するで 4ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。たねばならない。もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていの御名において。意されている。志を）ひるがえすならを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものひる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくえす者，なら間の悪魔〔シャ 離れ，地上で
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 寛大に許
2|227|またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にアッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。離れ，地上で 堅く信じる者たちである。 決して正しく導か 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 聴
2|228| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていされた女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，独身を守るであろう。の御名において。ままで離れ，地上で 3度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。たねばならない。またもしもかの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから ーの御名において。
と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに られたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，の御名において。は合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒ではない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 合は鮮かで，見る者を）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許たーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 隠すことも知っている。」と仰せられた。 場所から離れさ
ちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし和であり，慈悲である解しないのか。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。期 内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たにかの御名において。女らを請い願う。 させる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなく。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公平な状 の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受縁を絶つことを誓う者は， 層正当である。女は，公平な状態の下 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに して 等しく）失敗者である。の御名において。 利を請い願う。もつ見ることが出来ない。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく男は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女よりも一段上の幸福を成就する者である。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アである人々の道ではなく。 にアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびな対し）その身を守るであろう。 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
く慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
2|229| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，離れ，地上で 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれまで される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。は公平な待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいで同じで，（頑固に）信じよう居（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさせる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくい許に帰らせられる御方。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受縁を絶つことを誓う者は，
は 切に扱いにして れなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかの御名において。女に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。も取り す者，ことは出来ない。もっとも 人親，孤児，貧者を規切に扱い 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 戻そうと望んでいる。真理が 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後



が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り得るために，「これはアッラーから下ったものないことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。
の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り得るために，「これはアッラーから下ったものないことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自由を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に い金を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
人とも罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにはならない。これはアッラ の御名において。 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れ故これに背く者の外は，（誰も）迷わさない。いてはならない。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。

を請い願う。犯していたためである。す者，者に。こそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったである人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
2|230|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの3回目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許と 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これと離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
再婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなくことは出来ない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの第 2の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女を請い願う。 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていした後の審きの日の主宰者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 合は鮮かで，見る者を 人は罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうになら離れ，地上で 場所から離れさ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
ない。もしアッラ の御名において。 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，っていける人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，再婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしても妨げたり，またそれを破壊しようげない。これはアッラ の御名において。 であーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
る人々の道ではなく。かれは知った上は， の御名において。ある人々の道ではなく者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。 きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。識 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
2|231|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていして定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公平な待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいで同じで，（頑固に）信じよう居させる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または離れ，地上で 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
切に扱いにして れなさい。かの御名において。女を請い願う。困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラらす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。とめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。そ凡ての称讃あれ，んなことを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は親，孤児，貧者を規切に扱い 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 う者に。である人々の道ではなく。愚か者が信仰弄しして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。 れごとにしてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく損なったのではなく，只自分の ーの御名において。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 対し）その身を守るであろう。
アッラ の御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けられた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられえ。アッラーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。されている人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。
2|232|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはして双方の御名において。合は鮮かで，見る者を意されている。の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくまとまったな離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 間の悪魔〔シャ 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
らば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らの御名において。 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許は妨げたり，またそれを破壊しようげてはならない。これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。アッラ と最後の審きの日の主宰者に。結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。
の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も清めなさい。」 であり 白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，訓戒とし 浄である。だから 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
らないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|233|母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乳 に親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 2年の 授けたものを施す者，乳す者，る人々の道ではなく。これは授けたものを施す者，乳を請い願う。全うしようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。の御名において。期 である人々の道ではなく。父 はかれら間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 親，孤児，貧者を規切に扱い
の御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料とや衣であり，あなたが服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練での御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，に 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないしなければならない。しかし も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え以上の幸福を成就する者である。の御名において。 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないを請い願う。 いられない経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから費やし，礼拝の務めを守り，定 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 誰も）迷わさない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 。
母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い はそ凡ての称讃あれ，の御名において。子の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように いられる人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父 もそ凡ての称讃あれ，の御名において。子の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように いられてはならない。ま親，孤児，貧者を規切に扱い 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 親，孤児，貧者を規切に扱い 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
た相 人もそ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく。また 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく し合は鮮かで，見る者をいで合は鮮かで，見る者を意されている。の御名において。上の幸福を成就する者である。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 乳を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら 人に罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 様の 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 離れ，地上で 決して正しく導か 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは乳 を請い願う。乳母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに す者，よう 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたもの御名において。を請い願う。公正しい道に導きたまえ，に支 す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 給
罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。 ーの御名において。
2|234|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。後の審きの日の主宰者に。に妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らは独身を守るであろう。の御名において。ままで 4ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがと 10日の主宰者に。 を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。た間の悪魔〔シャ
なければならない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。期 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 切に扱いに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくことに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 処でも望む所で，思う存分
たに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，しておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|235|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような女に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いに 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていを請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし んでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。想いを）自分の胸にしまっいを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。にしまっ結ぺと命じられたものから離れ，地上で 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
ておいても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，な言 で す者，ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかの御名において。女と秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしてはならない。また定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていの御名において。契りを請い願う。固に）信じようめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ては決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ならない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，しておられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。だからかれに留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。ーの御名において。
しなさい。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 (寛大に許?))容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。
2|236|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う も定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，る人々の道ではなくの御名において。は罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。贈って裁判官に近付 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
女らに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一部を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。富者に。はそ凡ての称讃あれ，の御名において。分を欺いているのに過ぎなに じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。もそ凡ての称讃あれ，の御名において。分を欺いているのに過ぎなに じて公正しい道に導きたまえ，に 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うを請い願う。しなさい応 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 応 贈って裁判官に近付 。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
2|237|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らと す者，る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まだかの御名において。女らには触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れてはいないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。にマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 場所から離れさ 決して正しく導か
いた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちした の御名において。半分を欺いているのに過ぎなを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。かの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく辞退す者，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていの御名において。きアッラーの御名において。ず取り上げられる。本当にアッラなを請い願う。握る者が辞退しる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく辞退し時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの辞退す者，る人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も正しい道に導きたまえ， に近い。なおあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相互いに敵である。地上には，あなたがたのための御名において。よしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ義を知っているとあなたがたに告げたではないか
てはならない。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|238|各礼 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，特に中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。礼 を請い願う。 に守り，またわれが授けたものを施す者，れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敬（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虎？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにアッラ の御名において。御前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 間の悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 謹厳しい試練で ーの御名において。
2|239|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの故？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれある人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，徒となった または の御名において。まま（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの略式の礼拝をしなさい）。の御名において。礼 を請い願う。しなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 歩みを進めるが，暗闇になれ 騎乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく安全になった は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全な礼 を請い願う。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，らなかった時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられたように。
2|240|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされて妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられる人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。 1年の 扶 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくよう間の悪魔〔シャ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 言しなければならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒的であってはならないに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ す者，る人々の道ではなくことに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな遺言をするよう定め 動しむ人たち 対し）その身を守るであろう。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
2|241| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていされた女に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような り物だ。」と言うを請い願う。しなければならない。これは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。 う め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。 贈って裁判官に近付 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ある人々の道ではなく。
2|242|この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにそ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろうーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 。
2|243|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家から出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。たちを請い願う。 なかったの御名において。か。かれらは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。恐らくあなたがたはれたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，うした見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。数の者をは何千人に及ばない。」と仰せられた。んだ。アッラ はかれらに向かい，かって「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ね。」と言う者があると言われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから らせられた。ーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
にアッラ は人 への御名において。恩 の御名において。主であられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は感 しない。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。

2|244|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に え。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 聴
2|245|アッラ によい 付かない。を請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくの御名において。か。かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。倍加えられることを。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また数の者を倍にもなされる人々の道ではなくでーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで 誰も）迷わさない。
はないか。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしく慈愛深きアッラーの御名において。もまた かにも自由自在に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に される人々の道ではなくーの御名において。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
の御名において。である人々の道ではなく。
2|246|あなたはム サ の御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちに就する者である。いて知った上は，らなかったの御名において。か。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
分を欺いているのに過ぎなの御名において。 言者に。に向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。王を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは預言者たち）に啓示したもの
アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， うであろう。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わないの御名において。ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
ではないか。」と言う者があると言った。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはどうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に わず取り上げられる。本当にアッラにいーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
られようか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子供えからも れている人々の道ではなくの御名において。に。」と言う者があると言った。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに命じられたものから離れ，地上でじら離れ，地上で 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。少数の者をの御名において。者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。アッラ は不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。熟知った上は，しておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
2|247| 言者に。はかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，タ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，王として任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か命じられたものから離れ，地上でされた。」と言う者がある預言者たち）に啓示したもの 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
と言った。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。王になれようか。わたしたちこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれより
も王に相 しい。またかれは富にも まれていない。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく応 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。
たの御名において。上の幸福を成就する者である。にかれを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。知った上は， と体力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，王 を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。ア選んで，自 識 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
ッラ は厚施す者，にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
2|248| 言者に。はかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれの御名において。王 の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに来る人々の道ではなくあの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものほ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく預言者たち）に啓示したもの 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。平安と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いとハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れてやって来る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め



もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。」と言う者がある
2|249|タ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるのいて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みす者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 試
られる人々の道ではなく。 でも川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく民に先んじ（て下ではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。味わおうとしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく民に先んじ（て下であ誰も）迷わさない。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
る人々の道ではなく。只手の御名において。ひらで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一す者，く慈愛深きアッラーの御名において。いす者，る人々の道ではなくだけは だ。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく少数の者をの御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 んだ。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものタ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 ーの御名において。
ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものおよびかれと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。共に立礼しなさい。にす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。ジャ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものゴリアーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。

テ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に す者，る人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えはない。」と言う者があると言った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことを請い願う。自 す者，る人々の道ではなく者に。たちは言った。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御 しの御名において。もとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれか少い兵力なもの）になるまでかれらに対して戦えで大 にうち ったではないか。アッラ は耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。と共に立礼しなさい。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 勝手に）変えてしまった。それでわれ ーの御名において。
にいられる人々の道ではなく。」と言う者がある
2|250|そ凡ての称讃あれ，れからかれらは んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジャ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に えんとす者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ進めるが，暗闇になれ ーの御名において。 ーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしたちに不屈の御名において。精神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎ んで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちの御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。固に）信じようめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。民に先んじ（て下に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 場所から離れさ 対し）その身を守るであろう。
を請い願う。御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
2|251|果たしてかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものタ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 しの御名において。もとにかれらを請い願う。打ち破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドーの御名において。 ーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 ーの御名において。
はジャ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，王 と英知った上は，を請い願う。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものダ ウ〕に動しむ人たち ド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。おばしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しに就する者である。いて―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。
教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに抑制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しし合は鮮かで，見る者をうように仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。向かい，けられなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はきアッラーの御名において。っと腐 しーの御名において。 間の悪魔〔シャ 敗者である。
たことであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。く慈愛深きアッラーの御名において。ださる人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
2|252|これはアッラ の御名において。宣 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは真理を）知った上は，を請い願う。あなたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせる人々の道ではなく。 にあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遣わした。あなたは業火の住人にわされた者に。の御名において。一ーの御名において。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
人である人々の道ではなく。
2|253|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。ある人々の道ではなく者に。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。より以上の幸福を成就する者である。に遇で同居（復縁）させるか，あるいした。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。
しく慈愛深きアッラーの御名において。御言 を請い願う。かけられる人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。は位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア を請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ に明であられます。」親，孤児，貧者を規切に扱い 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ

を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 によってかれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。もしアッラ の御名において。おばしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。たち聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに争った時のことを思い起せ。だがアッラうことはなかったであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは相 した。ある人々の道ではなく者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく証人を呼んでみなさ 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。アッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは争った時のことを思い起せ。だがアッラわなかったの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おばしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。ことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれた。
2|254|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けた を請い願う。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。もなく慈愛深きアッラーの御名において。友情もなく，執り成しもないもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成しもない糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 執り成しも許されず，償いも受
日の主宰者に。の御名において。来る人々の道ではなく前に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」え。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
2|255|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永生に自存される人々の道ではなく御方。 眠も熟睡も，かれをとらえることは出も熟睡も，かれをとらえることは出も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。とらえる人々の道ではなくことは出ーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
来ない。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれの御名において。 しなく慈愛深きアッラーの御名において。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。御 で り成許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。 執り成しも許されず，償いも受
す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前の御名において。ことも以後の審きの日の主宰者に。の御名において。ことを請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれの御名において。御意されている。に適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
ったことの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはかれの御名において。御知った上は， に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ得るために，「これはアッラーから下ったものす者，る人々の道ではなくところはないの御名において。である人々の道ではなく。かれの御名において。玉座は，凡ては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て識
の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。って が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。広大無辺にして全知であられる。 2つ見ることが出来ない。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れも えられない。かれは至高にして至大であられる人々の道ではなく。覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
2|256|宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のには 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあってはならない。正しい道に導きたまえ，に正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，は迷える人々の道ではなく から明であられます。」らかに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎな ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 誤から明らかに（分別）されている。それで 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。退けてアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して れる人々の道ではなくことの御名において。ない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような取っ手を請い願う。握る者が辞退しった者に。である人々の道ではなく。アッラーの御名において。 決して正しく導か 壊しよう 堅く信じる者たちである。
は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴

2|257|アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。深きアッラーの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。光を取り明であられます。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に かれる人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 導きたまえ，
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。〔シャタ グ ト〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。光を取り明であられます。」から暗 の御名において。深きアッラーの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に く慈愛深きアッラーの御名において。。かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人である人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 導きたまえ， 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 。
永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。遠にその中に住むのである。
2|258|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに王 を請い願う。授けたものを施す者，けられたことから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高慢で不信の徒となったになって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に就する者である。いてイブラ ヒ ムとーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
した者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは知った上は，らなかったの御名において。か。イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生を請い願う。授けたものを施す者，けまた死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 う方ーの御名において。 ーの御名において。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
だ。」と言う者があると言った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生を請い願う。授けたものを施す者，けまた死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。」と言う者があると言った。イブラ ヒ ムは言った。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 を請い願う。 から らせられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。西から らせなさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかの御名において。不ーの御名において。 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう惑してしまった。アッラ は不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，
2|259|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーから してなく慈愛深きアッラーの御名において。なった町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーり ぎた者に。の御名において。ようにかれは言うの御名において。であった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 過ぎな ーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。ように死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に えたこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 らされる人々の道ではなくの御名において。だろうか。」と言う者があるところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，百年のの御名において。 かれを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ絶するで 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れから らせた。そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはどれく慈愛深きアッラーの御名において。らい滞在したの御名において。か。」と言う者があると言われた。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは 1日の主宰者に。か半日の主宰者に。 ごしました。」と言う者があるかれは言われた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは百年の滞在したの御名において。だ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく過ぎな
あなたの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うと み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。物だ。」と言うを請い願う。 なさい。そ凡ての称讃あれ，れはまだ年のを請い願う。 ていない。またあなたの御名において。ロにしようとするのか。」パを請い願う。 なさい。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 見ることが出来ない。 経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから 見ることが出来ない。
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。人びとへの御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとしよう。なおそ凡ての称讃あれ，の御名において。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。 なさい。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そを請い願う。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の見ることが出来ない。
せる人々の道ではなくかを請い願う。。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなりました。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
と言った。
2|260|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく、「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。どう らせられる人々の道ではなくの御名において。かわたしに せて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言ーの御名において。 ーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 見ることが出来ない。
った （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。主は言われた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。か。」と言う者があるかれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたし時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。安らげたいの御名において。であります者，。」と言う者があるかれは言われた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある4羽の鳥をとって，それを慣らし，それからかれらの御名において。 を請い願う。とって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 らし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからかれら鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 慣らし，それからかれら
の御名において。一部を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にの御名において。上の幸福を成就する者である。に置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。呼んでみなさべ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいであなたの御名において。 に来る人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，れであな許に帰らせられる御方。
たは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。」と言う者があるーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
2|261|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。施す者，す者，者に。を請い願う。例えてみれば，ちょうどえてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ちょうどーの御名において。 1粒がが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 7 を請い願う。付かない。け穂を付け ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
1 に百粒がを請い願う。付かない。ける人々の道ではなくの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，倍加えられることを。してく慈愛深きアッラーの御名において。ださる人々の道ではなく。アッラ は厚施す者，にし穂を付け ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
て全知った上は，であられる人々の道ではなく。
2|262|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらの御名において。施す者，した相手に 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない侮辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こさせーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また わない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。に す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 にある人々の道ではなく。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないで損なったのではなく，只自分の 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 許に帰らせられる御方。 憂いもないであろう。
あろう。
2|263| 切に扱いな言 と 容とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，侮辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかう施す者，しもの御名において。に る人々の道ではなく。アッラ は富有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。親，孤児，貧者を規切に扱い 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 寛大に許 優るか，またはそれと同様の ーの御名において。
2|264|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは人びとに せびらかす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな物だ。」と言うを請い願う。施す者，す者，者に。の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない侮辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。感じ見ることが出来ない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
させて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。施す者，しを請い願う。 益なく，また決して正しく導かにしてはならない。またアッラ も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。の御名において。ように無 ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 。
かれらを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ればちょうど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，上の幸福を成就する者である。を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った滑らかな岩のようなもので，大雨が降れば裸になってしまう。らかな岩を打の御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく降ってきたようなもので，落雷の忍さかれば裸になってしまう。になってしまう。
かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 いて得るために，「これはアッラーから下ったものたもの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくところもないであろう。アッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちを請い願う。御 きアッラーの御名において。に働く者となるであろうから。」 ーの御名において。 導きたまえ，
なられない。
2|265|アッラ の御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。施す者，す者，者に。たちを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえてーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。かれらは丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にの御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく果 の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちげばそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は倍加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また大雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少樹園に就いての吉報を伝えなさ 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア



しの御名において。湿り（で足りる）。アッラーはあなたがたの行うことを御存知であられる。り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので足を踏み入れるこりる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|266|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシやブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに凡ての称讃あれ，ての御名において。果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ 実
自分を欺いているのに過ぎなは既に明示している。に年の老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。子はまだ幼弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをでおまけに旋 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく猛火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかってきアッラーの御名において。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全部）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。 うようなことを請い願う。風向きの 焼き払うようなことを 払うようなことを
望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
る人々の道ではなくであろう。
2|267|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 いて得るために，「これはアッラーから下ったものたよいもの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に生 し働く者となるであろうから。」 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
たもの御名において。を請い願う。借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取しまず取り上げられる。本当にアッラ施す者，せ。 いもの御名において。を請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，してはならない。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。つ見ることが出来ない。むらず取り上げられる。本当にアッラには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自身を守るであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ取悪魔〔シャ 図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。
れないようなもの御名において。を請い願う。。アッラ は ち足を踏み入れるこりておられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，りなさい。ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，
2|268| 魔は を請い願う。もってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また じ知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は 容と恩悪魔〔シャ 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 脅し，また恥じ知らずの行いを命じる。だがアッラーは寛容と恩 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 ーの御名において。 寛大に許
を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされておられる人々の道ではなく。アッラ は厚施す者，にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。

2|269|かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英知った上は，を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。英知った上は，を請い願う。授けたものを施す者，けられた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か分を欺いているのに過ぎなの御名において。良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，け適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
られた者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，しない。慮するであろう。われに感謝し 誰も）迷わさない。
2|270|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな施す者，し物だ。」と言うを請い願う。しようとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またどんな誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。果たそ凡ての称讃あれ，うとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ーの御名において。
てを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。はない。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
2|271|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは施す者，しを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あらわにしても だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて 者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえれば更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそによい。そ凡ての称讃あれ，れはあ結ぺと命じられたものから離れ，地上で構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，されてお悪魔〔シャ 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 払うようなことを ーの御名において。
られる人々の道ではなく。
2|272|かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かではない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う導きたまえ， 責は必ず不信心者の上に下る ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく施す者，す者，良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ導きたまえ， ーの御名において。
の御名において。御 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御喜ばせるものである。」び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 う外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には施す者，さない。施す者，した良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完全にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに返すことも出来ないであろう。されよう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 願う。
は不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように遇で同居（復縁）させるか，あるいせられる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。
2|273|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。良いものの代りにつまらないものをい施す者，しは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。いため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 出来ない困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラーの御名において。 闊歩みを進めるが，暗闇になれ
者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらは控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。である人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らない者に。は金持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなである人々の道ではなくと考える人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて，

はそ凡ての称讃あれ，の御名において。 子から察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなければならない。かれらはしつ見ることが出来ない。こく慈愛深きアッラーの御名において。人びとに わないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいも様の 請い願う。
の御名において。を請い願う。施す者，せば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。熟知った上は，されておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
2|274|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないとなく慈愛深きアッラーの御名において。昼となく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人日の主宰者に。を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあらわに施す者，す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 から が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ財 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
れる人々の道ではなく。かれらには恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもない。憂いもないであろう。
2|275|利息を請い願う。 る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔にとりつ見ることが出来ない。かれて倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，る人々の道ではなくような起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。方しか出来ないであろう。そ凡ての称讃あれ，れ貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 悪魔〔シャ
はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある商 は利息を請い願う。とる人々の道ではなくようなもの御名において。だ。」と言う者があると言うからである人々の道ではなく。しかしアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，商 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利息売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 許に帰らせられる御方。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高利）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じておられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで主から 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。ことは されよう。かれの御名において。訓戒とし 過ぎな 許に帰らせられる御方。
ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御手の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。非を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り返すことも出来ないであろう。す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは永 にーの御名において。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。
2|276|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利息（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものへの御名において。恩 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，し〔シャサダカ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しには（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恩 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 加えられることを。して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。アッーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 増すであろう。」
ラ は忘れてしまったのか。あなたが恩な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。を請い願う。 されない。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
2|277|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なす者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたは拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
れもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもない。憂いもないであろう。
2|278|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならばアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利息の御名において。残されたので，何二つ見ることが出来ない。 を請い願う。 消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のしにしなさい。ーの御名において。 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 帳消しにしなさい。
2|279|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの放 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。しないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされよう。棄する。いや，かれらの多 ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔い改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。元金は 得るために，「これはアッラーから下ったもの出来る人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように わなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，収 扱い
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われない。扱い
2|280|また 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし 境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。にある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。どの御名において。つ見ることが出来ない。く慈愛深きアッラーの御名において。まで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっている人々の道ではなくなら債務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて，
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のしにして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」 す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最もよい。帳消しにしなさい。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
2|281|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に される人々の道ではなく日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく稼いだことに対し，またあなたがたいだ分を欺いているのに過ぎなにーの御名において。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
し清めなさい。」算に迅速であるされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはないであろう。対し）その身を守るであろう。 誰も）迷わさない。 扱い

2|282|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく期 を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て 借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 にとどめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。間の悪魔〔シャ 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらを請い願う。公正しい道に導きたまえ，な 者に。に させる人々の道ではなく。 者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられたように し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 ーの御名において。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 書き変える。
の御名において。を請い願う。拒むことは出来ない。そ凡ての称讃あれ，れでかれに させなさい。 者に。にロにしようとするのか。」述べることに従った。スラさせなさい。かれの御名において。主アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 債務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。少なく慈愛深きアッラーの御名において。言ってはならない。もし 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，精神があるなどと唱えてはならない。的であってはならないに欠けるか幼弱者であり，または自らロける人々の道ではなくか幼弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または自らロにしようとするのか。」債務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
述べることに従った。スラできアッラーの御名において。ない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。 人に公正しい道に導きたまえ，にロにしようとするのか。」述べることに従った。スラさせなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仲 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ 見ることが出来ない。 間の悪魔〔シャ 2名において。の御名において。 人を請い願う。たてなさい。証人を呼んでみなさ 2
名において。の御名において。男が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人としてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ 証人を呼んでみなさ 認し， 自ら証言したのである。 1名において。の御名において。男と 2名において。の御名において。女を請い願う。たてる人々の道ではなく。もし女の御名において。 1人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ
っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他の御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女を請い願う。正しい道に導きたまえ，す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来よう。 人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの呼んでみなさばれた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拒むことは出来な違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので

い。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。大小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなくことを請い願う。 してはならない。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ決して正しく導か 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 軽視
の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また正しい道に導きたまえ， な となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなく。只しあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ーの御名において。 確 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」
で受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願い接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。の御名において。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。の御名において。 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは にとどめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。間の悪魔〔シャ 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。

だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。にさいしては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなさい。そ凡ての称讃あれ，して 者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人にも迷える人々の道ではなく惑を請い願う。かけてはなら証人を呼んでみなさ 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 証人を呼んでみなさ
ない。もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなく惑が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかかる人々の道ではなくことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなーの御名において。
さい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた方である人々の道ではなく。アジラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。熟知った上は，されておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
2|283|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく旅行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で 者に。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものない ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だがを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えさせて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。なさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，用している人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，用された者に。には されたことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果たさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。主アッ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 実
ラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れさせなさい。 言を請い願う。 してはならない。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうで す者，もの御名において。である人々の道ではなく。アッラ はーの御名において。 証人を呼んでみなさ 隠すことも知っている。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，されておられる人々の道ではなく。
2|284|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わしーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
てもまた しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，れとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。清めなさい。」算に迅速であるしておられる人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おぼしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しの御名において。者に。を請い願う。赦し，また善行をする者にし隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
またおばしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しの御名において。者に。を請い願う。 される人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。罰を科せられよう。 ーの御名において。
2|285|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちもまた同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とーの御名において。
天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。 にも差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 を請い願う。つ見ることが出来ない。けない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。また諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誰も）迷わさない。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で します者，。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 いま聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 願う。
す者，。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはあなたの御名において。御 であります者，。」と言う者がある帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。



2|286|アッラ は にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え以上の幸福を成就する者である。の御名において。もの御名において。を請い願う。 わせられない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだもの御名において。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ーの御名において。 誰も）迷わさない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
分を欺いているのに過ぎなを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの益なく，また決して正しく導かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだもの御名において。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし忘れてしまったのか。あなたがれたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ちを請い願う。犯していたためである。す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ損なったのではなく，只自分の 過ぎな
っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち以前の御名において。者に。に わされたような重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに わせな負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
いで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えでかなわないもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないわせないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう障もないのに小巡礼をを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の な滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御く慈愛深きアッラーの御名において。だし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。 者に。であられま愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
す者，。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。徒となったに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。
3|1|アリフ ラ ム ミ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
3|2|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永生し自存される人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
3|3|かれは真理を）知った上は，を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。以前にあったもの御名において。の御名において。 とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ
法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
3|4|この御名において。前にも人びとを請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。御下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしになる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りで導きたまえ， 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
ある人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。 の御名において。主であられる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 応報を伝えなさ
3|5|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。においても天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に す者，何もの御名において。もない。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
3|6|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに形造に向かい，られる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなら偉大な恩恵の主であられる。
びなきアッラーの御名において。英明であられます。」な方であられる人々の道ではなく。
3|7|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は明であられます。」解しないのか。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 幹
であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはあいまいである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こで心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あいまいな部分を欺いているのに過ぎなにとらわれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 された節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 隠すことも知っている。」と仰せられた。
意されている。味の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの欠けるか幼弱者であり，または自らロ を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに 手な解しないのか。 を請い願う。加えられることを。えようとす者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。意されている。味）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 勝手に）変えてしまった。それでわれ 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を ーの御名において。
知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。はない。そ凡ての称讃あれ，れで知った上は， の御名において。基 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 固に）信じような者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。これ識 礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ 堅く信じる者たちである。 ーの御名において。
は凡ての称讃あれ，て主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わったもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，しない。賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 慮するであろう。われに感謝し
3|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。 かれた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，らさないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい導きたまえ， 。
あなたの御名において。御 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく御方であ許に帰らせられる御方。
られます者，。」と言う者がある
3|9|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく方であられま審きの日の主宰者に。
す者，。アッラ は 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくえられる人々の道ではなくことはありません。」と言う者があるーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
3|10|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。子女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ には何の御名において。役にも立たないであろう。にも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。
かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。薪となろう，となろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
3|11|ちょうどフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい例えてみれば，ちょうどで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらを請い願う。捕えられた。アッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
3|12|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは打ち かされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られよう。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
何と い 床であることよ。」である人々の道ではなくことよ。」と言う者がある悪魔〔シャ 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
3|13| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はっきアッラーの御名において。りとあなたに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。一つ見ることが出来ない。はアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に合は鮮かで，見る者を す者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。であった。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。眼には，（ムスリム軍勢が）には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 2倍に えた。アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に見ることが出来ない。 ーの御名において。
う者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い で される人々の道ではなく。 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，炯限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。な者に。への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 護者も援助者もないのである。 擁護者も援助者もないのである。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 訓戒とし

3|14| 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には美していますのに。」かれは仰せられしく慈愛深きアッラーの御名において。 える人々の道ではなく。 女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，莫大な金 宝，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの血を流す者を置かれるので の御名において。正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの様の 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 銀財 統の正しい）
印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のや田 。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御 こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最高の御名において。焼き払うようなことを 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 畑の灌漑にも使われな 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 ーの御名において。 側こそは，最高の

安息所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。
3|15|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはこれらよりも善いもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげよう
か。アジラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされている人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 にーの御名において。 許に帰らせられる御方。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な配偶を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。アッラ はしもべたちを請い願う。御存知った上は，であられ純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
3|16|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。そ凡ての称讃あれ，れであたしたちの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い責は必ず不信心者の上に下る 懲罰を科せられよう。
って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。
3|17|よく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敬誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 (虎?))に奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの赦し，また善行をする者にしを請い願う。賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 暁に（罪の）赦しを
祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。
3|18|アッラ はかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ なされた。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも正しい道に導きたまえ， を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，った者に。もまたーの御名において。 証人を呼んでみなさ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 識
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 言す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」なかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ 偉大な恩恵の主であられる。
3|19|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御 の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラ ム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。意されている。志を）ひるがえすならに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
られた人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。に相争った時のことを思い起せ。だがアッラうの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれらの御名において。 の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。からである人々の道ではなく。アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく識 間の悪魔〔シャ 妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 ーの御名において。
者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように清めなさい。」算に迅速であるに迅速であるであられる人々の道ではなく。ーの御名において。
3|20|だからもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたと 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくならば言いなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしもわたしに う者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。こめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。論争に判決を下される。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
てアッラ に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えます者，。」と言う者があるまた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，っている人々の道ではなく人びとと 知った上は，の御名において。者に。たちに言いなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 無
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報したの御名において。か。」と言う者があるもし服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たしかに正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくに従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 導きたまえ， 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに える人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はしもべたちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの漏れれ務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ ーの御名において。
なく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
3|21|アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， を請い願う。 して 言者に。たちを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また公正しい道に導きたまえ，を請い願う。 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく人びとを請い願う。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 無視 預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
した者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 懲罰を科せられよう。

3|22|この御名において。ような者に。たちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには援助けを請い願う。者に。もない。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
3|23|あなたは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられていた者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 の御名において。裁判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものタウ〕に動しむ人たちラ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに る人々の道ではなくようにと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，呼んでみなさびかけられる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 なかったの御名において。か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。一部は背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 落頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 見ることが出来ない。 転落
者に。である人々の道ではなく。
3|24|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れたとしても何日の主宰者に。かの御名において。 に ぎないだろう。」と言う者があると言うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに就する者である。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 造に向かい，したもの御名において。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれて正しい道に導きたまえ，しい教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえから迷える人々の道ではなくい出ている人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。樫造したものに欺かれて正しい教えから迷い出ているためである。
3|25|疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ないそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。ように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらはなる人々の道ではなくだろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。各人時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだことに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われないの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 扱い
3|26|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言え。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるおおアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，王 の御名において。主。あなたは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に王 を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。から王ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
を請い願う。取り上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなく。また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。高 になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。なされる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善いことは権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，



あなたの御名において。御手にある人々の道ではなく。あなたは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。
3|27|あなたは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。昼の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼を請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から生を請い願う。(?))し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生か
ら死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。(?))せられる人々の道ではなく。あなたは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。」と言う者がある適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
3|28|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。を請い願う。 密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはな友としてはならない。これを請い願う。あえてす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア親，孤児，貧者を規切に扱い
ッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。助けを請い願う。け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは全く慈愛深きアッラーの御名において。ないであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。危害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ーの御名において。
る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。アッラ は御自身を守るであろう。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに される人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 論争に判決を下される。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはある人々の道ではなく。帰らせられる御方。
3|29|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してもまた わしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，れ隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにありまた地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく一切に扱いを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であーの御名において。
られる人々の道ではなく。」と言う者がある
3|30|凡ての称讃あれ，ての御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなった 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられとを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まの御名において。あたりに る人々の道ではなく日の主宰者に。。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い隔たりがあることを望むであろう。アッラーは，あなたがたにしたたりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむであろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにした悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
しく慈愛深きアッラーの御名において。戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。アッラ はしもべたちに慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。
3|31|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしアッタ を請い願う。敬 す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに え。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればアッーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ラ もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 でられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許
3|32|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに いなさい。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にアッーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
ラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。ーの御名において。
3|33|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ダムとヌ フ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してイブラ ヒ ム 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。者に。とイムラ ン 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
の御名において。上の幸福を成就する者である。に御 びになられた。衆の上に御選びになられた。 選んで，自

3|34|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一系の子々孫々である。アッラーは全聴にして全知であられる。の御名において。子々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくである人々の道ではなく。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 聴
3|35|イムラ ンの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手ったもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
なたに奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げます者，。どうかわたしからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。御受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは全 にして全知った上は，聴
であられます者，。」と言う者がある
3|36|そ凡ての称讃あれ，れから出 の御名において。 になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは女 を請い願う。生み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ました。」と言う者があるア産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく生んだ者に。を請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。男 は女 と同じで，（頑固に）信じようじではない。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはかの御名において。女を請い願う。マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のーの御名において。 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
ムと名において。付かない。けました。あなたに御 いします者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうかかの御名において。女とそ凡ての称讃あれ，の御名において。子 の御名において。者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの うべきアッラーの御名において。 から御守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ願う。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 悪魔〔シャ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
い。」と言う者がある
3|37|そ凡ての称讃あれ，れで主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。かの御名において。女を請い願う。嘉し，それをよく御認め下さる。 され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女を請い願う。 に美していますのに。」かれは仰せられしく慈愛深きアッラーの御名において。成 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の にかの御名において。女の御名において。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。 ーの御名において。
育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見を請い願う。させられた。ザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の一が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女を請い願う。 舞われ，（不安の中に）動揺させられて，って 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女の御名において。前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。を請い願う。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。 見ることが出来ない。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 見ることが出来ない。

た。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてあなたにこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来たの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があるかの御名において。女は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはアッラ の御名において。御 から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられました）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
えられる人々の道ではなく。
3|38|そ凡ての称讃あれ，こでザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 垢の後継ぎをあたしに御の御名において。後の審きの日の主宰者に。 ぎを請い願う。あたしに御ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 無 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。御 きアッラーの御名において。届け下さいます。」け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいます者，。」と言う者がある聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
3|39|そ凡ての称讃あれ，れからかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなお 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで礼 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラっていた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに呼んでみなさびかけた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ からヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のヒヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。音を下され， を請い願う。あなたに授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。子はアッラ の御名において。御言 の御名において。 者に。となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， で正しい道に導きたまえ，しい人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。 言報を伝えなさ ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実証人を呼んでみなさ 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 預言者たち）に啓示したもの
者に。となろう。」と言う者がある
3|40|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてわたしに男の御名において。子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり得るために，「これはアッラーから下ったものましょう。わたしはもう老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い になってしま齢になってしま
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは不妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われであります者，の御名において。に。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれーの御名において。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
3|41|そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。御示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言っーの御名において。 ーの御名において。
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは 3日の主宰者に。の御名において。 人 と す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，身を守るであろう。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなだけで意されている。志を）ひるがえすならを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじさせる人々の道ではなくことになろう。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあな間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
たに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。だから多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。あなたの御名において。主を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朝にタべに讃えなさい。」にタべに えなさい。」と言う者がある讃あれ，
3|42|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にアッラ はあなたを請い願う。 んであなたを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 選んで，自
万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。女人を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえて御 びになられた。」と言う者がある選んで，自
3|43|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。敬の御名において。 を請い願う。棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげてサジダしなさい。ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくもの御名において。と一 に誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たちしなさい。」と言う者があるーの御名において。
3|44|これは幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息の御名において。一部であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこれを請い願う。あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 (篆?))矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であを請い願う。投げて誰がげて が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく誰も）迷わさない。
マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムを請い願う。 育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見す者，べきアッラーの御名において。かを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいなかった。またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく相争った時のことを思い起せ。だがアッラった も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たはかれらと一 ではなかった。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
3|45|また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は直に死を願い接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。ご自身を守るであろう。の御名において。御言 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
たに吉 を請い願う。 えられる人々の道ではなく。マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。名において。はマスィ フ イ サ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも高い 誉報を伝えなさ 伝えなさ ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 近の御名において。一人であろう。ーの御名において。 側こそは，最高の
3|46|かれは り の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また成入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。してからも人びとに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい者に。の御名において。一人である人々の道ではなく。」と言う者がある揺させられて， 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」 語り，正しい者の一人である。」
3|47|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もわたしに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れたことはありません。どうしてあたしに子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ましょ誰も）迷わさない。
うか。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。を請い願う。御 りになられる人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。』と仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせになれば即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある決して正しく導か
3|48|主は 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，と律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，とを請い願う。かれに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
3|49|そ凡ての称讃あれ，してかれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 への御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとされた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ は言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 ーの御名において。
たの御名において。主から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。(西?))したの御名において。である人々の道ではなく。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで の御名において。形を請い願う。造に向かい，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに息を請い願う。吹ききアッラーの御名において。鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しによりそ凡ての称讃あれ，れは になる人々の道ではなく。またアッラ の御名において。御 しによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生れ付かない。きアッラーの御名において。の御名において。盲人や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 願う。

患いのある者は，斎戒をするか施者に。を請い願う。治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。生きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。らせる人々の道ではなく。またわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何を請い願う。家に蓄を荒し廻る。だがアえている人々の道ではなくかを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう
げよう。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
3|50|わたしはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしより以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられていたことの御名において。一実証人を呼んでみなさ
部を請い願う。解しないのか。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主からの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。(西?))したの御名において。である人々の道ではなく。だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしにーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
いなさい。
3|51|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主はアッラ であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなく。だからかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。こーの御名において。



れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。」と言う者がある
3|52|イ サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。を請い願う。察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいも知った上は，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ  これらの者は（等しく）失敗者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。助けを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
ける人々の道ではなく者に。は か。」と言う者がある弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者子たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。援助けを請い願う。者に。です者，。わたしたちはアッ誰も）迷わさない。 ーの御名において。
ラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくムスリムである人々の道ではなくことの御名において。 人となって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
3|53|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに います者，。そ凡ての称讃あれ，れであたしたちを請い願う。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
人たちと一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。とめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある証人を呼んでみなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 書き変える。

3|54|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは策 したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ も策 なされた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も れた策 者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であ謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 優るか，またはそれと同様の 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。
られる人々の道ではなく。
3|55|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイ サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。もとにあげてーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。虚な ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 審きの日の主宰者に。
たちの御名において。上の幸福を成就する者である。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アにおく慈愛深きアッラーの御名において。であろう。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。 に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく争った時のことを思い起せ。だがアッラっていたことに許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは裁 を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，であろう。決して正しく導か
3|56|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。においても来世を堅く信じる者たちである。でも不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちに しい を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 一人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。
を請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。もない。」と言う者がある
3|57|主は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに む者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になら動しむ人たち 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
ない。
3|58|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせる人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また英知った上は，に ちた教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の である人々の道ではなく。」と言う者がある読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 訓戒とし
3|59|イ サ はアッラ の御名において。御 では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれア ダムと同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく泥で鳥の形を造り，それに息を吹きでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア ダム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 られーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせになる人々の道ではなくとかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 として）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの存在した。間の悪魔〔シャ
3|60|真理を）知った上は，はあなたの御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。だから 疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。徒となったの御名において。仲 となってはならない。懐疑の徒の仲間となってはならない。 間の悪魔〔シャ
3|61|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ に す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真 の御名において。知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしかれに就する者である。いてあなたと す者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあーの御名において。 ーの御名において。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 実 識 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるさあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。子 とあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。子 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
たの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。一 に呼んでみなさんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘付かない。きアッラーの御名において。者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくように祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ろ緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。
う。」と言う者がある
3|62| にこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 な物だ。」と言う である人々の道ではなく。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」で誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 実 語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
あられる人々の道ではなく。
3|63|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。ーの御名において。 悪魔〔シャ
3|64|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 の御名において。共に立礼しなさい。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーの御名において。ことば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに来なさ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ
い。わたしたちはアッラ にだけ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。を請い願う。もかれに列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いしない。またわたしたちはアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いーの御名において。 ーの御名において。
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。主として崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたした
ちはムスリムである人々の道ではなくことを請い願う。 言す者，る人々の道ではなく。」と言う者がある証人を呼んでみなさ
3|65| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。ことで 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくの御名において。か。律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ以後の審きの日の主宰者に。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 論争に判決を下される。
に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。ではないか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。か。
3|66|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいく慈愛深きアッラーの御名において。らか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， の御名において。ある人々の道ではなくことに就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 争った時のことを思い起せ。だがアッラに る人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてあな識 論争に判決を下される。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， の御名において。ないことに就する者である。いて 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくの御名において。か。アッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，識 論争に判決を下される。 ーの御名において。
らない。
3|67|イブラ ヒ ムはユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったでもキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったでもなかった。しかしかれは 正しい道に導きたまえ，なムスリムであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 純
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。仲 ではなかったの御名において。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
3|68|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにイブラ ヒ ムに最も近い人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 者に。とこの御名において。 言者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 預言者たち）に啓示したもの
えを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。 される人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
3|69| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。迷える人々の道ではなくわせようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。迷える人々の道ではなくわす者，だけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
自らはそ凡ての称讃あれ，れに 付かない。かない。気付かない。
3|70| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 人ではないか。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
3|71| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何故虚な で真理を）知った上は，を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いことと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，りなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら真理を）知った上は，を請い願う。 す者，の御名において。か。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偽りのために，かれらには手 悪魔〔シャ 隠すことも知っている。」と仰せられた。
3|72| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある一日の主宰者に。の御名において。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ムスリムたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
りには拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリムになった者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ムを請い願う。 てて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を

方に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って来る人々の道ではなくであろう。戻そうと望んでいる。真理が
3|73|ただし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。では）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに う者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じてはならない。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじもの御名において。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ， ーの御名において。 導きたまえ，
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと主の御名において。御前で 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある凡ての称讃あれ，ての御名において。 物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，論争に判決を下される。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
アッラ の御名において。御手にあり。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。アッラ は厚施す者，にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
3|74|かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえになる人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な施す者，恩の御名において。主であられる人々の道ではなく。」と言う者がある適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
3|75| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく千金を請い願う。 してもこれを請い願う。返すことも出来ないであろう。す者，者に。もあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に催促しない限りしない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
一枚の銀貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めはの御名において。 を請い願う。 しても返すことも出来ないであろう。さない者に。もある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 知った上は，の御名において。者に。たちに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は銀貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めは 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 無 責は必ず不信心者の上に下る
ない。」と言う者があると言うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれらは故意されている。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に虚な を請い願う。 る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 語り，正しい者の一人である。」
3|76|いや本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。全うし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。果たす者，者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 愛深きアッラーの御名において。
3|77|アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いとを請い願う。 って かな利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。において得るために，「これはアッラーから下ったもの分を欺いているのに過ぎなはないであろうーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 。
活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらに御言 も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくこともない。かれらは痛い懲罰が下されよう。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 顧みられず，清められることもない。かれらは痛

ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
3|78|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたで 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。ゆが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にないことを請い願う。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部である人々の道ではなくかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせようとす者，る人々の道ではなく一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 からではないもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れはアッラーの御名において。 許に帰らせられる御方。
から来たもの御名において。だ。」と言う者があると言う。かれらは故意されている。にアッラ に就する者である。いて虚な を請い願う。 る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 語り，正しい者の一人である。」

3|79| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，と 言者に。としての御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか分を欺いているのに過ぎなを請い願う。アッラ からいただいた一人の御名において。人 でありなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。になって人啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
びとに向かい，い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 しなさい。」と言う者があるとは言えない。むしろ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
たは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。忠 なしもベとなりなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 に学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許びな実 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
さい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
3|80|かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」や 言者に。たちを請い願う。主としなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくことも出来ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくムスリムになった預言者たち）に啓示したもの



後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。
3|81|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言者に。たちと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，とを請い願う。あなーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ところ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 実証人を呼んでみなさ
に来る人々の道ではなくであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。助けを請い願う。けなさい。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれを請い願う。承知った上は，す者，る人々の道ではなくか。この御名において。ことにつ見ることが出来ない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われと固に）信じようい 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。す者，る人々の道ではなくか」と言う者があるかれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある承知った上は，しま約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
した」と言う者がある「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 言しなさい。われもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ しよう。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ
3|82|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。
3|83|アッラ の御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくというの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，好きな敵である。むと好きな敵である。まざる人々の道ではなくとーの御名において。
を請い願う。 わず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
3|84|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またイブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
スマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ ク，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブおよび 支挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーとに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またム サ とイ サ とーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。他の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。たちに主から授けたものを施す者，かったもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。わたしたちはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ど預言者たち）に啓示したもの 預言者たち）に啓示したもの 間の悪魔〔シャ
んな差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 もしません。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報します者，。」と言う者がある別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
3|85|イスラ ム以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられない。また来世を堅く信じる者たちである。においては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。ーの御名において。 決して正しく導か
は失 者に。の御名において。 である人々の道ではなく。敗者である。 類する
3|86|アッラ はどうしてこれらの御名において。者に。を請い願う。 かれようか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなく仲 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またーの御名において。 導きたまえ， 間の悪魔〔シャ
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 である人々の道ではなくことを請い願う。 言し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに来た後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなく仲 を請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。実 証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
民に先んじ（て下を請い願う。御 きアッラーの御名において。にならない。導きたまえ，
3|87|かれらへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 にかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぐ であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，報を伝えなさ ーの御名において。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
3|88|かれらは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は されないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されない。遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。 軽減されず， 猶予もないであろう。
3|89|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく後の審きの日の主宰者に。に悔い改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 寛大に許
3|90|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした後の審きの日の主宰者に。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許しても して受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられないであ増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 決して正しく導か
ろう。かれらは迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。である人々の道ではなく。
3|91|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。として死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に ちる人々の道ではなく程の御名において。黄金でそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 おうとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し仮初の生活の生計があろう。」と言った。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 決して正しく導か
て受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられない。これらの御名において。者に。には痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。もな懲罰を科せられよう。
3|92|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」わない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。全うし得るために，「これはアッラーから下ったものないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく愛深きアッラーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」うどんなもの御名において。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ御存知った上は，である人々の道ではなく。―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
3|93|律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく以前は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じていたもの御名において。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一切に扱いの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うはイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
に合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒であった。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。もってきアッラーの御名において。てそ凡ての称讃あれ，れ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 実

を請い願う。 しなさい。」と言う者がある読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
3|94|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。においてもアッラ に し虚な を請い願う。述べることに従った。スラべる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
3|95|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は真 を請い願う。 られる人々の道ではなく。だから 正しい道に導きたまえ，なイブラ ヒ ムの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに いなさいーの御名において。 実 語り，正しい者の一人である。」 純 ーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 。
かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。仲 ではなかった。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
3|96|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最初の生活の生計があろう。」と言った。に建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラされた家は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，バッカの御名において。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは生ける人々の道ではなくもの御名において。凡ての称讃あれ，てへの御名において。祝福を成就する者である。であり
きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ，

3|97|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラった 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。また でもそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 場所から離れさ 誰も）迷わさない。
者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平安が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。この御名において。家への御名において。巡礼は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まける人々の道ではなく人びとに せられたアッラ ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 である人々の道ではなく。課せられたアッラーヘの義務である。 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まことにアッラ は万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの超越えず必要に迫られた場合は罪にはならされ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全に自足を踏み入れるこされておられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。ーの御名において。
3|98|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。
たの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。 ておられる人々の道ではなくの御名において。だ。」と言う者がある見ることが出来ない。
3|99|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何故アッラ の御名において。道に導きたまえ，から信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
げさせようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御 きアッラーの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ した者に。ではないか。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 導きたまえ， 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
たの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。 逃されない。されない。」と言う者がある見ることが出来ない。
3|100|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなくからといって一分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ったあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 す者，であろう。戻そうと望んでいる。真理が
3|101|どうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに さーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 にいる人々の道ではなくではないか。アッラ にしっかりと っている人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ正しい道に導きたまえ，間の悪魔〔シャ ーの御名において。 縋っている者は，必ず正
しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ，
3|102|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなな畏れる者たちへの導きがある。敬の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられでアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはムスリムになら―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
ず取り上げられる。本当にアッラに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んではならない。
3|103|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。 に皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったでしっかりと り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すしてはならない。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，ーの御名において。 絆が断絶するで 縋っている者は，必ず正 対し）その身を守るであろう。
る人々の道ではなくアッラ の御名において。恩 を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に じなさい。初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの であった かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 銘 敵である。地上には，あなたがたのため 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 情もなく，執り成しもないで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの び付かない。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。によりあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者となったの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。穴の辺りの御名において。 り愛深きアッラーの御名において。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り
にいたの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出されたの御名において。である人々の道ではなく。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。
される人々の道ではなく。きアッラーの御名において。っとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくであろう。導きたまえ，
3|104|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは一 となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善いことに招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，なことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 なことを請い願う。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 悪魔〔シャ
禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じる人々の道ではなくようにしなさい。これらは成功する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
3|105|明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに来た後の審きの日の主宰者に。分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ようであってはならない。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい証人を呼んでみなさ 論争に判決を下される。 厳しい試練で

を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
3|106|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。ある人々の道ではなく は白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく は く慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなく。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。なった者に。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあな顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に返すことも出来ないであろう。った。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようであったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。味わうの御名において。であ懲罰を科せられよう。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
3|107|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。なった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。慈 を請い願う。こうむり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。む。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 遠にその中に住むのである。
3|108|これらはアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。われは真理を）知った上は，によってこれを請い願う。あなたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，てーの御名において。 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。
の御名において。もの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不公正しい道に導きたまえ，を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれない。
3|109|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一切に扱いの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に される人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 帰らせられる御方。
3|110|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に された最良いものの代りにつまらないものをの御名において。共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 なこと類する 遺言をするよう定め 悪魔〔シャ



を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にどんなによかったか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
らの御名において。ある人々の道ではなく者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大部分を欺いているのに過ぎなの御名において。者に。はアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。たちである人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
3|111|かれらは只少しの御名において。邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。魔を請い願う。す者，る人々の道ではなくだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられない。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 しかけてきアッラーの御名において。てもあ仮初の生活の生計があろう。」と言った。 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けてしまい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， からの御名において。助けを請い願う。けも得るために，「これはアッラーから下ったものられないであろう。誰も）迷わさない。
3|112|かれらはどこに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。アッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 を請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びーの御名において。 護者も援助者もないのである。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
とと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの攻守り，またわれが授けたものを施す者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。盟 を請い願う。しない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは。かれらはアッラ の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。むり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラに付かない。きアッラーの御名において。まとわれよう。これは約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， を請い願う。 して 言者に。たちを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 無視 預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
抗して法を越えていたためである。して法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえていたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
3|113|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全部）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じよう なの御名において。ではない。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも正しい道に導きたまえ，しい一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 アッラ の御名において。様の 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサジダす者，る人々の道ではなく。読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
3|114|かれらはアッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。とを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 なことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに うーの御名において。 悪魔〔シャ 競え。あなたがたは何処にいても，ア 。
かれらは正しい道に導きたまえ，しい者に。の御名において。 である人々の道ではなく。類する
3|115|かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。として（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされる人々の道ではなくことはないであろう。アッラ は主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。
る人々の道ではなく者に。を請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
3|116|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。の御名において。 宝もそ凡ての称讃あれ，の御名において。子女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に しては少しも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。かれら財 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
は 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。む。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
3|117|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。で す者，もの御名において。を請い願う。例えてみれば，ちょうどえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの霜を運ぶ）寒風が邪悪の者たちの田畑を襲い，を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの寒 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 の御名において。者に。たちの御名において。田 を請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，費やし，礼拝の務めを守り，定 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 風向きの 悪魔〔シャ 畑の灌漑にも使われな 襲った。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言うを請い願う。 ばす者，ようなもの御名において。。アッラ はかれらを請い願う。 われない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自ら自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 っている人々の道ではなく。減されず， ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の 損なったのではなく，只自分の
3|118|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仲 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはにしてはならない。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。堕落間の悪魔〔シャ 親，孤児，貧者を規切に扱い
を請い願う。 わない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい の御名において。情もなく，執り成しもないは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もうかれらの御名において。ロにしようとするのか。」からほとばしっている人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，厭われない。信仰する者はそ 難かしいこと。 悪魔〔シャ
の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に す者，ところは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのしい。われは既に明示している。に 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 明であられます。」にした。只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。隠すことも知っている。」と仰せられた。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 鮮かで，見る者を
理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく なだけである人々の道ではなく。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか題なだけである。
3|119|そ凡ての称讃あれ，れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらを請い願う。 している人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 してはいない。愛深きアッラーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。」と言う者があると言う。し啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
かしかれらだけの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 激して指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 憤激して指先を (噛?))む。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。しなさい。アッ憤激して指先を
ラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
3|120|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに幸 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。だ運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 憂いもないであろう。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 襲った。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主だけを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れている人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 は少しもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしないであろ陰謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
う。 にアッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうこと全てを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
3|121|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく早朝にタべに讃えなさい。」に家を請い願う。出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。 の御名において。配置し，当てもなくさ迷わせられる。につ見ることが出来ない。かせた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。アッラ は全 にして全知った上は，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 聴
であられる人々の道ではなく。
3|122|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 2 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，臆病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手で怯んだ時を思え。だがアッラーはかれらを援護された。だから，んだ を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらを請い願う。援 された。だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，べきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
3|123|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくバドルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさで微弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをであったときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに助けを請い願う。けられた。だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れーの御名において。 確 ーの御名において。
なさい。きアッラーの御名において。っとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに感 の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。る人々の道ではなくであろう。謝するであろう。
3|124|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに言ったことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，3千の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。御下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしになってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。
けられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まだ充分を欺いているのに過ぎなではないの御名において。か。
3|125|いやそ凡ての称讃あれ，れどころか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくならばもし が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッ して来ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主は敵である。地上には，あなたがたのため軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 襲った。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
5千の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。援助けを請い願う。される人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
3|126|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。安らぎの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 を請い願う。 えられた。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であらーの御名において。 報を伝えなさ 伝えなさ 偉大な恩恵の主であられる。
れる人々の道ではなくアッラ の御名において。御 からの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。けはないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
3|127|これはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一部の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。切に扱いり崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラさせ退かせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
3|128|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられたの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも なされる人々の道ではなくかは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに わる人々の道ではなくこーの御名において。 懲罰を科せられよう。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
とではない。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
3|129|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。ーの御名において。
を請い願う。 される人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。罰を科せられよう。 ーの御名において。 寛大に許
3|130|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，倍にしまたも倍にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利子を請い願う。 ってはならない。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさ貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 ーの御名において。
い。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。
3|131|そ凡ての称讃あれ，して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に されている人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。恐らくあなたがたはれなさい。準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
3|132|アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに いなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけられる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
3|133|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いなさい。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。程の御名において。 い に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，れは競え。あなたがたは何処にいても，ア 広大無辺にして全知であられる。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， されている人々の道ではなく。準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
3|134| 境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。においてもまた逆境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。にあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。 物だ。」と言うを請い願う。施す者，しに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」う者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえて人びとを請い願う。 容す者，順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 贈って裁判官に近付 寛大に許
る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。なす者，者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
3|135|また な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。したり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 失を請い願う。犯していたためである。した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしてそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ 過ぎな 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 過ぎな 請い願う。
の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にす者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ましょう。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。犯していたためである。したことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，故意されている。に り返すことも出来ないであろう。さなーの御名において。 誰も）迷わさない。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に

い者に。。
3|136|これらの御名において。者に。への御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。 大な御赦し，また善行をする者にしと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 寛大に許 楽園に就いての吉報を伝えなさ
永 に住むのである。むであろう。 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。恩 は何とよいことであろう。遠にその中に住むのである。 奮闘努力する者， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
3|137|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前にも多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 理を）知った上は，の御名において。例えてみれば，ちょうどが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。嘘という者に。の御名において。最摂理の例があった，あなたがたは地上を旅して，真理を嘘という者の最
後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 なさい。見ることが出来ない。
3|138|これは人びとに す者，る人々の道ではなく きアッラーの御名において。明であられます。」かしであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としである人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 導きたまえ， 訓戒とし
3|139|そ凡ての称讃あれ，れで 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。失ったり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。で気付かない。 絶するで 勝手に）変えてしまった。それでわれ
ある人々の道ではなく。
3|140|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相手方もまた同じで，（頑固に）信じよう の御名において。打 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけている人々の道ではなく。われは人 の御名において。 に損なったのではなく，只自分の傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 様の 撃を受けている。われは人間の間に 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 命じられたものから離れ，地上での御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこんな日の主宰者に。を請い願う。交互いに敵である。地上には，あなたがたのために授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。アッラ はこれによって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ーの御名において。



中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。殉教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 者に。を請い願う。あげられる人々の道ではなく。アッラ は不 の御名において。徒となったを請い願う。 されない。実証人を呼んでみなさ ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 愛深きアッラーの御名において。
3|141|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ようにして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。没落させられる人々の道ではなく。ーの御名において。
3|142|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，られない にーの御名において。 奮闘努力する者， 誰も）迷わさない。 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくと考える人々の道ではなくの御名において。か。楽園に就いての吉報を伝えなさ
3|143|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはす者，る人々の道ではなく前は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいたではないか。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まさにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前に たであろう。見ることが出来ない。
3|144|ムハンマドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに ぎない。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちはかれの御名において。前に逝った。もしかれが死ぬか，またはった。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または過ぎな
されたら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。す者，の御名において。か。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。そ凡ての称讃あれ，うとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもアッラ を請い願う。 うことは出来ない。だ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 誰も）迷わさない。 ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の

が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしてかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。に われる人々の道ではなく。ーの御名において。 謝するであろう。 報を伝えなさ
3|145|アッラ の御名において。御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。ては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびことは出来ない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 期は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，登 されている人々の道ではなくーの御名において。 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 録にとどめなさい。 。
でも 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこれを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ誰も）迷わさない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」

る人々の道ではなく。われは感 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いちに いる人々の道ではなくであろう。謝するであろう。 報を伝えなさ
3|146|どれ程の御名において。 言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。敬神があるなどと唱えてはならない。な と共に立礼しなさい。ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のこ ったか。かれらはアッラ の御名において。道に導きたまえ，において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，預言者たち）に啓示したもの 衆の上に御選びになられた。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。
遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいしたことに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。落さないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを にもならず取り上げられる。本当にアッラ屈しなかった。 にアッラ は耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多もの御名において。を請い願う。 で気付かない。 気付かない。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
られる人々の道ではなく。
3|147|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな でも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくロにしようとするのか。」にす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯こういう言 であった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 様の
罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうや行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。 ぎた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。赦し，また善行をする者にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちの御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。固に）信じようめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちに して力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ助けを請い願う。けて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく過ぎな 場所から離れさ 対し）その身を守るであろう。
さい。」と言う者がある
3|148|こうしてアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。善美していますのに。」かれは仰せられの御名において。 を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。アッラ は善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。
なす者，者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。
3|149|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 敗者である。
者に。に後の審きの日の主宰者に。 りさせる人々の道ではなくであろう。戻そうと望んでいる。真理が
3|150|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また最も れた援助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。 優るか，またはそれと同様の
3|151|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられを請い願う。投げて誰がげ もう。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も授けたものを施す者，けられ込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
ていないもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれらの御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。家は 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。住むのである。まーの御名において。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
いこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
3|152|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 しの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たーの御名において。 許に帰らせられる御方。 敵である。地上には，あなたがたのため 撃を受けている。われは人間の間に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
された。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。好きな敵である。むもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利品を入れてやって来る。あなたがたが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 せられた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しりごみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。す者，る人々の道ではなくようになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 見ることが出来ない。
って争った時のことを思い起せ。だがアッラいはじめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，つ見ることが出来ない。いに命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。ようになった。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。を請い願う。欲す者，る人々の道ではなく者に。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
を請い願う。欲す者，る人々の道ではなく者に。もある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こでかれは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 から退却させられた。だがかれは，もうあさせられた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もうあ試 敵である。地上には，あなたがたのため
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 された。アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
3|153|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。から呼んでみなさび したの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。げ道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの け登り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかった時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 戻そうと望んでいる。真理が 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 顧みられず，清められることもない。かれらは痛 。
そ凡ての称讃あれ，れでかれは苦の）果実の損失で，必ずあなたがた につ見ることが出来ない。ぐ苦の）果実の損失で，必ずあなたがた で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに われる人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく失ったもの御名において。に就する者である。いて悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しまず取り上げられる。本当にアッラ難かしいこと。 難かしいこと。 報を伝えなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
また遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいしたことを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しまないように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものという配 からなされたこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうこと慮するであろう。われに感謝し ーの御名において。
を請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。
3|154|そ凡ての称讃あれ，れからかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。安らぎを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは かな眠も熟睡も，かれをとらえることは出りに ったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく難かしいこと。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
一部の御名において。もの御名において。は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。こと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し った（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 神があるなどと唱えてはならない。 者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの考え方を請い願う。して慮するであろう。われに感謝し ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 無 論争に判決を下される。
愚か者が信仰かな臆 を請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。わたしたちはこの御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一体何を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。であろうか。」と言う者がある言ってや測す
る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるかれらはあなたに言えないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ーの御名において。
分を欺いているのに過ぎなで している人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ことで何か得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた隠すことも知っている。」と仰せられた。
したちはここで されないであろう。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいたとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるこれはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて場所から離れさ ーの御名において。
いる人々の道ではなくことを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなた試 払うようなことを ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
3|155| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく相 した日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 退した者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく稼いだことに対し，またあなたがたいだ或ること（罪）のる人々の道ではなくこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 対し）その身を守るであろう。 敗者である。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かせたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 された。アッラ は 容にして悪魔〔シャ 躓かせたためである。だがアッラーはかれら（の誤ち）を許された。アッラーは寛容にして ーの御名において。 誤から明らかに（分別）されている。それで 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 寛大に許
大度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ量であられる。であられる人々の道ではなく。
3|156|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ようであってはならない。かれらの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
または 争った時のことを思い起せ。だがアッラに出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしている人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしわたしたちと一 にいたならば死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なず取り上げられる。本当にアッラに戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また されなかったであろうに。」と言う者があると言うの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。ことでかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こ済み，また殺されなかったであろうに。」と言うのは，アッラーがそのことでかれらの心に悲嘆を引き起こ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 嘆

されたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうーの御名において。 ーの御名において。
ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
3|157| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされまたは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 容と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。とは仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 寛大に許 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらの御名において。蓄を荒し廻る。だがアえた凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。より れている人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の
3|158| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでもまたは 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラアッラ の御名において。御 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ仮初の生活の生計があろう。」と言った。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
3|159|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしも薄情もなく，執り成しもないで心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく荒し廻る。だがア々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
かったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはあなたの御名において。周 から れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったであろう。だからかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 失）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。囲まれる。 離れ，地上で 過ぎな 許に帰らせられる御方。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 いなさい。そ凡ての称讃あれ，して 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられにわたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと相 しなさい。いったん ったーの御名において。 請い願う。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 談しなさい。いったん決った 決して正しく導か
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 愛深きアッラーの御名において。
3|160|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。けられれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに打ち つ見ることが出来ない。者に。はない。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。御 てになったらば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。だから信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 誰も）迷わさない。
はアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
3|161|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ， 言者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 なことはあり得るために，「これはアッラーから下ったものない。不 な者に。は 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でしたもの御名において。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出預言者たち）に啓示したもの 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 審きの日の主宰者に。
す者，であろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 各人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに し完全な いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 扱い
3|162|アッラ の御名において。喜ばせるものである。」ばれる人々の道ではなくところに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなく者に。の御名において。ようであってなる人々の道ではなくもの御名において。か。かーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
れの御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。何と哀れみを与えれな行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。末であろうか。であろうか。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
3|163|アッラ の御名において。御 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 にも差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうーの御名において。 許に帰らせられる御方。 賞罰を科せられよう。 間の悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。



ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
3|164|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに して かに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。あげーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。かれらに させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。これまでかれらは明であられます。」らかに迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
い の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいたの御名において。である人々の道ではなく。誤から明らかに（分別）されている。それで
3|165|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てこれに艱難かしいこと。 2倍す者，る人々の道ではなく程の御名において。打 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたの御名において。に撃を受けている。われは人間の間に 敵である。地上には，あなたがたのため ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは一体どうしたことか。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。から来た
もの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
3|166| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく相会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャした日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。ったことはアッラ の御名において。御 しによったもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れによって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
3|167| 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしなさい。そ凡ての称讃あれ，れとも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎな偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらはわたしたちに うこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 価値）が分れば，あなたが
たに おう」と言う者があると言った。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようよりも背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，に近かった。かれらの御名において。ロにしようとするのか。」は心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にもないことを請い願う。言う従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 す者，ことを請い願う。凡ての称讃あれ，て知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
3|168|かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。言）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，座は，凡て していたら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 視 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
されなかったもの御名において。を請い願う。。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ず取り上げられる。本当にアッラ自分を欺いているのに過ぎなで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から免れないであろう。アッラーはかれらの行いれてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある
3|169|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでってはならない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは主の御名において。御 で扶ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 許に帰らせられる御方。
されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生きアッラーの御名において。ている人々の道ではなく。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い

3|170|かれらはアッラ の御名において。恩 により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，授けたものを施す者，かったもの御名において。に 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。あとに く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生きアッラーの御名において。残されたので，何二つ見ることが出来ない。った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人たーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
ちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に喜ばせるものである。」んでいる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生きアッラーの御名において。残されたので，何二つ見ることが出来ない。った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人たちは恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないと。憂いもないであろう。
3|171|アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。と恩 を請い願う。喜ばせるものである。」び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してむだにされないことを請い願う。喜ばせるものである。」ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 決して正しく導か
んでいる人々の道ではなく。
3|172| した後の審きの日の主宰者に。でもアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。呼んでみなさびかけに えた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと ーの御名において。 応 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 偉大な恩恵の主であられる。
な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
3|173|人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある なさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに して大 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 している人々の道ではなく。かれ見ることが出来ない。 対し）その身を守るであろう。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
らを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく却させられた。だがかれは，もうあってかれらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，して「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば万全である人々の道ではなく。かれは最も れた管理を）知った上は，者に。であられる人々の道ではなく。」と言う者があると言った。ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の

3|174|だからこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。と恩 に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。して って来た。 にも遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 帰らせられる御方。 艱難かしいこと。
らはアッラ の御名において。喜ばせるものである。」ばれる人々の道ではなくところに うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来た。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 大な恩 の御名において。主であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
3|175|かの御名において。 魔は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれさせる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
かれらを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れず取り上げられる。本当にアッラわれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。
3|176|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に向かい，かって急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐ者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。ませてはならない。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもアッラーの御名において。
を請い願う。 えない。アッラ は来世を堅く信じる者たちである。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに福を成就する者である。分を欺いているのに過ぎなを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれない。かれらは重い懲罰を科せられよう。い を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ損なったのではなく，只自分の ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。
3|177|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 なった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもアッラ を請い願う。 えない。かれらは手痛い懲罰が下されよう。い を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくで購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の 懲罰を科せられよう。
あろう。
3|178|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら自身を守るであろう。にとり有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせてはならない。われは只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か猶予もないであろう。
れらの御名において。不 を請い願う。 させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。かれらは ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
3|179|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。善い者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から い者に。を請い願う。区 される人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらを請い願う。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとの御名において。状 で放ーの御名において。 悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 決して正しく導か 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
置し，当てもなくさ迷わせられる。されないであろう。またアッラ は幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに わされない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
う者に。を請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに ばれる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 選んで，自 ーの御名において。

て畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
3|180|アッラ の御名において。恩 によって与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。を請い願う。出す者，の御名において。を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あう者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
てはならない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，害したためである。これもかれらがアッラーの掟にである人々の道ではなく。かれらの御名において。出す者，の御名において。を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あったそ凡ての称讃あれ，の御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこにまつ見ることが出来ない。わる人々の道ではなくであろう。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうこ遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。 ーの御名において。
とを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。
3|181|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるであられる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは富んでいる人々の道ではなく。」と言う者があるとロにしようとするのか。」にした者に。の御名において。言 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッーの御名において。 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
ラ は かに御 になられた。われはかれらの御名において。言ったこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妄りに預言者を殺害したことをりに 言者に。を請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたことを請い願う。ーの御名において。 確 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で

して置し，当てもなくさ迷わせられる。く慈愛深きアッラーの御名において。。われは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは炎 の御名において。刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。味わえ。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 熱
3|182|これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。自 自得るために，「これはアッラーから下ったものである人々の道ではなく。アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して不正しい道に導きたまえ，を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれない。」と言う者がある業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。 決して正しく導か
3|183|かれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ はわたしたちに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかからの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
い尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく供え物だ。」と言うを請い願う。 す者，までは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたし以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 決して正しく導か
たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 とあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて来た。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった証人を呼んでみなさ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたの御名において。か。」と言う者がある殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
3|184|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前に来た使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったた
ちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとされている人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 や や かしい 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて来たにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ。証人を呼んでみなさ 書き変える。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
3|185| でも皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。味わうの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは十分を欺いているのに過ぎなに いられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたこの御名において。誰も）迷わさない。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 報を伝えなさ
日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りから ざけられた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に本望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく。この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りの御名において。快 に業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 確実 偽りのために，かれらには手 楽
ぎない。過ぎな

3|186|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， や生活の生計があろう。」と言った。などに就する者である。いて必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあう。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 試 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
者に。からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったからも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 ロにしようとするのか。」を請い願う。 かされる人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくな悪魔〔シャ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
らば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時し成し遂げることになる。げる人々の道ではなくことになる人々の道ではなく。決して正しく導か
3|187|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれを請い願う。人びとにーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
明であられます。」して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してはならない。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはこれを請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か でこれを請い願う。 った。かれらの御名において。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。隠すことも知っている。」と仰せられた。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
は何と いである人々の道ではなくことよ。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
3|188|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。 る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，称 される人々の道ではなくの御名において。を請い願う。好きな敵である。む者に。の御名において。ことなど考えてはならな誇る者，また行わないのに，称讃されるのを好む者のことなど考えてはならな 讃あれ，
い。これらの御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。免れないであろう。アッラーはかれらの行いれる人々の道ではなくと考えてはならない。かれらは しい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。



3|189|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。
3|190|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼の御名において。交替の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 慮するであろう。われに感謝し
3|191|または立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または座は，凡てり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてたわって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，に就する者である。いてーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
考える人々の道ではなく者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは徒となったらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。御 りになったの御名において。ではないの御名において。です者，。あなたの御名において。 光を取りを請い願う。 え創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
ます者，。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 からわたしたちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。懲罰を科せられよう。
3|192|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに投げて誰がげ まれた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラでおおわれる人々の道ではなく。不 の御名において。者に。には援助けを請い願う。者に。はな業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
いであろう。
3|193|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。』と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。の御名において。呼んでみなさび声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。 いて開いて ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りました。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。わたしたちから抹消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 成業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
者に。たちと一 にあなたに召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしてく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
3|194|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたもの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラか約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 審きの日の主宰者に。
ら救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 になさいません。」と言う者がある決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 無
3|195|主はかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 きアッラーの御名において。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 の御名において。 い聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 誰も）迷わさない。 働く者となるであろうから。」
た きアッラーの御名において。もむだにしないであろう。男でも女でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに同じで，（頑固に）信じよう士である。それで移住した者，故郷である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，故働く者となるであろうから。」 郷
から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放された者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また して 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされた者に。こは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはきアッラーの御名において。っとかれらから凡ての称讃あれ，奮戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせよう。」と言う者があるこれはアッラ の御名において。御 からの御名において。 である人々の道ではなく。アッ業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 楽園に就いての吉報を伝えなさ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
ラ の御名において。御 にこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 優るか，またはそれと同様の 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
3|196|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。あちこち きアッラーの御名において。回わっている人々の道ではなくの御名において。に感わされてはならない。歩みを進めるが，暗闇になれ
3|197|これは片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ の御名において。 である人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。住むのである。まいとなろう。そ凡ての称讃あれ，れは い 床であることよ。」である人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 歓楽 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
3|198|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。これ楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
はアッラ の御名において。御 からの御名において。 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。である人々の道ではなく。正しい道に導きたまえ，しきアッラーの御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなくもの御名において。は最も れーの御名において。 許に帰らせられる御方。 歓 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 優るか，またはそれと同様の
ている人々の道ではなく。
3|199| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。とかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に 虚なに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か でアッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 ったりしない者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アーの御名において。 謙虚な 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 価 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
ッラ の御名において。御 で が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は清めなさい。」算に迅速であるに迅速であるであられる人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。
3|200|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかびなさい。忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 固に）信じようでありなさい。そ凡ての称讃あれ，して極く希である。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 堅く信じる者たちである。
アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。ーの御名において。
4|1|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。かれはひとつ見ることが出来ない。の御名において。魂を損なったのである。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。魂を損なったのである。から創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
配偶者に。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 数の者をの御名において。男と女を請い願う。 やし め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた方であられる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れな創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 無 増すであろう。」 広大無辺にして全知であられる。 ーの御名において。
さい。かれの御名において。御名において。においてお互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ごとを請い願う。す者，る人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。また近 の御名において。 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの尊重い懲罰を科せられよう。しなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 親，孤児，貧者を規切に扱い 絆が断絶するで
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 えず取り上げられる。本当にアッラ 守り，またわれが授けたものを施す者，られる人々の道ではなく。ーの御名において。 絶するで 見ることが出来ない。
4|2|孤 たちの御名において。 を請い願う。返すことも出来ないであろう。 しなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。と替えてはならない児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない 悪魔〔シャ 。
またかれらの御名において。 を請い願う。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもの御名において。にしてはならない。 にそ凡ての称讃あれ，れは大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
4|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし孤 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，にしてやれそ凡ての称讃あれ，うにもないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 対し）その身を守るであろう。 2人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，3
人または 4人の御名において。女を請い願う。 れ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく公平にしてやれそ凡ての称讃あれ，うにもないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只嬰れ。だが公平にしてやれそうにもないならば，只 1人だけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはあなた嬰れ。だが公平にしてやれそうにもないならば，只
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 の御名において。女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので我授けたものを施す者，しておきアッラーの御名において。なさい。この御名において。ことは不公正しい道に導きたまえ，を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっとも公隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
正しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。
4|4|そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていにさいしては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女にマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。 り物だ。」と言うとして与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自らそ凡ての称讃あれ，の御名において。一部を請い願う。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 贈って裁判官に近付
す者，ことを請い願う。 うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」んでこれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。戻そうと望んでいる。真理が 願う。 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限

4|5|アッラ から保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが管を請い願う。委 された を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，精神があるなどと唱えてはならない。薄弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを者に。に渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」してはならない。そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに衣であり，あなたが食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うーの御名において。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いに言 しく慈愛深きアッラーの御名において。 しかけなさい。懇切に言葉優しく話しかけなさい。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。優るか，またはそれと同様の 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
4|6| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい年の に す者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 を請い願う。 しなさい。もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な分を欺いているのに過ぎな が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくと め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 齢になってしま 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 試 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 認し， 自ら証言したのである。 財
を請い願う。かれらに渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」しなさい。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの孤 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成年のになる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，浪 したり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の してはならない。産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 費やし，礼拝の務めを守り，定 費やし，礼拝の務めを守り，定

（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの金持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなならば抑制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗ししてこれに手を請い願う。触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れてはならない。また 乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 切に扱いに見ることが出来ない。 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 見ることが出来ない。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」もいなさい。孤 に返すことも出来ないであろう。 す者，る人々の道ではなくさいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 人を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなさい。アッラ は清めなさい。」算に迅速である者に。として万全で児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
あられる人々の道ではなく。
4|7|男は および近 の御名において。 の御名において。一部を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女もまた 及ばない。」と仰せられた。び近 の御名において。 の御名において。一部を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。さい の御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か少を請い願う。 わず取り上げられる。本当にアッラ定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたように配分を欺いているのに過ぎなしなさい。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
4|8| の御名において。分を欺いているのに過ぎな配にさいし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし い 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いや孤 や 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に居合は鮮かで，見る者をわせた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからか遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 遠にその中に住むのである。 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 場所から離れさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
れらにも与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いに言 しく慈愛深きアッラーの御名において。 しかけなさい。懇切に言葉優しく話しかけなさい。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。優るか，またはそれと同様の 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
4|9|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。あとにひ弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい子女を請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。身を守るであろう。を請い願う。案じる者はよく心配して置け。だからアッラーを畏れじる人々の道ではなく者に。はよく慈愛深きアッラーの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配して置し，当てもなくさ迷わせられる。け。だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
意されている。ある人々の道ではなく言 で りなさい。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」

4|10|不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように孤 の御名において。 を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」い らす者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」らう者に。。かれらはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに かれる人々の道ではなく児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 減されず， 焼き払うようなことを
であろう。
4|11|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。子女に就する者である。いてこう命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。男 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 の御名において。ーの御名において。 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 2人分を欺いているのに過ぎなと同じで，（頑固に）信じよう 。もし女 の御名において。額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 2人以上の幸福を成就する者である。の御名において。ときアッラーの御名において。は の御名において。遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 2を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。もし女 一人の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
かれに の御名において。ある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ の御名において。遺言をするよう定め児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 場所から離れさ 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 6分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。もし が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。相 者に。である人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者を遺言をするよう定め児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 場所から離れさ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い はそ凡ての称讃あれ，の御名において。親，孤児，貧者を規切に扱い 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。またもしかれに兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い は場所から離れさ 親，孤児，貧者を規切に扱い 6分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいず取り上げられる。本当にアッラれ
の御名において。 合は鮮かで，見る者をも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言したもの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。清めなさい。」算に迅速であるした残されたので，何二つ見ることが出来ない。り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。分を欺いているのに過ぎな配）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いと自分を欺いているのに過ぎなの御名において。場所から離れさ 遺言をするよう定め 債務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
子女との御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，より益なく，また決して正しく導かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，らない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 である人々の道ではなく。本ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|12|妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく したもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，半分を欺いているのに過ぎなを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。もし子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か遺言をするよう定め 場所から離れさ 場所から離れさ
の御名において。女らの御名において。 言と を請い願う。果たした後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかの御名において。女の御名において。残されたので，何二つ見ることが出来ない。したもの御名において。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遺言をするよう定め 債務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 4分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
す者，もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない 合は鮮かで，見る者をは妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかはあなたの御名において。 の御名において。遺言をするよう定め 場所から離れさ 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 4分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ

る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言と を請い願う。果たした後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく残されたので，何二つ見ることが出来ない。したもの御名において。の御名において。場所から離れさ 遺言をするよう定め 債務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 8分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。もし を請い願う。遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 遺言をするよう定め
す者，男または女に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いも子女もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者または 妹一人だけある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 場所から離れさ 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 6分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ



る人々の道ではなく。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 妹が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かい 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは全 で姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 場所から離れさ 員で 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1の御名において。分を欺いているのに過ぎなけ前を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言と を請い願う。果たした後の審きの日の主宰者に。の御名において。こ遺言をするよう定め 債務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
とで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの にも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。及ばない。」と仰せられた。ぼす者，ことはない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ からの御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして誰も）迷わさない。 損なったのではなく，只自分の ーの御名において。 ーの御名において。
大度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ量であられる。であられる人々の道ではなく。
4|13|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた まりである人々の道ではなく。アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされーの御名において。 決して正しく導か ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
る人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。そ凡ての称讃あれ，れは至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
4|14|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに あず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。む。かれーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
は ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
4|15|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。女たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。 いた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに し貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し 働く者となるであろうから。」 対し）その身を守るであろう。 4名において。の御名において。 人を請い願う。証人を呼んでみなさ
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなさい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしこれを請い願う。 言したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らを請い願う。家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外しなさい。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らを請い願う。 れ証人を呼んでみなさ 監禁しなさい。死がかの女らを連れ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女らの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくまで。ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 決して正しく導か
4|16|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 2人で罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの2人とも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。悔いて身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ままに放って置し，当てもなくさ迷わせられる。け。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御赦し，また善行をする者にしなされる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|17|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。御赦し，また善行をする者にしなされる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラに 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。犯していたためである。したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐ後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔い改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。だけであーの御名において。 悪魔〔シャ
る人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。を請い願う。御赦し，また善行をする者にしになられる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
4|18|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に むまで 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 になって「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと悔い改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ます者，。」と言う者があると言う者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。まま臨 悪魔〔シャ 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。の御名において。梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許は御赦し，また善行をする者にしになられない。かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたの御名において。 を請い願う。 してある人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう人の御名において。意されている。志を）ひるがえすならに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女を請い願う。相 してはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女ら続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。一部を請い願う。取り す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らを請い願う。手荒し廻る。だがアに ってはならない。明であられます。」らかに不 の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれ戻そうと望んでいる。真理が 扱い 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し 実
ば である人々の道ではなく。出来る人々の道ではなくだけ仲良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らと暮れまで斎戒を全うしなさい。マスしなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あっても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なしなさ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，の御名において。うち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嫌う。自分たちのために善いことを，あっている人々の道ではなく点）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにアッラ からよいことを請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。
4|20|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一人の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他と替えようとす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かの御名において。女に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの如何に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの巨 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえてい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの
ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から何も取り してはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ありもしない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 という明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戻そうと望んでいる。真理が 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
これを請い願う。取り そ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。戻そうと望んでいる。真理が
4|21|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。取り す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。既に明示している。に互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに深きアッラーの御名において。い もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らは戻そうと望んでいる。真理が 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは
い誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから得るために，「これはアッラーから下ったものている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

4|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。父が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしたことの御名において。ある人々の道ではなく女と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしてはならない。 ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った昔のことは問わないがの御名において。ことは わないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 過ぎな 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 。
そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていむべきアッラーの御名において。こと。忌まわしい道である。まわしい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。恥ずべき懲罰を受けるであろう。
4|23|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 妹，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父方の御名において。おば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い方の御名において。おば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，結ぺと命じられたものから離れ，地上で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の
兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。女 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 妹の御名において。女 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，授けたものを施す者，乳した乳母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう乳の御名において。 妹，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく している人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。生んだ 育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ していないならばそ凡ての称讃あれ，の御名において。 れ子を請い願う。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにしても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。およびあ養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。生んだ息子の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また同じで，（頑固に）信じよう に二つ見ることが出来ない。人の御名において。 妹を請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問る人々の道ではなくこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った昔のことは問わないがの御名において。ことは時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 過ぎな 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
わないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
4|24|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられている人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許の御名において。ある人々の道ではなく女である人々の道ではなく。ただしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく
者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 の御名において。女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは である人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。 である人々の道ではなく。これら以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，べてあなた隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒である人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの良いものの代りにつまらないものを を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよし求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 かしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。よ財資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 縁を絶つことを誓う者は， 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでなく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，れでかの御名において。女らと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，交わった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくマ結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相互いに敵である。地上には，あなたがたのための御名において。合は鮮かで，見る者を意されている。の御名において。上の幸福を成就する者である。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそしても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，変えてしまった。それでわれ ーの御名において。
にして英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。
4|25|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。自由な女を請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問ろ 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右手の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようある人々の道ではなく女を請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問れ。アッラ資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ
はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人の御名において。者に。から次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生まれた者に。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。だーの御名において。

から女性の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。承 を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らと 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしなさい。そ凡ての称讃あれ，して妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに れ。かの御名において。女ら諾を得て，かの女らと結婚しなさい。そして妥当な婚資を，かの女らに贈れ。かの女ら 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 贈って裁判官に近付
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アましく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればらでなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また した友もないならば。かの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかとなった後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で廉 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば隠すことも知っている。」と仰せられた。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

は自由な女に科せられよう。せられる人々の道ではなく半分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，ことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。への御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく懲罰を科せられよう。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとり更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそによい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
4|26|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの解しないのか。明であられます。」して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに こうとなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 慣らし，それからかれら 導きたまえ，
たの御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 す者，よう望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
4|27|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに し悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にそ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに う者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ寄った上った上の幸福を成就する者である。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ寄った上り去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくよう望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。
4|28|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなくよう望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。人 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生れ付かない。きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをいもの御名において。ーの御名において。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 軽 間の悪魔〔シャ
に られている人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
4|29|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不正しい道に導きたまえ，にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で浪 してはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくお互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。善財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 間の悪魔〔シャ 費やし，礼拝の務めを守り，定
意されている。による人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，商 上の幸福を成就する者である。の御名において。 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたり害したためである。これもかれらがアッラーの掟にし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてはならない。 にアッラ売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。

4|30|もし 意されている。や 意されている。でこれを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。あれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに投げて誰がげ むであろう。そ凡ての称讃あれ，れはア敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
ッラ にとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に易でしいことである人々の道ではなく。ーの御名において。
4|31|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられた大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 誉ある人々の道ではなく過ぎな 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせる人々の道ではなくであろう。門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に

4|32|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ある人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他よりも多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， んではならない。男たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ーの御名において。 羨んではならない。男たちは，その
稼いだことに対し，またあなたがたぎに じて分を欺いているのに過ぎなけ前が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女たちにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたぎに じて分を欺いているのに過ぎなけ前が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 え。 に応 応 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 願う。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|33|各人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いと近 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者，もの御名において。の御名において。相 者に。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。なおあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でし親，孤児，貧者を規切に扱い 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
た者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。分を欺いているのに過ぎなけ前を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
4|34|男は女の御名において。 者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一方を請い願う。他よりも く慈愛深きアッラーの御名において。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。擁護者も援助者もないのである。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 財
から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの扶 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで な女は に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから費やし，礼拝の務めを守り，定 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す ーの御名において。 護者も援助者もないのである。

の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不在中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不忠 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配の御名において。ある人々の道ではなく女たちには し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでもだめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならこれを請い願う。実 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 諭し，それでもだめならこれを
所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでも きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなければこれを請い願う。打て。そ凡ての称讃あれ，れで言うことを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ようならばかの御名において。女に臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 効きめがなければこれを打て。それで言うことを聞くようならばかの女に対 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 対し）その身を守るであろう。

して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れ以上の幸福を成就する者である。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。してはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て高く慈愛深きアッラーの御名において。 大であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 極く希である。 偉大な恩恵の主であられる。
4|35|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人の御名において。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で局かれらの懲罰は軽減されず，を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男の御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いから一人の御名において。 停するのは，罪では者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また女の御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いからも両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 調停するのは，罪では



一人の御名において。 停するのは，罪では者に。を請い願う。あげなさい。 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし和であり，慈悲である解しないのか。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 人の御名において。 を請い願う。融和であり，慈悲であるされよう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア調停するのは，罪では 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ
ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，にして何ごとにも通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー しておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
4|36|アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。何もの御名において。を請い願う。もかれに 置し，当てもなくさ迷わせられる。してはならない。父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに 切に扱いを請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また近 や孤ーの御名において。 併置してはならない。父母に懇切を尽くし，また近親や孤 懇切に言葉優しく話しかけなさい。 親，孤児，貧者を規切に扱い
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。や血を流す者を置かれるので の御名において。ある人々の道ではなく 人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるので の御名において。ない 人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，づれの御名において。仲 や旅行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，およびあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 縁を絶つことを誓う者は， 隣人，血縁のない隣人，道づれの仲間や旅行者，およびあなたがたの右手が所有する 縁を絶つことを誓う者は， 隣人，血縁のない隣人，道づれの仲間や旅行者，およびあなたがたの右手が所有する 間の悪魔〔シャ

者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 切に扱いであれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ は高慢で不信の徒となったな者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，うぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびばれる人々の道ではなく者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。規切に扱い ーの御名において。
4|37|かれらは吝 な者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとにも吝 を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた恩 を請い願う。 す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に嗇な者たちで，人びとにも吝嗇を勧め，アッラーがかれらに与えられた恩恵を隠すために 嗇な者たちで，人びとにも吝嗇を勧め，アッラーがかれらに与えられた恩恵を隠すために 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 隠すことも知っている。」と仰せられた。
わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒む者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。 しておいた。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|38|かれらは人びとに せびらかす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。を請い願う。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，し見ることが出来ない。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。 審きの日の主宰者に。
ない。 にしろ 魔を請い願う。仲 とす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と忌まわしい道である。まわしい仲 を請い願う。もったことよ。誰も）迷わさない。 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
4|39|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。から施す者，しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 ーの御名において。
とり何の御名において。 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないになろうか。アッラ はかれらを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない ーの御名において。
4|40| にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敏 の御名において。重い懲罰を科せられよう。さ程も えられない。もし一善が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはこれを請い願う。倍加えられることを。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
たかれの御名において。御 から 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。許に帰らせられる御方。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
4|41|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。ウ〕に動しむ人たちンマから一人の御名において。 人を請い願う。 れてく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。証人を呼んでみなさ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に す者，る人々の道ではなく 人とす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろうか。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 様の

4|42|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに わなかった者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらと共に立礼しなさい。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平らになって消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のされる人々の道ではなく従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
よう うことであろう。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何一つ見ることが出来ない。アッラ に しおおせないであろう。願う。 ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
4|43|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。言うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。出来る人々の道ではなくようになる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 に近付かない。酔った時は，自分の言うことが理解出来るようになるまで，礼拝に近付 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
いてはならない。また大 の御名において。 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にある人々の道ではなく者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全身を守るであろう。を請い願う。沫浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。した後の審きの日の主宰者に。でなければならない。またもし汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手にかかる人々の道ではなくか旅行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または か から出る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく女と交わって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。 廁から出るか，あるいはあなたがたが女と交わって，
水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 つ見ることが出来ない。けられない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」い上の幸福を成就する者である。に触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と 手を請い願う。なでなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう障もないのに小巡礼を見ることが出来ない。 場所から離れさ 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。
を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の なされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 しなされる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 許に帰らせられる御方。
4|44|あなたは ないか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなに迷える人々の道ではなく を請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。も道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくわせ見ることが出来ない。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誤から明らかに（分別）されている。それで 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か
ようとす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。
4|45|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。アッラ はぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびかりなく慈愛深きアッラーの御名において。 され援助けを請い願う。なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
4|46|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人の御名において。ある人々の道ではなく者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの字句の位置を変えて，「わたしたちは聞いた，だが従わない。」と言の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア置し，当てもなくさ迷わせられる。を請い願う。 えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは いた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わない。」と言う者があると言啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 変えてしまった。それでわれ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かされないことを請い願う。 け。」と言う者があるまたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。ゆが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て〔シャラ イナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しと言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 ーの御名において。
た宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは きアッラーの御名において。ます者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して います者，。」と言う者がある，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある せよ。」と言う者がある，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 謹聴
また〔シャウ〕に動しむ人たちンズルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しと言うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最もよく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また最も正しい道に導きたまえ，しい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， はなされた。そ凡ての称讃あれ，れでも かの御名において。を請い願う。しか信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない。見ることが出来ない。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
4|47| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいま）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 確証人を呼んでみなさ
したもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。 りつ見ることが出来ない。ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。後の審きの日の主宰者に。ろの御名において。方にねじ回わーの御名において。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 塗りつぶして，それを後ろの方にねじ回わ
されない前に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。また且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て安息日の主宰者に。を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でった者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。られたように はなされない前に見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ成し遂げることになる。げられる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。
4|48|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何もの御名において。を請い願う。も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに配す者，る人々の道ではなくことを請い願う。赦し，また善行をする者にされない。そ凡ての称讃あれ，れ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ことに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御ーの御名において。
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。アッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何もの御名において。かを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まさに大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，者に。である人々の道ではなく。適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
4|49|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あの御名において。自ら清めなさい。」 だとす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。知った上は，らないの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは浄である。だから ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われない。扱い
4|50| なさい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に りを請い願う。 出している人々の道ではなくかを請い願う。。この御名において。こと自体，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。見ることが出来ない。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。
4|51|あなたはかの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部を請い願う。授けたものを施す者，かった者に。を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはジブトとタ グ トを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。
な者に。を請い願う。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちよりも正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれている人々の道ではなく。」と言う者があると言う。導きたまえ，
4|52|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一部を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら不届け下さいます。」なことを請い願う。す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。むる人々の道ではなく者に。で啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
ある人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく はなした者に。を請い願う。 一人援助けを請い願う。しはしないであろう。ーの御名において。 見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
4|53|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 の御名において。一端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人を請い願う。あず取り上げられる。本当にアッラかれる人々の道ではなくとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっている人々の道ではなくの御名において。か。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者そ凡ての称讃あれ，うであっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは少しも人権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
びとに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくことを請い願う。しないであろう。
4|54|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。施す者，されたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 むの御名において。か。まさーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令
にわれはイブラ ヒ ムの御名において。子 に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，とを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 大な王国を与えた。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。ーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偉大な恩恵の主であられる。
4|55|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ある人々の道ではなく者に。はこれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，れから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 は燃え盛る火として十分る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りとして十分を欺いているのに過ぎな獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
であろう。
4|56|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に投げて誰がげ まれよう。かれらの御名において。皮 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく け尽くされることきアッラーの御名において。る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 焼き払うようなことを
は他の御名において。皮 でこれに替え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。まで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。味わわせる人々の道ではなくであろう。 にアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびな膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 飽くまで）懲罰を味わわせるであろう。誠にアッラーは偉力ならびな 懲罰を科せられよう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
く慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
4|57|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。まわせ楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
よう。そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な配偶を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは しい影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをにかれらを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせる人々の道ではなくであろう。純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 涼しい影にかれらを入らせるであろう。
4|58| にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， されたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，元の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，者に。に返すことも出来ないであろう。 す者，る人々の道ではなくことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。またあ誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人の御名において。 を請い願う。裁く慈愛深きアッラーの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，に裁く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 戒としされる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 訓戒とし
何と善美していますのに。」かれは仰せられなことよ。 にアッラ は全てを請い願う。 きアッラーの御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 聴 暁に（罪の）赦しを
4|59|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に いなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 能であられる。を請い願う。もつ見ることが出来ない。者に。に えーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いても が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに異論争に判決を下される。 ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。
委ねなさい。そ凡ての称讃あれ，れは最も良いものの代りにつまらないものをい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちである人々の道ではなく。決して正しく導か
4|60|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，およびあなた以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ただロにしようとするのか。」走って
いる人々の道ではなく者に。たちを請い願う。 なかったの御名において。か。かれらは邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。拒むよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなくにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの争った時のことを思い起せ。だがアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち見ることが出来ない。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。に ろうと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。また 魔は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくように こう頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。 導きたまえ，
と望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。
4|61|かれらに向かい，かって「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。もとに来なさい。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，にせーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嫌う。自分たちのために善いことを，あって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとあなたから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。



4|62|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら手を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にあった はどうであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらはあ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
なたの御名において。 に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只好きな敵である。意されている。と 停するのは，罪ではとを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだだけだ。」と言う者があると誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って言うで許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 調停するのは，罪では
あろう。
4|63|これらの御名において。者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。だからこれを請い願う。意されている。にとめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにーの御名において。
戒としし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魂を損なったのである。に す者，る人々の道ではなく言 で呼んでみなさびかけなさい。訓戒とし 徹する言葉で呼びかけなさい。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。

4|64|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯アッラ の御名において。御 しの御名において。 に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
った あなたの御名において。 に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御容赦し，また善行をする者にを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 願う。

れらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなかる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
4|65|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けてそ凡ての称讃あれ，うではないの御名において。である人々の道ではなく。かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しないであろう。かれらの御名において。 の御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラ間の悪魔〔シャ 紛争
に就する者である。いてあなたの御名において。裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちを請い願う。仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようぎ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある したことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら自身を守るであろう。不 を請い願う。感じず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。から 得るために，「これはアッラーから下ったものして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，決して正しく導か 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
る人々の道ではなくまでは。
4|66| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある身を守るであろう。命じられたものから離れ，地上でを請い願う。棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげなさい。」と言う者がある，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある家から出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。」と言う者があると命じられたものから離れ，地上でじても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。仮初の生活の生計があろう。」と言った。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。少数の者をの御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うしなかったであろう。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくように行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとかれ勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
らの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にも善いことであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの まったの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
4|67|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 大な を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
4|68|われは正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ ぐの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ，
4|69|アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。施す者，された 言者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，殉教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の者に。たちと正しい道に導きたまえ，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 預言者たち）に啓示したもの 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
の御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。仲 となる人々の道ではなく。これらは何と立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な仲 である人々の道ではなくことよ。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ

4|70|これはアッラ からの御名において。恩 である人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことにぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびかりなく慈愛深きアッラーの御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー しておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
4|71|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。に警戒とししなさい。ある人々の道ではなくいは分を欺いているのに過ぎな で み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは全 で出 しなさ隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 進めるが，暗闇になれ 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 動しむ人たち
い。
4|72|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに れを請い願う。とる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。もし が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく確 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが 艱難かしいこと。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらと一 に殉教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のしなかったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まさにアッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。だ。」と言う者があると言う。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
4|73|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ からの御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まる人々の道ではなくであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとかれらとの御名において。 に全く慈愛深きアッラーの御名において。友情もなく，執り成しもないもーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ
なかったかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらと一 であったなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは大成功する者である。を請い願う。な緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
し遂げることになる。げたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者があると言う。
4|74|だから来世を堅く信じる者たちである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。 てる人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に わせなさい。アッラ の御名において。道に導きたまえ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に った者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされた者に。でもまた 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものた者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであろう戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 勝手に）変えてしまった。それでわれ 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 。
4|75|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に わないの御名において。か。また弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい男や女や子供えたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にもーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 。
かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。不 を請い願う。なす者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。民に先んじ（て下の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく義を知っているとあなたがたに告げたではないか
さい。そ凡ての称讃あれ，してわたしたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御 から一人の御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。またわたしたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。許に帰らせられる御方。 護者も援助者もないのである。
御 から一人の御名において。援助けを請い願う。者に。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある許に帰らせられる御方。
4|76|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。はアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，タ ダ トの御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に う。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 悪魔〔シャ
魔の御名において。味方に して え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 魔の御名において。策 は弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをいもの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 悪魔〔シャ 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
4|77|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手を請い願う。控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえなさい。そ凡ての称讃あれ，して礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。しなさい。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられた拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは なかったの御名において。か。いざかれらに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれアッ見ることが出来ない。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 見ることが出来ない。
ラ を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。恐らくあなたがたはれ始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。いやもっとひどく慈愛深きアッラーの御名において。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
わたしたちに を請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられます者，か。何故しばらく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不なさいませんか。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなく戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 間の悪魔〔シャ 猶予もないであろう。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 は些 なもの御名において。である人々の道ではなく。来世を堅く信じる者たちである。こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。にとっては最も れてい現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 歓楽 細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の
る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある扱い
4|78|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 固に）信じような高楼にいても，死は必ずやって来る。かれらは幸運にあえばにいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラやって来る人々の道ではなく。かれらは幸 にあえば仮初の生活の生計があろう。」と言った。 堅く信じる者たちである。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはアッラ の御名において。御 からだ。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また にあえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからだ。」と言う者があるーの御名において。 許に帰らせられる御方。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
と言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある一切に扱いはアッラ の御名において。御 からである人々の道ではなく。」と言う者がある一体この御名において。人たちはどうしたの御名において。であろうーの御名において。 許に帰らせられる御方。
か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言 もほとんど理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。か。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
4|79|あなたに れる人々の道ではなくどんな幸福を成就する者である。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。ころどんな 厄も，あなた自身からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた自身を守るであろう。から訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
である人々の道ではなく。われはあなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとへの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとして わした。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 人として万全であられる人々の道ではなく。遺言をするよう定め ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
4|80|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まさにアッラ に う者に。である人々の道ではなく。 でも背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたを請い願う。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。張
り人として わしたの御名において。ではない。遺言をするよう定め
4|81|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせに います者，。」と言う者があると言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれあなたの御名において。前から立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言ったの御名において。とは従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ったことを請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないもす者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら策 す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらの御名において。 夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。策 を請い願う。 なされる人々の道ではなく。だからあなたはか違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。

れらから ざかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に御 りしなさい。 にアッラ は保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。として万全であられる人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 ーの御名において。 縋っている者は，必ず正 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
4|82|かれらはクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないの御名において。であろうか。もしそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。から出たとーの御名において。 ーの御名において。
す者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にきアッラーの御名において。っと多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。矛盾を見出すであろう。を請い願う。 出す者，であろう。見ることが出来ない。
4|83|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，劣 の御名において。情もなく，執り成しもない を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。言いふらす者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 優るか，またはそれと同様の勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 報を伝えなさ
威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。委ねられた者に。たちにただしたなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，り得るために，「これはアッラーから下ったものただろうに。 にアッ権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ

ラ の御名において。恩 と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。になかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かの御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはきアッラーの御名において。っと 魔に ったーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
であろう。
4|84|だからアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に え。あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなに してだけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 わされてーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 対し）その身を守るであろう。 責は必ず不信心者の上に下る 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
いる人々の道ではなくの御名において。だ。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。激励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐しなさい。おそ凡ての称讃あれ，らく慈愛深きアッラーの御名において。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。たちの御名において。 意されている。を請い願う。抑止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラされよう。アッーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
ラ の御名において。武勇はなにものよりも優れ，その罰もはるかに厳しいのである。はなにもの御名において。よりも れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 もはる人々の道ではなくかに しいの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 罰を科せられよう。 厳しい試練で
4|85|善い 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようで り成す者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに相 す者，る人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなけ前が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。また い 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようで り成す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 執り成しも許されず，償いも受 応 悪魔〔シャ 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 執り成しも許されず，償いも受
相 す者，る人々の道ではなく重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 うであろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに御力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。御持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなちになられる人々の道ではなく。応 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない ーの御名において。
4|86|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはされた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに丁重い懲罰を科せられよう。な挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはを請い願う。す者，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または同じで，（頑固に）信じよう の御名において。挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはを請い願う。返すことも出来ないであろう。せ。 にアッラ は時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 様の 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。清めなさい。」算に迅速であるなされる人々の道ではなく。
4|87|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。かれは 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ーの御名において。 審きの日の主宰者に。
いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はない。 の御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ よりも真 であろうか。誰も）迷わさない。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 実
4|88|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして偽りのために，かれらには手 2派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に分を欺いているのに過ぎなれたの御名において。か。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，



かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 落させられたではないか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくわせられた者に。を請い願う。 こうと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ転落 ーの御名において。 導きたまえ，
むの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくわせられた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して道に導きたまえ，を請い願う。 いだせないであろう。ーの御名において。 決して正しく導か 見ることが出来ない。
4|89|かれらは自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう になる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ。無 無 類する
だからかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。道に導きたまえ，に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，って来る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの友を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものてはならない。もしかーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い
れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。むける人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ところかまわず取り上げられる。本当にアッラかれらを請い願う。捕え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。け次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の第かれらを請い願う。 せ。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から して見ることが出来ない。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 決して正しく導か
友や援助けを請い願う。者に。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものてはならない。
4|90|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと盟 した民に先んじ（て下に仲 入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りした者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとも自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人びととも わない約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 間の悪魔〔シャ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ところへやって来る人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。もしアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた決して正しく導か 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよりもかれらを請い願う。 になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと うであろう。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく身を守るであろう。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた優るか，またはそれと同様の勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと わないで和であり，慈悲である平を請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし出る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらに して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
ない。
4|91|外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから安全を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人びとからも安全であり度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれいと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは る人々の道ではなくであろう。かれらは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあう度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 惑）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに り 落す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく見ることが出来ない。 試 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 転落
もし退かず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに和であり，慈悲である平も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また手を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ところかまわず取り上げられる。本当にアッラかれらを請い願う。捕え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， つ見ることが出来ない。け次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 見ることが出来ない。
第かれらを請い願う。 せ。これらの御名において。者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 能であられる。を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
4|92|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしてはならない。 失の御名において。 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなくにしても。 失で信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 過ぎな 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 過ぎな 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 1名において。
の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。奴 を請い願う。解しないのか。放し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに し血を流す者を置かれるのでの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か を請い願う。支 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 逃されない。す者， 合は鮮かで，見る者をは であ隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 対し）その身を守るであろう。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 払うようなことを 見ることが出来ない。 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
る人々の道ではなく。もし被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと にある人々の道ではなく民に先んじ（て下に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 場所から離れさ 1名において。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。奴 を請い願う。解しないのか。放す者，れ隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
ばよい。またもしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じよう盟している人々の道ではなく民に先んじ（て下に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに血を流す者を置かれるのでの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か を請い願う。支 ったう場所から離れさ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 払うようなことを
え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，1名において。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。奴 を請い願う。解しないのか。放しなければならない。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。 いに けて隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ ーの御名において。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 2ケ
月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが の御名において。 戒としを請い願う。しなさい。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 斎戒が定められた。恐らくあ ーの御名において。
4|93|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。故意されている。に 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。アッラ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 応報を伝えなさ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
は怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってかれを請い願う。 はなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい を請い願う。 えられる人々の道ではなく。見ることが出来ない。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|94|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出 す者，る人々の道ではなくときアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ を請い願う。 きアッラーの御名において。わめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 動しむ人たち 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 見ることが出来ない。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはす者，る人々の道ではなく者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではない。」と言う者があると言ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは
世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。上の幸福を成就する者である。の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえやす者，い を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夥しい戦利品がある。以前あなたがたもしい 利品を入れてやって来る。あなたがたがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。以前あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 財貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めは ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない

そ凡ての称讃あれ，うであったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ しなさい。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 動しむ人たち 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
4|95|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これと言った支障もないのに小巡礼をもないの御名において。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの座は，凡てっている人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。
道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に す者，る人々の道ではなく者に。とは同じで，（頑固に）信じようじではない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげて す者，る人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，座は，凡てっている人々の道ではなく者に。よ奮闘努力する者， ーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奮闘努力する者，
り高い位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れぞれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをい を請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 奮
す者，る人々の道ではなく者に。には座は，凡てっている人々の道ではなく者に。よりも 大な を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。闘努力する者， 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」

4|96|位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア も御赦し，また善行をする者にしも慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。も。 にアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 寛大に許
4|97|自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。 っている人々の道ではなくところを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされた人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしていた損なったのではなく，只自分の
の御名において。か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。つ見ることが出来ない。けられていました。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。国を与えた。土は 大ではなかったの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，こに移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，り住むのである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たではないーの御名において。 広大無辺にして全知であられる。
か。」と言う者があるこれらの御名において。者に。の御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 であろう。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
4|98|只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをかった男女と子供えたちは である人々の道ではなく。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら避けるであろうか。まさにわれは，現世におい す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手段を請い願う。 い出す者，ことも別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 難かしいこと。 見ることが出来ない。
出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また道に導きたまえ，へも かれなかった。導きたまえ，
4|99|これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいはアッラ の御名において。御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう障もないのに小巡礼をを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の なされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
御赦し，また善行をする者にしなされる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。
4|100|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に い避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かさ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの居住むのである。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ある人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくでーの御名において。 広大無辺にして全知であられる。 難かしいこと。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
あろう。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家 から移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，り住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの例えてみれば，ちょうどえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に捕えられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。もの御名において。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 郷
の御名において。 に就する者である。いて必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく け合は鮮かで，見る者をわれる人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。 請い願う。 ーの御名において。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
4|101|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅す者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。加えられることを。えられる人々の道ではなく恐らくあなたがたはれの御名において。ある人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 を請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
短 しても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。 に不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。縮しても罪はない。誠に不信者は，あなたがたの公然の敵である。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 敵である。地上には，あなたがたのため
4|102|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと礼 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。一部を請い願う。あなた拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせそ凡ての称讃あれ，してかれらに武器を持たせなさい。かれらがサジダ（して第を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせなさい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくサジダ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして第拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 1の御名において。ラカ ト「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある礼ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
の御名において。 位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 えたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。後の審きの日の主宰者に。ろに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからまだ礼 しない他の御名において。一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたと共に立礼しなさい。単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
に礼 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。第拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 2の御名において。ラカ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。させ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて礼 を請い願う。 わり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに武器を持たせなさい。かれらがサジダ（して第を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせ警戒としさせなさい。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
ちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく武器を持たせなさい。かれらがサジダ（して第や行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ李をゆるがせにする隙に乗じ，一挙に飛びかかって襲おうと望んでいる。ただを請い願う。ゆる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせにす者，る人々の道ではなく隙に乗じ，一挙に飛びかかって襲おうと望んでいる。ただに じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 に びかかって おうと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。ただ乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ 襲った。
し雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手 の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。武器を持たせなさい。かれらがサジダ（して第を請い願う。おいても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさい気付かない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
アッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。 えられる人々の道ではなく。ーの御名において。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|103|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは礼 を請い願う。 えたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラったまま，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また座は，凡てったまま，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてになったまま，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ〔シャズィクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安全になった は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように礼 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に しーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 対し）その身を守るであろう。

定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 刻の掟がある。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
4|104|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳うことに弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを音を下され，を請い願う。吐いてはならない。あなたがたが苦難に陥った時は，かれらいてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく苦の）果実の損失で，必ずあなたがた に った は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら敵である。地上には，あなたがたのため 難かしいこと。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
もまた同じで，（頑固に）信じようじように苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしんでいる人々の道ではなく。しかもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からの御名において。希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなてる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにはない。ーの御名において。
アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|105| にわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。もってあなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。これはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたところによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。 を請い願う。裁く慈愛深きアッラーの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたは背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。弁 してはならない。間の悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。
4|106|アッラ の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 いなさい。アッラ は 容にして悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 請い願う。 ーの御名において。 寛大に許
4|107|自らの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。弁 してはならない。アッラ は背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，して罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。歎く者を弁護してはならない。アッラーは背信して罪を犯す者を御好みになられない。 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。
4|108|かれらは人に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの せる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に しだてす者，る人々の道ではなくことは出来ない。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にかれの御名において。御喜ばせるものである。」隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
びになられないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，策 す者，る人々の道ではなく でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらと共に立礼しなさい。においでになられる人々の道ではなく。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう一切に扱いの御名において。ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
4|109|これ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。上の幸福を成就する者である。でかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に弁 している人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 護者も援助者もないのである。 誰も）迷わさない。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
らの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。アッラ に弁 出来よう。また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。となろうか。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 誰も）迷わさない。 護者も援助者もないのである。



4|110| 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ちても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐにアッラ の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 容で悪魔〔シャ 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で ーの御名において。 請い願う。 ーの御名において。 寛大に許
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。
4|111|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。稼いだことに対し，またあなたがたぐ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。身を守るであろう。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。稼いだことに対し，またあなたがたぐだけ。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|112| 失または罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。 白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な者に。の御名において。せいにす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な と明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 う者に。である人々の道ではなく。過ぎな 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 偽りのために，かれらには手 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
4|113|もしあなたに す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。迷える人々の道ではなくわそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
うと企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アんだであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは只自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせただけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもあなたを請い願う。 うことは出来ない。ア損なったのではなく，只自分の
ッラ は 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，とを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく全く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，らなかったことを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。あなたに す者，る人々の道ではなくアーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 対し）その身を守るであろう。
ッラ の御名において。恩 こそ凡ての称讃あれ， 大である人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 偉大な恩恵の主であられる。
4|114|かれらの御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 益なく，また決して正しく導かなことである人々の道ではなく。ただし施す者，しや善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは人びとの御名において。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 無 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 間の悪魔〔シャ
を請い願う。 り成す者，の御名において。は である人々の道ではなく。アッラ の御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てこれを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ執り成しも許されず，償いも受 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
る人々の道ではなくであろう。
4|115| きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかにされたにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。道に導きたまえ，ではない道に導きたまえ，に う者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 向かい，し導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 転落
たいままに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，かれは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくであろう。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
4|116| にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何もの御名において。を請い願う。も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに配す者，る人々の道ではなくことを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになられない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えば御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。者に。を請い願う。あげる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 確 遠にその中に住むのである。
者に。である人々の道ではなく。
4|117|かれらはかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女の御名において。像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆した 魔に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っている人々の道ではなくにす者，ぎない。悪魔〔シャ
4|118|アッラ はかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。られた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたの御名において。しもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようーの御名において。 見ることが出来ない。
の御名において。部分を欺いているのに過ぎなの御名において。者に。を請い願う。きアッラーの御名において。っと れさる人々の道ではなくでしょう。連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
4|119|またわたしはきアッラーの御名において。っとかれらを請い願う。迷える人々の道ではなくわせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。虚なしい欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに命じられたものから離れ，地上でじて家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。
切に扱いり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 造に向かい，を請い願う。 形させます者，。」と言う者がある でもアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に 魔を請い願う。友とす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ明であられます。」らかな 失を請い願う。ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 変えてしまった。それでわれ 誰も）迷わさない。 ーの御名において。 悪魔〔シャ 損なったのではなく，只自分の
被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
4|120|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をらせる人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 魔の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎな に ぎ悪魔〔シャ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 悪魔〔シャ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 瞞に過ぎ 過ぎな
ない。
4|121|かれらの御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，れから逃されない。れる人々の道ではなく道に導きたまえ，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いだせない。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。
4|122|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
住むのである。まわせよう。アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。 の御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。そ凡ての称讃あれ，れよりも真 であろうか。ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 誰も）迷わさない。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 実
4|123|これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。妄りに預言者を殺害したことを想いを）自分の胸にしまっによる人々の道ではなくもの御名において。ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。妄りに預言者を殺害したことを想いを）自分の胸にしまっでもない。 でも 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誰も）迷わさない。 悪魔〔シャ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけよう。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し援助けを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。も いだせない。報を伝えなさ ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。 見ることが出来ない。
4|124| でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男でも女でも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 固に）信じような者に。。これらは に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう誰も）迷わさない。 堅く信じる者たちである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
に われない。扱い
4|125|アッラ に真心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。こめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。 正しい道に導きたまえ，な信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように う者に。以上の幸福を成就する者である。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 ーの御名において。 ーの御名において。 純 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
に れた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムを請い願う。 しい友にされたの御名において。である人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い
4|126|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ ば凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，包含なされなされーの御名において。 ーの御名において。
る人々の道ではなく。
4|127|かれらは女の御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに し訓戒とし ーの御名において。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなく。また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。もの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問ろうと欲す者，る人々の道ではなく女の御名において。孤啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また哀れみを与えれな子供えらに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孤 を請い願う。公正しい道に導きたまえ，に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいしなければならないことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら

あなたに されたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうどんな善いことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，ってお読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 ーの御名において。
られる人々の道ではなく。」と言う者がある
4|128|もし女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許から虐待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忌まわしい道である。避けるであろうか。まさにわれは，現世においされる人々の道ではなく心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人の御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，和であり，慈悲である解しないのか。させる人々の道ではなくの御名において。は罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうでは両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ
ない。和であり，慈悲である解しないのか。は最もよいことである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 の御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欲になりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくちである人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
4|129|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちに して公平にしようとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，到底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー出来ないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。
う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでも。偏 に きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。一人を請い願う。あいまいに放って置し，当てもなくさ迷わせられる。いてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく融和であり，慈悲であるし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。愛深きアッラーの御名において。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
れる人々の道ではなくの御名において。ならば。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
4|130| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人を請い願う。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。合は鮮かで，見る者をわせになされる人々の道ではなく。アッラ は厚仮初の生活の生計があろう。」と言った。 離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。
施す者，にして英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。
4|131|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
られた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れよ。」と言う者があると命じられたものから離れ，地上でじた。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
く慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ち足を踏み入れるこりておられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられーの御名において。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，
す者，べきアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなく。
4|132|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびかりなく慈愛深きアッラーの御名において。管理を）知った上は，さーの御名において。 ーの御名において。
れる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。
4|133|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。いてこられよう。 にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。す者，る人々の道ではなく御力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっておられる人々の道ではなく。
4|134| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 を請い願う。欲す者，る人々の道ではなく者に。もあろうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ は全現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。
にして凡ての称讃あれ，てに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。聴 暁に（罪の）赦しを

4|135|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言にあたってアッラ の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。公正しい道に導きたまえ，を請い願う。 持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなしなさい。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自証人を呼んでみなさ ーの御名において。 堅く信じる者たちである。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または や近 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに不利な 合は鮮かで，見る者を）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また富者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。であっても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの公正しい道に導きたまえ，であれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 場所から離れさ 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 。
アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよりも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの双方にもっと近いの御名において。である人々の道ではなく。だから私欲に って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの公正しい道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逸れてはれてはーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または背く者の外は，（誰も）迷わさない。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，な仮初の生活の生計があろう。」と言った。 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
される人々の道ではなく。
4|136|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。である人々の道ではなく。確 遠にその中に住むのである。
4|137|一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしてまた背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。増すであろう。」



させる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらを請い願う。 して赦し，また善行をする者にされないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなくことはな長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。 決して正しく導か 導きたまえ，
い。
4|138| 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくことを請い願う。。偽りのために，かれらには手 懲罰を科せられよう。
4|139|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの友とす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 で親，孤児，貧者を規切に扱い 間の悪魔〔シャ
誉を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。 はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。

4|140| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに かに 戒としした。もしアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または瑚笑う。される人々の道ではなくの御名において。を請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確 訓戒とし ーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，る人々の道ではなくまでかれらと同じで，（頑固に）信じよう席してはならない。あなたがたが（同してはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
席してはならない。あなたがたが（同）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと同じで，（頑固に）信じよう になる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ類する ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
る人々の道ではなく。
4|141|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 果）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っていた者に。たちである人々の道ではなく。アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。助けを請い願う。け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによってあな戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに向かい，かって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 だったではない勝手に）変えてしまった。それでわれ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
か。」と言う者があると言う。もしまた不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。に有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，利な は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに向かい，かって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 優るか，またはそれと同様の勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
にしてやったではないか。わたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ってやったではないか。」と言う者があると
言う。アッラ は 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。裁かれる人々の道ではなく。アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの成ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
功する者である。す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられない。決して正しく導か
4|142| に 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなむこうとす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかえってかれらを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなむかれる人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものげに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人に せる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ほとんどアッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 嚢 見ることが出来ない。 ーの御名において。
4|143|あれやこれやと心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こちらへでもなく慈愛深きアッラーの御名において。またあちらへでもない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か動しむ人たち ーの御名において。
せられる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に して道に導きたまえ，を請い願う。 いだしてやれない。決して正しく導か 見ることが出来ない。
4|144|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの友としてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自親，孤児，貧者を規切に扱い
ら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不利な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はっきアッラーの御名において。りとした を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し出す者，ことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむの御名において。か。証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 ーの御名において。
4|145|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。最下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。奈落に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，援助けを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 見ることが出来ない。
いだせない。
4|146|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にしっかりと りきアッラーの御名において。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。す者，ーの御名において。 縋っている者は，必ず正 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
者に。は である人々の道ではなく。これらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちと共に立礼しなさい。にいる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
ろう。
4|147|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく感 して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はどうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 されようか。ア謝するであろう。 ーの御名において。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
ッラ は嘉し，それをよく御認め下さる。し深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。ーの御名において。
4|148|アッラ は い言 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大声と叫び声の外聞けない者のようで叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。を請い願う。喜ばせるものである。」ばれない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にあった者に。は である人々の道ではなく。アッラーの御名において。 悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴

4|149|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔としても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，っと れてしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。 してやっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隠すことも知っている。」と仰せられた。 許に帰らせられる御方。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして全能であられる。な方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
4|150|アッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎなけようと欲して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくもの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものようと欲間の悪魔〔シャ
す者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
4|151|これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。われは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。 えている人々の道ではなく。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|152|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 の御名において。 にも差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 を請い願う。しない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてーの御名において。 間の悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよう。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
4|153| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかからかれらに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 (斎戒が定められた。恐らくあ?))す者，ことを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。かれらは以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サーの御名において。 ーの御名において。
に しそ凡ての称讃あれ，れよりも大きアッラーの御名において。いことを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたり せてく慈愛深きアッラーの御名において。れ。」と言う者があると言った。対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような不正しい道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは落雷にうたれて死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ。そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 した。そ凡ての称讃あれ，れでもわれはこれを請い願う。 して明であられます。」 な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。ム サ に授けたものを施す者，けた。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 許に帰らせられる御方。 確 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。
4|154|そ凡ての称讃あれ，れからかれらと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上です者，る人々の道ではなくに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。かれらの御名において。 上の幸福を成就する者である。に持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 虚なにこの御名において。 に約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 謙虚な 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者があるとかれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある安息日の主宰者に。の御名において。戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いてはならない。」と言う者があると言って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかたい 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。かれ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
らからとった。
4|155|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。不 を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒にも興を被って）かれらはその約束を破り，アッラーの印を信じないで，無法にも 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 無
言者に。を請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われている人々の道ではなく。」と言う者があると言った。そ凡ての称讃あれ，うではない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。預言者たち）に啓示したもの 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で

に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられた。だからかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ほとんど何も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。ーの御名において。
4|156|かれらは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムに す者，る人々の道ではなく激しい中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。言 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
4|157|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものメシア）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イ サ を請い願う。 したぞ」と言う者があるといーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
う言 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 したの御名において。でもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれを請い願う。十字葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
架にかけたのでもない。只かれらにそう見えたまでである。本当にこのことに就いて議論する者は，それににかけたの御名において。でもない。只かれらにそ凡ての称讃あれ，う えたまでである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。ことに就する者である。いて す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに見ることが出来ない。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只臆 す者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく にはか間の悪魔〔シャ 確 識 測す 実際は）自分を欺いているのに過ぎな
れを請い願う。 したの御名において。でもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
4|158|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされたの御名において。である人々の道ではなく。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 側こそは，最高の ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
4|159| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび前にしっかりかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。は一人もいなかった。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 審きの日の主宰者に。
かれはかれらにとって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不利な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人となろう。証人を呼んでみなさ
4|160|ある人々の道ではなくユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人の御名において。不 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもともと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒であったよい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれ義を知っているとあなたがたに告げたではないか
らに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
4|161|禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられてもいた利息（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高利）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。とり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不正しい道に導きたまえ，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人の御名において。 を請い願う。 ったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。われはかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 している人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
4|162|ただしかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 の御名において。ある人々の道ではなく知った上は， を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ確実 拠を出して見なさい。」 識
なた以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。こ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
れらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであろう。偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
4|163|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フやかれ以後の審きの日の主宰者に。の御名において。 言者に。たちに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。われはまたーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
イブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ ク，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブおよび 支族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またイ サ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。
スハ ク，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ ヌス，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンならびにスライマ ンにも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。またわれはダ ウ〕に動しむ人たち ドに 篇をを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 詩篇を



授けたものを施す者，けた。
4|164|ある人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にわれはあなたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだあなたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげていない使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちもい
る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してム サ には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。アッラ は りかけられた。ーの御名において。 ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
4|165|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに吉 と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。報を伝えなさ (椅?))せたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に す者，る人々の道ではなく遺言をするよう定め ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
争った時のことを思い起せ。だがアッラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないようにす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。論争に判決を下される。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。

4|166|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。御知った上は， によって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ なさーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識 証人を呼んでみなさ
れる人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちもまた立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ す者，る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かりない立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ ーの御名において。 抜かりない立証者であられる。 証人を呼んでみなさ
4|167|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から ざける人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。であーの御名において。 遠にその中に住むのである。 確 遠にその中に住むのである。
る人々の道ではなく。
4|168|アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちを請い願う。 して赦し，また善行をする者にされず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなくことーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 決して正しく導か 導きたまえ，
もな
4|169|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 への御名において。道に導きたまえ，を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。になく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。これはアッラ には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に容易でなこ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
とである人々の道ではなく。
4|170|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは かに主からの御名において。真理を）知った上は，を請い願う。もってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に来た。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じな確 許に帰らせられる御方。
さい。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も良いものの代りにつまらないものをい。例えてみれば，ちょうどえあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
4|171| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。ことに就する者である。いて法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。またアッラ に就する者である。いて真 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。 って啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 実 語り，正しい者の一人である。」
はならない。マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フ イ サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムに授けたものを施す者，けられたかれーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。御言 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれからの御名において。 である人々の道ではなく。だからアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある三（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの」と言う者があるなどと葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。
言ってはならない。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなく。 にアッラ は唯 の御名において。神があるなどと唱えてはならない。であられる人々の道ではなく。か誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
れに えあれ。かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何で子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。管理を）知った上は，者に。讃あれ， ーの御名において。
としてアッラ は万全であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
4|172|マスィ フはアッラ の御名において。しもべである人々の道ではなくことを請い願う。 して んじたりはしない。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，ばーの御名において。 ーの御名において。 決して正しく導か 軽 ーの御名において。
にいる人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちもしない。かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくことを請い願う。 んじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったである人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらす者，べての御名において。者に。を請い願う。かれの御名において。御 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時軽 許に帰らせられる御方。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。
4|173|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは十分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なおそ凡ての称讃あれ，の御名において。恩 を請い願う。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 増すであろう。」
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく んじて高慢で不信の徒となったな者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは を請い願う。科せられよう。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはどんな守り，またわれが授けたものを施す者， も援助けを請い願う。も いだす者，ことは出軽 懲罰を科せられよう。 ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 見ることが出来ない。
来ない。
4|174|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに確証人を呼んでみなさ (西?))されたの御名において。である人々の道ではなく。われは明であられます。」らかな光を取り明であられます。」を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。である人々の道ではなく。
4|175|だからアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しっかりかれに る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれからの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。と恩 に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させていたーの御名において。 縋っている者は，必ず正 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
だきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 に いていただけよう。許に帰らせられる御方。 導きたまえ，
4|176|かれらは合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒な判の）日を信じる。」と言う者がある定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちにつ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか ーの御名において。
たに父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いも子供えもない 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう判の）日を信じる。」と言う者がある定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちなされる人々の道ではなく。男が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでもし子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯場所から離れさ 1人の御名において。 か妹が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 場所から離れさ
かの御名において。女は の御名において。半分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 ぐ。また女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでもし子の御名において。ない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。相遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 場所から離れさ 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
す者，る人々の道ではなく。もし 2人の御名において。 妹が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 2を請い願う。 2人で相 す者，る人々の道ではなく。もしまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者と 妹が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男は続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の
女の御名において。 2人分を欺いているのに過ぎなの御名において。分を欺いているのに過ぎなけ前を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。アッラ は りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに解しないのか。明であられます。」なされる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。こーの御名において。 誤から明らかに（分別）されている。それで ーの御名において。
とを請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。」と言う者がある
5|1|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，りなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとから み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。あげる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。除き，背き去った。いた家約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。 読
畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のは される人々の道ではなく。ただしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく巡礼着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，狩 は されない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられた許に帰らせられる御方。 間の悪魔〔シャ 猟は許されない。本当にアッラーは，御好みになられた 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
ことを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。
5|2|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 い表 を請い願う。冒ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 徴を冒 (演?))してはならない。また 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牲に供えの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒に聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 犠牲に供え
げ物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主の御名において。恩 と御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なる人々の道ではなく家（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカアバ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに参った者を犯しった者に。を請い願う。犯していたためである。し標示する）首飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
てはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの巡礼着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジいだならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，狩 してもよい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなくマスジ猟は許されない。本当にアッラーは，御好みになられた 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
ドから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放した者に。たちを請い願う。恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にもって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，刺る）償ないとしなさい。またあなたがたが故障もないのに小巡礼を激してはならない。 ろ正しい道に導きたまえ， と 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に助けを請い願う。けあっ寧ろ正義と篤信のために助けあっ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 篤信の念である。あなたがた思慮あ
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうと恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に助けを請い願う。けあってはならない。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。 にアッラ はーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。

に就する者である。いて 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
5|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豚肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。名において。を請い願う。唱えてはならない。え（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの され）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
もの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 されたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，打ち されたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。したもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，角で突き殺されたもの，野獣が食い残したもきアッラーの御名において。 されたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，野 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」い残されたので，何二つ見ることが出来ない。したも絞め殺されたもの，打ち殺されたもの，墜死したもの，角で突き殺されたもの，野獣が食い残したも 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 墜死したもの，角で突き殺されたもの，野獣が食い残したも 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 獣が食い残したも
の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものただしこの御名において。 の御名において。もの御名において。でも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。刺る）償ないとしなさい。またあなたがたが故障もないのに小巡礼をしたもの御名において。は である人々の道ではなく。また石を燃料と に 牲に供えとされた種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 壇に犠牲とされた 犠牲に供え
もの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， で分を欺いているのに過ぎな配されたもの御名において。である人々の道ではなく。これらは忌まわしい道である。まわしいもの御名において。である人々の道ではなく。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。籤で分配されたものである。これらは忌まわしいものである。今日，不信心な者たちはあなたがたの
教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。打破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上です者，る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられした。だからかれらを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないでわれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。完成し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなくわれの御名において。恩 を請い願う。全うし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラ ムを請い願う。 んだの御名において。である人々の道ではなく。しかし罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，意されている。 なく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えに迫られた場合は罪にはならられた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッーの御名において。 選んで，自 図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。 飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
ラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
5|4|かれらは何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなくかに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善いもの御名において。はあなた許に帰らせられる御方。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに される人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方によって した が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に捕え許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 訓戒とし練で 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら獣が食い残したも
たもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 物だ。」と言うに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。えなさい。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア獲物に対して，アッラーの御名を唱えなさい。アッラーを畏れなさい。本当にア 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 ーの御名において。
ッラ は清めなさい。」算に迅速であるを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て速であるく慈愛深きアッラーの御名において。なされる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 極く希である。
5|5|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに される人々の道ではなく。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けられた民に先んじ（て下の御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒許に帰らせられる御方。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにも合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒である人々の道ではなく。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 な女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
授けたものを施す者，けられた民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 な女も。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女に 淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればや密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーを請い願う。せず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。ちんと婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ
え妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類える人々の道ではなくならば される人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさも虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。においては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 者に。の御名において。許に帰らせられる御方。 敗者である。 類する
である人々の道ではなく。
5|6|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 手を請い願う。肘まで洗い，頭を撫で，両足を踝までまで洗い，頭を撫で，両足を踝までい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 足を踏み入れるこを請い願う。踝までまで拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 撫で，両足を踝まで 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの洗い，頭を撫で，両足を踝までえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし大 の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全身を守るであろう。の御名において。添浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。を請い願う。しなさい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手 にかかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 気付かない。
旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また か から来た者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または女と交わった者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 つ見ることが出来ない。けられない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」 な上の幸福を成就する者である。に触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言誰も）迷わさない。 廁から出るか，あるいはあなたがたが女と交わって， 見ることが出来ない。 場所から離れさ 浄である。だから
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と 手を請い願う。 でなさい。アッラ は困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，ことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれない。ただし顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 撫で，両足を踝まで ーの御名において。 難かしいこと。 課せられたアッラーヘの義務である。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，



あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。恩 を請い願う。果される人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
う。
5|7|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。恩 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと ばれた 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 銘 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは きアッラーの御名において。ました，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， います者，。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた聴 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
5|8|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 固に）信じように立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， に基いた 人であれ。人びとーの御名において。 堅く信じる者たちである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 証人を呼んでみなさ
を請い願う。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい す者，る人々の道ではなくあまり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仲 にも にも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報してはならない。正しい道に導きたまえ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいなさい。そ凡ての称讃あれ，れは悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
最も 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，に近いの御名において。である人々の道ではなく。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。篤信の念である。あなたがた思慮あ ーの御名において。 ーの御名において。
5|9|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされた。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしと 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
5|10|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしてわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
5|11|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。授けたものを施す者，かったアッラ の御名において。恩 を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に じなさい。人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに向かい，かーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 銘
って手を請い願う。出そ凡ての称讃あれ，うとした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえられた の御名において。ことを請い願う。。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一生 命じられたものから離れ，地上でにアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。懸命にアッラーを信頼しなさい。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
5|12|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前にイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 ばれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 12人の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてた長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 。
そ凡ての称讃あれ，してアッラ は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 にいる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼 の御名において。ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて援助けを請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ によい 付かない。を請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで

は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく にきアッラーの御名において。っと入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせよう。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと後の審きの日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 楽園に就いての吉報を伝えなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
5|13|しかしかれらはこの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 なにした。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 見ることが出来ない。 頑固に）信じよう 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの字句の位置を変えて，「わたしたちは聞いた，だが従わない。」と言の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア置し，当てもなくさ迷わせられる。を請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた 戒としの御名において。一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれてしまった。そ凡ての称讃あれ，れでかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。少数の者をの御名において。者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。変えてしまった。それでわれ 訓戒とし
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いつ見ることが出来ない。も契 を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いりに出る人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 して 逃されない。しなさい。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 棄する。いや，かれらの多 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 ーの御名において。
善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく。
5|14|われはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったです者，。」と言う者があると言う者に。とも 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらも授けたものを施す者，け約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
られた教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の の御名において。一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれてしまった。そ凡ての称讃あれ，れであれは 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 意されている。と憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられとを請い願う。かれらの御名において。 にこび訓戒とし 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
りつ見ることが出来ない。かせた。アッラ はかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。後の審きの日の主宰者に。で告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせられる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
5|15| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 へ来た。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 処でも望む所で，思う存分
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，福を成就する者である。音を下され，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 してきアッラーの御名において。た多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。ことを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに解しないのか。明であられます。」し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。ことを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ままに啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
した。アッラ からの御名において。御光を取りと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと正しい道に導きたまえ，にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
5|16|これによってアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなく者に。を請い願う。平安の御名において。道に導きたまえ，に きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。御 しによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 導きたまえ， 許に帰らせられる御方。 (購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か?)) か黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
ら光を取り明であられます。」に れ出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 導きたまえ，
5|17|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フである人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。である人々の道ではなく。言ってーの御名において。 ーの御名において。 確
やる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しでも力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い誰も）迷わさない。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
と地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 ぼそ凡ての称讃あれ，うと御考えになられたら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ出来よう。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，て滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 誰も）迷わさない。 間の悪魔〔シャ
の御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。大 に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは御考えになられたもの御名において。を請い願う。 造に向かい，なされる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
に全能であられる。であられる人々の道ではなく。
5|18|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人やキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ の御名において。子であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに でられる人々の道ではなく。」と言う者がある言ってーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
やる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら何故かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 される人々の道ではなくの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られ罰を科せられよう。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
た人 に ぎない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 される人々の道ではなく。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。間の悪魔〔シャ 過ぎな 罰を科せられよう。 間の悪魔〔シャ
もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。大 に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれこそ凡ての称讃あれ，は り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたなの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 帰らせられる御方。
5|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく中には，主を畏れる者たちへの導きがある。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時された後の審きの日の主宰者に。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言う啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 対し）その身を守るであろう。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの解しないのか。明であられます。」を請い願う。す者，る人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちには吉 の御名において。 者に。も警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。も来ない。」と言う者があると言わせない報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 を請い願う。 え警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に来たの御名において。である人々の道ではなく。 にアッラ は凡ての称讃あれ，て報を伝えなさ 伝えなさ 処でも望む所で，思う存分 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
の御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。
5|20|またム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人びとにこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，かーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ったアッラ の御名において。恩 を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に じなさい。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から 言者に。たちを請い願う。あげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。王となーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 銘 預言者たち）に啓示したもの
された。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。どの御名において。民に先んじ（て下にも授けたものを施す者，けられなかったもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けたの御名において。である人々の道ではなく。
5|21|わたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
して退いてはならない。そ凡ての称讃あれ，うしたらあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは失 者に。になる人々の道ではなく。」と言う者がある敗者である。
5|22|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，こには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巨大な民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたーの御名において。 ーの御名において。
したちは してそ凡ての称讃あれ，こに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくことは出来ない。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こから去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っと入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく決して正しく導か
であろう。」と言う者がある
5|23|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく 2人は言った。 アッラ は―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 2人を請い願う。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく 「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの村の）正門から入ってかれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， から入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってかれら恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
に当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようれ。一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたこそ凡ての称讃あれ， 利す者，る人々の道ではなくであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア勝手に）変えてしまった。それでわれ
ッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。」と言う者があるーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
5|24|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してそ凡ての称讃あれ，こにーの御名において。 ーの御名において。 決して正しく導か
入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れない。あなたとあなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2人で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって え。わたしたちはここに座は，凡てっている人々の道ではなく。」と言う者がある戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
5|25|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしはわたし自身を守るであろう。と兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し御出来ません。です者，からわた
したちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。民に先んじ（て下から引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある離れ，地上で
5|26|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるならばこの御名において。国を与えた。土を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，40年のの御名において。 かれらに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じよう。かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。さ迷える人々の道ではなくうで間の悪魔〔シャ
あろう。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。民に先んじ（て下の御名において。ことで悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんではならない。」と言う者がある掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
5|27|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア ダムの御名において。ーの御名において。 2 の御名において。物だ。」と言う の御名において。真 を請い願う。民に先んじ（て下に れ。かれら 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 牲に供えを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 語り，正しい者の一人である。」 実 語り，正しい者の一人である。」 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 犠牲に供え 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 1人は受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
け入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられなかった。言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはきアッラーの御名において。っと御前を請い願う。 してやる人々の道ではなく。」と言う者があるかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。だけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
5|28|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしばしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたを請い願う。 す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，手を請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしばし仮初の生活の生計があろう。」と言った。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
はしない。わたしは万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく。ーの御名において。
5|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に犯していたためである。した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうとを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人になる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ。そ凡ての称讃あれ，してこれは不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなう者に。の御名において。 である人々の道ではなく。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 応報を伝えなさ
5|30|しかしかれの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの利己的であってはならないな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。 す者，の御名において。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラましいこととし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遂げることになる。にかれを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 最古のの御名において。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 類する



人者に。と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 者に。の御名において。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 敗者である。 1人となった。
5|31|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 1羽の鳥をとって，それを慣らし，それからかれらの御名において。大カラスを請い願う。 わして地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。掘らせ，その弟の死体を，如何に覆うべきかをからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。体を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。うべきアッラーの御名において。かを請い願う。か遺言をするよう定め
れに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ情もなく，執り成しもないけない兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。体を請い願う。葬るのに，わたしはこのカラス程のことさえ出る人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはこの御名において。カラス程の御名において。ことさえ出
来ないの御名において。か。」と言う者があるこうしてかれは後の審きの日の主宰者に。悔す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。 1人となった。
5|32|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にわれはイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。人を請い願う。 した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。 いたと孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 対し）その身を守るであろう。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 悪魔〔シャ 働く者となるであろうから。」
いう理を）知った上は，由もなく慈愛深きアッラーの御名において。人を請い願う。 す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全人 を請い願う。 したの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。人の御名において。生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全人 の御名において。生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いっ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 類する 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 類する
たの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，してわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに明であられます。」 を請い願う。証人を呼んでみなさ (蒼?))した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なおかれらの御名において。
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。も地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非道に導きたまえ，な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。している人々の道ではなく。
5|33|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに して い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字して く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， される人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または十字ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 攪乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字 歩みを進めるが，暗闇になれ 応報を伝えなさ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
架にかけたのでもない。只かれらにそう見えたまでである。本当にこのことに就いて議論する者は，それににつ見ることが出来ない。けられる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは手足を踏み入れるこを請い願う。互いに敵である。地上には，あなたがたのためい いに切に扱い断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または国を与えた。土から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放される人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はない。これら違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
はかれらにとっては 世を堅く信じる者たちである。での御名において。屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに来世を堅く信じる者たちである。において しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
5|34|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくとり抑える人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許した者に。は である人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あら別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 寛大に許
れる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。
5|35|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。果してかれに近づく慈愛深きアッラーの御名において。よう念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。道に導きたまえ，の御名において。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 願う。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。奮闘努力する者，
5|36|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく一切に扱いの御名において。もの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにこれに等しく）失敗者である。しいもの御名において。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。重い懲罰を科せられよう。ねて 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。の御名において。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 懲
を請い願う。あが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなおうとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。罰を科せられよう。 決して正しく導か 懲罰を科せられよう。

5|37|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りから出る人々の道ではなくことを請い願う。 うであろうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してこれから出る人々の道ではなくことは出来ない。 は永久にに業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 願う。 決して正しく導か 懲罰を科せられよう。
く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。

5|38|盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。した男も女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いとして 手を請い願う。切に扱い断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時しなさい。これはかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。報を伝えなさ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
せしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。懲 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
5|39|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。悔いてそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。垂れられる。アッラれられる人々の道ではなく。アッラ悪魔〔シャ ーの御名において。
は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許

5|40|あなたは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になっている人々の道ではなく者に。を請い願う。 し権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 罰を科せられよう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になっている人々の道ではなく者に。を請い願う。御赦し，また善行をする者にしになられる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
5|41|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。かれらはロにしようとするのか。」で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたした競え。あなたがたは何処にいても，ア
ちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。では信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じてはいない。またユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な を請い願う。 きアッラーの御名において。出す者，ことばかりに偽りのために，かれらには手 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 に全く慈愛深きアッラーの御名において。寄った上りつ見ることが出来ない。かない者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。言 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの意されている。味から歪めて言う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て言う。熱 処でも望む所で，思う存分 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。

「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじでないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさい。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかけようと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 試
の御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。もなこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。
の御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれない者に。たちである人々の道ではなく。かれらは 世を堅く信じる者たちである。において屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。においても酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
ろう。
5|42|かれらは虚な ばかりを請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたもの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたの御名において。 に来たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら偽りのために，かれらには手 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 許に帰らせられる御方。
の御名において。 を請い願う。裁く慈愛深きアッラーの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも相手にす者，る人々の道ではなくな。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく相手にしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは少しもあなたを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくこ間の悪魔〔シャ
とは出来ないであろう。またもし裁く慈愛深きアッラーの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。公平に裁 しなさい。アッラ は公平に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。間の悪魔〔シャ 決して正しく導か ーの御名において。
を請い願う。 でられる人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。
5|43|かれらには律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてあなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裁判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようぐの御名において。であろうか。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの公平な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの裁 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，ういうもの御名において。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なお背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真決して正しく導か
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではないの御名において。である人々の道ではなく。
5|44| にわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。として光を取り明であられます。」の御名において。ある人々の道ではなく律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 導きたまえ， −サーに）下した。それで（アッラーに）服従，帰 ーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報した 言者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによってユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人を請い願う。裁いた。 者に。たちや律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。預言者たち）に啓示したもの 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ職者たちや律法学者たちは，アッラーの啓典を心 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 人でもあった。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは人 を請い願う。恐らくあなたがたはれず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只われを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。 かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，銘記し，われとの約束を履行しなさ 証人を呼んでみなさ 間の悪魔〔シャ 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 価
われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 ってはならない。そ凡ての称讃あれ，してアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。で裁判の）日を信じる。」と言う者があるしない者に。は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカ フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 ーの御名において。
ある人々の道ではなく。
5|45|われはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある生命じられたものから離れ，地上でには生命じられたものから離れ，地上で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，鼻には鼻，耳には耳，歯にはには鼻には鼻，耳には耳，歯には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， には歯には
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟ににも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。。」と言う者があるしかしそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえて す者，ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。 いと歯には 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 様の 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 許に帰らせられる御方。 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ

なる人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくもの御名において。によって裁判の）日を信じる。」と言う者があるしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
5|46|われはかれらの御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくませて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ以前（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを ーの御名において。 ーの御名において。
ある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。と光を取り明であられます。」の御名において。ある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，福を成就する者である。音を下され，を請い願う。かれに授けたものを施す者，けた。これはかれ以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒への御名において。確証人を呼んでみなさ 導きたまえ， 確
であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としである人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ 導きたまえ， 訓戒とし

5|47|そ凡ての称讃あれ，れで福を成就する者である。音を下され，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの福を成就する者である。音を下され， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。によって裁かせーの御名において。 書き変える。
なさい。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくもの御名において。によらず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裁く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
5|48|われは真理を）知った上は，によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。そ凡ての称讃あれ，れは以前にある人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ 。
そ凡ての称讃あれ，れでアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくもの御名において。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。裁け。あなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた真理を）知った上は，に基づきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
私 に ってはならない。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた各自の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い戒とし律と公明であられます。」な道に導きたまえ，とを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。もしアッラ慾に従ってはならない。われは，あなたがた各自のために，聖い戒律と公明な道とを定めた。もしアッラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 げてーの御名において。 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 1つ見ることが出来ない。の御名において。ウ〕に動しむ人たちンマになされたであろう。しかし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれを請い願う。されなかったの御名において。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの

かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だから互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに って善試 競え。あなたがたは何処にいても，ア
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 争った時のことを思い起せ。だがアッラしていたこと挙げることを厭われない。信仰する者はそ ーの御名において。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 論争に判決を下される。
に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなく。
5|49|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくもの御名において。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。裁きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらの御名において。私 に ってはならなーの御名において。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か 慾に従ってはならない。われは，あなたがた各自のために，聖い戒律と公明な道とを定めた。もしアッラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
い。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどの御名において。部分を欺いているのに過ぎなにつ見ることが出来ない。いても惑わされないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさーの御名において。
い。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。犯していたためである。した罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくと御考えなーの御名において。 懲
っておられる人々の道ではなくと知った上は，れ。人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
5|50|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 明であられます。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。裁判の）日を信じる。」と言う者があるである人々の道ではなくの御名において。か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 固に）信じような者に。にとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に る人々の道ではなく無 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 堅く信じる者たちである。 ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の
裁判の）日を信じる。」と言う者がある者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。
5|51|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人やキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仲 としてはならない。かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに友で間の悪魔〔シャ
ある人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。仲 とす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく。アッラ は して不 の御名において。民に先んじ（て下誰も）迷わさない。 間の悪魔〔シャ 類する ーの御名において。 決して正しく導か 義を知っているとあなたがたに告げたではないか



を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。導きたまえ，
5|52|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手ある人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に走る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは にあ許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
いはしないかと恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者があると言っている人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または御ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
から 断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」く慈愛深きアッラーの御名において。後の審きの日の主宰者に。悔す者，る人々の道ではなくことになる人々の道ではなくであろう許に帰らせられる御方。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 。

5|53|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 協力者）だと，アッラーにかけて，力を ーの御名において。
こめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。った者に。ではないか。」と言う者があるかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ失 者に。となる人々の道ではなくであろう。敗者である。
5|54|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，民に先んじ（て下を請い願う。 でらーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらも主を請い願う。敬 す者，る人々の道ではなくような外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 れてこられる人々の道ではなくであろう。かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に しては 虚なである人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく愛深きアッラーの御名において。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 対し）その身を守るであろう。 謙虚な ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。に しては意されている。志を）ひるがえすなら 固に）信じようで力なもの）になるまでかれらに対して戦え く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非 者に。の御名において。 ロにしようとするのか。」を請い願う。 して恐らくあなたがたはれない対し）その身を守るであろう。 堅く信じる者たちである。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 奮闘努力する者， 難かしいこと。 悪魔〔シャ 決して正しく導か 。
これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられた者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく恩 である人々の道ではなく。アッラ は厚施す者，にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
5|55| にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの友は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ならびに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちで礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なに ず取り上げられる。本当にアッラく慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 謙虚な 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの
5|56|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。友として助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 1党で，必ず勝利を得るで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく勝手に）変えてしまった。それでわれ
者に。たちである人々の道ではなく。
5|57|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。明であられます。」笑う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れごとにす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。友としてはならない。そ凡ての称讃あれ，れは先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にもいる人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッ
ラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。ーの御名において。
5|58|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。期笑う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れごとにす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
理を）知った上は，解しないのか。しない民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
5|59|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちを請い願う。非 す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 難かしいこと。
を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，福を成就する者である。音を下され，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じーの御名において。 ーの御名において。

る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ではないか。」と言う者があるーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
5|60|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御 の御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れよりも いもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようか。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 応報を伝えなさ 悪魔〔シャ
そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 放した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。むった者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさまたはブタとされた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 見ることが出来ない。
かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最 の御名において。境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。におり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，から く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちである人々の道ではなく。」と言う者がある悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
5|61|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは に不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 実
で入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。アッラ はかれらの御名において。 す者，ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
5|62|かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに って罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう と反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆にはしり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。か競え。あなたがたは何処にいても，ア 悪魔〔シャ 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 見ることが出来ない。
れらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことの御名において。何と なことよ。醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ
5|63|なぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。 者に。や律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。いことを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または非法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なもの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じないの御名において。か。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ職者たちや律法学者たちは，アッラーの啓典を心 語り，正しい者の一人である。」 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことの御名において。何と なことよ。醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ
5|64|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御手は られている人々の道ではなく。」と言う者があると言う。 られたの御名において。はかれらの御名において。手で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，う言ったーの御名において。 縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った 縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った
ことによってかれらは 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。られた。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御手は く慈愛深きアッラーの御名において。 かれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，惜しみなく与えられしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ見ることが出来ない。 広大無辺にして全知であられる。 開いて
る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。と不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 しよう。わ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 見ることが出来ない。 増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に投げて誰がじた 意されている。と憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。燃やす者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
アッラ はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のされる人々の道ではなく。またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において害したためである。これもかれらがアッラーの掟に を請い願う。しようと努め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，害したためである。これもかれらがアッラーの掟に を請い願う。ーの御名において。 悪魔〔シャ ーの御名において。 悪魔〔シャ
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなう者に。を請い願う。御 でになられない。愛深きアッラーの御名において。
5|65| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。す者，べての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう障もないのに小巡礼をを請い願う。抹消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のして必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ至福を成就する者である。の御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせる人々の道ではなくであろう。
5|66|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して主からかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。 奉す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。からも順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す
足を踏み入れるこ からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくであろう。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう一 もいる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。許に帰らせられる御方。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
の御名において。者に。の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうところは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 である人々の道ではなく。悪魔〔シャ
5|67|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宣ベ えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。しないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，伝えなさ
かれの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。宣べ える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」命じられたものから離れ，地上では果せないであろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの危害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。なす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとからあなたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者， な啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
される人々の道ではなく。アッラ は して不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。ーの御名において。 決して正しく導か 導きたまえ，
5|68|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ。律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，と主からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す
守り，またわれが授けたものを施す者，す者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはないの御名において。だ。」と言う者があるところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か拠を出して見なさい。」
く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 させた。だからあなたは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。民に先んじ（て下に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ましてはなら頑固に）信じよう 増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 悩ましてはなら
ない。
5|69|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サ ビア教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 末であろうか。の御名において。ーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。憂いもないであろう。
5|70|われは且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。かれらに遣わした。あなたは業火の住人にわした。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
れらの御名において。好きな敵である。まないもの御名において。を請い願う。(宙?))す者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはある人々の道ではなく者に。を請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。と呼んでみなさび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。を請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
5|71|そ凡ての称讃あれ，してかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないもの御名において。と考えていた。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や試 懲罰を科せられよう。 難かしいこと。聴
者に。となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 しなされた。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はまたも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら盲ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や 者に。となった。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうところを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御存知った上は，であられる人々の道ではなく。難かしいこと。聴 ーの御名において。
5|72|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フである人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。である人々の道ではなく。しかもーの御名において。 ーの御名において。 確
マスィ フは言ったの御名において。である人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなくアッーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
ラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。」と言う者がある凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ に何もの御名において。かを請い願う。配す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 楽園に就いての吉報を伝えなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれの御名において。住むのである。まいは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。には援助けを請い願う。者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
5|73|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は三（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。である人々の道ではなく。唯 の御名において。神があるなどと唱えてはならない。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
いの御名において。である人々の道ではなく。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。言 を請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろ葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
う。
5|74|かれらは何故，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してアッラ に返すことも出来ないであろう。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようとしないの御名において。か。 にアッラ は 容ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 寛大に許
にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
5|75|マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに ぎない。かれの御名において。以前にも使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逝った。もしかれが死ぬか，またはったの御名において。でーの御名において。 過ぎな
ある人々の道ではなく。かれの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いは な 人であった。そ凡ての称讃あれ，してかれら 人は食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べていた。 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは如何にかれ誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 見ることが出来ない。
らに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたかを請い願う。。また よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何にかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくかを請い願う。。見ることが出来ない。



5|76|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にもなく慈愛深きアッラーの御名において。益なく，また決して正しく導かもな〈，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないもーの御名において。
の御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。か。アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれこそ凡ての称讃あれ，は全 者に。にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 聴
5|77|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。 してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえの御名において。法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。また啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 無視
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私 に ってはならない。かれらは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自らも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの見ることが出来ない。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくった者に。たちである人々の道ではなく。」と言う者がある
5|78|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドやマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ の御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたで われた。そ凡ての称讃あれ，れは孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
5|79|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかった。かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。何と なことよ。悪魔〔シャ 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ
5|80| なさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。と 密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはにしている人々の道ではなく。何と なことを請い願う。自ら んです者，る人々の道ではなくもの御名において。よ見ることが出来ない。 親，孤児，貧者を規切に扱い 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ 進めるが，暗闇になれ 。
アッラ はかれらに激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 遠にその中に住むのである。
5|81|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 言者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ預言者たち）に啓示したもの 親，孤児，貧者を規切に扱い
しい友としなかったであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
5|82|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も しいの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人と多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったである人々の道ではなくこと敵である。地上には，あなたがたのため視 厳しい試練で
を請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に一番 の御名において。情もなく，執り成しもないを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはキリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の親，孤児，貧者を規切に扱い愛深きアッラーの御名において。
徒となったです者，。」と言う者があると言う者に。である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。これはかれらの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，司祭と修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔道に導きたまえ，士である。それで移住した者，故郷が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく高慢で不信の徒となった間の悪魔〔シャ
でないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
5|83|あなたはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た真理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 認し， 自ら証言したのである。 涙を目に (温?))れさ
せる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようします者，。わたしたちを請い願う。 人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，見ることが出来ない。 証人を呼んでみなさ 書き変える。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。
5|84|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とわたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた真理を）知った上は，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないでいられましょうか。まーの御名において。
た主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敬(度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ?))な民に先んじ（て下と一 にわたしたちを請い願う。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しないでいられましょう緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 楽園に就いての吉報を伝えなさ 懇切に言葉優しく話しかけなさい。願う。
か。」と言う者がある
5|85|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。言 に いられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，こに住むのである。まわーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 報を伝えなさ 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
せられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。なす者，者に。への御名において。 である人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
5|86|しかし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
5|87|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくもの御名において。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに される人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じてはならない。またーの御名において。 許に帰らせられる御方。
法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえる人々の道ではなく者に。を請い願う。御 でになられない。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
5|88|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた良いものの代りにつまらないものをい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」 で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じていーの御名において。 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
る人々の道ではなくアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。ーの御名において。
5|89|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 はず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。な言 の御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。非 されない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 軽 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 対し）その身を守るであろう。 難かしいこと。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたことに してはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かを請い願う。 う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 う通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー常の御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられで約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。 責は必ず不信心者の上に下る 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
10名において。の御名において。 者に。を請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはこれに衣であり，あなたが を請い願う。支 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは奴貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 類する 給 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 1名において。を請い願う。解しないのか。放しなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの
出来ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，3日の主宰者に。 の御名において。 戒としを請い願う。しなさい。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。した の御名において。 である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自間の悪魔〔シャ 斎戒が定められた。恐らくあ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 賠償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
分を欺いているのに過ぎなの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。アッラ はこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に解しないのか。明であられます。」なされる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。
たは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなくであろう。謝するであろう。
5|90|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であと 矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。と占い矢は，忌み嫌われる悪魔の業である。これを避い矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あわれる人々の道ではなく 魔の御名において。 である人々の道ではなく。これを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世におい誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であ 悪魔〔シャ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
けなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。
5|91| 魔の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむところは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であと 矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であによってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 意されている。と憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア悪魔〔シャ 賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であ 間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ
ッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじ礼 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげようとす者，る人々の道ではなくことである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アしまないの御名において。か。ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
5|92|アッラ に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさい。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 悪魔〔シャ 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
われの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ただ明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣べ える人々の道ではなくだけである人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。責は必ず不信心者の上に下る務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ
5|93|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの既に明示している。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べたもの御名において。に就する者である。いて罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ
に励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。アッラ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。

5|94|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手または で狩ろ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ちょっとした 物だ。」と言うによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 槍で狩ろ，ちょっとした獲物によって， 獲物に対して，アッラーの御名を唱えなさい。アッラーを畏れなさい。本当にア
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくことの御名において。出来ないかれを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，られ試 ーの御名において。 見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。この御名において。後の審きの日の主宰者に。でも 犯していたためである。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 懲罰を科せられよう。
5|95|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく巡礼者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，狩 して を請い願う。 してはならない。もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。間の悪魔〔シャ 猟は許されない。本当にアッラーは，御好みになられた 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら獣が食い残したも 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，りなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 した者に。の御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。公正しい道に導きたまえ，な殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 2名において。の御名において。者に。の御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちにより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 したもの御名において。と殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
等しく）失敗者である。しい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，カアバに んで捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 者に。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。供えす者，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，価 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
れに相当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく 戒としを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことである人々の道ではなく。これらはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 果を請い願う。味わうため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，斎戒が定められた。恐らくあ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 過ぎな
ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったことは御 しなされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし り返すことも出来ないであろう。す者，ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は を請い願う。重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。ア許に帰らせられる御方。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に ーの御名において。 応報を伝えなさ
ッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。 の御名において。主であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 応報を伝えなさ
5|96|海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルで し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 物だ。」と言うを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにも旅人にも されている人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 上の幸福を成就する者である。の御名において。狩 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，漁鱗し，また獲物を食べることは，あなたがたにも旅人にも許されている。だが陸上の狩猟は， 獲物に対して，アッラーの御名を唱えなさい。アッラーを畏れなさい。本当にア 許に帰らせられる御方。 陸上の狩猟は， 猟は許されない。本当にアッラーは，御好みになられた
巡礼着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のの御名において。 は禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
5|97|アッラ は人 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく平安の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なる人々の道ではなく家，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，カアバを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがと捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げ物だ。」と言うと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 間の悪魔〔シャ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 犠牲に供え
牲に供えに供ええる人々の道ではなく家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ りを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し ーの御名において。
知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー しておられる人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
5|98|アッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。 罰を科せられよう。 厳しい試練で ーの御名において。 寛大に許
5|99|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣ベ える人々の道ではなくことの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。何も せられない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 わす者，こ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ 課せられたアッラーヘの義務である。 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，ことも知った上は，っておられる人々の道ではなく。隠すことも知っている。」と仰せられた。
5|100|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たとえはびこっている人々の道ではなく に魅了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはされようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いことと良いものの代りにつまらないものをいことは同じで，（頑固に）信じようじで悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
はない」と言う者があるだからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。慮するであろう。われに感謝し ーの御名において。
5|101|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろと ねてはならない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。に示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かえって ま尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 悩ましてはなら
される人々の道ではなくこともある人々の道ではなく。ただしクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされている人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。に示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
れる人々の道ではなくであろう。アッラ はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 される人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 寛大に許



5|102|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。民に先んじ（て下も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ことに就する者である。いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ねた。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。ことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。となった尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 。
5|103|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，バヒ ラまたはサ イバ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フスィ ラまたはハ ミを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたの御名において。ではない。ただしーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に して虚な したもの御名において。である人々の道ではなく。かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
5|104|かれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ならびに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 に来なさい。」と言う者があると言えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 許に帰らせられる御方。
らは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちには祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えたもの御名において。で十分を欺いているのに過ぎなです者，」と言う者があると言う。何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は全く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また伝えなさ 識
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれなかったではないか。導きたまえ，
5|105|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにある人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなく責は必ず不信心者の上に下る
むならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくった者に。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなくことは出来ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは ってアッラ に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。挙げることを厭われない。信仰する者はそ ーの御名において。 帰らせられる御方。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなくであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
5|106|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 1人に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近付かない。いた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で 言を請い願う。取れ。 言臨終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ 遺言をするよう定め 書き変える。
の御名において。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ成の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，な時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2人の御名において。 人を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなさい。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して証人を呼んでみなさ
いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから悩ましてはなら 2人を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報 しなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。もしかれらを請い願う。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。わせなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 ーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者近 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな 段でも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。 を請い願う。 しません。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ようなこと親，孤児，貧者を規切に扱い 値）が分れば，あなたが 証人を呼んでみなさ 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 隠すことも知っている。」と仰せられた。
を請い願う。す者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。です者，。」と言う者がある
5|107|もしかれら 2人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに いす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく判の）日を信じる。」と言う者がある明であられます。」したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらによって不利益なく，また決して正しく導かを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った偽りのために，かれらには手証人を呼んでみなさ 値）が分れば，あなたが
者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。最も近い 切に扱いな縁を絶つことを誓う者は， 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 2人の御名において。人物だ。」と言うを請い願う。新たに 言に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。わせな証人を呼んでみなさ ーの御名において。
さい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。 言は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように証人を呼んでみなさ 2人の御名において。 言よりも真 であります者，。わたしたちは して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの犯していたためである。し証人を呼んでみなさ 実 決して正しく導か
たことはありません。そ凡ての称讃あれ，うであれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 者に。であります者，。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
5|108|こうす者，る人々の道ではなくことは最も正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなく。こうしてかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。真 に基づいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言を請い願う。なす者，ことになろう実 証人を呼んでみなさ 。
ある人々の道ではなくいはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言した後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報 される人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれよう。アッラ ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 論争に判決を下される。 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
れの御名において。 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの け。アッラ は に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 導きたまえ，
5|109|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなく臼，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどんな返すことも出来ないであろう。答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたか。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせらーの御名において。
れよう。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， はありません。 にあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。奥識 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
を請い願う。熟知った上は，なされています者，。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか

5|110|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
られた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。われは によってあなたを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成人してからも人恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 揺させられて， 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」
びとに らせる人々の道ではなくようにした。またわれは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，と律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，を請い願う。あなたに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえた。またあなたはわれの御名において。語り，正しい者の一人である。」 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 許に帰らせられる御方。
しの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで を請い願う。形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 しの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに息吹きして とした。あなたはまたわれの御名において。 しの御名において。 に許に帰らせられる御方。 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
生まれつ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。の御名において。盲人と 患いのある者は，斎戒をするか施者に。を請い願う。癩患者を (癒?))した。またあなたはわれの御名において。 しの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせた。またわれはあ許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。もってイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。 に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まいた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。手を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえて守り，またわれが授けたものを施す者，ってやった。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。不証人を呼んでみなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にこれは明であられます。」らかに魔 に ぎない。』と言った。術を教え，またバービル 過ぎな
5|111|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者子たちに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。』と言った。かれらは時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくムスリムである人々の道ではなくことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ証人を呼んでみなさ
い。』」と言う者がある
5|112|かれら弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者子たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさマムの御名において。子イ サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あたし時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの べた食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言ったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから御下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしになる人々の道ではなくであろうか。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った ーの御名において。 ーの御名において。 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。」と言う者があるーの御名において。
5|113|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。安らげたい。またあなたの御名において。わたした
ちに られたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 人になる人々の道ではなくことを請い願う。乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定い います者，。」と言う者がある語り，正しい者の一人である。」 実 証人を呼んでみなさ 願う。
5|114|マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。 べた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言ったを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから御下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでわたしたちへの御名において。最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 となされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った 機縁を絶つことを誓う者は，
なたからの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは最も れた い主です者，。」と言う者がある優るか，またはそれと同様の 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
5|115|アッラ は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，であろう。そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと後の審きの日の主宰者に。もしあなーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。となる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは世を堅く信じる者たちである。の御名において。 にもまだ加えられることを。えなかった で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 す者，る人々の道ではなくであろ誰も）迷わさない。 懲罰を科せられよう。 罰を科せられよう。
う。」と言う者がある
5|116|またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ように仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にアッラーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとわたしの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いとを請い願う。 2柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。とせよ。』と人びとに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげたか。」と言う者があるかれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた
に えあれ。わたしに 能であられる。の御名において。ないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは言うべきアッラーの御名において。でありません。もしわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。言ったなら讃あれ， 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたは知った上は，っておられます者，。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。知った上は，っておられます者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしはあなた
の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は知った上は，りません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは凡ての称讃あれ，ての御名において。奥 を請い願う。熟知った上は，なされています者，。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
5|117|わたしはあなたに命じられたものから離れ，地上でじられたこと以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげません。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな決して正しく導か
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなくアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。』（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言う以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたーの御名において。 間の悪魔〔シャ
しはかれらの御名において。 人でありました。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。御呼んでみなさびになった後の審きの日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，証人を呼んでみなさ 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられます者，。証人を呼んでみなさ
5|118|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらを請い願う。 せられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にかれらはあなたの御名において。しもべです者，。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。御仮初の生活の生計があろう。」と言った。 罰を科せられよう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
赦し，また善行をする者にしなされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられます者，。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
5|119|アッラ は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはかれら正しい道に導きたまえ，直に死を願い者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，直に死を願いゆえに得るために，「これはアッラーから下ったものを請い願う。す者，る人々の道ではなく日の主宰者に。である人々の道ではなく。かれらには川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。」と言う者があるアッラ はかれらを請い願う。喜ばせるものである。」ばれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらもまたかれ楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
に 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは大 の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 願う。
5|120|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。一切に扱いの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。大 に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく間の悪魔〔シャ ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 。
6|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陪 と光を取り明であられます。」を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主と創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス ーの御名において。 讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに置し，当てもなくさ迷わせられる。く慈愛深きアッラーの御名において。。
6|2|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生存の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期 を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた方である人々の道ではなく。一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。期創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御 に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うの御名において。か。間の悪魔〔シャ 許に帰らせられる御方。

6|3|かれこそ凡ての称讃あれ，は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でもアッラ であられる人々の道ではなく。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 す者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
も知った上は，っておられる人々の道ではなく。またかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いて得るために，「これはアッラーから下ったものたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。働く者となるであろうから。」 応報を伝えなさ



6|4|かれらは主から如何なる人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。(西?))されても必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れから を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。けてしまう。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
6|5|真理を）知った上は，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは常にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。嘲り笑う。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 偽りのために，かれらには手
笑う。す者，る人々の道ではなく御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ となって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 に来る人々の道ではなくであろう。間の悪魔〔シャ 実 許に帰らせられる御方。
6|6|われはかれら以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のから次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かも ぼしたかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か。われは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
かれらを請い願う。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく安住むのである。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにす者，らしなかったもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎ降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ に川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされさせた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれらを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。許に帰らせられる御方。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
出 させた。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
6|7| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手でそ凡ての称讃あれ，れに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者 書き変える。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
はきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 に ぎない。」と言う者があると言う。術を教え，またバービル 過ぎな
6|8|かれらはまた言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに されないの御名において。か。」と言う者があるもしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられは遺言をするよう定め 遺言をするよう定め
直に死を願いちに 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されなかったであろう。決して正しく導か 猶予もないであろう。
6|9| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」としても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ人 の御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく惑うように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと仮初の生活の生計があろう。」と言った。 間の悪魔〔シャ
惑わせたであろう。
6|10|あなた以前の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに嘲り笑う。笑う。されていた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘲り笑う。笑う。したもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。嘲り笑う。笑う。していたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの確 懲
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに取り まれる人々の道ではなくであろう。罰を科せられよう。 囲まれる。

6|11|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうであった
かを請い願う。 なさい。」と言う者がある見ることが出来ない。
6|12|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッ誰も）迷わさない。
ラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 となされる人々の道ではなく。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時されよう。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 動しむ人たち 審きの日の主宰者に。
れに疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ぼしてしまった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
6|13|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼とに住むのである。む凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
6|14|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。加えられることを。 を請い願う。どうして求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくだろうか。かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，べてを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの からも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われない」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 誰も）迷わさない。 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」きアッラーの御名において。 けとなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。仲 となってはならない』と命じられたものから離れ，地上でじられた。」と言う者がある駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 間の悪魔〔シャ
6|15|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし主に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恐らくあなたがたはろしい。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
6|16|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行いれる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは明であられます。」らかに至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
6|17|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 厄も，あなた自身からで害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にこれを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。はない。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
たに幸福を成就する者である。を請い願う。届け下さいます。」けられれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。てあられる人々の道ではなく。
6|18|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたちの御名において。上の幸福を成就する者である。におられる人々の道ではなく至高者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは英明であられます。」にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。
6|19|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も重い懲罰を科せられよう。要に迫られた場合は罪にはならなことは何である人々の道ではなくか。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ証人を呼んでみなさ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたーの御名において。 間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。

しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたそ凡ての称讃あれ，して届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りの御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他の御名において。神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言出来る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは 言す者，る人々の道ではなくことは出来ない。」と言う者がある証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ
言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。であられる人々の道ではなく。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくもの御名において。とは全く慈愛深きアッラーの御名において。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
の御名において。存在である人々の道ではなく。」と言う者がある
6|20|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。子を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくようにこれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ぼした者に。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 認し， 自ら証言したのである。 認し， 自ら証言したのである。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
6|21|アッラ に就する者である。いて虚な を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしい不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は して成功する者である。しないであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 決して正しく導か
6|22|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 にかれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの うて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言い斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 張
っていた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。ども）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはどこにいる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
6|23|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言う外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にロにしようとするのか。」 はないであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。います者，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 実 ーの御名において。 。
わたしたちは して外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。ではありません。」と言う者がある決して正しく導か
6|24| なさい。如何にかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自らを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなく慈愛深きアッラーの御名において。か。またかれらの御名において。虚な したもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたかを請い願う。。見ることが出来ない。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
6|25|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。もある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。したの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
ア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しない。またそ凡ての称讃あれ，の御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。した。だからかれらは 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者各 の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。ーの御名において。 鈍くした。だからかれらは仮令各種の印を見ても，これを信じない。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 見ることが出来ない。
そ凡ての称讃あれ，してかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。 にやって来る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは許に帰らせられる御方。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う に ぎないの御名において。です者，。」と言う者があると言う。語り，正しい者の一人である。」 過ぎな
6|26|かれらは外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れから ざけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また自分を欺いているのに過ぎなたちもこれを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自ら自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 つ見ることが出来ない。遠にその中に住むのである。 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
ける人々の道ではなくだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなはそ凡ての称讃あれ，れに 付かない。かない。気付かない。
6|27|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたされる人々の道ではなく姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。 たらどうであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
あ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり される人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくでしょうに。」と言う者がある帰らせられる御方。 決して正しく導か
6|28|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとまで していたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。前に明であられます。」らかになったに ぎない。そ凡ての称讃あれ，れで隠すことも知っている。」と仰せられた。 過ぎな
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたことを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。す者，であろう。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように虚な言仮初の生活の生計があろう。」と言った。 戻そうと望んでいる。真理が 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
の御名において。徒となったである人々の道ではなく。
6|29|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，再び る人々の道ではなくなどということはないの御名において。です者，。」と言う者がある甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
6|30|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主と向かい，かい合は鮮かで，見る者をって立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたされる人々の道ではなく を請い願う。 たらどうであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
られる人々の道ではなくであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは真 ではないか。」と言う者があるかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うです者，。主にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があるかれ実
は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に を請い願う。味わいなさい。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
6|31|アッラ に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことを請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに失 者に。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはーの御名において。 偽りのために，かれらには手 確 敗者である。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは何と かなことを請い願う。したことか。」と言う者があるかれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 ってい疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
る人々の道ではなく。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 う重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなこそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
6|32| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， びか れに ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいこそ凡ての称讃あれ，最も れている人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 過ぎな 優るか，またはそれと同様の
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。
6|33|われはかれらの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。如何に悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しませる人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な言の御名において。徒となったとす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
あなたではない。不 者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしている人々の道ではなくだけ。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 専らアッラーの印を否定しているだけ。 ーの御名において。



6|34|あなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは虚な言の御名において。徒となったと呼んでみなさばれた。そ凡ての称讃あれ，れでわれの御名において。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようと迫られた場合は罪にはなら
害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだ。 にもアッラ の御名において。御言 を請い願う。 える人々の道ではなくことは出来ない。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに す者，る人々の道ではなく一部の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。に誰も）迷わさない。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 変えてしまった。それでわれ 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
あなたに えられたの御名において。である人々の道ではなく。伝えなさ
6|35|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。して去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りく慈愛深きアッラーの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた痛い懲罰が下されよう。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに出来る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にトンネルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。掘らせ，その弟の死体を，如何に覆うべきかをかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
または天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに梯をかけて，かれらに印を現わせ。アッラーが御好みになるならば，（正しい）導きの上にかれを請い願う。かけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 わせ。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。にかれ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 導きたまえ，
らを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，な者に。の御名において。仲 となってはならない。無 間の悪魔〔シャ
6|36|耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。だけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，呼んでみなさびかけに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなくであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあえて かない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからかれの御名において。御 に らせられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
6|37|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。であろうか。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，御力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっておられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 確

6|38|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。生きアッラーの御名において。とし生ける人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，双翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないで ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ように共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体の御名において。同じで，（頑固に）信じよう でないもの御名において。はない飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 類する 。
典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には一事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かにしたもの御名において。はない。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかれらの御名において。主の御名において。御 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい 許に帰らせられる御方。 。

6|39|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく こえない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もの御名において。を請い願う。言えない者に。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，につ見ることが出来ない。かせられる人々の道ではなく。
6|40|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。もしアッラ の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 懲罰を科せられよう。
たは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに れたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ことを請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に ーの御名において。
言っている人々の道ではなくとす者，れば。」と言う者がある
6|41|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれだけを請い願う。呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。もしかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打
ったことによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 厄も，あなた自身からを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの除き，背き去った。かれよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしていた邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。なもの御名において。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくであ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ろう。」と言う者がある
6|42|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前の御名において。各民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いにも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 虚なになる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不幸と 厄も，あなた自身からで人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。謙虚な 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
らしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。懲

6|43|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故 虚なでなかったの御名において。であろうか。かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はかえって 固に）信じようになり災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 謙虚な 頑固に）信じよう ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
魔はかれらに し自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多である人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせた。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。

6|44|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちに授けたものを施す者，けられた 戒としを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは凡ての称讃あれ，ての御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの良いものの代りにつまらないものをい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことの御名において。 を請い願う。かれらの御名において。訓戒とし 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に いた。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。に 喜ばせるものである。」していた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔 ってやった。 なさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ開いて 歓 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 襲った。 見ることが出来ない。
らは 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに ってしまった。絶するで 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
6|45|こうして不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった民に先んじ（て下の御名において。子 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えてしまった。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に えあれ。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 絶するで ーの御名において。 讃あれ，
6|46|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えなかったの御名において。か。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 や を請い願う。ーの御名において。 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
い。また心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にどの御名において。神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに返すことも出来ないであろう。し授けたものを施す者，けられる人々の道ではなくかを請い願う。。」と言う者がある なさ奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ ーの御名において。 見ることが出来ない。

い。われは如何に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。したか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
6|47|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者アッラ の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔にまた公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と来て仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。民に先んじ（て下の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぼされようか。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか 誰も）迷わさない。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
6|48|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 者に。か警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にさない。だから信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれ報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
もなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。憂いもないであろう。
6|49|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。いていたことに し される人々の道ではなくであろう。偽りのために，かれらには手 対し）その身を守るであろう。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
6|50|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。宝物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。手にある人々の道ではなくとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに言わないーの御名において。 。
またわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，に就する者である。いても知った上は，らない。またわたしは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」である人々の道ではなくとも言わない。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたしに
示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたことに うだけである人々の道ではなく。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある盲人と正しい道に導きたまえ，常の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。人とは同じで，（頑固に）信じようじであろうか。そ凡ての称讃あれ，れ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。

でもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，しないの御名において。か。」と言う者がある
6|51|あなたは主に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされる人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによって警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかーの御名において。
れらを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，もの御名において。もないの御名において。である人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。 執り成しも許されず，償いも受
6|52|主の御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放してはならない。かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」算に迅速であるは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少し悪魔〔シャ
もあなたの御名において。任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。清めなさい。」算に迅速であるは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもかれらの御名において。任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かではない。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放す者，る人々の道ではなく
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは不 の御名において。徒となったとなる人々の道ではなくであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
6|53|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ある人々の道ではなく者に。で外に同じような神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく者に。は試 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。人びとです者，か。」と言う者があると言わせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように感 す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，る人々の道ではなく謝するであろう。
方はアッラ ではないか。ーの御名において。
6|54|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。 に来たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに平安あれ。あなた許に帰らせられる御方。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，で 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してそ凡ての称讃あれ，務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 無 悪魔〔シャ
の御名において。身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 寛大に許
6|55|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 にわたって解しないのか。明であられます。」した。これは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，者に。の御名において。 る人々の道ではなく道に導きたまえ，を請い願う。明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 辿る道を明示するためである 。
6|56|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っている人々の道ではなくアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられーの御名において。
たの御名において。だ。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。虚なしい望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に わない。そ凡ての称讃あれ，うなれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは迷える人々の道ではなく従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ってしまって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれない。」と言う者がある導きたまえ，
6|57|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは主からの御名において。明であられます。」 の御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。虚な で証人を呼んでみなさ 偽りのために，かれらには手
ある人々の道ではなくとした。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに出来る人々の道ではなくことではない。裁 はアッラ にだけ属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，懲罰を科せられよう。 決して正しく導か ーの御名において。
る人々の道ではなく。かれは真 を請い願う。 かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた裁 者に。であられる人々の道ではなく。」と言う者がある実 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 優るか，またはそれと同様の 決して正しく導か
6|58|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。手中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられはわた懲罰を科せられよう。
しとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐ 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 決して正しく導か ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
6|59|幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。 はかれの御名において。御 にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には もこれを請い願う。知った上は，らない。かれは と海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルにある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。 陸上の狩猟は，
を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。一枚の銀貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めはの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラに落ちる人々の道ではなくことはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。
粒がの御名において。 物だ。」と言うでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れている人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にないもの御名において。はないの御名において。である人々の道ではなく。穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 気付かない。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 書き変える。
6|60|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされる人々の道ではなく方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく昼 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
またかれは昼 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期 を請い願う。全うなされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れ間の悪魔〔シャ 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 間の悪魔〔シャ
からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に ろ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
6|61|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に 能であられる。を請い願う。もつ見ることが出来ない。方であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にされる人々の道ではなく。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 護者も援助者もないのである。



あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 1人に む ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にしたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。取り上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなく。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」た臨 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの怠慢で不信の徒となったではない。
6|62|そ凡ての称讃あれ，れからかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に される人々の道ではなく。裁 はかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなされる人々の道ではなくの御名において。ではないか。かれは清めなさい。」算に迅速であるーの御名において。 戻そうと望んでいる。真理が 決して正しく導か
す者，る人々の道ではなく は め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て速であるい御方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある際は）自分を欺いているのに過ぎな 極く希である。
6|63|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある と海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうの御名において。は か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陸上の狩猟は， 闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
畏れる者たちへの導きがある。れかしこんでかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これからわたしたちを請い願う。御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ感
を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく。』と。」と言う者がある謝するであろう。

6|64|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。この御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた から御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいになられる人々の道ではなく。ーの御名において。 悩ましてはなら
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。なもの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
6|65|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また足を踏み入れるこ から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあな許に帰らせられる御方。 懲罰を科せられよう。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。仲 割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれさせて混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字に らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。暴かれた。虐を請い願う。味わわせる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如間の悪魔〔シャ 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
何に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，かを請い願う。 なさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ得るために，「これはアッラーから下ったものす者，る人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。
6|66|これは真理を）知った上は，である人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。民に先んじ（て下は虚な である人々の道ではなくとした。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた偽りのために，かれらには手
の御名において。後の審きの日の主宰者に。 人ではない。」と言う者がある見ることが出来ない。
6|67|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろ間の悪魔〔シャ
う。」と言う者がある
6|68|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて なことに耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をる人々の道ではなく者に。を請い願う。 たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 に える人々の道ではなくまで ざかれ。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。 見ることが出来ない。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を題なだけである。 変えてしまった。それでわれ 遠にその中に住むのである。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに忘れてしまったのか。あなたがれさせても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。いた後の審きの日の主宰者に。は不 の御名において。民に先んじ（て下と同じで，（頑固に）信じよう席してはならない。あなたがたが（同してはならない。悪魔〔シャ 気付かない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか

6|69|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら不 の御名において。徒となったの御名において。清めなさい。」算に迅速であるに就する者である。いて少しも 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かはない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 戒とししておく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，義を知っているとあなたがたに告げたではないか 責は必ず不信心者の上に下る 訓戒とし
恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。
6|70|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， びや れとす者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれている人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放っておきアッラーの御名において。なさい。そ凡ての称讃あれ，遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
して各人はそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で に る人々の道ではなくことを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れで 戒とししなさい。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな守り，またわれが授けたものを施す者，滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 訓戒とし ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
者に。も り成す者，者に。もない。凡ての称讃あれ，ての御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か を請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い出しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられないであろう。これらの御名において。者に。は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった執り成しも許されず，償いも受 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
ことによって び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。えたった を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 懲罰を科せられよう。
6|71|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに益なく，また決して正しく導かもなく慈愛深きアッラーの御名において。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にもないもの御名において。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れようーの御名において。
か。わたしたちは一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれアッラ に かれた後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で 魔の御名において。 惑に迷える人々の道ではなくわされた者に。の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。ーの御名において。 導きたまえ， 悪魔〔シャ 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。せる人々の道ではなくであろうか。かれには（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仲 たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちの御名において。もとに来なさい』と正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に間の悪魔〔シャ
招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。いている人々の道ではなくではないか」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。 きアッラーの御名において。こそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万ーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ，
有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しなさいと命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなく。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
6|72|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまた『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。かれこそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。御 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく方であ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 許に帰らせられる御方。
られる人々の道ではなく。』（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなく。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの」と言う者がある
6|73|またかれこそ凡ての称讃あれ，は真理を）知った上は，を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，された方であられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。かれの御名において。言 は真 である人々の道ではなく。ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 はかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれ葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
は幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，も 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは英明であられます。」にして凡ての称讃あれ，てに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー しておられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 暁に（罪の）赦しを
6|74|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。父ア ザルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくとなさる人々の道ではなくの御名において。か。本ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたとあなたの御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに っている人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。」と言う者がある誤から明らかに（分別）されている。それで
6|75|われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。王国を与えた。を請い願う。イブラ ヒ ムに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。全く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくいの御名において。ない信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にしようとしーの御名において。 ーの御名において。
たの御名において。である人々の道ではなく。
6|76|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。暗 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。う ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは一つ見ることが出来ない。の御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」を請い願う。 た。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。主です者，。」と言う者がある闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」むと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」むもの御名において。を請い願う。好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。」と言う者がある
6|77|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいでかれは月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。主です者，。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」むと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 見ることが出来ない。
った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。 かれなかったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはきアッラーの御名において。っと迷える人々の道ではなくった民に先んじ（て下の御名において。仲 になったでしょう。」と言う者がある導きたまえ， 間の悪魔〔シャ
6|78|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいでかれは太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。主です者，。これは 大です者，。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 見ることが出来ない。 偉大な恩恵の主であられる。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」むと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。と します者，。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 絶するで縁を絶つことを誓う者は，
6|79|わたしは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 られた方にわたしの御名において。 を請い願う。向かい，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようします者，。わたしは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。仲 で創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 純 間の悪魔〔シャ
はない。」と言う者がある
6|80|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報 した。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと す者，論争に判決を下される。 ーの御名において。 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
る人々の道ではなくの御名において。か。かれは かにわたしを請い願う。御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと べて崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少し確 導きたまえ， 並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
も畏れる者たちへの導きがある。れない。わたしの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられも起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こり得るために，「これはアッラーから下ったものない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。わたしの御名において。主は凡ての称讃あれ，てを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御知った上は，識
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に包含なされなされる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。しないの御名において。か。
6|81|わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れようか。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何の御名において。 能であられる。も授けたものを施す者，けられないもの御名において。を請い願う。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは恐らくあなたがたはれず取り上げられる。本当にアッラにアッラ に べて崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなくではないか。そ凡ての称讃あれ，れで 群（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のと多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
もっと平安を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくに す者，る人々の道ではなくの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし知った上は，っている人々の道ではなくなら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。値）が分れば，あなたが
6|82|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に不 を請い願う。混じえない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は安全であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれる人々の道ではなく者に。であ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，
る人々の道ではなく。」と言う者がある
6|83|これはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくイブラ ヒ ムに授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 得るために，「これはアッラーから下ったものす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に述べることに従った。スラべた であった。われは嘉し，それをよく御認め下さる。す者，る人々の道ではなく者に。ーの御名において。 ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 確証人を呼んでみなさ
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの英知った上は，や 性の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アを請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。 にあなたの御名において。主は英明であられます。」にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
6|84|われはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスハ クと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブを請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ いた。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 導きたまえ，
先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にヌ フも いた。またかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，スライマ ン，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アイユーの御名において。 導きたまえ， ーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
ブ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。ム サ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。われはこの御名において。ように善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 報を伝えなさ

6|85|またザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のヒヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イ サ とイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の スが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れぞれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。な正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったであった。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
6|86|またイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のサア，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ ヌスとルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。われはかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった世を堅く信じる者たちである。に秀でた者とでた者に。とーの御名において。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
した。
6|87|またかれらの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」と子 と兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ある人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 んで正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に いた。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 選んで，自 導きたまえ，
6|88|これはアッラ の御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。もしかーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ，
れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。かれと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの べたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしいもの御名において。となろう。並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
6|89|これらの御名において。者に。はわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と と 言の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか分を欺いているのに過ぎなを請い願う。授けたものを施す者，けた者に。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じな啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識見ることが出来ない。 預言者たち）に啓示したもの



いならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこれらを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。にこれを請い願う。委ねる人々の道ではなくであろう。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
6|90|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれた者に。である人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 きアッラーの御名において。に いなさい。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。ーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはこの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。これは只 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。真意されている。報を伝えなさ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。させる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。」と言う者がある
6|91|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は人 に何も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされていない。」と言う者があると言うの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。尊崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。す者，べきアッラーの御名において。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。していないからである人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 (湾?))した，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 にたいす者，る人々の道ではなく光を取り明であられます。」と間の悪魔〔シャ
きアッラーの御名において。の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。は か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 に いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ導きたまえ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誰も）迷わさない。 紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者 書き変える。 (の御名において。ある人々の道ではなくもの御名において。)を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。隠すことも知っている。」と仰せられた。

す者，ではないか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも知った上は，らなかったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられたではないか。」と言う者がある言っ
てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ であられる人々の道ではなく。」と言う者があるだから放って置し，当てもなくさ迷わせられる。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた で に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をらせておきアッラーの御名において。なさいーの御名において。 論争に判決を下される。 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 。
6|92|これはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした祝福を成就する者である。された 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたもの御名において。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 都市の母（マッカ）とその御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
の御名において。周 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。礼 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，りそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくであろう辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 。
6|93|アッラ につ見ることが出来ない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなく以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。また何も 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけないの御名において。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
に「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。」と言う者があると言う者に。。ある人々の道ではなくいは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。たもの御名において。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
る人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以上の幸福を成就する者である。に不 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これらの御名において。不 の御名において。徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，末であろうか。期の御名において。痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
し出して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」せ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 ではないことを請い願う。言ったりそ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであーの御名において。 実
にたいして 慢で不信の徒となったな 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。とってきアッラーの御名において。たりしたことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。だ。」と言う者があると言う の御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 載くのだ。」と言う時の姿をあなた（ム 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに せてやりたいもの御名において。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
6|94|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にかれらはこう言われる人々の道ではなくであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまさにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最初の生活の生計があろう。」と言った。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
った の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。 に来た。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえていたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。してきアッラーの御名において。た時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。 。
われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。と主 していたそ凡ての称讃あれ，の御名において。 り成す者，者に。もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 に えてはいない。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとあ張 執り成しも許されず，償いも受 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 見ることが出来ない。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 の御名において。 は断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時たれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主 していたもの御名において。も れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 絆が断絶するで 張 離れ，地上で
6|95| 粒がや い 子を請い願う。裂してはならない。そしてあなたがたに対すきアッラーの御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ である人々の道ではなく。かれは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から生を請い願う。穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 堅く信じる者たちである。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 開いて ーの御名において。 (湾?))し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また生から死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
を請い願う。(宙?))される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ である人々の道ではなく。どうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。ーの御名において。
6|96|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない明であられます。」を請い願う。打ち く慈愛深きアッラーの御名において。方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また休息の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 算に迅速であるの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に置し，当てもなくさ迷わせられる。かれる人々の道ではなく。開いて 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 計があろう。」と言った。
そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。全知った上は，であられる人々の道ではなく方の御名において。 理を）知った上は，である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。 摂理の例があった，あなたがたは地上を旅して，真理を嘘という者の最
6|97|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。群星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。かれた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。 でも海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルで黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 陸上の狩猟は，
も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれる人々の道ではなく。われは知った上は， ある人々の道ではなく人びとに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。特 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえている人々の道ではなく。導きたまえ， 識 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
6|98|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，1人からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かと寄った上留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
られた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。われは理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく人びとにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。特 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえている人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
6|99|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，方である人々の道ではなく。われはこれを請い願う。もって凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの植物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。芽を萌え出させを請い願う。萌え出させえ出させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに新 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。群 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。出させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，累々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと 物だ。」と言うを請い願う。 らせる人々の道ではなく。またナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの垂れられる。アッラれ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった房緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 実 莢から，（重く）垂れ下がった房
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。生え出させ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またブドウ〕に動しむ人たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，オリ ブ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ザクロにしようとするのか。」等しく）失敗者である。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう の御名において。果 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，の御名において。呆 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 類する異種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 樹 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
して成熟す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
6|100|かれらは幽精〔シャジン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。アッラ と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに置し，当てもなくさ迷わせられる。く慈愛深きアッラーの御名において。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幽精）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られたもの御名において。。またーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，愚か者が信仰かにもかれに男 や女 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく。かれに えあれ。かれはかれら識 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 讃あれ，
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じよう列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いにす者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高く慈愛深きアッラーの御名において。おいでになられる人々の道ではなく。
6|101|かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，者に。であられる人々の道ではなく。かれには配偶もないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 。
かれは万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。 られた。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
6|102|そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主である人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。 造に向かい，者に。であーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
る人々の道ではなく。だからかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。管理を）知った上は，なされる人々の道ではなく。
6|103| ではかれを請い願う。捉えることはできない。だがかれは視覚そのものさえ捉える。またかれはすべてのえる人々の道ではなくことはできアッラーの御名において。ない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは そ凡ての称讃あれ，の御名において。もの御名において。さえ捉えることはできない。だがかれは視覚そのものさえ捉える。またかれはすべてのえる人々の道ではなく。またかれはす者，べての御名において。視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
ことを請い願う。熟知った上は，され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，配 されておられる人々の道ではなく。慮するであろう。われに感謝し
6|104|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったの御名において。である人々の道ではなく。だから目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。益なく，また決して正しく導かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。証人を呼んでみなさ 開いて 閉
ざす者，者に。は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 つ見ることが出来ない。ける人々の道ではなく。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなくことの御名において。 り人ではない。傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 見ることが出来ない。張
6|105|われはこの御名において。ように印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，克明であられます。」に教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま
た知った上は， ある人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。解しないのか。明であられます。」す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。識
6|106|主からあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。に え。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。あなたは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったから ざ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 遠にその中に住むのである。
かりなさい。
6|107|もしアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはかれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 しなかったであろう。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
の御名において。 を請い願う。あなたに委ない。あなたはかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。 人でもない。為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視 見ることが出来ない。

6|108|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っている人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 ってはならない。 知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 謗ってはならない。無知のために 無 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字りにアッラ を請い願う。 らせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。われはこの御名において。ようにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い〔シャウ〕に動しむ人たちンマ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。 謗ってはならない。無知のために
うことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせて置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れからかれらは主に る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らされる人々の道ではなく。
6|109|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に かにアッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう厳しい試練で ーの御名において。
す者，る人々の道ではなくの御名において。に。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるす者，べての御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ただアッラ の御名において。御 にある人々の道ではなく」と言う者がある。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たとえ印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであーの御名において。 許に帰らせられる御方。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。ようにしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに分を欺いているのに過ぎなからせようか。
6|110|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最初の生活の生計があろう。」と言った。これを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。と目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字させて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
を請い願う。放任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてもなく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくわせる人々の道ではなくであろう。
6|111| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに りかけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら仮初の生活の生計があろう。」と言った。 語り，正しい者の一人である。」
の御名において。前に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。つ見ることが出来ない。と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。全く慈愛深きアッラーの御名において。かれらの御名において。ーの御名において。
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，なの御名において。である人々の道ではなく。無
6|112|こうしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。 言者に。にも一つ見ることが出来ない。の御名において。 を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさった。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 とジンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 魔であって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，預言者たち）に啓示したもの 敵である。地上には，あなたがたのため 間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
の御名において。ある人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他を請い願う。感激させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はなやかな言 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなし している人々の道ではなく。主の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。でないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，うしな葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしな
かったであろう。だからかれらの御名において。そ凡ての称讃あれ，の御名において。虚な を請い願う。放って置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。なさい。偽りのために，かれらには手
6|113|来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れに かせてかれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れで喜ばせるものである。」ばせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなくことに 足を踏み入れるこさせる人々の道ではなく傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。



6|114|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしてわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に裁きアッラーの御名において。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようか。かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい
に 明であられます。」された 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた方ではないか。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた程の御名において。者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
なたの御名において。主から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたことを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。だからあなたは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。う者に。の御名において。仲 になってはならない間の悪魔〔シャ 。
6|115|あなたの御名において。主の御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 公正しい道に導きたまえ，に完成された。 もかれの御名において。言 を請い願う。 える人々の道ではなくことは出来ない。かれは全葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 誰も）迷わさない。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 変えてしまった。それでわれ
にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴

6|116|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはアッラ の御名において。道に導きたまえ，からあなたを請い願う。迷える人々の道ではなくわす者，であろう。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
かれらは只臆 に任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な言を請い願う。こととす者，る人々の道ではなくに ぎない。測す 過ぎな
6|117|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。また正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれた導きたまえ，
者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
6|118|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられたもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
さい。
6|119|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べないの御名において。か。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。
に禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものない 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
もなく慈愛深きアッラーの御名において。 まぐれから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくわす者，。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。識 気付かない。

6|120|公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうも内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうも避けるであろうか。まさにわれは，現世においけなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくで対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
あろう。
6|121|またアッラ の御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられなかったもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べてはならない。そ凡ての称讃あれ，れは に不 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいである人々の道ではなく。ーの御名において。 実 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
しかし 魔は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。友を請い願う。唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと させようとす者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらに うならば悪魔〔シャ 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは正しい道に導きたまえ，に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったである人々の道ではなく。
6|122|死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでいたもの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また光を取り明であられます。」を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。これによって人びとの御名において。 を請い願う。往来す者，る人々の道ではなく者に。間の悪魔〔シャ
と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあってそ凡ての称讃あれ，れから出られないような者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか。この御名において。ように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
いたことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
6|123|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。を請い願う。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで策 させる人々の道ではなく。しかしかれらは謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。に して策 す者，る人々の道ではなくだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに自ら 付かない。かない。対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 気付かない。
6|124|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらにやって来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたようなもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
わたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくまでは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。」と言う者があると言う。アッラ は何 で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた如何に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たーの御名において。 処でも望む所で，思う存分
す者，べきアッラーの御名において。かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしでかした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。策 に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッ謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 対し）その身を守るであろう。
ラ の御名において。御 で屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラと痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
6|125|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく こうと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラ ムの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせーの御名において。 導きたまえ， ーの御名において。 開いて
ようと御考えになった者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。まる人々の道ではなくで天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに登ろうとす者，る人々の道ではなくかの御名において。ようにしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。せばめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくきアッラーの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。
る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。加えられることを。えられた。ーの御名において。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
6|126|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。主の御名において。道に導きたまえ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。われは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れようとす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。訓戒とし 詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい
に示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，。
6|127|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に平安な住むのである。まいを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれ許に帰らせられる御方。
らの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。となられる人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
6|128|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 にかれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるジンの御名において。方々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。惑わ斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
せたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。友が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あたしたち
は互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに利用し合は鮮かで，見る者をいましたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちに定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来しました。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよ
う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。住むのである。まいである人々の道ではなく。」と言う者があるアッラ の御名において。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。 遠にその中に住むのである。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は英明であられます。」にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。
6|129|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったは不 の御名において。徒となった同じで，（頑固に）信じよう志を）ひるがえすならで近寄った上らせる人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
6|130|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるジンと人 の御名において。方々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から られた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 許に帰らせられる御方。
を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。もとに 唱えてはならない。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。この御名において。日の主宰者に。の御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなかったの御名において。か。」と言う者があるかれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 見ることが出来ない。
上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなくであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。意されている。に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し 言いたします者，。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかられを請い願う。感わせ証人を呼んでみなさ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。であったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。意されている。に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して 言す者，る人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
6|131|これはあなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの犯していたためである。した不 を請い願う。自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの意されている。 しない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字りに町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 ぼされないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 識 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
である人々の道ではなく。
6|132|各人にはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。等しく）失敗者である。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。応 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 級があろう。あなたの主は，かれらの行ったことを見 見ることが出来ない。
逃されない。しになさらない。
6|133|あなたの御名において。主は ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。主であられる人々の道ではなく。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放す者，る人々の道ではなくことも出采，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられる人々の道ではなく。丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。子 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 されたように。興を被って）かれらはその約束を破り，アッラーの印を信じないで，無法にも
6|134|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたことは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ到来す者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれる人々の道ではなくことは出来約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ない。
6|135|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいなさい。わたしもまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたし
の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこの御名において。 局かれらの懲罰は軽減されず，の御名において。住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。もの御名において。かを請い願う。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて知った上は，ろう。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 誰も）迷わさない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 決して正しく導か
成功する者である。しないであろう。」と言う者がある
6|136|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られた 物だ。」と言うと家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 手な空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた想いを）自分の胸にしまっによって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの供ええて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはアーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 勝手に）変えてしまった。それでわれ
ッラ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してこれはわたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに供ええたもの御名において。はアッラ には しない。ーの御名において。 ーの御名において。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
そ凡ての称讃あれ，してアッラ に供ええたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに す者，る人々の道ではなく。かれらの御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時こそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。ーの御名において。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
6|137|こうしてかれらの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったを請い願う。魅了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはしてかれらの御名において。子女を請い願う。 す者，ようにしむけた。これは殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
かれらを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。もしアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，うし滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。
なかったであろう。だからかれらとそ凡ての称讃あれ，の御名において。捏造に向かい，したもの御名において。を請い願う。放って置し，当てもなくさ迷わせられる。け。
6|138|またかれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれこれの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のと 物だ。」と言うは禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくこと穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。
は出来ない。」と言う者があるなどとかれらの御名において。 手な 断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外忌まわしい道である。になっている人々の道ではなく家蓄を荒し廻る。だがア，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの屠 にさいし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，勝手に）変えてしまった。それでわれ 決して正しく導か 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
れに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。えない家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のなどと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捏造に向かい，して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらは凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに す者，る人々の道ではなく捏造に向かい，である人々の道ではなくーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 。
かれはこの御名において。捏造に向かい，に照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りらし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて われる人々の道ではなくであろう。報を伝えなさ



6|139|またかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たにある人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち男の御名において。 用であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。女専らアッラーの印を否定しているだけ。
には禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 の御名において。 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったそ凡ての称讃あれ，れにあず取り上げられる。本当にアッラかれる人々の道ではなく。」と言う者があるかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。虚な に しやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 場所から離れさ 誰も）迷わさない。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
われる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは英明であられます。」にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。
6|140| 知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。愚か者が信仰かにもそ凡ての称讃あれ，の御名において。女 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ に無 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 ーの御名において。
し捏造に向かい，す者，る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，に失 者に。である人々の道ではなく。かれらは かに迷える人々の道ではなくった者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれない。対し）その身を守るであろう。 敗者である。 確 導きたまえ，

6|141|かれこそ凡ての称讃あれ，は棚を備えた果樹園，また棚のない果樹園を創られる御方であり，またナツメヤシや様々を請い願う。 えた果 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また棚を備えた果樹園，また棚のない果樹園を創られる御方であり，またナツメヤシや様々の御名において。ない果 を請い願う。 られる人々の道ではなく御方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシや 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 樹園に就いての吉報を伝えなさ 樹園に就いての吉報を伝えなさ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 様の
な味の御名において。 なった 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とオリ ブ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ザクロにしようとするのか。」そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。同じで，（頑固に）信じよう の御名において。もの御名において。を請い願う。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの られた御方である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく熟し異 農作物，とオリーブ，ザクロその外同類異種のものをも（創られた御方である）。実が熟し ーの御名において。 類する異種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 実
たならば食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。 の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。供え出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，浪 してはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，浪 の御名において。徒となった収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 費やし，礼拝の務めを守り，定 費やし，礼拝の務めを守り，定
を請い願う。御 でになられない。愛深きアッラーの御名において。
6|142|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。ある人々の道ではなくもの御名において。は荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくもの御名において。は食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」用である人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない ーの御名において。
食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ってはならない。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため
6|143|羊 2 とヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のギ対し）その身を守るであろう。 2 からなる人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 8 の御名において。雌雄。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 2雄または 2雌，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と 2雌の御名において。
胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たにある人々の道ではなくもの御名において。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どれを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ならは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っている人々の道ではなくところを請い願う。わたしに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげな誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
さい。」と言う者がある
6|144|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ラクダ 2 と牛を神として拝し，不義を行った。対し）その身を守るであろう。 2 。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 2雄または 2雌，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と 2雌の御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たにある人々の道ではなく
もの御名において。の御名において。どれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたの御名において。か。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にいたーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 場所から離れさ
の御名において。か。知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。人を請い願う。迷える人々の道ではなくわせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて虚な を請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなくより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのたしい不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。識 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。」と言う者がある誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，

6|145|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれいの御名において。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたもの御名において。は啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ない。只死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，流れる楽園に就いての吉報を伝えなされ出る人々の道ではなく血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豚肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ そ凡ての称讃あれ，れは不 である人々の道ではなく とアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられたもの御名において。は除き，背き去った。かれ――それは不浄である――とアッラー以外の名が唱えられたものは除かれ 浄である。だから ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。
る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 犯していたためである。の御名において。意されている。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでなく慈愛深きアッラーの御名において。法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえないもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 寛大に許
あられる人々の道ではなく。」と言う者がある
6|146|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒に う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは凡ての称讃あれ，ての御名において。爪のある動物を禁じ，また牛と羊は，その脂を禁じたの御名において。ある人々の道ではなく 物だ。」と言うを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また牛を神として拝し，不義を行った。と羊は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。脂を禁じたを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じた従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 動しむ人たち 。
只背く者の外は，（誰も）迷わさない。と内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た に付かない。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着に なった脂を禁じたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなく。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。不正しい道に導きたまえ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ に す者，る人々の道ではなく で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わ臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 対し）その身を守るであろう。 応報を伝えなさ
れは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように真 である人々の道ではなく。実
6|147|そ凡ての称讃あれ，れでもかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。虚な言者に。である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。
深きアッラーの御名において。い主で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てを請い願う。包容なされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 の御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 は免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。
6|148|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。は言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
たしたちも祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また何も禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じなかったであろうに。」と言う者があるこの御名において。ようにかれら以前の御名において。者に。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 を請い願う。味わうまでは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しなかった。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果たして知った上は，懲罰を科せられよう。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れならわたしたちに わせ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只臆 に うだけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真識 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 測す 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ではないことを請い願う。言うに ぎない。」と言う者がある実 過ぎな

6|149|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた論争に判決を下される。証人を呼んでみなさ ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。一 に かれたであろう。」と言う者がある勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 導きたまえ，
6|150|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ はこれを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたと 言出来る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 人を請い願う。 れて来なーの御名において。 証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
さい。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらと一 に 言してはならない。またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなく仮初の生活の生計があろう。」と言った。 証人を呼んでみなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 証人を呼んでみなさ 偽りのために，かれらには手
とす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい要に迫られた場合は罪にはなら望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに ってはならない。かれらは来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。主に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。もの御名において。を請い願う。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
配す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。
6|151|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるさて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しよう。かれ対し）その身を守るであろう。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
に何もの御名において。でも同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。配してはならない。 に孝行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさであれ。困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。子女を請い願う。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
してはならない。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもかれらを請い願う。も うもの御名において。である人々の道ではなく。また公けでも れていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 隠すことも知っている。」と仰せられた。 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走
近付かない。いてはならない。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。 化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こされた生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 利の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしてはならない。こーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
の御名において。ようにかれは命じられたものから離れ，地上でじられた。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくであろう。
6|152|孤 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成人に す者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善の御名において。管理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に近付かない。いてはならない児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 。
また十分を欺いているのに過ぎなに 上の幸福を成就する者である。し正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。量であられる。れ。われは にもそ凡ての称讃あれ，の御名において。能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え以上の幸福を成就する者である。の御名において。ことを請い願う。 わせない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言す者，る人々の道ではなく計があろう。」と言った。 誰も）迷わさない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 発言する
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者近 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 柄）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでも公正しい道に導きたまえ，であれ。そ凡ての称讃あれ，してアッラ との御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果しなさい。この御名において。ようにかれは命じられたものから離れ，地上でじ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 親，孤児，貧者を規切に扱い 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

られた。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなくであろう。
6|153|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれはわれの御名において。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに いなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に ってはならない。そ凡ての称讃あれ，れら従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
はかれの御名において。道に導きたまえ，からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，らせよう。この御名において。ようにかれは命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ離れ，地上で
る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
6|154|以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた。これは善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく完全，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欠けるか幼弱者であり，または自らロの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 対し）その身を守るであろう。 無 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ての御名において。ことを請い願う。 に解しないのか。明であられます。」し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくであろう。詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 導きたまえ， 見ることが出来ない。
6|155|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした祝福を成就する者である。された 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。だからこれに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
たの御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。しなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。す者，る人々の道ではなくであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
6|156|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はわたしたち以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯二つ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。の御名において。宗派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多にだけ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた。わたした啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ちはかれらの御名において。 むもの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不案じる者はよく心配して置け。だからアッラーを畏れ内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たであった」と言う者があると言わせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。読
6|157|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしたちに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとかれらよりもよく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。に っ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
たであろうに。」と言う者があると言わせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主からの御名において。明であられます。」 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と きアッラーの御名において。と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。とが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，に証人を呼んでみなさ 導きたまえ， (湾?))さ
れている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく以上の幸福を成就する者である。に甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのしい不 の御名において。徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうかーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 。
わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい で いる人々の道ではなくであろう。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 報を伝えなさ
6|158|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。の御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく まれる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。の御名において。接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。隠すことも知っている。」と仰せられた。 審きの日の主宰者に。
近を請い願う。知った上は，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一部が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。ばかりである人々の道ではなく。主の御名において。何らかの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前もって信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐んでいない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく魂を損なったのである。に役にも立たないであろう。だつ見ることが出来ない。ことはないであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。わたしも待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。もの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
6|159|かれらの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえから れて分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多した者に。に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは少しも わりはない。かれらの御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，離れ，地上で 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
アッラ の御名において。御手に委ねよ。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなく慈愛深きアッラーの御名において。かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせられる人々の道ではなく。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
6|160|善いことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じようじようなもの御名において。を請い願う。 10倍にして ける人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頂けよう。」 悪魔〔シャ
そ凡ての称讃あれ，れと等しく）失敗者である。しい だけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはないであろう。応報を伝えなさ 扱い



6|161|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，なイブラ ヒ ムの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう実 純 ーの御名において。 ーの御名において。
に かれる人々の道ではなく。かれは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。仲 ではなかった。」と言う者がある導きたまえ， 間の悪魔〔シャ
6|162|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。礼 と奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。生と死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
6|163|かれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。はありません。この御名において。ように命じられたものから離れ，地上でじられたわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ムスリムの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」きアッラーの御名において。 けである人々の道ではなく。」と言う者がある駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
6|164|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。主であられる人々の道ではなく。あたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に主を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようーの御名において。
か。」と言う者がある各人はそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，はないの御名において。である人々の道ではなく。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 わない。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。争った時のことを思い起せ。だがアッラったことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，ら許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
せられる人々の道ではなく。
6|165|かれこそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か理を）知った上は，者に。となされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア を請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ら階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証
れる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたの御名において。主は す者，る人々の道ではなく試 懲罰を科せられよう。
は め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て速であるい。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。際は）自分を欺いているのに過ぎな 極く希である。 寛大に許

7|1|アリフ ラ ム ミ ム サ ド。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
7|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。あなたはそ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もう意されている。 そ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うしてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 気付かない。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに 戒としし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。訓戒とし
7|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。に ってはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 護者も援助者もないのである。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなく者に。は少ない。訓戒とし
7|4|われは如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 したことであろうか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。昼の御名において。休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの突き殺されたもの，野獣が食い残したも滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 間の悪魔〔シャ
然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いかかる人々の道ではなく。襲った。
7|5|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは只「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていた。」と言う者があると言うだけ懲罰を科せられよう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
であった。
7|6|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にされた者に。たちを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。も す者，る人々の道ではなく。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
7|7|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， に基づいてかれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは して不在（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 お確 識 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
よび所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
7|8|量であられる。はそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真正しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。方の御名において。重い懲罰を科せられよう。い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成功する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
7|9|また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。方の御名において。 い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 んじたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 う者に。である人々の道ではなく。軽 軽 損なったのではなく，只自分の
7|10|われは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。もたせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに生 の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。間の悪魔〔シャ 計があろう。」と言った。
授けたものを施す者，けた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなく者に。は かである人々の道ではなく。謝するであろう。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
7|11|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，形を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムにサジダし創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
なさい。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた。そ凡ての称讃あれ，れで外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。は皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったサジダしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔〔シャイブリ ス〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しはサジダした者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に加えられることを。わら悪魔〔シャ ーの御名において。
なかった。
7|12|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに命じられたものから離れ，地上でじた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてサジダしなかったの御名において。か。」と言う者がある 魔は答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえた。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはかれよりも れております者，。あなたはわたしを請い願う。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りから御 りになりましたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで られ優るか，またはそれと同様の 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
ました。」と言う者がある
7|13|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるここから落ちてしまえ。あなたはここで高慢で不信の徒となったである人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ではない。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れ。
あなたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように卑められ排斥されよ。」しむべきアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある
7|14| 魔は答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく らされる人々の道ではなく日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある悪魔〔シャ 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 猶予もないであろう。
7|15|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されよう。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。猶予もないであろう。
7|16| 魔は答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。惑わされたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたの御名において。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち悪魔〔シャ
伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせる人々の道ではなくであろう。
7|17|そ凡ての称讃あれ，してわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。前から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。ろから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右てからも左てからも襲いましょう。あなたはかれらてからも いましょう。あなたはかれら襲った。
の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの感 しないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御分を欺いているのに過ぎなかりになる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 謝するであろう。
7|18|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけて追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここから出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。あなたに う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恥ずべき懲罰を受けるであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
あれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくで地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 たす者，であろう。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
7|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れからア ダムに仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，随所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたであーの御名において。 ーの御名において。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。好きな敵である。むもの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。只この御名において。 に近付かない。いて不 を請い願う。犯していたためである。してはならない。」と言う者がある樹 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
7|20|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。 魔〔シャシャイタ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しはかれらに悪魔〔シャ ーの御名において。 (嘱?))きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとまで えなかった かしいところを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あらわに見ることが出来ない。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うとして言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 に近付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にな樹
り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または永 に生きアッラーの御名において。る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからである人々の道ではなく。」と言う者がある遠にその中に住むのである。
7|21|そ凡ての称讃あれ，してかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら 人に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。っ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて言っ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。からの御名において。忠告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
7|22|こうしてかれは 人を請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないて堕落させた。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。味わうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ず取り上げられる。本当にアッラかしい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあらわに両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 処でも望む所で，思う存分
なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2人は の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。 でそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに呼んでみなさびかけて仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれはこ園に就いての吉報を伝えなさ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じたではないか。また 魔〔シャシャイタ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなくと告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ悪魔〔シャ ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため
たではないか。」と言う者がある
7|23|かれら 人は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは ちを請い願う。犯していたためである。しました。もしあなたの御名において。御赦し，また善行をする者にしと慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 誤から明らかに（分別）されている。それで
出来ないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ失 者に。の御名において。仲 になってしまいます者，。」と言う者がある敗者である。 間の悪魔〔シャ
7|24|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは落ちて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに となる人々の道ではなくであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた敵である。地上には，あなたがたのため
には地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に住むのである。まいと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。期 の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
7|25|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは生活の生計があろう。」と言った。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，こから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。出される人々の道ではなく復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
であろう。」と言う者がある
7|26|ア ダムの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラかしいところを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に衣であり，あなたが装をあなたがたに授けた。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けた。ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，という衣であり，あなたが装をあなたがたに授けた。こそ凡ての称讃あれ，最も れたもの御名において。である人々の道ではなく。これはアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは される人々の道ではなくであ篤信の念である。あなたがた思慮あ 優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 諭し，それでもだめならこれを
ろう。
7|27|ア ダムの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 魔に惑わされてはならない。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく昔のことは問わないが，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 悪魔〔シャ
の御名において。 ず取り上げられる。本当にアッラかしいところを請い願う。 せる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら恥ずべき懲罰を受けるであろう。 見ることが出来ない。 2人の御名において。衣であり，あなたがを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われたように。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとかれ奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 楽園に就いての吉報を伝えなさ 悪魔〔シャ
の御名において。一味は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 えない所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 ている人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは 魔を請い願う。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちの御名において。友と見ることが出来ない。 見ることが出来ない。 悪魔〔シャ



した。
7|28|かれらは淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればらなことを請い願う。す者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうの御名において。を請い願う。 た。またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。わたした時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 ーの御名において。
ちに命じられたものから離れ，地上でじられた。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は して淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればらなことを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 決して正しく導か
たはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，りもしないことを請い願う。ロにしようとするのか。」にす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。
7|29|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， を請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは全 を請い願う。うち み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何義を知っているとあなたがたに告げたではないか 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 処でも望む所で，思う存分
の御名において。マスジドでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りなさい。最初の生活の生計があろう。」と言った。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
7|30|かれはある人々の道ではなく一 の御名において。者に。を請い願う。 かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく一 の御名において。者に。には迷える人々の道ではなくいを請い願う。正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようとなされる人々の道ではなく。かれらはアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 導きたまえ， 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。
し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて 魔を請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。となし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい きアッラーの御名において。にあず取り上げられる。本当にアッラかれる人々の道ではなくと考えている人々の道ではなく。」と言う者がある悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。 導きたまえ，
7|31|ア ダムの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 の御名において。マスジドでも清めなさい。」 な衣であり，あなたが服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。体につ見ることが出来ない。けなさい。そ凡ての称讃あれ，して食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べたり んだりしなーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 処でも望む所で，思う存分 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
さい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならしてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは浪 す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない。費やし，礼拝の務めを守り，定
7|32|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもぺたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれからの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料ととして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うーの御名において。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
えられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」 なもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じたの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。た浄である。だから 誰も）迷わさない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
ちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，特に 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には完全に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくもの御名において。となる人々の道ではなく。」と言う者があるわれはこの御名において。ように印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，審きの日の主宰者に。 専らアッラーの印を否定しているだけ。
解しないのか。ある人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに解しないのか。明であられます。」す者，る人々の道ではなく。
7|33|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あからさまな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また れた淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればらな行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい隠すことも知っている。」と仰せられた。
や罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，や道に導きたまえ， に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。れた迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。も授けたものを施す者，けられないもの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくこと。またアッ義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないことを請い願う。 る人々の道ではなくことである人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
7|34|そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。民に先んじ（て下には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だからそ凡ての称讃あれ，の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一刻の掟がある。も らす者，ことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
早め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことも出来ない。
7|35|ア ダムの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 間の悪魔〔シャ 語り，正しい者の一人である。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
て身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないであろう。憂いもないであろう。
7|36|しかしわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく高慢で不信の徒となったな者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。偽りのために，かれらには手 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
7|37|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて りを請い願う。捏造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくことより甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのしい不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。そ凡ての称讃あれ，れらーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
の御名において。者に。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。分を欺いているのに過ぎなけ前が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，到来す者，る人々の道ではなくであろう。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
かれらを請い願う。 れて魂を損なったのである。を請い願う。とり上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
いたもの御名において。は何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれらは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちから逸れてはれました。」と言う者があるかれら処でも望む所で，思う存分
は自分を欺いているのに過ぎなで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ す者，る人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
7|38|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは以前に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジンと人 の御名において。一 と共に立礼しなさい。に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，して一間の悪魔〔シャ 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仲 の御名において。一 を請い願う。 う。全部の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。の御名において。一団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
は最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。一 を請い願う。さして言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。です者，。だから団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 2倍の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。

刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある もみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。な罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。 2倍（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた罰を科せられよう。
はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，らない。」と言う者がある
7|39|また前の御名において。一 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。の御名において。一 に向かい，かって言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もわたしたちに る人々の道ではなくところ団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 優るか，またはそれと同様の
はないの御名において。です者，。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。味わいなさい。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
7|40|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに し高慢で不信の徒となったであった者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 は して かれないであろう偽りのために，かれらには手 対し）その身を守るであろう。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か 開いて 。
またラクダが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。穴の辺りを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないであろう。この御名において。ようにわれは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。針の穴を通るまで，かれらは楽園に入れないであろう。このようにわれは罪ある者に報いる。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ
7|41|かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 床であることよ。」として地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの また で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われよう。われはこの御名において。ように不 な臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 層正当である。女は，公平な状態の下 層正当である。女は，公平な状態の下 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
7|42|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え以上の幸福を成就する者である。の御名において。もの御名において。を請い願う。 わせない。かれらは の御名において。住むのである。誰も）迷わさない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 楽園に就いての吉報を伝えなさ
人である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
7|43|われはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。怨恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。足を踏み入れるこ元に川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，。かれらは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたした
ちを請い願う。この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。もしアッラ の御名において。御 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたし導きたまえ， ーの御名において。 讃あれ， ーの御名において。 導きたまえ，
たちは して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれなかったでありましょう。主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに真理を）知った上は，を請い願う。 えました。」と言う者がある決して正しく導か 導きたまえ， 確 伝えなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは呼んでみなさびかけられる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここ楽園に就いての吉報を伝えなさ
の御名において。居住むのである。者に。となれたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
7|44| の御名において。仲 は火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 に向かい，かって叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは主の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっ楽園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
た。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも主の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなったか。」と言う者があるかれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるはい」と言う者があると答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 1
人の御名において。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう知った上は，人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。の御名において。 で叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったの御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。だ。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
7|45|これらの御名において。者に。はアッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また歪めて言う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようとした者に。であり来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。ーの御名において。
たちであった。」と言う者がある
7|46| 者に。の御名において。 には仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。切に扱いりの御名において。壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高い壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かの御名において。上の幸福を成就する者である。には印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。を請い願う。 分を欺いているのに過ぎなける人々の道ではなく人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
れらは に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。人を請い願う。呼んでみなさんで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに平安あれ。」と言う者があるかれらは望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。楽園に就いての吉報を伝えなさ
る人々の道ではなくことは出来ない。
7|47|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人の御名において。方に向かい，ける人々の道ではなくとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。不 の御名において。人びとと一 にしないで獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言うであろう。
7|48|高い壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かの御名において。上の幸福を成就する者である。にいる人々の道ではなく人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであによって 分を欺いているのに過ぎなけた人びとに向かい，かって呼んでみなさびかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大いに自慢で不信の徒となったしていたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何の御名において。役にも立たないであろう。にも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかった。財 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で
7|49|これらの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらには慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，さないであろうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時言した人びとでーの御名において。
はないか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに就する者である。いては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさあ に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。 いもないで楽園に就いての吉報を伝えなさ 憂いもないであろう。
あろう。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言われる人々の道ではなくであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
7|50|火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 は の御名において。仲 を請い願う。呼んでみなさんで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちに水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちいでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。またはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 楽園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ ーの御名において。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。を請い願う。 んでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。どちらを請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。には禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。」と言う者がある
7|51|かれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。 びや れと心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。得るために，「これはアッラーから下ったもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれた者に。たちである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれら遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。日の主宰者に。の御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしていたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。われはかれらを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。
7|52|われはまさに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， によって しく慈愛深きアッラーの御名において。述べることに従った。スラべた。これは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく人びとへの御名において。 きアッラーの御名において。であり啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識 詳 導きたまえ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，



慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。
7|53|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。解しないのか。明であられます。」を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。解しないのか。明であられます。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなく日の主宰者に。になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に
これを請い願う。 していた者に。は言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに真理を）知った上は，を請い願う。 えたの御名において。だ。昔のことは問わないがかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたした軽視 確 伝えなさ
ちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に り成したように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，者に。はないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れともわたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，執り成しも許されず，償いも受 執り成しも許されず，償いも受
わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしなかった行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ないの御名において。か。」と言う者がある に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 手に造に向かい，実際は）自分を欺いているのに過ぎな 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
りあげていたもの御名において。たちはかれらから姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のしてしまった。
7|54|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主はアッラ であられる人々の道ではなく。かれはーの御名において。 6日の主宰者に。で天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから玉座は，凡てに座は，凡てしてお創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
られる人々の道ではなく。かれは昼の御名において。上の幸福を成就する者である。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに昼を請い願う。慌ただしく相継がしめなされ，また太陽，月，群星を，命にただしく慈愛深きアッラーの御名において。相 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また太 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，群星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，命じられたものから離れ，地上でに継がせた，またわれはマルヤムの子イー 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせられる人々の道ではなく。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれこそ凡ての称讃あれ，は 造に向かい，し 御される人々の道ではなく御方ではないか。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ に祝福を成就する者である。あれ。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 統の正しい） ーの御名において。
7|55| 虚なにまた目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない れたところで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れ。かれは教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になら謙虚な 隠すことも知っている。」と仰せられた。
れない。
7|56|秩序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってはならない。恐らくあなたがたはれと 情もなく，執り成しもないを請い願う。もってかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ悪魔〔シャ 熱
の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの常に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。の御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。にある人々の道ではなく。ーの御名において。

7|57|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじて吉 を請い願う。報を伝えなさ (打?))す者， を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの含なされんだ重い懲罰を科せられよう。い風向きの 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
を請い願う。 ベば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでいる人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをって雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによって各 の御名において。果 を請い願う。生 させる人々の道ではなく。われは運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 実 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
この御名において。ように死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
7|58|良いものの代りにつまらないものをい上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 しによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，草木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこる人々の道ではなく。 い上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをなもの御名において。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。生 しない。われはこ許に帰らせられる御方。 悪魔〔シャ 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
の御名において。ように感 す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り返すことも出来ないであろう。し各 の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。明であられます。」している人々の道ではなく。謝するであろう。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
7|59|先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にわれはヌ フを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に わした。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさいーの御名において。 遺言をするよう定め ーの御名において。 。
かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
7|60|かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかに っている人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。」と言う者がある長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
7|61|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは うことはない。そ凡ての称讃あれ，れどころか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。
7|62|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。神があるなどと唱えてはならない。 を請い願う。宣べ え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また助けを請い願う。言を請い願う。呈する。わたしはあなたがたが知らないこす者，る人々の道ではなく。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないこ託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 伝えなさ
とを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。
7|63|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 1人を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにやって来たことを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく訓戒とし 驚くのか。そしてあなたが
たに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくようにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
7|64|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはヌ フを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと方舟の中で一緒であったものたちを救い，わの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で一 であったもの御名において。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとした者に。たちを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。民に先んじ（て下であった。偽りのために，かれらには手
7|65|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたア ドの御名において。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。フ ドを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわしたーの御名において。 ーの御名において。 )。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びと
よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主ーの御名において。 ーの御名において。
を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。か。」と言う者がある
7|66|かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， あなたを請い願う。愚か者が信仰かな者に。だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。またあ長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 実際は）自分を欺いているのに過ぎな
なたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。だと考える人々の道ではなく。」と言う者がある
7|67|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは愚か者が信仰か者に。ではない。そ凡ての称讃あれ，れどころか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主からの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった
である人々の道ではなく。
7|68|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに主の御名において。神があるなどと唱えてはならない。 を請い願う。宣べ え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また な信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 出来る人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。助けを請い願う。言者に。である人々の道ではなく。託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 伝えなさ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
7|69|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 1人を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじて警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにやって来たことを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か訓戒とし 驚くのか。そしてあなたが 。
主はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにヌ フの御名において。民に先んじ（て下の御名において。後の審きの日の主宰者に。 ぎを請い願う。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。体が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 大にされたことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。だかーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
らアッラ の御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじなさい。きアッラーの御名において。っとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。」と言う者があるーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
7|70|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ だけに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えていたもーの御名において。
の御名において。を請い願う。 てさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に来たの御名において。か。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，もの御名において。を請い願う。わたしたちに捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 実 脅し，また恥じ知らずの行いを命じる。だがアッラーは寛容と恩 (育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見?))せ。」と言う者がある
7|71|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。 と御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，懲罰を科せられよう。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で名において。した（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの名において。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。も授けたものを施す者，けられないもの御名において。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしと 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れなら待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなく者に。であ論争に判決を下される。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
7|72|そ凡ての称讃あれ，れだからわれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと一 にいる人々の道ではなく者に。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなか緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
った者に。たちを請い願う。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 してしまった。絶するで
7|73|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サム ドの御名において。民に先んじ（て下にそ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳サ リフを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びーの御名において。 ーの御名において。
とよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと主から が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにーの御名において。 証人を呼んでみなさ
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。この御名において。アッラ の御名において。雌ラクダが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでこれを請い願う。アッラ の御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に放牧して食して食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」ーの御名において。 ーの御名において。
べさせなさい。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく痛い懲罰が下されよう。ましい に遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」わないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。加えられることを。えてはならない。懲罰を科せられよう。
7|74|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ドの御名において。民に先んじ（て下の御名において。後の審きの日の主宰者に。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に安住むのである。させられた の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさいーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは平地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に官に近付殿に巡礼する者，または（小巡礼を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。に家を請い願う。 りこんだ。だからアッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，設けた時 彫りこんだ。だからアッラーの御恵みを心に銘じて， ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 銘
を請い願う。慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字してはならない。」と言う者がある悪魔〔シャ

7|75|そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。高慢で不信の徒となったな 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれていた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
サ リフが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から わされたことを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かーの御名において。 遺言をするよう定め
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わされた者に。である人々の道ではなくことを請い願う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，します者，。」と言う者がある遺言をするよう定め
7|76|高慢で不信の徒となったな者に。たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。」と言う者がある認し， 自ら証言したのである。
7|77|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。雌ラクダの御名において。膝の健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼の御名において。健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼を請い願う。切に扱いって不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの屠 し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。 慢で不信の徒となった 礼殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 無
にも して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるサ リフよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ふりかかって無視 ーの御名において。
く慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくと言っている人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宙？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものせ。」と言う者がある
7|78|そ凡ての称讃あれ，こで大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，翌朝にタべに讃えなさい。」かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に平伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしていた。襲った。
7|79|そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ リフは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらから去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにわたしは主の御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。ーの御名において。 確
宣ぺ え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに助けを請い願う。言を請い願う。した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは な助けを請い願う。言者に。を請い願う。喜ばせるものである。」ばない。」と言う者がある伝えなさ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
7|80|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。ーの御名において。 遺言をするよう定め
どの御名において。世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわなかった淫らでなく，また隠した友もないならば。かの女らが妻となった後に，破廉恥な行いがあればらなことを請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。か。誰も）迷わさない。



7|81|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもない欲の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。女でなく慈愛深きアッラーの御名において。て男に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まく慈愛深きアッラーの御名において。。いやあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，途方もない人びとである人々の道ではなく。」と言う者がある
7|82|かれの御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこう言うだけであった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。村の）正門から入ってかれらから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出せ。かれ
らは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように清めなさい。」 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多った人たちである人々の道ではなく。」と言う者がある純
7|83|こうしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。かの御名において。女は後の審きの日の主宰者に。の御名において。方になったーの御名において。 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
れた者に。の御名において。仲 であった。間の悪魔〔シャ
7|84|われはかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの瓦（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。 なさい。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をる人々の道ではなく者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなもの御名において。で際は）自分を欺いているのに過ぎな 見ることが出来ない。
あったかを請い願う。。
7|85|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。シュアイブを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたし遺言をするよう定め
の御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと主からの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 証人を呼んでみなさ
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったの御名において。だ。だからきアッラーの御名において。ちんと寸法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。とり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。方を請い願う。量であられる。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。 魔化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こしてはならない。また秩序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち誤から明らかに（分別）されている。それで
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってはならない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。悪魔〔シャ
に最も良いものの代りにつまらないものをいことである人々の道ではなく。
7|86|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの旅人を請い願う。 かす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどの御名において。路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定上の幸福を成就する者である。でも待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせしてはならない。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。を請い願う。アッラ脅し，また恥じ知らずの行いを命じる。だがアッラーは寛容と恩
の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。げ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものようとし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてはならない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは少数の者をであったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの如何ーの御名において。

に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの数の者を多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。なされたかを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。また を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったもの御名において。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 なさい。悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
7|87|そ凡ての称讃あれ，れからもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。遣わした。あなたは業火の住人にわされた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」命じられたものから離れ，地上でを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく一 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない一 とが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ある人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちの御名において。 を請い願う。裁かれる人々の道ではなくまで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ちなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは裁 に最も れた御方であ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か 優るか，またはそれと同様の
られる人々の道ではなく。」と言う者がある
7|88|かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。高慢で不信の徒となったな 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるシュアイブよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたもあなたと一 に長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放す者，る人々の道ではなくであろう。さもなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなくべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あっていてもなの御名において。です者，か。仮初の生活の生計があろう。」と言った。
7|89|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。された後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ったーの御名において。 戻そうと望んでいる。真理が
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し嘘を請い願う。捏造に向かい，したことになってしまいます者，。またわたしたちの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
ならないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに ってく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくことはわたしたちには不可能であられる。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。御知った上は，戻そうと望んでいる。真理が
に包容なされます者，。わたしたちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げます者，。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく識 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落

の御名において。 を請い願う。裁いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは裁 に最も れた方であられます者，。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 決して正しく導か 優るか，またはそれと同様の
7|90|またそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしシュアイブに うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
失 者に。になる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある敗者である。
7|91|そ凡ての称讃あれ，れで大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に平伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしていた。襲った。
7|92|シュアイブを請い願う。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。と呼んでみなさんだ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに住むのである。んでなかったようであった。 にシュアイブを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは失 者に。であった。敗者である。
7|93|そ凡ての称讃あれ，れでかれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。 にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに え確実 伝えなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
また助けを請い願う。言を請い願う。したの御名において。である人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてわたしの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようか。」と言う者がある
7|94|われは一つ見ることが出来ない。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。を請い願う。 わす者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なになる人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 も不幸と受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく でそ凡ての称讃あれ，この御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 った預言者たち）に啓示したもの 遺言をするよう定め 謙虚な 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 難かしいこと。 襲った。 。
7|95|そ凡ての称讃あれ，れからわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 厄も，あなた自身からに替えて幸 を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裕福を成就する者である。になる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 確
かに と幸福を成就する者である。にあったの御名において。です者，。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでわれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。かない に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔 を請い願う。加えられることを。えた。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 気付かない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 懲罰を科せられよう。
7|96|これらの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいや村の）正門から入ってかれらの御名において。人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。祝福を成就する者である。の御名において。扉を，かれらのためにを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に
きアッラーの御名において。っと いたであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りである人々の道ではなくとしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し開いて 偽りのために，かれらには手 対し）その身を守るであろう。
て を請い願う。加えられることを。えた。懲罰を科せられよう。
7|97|町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいや村の）正門から入ってかれらの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，深きアッラーの御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく眠も熟睡も，かれをとらえることは出っている人々の道ではなく に れる人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。であろうか間の悪魔〔シャ 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 対し）その身を守るであろう。 。
7|98|また町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいや村の）正門から入ってかれらの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼 かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れている人々の道ではなく に れる人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。であろ間の悪魔〔シャ 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 間の悪魔〔シャ 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 対し）その身を守るであろう。
うか。
7|99|かれらはアッラ の御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというに して安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。であろうか。アッラ の御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというに し安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくというーの御名において。 計があろう。」と言った。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 計があろう。」と言った。 対し）その身を守るであろう。
の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 命じられたものから離れ，地上でにある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。だけである人々の道ではなく。敗者である。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
7|100|そ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。民に先んじ（て下の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 いだ者に。たちにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，なわちわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば減されず， 継がせた，またわれはマルヤムの子イー ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
自らの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうによって ぼす者，ことも出来る人々の道ではなく。またわれはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたなく慈愛深きアッラーの御名において。してしまう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ことも出来る人々の道ではなくということは。
7|101|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに述べることに従った。スラべた町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいや村の）正門から入ってかれらである人々の道ではなく。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。かれらに証人を呼んでみなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの湾？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは以前に拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとはしなかったの御名において。である人々の道ではなく。この御名において。ようにアッラーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられる人々の道ではなく。
7|102|われはかれらの御名において。大部分を欺いているのに過ぎなの御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，契 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果す者，者に。を請い願う。 いだす者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない。 ろかれらの御名において。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 見ることが出来ない。 寧ろ正義と篤信のために助けあっ
大部分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かに主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなった。確 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
7|103|そ凡ての称讃あれ，れからかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはム サ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちに遣わした。あなたは業火の住人にわーの御名において。 ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
した，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，れで不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんなもの御名において。である人々の道ではなくかを請い願う。 なさい。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 見ることが出来ない。
7|104|ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から わされた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め
7|105|わたしは当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。ことなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらアッラ に就する者である。いて真理を）知った上は，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。何も言わない。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主かーの御名において。
らの御名において。明であられます。」 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。である人々の道ではなく。だからイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせなさい。」と言う者がある証人を呼んでみなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
7|106|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 わせ。」と言う者がある証人を呼んでみなさ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
7|107|そ凡ての称讃あれ，こでかれは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげた。 なさい。そ凡ての称讃あれ，れは明であられます。」らかに蛇であった。であった。見ることが出来ない。
7|108|またかれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしばした。 なさい。そ凡ての称讃あれ，れは の御名において。眼には，（ムスリム軍勢が）にも白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。かった。見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
7|109|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。民に先んじ（て下の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い な魔 だ。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 練で 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
7|110|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。土からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳出そ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。さてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主 はどうか。」と言う者がある張
7|111|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。しばらく慈愛深きアッラーの御名において。退かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時者に。を請い願う。 都市の母（マッカ）とそに わ諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 遺言をするよう定め
して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
7|112|老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い な魔 を請い願う。あなたの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに全 呼んでみなさび出しては。」と言う者がある練で 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 員で



7|113|そ凡ての称讃あれ，こで魔 たちはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 に来て言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとわたし術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 許に帰らせられる御方。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
たちに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
7|114|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うだ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわたしの御名において。 近にす者，る人々の道ではなくであろ側こそは，最高の
う。」と言う者がある
7|115|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく投げて誰がげる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの投げて誰がげる人々の道ではなくの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。
か。」と言う者がある
7|116|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの投げて誰がげなさい 。そ凡ての称讃あれ，こでかれらは投げて誰がげて人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ーの御名において。 ーの御名において。 ｣。そこでかれらは投げて人々の目
を請い願う。惑わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。恐らくあなたがたはれさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大魔 を請い願う。演出した。術を教え，またバービル
7|117|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われはム サ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげなさい。」と言う者があると 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。す者，る人々の道ではなくと よ。そ凡ての称讃あれ，れはかれら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 見ることが出来ない。
の御名において。 もの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 んでしまった。瞞に過ぎ 呑み込んでしまった。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
7|118|こうして真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことは虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
7|119|かれらは打ち かされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってしまった。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 縮しても罪はない。誠に不信者は，あなたがたの公然の敵である。
7|120|魔 たちは身を守るであろう。を請い願う。投げて誰がげ出してサジダし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
7|121|言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようします者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
7|122|ム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンの御名において。主を請い願う。。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
7|123|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく さないうちにかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。 かにこ許に帰らせられる御方。 確
れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいで企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アんだ で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳出そ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくの御名において。だ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて知った上は，る人々の道ではなくであろ陰謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
う。
7|124|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手と足を踏み入れるこを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ互いに敵である。地上には，あなたがたのため いに切に扱い断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったを請い願う。十字架にかけたのでもない。只かれらにそう見えたまでである。本当にこのことに就いて議論する者は，それににかける人々の道ではなくであろう。」と言う者がある違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
7|125|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に される人々の道ではなくの御名において。です者，。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
7|126|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちの御名において。 に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくというだけ許に帰らせられる御方。 単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに される人々の道ではなくの御名において。です者，か。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ムスリムとして死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
い。」と言う者がある
7|127|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。民に先んじ（て下の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王 よ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたはム サ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく国を与えた。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たを請い願う。乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 様の ーの御名において。 ーの御名において。
なたとあなたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 てる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。放っておく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。です者，か」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはかれらの御名において。男 を請い願う。 し捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 を請い願う。生かしておこう。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにたいして 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。もっている人々の道ではなく。」と言う者がある児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
7|128|ム サ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御助けを請い願う。けを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，でーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
ある人々の道ではなく。かれは御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなくしもべたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられる人々の道ではなく。最後の審きの日の主宰者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。果す者，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， す者，継がせた，またわれはマルヤムの子イー 対し）その身を守るであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 帰らせられる御方。
る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
7|129|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなく以前も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またやって来てから後の審きの日の主宰者に。ーの御名において。 ーの御名において。
も迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにこの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ敵である。地上には，あなたがたのため 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
どの御名において。ようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうかを請い願う。御 になる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある覧になるであろう。」
7|130|われはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 年の と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 少で った。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた鐘と，収穫の減少で襲った。恐らくかれらは訓戒を受け入れ 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 減されず， 襲った。 訓戒とし
る人々の道ではなくであろう。
7|131|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは良いものの代りにつまらないものをいことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわたしたちにとって当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔です者，。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悪魔〔シャ 臨
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。ム サ とかれと共に立礼しなさい。にいる人々の道ではなく人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 (西?))す者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不幸だとす者，る人々の道ではなく。 け。かれらの御名において。凶 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ーの御名において。
の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくもの御名において。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない。
7|132|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんな印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。(強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た?))してわたしたちを請い願う。魅惑しようとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち
は してあなたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じません。」と言う者がある決して正しく導か
7|133|そ凡ての称讃あれ，こでわれはかれらに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな明であられます。」 として洪水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打やバッタやシラミ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，カエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさや血を流す者を置かれるのでなどを請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをった。対し）その身を守るであろう。 様の 証人を呼んでみなさ
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは高慢で不信の徒となったな 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い民に先んじ（て下であった。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
7|134| 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあなたと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの −サーに）下した。それで（アッラーに）服従，帰 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
たというあなたの御名において。主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってく慈愛深きアッラーの御名において。れ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしわたしたちからこの御名において。 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
とあなたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 を請い願う。あなたと一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと らせる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 帰らせられる御方。
7|135|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらから 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なさい。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 見ることが出来ない。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でろ。
7|136|そ凡ての称讃あれ，れでわれはかれらへの御名において。 いとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし報を伝えなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 したため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。軽視
7|137|われは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれていた民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祝福を成就する者である。した と西の御名において。各地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだた無 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。善い言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく全うされた。そ凡ての称讃あれ，してわれはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくうち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 造に向かい，していたもの御名において。を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で した。築造していたものを破壊した。 壊しよう
7|138|われはイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」らせたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはある人々の道ではなく偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えている人々の道ではなくある人々の道ではなく民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。ところに来孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
た。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。ような一柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに置し，当てもなくさ迷わせられる。いてく慈愛深きアッラーの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。
れ 。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 知った上は，の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなく。｣。そこでかれらは投げて人々の目 無
7|139|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれらの御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく奉じている人々の道ではなくもの御名において。は び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことも 益なく，また決して正しく導かである人々の道ではなく。」と言う者がある滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 無
7|140|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようか。かれは 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。上の幸福を成就する者である。ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 遇で同居（復縁）させるか，あるいされている人々の道ではなくではないか。」と言う者がある優るか，またはそれと同様の
7|141|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 い時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ
刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で で ましていた。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。男 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 を請い願う。生かして置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな罰を科せられよう。 悩ましてはなら 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
たの御名において。主からの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，重い懲罰を科せられよう。大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったの御名において。である人々の道ではなく。試練で
7|142|またわれはム サ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく期 として）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 30夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 10（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。加えられることを。えた。
そ凡ての称讃あれ，れで主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。は 40夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないとなった。ム サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはわたしーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
に代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かって人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告しなさい。正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。道に導きたまえ，に ってはならない。」と言う者がある統の正しい） 動しむ人たち 悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
7|143|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに りかけられた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 語り，正しい者の一人である。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
あなたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしに姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。御 わし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，謁が出来るように，（親しく）わたしに姿を御現わし下さい。」かれは仰せられた。「あなたは 親，孤児，貧者を規切に扱い 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
してわれを請い願う。 る人々の道ではなくことは出来ない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあの御名において。山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。 よ。もしそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相 わらず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに安定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしておれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，決して正しく導か 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。 変えてしまった。それでわれ



そ凡ての称讃あれ，こにあなたはわれを請い願う。 る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。山を持ち上げた時を思い起せ。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。の御名において。御光を取りを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わして山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。粉みじんにすると，ムーみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。じんにす者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
サ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの余りにも恐らくあなたがたはろしいの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれた。意されている。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく回 した かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。 光を取りを請い願う。 えーの御名において。 気付かない。絶するで 識 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
ます者，。わたしは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してあなたに 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」きアッラーの御名において。 けとなります者，。」と言う者がある帰らせられる御方。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
7|144|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと御言 によってあなたを請い願う。万人の御名において。上の幸福を成就する者である。にーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
んだ。だからわれの御名において。授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。しっかりと身を守るであろう。に付かない。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。一人となりなさい。」と言う者がある選んで，自 謝するであろう。

7|145|そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に一切に扱いの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うに す者，る人々の道ではなく 戒としと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，の御名において。ことの御名において。解しないのか。 とを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，碑の上に記しての御名において。上の幸福を成就する者である。に して関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 訓戒とし 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を 記し，われとの約束を履行しなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれを請い願う。しっかり守り，またわれが授けたものを施す者，れ。またあなたの御名において。人びとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。最も れた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじな優るか，またはそれと同様の
さい。われは主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。住むのである。まいを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，であろう。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
7|146|また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で正しい道に導きたまえ， を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったである人々の道ではなく者に。に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，らせる人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，れ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 無視 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
でもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 てもこれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。また公正しい道に導きたまえ，な道に導きたまえ，を請い願う。 ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，としない。そ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
して邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な道に導きたまえ，を請い願う。 れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，である人々の道ではなくとしている人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。悪魔〔シャ 見ることが出来ない。

している人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者がある軽視
7|147|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。 りである人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは である人々の道ではなく。かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。見ることが出来ない。 偽りのために，かれらには手 無効きめがなければこれを打て。それで言うことを聞くようならばかの女に対
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いられようか。報を伝えなさ
7|148|ム サ の御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。装をあなたがたに授けた。 品を入れてやって来る。あなたがたがで きアッラーの御名において。声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。出る人々の道ではなく形だけの御名において。仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。造に向かい，った。かれーの御名において。 ーの御名において。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 鳴と稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
らはそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもの御名において。も言わず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また道に導きたまえ，案じる者はよく心配して置け。だからアッラーを畏れ内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たも出来ないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならないの御名において。か。かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。として）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
7|149|かれらは自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。 ちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」く慈愛深きアッラーの御名において。悔やんだ に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，こされず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また過ぎな 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
そ凡ての称讃あれ，の御名において。御赦し，また善行をする者にしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っと失 者に。の御名において。仲 であった。」と言う者がある敗者である。 間の悪魔〔シャ
7|150|ム サ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。 に った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんで言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。不在中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことは いである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。催促しない限りす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれは板碑の上に記してを請い願う。投げて誰がげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。兄の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 審きの日の主宰者に。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。髪）を (掴?))んでぐっと引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。寄った上せた。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人びとはーの御名において。 ーの御名において。

わたしを請い願う。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えだとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしを請い願う。ほとんど さんばかりであった。だからわたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。手落ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，無 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため
を請い願う。喜ばせるものである。」ばせないでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。またわたしを請い願う。不 の御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと一 に なさないでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 見ることが出来ない。
7|151|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとわたしの御名において。兄を請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。さーの御名において。 ーの御名において。
せて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも最も慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方です者，。」と言う者がある
7|152|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仔牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 の御名において。 象と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした者に。たちは主の御名において。激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。でも屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 対し）その身を守るであろう。
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。この御名において。ようにわれは嘘いつ見ることが出来ない。わりを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり出す者，者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
7|153|しかし い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。した者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。に悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。にたいしては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は悪魔〔シャ 寛大に許
容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
7|154|ム サ は怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さまる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，板碑の上に記してを請い願う。取り上の幸福を成就する者である。げた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく さーの御名において。 ーの御名において。 導きたまえ， 記し，われとの約束を履行しなさ
れていた。
7|155|そ凡ての称讃あれ，れからム サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 70人 んだ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか選んで，自 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れらを請い願う。 ったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ことの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か襲った。
れらとわたしを請い願う。 ぼされたでしょう。あなたはわたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 知った上は，な者に。の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 無 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ぼされる人々の道ではなくの御名において。です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只あなたの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎません。あなたは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。試 過ぎな
を請い願う。 かれます者，。あなたはわたしたちの御名において。 者に。であります者，。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。赦し，また善行をする者にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ導きたまえ， 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
い。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も 容な御方でいらっしゃいます者，。寛大に許
7|156|またわたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。も来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸福を成就する者である。を請い願う。授けたものを施す者，けて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，改峻してして現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
あなたの御名において。 に って来ました。」と言う者があるかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなく者に。に を請い願う。加えられることを。える人々の道ではなく。またわれ許に帰らせられる御方。 戻そうと望んでいる。真理が 懲罰を科せられよう。
の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。にあまねく慈愛深きアッラーの御名において。およぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。そ凡ての称讃あれ，れ故われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。に捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなくであろう。
7|157|かれらは文字を請い願う。知った上は，らない 言者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。かれはかれらの御名において。もっている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの預言者たち）に啓示したもの 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， され い出される人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。かれは正しい道に導きたまえ， を請い願う。かれらに命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。かれらに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じる人々の道ではなく記し，われとの約束を履行しなさ 見ることが出来ない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 悪魔〔シャ 。
また一切に扱いの御名において。善い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。を請い願う。合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒〔シャハラ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しとなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外忌まわしい道である。〔シャハラ ム〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しとす者，る人々の道ではなく。ーの御名において。 悪魔〔シャ 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ ーの御名において。
またかれらの御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。の御名において。束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で を請い願う。解しないのか。く慈愛深きアッラーの御名において。。そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。尊敬し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った
れを請い願う。助けを請い願う。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと共に立礼しなさい。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた御光を取りに う。これらの御名において。人びとこそ凡ての称讃あれ，は成功する者である。す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
7|158|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた凡ての称讃あれ，てに わされた者に。ーの御名において。 遺言をするよう定め
である人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは生を請い願う。授けたものを施す者，け死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 。
だからアッラ と御言 を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，幸す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，文字を請い願う。知った上は，らない使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しかれに え。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればきアッラーの御名において。っとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
たは かれる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある導きたまえ，
7|159|ム サ の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れによって裁いた一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 導きたまえ， 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
7|160|われはかれらを請い願う。 12の御名において。支部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに分を欺いているのに過ぎなけた。ム サ の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
杖で岩を打で岩を打を請い願う。打て。」と言う者があると 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。す者，る人々の道ではなくとそ凡ての称讃あれ，こから啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 12の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。出で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各支部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 を請い願う。知った上は，った。湧き出で，各支部族は自分の水飲み場を知った。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 場所から離れさ
われはまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの厚い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの でかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをとウ〕に動しむ人たちズラを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 傘）を与え，マンナとウズラを下して，「われがあなたがたに
授けたものを施す者，ける人々の道ではなく善いもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。いた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらはわれを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたの御名において。ではな
い。只自分を欺いているのに過ぎな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。魂を損なったのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしただけである人々の道ではなく。
7|161|かれらに向かい，ってこう仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 手に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。好きな敵である。むもの御名において。を請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 勝手に）変えてしまった。それでわれ
食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に御 し下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい』と言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。して を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。赦し，また善行をする者にす者，。善許に帰らせられる御方。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 過ぎな
いことを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの加えられることを。える人々の道ではなくであろう。」と言う者がある報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
7|162|しかしかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 明であられます。」されたもの御名において。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 に言い替え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。 り返すことも出来ないであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 語り，正しい者の一人である。」 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
したの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。懲罰を科せられよう。
7|163|海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル岸の町（の人びと）に就いて，かれらに問え。かれらが安息日（の禁）を破った時のことを，魚の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに え。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく安息日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でった の御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 魚
群はかれらの御名において。安息日の主宰者に。に水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはに われやって来ていた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく安息日の主宰者に。の御名において。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，らなかった は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
はやって来なく慈愛深きアッラーの御名において。なったではないか。この御名において。ようにわれはかれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いていたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で試 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
ある人々の道ではなく。
7|164|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言った （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また激団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 絶するで滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
しい を請い願う。しようとされる人々の道ではなく民に先んじ（て下に 戒としす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの布教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。御懲罰を科せられよう。 訓戒とし



しを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればかれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 願う。
7|165|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく 戒としを請い願う。 した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけた者に。を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。に訓戒とし 無視 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
は ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。加えられることを。えた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いていたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
7|166|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 慢で不信の徒となったに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられている人々の道ではなくことを請い願う。犯していたためである。した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
になれ。 蔑され，嫌われてしまえ。」され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嫌う。自分たちのために善いことを，あわれてしまえ。」と言う者がある軽
7|167|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。までかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい を請い願う。 わせる人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遣わした。あなたは業火の住人にわ審きの日の主宰者に。 対し）その身を守るであろう。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主は に迅速であるで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 懲罰を科せられよう。 寛大に許
7|168|われはかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か数の者をの御名において。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 に分を欺いているのに過ぎな散らばせる雨の中に，また風向きのした。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ある人々の道ではなく者に。は正しい道に導きたまえ，しい人物だ。」と言うである人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，う団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ではない。われは と逆境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。でかれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ってく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくであろう。緊栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 試 戻そうと望んでいる。真理が
7|169|そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不良いものの代りにつまらないものをの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。を請い願う。 いで 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 承したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。虚なしい物だ。」と言うを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
けとって、「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんなことでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわたしたちを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになろう」と言う者があると言っていた。そ凡ての称讃あれ，してもし同じで，（頑固に）信じようじような
り物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく。アッラ に し真理を）知った上は，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ってはならないことは賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ ーの御名において。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 語り，正しい者の一人である。」 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。での御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でではなかったの御名において。か。しかもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくことを請い願う。学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許んでいたではな啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
いか。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいこそ凡ての称讃あれ，最も れている人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。か。優るか，またはそれと同様の
7|170| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ような身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 堅く信じる者たちである。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
る人々の道ではなく者に。への御名において。 を請い願う。 して虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。しない。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 決して正しく導か
7|171|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。で天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか の御名において。ように山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。 り かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に落ちてく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくと考蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 揺させられて， 動しむ人たち
えた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 堅く信じる者たちである。
ある人々の道ではなくことを請い願う。 せよ。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある銘記し，われとの約束を履行しなさ
7|172|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ダムの御名において。子 の御名において。腰からかれらの子孫を取り出され，かれらを自らの証人となからかれらの御名において。子 を請い願う。取り出され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。自らの御名において。 人となーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 証人を呼んでみなさ
された を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主ではないか。」と言う者があるかれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるはい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは 言いたします者，。」と言う者があるこれは 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。こ証人を呼んでみなさ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
とを請い願う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。しませんでした。」と言う者があると言わせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
7|173|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 したの御名において。はわたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。子 です者，。あなたは拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
虚な に う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にわたしたちを請い願う。 ぼされます者，か。」と言う者があると言わせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
7|174|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。述べることに従った。スラべる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ってく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくであろう。詳 戻そうと望んでいる。真理が
7|175|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。授けたものを施す者，かりなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジぎ て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 悪魔〔シャ (愚か者が信仰?))いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。仲 となった者に。の御名において。 を請い願う。かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。導きたまえ， 間の悪魔〔シャ 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
7|176|もしそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく意されている。志を）ひるがえすならであったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによってかれを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。たてたであろう。 これらの者は（等しく）失敗者である。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
かれは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。虚なしい私欲に った。そ凡ての称讃あれ，れでかれを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。れば犬のようなもので，もの御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，も執り成しも許されず，償いも受 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
しあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。叱り付けても，舌を垂れている。また放って置いても，舌を垂れている。これはわが印をり付かない。けても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。垂れられる。アッラれている人々の道ではなく。また放って置し，当てもなくさ迷わせられる。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。垂れられる。アッラれている人々の道ではなく。これはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しない者に。の御名において。比(輪?))である人々の道ではなく。だからこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの昔のことは問わないがの御名において。人びとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言う を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくで語り，正しい者の一人である。」
あろう。
7|177| いの御名において。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの例えてみれば，ちょうどの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自らの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 っている人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。悪魔〔シャ 偽りのために，かれらには手 損なったのではなく，只自分の
7|178|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくわせられる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。失 者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 導きたまえ， 敗者である。
7|179|われは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジンと人 の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 った。かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れで悟を許された。本当にかれは，寛大に許らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
そ凡ての称讃あれ，れで ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れで かない。かれらは家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。ようである人々の道ではなく。いやそ凡ての称讃あれ，れよりも迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。か見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
れらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。軽視
7|180|最も美していますのに。」かれは仰せられしい凡ての称讃あれ，ての御名において。御名において。はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。呼んでみなさびなさい。かれーの御名において。
の御名において。御名において。を請い願う。冒(漬?))す者，る人々の道ではなくもの御名において。は放っておきアッラーの御名において。なさい。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことにより いられる人々の道ではなくであろう。報を伝えなさ
7|181|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れに基づきアッラーの御名において。公正しい道に導きたまえ，に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 導きたまえ， 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
る人々の道ではなく。
7|182|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 付かない。かないうちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの落し入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられる人々の道ではなくであろう気付かない。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 。
7|183|かれらには 子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものく慈愛深きアッラーの御名において。免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいの御名において。である人々の道ではなく。猶予もないであろう。 計があろう。」と言った。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
7|184|かれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，しないの御名において。か。かれらの御名において。仲 は が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者ったの御名において。ではない。かれは明であられます。」らかに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。間の悪魔〔シャ 気付かない。
に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。
7|185|かれらは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 に就する者である。いて 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られた凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うに就する者である。いて考察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしないの御名において。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
か。またかれらに定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近く慈愛深きアッラーの御名において。に迫られた場合は罪にはならっている人々の道ではなくと考えないの御名において。か。かれらはこの御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
じようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。
7|186|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくわせられた者に。に きアッラーの御名において。はない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 慢で不信の徒となったさ故に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてもなく慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせらーの御名において。 導きたまえ， 倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した
れる人々の道ではなく。
7|187|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなくの御名において。かとあなたに うであろう。言っ審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたしの御名において。主だけである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。知った上は，らせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくの御名において。は時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 審きの日の主宰者に。
かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはない。そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかでも地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも重い懲罰を科せられよう。い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられとなる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。全く慈愛深きアッラーの御名において。突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにやって来時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
る人々の道ではなく。」と言う者があるかれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて熟知った上は，している人々の道ではなくかの御名において。ように ねる人々の道ではなくであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
れを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯アッラ だけである人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は分を欺いているのに過ぎなからない。ーの御名において。
7|188|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。利害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，ら自由ーの御名において。
に出来ない。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っている人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは善いことを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわなかった増すであろう。」 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
であろう。わたしは只の御名において。一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。吉 を請い願う。知った上は，らせる人々の道ではなく一人の御名において。 者に。に ぎない。報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 過ぎな
7|189|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 の御名において。魂を損なったのである。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア ダム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに慰安を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 ら個の魂（アーダム）からあなたがたを創り，互いに慰安を得るため，その妻を創ら ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
れた御方であられる人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女と交わる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は体内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに い荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 ったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れでもかの御名において。女は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安易で軽 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの往来していた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。うち重い懲罰を科せられよう。さが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく加えられることを。わる人々の道ではなくようになる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 人の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ーの御名において。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく良いものの代りにつまらないものをい子を請い願う。わたしたちに御授けたものを施す者，けになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っと感 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げます者，。」と言う者がある謝するであろう。
7|190|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 人に良いものの代りにつまらないものをい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。御授けたものを施す者，けになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに授けたものを施す者，けられたことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 対し）その身を守るであろう。
者に。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてたもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。ーの御名において。
7|191|かれらは何も れない。またかれら自身を守るであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく造に向かい，ったもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
7|192|そ凡ての称讃あれ，れらはかれらを請い願う。助けを請い願う。けられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも助けを請い願う。けられない。



7|193| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらに呼んでみなさびかけても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに わないであろう。あなたかたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仮初の生活の生計があろう。」と言った。 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
そ凡ての称讃あれ，れらに呼んでみなさびかけてもまた っていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとっては同じで，（頑固に）信じようじことである人々の道ではなく。黙っていても，あなたがたにとっては同じことである。
7|194|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじようにかれの御名において。しもベでーの御名において。
ある人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。呼んでみなさんであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえさせなさい。」と言う者がある実
7|195|そ凡ての称讃あれ，れらは く慈愛深きアッラーの御名において。足を踏み入れるこが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。また る人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。 く慈愛深きアッラーの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。言っ歩みを進めるが，暗闇になれ 見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに配す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。呼んでみなさベ。直に死を願いぐわたしに向かい，かって策 してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よ。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ (隠すことも知っている。」と仰せられた。?))
(踏み迷える人々の道ではなく?))す者，る人々の道ではなくことはない。
7|196|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はわたしの御名において。 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた方である人々の道ではなく。かれは正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったを請い願う。 なさーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
れる人々の道ではなく。
7|197|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも
助けを請い願う。ける人々の道ではなくことは出来ない。」と言う者がある
7|198|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクライシュ族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは かない。あなたはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
あなたを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，っている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは てはいないの御名において。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
7|199|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 容を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，理を）知った上は，にかなったことを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，の御名において。者に。から ざかれ。覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 無 遠にその中に住むのである。
7|200|また 魔からの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 ました は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。加えられることを。 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全 に悪魔〔シャ 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 悩ましてはなら 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 聴
して全知った上は，であられる人々の道ではなく。
7|201|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ます者，ときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられず取り上げられる。本当にアッラればたちどころに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，悪魔〔シャ 悩ましてはなら ーの御名において。
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの眼には，（ムスリム軍勢が）が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。だろう。開いて
7|202|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっと深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。かれらを請い願う。 りに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 もうとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して手を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。悪魔〔シャ 誤から明らかに（分別）されている。それで 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 決して正しく導か 緩和であり，慈悲である
ない。
7|203|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。もかれらに(湾?))さなかった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは何故そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ばないの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只主からわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなくことに うだけで選んで，自 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
す者，。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。主からの御名において。 蒙であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 導きたまえ，
7|204|そ凡ての称讃あれ，れでクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 しんで きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さ にしなさい。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 謹 聴 粛に承認し， 自ら証言したのである。
たは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。
7|205|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魂を損なったのである。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て 虚なに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれ んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言 は大声と叫び声の外聞けない者のようでなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしな込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 謙虚な 謹 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
さい。おろそ凡ての称讃あれ，かな者に。の御名において。仲 となってはならない。間の悪魔〔シャ
7|206|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主の御名において。 近にいる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。に慢で不信の徒となった心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。す者，る人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 光を取りを請い願う。 えて唱えてはならない。側こそは，最高の 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにサジダす者，る人々の道ではなく。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
8|1|かれらは 利品を入れてやって来る。あなたがたがに就する者である。いてあなたに う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 利品を入れてやって来る。あなたがたがはアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 。
だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 の御名において。 を請い願う。公正しい道に導きたまえ，に 理を）知った上は，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とーの御名において。 間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 処でも望む所で，思う存分 ーの御名において。
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
8|2|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ことに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく んだ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。敬の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく されーの御名において。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 進めるが，暗闇になれ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 いて信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
8|3|礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」う者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
8|4|これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，真の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。かれらには主の御名において。御 にいく慈愛深きアッラーの御名において。つ見ることが出来ない。もの御名において。段 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容と 誉ある人々の道ではなく許に帰らせられる御方。 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 寛大に許 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 給養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。
8|5|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ように主は真理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。家から出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。一部は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。好きな敵である。ま
なかった。
8|6|真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。に明であられます。」 にされた後の審きの日の主宰者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いてあなたと す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 ていな瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに向かい，かって追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられる人々の道ではなくかの御名において。ように。
8|7|またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 2つ見ることが出来ない。の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 1つ見ることが出来ない。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。もの御名において。であろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは武装をあなたがたに授けた。しない一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。もの御名において。である人々の道ではなくようにと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ ーの御名において。
御言 により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。真理を）知った上は，として立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 す者，る人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 絶するで
8|8| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ある人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嫌う。自分たちのために善いことを，あが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは真理を）知った上は，は真理を）知った上は，とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な は虚な として立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく仮初の生活の生計があろう。」と言った。 偽りのために，かれらには手 偽りのために，かれらには手 証人を呼んでみなさ 。
8|9|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主に援助けを請い願う。を請い願う。 した を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のぎ歎く者を弁護してはならない。アッラーは背信して罪を犯す者を御好みになられない。願う。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のぎに来る人々の道ではなく一千の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
8|10|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只これを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。吉 となされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れで安らげられる人々の道ではなく。 利はーの御名において。 報を伝えなさ 勝手に）変えてしまった。それでわれ
アッラ からだけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
8|11|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは平安を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。微睡も，かれをとらえることは出で包み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 れを請い願う。洗い，頭を撫で，両足を踝までい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによ悪魔〔シャ 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ 場所から離れさ
って固に）信じようめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。
8|12|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 にいる人々の道ではなくの御名において。だ。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
す者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。 固に）信じようにせよ。」と言う者があるわれは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれを請い願う。染めというが，誰がアッラーよりも良く色染め出来ようか。わたしたちが仕えるのはみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 ませよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはか堅く信じる者たちである。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れらの御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこを請い願う。刎ね，またそれぞれの指先を打ち切れ。ね，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。打ち切に扱いれ。
8|13|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。したため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく者に。にはーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
8|14|これこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。味わえ。
8|15|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けてはならない。進めるが，暗闇になれ撃を受けている。われは人間の間に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か
8|16|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれらに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ 上の幸福を成就する者である。または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味方の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に合は鮮かで，見る者を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラアッラ の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み ーの御名において。
りを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
8|17|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 したの御名において。ではない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく したの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく射った時，あなたがった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてたの御名において。ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてたの御名において。である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれからの御名において。良いものの代りにつまらないものをい を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になーの御名において。 試練で 試
られたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。 これらの者は（等しく）失敗者である。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全 にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴
8|18|この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 略を請い願う。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えになされる人々の道ではなく。ーの御名において。 計があろう。」と言った。 無
8|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。よ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちはもう来たの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく決して正しく導か 決して正しく導か



（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 な事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最もよい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの攻 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り返すことも出来ないであろう。す者，な義を知っているとあなたがたに告げたではないか 撃を受けている。われは人間の間に 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
ら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちも り返すことも出来ないであろう。す者，であろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとっては 益なく，また決して正しく導かであろ繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 無
う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちと共に立礼しなさい。においでになられる人々の道ではなく。ーの御名において。
8|20|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。言 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに背く者の外は，（誰も）迷わさない。いてーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
はならない。
8|21|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは いた」と言う者があるといいなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 けない者に。の御名において。ようであってはならない。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
8|22|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御 で最 の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの理を）知った上は，解しないのか。しない かない物だ。」と言う言わない者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 悪魔〔シャ 開いて
8|23|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらに良いものの代りにつまらないものをいところを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらに かせられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 認し， 自ら証言したのである。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 かせられたとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの辞退して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくであろう。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。

8|24|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。呼んでみなさびかけに えなさい。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。ーの御名において。 応 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生かす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に呼んでみなさびかけたときアッラーの御名において。は。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 とそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。られる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれに召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
8|25|また み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 厄も，あなた自身からに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく試 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 対し）その身を守るであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
る人々の道ではなくもの御名において。ではない。アッラ は に 正しい道に導きたまえ，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
8|26|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において少数の者をで弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虐待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。されていた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，うち ぼしてしまうの御名において。ではないかと恐らくあなたがたはれた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御助けを請い願う。け滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 難かしいこと。
によりあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。清めなさい。」きアッラーの御名において。よいもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなくであ強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 謝するであろう。
ろう。
8|27|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 切に扱いってはならない。また故意されている。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。ーの御名において。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， を請い願う。 切に扱いってはならない。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
8|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と子女とは一つ見ることが出来ない。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。最高の御名において。 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。方財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 試 ーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。
8|29|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたーの御名において。 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の し赦し，また善行をする者にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 大な恩 の御名において。主であられる人々の道ではなく。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
8|30|また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し如何に策 したかを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。あなたを請い願う。拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいはまた放逐しようとした。かれらは策謀したが，アッラーもまた計略をめぐしようとした。かれらは策 したが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ もまた 略を請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ぐ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。 計があろう。」と言った。
らせられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は最も れた 略者に。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 計があろう。」と言った。
8|31|またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに された ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いている人々の道ではなく。もしわ読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
たしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらと同じで，（頑固に）信じようじことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言える人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う に ぎない。」と言う者がある語り，正しい者の一人である。」 過ぎな
8|32|またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたからの御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから石を燃料と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしたちに痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。科せられよう。して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
8|33|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされなかった。またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御赦し，また善行をする者にーの御名において。 間の悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。
しを請い願う。 うている人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， されなかった。請い願う。 間の悪魔〔シャ 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
8|34|かれらは なる人々の道ではなくマスジドの御名において。管理を）知った上は，者に。でもないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。しもベを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れまいと妨げたり，またそれを破壊しようげたこ聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ ーの御名において。
とに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 されず取り上げられる。本当にアッラにおかない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの管理を）知った上は，者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。果たす者，者に。だ対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 対し）その身を守るであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
けである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならない。
8|35|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家における人々の道ではなくかれらの御名において。礼 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只ロにしようとするのか。」笛を吹いて両手で拍手するに過ぎない。あなたを請い願う。吹きいて 手で拍手す者，る人々の道ではなくに ぎない。あなたーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 過ぎな
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったの御名において。だから を請い願う。味わえ。懲罰を科せられよう。
8|36|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちはアッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 やしている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 財資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 費やし，礼拝の務めを守り，定
れを請い願う。 やさせなさい。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。かれらは征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でされよう。これら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。費やし，礼拝の務めを守り，定 間の悪魔〔シャ 悩ましてはなら
は地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくであろう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
8|37|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善良いものの代りにつまらないものをな者に。から邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な者に。を請い願う。区 される人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 なもの御名において。を請い願う。次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。重い懲罰を科せられよう。ねーの御名において。 悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 悪魔〔シャ 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で
一 にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく。これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，失 者に。である人々の道ではなく。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 敗者である。
8|38|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。に言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に す者，る人々の道ではなく迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。こと対し）その身を守るであろう。 過ぎな
は赦し，また善行をする者にされよう。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし り返すことも出来ないであろう。す者，なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」例えてみれば，ちょうどが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。にある人々の道ではなくの御名において。だ。繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
8|39|だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にと好きな敵である。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，べてアッラ を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと計があろう。」と言った。 ーの御名において。
え。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。

る人々の道ではなく。
8|40|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。何とよい守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であーの御名において。 護者も援助者もないのである。 護者も援助者もないのである。
り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また何とよい救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。であられる人々の道ではなくことよ。
8|41| 争った時のことを思い起せ。だがアッラで得るために，「これはアッラーから下ったものたどんな物だ。」と言うも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 5分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったそ凡ての称讃あれ，して近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して旅人に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
ことを請い願う。知った上は，れ。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ した日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもベに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしーの御名において。 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
たもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくならば。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
8|42|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。谷 に近い方におり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 い方にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 商が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよりも低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にい間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの平原をゆく船の中に，またアッラーが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにいた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。この御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラやそ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
したてあろう。しかし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不期に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなさる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完遂げることになる。なされたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。開いて戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 。
死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。に明であられます。」 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 せた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。に死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生きアッラーの御名において。 らえる人々の道ではなく者に。も明であられます。」 によって生きアッラーの御名において。 らえさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう証人を呼んでみなさ 見ることが出来ない。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 証人を呼んでみなさ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
にアッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴
8|43|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく少数の者をの御名において。ように せられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。もしーの御名において。 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 敵である。地上には，あなたがたのため軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か に せられたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはきアッラーの御名において。っと臆して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあ対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 見ることが出来ない。
なたの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 争った時のことを思い起せ。だがアッラしたてあろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように決して正しく導か 対し）その身を守るであろう。 論争に判決を下される。 ーの御名において。
かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で考えている人々の道ではなくことを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。
8|44|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらと遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそさい集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 に える人々の道ではなくように時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 見ることが出来ない。
す者，る人々の道ではなく。またかれらの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。劣弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの映じ）させられた。それはアッラーが，なさろべきことじ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさせられた。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なさろべきアッラーの御名において。ことーの御名において。
を請い願う。完遂げることになる。されたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ての御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 帰らせられる御方。
8|45|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの と遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいす者，る人々の道ではなく は 固に）信じように持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らアッラ を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられせよ。恐らくあなたがたは敵である。地上には，あなたがたのため 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 堅く信じる者たちである。 専らアッラーの印を否定しているだけ。 ーの御名において。
らく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくであろう。勝手に）変えてしまった。それでわれ



8|46|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに いなさい。そ凡ての称讃あれ，して 争った時のことを思い起せ。だがアッラして意されている。 を請い願う。く慈愛深きアッラーの御名において。じかれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。失なってはならなーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 論争に判決を下される。 気付かない。
い。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえなさい。アッラ は耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。ーの御名において。
8|47| らしげに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に家を請い願う。出で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの阻む者のようであっむ者に。の御名において。ようであっ誇る者，また行わないのに，称讃されるのを好む者のことなど考えてはならな 見ることが出来ない。 ーの御名において。
てはならない。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。凡ての称讃あれ，て知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
8|48|また 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多である人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせてこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誰も）迷わさない。
に打 つ見ることが出来ない。ことは出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。である人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ勝手に）変えてしまった。それでわれ 護者も援助者もないのである。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。して言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと はない。わたしにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに えないもの御名において。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく える人々の道ではなく。わたしは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恐らくあなたがたはろしいの御名において。だ。アッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。」と言う者がある見ることが出来ない。 ーの御名において。 ーの御名において。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 厳しい試練で
8|49|背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。ある人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。惑わせた。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
8|50|あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはもし天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にさいし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。を請い願う。取る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 や背く者の外は，（誰も）迷わさない。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの如何に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打つ見ることが出来ない。かを請い願う。 る人々の道ではなくならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは言うであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り炙りの懲罰りの御名において。見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 懲罰を科せられよう。
を請い願う。味わえ。
8|51|これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に したことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はしもべたちに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 決して正しく導か
不公正しい道に導きたまえ，ではない。」と言う者がある
8|52|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ以前の御名において。者に。たちの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方と同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。かれらはアッラ
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 された。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えでーの御名において。 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 処でも望む所で，思う存分
に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。罰を科せられよう。 厳しい試練で

8|53|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく民に先んじ（て下に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた恩 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してこれーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 悪魔〔シャ 変えてしまった。それでわれ 決して正しく導か
を請い願う。 えないからである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全 にして全知った上は，である人々の道ではなく。変えてしまった。それでわれ ーの御名において。 聴
8|54|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。以前の御名において。者に。たちの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方と同じで，（頑固に）信じようじため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれらは主
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 りである人々の道ではなくとしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にこれを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた偽りのために，かれらには手 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 。
かれらは凡ての称讃あれ，て不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。であった。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
8|55|アッラ の御名において。御 で最 の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。であろ。かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかったからである人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 悪魔〔シャ
8|56|これらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらは 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れない。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 毎度約束を破り，主を畏れない。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
8|57|そ凡ての称讃あれ，れでもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いでかれらを請い願う。打ち破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとそ凡ての称讃あれ，の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に う者に。を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い散らばせる雨の中に，また風向きのら戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
せ。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくであろう。
8|58|また人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。あなたに し 切に扱いる人々の道ではなく恐らくあなたがたはれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 等しく）失敗者である。の御名において。条件で（盟約を）かれらに返せ。本当で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盟 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに返すことも出来ないであろう。せ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう対し）その身を守るであろう。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 対し）その身を守るであろう。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
にアッラ は 切に扱いる人々の道ではなく者に。を請い願う。 されない。ーの御名において。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 愛深きアッラーの御名において。
8|59|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出し ける人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせてはならない。かれらは して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの挫けけーの御名において。 抜かりない立証者であられる。 決して正しく導か ーの御名において。
ない。
8|60|かれらに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。出来る人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの武）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの力なもの）になるまでかれらに対して戦えと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 いだ を請い願う。 えなさい。そ凡ての称讃あれ，れによってア対し）その身を守るであろう。 繋いだ馬を備えなさい。それによってア 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
ッラ の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。かれら以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，らないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 敵である。地上には，あなたがたのため
ラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，っておられる人々の道ではなく者に。にも。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に やす者，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに返すことも出来ないであろう。 されーの御名において。 ーの御名において。 費やし，礼拝の務めを守り，定 済み，また殺されなかったであろうに。」と言うのは，アッラーがそのことでかれらの心に悲嘆を引き起こ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。扱い
8|61|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし和であり，慈悲である平に いたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたもそ凡ての称讃あれ，れに きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
8|62| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなこうとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。
助けを請い願う。けにより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちによりあなたを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え付かない。けられる人々の道ではなく方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
8|63|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。一つ見ることが出来ない。に ばれる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。一切に扱いの御名において。もの御名において。を請い願う。 やしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，結ぺと命じられたものから離れ，地上で 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 費やし，礼拝の務めを守り，定
あなたはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。一つ見ることが出来ない。に ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ことは出来ない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらを請い願う。 合は鮮かで，見る者をさせる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。
力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。英明であられます。」な御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。

8|64|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であなたに うとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
8|65|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いの御名において。 は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。激励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 20人の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 い者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。堅く信じる者たちである。 2百
人を請い願う。征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなくであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。もし百人いる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。千人の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなくであろう。とい
うの御名において。はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ理を）知った上は，を請い願う。解しないのか。しない人びとである人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。
8|66|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとアッラ はあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 された。そ凡ての称讃あれ，れはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを点の御名において。ある人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，ってーの御名において。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 軽減されず，
いたからである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし百人の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 い者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば堅く信じる者たちである。 2百人を請い願う。征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなくであろう。もし
千人ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 2千人を請い願う。征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多もの御名において。と共に立礼しなさい。にーの御名において。
おいでになられる人々の道ではなく。
8|67|そ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で完全に 利を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，捕 を請い願う。捕える人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったにとって相 しく慈愛深きアッラーの御名において。ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた勝手に）変えてしまった。それでわれ 収 虜となった時，身代金を取ってい 応
は 世を堅く信じる者たちである。の御名において。はかない幸福を成就する者である。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならび現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
なく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
8|68|もし前以ってアッラ から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取ったもの御名において。の御名において。たーの御名において。 規切に扱い則がなかったならば，あなたがたはその受け取ったもののた
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったことであろう。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
8|69|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく得るために，「これはアッラーから下ったものた 利品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒でまた清めなさい。」い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとして受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れよ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
8|70|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく捕 たちに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。虜となった時，身代金を取ってい ーの御名において。
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に何か良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくことを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく没 されたもの御名において。よりも れたもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま認し， 自ら証言したのである。 収 優るか，またはそれと同様の
たあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 寛大に許
8|71|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたを請い願う。 切に扱いろうとす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは以前からアッラ を請い願う。 切に扱いっていた裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 ーの御名において。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
の御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し させる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。 ーの御名において。
8|72|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 努力なもの）になるまでかれらに対して戦え〔シャジハ ド〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しし財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。 奮闘努力する者， ーの御名において。
た者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えして援助けを請い願う。した者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに友である人々の道ではなく。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。難かしいこと。
でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。しなかった者に。につ見ることが出来ない。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。す者，る人々の道ではなくまであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが す者，る人々の道ではなく はない。只し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ護者も援助者もないのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの上の幸福を成就する者である。の御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い援を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと盟 の御名において。ある人々の道ではなく 柄の御名において。民に先んじ（て下に逆らわ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 間の悪魔〔シャ
ない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくの御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 である人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられ義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。



る人々の道ではなく。
8|73|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちも互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに守り，またわれが授けたものを施す者， しあっている人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うしないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告安は乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字れて大護者も援助者もないのである。
な退 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。ころう。変えてしまった。それでわれ 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す

8|74|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えした者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えしーの御名において。 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ闘努力する者， 難かしいこと。
て援助けを請い願う。した者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。真の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。かれらに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容と 誉ある人々の道ではなく御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろ対し）その身を守るであろう。 寛大に許 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
う。
8|75| れて信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えした者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仲 である人々の道ではなく。ま遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが 奮闘努力する者， 間の悪魔〔シャ
た血を流す者を置かれるので による人々の道ではなく近 者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに一段と近いの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。縁を絶つことを誓う者は，関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。 ーの御名において。
ことを請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。
9|1|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく盟 を請い願う。 んだ多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったに し解しないのか。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣言）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
9|2|そ凡ての称讃あれ，れにしても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，4ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがの御名において。 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か意されている。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの国を与えた。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。往来させなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 挫けさせられない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。 計があろう。」と言った。 頓着な方ではない。」 ーの御名において。

9|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な巡礼の御名において。日の主宰者に。にあたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとへの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの布告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣言。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。盟 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。解しないのか。 された，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったにしても同じで，（頑固に）信じようじこと。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。最もよい。もし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 計があろう。」と言った。
たは 挫けさせられないことを請い願う。知った上は，れ。」と言う者がある信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたの御名において。 を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげてやれ。頓着な方ではない。」 懲罰を科せられよう。
9|4|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしかし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。盟 した多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で したことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。
る人々の道ではなく者に。を請い願う。助けを請い願う。けなかった者に。は である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。者に。に しては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはす者，る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとの御名において。盟 を請い願う。果し別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 対し）その身を守るであろう。 間の悪魔〔シャ 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
9|5| 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぎたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったを請い願う。 付かない。け次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の第 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはこれを請い願う。捕 にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。 略聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 過ぎな 見ることが出来ない。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 虜となった時，身代金を取ってい 計があろう。」と言った。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせよ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に道に導きたまえ，を請い願う。 け。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。開いて ーの御名において。 寛大に許
9|6|もし多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御言 を請い願う。 かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。護者も援助者もないのである。 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
かれを請い願う。安全な所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをれ。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， の御名において。ない民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。識
9|7|多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてアッラ や使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 で盟 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なる人々の道ではなくマスジドでーの御名において。 許に帰らせられる御方。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
盟 した者に。たちは である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに である人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもかれらに であ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 間の悪魔〔シャ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
9|8|どうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盟 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出来よう。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し 位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アである人々の道ではなくと れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるので であろうと盟 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。 優るか，またはそれと同様の 見ることが出来ない。 縁を絶つことを誓う者は， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
あろうとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。かれらはロにしようとするのか。」先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ではあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。喜ばせるものである。」ばせている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。では拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。かれら顧みられず，清められることもない。かれらは痛
の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
9|9|かれらは かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か でアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっ僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
たことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 である人々の道ではなく。悪魔〔シャ
9|10|かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に す者，る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるので も誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 も み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。かれらこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえた者に。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 場所から離れさ 縁を絶つことを誓う者は， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 顧みられず，清められることもない。かれらは痛
9|11|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえの御名において。上の幸福を成就する者である。の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳で拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
ある人々の道ではなく。われは印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなく人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 述べることに従った。スラす者，る人々の道ではなく。詳
9|12|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 した後の審きの日の主宰者に。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。 る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちと約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 罵るならば，不信者の首長たちと戦 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらには誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いはないの御名において。である人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。
9|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放しようと企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アてた者に。たちと わないの御名において。か。かれらは最初の生活の生計があろう。」と言った。に戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。攻 したの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれらを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならばアッラ を請い願う。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，も撃を受けている。われは人間の間に ーの御名において。
っとも畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。
9|14|かれらと え。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 して屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。かれらに し戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 罰を科せられよう。 対し）その身を守るであろう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものうち つ見ることが出来ない。よう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。人びとの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。 される人々の道ではなく。勝手に）変えてしまった。それでわれ 癒
9|15|またアッラ はかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。の御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなくであろう。アッラ は全ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
9|16|そ凡ての称讃あれ，れともアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 奮闘努力する者， ーの御名において。
と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に しい友を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まだ知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放って置し，当てもなくさ迷わせられる。かれる人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ親，孤児，貧者を規切に扱い
はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。ーの御名において。

9|17|多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったたちにアッラ の御名において。マスジドを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ している人々の道ではなくの御名において。に管理を）知った上は，させる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ではない。こーの御名において。 証人を呼んでみなさ
れらの御名において。者に。の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
9|18|アッラ の御名において。マスジドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ひたす者，らこれらの御名において。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによって管理を）知った上は，される人々の道ではなくべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，なわち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。
アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。何もの御名において。を請い願う。も恐らくあなたがたはれない者に。ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。
だけである人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなく者に。となる人々の道ではなくであろう。導きたまえ，
9|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは巡礼者に。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ませたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または なる人々の道ではなくマスジドを請い願う。管理を）知った上は，す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。とを請い願う。同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。にす者，る人々の道ではなくの御名において。か。アッラ の御名において。御 では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。 奮闘努力する者， ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後

者に。は同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。ではない。アッラ は不 の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，
9|20|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奮闘努力する者，
の御名において。御 においては最高の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証

9|21|主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。と 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に永 の御名において。至福を成就する者である。の御名において。 の御名において。吉 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。親，孤児，貧者を規切に扱い 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ
9|22|かれらは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。アッラ の御名において。御 には最大の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
9|23|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。父または兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようより不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。好きな敵である。むならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 しい友親，孤児，貧者を規切に扱い
としてはならない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 しい友とす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらは不 の御名において。徒となったである人々の道ではなく。親，孤児，貧者を規切に扱い 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
9|24|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。父，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた規切に扱い

，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不景 になる人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく商 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，意されている。にかなった住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとかれの御名において。道に導きたまえ，の御名において。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 気付かない。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなくよりもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとり好きな敵である。ましいならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくまで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。アッラ奮闘努力する者， ーの御名において。
は に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いた民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。」と言う者があるーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 導きたまえ，

9|25|アッラ は 多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かの御名において。 役にも立たないであろう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またフナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをインの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。けられた。ーの御名において。 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 確
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はあの御名において。ように いの御名において。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。た時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 広大無辺にして全知であられる。



め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。く慈愛深きアッラーの御名において。なって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは遂げることになる。に背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて退却させられた。だがかれは，もうあした。
9|26|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。上の幸福を成就する者である。にかれの御名において。安らぎを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには えなかったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 見ることが出来ない。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわして不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちを請い願う。 された。この御名において。ようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に いられる人々の道ではなく。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 懲罰を科せられよう。 報を伝えなさ
9|27|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。の御名において。梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされた。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あらーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 寛大に許
れる人々の道ではなく。
9|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 である人々の道ではなく。だからかれらの御名において。この御名において。年の以後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 な浄である。だから 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
る人々の道ではなくマスジドに近付かない。かせてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし 困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。恐らくあなたがたはれても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。
恩 によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。富ませる人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 。
9|29|アッラ も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちと え。またアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたことを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，らーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。
ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら真理を）知った上は，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく んで税〔シャジズヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 認し， 自ら証言したのである。 進めるが，暗闇になれ 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
る人々の道ではなくまで え。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
9|30|ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人はウ〕に動しむ人たちザイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。子である人々の道ではなくといい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったはマスィ フを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。子でーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
ある人々の道ではなくという。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく口先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」で言うところで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。言 を請い願う。真似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。たもの御名において。である人々の道ではなく。かれらにア葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
ッラ の御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。りあれ。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何と迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったことよ。ーの御名において。
9|31|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。おいて律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許者に。や修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔道に導きたまえ，士である。それで移住した者，故郷を請い願う。自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主となし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子マスィ フを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主としている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。しかしかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一なる人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけてはいない。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はな
いの御名において。である人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。から れて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高く慈愛深きアッラーの御名において。います者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。 える人々の道ではなく。離れ，地上で 讃あれ，
9|32|かれらは口先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御光を取り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のそ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嫌う。自分たちのために善いことを，あおうーの御名において。 ーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれの御名において。御光を取りを請い願う。全うされる人々の道ではなく。ーの御名において。
9|33|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。と真理を）知った上は，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。もって使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あおうとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。宗導きたまえ， 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。上の幸福を成就する者である。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。表わされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。
9|34|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許者に。や修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔道に導きたまえ，士である。それで移住した者，故郷の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は って人びとの御名において。 を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偽りのために，かれらには手 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
アッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげている人々の道ではなく。また金や を請い願う。蓄を荒し廻る。だがアえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に施す者，さない者に。もいる人々の道ではなく。かれーの御名において。 銀 ーの御名において。
らに痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげてやれ。懲罰を科せられよう。
9|35|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。金 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで せられて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 やわきアッラーの御名において。腹の中に火だけを飲や背く者の外は，（誰も）迷わさない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のされる人々の道ではなくで銀 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 熱 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 焼き払うようなことを
あろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蓄を荒し廻る。だがア したもの御名において。である人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蓄を荒し廻る。だがア したもの御名において。積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で
を請い願う。味わえ。」と言う者がある
9|36|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 許に帰らせられる御方。 1年のの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが数の者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，12ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがである人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，された日の主宰者に。ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以来の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 の御名において。なか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく．そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。書き変える。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 4（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しい教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
である人々の道ではなく。だからそ凡ての称讃あれ，の御名において。 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに不 を請い願う。してはならない。そ凡ての称讃あれ，して多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
と うように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったて え。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。
9|37|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はばす者，ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は って かれている人々の道ではなく。ある人々の道ではなく年のは聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 誤から明らかに（分別）されている。それで 導きたまえ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの普通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーの御名において。月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他の御名において。年のは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがとす者，る人々の道ではなく。かれらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの数の者をと合は鮮かで，見る者をせる人々の道ではなく聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく。かれらの御名において。 った行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
れらには立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に える人々の道ではなく。アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。見ることが出来ない。 ーの御名において。 導きたまえ，
9|38|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしたの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みせよ。」と言う者があると言われたーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に す者，る人々の道ではなくとは。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは来世を堅く信じる者たちである。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に 足を踏み入れるこす者，る人々の道ではなくの御名において。か。 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。に頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽
比べれば微少なもの御名において。に ぎない。過ぎな
9|39|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。して出 しないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。もって しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた奮 動しむ人たち 懲罰を科せられよう。 懲
と替えられる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは少しもかれを請い願う。 うことは出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であら損なったのではなく，只自分の ーの御名において。
れる人々の道ではなく。
9|40| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。助けを請い願う。けず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラか仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。
れを請い願う。助けを請い願う。けられる人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只 1人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。同じで，（頑固に）信じよう僚）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2人で洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなにいた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう僚に向かい，かって「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配してはな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
らない。アッラ はわたしたちと共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。」と言う者があると言ったそ凡ての称讃あれ，の御名において。 アッラ はかれの御名において。安らぎを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアブーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。

バクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには えないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの でかれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 見ることが出来ない。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
言 を請い願う。最も低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にいもの御名において。になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御言 を請い願う。最も高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
であられる人々の道ではなく。
9|41|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。ある人々の道ではなくいは重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出 しなさい。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と生命じられたものから離れ，地上で奮 軽 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 動しむ人たち 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
を請い願う。棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしなさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 奮闘努力する者，
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も良いものの代りにつまらないものをい。
9|42|もし 近かに利得るために，「これはアッラーから下ったものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み途も短いならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたに ったであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ間の悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
らには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，の御名において。りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの余りに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれた。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある出来る人々の道ではなくこと遠にその中に住むのである。 間の悪魔〔シャ ーの御名において。
なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 に出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者があるかれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 ぼす者，者に。である人々の道ではなく。アッラ はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。
っている人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手

9|43|アッラ はあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 した。何故あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 を請い願う。述べることに従った。スラべる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにはっきアッラーの御名において。りしーの御名において。 許に帰らせられる御方。 実
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘付かない。きアッラーの御名において。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなかる人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。家に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 したの御名において。か。許に帰らせられる御方。
9|44|アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。とを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて す者，る人々の道ではなくことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行いれようなどと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奮闘努力する者， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たりはしない。アッラ は主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。ーの御名において。
9|45|アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。とを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。だけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行いれようと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っておりーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れでかれらは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にさ迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。
9|46|もしかれらに出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みす者，る人々の道ではなく意されている。志を）ひるがえすならが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに し必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何らかの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。なす者，べきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みさせる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れさせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなく慈愛深きアッラーの御名において。家ーの御名において。 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者，
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まれ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。
9|47|かれらは 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたに って出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只足を踏み入れるこ手まといになる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に仮初の生活の生計があろう。」と言った。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 間の悪魔〔シャ 騒動しむ人たち
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。因）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 し求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てあちこち走り回り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にはかれらに耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。もでてこよう捜し求めてあちこち走り回り，そのためあなたがたの中にはかれらに耳を傾ける者もでてこよう 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は不 の御名において。者に。を請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
9|48|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前も不 の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ を請い願う。考えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにたいして事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ を請い願う。 覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。させた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。意されている。に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し穏の行為を考えて，あなたにたいして事態を転覆させた。だがかれらの意に反し 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 転落
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。実現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。



9|49|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしを請い願う。 して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわせないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言う者に。もある人々の道ではなく。 け許に帰らせられる御方。 試 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは既に明示している。に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなくではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。方向かい，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。取り んでいる人々の道ではなく試 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 囲まれる。 。
9|50|もしあなたに良いものの代りにつまらないものをいことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しませる人々の道ではなく。また 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 襲った。
たしたちはもう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前から用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。していたの御名において。だ。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」んで背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。
9|51|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 命じられたものから離れ，地上での御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もわたしたちにふーの御名において。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
りかからない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であられる人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなければならな護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
い。」と言う者がある
9|52|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，光を取り ある人々の道ではなく栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 2つ見ることが出来ない。の御名において。ことの御名において。 1つ見ることが出来ない。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな 命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。出運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
来ようか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御自身を守るであろう。で なされる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 懲罰を科せられよう。
たはわたしたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。手による人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ちなさ処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
い。わたしたちもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。もの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
9|53|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，快よく慈愛深きアッラーの御名において。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 献をしても，不承不承であろうとも，決しを請い願う。しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不承不承であろうとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し仮初の生活の生計があろう。」と言った。 貢献をしても，不承不承であろうとも，決し 決して正しく導か
て受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられないであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
9|54|かれらの御名において。施す者，し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 献をしても，不承不承であろうとも，決し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられてもらえないの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ貢献をしても，不承不承であろうとも，決し ーの御名において。
ないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。らく慈愛深きアッラーの御名において。ら者に。の御名において。ように礼 に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まく慈愛深きアッラーの御名において。だけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多しぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多と施す者，す者，からに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
9|55|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 や子女に心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 われてはならない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらによって財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ ーの御名において。
世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 しようとおぼしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラま現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。 離れ，地上で

れる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
9|56|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。同じで，（頑固に）信じよう士である。それで移住した者，故郷です者，。」と言う者があると言う。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。同じで，（頑固に）信じようーの御名において。
士である。それで移住した者，故郷ではない。かれらは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。真意されている。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく人びとである人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
9|57|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたか洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または潜り込む所を見い出せれば，必ずそれに向こう見ずに急いで行り む所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。 い出せれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れに向かい，こう ず取り上げられる。本当にアッラに急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ難かしいこと。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
ったであろう。
9|58|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。配分を欺いているのに過ぎな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことに就する者である。いてあなたを請い願う。 る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」謗ってはならない。無知のために
ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なさい。直に死を願いぐに怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり出す者，。見ることが出来ない。
9|59|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったから自分を欺いているのに過ぎなたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。に 足を踏み入れるこす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言うべきアッラーの御名において。であっーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにとって万全であられます者，。アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。により（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくでしょう。わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくむよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に します者，。」と言う者があるーの御名において。 嘆願う。
9|60|施す者，し〔シャサダカ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。管理を）知った上は，す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，および心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いて貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
きアッラーの御名において。た者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か金や の御名において。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」して努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない債 済み，また殺されなかったであろうに。」と言うのは，アッラーがそのことでかれらの心に悲嘆を引き起こ ーの御名において。
旅人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。これはアッラ の御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちである人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英 であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 決して正しく導か ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
9|61|またかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。を請い願う。困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラらせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。です者，。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなく預言者たち）に啓示したもの
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善いことの御名において。 きアッラーの御名において。手である人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
す者，る人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 まーの御名において。 ーの御名において。 悩ましてはなら
す者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
9|62|かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。喜ばせるものである。」ばせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アーの御名において。
ッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。喜ばせるものである。」びを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も正しい道に導きたまえ，しい。ーの御名において。
9|63|かれらは知った上は，らないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく用意されている。されており，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ーの御名において。 実 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
に永 に住むのである。むことを請い願う。。そ凡ての称讃あれ，れは大きアッラーの御名において。な屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラである人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
9|64|背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。暴かれた。露するす者，る人々の道ではなく 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくことを請い願う。警戒とししている人々の道ではなく。言っーの御名において。
てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある朝にタべに讃えなさい。」笑う。しておれ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。暴かれた。きアッラーの御名において。出される人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
9|65|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。してたわむれている人々の道ではなくだけです者，」と言う者がある問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
と言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とかれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」笑う。していたではないか。」と言う者があるーの御名において。
9|66|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある弁解しないのか。す者，る人々の道ではなくには及ばない。」と仰せられた。ばない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは かに一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。って後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になった。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者確 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。一部を請い願う。 しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。していたの御名において。で す者，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 懲罰を科せられよう。
9|67|男の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。も女の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく。かれらは邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ類する 悪魔〔シャ ーの御名において。
の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に す者，ことに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。 じる人々の道ではなく。かれらはアッラ を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれもかれらを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれられる人々の道ではなく。本費やし，礼拝の務めを守り，定 閉 ーの御名において。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
9|68|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と女の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。ませーの御名において。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 遠にその中に住むのである。
られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらにとっては十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。アッラ はかれらを請い願う。 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには永 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうーの御名において。 見ることが出来ない。 遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。 。
9|69|あなた以前の御名において。民に先んじ（て下と同じで，（頑固に）信じようじように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもそ凡ての称讃あれ，うである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよりも強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と子女でも かに多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かかった。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。福を成就する者である。分を欺いているのに過ぎなを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ した。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。福を成就する者である。分を欺いているのに過ぎな財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 進めるが，暗闇になれ 楽
を請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ したように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。福を成就する者である。分を欺いているのに過ぎなを請い願う。享 す者，る人々の道ではなく。またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をったように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの楽 楽 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をっている人々の道ではなく。これらの御名において。者に。の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でもまた来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 ばない。これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，失 者に。である人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 敗者である。
9|70|かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」人の御名において。これらの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しなかったの御名において。か。ヌ フ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ド，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サム ドの御名において。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またイブラ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
ヒ ムの御名において。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。住むのである。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。した 都市の母（マッカ）とそ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちはかれらに を請い願う。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 転落 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 証人を呼んでみなさ

にやって来た。アッラ はかれらを請い願う。 われない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした。ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の
9|71|男の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。も女の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに仲 である人々の道ではなく。かれらは正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。す者，す者，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じる人々の道ではなく。また礼間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う。これらの御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
9|72|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にも女の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく永 に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に住むのである。むことを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた。またーの御名において。 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
永 〔シャアドン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しの御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な を請い願う。も。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も 大なもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく遠にその中に住むのである。 園に就いての吉報を伝えなさ 館をも。だが最も偉大なものは，アッラーの御満悦である。それを得る 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。
9|73| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に し 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに しく慈愛深きアッラーの御名において。 せよ。かれらの御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 であ預言者たち）に啓示したもの 対し）その身を守るであろう。 奮闘努力する者， 厳しい試練で 対し）その身を守るであろう。処でも望む所で，思う存分 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
る人々の道ではなく。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
9|74|かれらはアッラ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何も言わない。」と言う者があると誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは かに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な を請い願う。しーの御名において。 悪魔〔シャ 確 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
1度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれイスラ ムを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた後の審きの日の主宰者に。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成就する者である。し得るために，「これはアッラーから下ったものないことを請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アむ。アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。恩 によーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ってかれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利品を入れてやって来る。あなたがたがで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの富裕になされている人々の道ではなくことに して を請い願う。したに ぎない。もし梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許す者，る人々の道ではなくならばか戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 対し）その身を守るであろう。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受讐をしたに過ぎない。もし梅悟するならばか 過ぎな



れらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も良いものの代りにつまらないものをい。もし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも痛い懲罰が下されよう。ましい でかれらを請い願う。 されーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。 罰を科せられよう。
る人々の道ではなく。かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。も援助けを請い願う。者に。もないであろう。護者も援助者もないのである。
9|75|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。アッラ と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
わたしたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ施す者，しを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ正しい道に導きたまえ，しい者に。の御名において。仲 になる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
9|76|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れに 欲になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のへの御名において。 献をしても，不承不承であろうとも，決しを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嫌う。自分たちのために善いことを，あ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 貢献をしても，不承不承であろうとも，決し
う。
9|77|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 善を請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。かせて らしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア偽りのために，かれらには手 懲
ッラ との御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りを請い願う。言っていたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 偽りのために，かれらには手
9|78|かれらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた考え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。相 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っておられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。かーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 談しなさい。いったん決った 。
またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 得るために，「これはアッラーから下ったものないこと凡ての称讃あれ，てを請い願う。熟知った上は，されている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 見ることが出来ない。
9|79|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちで んで慈善の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に施す者，しを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，す者，もの御名において。の御名において。ない者に。を請い願う。進めるが，暗闇になれ 篤信の念である。あなたがた思慮あ 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに嘲り笑う。笑う。を請い願う。加えられることを。える人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。嘲り笑う。笑う。を請い願う。かれらに返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく。かれらに しては痛い懲罰が下されよう。ま罵るならば，不信者の首長たちと戦 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。

しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。懲罰を科せられよう。
9|80|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 おうとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また わなく慈愛深きアッラーの御名において。ても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうは免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あ請い願う。 請い願う。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者仮初の生活の生計があろう。」と言った。 70回，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 うても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらを請い願う。赦し，また善行をする者にされないであろう。これはか請い願う。 ーの御名において。
れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 導きたまえ，
9|81|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものタブ ク 征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みにさいし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。方に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，残されたので，何二つ見ることが出来ない。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，している人々の道ではなくこーの御名において。 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
とを請い願う。喜ばせるものである。」び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生命じられたものから離れ，地上でと を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなくことを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。炎暑のの御名において。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。 奮闘努力する者，
最中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みす者，る人々の道ではなくな。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっとも しい さなの御名において。だ。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 厳しい試練で 熱
ならば。
9|82|そ凡ての称讃あれ，れでかれらを請い願う。少し笑う。わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報でかせてやりなさい。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに す者，る人々の道ではなく で対し）その身を守るであろう。 応報を伝えなさ
ある人々の道ではなく。
9|83|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。もしかれらの御名において。一味に返すことも出来ないであろう。されれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みす者，る人々の道ではなく 可を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 許に帰らせられる御方。
求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 に出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしないで時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
あろう。またわたしと一 に と わないであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの残されたので，何二つ見ることが出来ない。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，してい緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 敵である。地上には，あなたがたのため 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
る人々の道ではなくことに 足を踏み入れるこしていた。だから残されたので，何二つ見ることが出来ない。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 に座は，凡てっていなさい。」と言う者がある満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
9|84|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは してかれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの葬るのに，わたしはこのカラス程のことさえ出 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げてはならない。誰も）迷わさない。 決して正しく導か 儀を示し，哀れみを与え 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
またそ凡ての称讃あれ，の御名において。墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないまま主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。側こそは，最高の ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
として死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだの御名において。である人々の道ではなく。
9|85|またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 や子女に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 われてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。もの御名において。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ ーの御名において。
によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。においてかれらを請い願う。 しようという思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので召されて妻を残す者は，追い立てられることなくであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくこ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 罰を科せられよう。 離れ，地上で
とを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。
9|86|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと共に立礼しなさい。に せよ。」と言う者があるとーの御名において。 奮闘努力する者， 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦えーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ある人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに免れないであろう。アッラーはかれらの行い除き，背き去った。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなく者に。と一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いさせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
9|87|かれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなく者に。と一 にいる人々の道ではなくことを請い願う。好きな敵である。む。かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられた。だからかれら緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
は悟を許された。本当にかれは，寛大に許らない。
9|88|しかし使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとかれと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と生命じられたものから離れ，地上でとを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく。かれらには（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奮闘努力する者，
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善いことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらこそ凡ての称讃あれ，成功する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
9|89|アッラ はかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。永 に流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく を請い願う。 えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むでーの御名において。 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 遠にその中に住むのである。
あろう。そ凡ての称讃あれ，れは至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。
9|90|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み免れないであろう。アッラーはかれらの行い除き，背き去った。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの弁解しないのか。に来た者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。これらア遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 許に帰らせられる御方。
ッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わる人々の道ではなく者に。は皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの居残されたので，何二つ見ることが出来ない。っていた。これら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 懲罰を科せられよう。
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。
9|91|虚な弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをな者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手んでいる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの供え出す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに してーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
忠 である人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に しては（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの非 される人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの筋はない。アッラーは寛容にして慈はない。アッラ は 容にして慈誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 対し）その身を守るであろう。 難かしいこと。 ーの御名において。 寛大に許
悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
9|92|またあなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り物だ。」と言うを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て来たときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えす者，る人々の道ではなく戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
り物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に を請い願う。たたえて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの などを請い願う。 入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 金の御名において。ないことを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんで って乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 涙を目に 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 帰らせられる御方。

いく慈愛深きアッラーの御名において。人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも非 される人々の道ではなく筋はない。アッラーは寛容にして慈はない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。難かしいこと。
9|93| め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。筋はない。アッラーは寛容にして慈は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，富裕にも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラあなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行い除き，背き去った。を請い願う。 い出る人々の道ではなく者に。たちだけである人々の道ではなく。かれら責は必ず不信心者の上に下る 願う。
は背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 にいる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。アッラ はかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられた。 って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの失うもの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
らないの御名において。である人々の道ではなく。
9|94|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの居所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに る人々の道ではなくとかれらは しを請い願う。 うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある しを請い願う。 うては帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 請い願う。 許に帰らせられる御方。 請い願う。
ならない。わたしたちは してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせ決して正しく導か ーの御名において。
られた。またアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，とーの御名において。 見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく御方に される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせら帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れる人々の道ではなく。」と言う者がある
9|95|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ってきアッラーの御名において。た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの放置し，当てもなくさ迷わせられる。す者，る人々の道ではなくようアッラ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 責は必ず不信心者の上に下る
にかけてかれらは誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うであろう。そ凡ての称讃あれ，れでは放っておけ。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。住むのである。まーの御名において。 浄である。だから 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。

いである人々の道ではなく。かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく いである人々の道ではなく。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
9|96|かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。られる人々の道ではなくようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うかもしれない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか気付かない。
れらを請い願う。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御喜ばせるものである。」びになられない。気付かない。 ーの御名において。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
9|97|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。と 善はもっと甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた に就する者である。遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まったく慈愛深きアッラーの御名において。 知った上は，である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。無 ーの御名において。
9|98|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。施す者，したもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，上の幸福を成就する者である。 金の御名において。ように思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 ーの御名において。 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いっそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに凶 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくよう待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。にこそ凡ての称讃あれ，凶 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 見ることが出来ない。
舞われ，（不安の中に）動揺させられて，うであろう。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴



9|99|しかし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。支出を請い願う。アッラ遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 ーの御名において。 ーの御名において。
に近付かない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。祝福を成就する者である。に る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げ物だ。」と言うと考えている人々の道ではなく。 け。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れはかれらを請い願う。アッラ に近預言者たち）に啓示したもの 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。
付かない。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらを請い願う。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
9|100|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ムの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，第ーの御名において。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 1は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカからの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，者に。を請い願う。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類え助けを請い願う。けたマディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを遷移者と，（遷移者を迎え助けたマディーナ 遷移者と，（遷移者を迎え助けたマディーナ ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの援助けを請い願う。者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに った者に。たちである人々の道ではなく。アッラ はかれらを請い願う。 でられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらもま従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
たかれに 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられす者，る人々の道ではなく。かれは川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。永 に流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに永 に住むのである。まわせられ満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 遠にその中に住むのである。
る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。
9|101|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。周 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またマディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをの御名において。市の母（マッカ）とそ民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくい囲まれる。 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 ーの御名において。
る人々の道ではなく。かれらは 善に 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のしている人々の道ではなく。あなたはかれらを請い願う。知った上は，らない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは知った上は，っている人々の道ではなく。かれは偽りのために，かれらには手 執り成しも許されず，償いも受 2回にわた
りかれらを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，重い懲罰を科せられよう。い にかけられる人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
9|102|外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 ちを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。不行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく混っている人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。誤から明らかに（分別）されている。それで 認し， 自ら証言したのである。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを ーの御名において。
悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 される人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
9|103|かれらの御名において。 から施す者，しを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取らせる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れで清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう しを請い願う。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらへの御名において。安らぎである人々の道ではなく。アッラ は全 にしてーの御名において。 聴
全知った上は，であられる人々の道ではなく。
9|104|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちの御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また施す者，しを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられる人々の道ではなくことを請い願う。かれらは知った上は，らないの御名において。か。ーの御名において。
またアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけ深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなくことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，らないの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。
9|105|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさえ。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。御存知った上は，であーの御名において。
られる人々の道ではなく。かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちもまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられ見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
る人々の道ではなく方に される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなく。」と言う者がある帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
9|106|そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく なされる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。裁 を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。たされる人々の道ではなく者に。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 決して正しく導か
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
9|107|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ムの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しよう害したためである。これもかれらがアッラーの掟にと不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。助けを請い願う。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一座は，凡ての御名において。マスジドを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラした者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
れで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 を請い願う。分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに して った者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れ家とす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく間の悪魔〔シャ ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 隠すことも知っている。」と仰せられた。 。
しかも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの口先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」では）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只善いことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうだけです者，。」と言う者があると誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。
かに っている人々の道ではなくことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなく。確 偽りのために，かれらには手 証人を呼んでみなさ

9|108|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは してそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラってはならない。最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。から敬虚なに えを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ決して正しく導か 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ
されたマスジドこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。に相 しい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら清めなさい。」 である人々の道ではなくことを請い願う。好きな敵である。む人び応 浄である。だから
とが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。を請い願う。 でられる人々の道ではなく。ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
9|109|アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てそ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。 えを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてる人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， け崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れそ凡ての称讃あれ，うな崖のふちの御名において。ふちーの御名において。 礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ 砕け崩れそうな崖のふち
にそ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。 えを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に共に立礼しなさい。に け落ちる人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れている人々の道ではなくか。アッラ は不礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 砕け崩れそうな崖のふち 優るか，またはそれと同様の ーの御名において。
を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。 かれない。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，

9|110|かれらの御名において。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてた建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かく慈愛深きアッラーの御名において。 かれない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。惑不安の御名において。 となろ細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 砕け崩れそうな崖のふち 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
う。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
9|111|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちからそ凡ての称讃あれ，の御名において。生命じられたものから離れ，地上でと を請い願う。 われた。かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 楽園に就いての吉報を伝えなさ
ある人々の道ではなく。かれらはアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と福を成就する者である。音を下され，とクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンとを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ばれる人々の道ではなく真 な 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ 以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに忠 であろうか。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 誰も）迷わさない。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
んだ契 を請い願う。喜ばせるものである。」べ。そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

9|112|悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， える人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 讃あれ， 斎戒が定められた。恐らくあ
善を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外ず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。。これらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。吉勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 悪魔〔シャ ーの御名において。 報を伝えなさ
を請い願う。 えなさい。伝えなさ
9|113|多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者近 であっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人である人々の道ではなく仮初の生活の生計があろう。」と言った。 親，孤児，貧者を規切に扱い 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかになった後の審きの日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。にとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。にとり妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようではない。預言者たち）に啓示したもの
9|114|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。父の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったたーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。になった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとの御名において。 を請い願う。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時った。ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにイブラ ヒ ムは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，柔和であり，慈悲であるで辛抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。 い人物だ。」と言うであった。ーの御名において。 ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
9|115|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。 かれた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ことを請い願う。解しないのか。明であられます。」される人々の道ではなくまでは して迷える人々の道ではなくわせたりしーの御名において。 導きたまえ， 決して正しく導か
ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
9|116|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは生を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。
たには守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。も援助けを請い願う。者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
9|117|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。と苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。 にかれに った 移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，者に。たち〔シャムハ ジルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しと援助けを請い願う。者に。たち〔シャアンーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 難かしいこと。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 遷移者と，（遷移者を迎え助けたマディーナ ーの御名において。 ーの御名において。
サ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しに哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらの御名において。一部の御名において。者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。履行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの殆んど逸れてしんど逸れてはれてしーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
まった。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれはかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 切に扱いであり慈時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 規切に扱い
悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
9|118|後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。った 3人に しても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたかれは哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はこの御名において。ように いの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ対し）その身を守るであろう。 広大無辺にして全知であられる。
らには狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。く慈愛深きアッラーの御名において。感じられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。魂を損なったのである。も自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくようになった。そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にーの御名において。
る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから免れないであろう。アッラーはかれらの行いれる人々の道ではなくす者，べが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないことを請い願う。悟を許された。本当にかれは，寛大に許った。す者，る人々の道ではなくと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら縋っている者は，必ず正 懲罰を科せられよう。

は梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。った。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
9|119|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの な者に。と一 にいなさい。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
9|120|マディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをの御名において。人びとも周 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牧して食の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア人たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。あとに居残されたので，何二つ見ることが出来ない。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ーの御名において。 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 ーの御名において。
分を欺いているのに過ぎなの御名において。身を守るであろう。命じられたものから離れ，地上でを請い願う。かれの御名において。もの御名において。より大切に扱いにす者，る人々の道ではなくなど っている人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 ーの御名において。 渇き，疲れ，餓 餓
えに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらせる人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの攻 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに出向かい，く慈愛深きアッラーの御名において。度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に何らかの御名において。打 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに賂）に出向く度に，敵に何らかの打撃を与える度に，かれらに 敵である。地上には，あなたがたのため 撃を受けている。われは人間の間に
してもそ凡ての称讃あれ，の御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさとして される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。への御名において。 を請い願う。 益なく，また決して正しく導かに対し）その身を守るであろう。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 ーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 無

されない。
9|121|大なり小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそなり（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの やしたもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また一つ見ることが出来ない。の御名において。谷を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に費やし，礼拝の務めを守り，定 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
されている人々の道ではなく。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最上の幸福を成就する者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もって われる人々の道ではなく。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ
9|122|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 に出 す者，べきアッラーの御名において。ではない。各 の御名において。うち一部が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して残されたので，何二つ見ることが出来ない。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，者に。は宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに就する者である。員で 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 動しむ人たち 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 動しむ人たち
いて理を）知った上は，解しないのか。を請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。出 した者に。は注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。す者，る人々の道ではなくであろう。帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 動しむ人たち



9|123|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに近い不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と え。そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく意されている。志を）ひるがえすなら 固に）信じようで力なもの）になるまでかれらに対して戦え いことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 堅く信じる者たちである。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
かれらに知った上は，らせなさい。アッラ は主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。ーの御名において。
9|124|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの新たに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにかれらの御名において。ある人々の道ではなく者に。は言う。 これらの者は（等しく）失敗者である。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれによってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 誰も）迷わさない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろうか。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによって信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。
9|125|しかし心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによって れの御名において。上の幸福を成就する者である。に れを請い願う。加えられることを。えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。として死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび。汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ
9|126|かれらは 牢，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，毎度約束を破り，主を畏れない。 1度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれや 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。に 付かない。かないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許せず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また改心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。試 気付かない。
しないの御名において。である人々の道ではなく。
9|127|かれらは 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 ていーの御名において。 顧みられず，清められることもない。かれらは痛 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。
る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらは背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。かれらは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らない民に先んじ（て下である人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，かーの御名において。
ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせられたの御名において。である人々の道ではなく。
9|128|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やって来た。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ごとに心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。間の悪魔〔シャ 悩ましてはなら
痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とても心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配している人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に し しく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また情もなく，執り成しもない深きアッラーの御名において。い。対し）その身を守るであろう。 優るか，またはそれと同様の
9|129|だからかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。かーの御名において。
れの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない。わたしはかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく。かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 光を取りに ちた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至高の御名において。玉座は，凡ての御名において。主であられ頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
る人々の道ではなく。」と言う者がある
10|1|アリフ ラ ム ラ 。これらは英知った上は，に ちた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。御印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
10|2|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 1人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは人びとに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，預言者たち）に啓示したもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 末であろうか。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 で れた足を踏み入れるこ を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくとの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 を請い願う。 えな結ぺと命じられたものから離れ，地上で 許に帰らせられる御方。 優るか，またはそれと同様の 場所から離れさ 報を伝えなさ 伝えなさ
さい。」と言う者があると命じられたものから離れ，地上でじたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッ力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れ程）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。である人々の道ではなくの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこ驚くのか。そしてあなたが
れは明であられます。」らかに魔 です者，。」と言う者があると言う。術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
10|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主はアッラ である人々の道ではなく。ーの御名において。 6日の主宰者に。の御名において。 に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの玉位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
座は，凡てして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し 御なされる人々の道ではなく。かれの御名において。 しを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものた後の審きの日の主宰者に。でなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，者に。はない。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ 規切に扱い 統の正しい） 許に帰らせられる御方。 執り成しも許されず，償いも受

なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ である人々の道ではなく。かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないの御名において。か。ーの御名において。 訓戒とし
10|4|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった一 にアッラ の御名において。御 に る人々の道ではなく。アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 造に向かい，を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく。これは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。した者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，に われる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 報を伝えなさ
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。えたった 物だ。」と言うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 懲罰を科せられよう。
10|5|かれこそ凡ての称讃あれ，は太 を請い願う。 やかせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り明であられます。」とされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 道に導きたまえ，を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，年の数の者を（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと 日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 算に迅速であるを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 計があろう。」と言った。
に教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた方である人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれらを請い願う。 造に向かい，されたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只真理を）知った上は，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 わす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。かれーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
は知った上は， ある人々の道ではなく人びとに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。述べることに従った。スラべられる人々の道ではなく。識 詳
10|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼との御名において。交替，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 に られる人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。へーの御名において。 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
10|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれとの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。しない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に 足を踏み入れるこしてこれに安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。している人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してわれ見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 かにす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
10|8|これらの御名において。者に。の御名において。住むのである。まいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
10|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようによってかれらを請い願う。 かれる人々の道ではなく。至福を成就する者である。の御名において。導きたまえ， 楽園に就いての吉報を伝えなさ
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさはかれらの御名において。足を踏み入れるこ元を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
10|10|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれらの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 光を取りを請い願う。 えます者，。」と言う者があるであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，こでの御名において。かれーの御名において。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
らの御名において。挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があるであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りの御名において。 びは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ を請い願う。 えます者，。」と言う者があるである人々の道ではなく。結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 讃あれ，
10|11|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく幸福を成就する者である。へと急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとに して を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ 猶予もないであろう。 間の悪魔〔シャ
はきアッラーの御名において。っと らされたであろう。われとの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてもなく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくわせる人々の道ではなくこ終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 見ることが出来ない。
とであろう。
10|12|人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく苦の）果実の損失で，必ずあなたがた に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてたわり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは座は，凡てり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラっていても難かしいこと。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな状 の御名において。もとでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれを請い願う。呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらから苦の）果実の損失で，必ずあなたがた を請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまる人々の道ではなくで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 難かしいこと。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不幸の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。われを請い願う。呼んでみなさばなかったかの御名において。ように ごしてしまう。この御名において。ように愚か者が信仰かな者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。過ぎな
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせられる人々の道ではなく。悪魔〔シャ
10|13|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かの御名において。民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 ぼした。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったた義を知っているとあなたがたに告げたではないか 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。かれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとはしなかった。この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した民に先んじ（て下に証人を呼んでみなさ
いる人々の道ではなく。報を伝えなさ

10|14|そ凡ての称讃あれ，れからわれはかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう継がせた，またわれはマルヤムの子イー
かを請い願う。 る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
10|15|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われと会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない者に。たちは言っ瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれとは の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来なさい。そ凡ての称讃あれ，れともこれを請い願う。改（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの鼠？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしなさい。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくい別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。
い。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。裁量であられる。でこれを請い願う。改（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの鼠？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくことは出来ない。只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。に うだ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
けである人々の道ではなく。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし主に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
10|16|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 せず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられなかったであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一生ほど啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確 間の悪魔〔シャ
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの40年のの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 ごした。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。」と言う者がある歳月を過ごした。あなたがたは未だ悟らないのか。」 過ぎな
10|17|アッラ に就する者である。いて りを請い願う。捏造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくほど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしい不 の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して成功する者である。しないの御名において。である人々の道ではなく。決して正しく導か
10|18|かれらはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にせず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また益なく，また決して正しく導かの御名において。ないもの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
アッラ の御名において。御前でわたしたちを請い願う。 り成す者，もの御名において。です者，。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にーの御名において。 執り成しも許されず，償いも受
おいてアッラ の御名において。知った上は，らないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれを請い願う。 えなさい。かれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，ーの御名において。 讃あれ，
る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。
10|19|人 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの元来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唯一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの間の悪魔〔シャ 1つ見ることが出来ない。の御名において。ウ〕に動しむ人たちンマ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは した。もし以前にあ敵である。地上には，あなたがたのため対し）その身を守るであろう。
なたの御名において。主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。相 点に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 で必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ解しないのか。 されていた葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
であろう。
10|20|かれらは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故主から一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであもかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。だろう。」と言う者がある言



ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御支配しておられる人々の道ではなく。だから待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。わたしもまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある
10|21|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 に 厄も，あなた自身からを請い願う。味わせた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに して策 を請い願う。す者，る人々の道ではなく。言間の悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 見ることが出来ない。 対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，策 に して迅速であるに 置し，当てもなくさ迷わせられる。される人々の道ではなく。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 対し）その身を守るであろう。 処でも望む所で，思う存分
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。策 す者，る人々の道ではなくことを請い願う。凡ての称讃あれ，て す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
10|22|かれこそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに旅を請い願う。させられる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく船の中に，またアッラーがに る人々の道ではなく陸上の狩猟は， 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に って航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れで喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。暴かれた。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大波が四方から押し寄せ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく四方から押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし寄った上せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す風向きの 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 風向きの 襲った。

らはもうこれまでだと 念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしわたしたち観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 ーの御名において。
を請い願う。これから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ感 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく者に。になります者，。」と言う者がある謝するであろう。
10|23|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において正しい道に導きたまえ， を請い願う。侮って不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ見ることが出来ない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆は只自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。で享 を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくだけである人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはす者，ぐにわれ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽
に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなくであろう。帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
10|24|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。例えてみれば，ちょうどえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかからわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ようなもの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで上の幸福を成就する者である。を請い願う。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 や家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこらせる人々の道ではなく。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく美していますのに。」かれは仰せられ な装をあなたがたに授けた。いで覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われて られる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。潤し，人間や家畜の食べ物を茂らせる。大地が美麗な装いで覆われて飾られると，そこの（住）民は，その 間の悪魔〔シャ 麗な装いで覆われて飾られると，そこの（住）民は，その 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し

全 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなったと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい む。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないも昼も一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昨日の主宰者に。は 茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこしていたはず取り上げられる。本当にアッラの御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく刈き取きアッラーの御名において。取権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 緊
られた株のように変り果てる。われはこのように，熟慮する人びとのために（われの）印を解明する。の御名において。ように り果てる人々の道ではなく。われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，熟 す者，る人々の道ではなく人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。明であられます。」す者，る人々の道ではなく。変えてしまった。それでわれ 慮するであろう。われに感謝し
10|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。平安の御名において。家に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられた者に。を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。ーの御名において。 導きたまえ，
10|26|善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。した者に。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。へ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳加えられることを。もある人々の道ではなく。かれらの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
暗さや屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをもないであろう。これらは の御名において。住むのである。人である人々の道ではなく。永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
10|27|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう の御名において。 の御名において。 いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。また屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラに覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから悪魔〔シャ 様の 悪魔〔シャ 報を伝えなさ ーの御名において。
かれらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくもの御名において。はないであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。暗 に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われたようである人々の道ではなく。これらは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人であ顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
る人々の道ではなく。永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。遠にその中に住むのである。
10|28|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは一 にかれらを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。たちに言うであろう。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたそ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仲 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえていなさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れからわれは一人一人を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 す者，。間の悪魔〔シャ 離れ，地上で
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてていた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちではなかった。際は）自分を欺いているのに過ぎな 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
10|29|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として万全である人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたーの御名において。 間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく している人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 知った上は，らなかった。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 実際は）自分を欺いているのに過ぎな
10|30|そ凡ての称讃あれ，こで各人は先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをった行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。真の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に れ され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく確認し， 自ら証言したのである。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 戻そうと望んでいる。真理が
捏造に向かい，していたもの御名において。はかれらから消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくであろう。
10|31|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに用度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。供え す者，る人々の道ではなくの御名において。は か。 や給 誰も）迷わさない。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視
を請い願う。司る人々の道ではなくの御名において。は か。また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ物だ。」と言うから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものお？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生から死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの西？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものせられる人々の道ではなくの御名において。は か。また凡ての称讃あれ，覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 誰も）迷わさない。 誰も）迷わさない。

ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し 御す者，る人々の道ではなくの御名において。は である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 」と言う者があると言おう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。規切に扱い 統の正しい） 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。か。
10|32|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。真の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられる人々の道ではなく。真理を）知った上は，から れては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。ーの御名において。 離れ，地上で 偽りのために，かれらには手
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある
10|33|この御名において。ように主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御言 は真 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ された。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにか掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 対し）その身を守るであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 証人を呼んでみなさ
れらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないであろう。
10|34|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。 造に向かい，を請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。す者，の御名において。か。」と言う者がある言っ誰も）迷わさない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。 造に向かい，され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく御方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあな創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある
10|35|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，に く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッ誰も）迷わさない。 導きたまえ，
ラ は真理を）知った上は，に いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで真理を）知った上は，に く慈愛深きアッラーの御名において。方と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれなければ道に導きたまえ，を請い願う。 い出せない者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ， 導きたまえ， 見ることが出来ない。
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく うの御名において。に す者，る人々の道ではなくの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしたの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどう判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 値）が分れば，あなたが
10|36|かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は臆 に うだけである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように臆 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも真理を）知った上は，にとって替ある人々の道ではなくことは出来ない測す 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 測す 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。
10|37|この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。によって作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさられる人々の道ではなくようなもの御名において。ではない。そ凡ての称讃あれ，れどころかこれーの御名において。 ーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ以前にあったもの御名において。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主からの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。さない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。解しないのか。明であられます。」確証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
である人々の道ではなく。
10|38|またかれらは言うの御名において。である人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさったの御名において。です者，か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。た 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってきアッラーの御名において。なさい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 ーの御名において。
以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくことの御名において。出来る人々の道ではなく援助けを請い願う。者に。に ってみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある願う。
10|39|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。知った上は， で理を）知った上は，解しないのか。出来ないもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。解しないのか。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，識 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 偽りのために，かれらには手
りである人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく。この御名において。ようにかれら以前の御名において。者に。も りである人々の道ではなくとした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったの御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなもの御名において。偽りのために，かれらには手 見ることが出来ない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
であったかを請い願う。。
10|40|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
10|41|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたを請い願う。虚な の御名において。徒となったとす者，る人々の道ではなくならば言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた はわたしの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で偽りのために，かれらには手 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに なく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに ない。」と言う者がある関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは
10|42|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， けない者に。に かせる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくできアッラーの御名において。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ようか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やはり理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。である人々の道ではなく。
10|43|またかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぐ者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは えない者に。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来よう見ることが出来ない。 導きたまえ，
か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やはり てはいないの御名において。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
10|44|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は して人 を請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 は自らを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなく。ーの御名において。 決して正しく導か 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
10|45|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは昼 の御名において。一刻の掟がある。も滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，しなかったかの御名において。ように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの感じて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
互いに敵である。地上には，あなたがたのためいによく慈愛深きアッラーの御名において。 えている人々の道ではなくであろう。アッラ との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれなかった者に。たちは かに失 者に。であ覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ ーの御名において。 見ることが出来ない。 認し， 自ら証言したのである。 導きたまえ， 確 敗者である。
る人々の道ではなく。



10|46|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらと 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い 果の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生存中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に わして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたを請い願う。われに召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やはりかれらはわれに る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
れらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった凡ての称讃あれ，てに就する者である。いて立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
10|47|そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。民に先んじ（て下に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わされたの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。かれらの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられはかれ対し）その身を守るであろう。 遺言をするよう定め 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
らの御名において。 で公正しい道に導きたまえ，に裁 されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはない。間の悪魔〔シャ 決して正しく導か 扱い
10|48|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく果たされる人々の道ではなくの御名において。は何 なの御名において。です者，か。」と言う者がある葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
10|49|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなで害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしまたは益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えはーの御名において。
ない。各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。民に先んじ（て下には定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらの御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一刻の掟がある。も 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不す者，る人々の道ではなくことは出来ない。猶予もないであろう。
また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなくことも出来ない。」と言う者がある
10|50|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 は夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないでも昼でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく懲罰を科せられよう。
の御名において。であろ。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。どの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
10|51|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やっと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでいたそ凡ての称讃あれ，の御名において。 である人々の道ではなく。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
10|52|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 不 の御名において。徒となったに向かい，かって言われる人々の道ではなくであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある永 の御名において。 を請い願う。味わえ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。
してだけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いられる人々の道ではなくの御名において。ではないか。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ

10|53|かれらはあなたに うだろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは真 なの御名において。です者，か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，ぅだ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたし問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 実
の御名において。主にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは真 です者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは免れないであろう。アッラーはかれらの行いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれられないの御名において。です者，。」と言う者がある実
10|54|不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった各人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。一切に扱いの御名において。もの御名において。を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，している人々の道ではなくとす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 げて罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 おうと義を知っているとあなたがたに告げたではないか 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で
す者，る人々の道ではなくであろう。また を請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前に る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは後の審きの日の主宰者に。悔を請い願う。表す者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 は公正しい道に導きたまえ，に裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ
に われる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。扱い
10|55|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 ではないか。しかーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は分を欺いているのに過ぎならない。
10|56|かれは生を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してかれにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
10|57|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主から かに 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。確 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが (癒?))し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に す者，る人々の道ではなく きアッラーの御名において。であり慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 導きたまえ，
10|58|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。恩 により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。喜ばせるものである。」ばせなさい。そ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蓄を荒し廻る。だがア したもの御名において。に る人々の道ではなく。」と言う者がある積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 勝手に）変えてしまった。それでわれ
10|59|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。としてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。何ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
故あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一部を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの非合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一部を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒としたの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッ
ラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに されたの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に就する者である。いて捏造に向かい，したの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
10|60| 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて嘘を請い願う。捏造に向かい，した者に。たちの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうことは何であろうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
人 に し恩 の御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りを請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は感 しない。間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
10|61|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられしていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。どの御名において。部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 していても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
どんな行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。していようとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れにうち んでいる人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
者に。である人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。微 の御名において。重い懲罰を科せられよう。さも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主から免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない。またそ凡ての称讃あれ，れよりも小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそさいもの御名において。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大きアッラーの御名において。い証人を呼んでみなさ 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま

もの御名において。でも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはっきアッラーの御名において。りと 物だ。」と言うの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものないもの御名において。はないの御名において。である人々の道ではなく。書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ
10|62| なさい。アッラ の御名において。友には本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いもないであろう。見ることが出来ない。 ーの御名において。 憂いもないであろう。
10|63|かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れていた者に。たち。ーの御名において。
10|64|かれらに しては 世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。においても吉 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ の御名において。御言 には 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそはない。そ凡ての称讃あれ，れ対し）その身を守るであろう。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 変えてしまった。それでわれ
こそ凡ての称讃あれ，は 大な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
10|65|かれらの御名において。言 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。ませてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 能であられる。 誉は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも ーの御名において。 。
かれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
10|66| なさい。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っ見ることが出来ない。 ーの御名において。 ーの御名において。
ている人々の道ではなく者に。たちは何に うの御名において。か。かれらは妄りに預言者を殺害したことを想いを）自分の胸にしまっに っている人々の道ではなくだけ。自分を欺いているのに過ぎな 手に ぎない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 過ぎな
10|67|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。憩わせ，また昼間を明々白々にされわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼 を請い願う。明であられます。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにされ間の悪魔〔シャ
る人々の道ではなく方である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には く慈愛深きアッラーの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。もつ見ることが出来ない。人びとに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 対し）その身を守るであろう。
10|68|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は一人の御名において。子を請い願う。もうけられた。」と言う者があると言う。かれに えあれ。かれは自足を踏み入れるこなされーの御名において。 讃あれ，
る人々の道ではなく御方。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。はないの御名において。である人々の道ではなく。アッラ対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。知った上は，らないことを請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。か。ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」

10|69|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に就する者である。いて嘘を請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して えないであろう。」と言う者があるーの御名において。 決して正しく導か 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
10|70|かれらはこの御名において。世を堅く信じる者たちである。で束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 の御名において。享 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからわれの御名において。 に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。間の悪魔〔シャ 楽 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
であったことに して しい を請い願う。味わせる人々の道ではなくであろう。対し）その身を守るであろう。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
10|71|かれらにヌ フの御名において。物だ。」と言う を請い願う。 しなさい。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい出させる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって迷える人々の道ではなく惑で緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。
あっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなで立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの相 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 談しなさい。いったん決った
たの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしなさい。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，半信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，半疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であってはならない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 わたしに す者，る人々の道ではなく決して正しく導か 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。
度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不す者，る人々の道ではなくな。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 決して正しく導か 猶予もないであろう。

10|72| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。もらうわけではなかった。わたし仮初の生活の生計があろう。」と言った。 報を伝えなさ
は只アッラ から 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。いただく慈愛深きアッラーの御名において。だけ。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ムスリムである人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 報を伝えなさ
10|73|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヌ フ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれとかれの御名において。味方の御名において。者に。たちを請い願う。方舟の中で一緒であったものたちを救い，わに救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かーの御名において。
れらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。を請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。 なさい。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた者に。たちの御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなも継がせた，またわれはマルヤムの子イー 見ることが出来ない。
の御名において。であったかを請い願う。。
10|74|そ凡ての称讃あれ，れからかれの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，けた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人び遺言をするよう定め
と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは以前に拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとはしなかった。この御名において。ようにわれは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じる人々の道ではなく。
10|75|そ凡ての称讃あれ，れからかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちにーの御名において。 ーの御名において。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 遺言をするよう定め
わしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは高慢で不信の徒となったで罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い民に先んじ（て下であった。



10|76|真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく からかれらに許に帰らせられる御方。 (西?))された ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 である人々の道ではなく。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 術を教え，またバービル
10|77|ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。実 (湾?))されている人々の道ではなく真理を）知った上は，を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく魔 であろうか。魔 は成功する者である。しないであろう。」と言う者がある術を教え，またバービル 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
10|78|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来たの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく守り，またわれが授けたものを施す者，っていた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようから背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であ
る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。で高い地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。わたしたちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じな両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
い。」と言う者がある
10|79|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある凡ての称讃あれ，ての御名において。老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い な魔 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここに呼んでみなさんで来なさい。」と言う者がある練で 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
10|80|魔 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ はかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。投げて誰がげたいもの御名において。を請い願う。投げて誰がげなさい。」と言う者がある術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
10|81|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく投げて誰がげた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 出したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魔 である人々の道ではなく。アッラ は直に死を願い時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 術を教え，またバービル ーの御名において。
ぐそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えにされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は不 の御名において。徒となったの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 を請い願う。成功する者である。させない。」と言う者がある無 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
10|82|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者好きな敵である。まなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は御言 で真理を）知った上は，を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなく。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 証人を呼んでみなさ
10|83|かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。末であろうか。 を請い願う。除き，背き去った。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとしなかった。かれらはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンや首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ の御名において。輩を除いては，ムーサーを信じようとしなかった。かれらはフィルアウンや首長の ーの御名において。 ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。恐らくあなたがたはれていたの御名において。である人々の道ではなく。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは国を与えた。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たで を請い願う。恋にし，本当に暴君であった。にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように暴かれた。君であった。であった。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
10|84|ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
なさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなくならば。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
10|85|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， します者，。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。一 となされず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，試練で
10|86|あなたの御名において。御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。もってわたしたちを請い願う。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。民に先んじ（て下から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
10|87|われはム サ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者に 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。エジプトに住むのである。まいを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家を請い願う。礼 の御名において。 となし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに吉 を請い願う。 えなさい。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 場所から離れさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 報を伝えなさ 伝えなさ
10|88|ム サ は申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
裕福を成就する者である。を請い願う。御授けたものを施す者，けになりました。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい出てしまいます者，ように。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。華裕福を御授けになりました。主よ，かれらがあなたの道から迷い出てしまいますように。主よ，かれらの

富を請い願う。 ぼされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 固に）信じようにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，れ故痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないでしょ滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 頑固に）信じよう 懲罰を科せられよう。
う。」と言う者がある
10|89|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りは受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられた。だから姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっと を請い願う。正しい道に導きたまえ，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，な者に。の御名において。道に導きたまえ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 無
に ってはならない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
10|90|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。波が四方から押し寄せ，かれらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。虐と 意されている。に ちてかれら孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 敵である。地上には，あなたがたのため 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 した。溺れさせた時のことを思い起せ。れ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にそ凡ての称讃あれ，うになった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよういたします者，。イス跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。はありません。わたしは服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。です者，。」と言う者がある孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
10|91|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくとかれに仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ちょっと前まであなたは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。して
いた。 局かれらの懲罰は軽減されず，あなたは犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。の御名において。仲 であった。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 間の悪魔〔シャ
10|92|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは後の審きの日の主宰者に。の御名において。者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。体を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はわ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 かにす者，る人々の道ではなく。」と言う者がある疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
10|93|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に安全な居住むのである。の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，けた。かれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 悪魔〔シャ
知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくまでは意されている。 の御名において。相 はなかった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく争った時のことを思い起せ。だがアッラっていたことに就する者である。い識 見ることが出来ない。 異 審きの日の主宰者に。
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。裁 される人々の道ではなくであろう。間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
10|94|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしわれの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者したもの御名において。に就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 んでいる人々の道ではなく者に。に え。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
かに真理を）知った上は，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からあなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。である人々の道ではなく。だからあなたは 疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に ってはならない。確 懐疑の徒の仲間となってはならない。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう

10|95|またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 者に。にならないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。仲 であってはなら敗者である。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 間の悪魔〔シャ
ない。
10|96|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく深きアッラーの御名において。いため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御言 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりになった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないであろう。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
10|97|例えてみれば，ちょうどえ凡ての称讃あれ，て印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに(宙?))されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 る人々の道ではなくまでは。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。
10|98|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で を請い願う。免れないであろう。アッラーはかれらの行いれる人々の道ではなくの御名において。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラった町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ ヌスの御名において。民に先んじ（て下の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはなかったの御名において。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。
は何故なの御名において。か。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ ヌスの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの力なもの）になるまでかれらに対して戦えーの御名において。 t信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。における人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不名において。誉な を請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
かれらから取り い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。生活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。享 させた。払うようなことを 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽
10|99|もし主の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。は凡ての称讃あれ，て信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ったことであろう。あなたは人びとを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いて強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にしようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。
10|100|アッラ の御名において。 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくことは出来ないの御名において。である人々の道ではなく。また悟を許された。本当にかれは，寛大に許らない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かーの御名において。 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。
れは退 を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こさせる人々の道ではなく。廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
10|101|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなさい。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない人びとには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであも警観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。
10|102|かれら以前に ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った人びとの御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こったの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと同じで，（頑固に）信じようじこと以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。過ぎな
す者，る人々の道ではなくの御名において。か。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしもまたあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。もの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
10|103|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうであろう。この御名において。ように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。
免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
10|104|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，例えてみれば，ちょうどえあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはア
ッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えている人々の道ではなくもの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えない。わたしはアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。
召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされる人々の道ではなく御方ではないか。わたしは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなく。
10|105|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れからこうも言われた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，な教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに向かい，けなさい。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。仲顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 純 間の悪魔〔シャ
であってはならない。
10|106|またアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。益なく，また決して正しく導かせず取り上げられる。本当にアッラまた いもしないもの御名において。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってはならない。もしこーの御名において。 損なったのではなく，只自分の
れを請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 者に。の御名において。仲 である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ
10|107|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 厄も，あなた自身からを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。はない。またもしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
あなたに幸福を成就する者である。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。恩 を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくもの御名において。は何もないの御名において。である人々の道ではなく。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者がある寛大に許
10|108|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく(宙?))されたの御名において。である人々の道ではなく。 かれる人々の道ではなく者に。導きたまえ，



は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に迷える人々の道ではなくう。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。後の審きの日の主宰者に。 人導きたまえ， 見ることが出来ない。
ではない。」と言う者がある
10|109|あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく裁かれる人々の道ではなくまで耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。かれは裁 に最も れた御啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 決して正しく導か 優るか，またはそれと同様の
方であられる人々の道ではなく。
11|1|アリフ ラ ム ラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの英知った上は，によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， されており，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また英明であられます。」にして通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー され・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 護者も援助者もないのである。 暁に（罪の）赦しを
る人々の道ではなく御方からの御名において。解しないのか。明であられます。」である人々の道ではなく。
11|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れで言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。 にも仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また吉ーの御名において。 誰も）迷わさない。 報を伝えなさ
の御名において。 者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
11|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い え。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれの御名において。 に返すことも出来ないであろう。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うす者，れば請い願う。 願う。 許に帰らせられる御方。
アッラ は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 期までいろいろなよいもの御名において。を請い願う。享受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさせる人々の道ではなく。また功する者である。 の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かい者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ 富ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 績の多い者には，それぞれ豊富 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 大な日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
11|4|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。 に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
11|5| なさい。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 意されている。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに そ凡ての称讃あれ，うとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。たたみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 んでいる人々の道ではなく。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 敵である。地上には，あなたがたのため 隠すことも知っている。」と仰せられた。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。衣であり，あなたがを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のこんでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらの御名において。 す者，こと わす者，ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 隠すことも知っている。」と仰せられた。 顕かせ，かれらが置かれていた（幸福な）場所から離れさ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
11|6|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。生きアッラーの御名において。もの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。アッラ からいただいていない者に。はない。かれはそ凡ての称讃あれ，れらの御名において。居恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
住むのである。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたと寄った上留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，てはっきアッラーの御名において。りと 物だ。」と言うに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ
11|7|かれこそ凡ての称讃あれ，は玉座は，凡てが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打の御名において。上の幸福を成就する者である。にあった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 6日の主宰者に。の御名において。 に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，された御方。そ凡ての称讃あれ，れはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
たの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに最も れている人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 にされる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。誰も）迷わさない。 優るか，またはそれと同様の 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
後の審きの日の主宰者に。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなくであろう。」と言う者があると言えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちはきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは明であられます。」らかに魔 に ぎない。」と言う者があると言甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 術を教え，またバービル 過ぎな
うであろう。
11|8|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 期まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに す者，る人々の道ではなく を請い願う。延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はばせば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らせている人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは自分を欺いているのに過ぎなた懲罰を科せられよう。 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
ちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘲り笑う。笑う。していたもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，取り まれる人々の道ではなくであろう。囲まれる。
11|9|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に しく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，して味わしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれらから取り上の幸福を成就する者である。げれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと間の悪魔〔シャ 規切に扱い 絶するで
望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラして不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなく。
11|10|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いに 舞われ，（不安の中に）動揺させられて，われた後の審きの日の主宰者に。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし恩 を請い願う。味わしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある不幸はわたしから去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ってしま災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 見ることが出来ない。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
った。」と言う者があると言って必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者喜ばせるものである。」して自慢で不信の徒となったす者，る人々の道ではなく。
11|11|耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。だけはそ凡ての称讃あれ，うではない。これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの赦し，また善行をする者にしと 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
る人々の道ではなく。
11|12|あなたは恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。の御名において。一部を請い願う。放 したい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなになる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあなた啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 棄する。いや，かれらの多 気付かない。
の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。は狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られてはいないか。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしてかれに 宝が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。財
だろう。また何故 1人の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと一 に来なかったの御名において。であろうか。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 1人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に
ぎない。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。管理を）知った上は，される人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。過ぎな ーの御名において。

11|13|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさったの御名において。です者，。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもーの御名において。
しあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなく葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 類する 10章を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来なさい。また出来る人々の道ではなくならあなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくことの御名において。出来る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。を請い願う。呼んでみなさびなさい。」と言う者があるーの御名において。
11|14|もしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。呼んでみなさびかけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラーの御名において。
の御名において。御知った上は， からだけ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。である人々の道ではなくこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないことを請い願う。知った上は，りなさい。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた識
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。から服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなくの御名において。か。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
11|15| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに し十分を欺いているのに過ぎなに いる人々の道ではなくであろう。か現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも華裕福を御授けになりました。主よ，かれらがあなたの道から迷い出てしまいますように。主よ，かれらの 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
れらは少しも らされる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。減されず，
11|16|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，米世を堅く信じる者たちである。の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に何もない者に。たちである人々の道ではなく。 世を堅く信じる者たちである。でかれらの御名において。成し遂げることになる。げたことは を請い願う。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ばず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしいもの御名において。になる人々の道ではなく。
11|17|主からの御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけた 人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かされた者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れ以前に証人を呼んでみなさ 預言者たち）に啓示したもの 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 導きたまえ，
であり慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなくム サ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。いただいている人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。これら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，はそ凡ての称讃あれ，れ師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。

（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。だーの御名において。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 場所から離れさ
からあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れはあなたの御名において。主からの御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなく。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
11|18|アッラ に就する者である。いて虚な を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさる人々の道ではなく者に。より，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしい不 な者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。かれらは主の御名において。御 に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。出さーの御名において。 偽りのために，かれらには手 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 許に帰らせられる御方。
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 人たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に して った者に。です者，」と言う者があると言うであろう。 なさい。アッラ の御名において。証人を呼んでみなさ 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 偽りのために，かれらには手 見ることが出来ない。 ーの御名において。
怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 者に。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
11|19|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ムの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。道に導きたまえ，自体を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。げよーの御名において。 ーの御名において。
うとす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちす者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
11|20|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において を請い願う。逃されない。れる人々の道ではなくこともできアッラーの御名において。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。もないの御名において。である人々の道ではなく罰を科せられよう。 ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 。
かれらに す者，る人々の道ではなく は倍加えられることを。される人々の道ではなくであろう。かれらは く慈愛深きアッラーの御名において。ことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくことも出来な対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 確 見ることが出来ない。
かった。
11|21|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。 ぼした者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捏造に向かい，していたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらからはぐれ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 。
11|22|疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うことなく慈愛深きアッラーの御名において。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。最大の御名において。失 者に。である人々の道ではなく。敗者である。
11|23|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主の御名において。御前で 虚なな者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は の御名において。住むのである。人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，こに謙虚な 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
住むのである。むであろう。
11|24|この御名において。 者に。を請い願う。例えてみれば，ちょうどえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人は盲人で耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 い者に。の御名において。ようであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も えれば耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も える人々の道ではなく者に。であ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 遠にその中に住むのである。 見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
る人々の道ではなく。比べてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て 者に。は同じで，（頑固に）信じようじであろうか。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。しないの御名において。か。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
11|25|またわれはヌ フを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわした。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公明であられます。」ーの御名において。
な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく。
11|26|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはならない。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。ーの御名において。 難かしいこと。 懲罰を科せられよう。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある



11|27|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたを請い願う。 る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと同じで，（頑固に）信じようじ人 に ぎま長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 見ることが出来ない。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
せん。またわたしたちの御名において。なかでもあなた う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので の御名において。未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあ熟な最も卑められ排斥されよ。」しい者に。に ぎません。またあなたに従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 慮するであろう。われに感謝し 過ぎな
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに る人々の道ではなく 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたも め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られません。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくと考え勝手に）変えてしまった。それでわれ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 認し， 自ら証言したのである。 実際は）自分を欺いているのに過ぎな
ます者，。」と言う者がある
11|28|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。もしわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からの御名において。明であられます。」 の御名において。証人を呼んでみなさ
上の幸福を成就する者である。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 からわたしに慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に不明であられます。」 だというならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，許に帰らせられる御方。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
そ凡ての称讃あれ，れほど嫌う。自分たちのために善いことを，あっている人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 いる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
11|29|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ伝えなさ 対し）その身を守るであろう。 財貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めは ーの御名において。
から を請い願う。いただく慈愛深きアッラーの御名において。だけである人々の道ではなく。またわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。たちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの侮って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い返すことも出来ないであろう。そ凡ての称讃あれ，うとはしない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにか報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
れらは主に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう身を守るであろう。である人々の道ではなく。 ろあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 知った上は，の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなくとわたしは考える人々の道ではなく。寧ろ正義と篤信のために助けあっ 無
11|30|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い返すことも出来ないであろう。したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくであろうーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 誰も）迷わさない。 。
そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。しないの御名において。か。
11|31|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。宝物だ。」と言うを請い願う。もっている人々の道ではなくとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っている人々の道ではなくーの御名において。
とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」である人々の道ではなくとも言わない。なおまたわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，る人々の道ではなく者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッ軽視
ラ はかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善性も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御授けたものを施す者，けにならないだろうと言わない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。
最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。もしそ凡ての称讃あれ，うであったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは不 の御名において。徒となったである人々の道ではなく。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
11|32|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるヌ フよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしたちと してわたしたちとの御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラを請い願う。 引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。かせましーの御名において。 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 論争に判決を下される。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
た。もしあなたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。わたしたちに葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。 (お?))しなさい。」と言う者がある
11|33|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれだけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 出される人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられないの御名において。である人々の道ではなく。
11|34| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。
迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせる人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。助けを請い願う。言はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 益なく，また決して正しく導かであろう。かれこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられ無
る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
11|35|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり出した」と言う者があると言っている人々の道ではなくーの御名において。 。
言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり出したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはわたしにある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく犯していたためである。した罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにはかかわリが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。」と言う者がある
11|36|ヌ フはこの御名において。ように 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある既に明示している。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もうあなたの御名において。民に先んじ（て下は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないであろうーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 。
だからかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに就する者である。いて んではならない。悩ましてはなら
11|37|そ凡ての称讃あれ，してわれの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに って方舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。造に向かい，れ。また不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。上の幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 願う。
い出てはならない。かれらは溺れさせた時のことを思い起せ。れ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびであろう。」と言う者がある
11|38|そ凡ての称讃あれ，こでかれは方舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。造に向かい，り始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 ぎる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにかれを請い願う。明であられます。」笑う。した。か長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 側こそは，最高の 過ぎな
れは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちを請い願う。嘲り笑う。笑う。しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いず取り上げられる。本当にアッラれあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘲り笑う。笑う。す者，る人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。仮初の生活の生計があろう。」と言った。
っとわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。嘲り笑う。笑う。す者，る人々の道ではなくようになろ。」と言う者がある
11|39|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に来る人々の道ではなくか知った上は，る人々の道ではなくであろう。永久にの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくか恥ずべき懲罰を受けるであろう。馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。
を請い願う。。」と言う者がある
11|40|遂げることになる。にわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく堰を切って迸り出た時，われは言った。「すべての生き物のを請い願う。切に扱いって迸り出た時，われは言った。「すべての生き物のり出た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるす者，べての御名において。生きアッラーの御名において。物だ。」と言うの御名において。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
一つ見ることが出来ない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。たちと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いで宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，でに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に せなさい。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
れと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。は少なかった。
11|41|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヌ フ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御名において。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに れ。航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさにも停するのは，罪では泊にもそれによれにもそ凡ての称讃あれ，れによれーの御名において。 ーの御名において。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者がある寛大に許
11|42|方舟の中で一緒であったものたちを救い，わはかれらを請い願う。 せて山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。ような波が四方から押し寄せ，かれの御名において。上の幸福を成就する者である。に きアッラーの御名において。出した。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ヌ フは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れていたかれ乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 動しむ人たち 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 離れ，地上で
の御名において。息子に叫び声の外聞けない者のようんで言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 に れ。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちと一 にいてはならない。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
11|43|息子は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは山を持ち上げた時を思い起せ。に避けるであろうか。まさにわれは，現世におい しよう。そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの洪）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうであろう。」と言う者があるかれ難かしいこと。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヌ フ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。はアッラ の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によってかれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何者に。も救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれな−サーに）下した。それで（アッラーに）服従，帰 ーの御名において。
い。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2人の御名において。 に波が四方から押し寄せ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，息子は溺れさせた時のことを思い起せ。れる人々の道ではなく者に。の御名において。間の悪魔〔シャ 1人となった。
11|44|御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，ことを請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打は引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。い葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ は治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告まり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの舟の中で一緒であったものたちを救い，わは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジュ ディ 山を持ち上げた時を思い起せ。上の幸福を成就する者である。に り上の幸福を成就する者である。げた。また仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 ーの御名において。 ーの御名において。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 払うようなことを
え。」と言う者がある
11|45|ヌ フはかれの御名において。主を請い願う。呼んでみなさんで申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。息子は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家の御名において。一 です者，。あなたの御名において。ーの御名において。 員で
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように真 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは裁 に最も れた御方であられます者，。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 決して正しく導か 優るか，またはそれと同様の

11|46|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるヌ フよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いではない。かれの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。ない。ーの御名において。
あなたの御名において。知った上は，らないことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 知った上は，な者に。とならないよう戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。無
る人々の道ではなく。」と言う者がある
11|47|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしか知った上は，りもしないことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに い求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないよ請い願う。
う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 います者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失願う。 敗者である。
者に。の御名において。仲 になる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
11|48|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるヌ フよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われからの御名において。平安によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの降ってきたようなもので，落雷の忍さかりなさい。あなた葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。
に祝福を成就する者である。あれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたと共に立礼しなさい。にいる人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。上の幸福を成就する者である。にも。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの少しの御名において。 の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさせる人々の道ではなく間の悪魔〔シャ
人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，かれらはわれから痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。
11|49|これはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，に就する者である。いての御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息である人々の道ではなく。あなたもあなたの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも以前はそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
れを請い願う。知った上は，らなかった。だから耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかベ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
11|50|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア ドの御名において。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。フ ドを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捏造に向かい，してーの御名において。
いる人々の道ではなくに ぎない。過ぎな
11|51|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。わたしの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 報を伝えなさ
わたしを請い願う。 られたかれの御名において。御 にだけある人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れでも悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 許に帰らせられる御方。
11|52|わたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。れ。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた請い願う。



の御名において。上の幸福を成就する者である。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えに更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。添えられる人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
は背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。してはならない。」と言う者がある
11|53|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるフ ドよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしたちにたった一つ見ることが出来ない。の御名において。明であられます。」 す者，ら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 証人を呼んでみなさ (宙?))さない。わた
したちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。言 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 てない。またあなたの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にもならない単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 。
11|54|わたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。ある人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な言 であなたを請い願う。魅惑したの御名において。だと言うだけである人々の道ではなく。」と言う者があるかれは悪魔〔シャ 動しむ人たち
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ を請い願う。アッラ に御 いす者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなく証人を呼んでみなさ ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 願う。
ことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りないことを請い願う。 言して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 証人を呼んでみなさ
11|55|かれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。仲 とし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったでわたしに し策 しなさい。何も 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不はいらない。間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 猶予もないであろう。
11|56|わたしの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなくアッラ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，ての御名において。生きアッラーの御名において。もの御名において。の御名において。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
一つ見ることが出来ない。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。前 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまれないもの御名において。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。におーの御名において。 髪）を
られる人々の道ではなく。
11|57| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。を請い願う。既に明示している。に えた。主仮初の生活の生計があろう。」と言った。 伝えなさ
はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは少しも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ないの御名において。であ継がせた，またわれはマルヤムの子イー
る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，られる人々の道ではなく。」と言う者がある見ることが出来ない。
11|58|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。によってフ ドとかれと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちは救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれた。われは時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りい から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いったの御名において。である人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
11|59|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下の御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであった。かれらは主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れーの御名において。
ぞれの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 迷える人々の道ではなくな反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆者に。の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に った。勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 頑固に）信じよう 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
11|60|そ凡ての称讃あれ，れでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いに付かない。きアッラーの御名において。 われた。ああ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア ドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 纏われた。ああ見よ，本当にアードは，かれ 見ることが出来ない。 ーの御名において。
らの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなかった。ああ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フ ドの御名において。民に先んじ（て下（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア ドは消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のされた。見ることが出来ない。 ーの御名において。 視 ーの御名において。
11|61|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサム ドの御名において。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳サ リフを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め
よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。かれは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。造に向かい，ーの御名において。
化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに住むのである。まわせられた。そ凡ての称讃あれ，れでかれの御名において。赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は請い願う。 願う。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
直に死を願いぐ近く慈愛深きアッラーの御名において。におられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えられる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。応
11|62|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるサ リフよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけた人物だ。」と言うであった。ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えたもの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じる人々の道ではなくの御名において。か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに就する者である。勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは真に疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。もっている人々の道ではなく。」と言う者がある
11|63|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からの御名において。 の御名において。上の幸福を成就する者である。にたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはわ証人を呼んでみなさ
たしに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに わないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから親，孤児，貧者を規切に扱い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
わたしを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしを請い願う。もっと破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で してしまうだけである人々の道ではなく。」と言う者がある滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
11|64|わたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これはアッラ の御名において。雌ラクダで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。アッラーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
の御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で放牧して食し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。加えられることを。えてはならない。身を守るであろう。近かな に われないようにしなさい。懲罰を科せられよう。 襲った。
11|65|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。膝の健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼の御名において。腱を切った。それでかれ（サーリフ）は言った。「を請い願う。切に扱いった。そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ リフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるーの御名において。 3日の主宰者に。の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。間の悪魔〔シャ
家で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。そ凡ての称讃あれ，れは りの御名において。ない 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。」と言う者がある楽 偽りのために，かれらには手 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
11|66|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。によってわれはサ リフならびにかれと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
たそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。の御名において。 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラからも救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。御方である人々の道ではなく。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 偉大な恩恵の主であられる。
11|67|一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。者に。を請い願う。 った。かれらは翌朝にタべに讃えなさい。」そ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で俯していた。していた。懲罰を科せられよう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 襲った。
11|68|そ凡ての称讃あれ，こはまる人々の道ではなくで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 一人住むのである。んでいなかったかの御名において。ようであった。サム ドの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかっ誰も）迷わさない。 ーの御名において。
た。サム ドよ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放されよ。ーの御名において。 ーの御名において。
11|69|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。 に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のよう？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があるとーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ
言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があると答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，さず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いた仔牛を神として拝し，不義を行った。で持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなて成した。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 焼き払うようなことを
11|70|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしびないの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは不安に感じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに恐らくあなたがたはれを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いた。かれらは見ることが出来ない。
言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれてはならない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， はわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわされた者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある実 ーの御名において。
11|71|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラっていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，笑う。ったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかの御名において。女にイスハ クの御名において。こ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ クの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの吉 を請い願う。 えた。ーの御名において。 ーの御名において。 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 報を伝えなさ 伝えなさ
11|72|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い 人であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許も老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い人なの御名において。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。まし婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
ょうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは不思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので なことです者，。」と言う者がある議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
11|73|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるおお，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。家の御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。アッラーの御名において。 驚くのか。そしてあなたが
の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。と祝福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなくように。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 光を取りに ちた方であられーの御名において。 讃あれ， 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または

る人々の道ではなく。」と言う者がある
11|74|そ凡ての称讃あれ，れでイブラ ヒ ムの御名において。恐らくあなたがたはれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに えられた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にわれーの御名において。 ーの御名において。 報を伝えなさ 伝えなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
に し始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。歎く者を弁護してはならない。アッラーは背信して罪を犯す者を御好みになられない。願う。
11|75|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにイブラ ヒ ムは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，辛抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。 く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 しい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。った者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 優るか，またはそれと同様の
11|76|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ことを請い願う。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい。既に明示している。に主の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 。
避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
11|77|われの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。客人としての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にとても心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
まし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。男色の食物だけでは耐えられの御名において。 から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れないことを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。日の主宰者に。であ悩ましてはなら 風向きの習から）かれらを守れないことを悲しんで，「これは苦難の日であ 難かしいこと。

る人々の道ではなく。」と言う者があると言った o
11|78|人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでかれの御名において。 に来た。これまでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らわしい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの男色の食物だけでは耐えられ行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 許に帰らせられる御方。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
を請い願う。していたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここにわたしの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとって
は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの娘たちがいる。あなたがたにとってたちと 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最も清めなさい。」 である人々の道ではなく。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。わたしの御名において。 客に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに結ぺと命じられたものから離れ，地上で 浄である。だから ーの御名において。 賓客に関して，わたしに 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
を請い願う。かかせないでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一人もいないの御名において。か。」と言う者がある恥ずべき懲罰を受けるであろう。

11|79|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく の御名において。ないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，って気付かない。
いる人々の道ではなくはず取り上げられる。本当にアッラである人々の道ではなく。またわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。もあなたに分を欺いているのに過ぎなっている人々の道ではなく。」と言う者がある
11|80|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえる人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあります者，よう。もしく慈愛深きアッラーの御名において。は力なもの）になるまでかれらに対して戦え い支強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなにあず取り上げられる。本当にアッラかる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ます者，ように。」と言う者がある
11|81|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トよ本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。かれらーの御名において。



は してあなたに手を請い願う。触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなくことは出来ない。そ凡ての称讃あれ，れで夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 にあなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 れて出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。なさい。そ凡ての称讃あれ，し決して正しく導か 間の悪魔〔シャ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
てあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人でも後の審きの日の主宰者に。ろを請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり向かい，いてはならない。あなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは である人々の道ではなく。かの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものソ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
ドムの御名において。住むのである。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいしたことに遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいす者，る人々の道ではなくであろう。かれらに定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，早朝にタべに讃えなさい。」である人々の道ではなく。朝にタべに讃えなさい。」は近いではな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
いか。」と言う者がある
11|82|そ凡ての称讃あれ，れでわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。にわれは 重い懲罰を科せられよう。にも いた泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。石を燃料とを請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 転落 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 焼き払うようなことを
雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。
11|83|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。石を燃料とには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 号が付けられていた。それらは，不義を行う者のが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。けられていた。そ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 懲罰を科せられよう。 記し，われとの約束を履行しなさ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
上の幸福を成就する者である。にも降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
11|84|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたマドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。民に先んじ（て下にそ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。シュアイブを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。
人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。また寸法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒や量であられる。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。少なーの御名において。
く慈愛深きアッラーの御名において。してはならない。 たところあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは繁 している人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一切に扱いを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り く慈愛深きアッラーの御名において。見ることが出来ない。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
11|85|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，寸法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒や量であられる。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。正しい道に導きたまえ， に れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人の御名において。物だ。」と言うを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなきアッラーの御名において。取ってはならない。また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって確 計があろう。」と言った。 悪魔〔シャ
退 を請い願う。廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す (西?))してはならない。
11|86|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うで手もとに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの残されたので，何二つ見ることが出来ない。されたもの御名において。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。たーの御名において。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も善いもの御名において。である人々の道ではなく。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 り人ではない。」と言う者がある見ることが出来ない。張
11|87|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるシュアイブよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくところの御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 したも拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
の御名において。を請い願う。 てる人々の道ではなくようにあなたに命じられたものから離れ，地上でじたの御名において。か。また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりに 理を）知った上は，してはならないの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 処でも望む所で，思う存分
にあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いに正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。者に。なの御名において。か。」と言う者がある親，孤児，貧者を規切に扱い 導きたまえ，
11|88|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からの御名において。 の御名において。上の幸福を成就する者である。にたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またか証人を呼んでみなさ
れから良いものの代りにつまらないものをい御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 える人々の道ではなくことを請い願う。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく怠ろうか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ
に禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外したことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない。わたしの御名において。 い うところは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの世を堅く信じる者たちである。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 正しい道に導きたまえ，陰 請い願う。 願う。 矯正す
す者，る人々の道ではなくことであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ による人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはわたしの御名において。成功する者である。〔シャタウ〕に動しむ人たちフィ ク〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しはないの御名において。である人々の道ではなく。わたしはかれにーの御名において。 ーの御名において。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
11|89|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに を請い願う。唱えてはならない。えて罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。しヌ フの御名において。民に先んじ（て下やフ ドの御名において。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またサ リフの御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったの御名において。異議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
と同じで，（頑固に）信じようじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに ってはならない。ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下にいたっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと余り く慈愛深きアッラーの御名において。はない。運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう ーの御名において。 縁を絶つことを誓う者は，遠にその中に住むのである。
11|90|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。温情もなく，執り成しもないに請い願う。
あつ見ることが出来ない。い御方である人々の道ではなく。」と言う者がある
11|91|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるシュアイブよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。言うことを請い願う。まる人々の道ではなくで理を）知った上は，解しないのか。出来ない。またわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは りにならないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。あなたの御名において。同じで，（頑固に）信じよう族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。考えなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っ頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
とあなたを請い願う。石を燃料と打ちにしたであろう。あなたはわたしたちの御名において。 では 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 無
11|92|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシュアイブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。同じで，（頑固に）信じよう族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。方を請い願う。重い懲罰を科せられよう。ーの御名において。
す者，る人々の道ではなくの御名において。か。かれを請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に てる人々の道ではなくの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうこ視 無視 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を

とを請い願う。取り まれる人々の道ではなく。囲まれる。
11|93|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。やり方で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。わたしもまた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうであろ務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
う。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，ろう。 に ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったの御名において。かを請い願う。。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て誰も）迷わさない。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。 偽りのために，かれらには手 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしもまたあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。もの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
11|94|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。によってシュアイブとかれと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちは救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれた。だ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。たちには一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，翌朝にタべに讃えなさい。」かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，俯していた。していた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。 襲った。
11|95|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まる人々の道ではなくでそ凡ての称讃あれ，こに住むのである。んでいなかったかの御名において。ようであった。丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれサム ドが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく びたようにマドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ンは びた。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
11|96|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと明であられます。」 な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。とを請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ一を請い願う。 わした。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 遺言をするよう定め
11|97|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちに。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に った。しかしフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさァウ〕に動しむ人たち長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ンの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。ではなかった。導きたまえ，
11|98| 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるのいて火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろう。何と恐らくあなたがたはしい水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 で復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 導きたまえ， 場所から離れさ
ある人々の道ではなくことよ。
11|99|かれらは 世を堅く信じる者たちである。においても の御名において。日の主宰者に。にも いに付かない。きアッラーの御名において。 われた。何と恐らくあなたがたはしい 物だ。」と言うである人々の道ではなくことよ。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 纏われた。ああ見よ，本当にアードは，かれ 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
11|100|これらはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。村の）正門から入ってかれら々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息の御名において。一部である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ある人々の道ではなくもの御名において。はな語り，正しい者の一人である。」
お存在す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくもの御名において。は消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の した。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
11|101|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ったの御名において。ではない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。 ったの御名において。である人々の道ではなく。アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかれら損なったのではなく，只自分の 損なったのではなく，只自分の ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っていた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。ことはなかった。只破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で を請い願う。助けを請い願う。 す者，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
る人々の道ではなくだけであった。
11|102|この御名において。ようにかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，村の）正門から入ってかれら々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。不意されている。に うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。捕え方である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 襲った。
かれの御名において。捕え方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。であり苛酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」である人々の道ではなく。
11|103|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなく日の主宰者に。であり懲罰を科せられよう。 間の悪魔〔シャ 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなくべきアッラーの御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
11|104|そ凡ての称讃あれ，れは定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた一期の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はさせない。過ぎな 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
11|105|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もかれの御名において。 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなければ 言す者，る人々の道ではなくことは出来ない。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく者に。誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。 発言する
は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの惨であり，また（ある者は）幸福である。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幸福を成就する者である。である人々の道ではなく。
11|106|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 惨であり，また（ある者は）幸福である。な者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。息とす者，す者，り泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報できアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに喘ぐだけぐだけ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
11|107|あなたの御名において。主の御名において。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならない以上の幸福を成就する者である。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。かぎり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 遠にその中に住むのである。
にあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの成し遂げることになる。げられる人々の道ではなく。
11|108|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幸福を成就する者である。な者に。たちは に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。による人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りない 物だ。」と言うである人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
11|109|だからこれらの御名において。人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい うことはない。かれらは祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 煩うことはない。かれらは祖先が
以前に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えたもの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくに ぎない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。得るために，「これはアッラーから下ったもの分を欺いているのに過ぎなを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの少しも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らす者，ことなく慈愛深きアッラーの御名において。支 す者，る人々の道ではなく過ぎな 減されず， 給 。



11|110|われはム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人の御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。あなたの御名において。主ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ 異論争に判決を下される。
から前もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされていなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられはかれらの御名において。 できアッラーの御名において。っと解しないのか。 されたであろう。だ葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく末であろうか。にかれらはそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて不安な疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく。
11|111|あなたの御名において。主はかれらの御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。言 に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに われる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。熟動しむ人たち 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
知った上は，なされる人々の道ではなく。
11|112|そ凡ての称讃あれ，れであなたと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたと共に立礼しなさい。に梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許した者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。堅く信じる者たちである。
法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
11|113|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。 りにしてはならない。さもないと 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。捕える人々の道ではなくであろう。悪魔〔シャ 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。けられる人々の道ではなくこともない。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
11|114|礼 は昼 の御名において。 端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の させ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 間の悪魔〔シャ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
る人々の道ではなく。これは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく 戒としである人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 訓戒とし
11|115|耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。への御名において。 を請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。されない。ーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
11|116|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたより以前の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。の御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった少数の者をの御名において。者に。を請い願う。除き，背き去った。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。間の悪魔〔シャ
上の幸福を成就する者である。の御名において。退 を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえる人々の道ではなく有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいなかったの御名において。であろうか。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，享 を請い願う。 り罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。してい廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 楽 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
た。
11|117|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，この御名において。居住むのである。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 正しい道に導きたまえ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に都市の母（マッカ）とそを請い願う。矯正す 間の悪魔〔シャ 単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき 悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ぼされない。
11|118|またあなたの御名において。主の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは人びとを請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。ウ〕に動しむ人たちンマになされたであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは
反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しあっている人々の道ではなく。
11|119|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。垂れられる。アッラれられる人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。かれはそ凡ての称讃あれ，うなる人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 られた。そ凡ての称讃あれ，し別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラジンと人 を請い願う。一 にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 たす者，。」と言う者があるとの御名において。主の御名において。御言 は全うされた。間の悪魔〔シャ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
11|120|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息に就する者である。いてあなたに ったことは凡ての称讃あれ，て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れで 固に）信じようにす者，語り，正しい者の一人である。」 堅く信じる者たちである。
る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には真理を）知った上は，と 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 訓戒とし
11|121|そ凡ての称讃あれ，れで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。やり方で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。わたしたちも
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう。務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
11|122|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ちなさい。わたしたちも待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなく。」と言う者がある
11|123|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言うの御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれに 属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。だからーの御名において。 決して正しく導か 帰らせられる御方。
かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しなさい。主はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かになされない。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
12|1|アリフ ラ ム ラ 。これらは明であられます。」 な 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
12|2|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アラビア の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。
12|3|われはこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。最も美していますのに。」かれは仰せられしいもの御名において。を請い願う。 ろう。あなたもこれまでーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 語り，正しい者の一人である。」 語り，正しい者の一人である。」 気付かない。
付かない。かず取り上げられる。本当にアッラにいたもの御名において。である人々の道ではなく。
12|4|ユ スフが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。父（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 11の御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」と太陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 ました。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダしている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ました。」と言う者がある見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
12|5|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 を請い願う。兄たちに してはならない。さもないとかれらはあなたに夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 対し）その身を守るであろう。
して策 を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アらむであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 魔は人 には公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため
12|6|この御名において。ように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。御 びになって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。解しないのか。 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」選んで，自 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を
の御名において。イブラ ヒ ムやイスハ クに御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。全うされたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブの御名において。子 にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。全うしたーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
もの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
12|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにユ スフとそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。物だ。」と言う の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
12|8|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユ スフとそ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちよりも父に されて時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 寵愛深きアッラーの御名において。
いる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か の御名において。仲 である人々の道ではなく。父は明であられます。」らかに っている人々の道ではなく。」と言う者がある勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
12|9|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの1人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユ スフを請い願う。 す者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともかれを請い願う。何 か外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳え。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば父の御名において。ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 処でも望む所で，思う存分 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの好きな敵である。意されている。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに向かい，けられよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは正しい道に導きたまえ，しい者に。になれる人々の道ではなくというもの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
12|10|かれらの御名において。 1人の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユ スフを請い願う。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしてはならない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうしてもそ凡ての称讃あれ，うーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
したいなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ろかれを請い願う。井 の御名において。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーに投げて誰がげ め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。何 かの御名において。 商に拾い上げられることもあろう。」い上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなくこともあろう。」と言う者がある寧ろ正義と篤信のために助けあっ 戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 処でも望む所で，思う存分 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ
12|11|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あなたはユ スフを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせにならないの御名において。です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わーの御名において。
たしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれに好きな敵である。意されている。を請い願う。寄った上せている人々の道ではなくではありませんか。」と言う者がある
12|12|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある明であられます。」日の主宰者に。わたしたちと一 にかれを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの野に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， んで を請い願う。晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，らせる人々の道ではなくようにしてやって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 気付かない。
わたしたちはかれを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ守り，またわれが授けたものを施す者，ります者，。」と言う者がある
12|13|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 れて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしにはどうも心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配であーの御名において。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに を請い願う。付かない。けない に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，狼がかれを食いはしないかと恐れている。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」いはしないかと恐らくあなたがたはれている人々の道ではなく。」と言う者がある気付かない。 間の悪魔〔シャ
12|14|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か の御名において。仲 だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし狼がかれを食いはしないかと恐れている。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」うようなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 はわた勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
したちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにおしまいです者，。」と言う者がある
12|15|こうしてかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 れて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった。そ凡ての称讃あれ，してかれを請い願う。井 の御名において。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーに投げて誰がげ むことにーの御名において。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 決して正しく導か
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
らせる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。まい。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 気付かない。
12|16|日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく暮れまで斎戒を全うしなさい。マスれてかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報できアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら父の御名において。 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来た。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
12|17|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 争った時のことを思い起せ。だがアッラして行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフを請い願う。わたしたちの御名において。品を入れてやって来る。あなたがたが物だ。」と言うの御名において。かた競え。あなたがたは何処にいても，ア ーの御名において。
わらに残されたので，何二つ見ることが出来ない。して置し，当てもなくさ迷わせられる。いたところ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，狼がかれを食いはしないかと恐れている。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」いました。わたしたちは真 を請い願う。 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわ実 報を伝えなさ
たしたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じては下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさらないでしょう。」と言う者がある
12|18|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のを請い願う。 りの御名において。血を流す者を置かれるのでで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来た。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言っーの御名において。 偽りのために，かれらには手 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ ーの御名において。
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 なことを請い願う。安易でに考えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こんなことにしたの御名において。で変えてしまった。それでわれ
ある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしとしては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく美していますのに。」かれは仰せられ だ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。述べることに従った。スラべる人々の道ではなくことに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア
に御助けを請い願う。けを請い願う。御 いす者，る人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 願う。

12|19|そ凡ての称讃あれ，の御名において。うちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 商が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来て水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 人を請い願う。 わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 瓶を降ろした。かれは言った。「ああ吉を請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さかろした。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ吉隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 扱い 遺言をするよう定め 釣瓶を降ろした。かれは言った。「ああ吉



だ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは少年のだ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれらは一つ見ることが出来ない。の御名において。 物だ。」と言うにしようとしてかれを請い願う。 した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら報を伝えなさ 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。
12|20|かれらは かの御名において。 でただ同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔にかれを請い願う。 り った。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれから多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 らなかった。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 銀貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めは 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 払うようなことを 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
12|21|かれを請い願う。 ったエジプトの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある しく慈愛深きアッラーの御名において。かれを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいしなさい。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か分を欺いているのに過ぎなかれはわたし買ったエジプトの者は，その妻に言った。「優しくかれを待遇しなさい。多分かれはわたし 優るか，またはそれと同様の
たちを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくことになろう。そ凡ての称讃あれ，れとも 子に取り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててもよい。」と言う者があるこうしてわれはユ スフを請い願う。この御名において。国を与えた。に落ち養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。
着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のかせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ象）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。意されている。味の御名において。とり方を請い願う。かれに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえる人々の道ではなくことにした。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ は御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうところにーの御名において。
十分を欺いているのに過ぎなな力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。御持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなちになられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，らない。
12|22|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成年のに した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは と知った上は， とを請い願う。かれに授けたものを施す者，けた。この御名において。ようにわれは正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする 識見ることが出来ない。 識
者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
12|23|かれの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。居す者，る人々の道ではなく家の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。惑わそ凡ての称讃あれ，うとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるさあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたおい戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」 閉
でなさい。」と言う者があるかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。御守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主人です者，。わたしを請い願う。 持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなよく慈愛深きアッラーの御名において。住むのである。ませてく慈愛深きアッラーの御名において。れます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 の御名において。徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成功する者である。いたしません。」と言う者がある気付かない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
12|24| かにかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。である人々の道ではなく。主の御名において。明であられます。」 を請い願う。 なかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれもかの御名において。女を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たで確 証人を呼んでみなさ 見ることが出来ない。
あろう。この御名において。ようにしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれから罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう と 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 ざけた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なで 真な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ばれ悪魔〔シャ 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 遠にその中に住むのである。 謙虚な 純 選んで，自
た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもベの御名において。一人である人々の道ではなく。
12|25|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 人は の御名において。方で相 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は後の審きの日の主宰者に。ろからかれの御名において。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。裂してはならない。そしてあなたがたに対すきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら 人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 口でかの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」 競え。あなたがたは何処にいても，ア 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」
女の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許に出会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった。かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさおうとした者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，投げて誰が か痛い懲罰が下されよう。ましい悪魔〔シャ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。

の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にどんな が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくありましょう。」と言う者がある懲罰を科せられよう。 応報を伝えなさ
12|26|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある奥 こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。意されている。に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。御求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になりました。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 かの御名において。女様の 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言した。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしかれの御名において。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく前から裂してはならない。そしてあなたがたに対すけていれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，奥 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。です者，。証人を呼んでみなさ 様の 実
12|27|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし後の審きの日の主宰者に。ろから裂してはならない。そしてあなたがたに対すけていれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，奥さまが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘を請い願う。御付かない。きアッラーの御名において。になったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは真 であ実
ります者，。」と言う者がある
12|28|主人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフの御名において。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく後の審きの日の主宰者に。ろから裂してはならない。そしてあなたがたに対すかれている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ーの御名において。 見ることが出来ない。 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者
企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。だ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，激しいもの御名において。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 悪魔〔シャ

12|29|ユ スフよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。 にしないでく慈愛深きアッラーの御名において。れ。そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。赦し，また善行をする者にしを請い願う。 いなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようーの御名において。 気付かない。 願う。
にあなたは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある
12|30|町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。 人たちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 人の御名において。奥 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，青年のの御名において。意されている。に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 惑したそ凡ての称讃あれ，うよ。きアッラーの御名において。っと婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 評判して）言った。「貴人の奥様が，青年の意に反し，誘惑したそうよ。きっと 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは 様の 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
恋にし，本当に暴君であった。に狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者ったの御名において。でしょう。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに奥 の御名において。 りだと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいます者，。」と言う者がある様の 誤から明らかに（分別）されている。それで
12|31|かの御名において。女は 人たちの御名において。 意されている。の御名において。ある人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ロにしようとするのか。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に宴席してはならない。あなたがたが（同を請い願う。 け婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 悪魔〔シャ 陰 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 設けた時 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
一人一人にナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイフを請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかの御名において。女たちの御名において。前に出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。なさい。」と言う者があると言った。かーの御名において。
の御名において。女たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 る人々の道ではなくと し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。 つ見ることが出来ない。けて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの造に向かい，化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こーの御名において。 見ることが出来ない。 驚くのか。そしてあなたが歎く者を弁護してはならない。アッラーは背信して罪を犯す者を御好みになられない。 興を被って）かれらはその約束を破り，アッラーの印を信じないで，無法にも奮 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全 欠けるか幼弱者であり，または自らロなことよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは人 ではない。これは い天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」でなく慈愛深きアッラーの御名において。て何でしょう。」と言う者がある無 間の悪魔〔シャ 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは
12|32|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。人よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。は。 かにわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。っ ってかれに謗ってはならない。無知のために 確 張
求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。。でもかれは を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ったの御名において。よ。でも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあたしの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，らないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと投げて誰が貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の
されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 名において。を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ

12|33|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはかの御名において。女たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 惑す者，る人々の道ではなくもの御名において。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，牢 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく向かい，いていーの御名において。 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
ます者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかの御名において。女たちの御名において。 企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしから取り除き，背き去った。いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさらなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの若年のの御名において。弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをさ悪魔〔シャ
で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女たちに いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 道に導きたまえ，な者に。になる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 無
12|34|そ凡ての称讃あれ，れで主はかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちの御名において。 企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かれから取り われた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ悪魔〔シャ 払うようなことを
は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
12|35|そ凡ての称讃あれ，こでかの御名において。女たちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。 ていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しばらく慈愛深きアッラーの御名において。かれを請い願う。投げて誰が しよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れ潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 見ることが出来ない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に良いものの代りにつまらないものをい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでった。
12|36|そ凡ての称讃あれ，の御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2人の御名において。若者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと共に立礼しなさい。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく した。そ凡ての称讃あれ，の御名において。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 1人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であを請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの絞め殺されたもの，打ち殺されたもの，墜死したもの，角で突き殺されたもの，野獣が食い残したも 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし
ました。」と言う者があるまた外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 の御名において。上の幸福を成就する者である。にパンを請い願う。 せて んでいる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら

れを請い願う。啄むのを見ました。わたしたちにその意味を解いて下さい。御見かけしたところ，あなたは善い行いをむの御名において。を請い願う。 ました。わたしたちにそ凡ての称讃あれ，の御名において。意されている。味を請い願う。解しないのか。いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。御 かけしたところ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
される人々の道ではなく方です者，。」と言う者がある
12|37|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 2人に支 される人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ給
そ凡ての称讃あれ，の御名において。解しないのか。 を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげよう。そ凡ての称讃あれ，れはわたしの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。わたしはアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を ーの御名において。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，条を請い願う。 てたの御名において。である人々の道ではなく。認し， 自ら証言したのである。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を

12|38|そ凡ての称讃あれ，してわたしは祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスハ クまたヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，条に う。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
アッラ にどんな同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。も して配す者，べきアッラーの御名において。ではない。これはわたしたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。人びとに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたアーの御名において。 決して正しく導か
ッラ の御名において。恩 である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はこれに感 しない。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
12|39|2人の御名において。 の御名において。友よ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに ねる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも唯一にして全獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 雑多の神々がよいのか，それとも唯一にして全
能であられる。であられる人々の道ではなくアッラ なの御名において。か。ーの御名において。
12|40|かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとそ凡ての称讃あれ，の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で名において。した，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの名において。称に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくに ぎない。ア過ぎな
ッラ はそ凡ての称讃あれ，れに し 能であられる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえてはいない。大 はアッラ にだけ属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。何もの御名において。にーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。
も仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはならないと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじている人々の道ではなく。これこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，らなーの御名において。
い。
12|41|2人の御名において。 の御名において。友よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 1人に就する者である。いていえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であを請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぐであろう。また外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。
1人に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十字架にかけたのでもない。只かれらにそう見えたまでである。本当にこのことに就いて議論する者は，それににかけられて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 から啄むのを見ました。わたしたちにその意味を解いて下さい。御見かけしたところ，あなたは善い行いをむであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 2人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ねたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こ尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
う判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなく。」と言う者がある
12|42|そ凡ての称讃あれ，して 2人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 放される人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれる人々の道ではなく者に。に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主人にわたしの御名において。ことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさ釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を
い。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 魔は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。主人に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれさせた。そ凡ての称讃あれ，れでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，な悪魔〔シャ ーの御名において。
お数の者を年の 中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まった。間の悪魔〔シャ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
12|43|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものェジプトの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは 7 の御名において。肥えた牛が，えた牛を神として拝し，不義を行った。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 7 の御名において。 た牛を神として拝し，不義を行った。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」われている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 療た牛に食われているのを（夢 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ました。また 物だ。」と言うの御名において。見ることが出来ない。 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 7 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。穂を付け 緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 7 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ました。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた穂を付け 見ることが出来ない。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。解しないのか。け得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。わたしの御名において。 を請い願う。解しないのか。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を



12|44|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある な です者，。わたしたちは の御名において。解しないのか。 は不得るために，「これはアッラーから下ったもの手です者，。」と言う者がある複雑多の神々がよいのか，それとも唯一にして全 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を
12|45|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 2人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 放された者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 て思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい出して言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。解しないのか。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を
を請い願う。あなたかたに知った上は，らせましょう。そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
12|46|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは牢 に来て言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユ スフよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な人よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに解しないのか。いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 7 の御名において。肥えた牛が，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
えた牛を神として拝し，不義を行った。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，7 の御名において。 た牛を神として拝し，不義を行った。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 療た牛に食われているのを（夢 7つ見ることが出来ない。の御名において。 の御名において。 物だ。」と言うの御名において。 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 穂を付け 7つ見ることが出来ない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れたもの御名において。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。。わ夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし
たしは人びとの御名において。 に って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに理を）知った上は，解しないのか。させたい。」と言う者がある処でも望む所で，思う存分 帰らせられる御方。
12|47|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 7年のの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，例えてみれば，ちょうど年のの御名において。ように を請い願う。播きなさい。だが刈り取ったものは，きアッラーの御名において。なさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく刈き取り取ったもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくの御名において。に必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならな少量であられる。を請い願う。除き，背き去った。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの残されたので，何二つ見ることが出来ない。りを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。まま しなさい。籾のまま貯蔵しなさい。 貯蔵しなさい。
12|48|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。 7年の（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにわたる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの年の）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。以前に し厳しい試練で 貯蔵しなさい。
たもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， える人々の道ではなくもの御名において。の御名において。少量であられる。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに ぎないであろう。貯 過ぎな
12|49|そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。に来る人々の道ではなく 1年のには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに かな雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たっぷり（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果汁を）萎るであろう。」を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの萎るであろう。」る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
12|50|王は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。わたしの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに れて来なさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくユ スフの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに来連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 ーの御名において。
た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あの御名において。手を請い願う。 つ見ることが出来ない。けた 人たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはどうなっている人々の道ではなくの御名において。か時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
主人に ねなさい。わたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちの御名において。 企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。」と言う者がある尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 悪魔〔シャ
12|51|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人たちに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくユ スフを請い願う。 惑した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，どうであった婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 ーの御名において。 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
の御名において。か。」と言う者があるかの御名において。女たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は完全 欠けるか幼弱者であり，または自らロであられます者，。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 いこともないーの御名において。 無 ーの御名において。 悪魔〔シャ
の御名において。を請い願う。存じています者，。」と言う者があると言った。 人の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」らかになりました。かれを請い願う。貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは 実 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
惑したの御名において。はわたしです者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな人物だ。」と言うです者，。」と言う者がある誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
12|52|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。不在中には，主を畏れる者たちへの導きがある。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく して 切に扱いらないこーの御名において。 決して正しく導か 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
とを請い願う。知った上は，らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 切に扱いり者に。の御名において。 企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 して御助けを請い願う。けになられないことを請い願う。知った上は，らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。です者，。ーの御名において。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 悪魔〔シャ 決して正しく導か
12|53|またわたし自身を守るであろう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欠けるか幼弱者であり，または自らロとはいえませんが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。かけた以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。は に きアッラーの御名において。やす者，い無 間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
の御名において。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられます者，」と言う者がある寛大に許
12|54|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。わたしの御名において。 に れて参った者を犯しれ。わたしは 近としてか報を伝えなさ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 許に帰らせられる御方。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 側こそは，最高の
れを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてよう。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと を請い願う。交した後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
かにわたしの御名において。 近である人々の道ではなく。高位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アにつ見ることが出来ない。けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， されている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある確 側こそは，最高の 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落

12|55|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしを請い願う。この御名において。国を与えた。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。管理を）知った上は，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か命じられたものから離れ，地上でして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしは本ーの御名において。 財庫（の管理者）に任命して下さい。わたしは本
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように知った上は， ある人々の道ではなく管 者に。です者，。」と言う者がある識 財
12|56|こぅしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。においてユ スフに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。授けたものを施す者，けた。そ凡ての称讃あれ，れでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，意されている。の御名において。ままにエジプトの御名において。ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
国を与えた。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。何 でも何 にでも住むのである。むことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来た。われは欲す者，る人々の道ではなく者に。に慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，す者，。また善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。への御名において。 を請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 処でも望む所で，思う存分 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。しない。
12|57|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えず取り上げられる。本当にアッラ主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく こそ凡ての称讃あれ，最も れたもの御名において。である人々の道ではなく。絶するで 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 優るか，またはそれと同様の
12|58|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ユ スフの御名において。兄たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。前に り出た。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かーの御名において。 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か ーの御名において。 認し， 自ら証言したのである。
れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。方はかれに 付かない。かなかった。気付かない。
12|59|かれは食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料とを請い願う。かれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえてから言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ父 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。親，孤児，貧者を規切に扱い 1人わたしの御名において。もとに
れて来なさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく十分を欺いているのに過ぎなに 量であられる。したの御名において。を請い願う。 なかったの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れはわたしの御名において。最上の幸福を成就する者である。の御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなて連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 計があろう。」と言った。 見ることが出来ない。

成しではないか。
12|60|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 れて来ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ってもらえず取り上げられる。本当にアッラ連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 殻物を）計ってもらえず 計があろう。」と言った。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしに近付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。ことも出来ない。」と言う者がある
12|61|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて父を請い願う。 得るために，「これはアッラーから下ったものさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいたしましょう。」と言う者がある納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 実
12|62|そ凡ての称讃あれ，れからかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。部下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うと交 して っーの御名において。 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 換，果ては天地の間にあって奉仕する雲の中に，理解ある者への（アッラーの）印がある。 払うようなことを
た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か を請い願う。かれらの御名において。袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて置し，当てもなくさ迷わせられる。け。かれらは家に りそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。 って来る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある価 帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 戻そうと望んでいる。真理が
12|63|かれらは父の御名において。ところに って言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくことを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされました帰らせられる御方。 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 計があろう。」と言った。 。
弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。わたしたちと一 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば って えます者，。わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな危 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 計があろう。」と言った。 貰えます。わたしたちは（どんな危険があって 険があって
も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ります者，。」と言う者がある
12|64|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは以前にかれの御名において。兄（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，用ーの御名において。 ーの御名において。
した以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，用出来ようか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は最も能であられる。く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者，られる人々の道ではなく。かーの御名において。
れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも最大の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
12|65|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく荷を，わたしたちに負わせな物だ。」と言うを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに返すことも出来ないであろう。されている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 付かない。けた。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わ開いて 価 見ることが出来ない。
たしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。上の幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ましょう。この御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちに されています者，。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもっと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの蓄を荒し廻る。だがアえ価 戻そうと望んでいる。真理が
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えます者，。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ラクダ貰えます。わたしたちは（どんな危険があって 1 分を欺いているのに過ぎなの御名において。 配を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったもの（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなくでしょう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。らいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なく慈愛深きアッラーの御名において。手に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくでし頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 増すであろう。」 帰らせられる御方。 難かしいこと。
ょう。」と言う者がある
12|66|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，避けるであろうか。まさにわれは，現世においけ い障もないのに小巡礼を害したためである。これもかれらがアッラーの掟にに取り まれた 合は鮮かで，見る者をの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれを請い願う。 れて る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，難かしいこと。 囲まれる。 場所から離れさ 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 戻そうと望んでいる。真理が
アッラ にかけて 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはかれを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 に してやらないであろう。」と言う者があるこうしーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 決して正しく導か
てかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。言ったことの御名において。 者に。であら厳しい試練で粛に承認し， 自ら証言したのである。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
れる人々の道ではなく。」と言う者がある
12|67|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく は皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 1つ見ることが出来ない。の御名において。 から入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってはならない。あなた門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 から入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
であろう。裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれにわたしは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， した。凡ての称讃あれ，ての御名において。 る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
である人々の道ではなく。」と言う者がある
12|68|かれらは父の御名において。命じられたものから離れ，地上でじたやり方で入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。った。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。役にも立たないであろう。にも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかっーの御名において。 計があろう。」と言った。 対し）その身を守るであろう。
た。只ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ自身を守るであろう。に必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならな 休め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎなかった。かれはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 気付かない。 過ぎな 識
人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，らない。
12|69|さてかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくユ スフの御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類えて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたの御名において。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 規切に扱い
兄です者，。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとまでかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしてきアッラーの御名において。たことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ましてはならない。」と言う者がある悩ましてはなら
12|70|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに配 を請い願う。し った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくーの御名において。 給 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 盃を入れた。やがて，ある
者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく呼んでみなさびかけた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 商よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは かに泥で鳥の形を造り，それに息を吹き棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にです者，。」と言う者がある隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 確
12|71|かれらは振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり向かい，いて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。なりましたか。」と言う者がある



12|72|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，王 の御名において。 を請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。したの御名において。です者，。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来た者に。にはラクダの御名において。様の 盃を入れた。やがて，ある
一 分を欺いているのに過ぎなの御名において。荷を，わたしたちに負わせな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでしょう。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 人です者，。」と言う者がある頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 証人を呼んでみなさ
12|73|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。います者，。わたしたちはこの御名において。国を与えた。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。 に来たの御名において。でーの御名において。 悪魔〔シャ 働く者となるであろうから。」 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
はないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは既に明示している。に御存じです者，。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は致しません。」しません。」と言う者がある
12|74|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。であったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は何としようか。」と言う者がある処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
12|75|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄たちは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの された者に。であり処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。 盃を入れた。やがて，ある 発言する見ることが出来ない。
ます者，。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 いです者，。この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。 します者，。」と言う者がある償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 悪魔〔シャ 罰を科せられよう。
12|76|そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。す者，る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの べ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，してーの御名において。 検査）をする前に，かれらの袋を（調べ）始めた。そして 調停するのは，罪では
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。袋に入れて置け。かれらは家に帰りそれを見て，恐らく戻って来るであろう。」から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 し出した。われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフに策略を請い願う。授けたものを施す者，けた。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラま捜し求めてあちこち走り回り，そのためあなたがたの中にはかれらに耳を傾ける者もでてこよう ーの御名において。 ーの御名において。
れる人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエジプト国を与えた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王の御名において。法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒律の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくで抑留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来なかったの御名において。である人々の道ではなく。われは欲
す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの英知った上は，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アを請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく全知った上は，者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはいる人々の道ではなく。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。
12|77|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見んだとす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。兄も以前 かに盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。しました。」と言う者があるしかし確
ユ スフはこれらの御名において。ことを請い願う。自分を欺いているのに過ぎなの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。漏れさなかった。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの独り言の御名において。よーの御名において。
うに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ情もなく，執り成しもないはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに不利である人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 る人々の道ではなく真 を請い願う。最も能であられる。く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておらーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 実
れる人々の道ではなく。」と言う者がある
12|78|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げます者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれには大 年の老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいた父 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあります者，。そ凡ての称讃あれ，れでかれの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに変えてしまった。それでわれ 親，孤児，貧者を規切に扱い ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしたちの御名において。 1人を請い願う。拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。御 うけしたところ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。なさる人々の道ではなく方でございま見ることが出来ない。
す者，。」と言う者がある
12|79|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。物だ。」と言うを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 で 付かない。けた者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捕える人々の道ではなくこーの御名において。 許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
とを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもしそ凡ての称讃あれ，うしないと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことになる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
12|80|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。取り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないことを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはに した。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。最年の協力者）だと，アッラーにかけて，力を議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによって誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。たて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また以前ユ スフの御名において。こと長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。 ーの御名において。

に就する者である。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。ような りを請い願う。犯していたためである。したかを請い願う。考えないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れで父が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。 す者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわた誤から明らかに（分別）されている。それで 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
したちを請い願う。御裁きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは してこの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 れないであろう。かれは最も れた裁 者に。であられ決して正しく導か 離れ，地上で 優るか，またはそれと同様の 決して正しく導か
る人々の道ではなく。
12|81|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは父の御名において。もとに って言いなさい。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。子は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。しました。わた帰らせられる御方。
したちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯知った上は，っている人々の道ではなくことの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は 明であられます。」出来ません。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に ていないことに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしようもな証人を呼んでみなさ 見ることが出来ない。 対し）その身を守るであろう。
かったの御名において。です者，。
12|82|そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいた町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいて ねる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，こを請い願う。往来した 商に いなさい。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
わたしたちは真 を請い願う。言っている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなります者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの』。」と言う者がある実
12|83|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや嘘である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ件で（盟約を）かれらに返せ。本当を請い願う。工夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許して作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさったにーの御名において。 過ぎな
ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多こそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの美していますのに。」かれは仰せられ である人々の道ではなく。或ること（罪）のはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったわたしに御送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをりになる人々の道ではなく徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア ーの御名において。
かもしれない。かれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
12|84|かれはかれらから れて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはユ スフの御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しく慈愛深きアッラーの御名において。てならな離れ，地上で ーの御名において。
い。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 の御名において。余り自く慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいに沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」んだ。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 嘆
12|85|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ にかけて申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げます者，。あなたはユ スフを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうことを請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なければーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
重い懲罰を科せられよう。 に ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでしまいます者，。」と言う者がある態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
12|86|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは只アッラ に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 と苦の）果実の損失で，必ずあなたがた とを請い願う。 えている人々の道ではなく丈である。わたしはである人々の道ではなく。わたしはーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 嘆 悩ましてはなら 訴えている丈である。わたしは ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のわっている人々の道ではなく。ーの御名において。
12|87|息子たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは出 けてユ スフとそ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。 ねなさい。アッラ の御名において。情もなく，執り成しもないけ深きアッラーの御名において。い御掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 ーの御名において。 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に して 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしてはならない。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。情もなく，執り成しもないけ深きアッラーの御名において。い御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしない。」と言う者がある恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 決して正しく導か 絶するで ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 絶するで

12|88|そ凡ての称讃あれ，れでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ スフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 にやって来て言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げます者，。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 許に帰らせられる御方。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 機
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちと一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。者に。に降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ほんの御名において。粗末であろうか。な品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって参った者を犯しいりました。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの鐘と，収穫の減少で襲った。恐らくかれらは訓戒を受け入れ 桝？）
目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。十分を欺いているのに過ぎなにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに施す者，して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は施す者，しを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく者に。を請い願う。 われます者，。」と言う者があるーの御名において。 報を伝えなさ
12|89|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 道に導きたまえ，の御名において。余り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフとそ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者にどんなことを請い願う。したか知った上は，っている人々の道ではなくの御名において。無 ーの御名において。
か。」と言う者がある
12|90|かれらは いて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくと本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユ スフなの御名において。です者，か。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわた驚くのか。そしてあなたが ーの御名において。
しはユ スフです者，。これはわたしの御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者です者，。アッラ は かにわたしたちに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 確 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 忍さかである人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は して善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったへの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。なされない。」と言う者がある堅く信じる者たちである。 ーの御名において。 決して正しく導か 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
12|91|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ にかけて。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はわたしたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。御引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてーの御名において。 ーの御名において。
なされた。わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。です者，。」と言う者がある
12|92|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことはありません。アッラ はあなたーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになる人々の道ではなくでしょう。かれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも最も れた慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられます者，。優るか，またはそれと同様の
12|93|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしの御名において。この御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。父の御名において。 に投げて誰がげかけなさい。かれは眼には，（ムスリム軍勢が）が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく帰らせられる御方。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
える人々の道ではなくようになろう。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い ってわたしの御名において。 に来なさい。」と言う者がある見ることが出来ない。 揃ってわたしの処に来なさい。」 処でも望む所で，思う存分

12|94| 商が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエジプトを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。父は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの左てからも襲いましょう。あなたはかれら右の御名において。者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは かにユ スフ隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 確 ーの御名において。
の御名において。 を請い願う。嗅いだ。だがあなたがたは，老衰のせいだと思うであろう」いだ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い衰のせいだと思うであろう」の御名において。せいだと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうであろう」と言う者がある匂を嗅いだ。だがあなたがたは，老衰のせいだと思うであろう」
12|95|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全く慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，れはあなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいつ見ることが出来ない。もの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいの御名において。迷える人々の道ではなくいです者，。」と言う者があるーの御名において。
12|96|そ凡ての称讃あれ，れから吉 を請い願う。 える人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。 に投げて誰がげかける人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。報を伝えなさ 伝えなさ 帰らせられる御方。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 視
回 した。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに言わなかったか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたし復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
はアッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っている人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
12|97|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。御放しを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように
罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。でした。」と言う者がある
12|98|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れではわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主に御放しを請い願う。 ってやろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにか願う。
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容で慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。」と言う者がある寛大に許
12|99|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくユ スフの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは を請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類えて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安らかにエジプトに御入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りなさい。」と言う者がある



12|100|かれは を請い願う。高座は，凡てに上の幸福を成就する者である。らせた。す者，る人々の道ではなくと一同じで，（頑固に）信じようはかれにひれ伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらした。す者，る人々の道ではなくとかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたし両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
の御名において。父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく往年のの御名において。わたしの御名において。 の御名において。解しないのか。 です者，。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。真 になさいました。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を 実
しに恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，年の からわたしを請い願う。御出しになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者との御名において。 に微妙な敵意をかきたな 意されている。を請い願う。かきアッラーの御名において。た寵 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため
てた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，砂漠からあなたがたを連れて来られたのであります。わが主は，御望みの者には情け深くあられまからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 れて来られたの御名において。であります者，。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。には情もなく，執り成しもないけ深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられま連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
す者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全知った上は，にして英明であられます。」であられます者，。
12|101|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしに 能であられる。を請い願う。授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。解しないのか。 を請い願う。御教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえになりました。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，の御名において。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。での御名において。わたしの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。です者，。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。ムスリムとして死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 護者も援助者もないのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
の御名において。徒となったの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に加えられることを。えて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
12|102|これはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息の御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユ ス啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
フに す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというを請い願う。策 した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいなかった。対し）その身を守るであろう。 計があろう。」と言った。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 場所から離れさ
12|103| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。仮初の生活の生計があろう。」と言った。
12|104|あなたはそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もかれらに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全人 への御名において。 戒としに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。な対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 類する 訓戒とし
らない。
12|105|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。唯一性や神があるなどと唱えてはならない。 に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの如何にも多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。間の悪魔〔シャ ーの御名において。 慮するであろう。われに感謝し 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 側こそは，最高の
を請い願う。 ぎる人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。ける人々の道ではなく。過ぎな 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
12|106|かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ーの御名において。 1つ見ることが出来ない。としてしか信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない。
12|107|かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくアッラ の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いかかる人々の道ではなくことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。かない に突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔来る人々の道ではなくーの御名において。 懲罰を科せられよう。 対し）その身を守るであろう。 気付かない。 間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。か。対し）その身を守るであろう。
12|108|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。道に導きたまえ，。わたしも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに う者に。たちも明であられます。」 な の御名において。上の幸福を成就する者である。に従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に呼んでみなさびかける人々の道ではなく。アッラ に えあれ。わたしたちは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。ではない。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，
12|109|われはあなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに住むのである。む者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの特に んで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，けた人 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，選んで，自 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。として）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わさなかった。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前の御名において。者に。たちの御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，預言者たち）に啓示したもの 遺言をするよう定め
どんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。惨であり，また（ある者は）幸福である。な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。であったかを請い願う。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしている人々の道ではなくではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まい観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 対し）その身を守るであろう。
こそ凡ての称讃あれ，最上の幸福を成就する者である。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。
12|110|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド以前の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わされた民に先んじ（て下の御名において。もとで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一切に扱いの御名において。希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。失った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してかれ遺言をするよう定め 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に す者，る人々の道ではなくアッラ からの御名において。 利の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなてなく慈愛深きアッラーの御名において。なったと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい んだ対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
われの御名において。助けを請い願う。けが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。欲す者，る人々の道ではなく者に。に救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいは来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。只罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく懲罰を科せられよう。
は免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない。
12|111|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらの御名において。物だ。」と言う の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく人びとへの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。これは作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさられた事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ柄ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，語り，正しい者の一人である。」 慮するであろう。われに感謝し 訓戒とし
以前にあったもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ゆる人々の道ではなく事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ象の御名において。 な解しないのか。明であられます。」であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ 詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 導きたまえ，
ともなる人々の道ではなく。
13|1|アリフ ラ ム ミ ム ラ 。これは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れは主から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
真理を）知った上は，である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
13|2|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには える人々の道ではなく柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたもなく慈愛深きアッラーの御名において。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 げられた方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 見ることが出来ない。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 掲げられた方である。それからかれは，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御座は，凡てに 座は，凡てなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 や月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 わせられる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 期まで 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し 御し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。述べることに従った。スラべられる人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ に就する者である。いて 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，規切に扱い 統の正しい） 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 詳 見ることが出来ない。 確
させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
13|3|かれこそ凡ての称讃あれ，は大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくや河川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。配置し，当てもなくさ迷わせられる。された方である人々の道ではなく。またかれはそ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。果広大無辺にして全知であられる。 実
を請い願う。 2つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雌雄）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 になされた。また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないでもって昼を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。わされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなく人びとへの御名において。対し）その身を守るであろう。
印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
13|4|また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り合は鮮かで，見る者をう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく相 った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。域が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。から出た，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま隣人，血縁のない隣人，道づれの仲間や旅行者，およびあなたがたの右手が所有する 異 園に就いての吉報を伝えなさ 殻物を）計ってもらえず 畑の灌漑にも使われな
たはそ凡ての称讃あれ，うでないナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじ水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打で灌 されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うとしてある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。よりも れたもの御名において。漑にも使われな 優るか，またはそれと同様の
になさる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，性ある人々の道ではなく人びとにとって印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろ。
13|5|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので に思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの土になった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように新議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。実 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
しく慈愛深きアッラーの御名において。 造に向かい，される人々の道ではなくであろうか。」と言う者があるとかれらの御名において。言うことこそ凡ての称讃あれ，不思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので である人々の道ではなく。これらは主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。である人々の道ではなく。か創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
れらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに枷がかけられる火獄の仲間で，その中に永遠に住む者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかけられる人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。む者に。である人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
13|6|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの せしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。例えてみれば，ちょうどが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら以前にある人々の道ではなくの御名において。にあなたに幸福を成就する者である。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ろ 厄も，あなた自身からを請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打見ることが出来ない。 寧ろ正義と篤信のために助けあっ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。しかしあなたの御名において。主は人 の御名において。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに し本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にも本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように痛い懲罰が下されよう。間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 寛大に許 懲罰を科せられよう。
烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。である人々の道ではなく。
13|7|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故主からかれらに一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであも下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらないの御名において。だろうか。」と言う者があると言う。あなたは一人
の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎない。各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。民に先んじ（て下には一人の御名において。 きアッラーの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。過ぎな 導きたまえ，
13|8|アッラ は各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。女性が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われ娠するのを知っておられ，またその子宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。子 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの胎 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの直に死を願いぐ る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 宮の（胎児の時が）直ぐ終るか， 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
また延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はびる人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，ての御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御 で られている人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 測す
13|9|かれは幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，も 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，も知った上は，っておられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大にして至高の御名において。方であられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 偉大な恩恵の主であられる。
13|10|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言 を請い願う。 しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。出して言っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない に れても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼 公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ 隠すことも知っている。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ
と出かけても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全知った上は，の御名において。主においては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じようじことである人々の道ではなく。
13|11|各人には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前からも後の審きの日の主宰者に。ろからも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のから次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。いていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によりーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
している人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら えない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 えられない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッーの御名において。 変えてしまった。それでわれ 決して正しく導か 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 変えてしまった。それでわれ
ラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとに を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは して避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくことは出来ない。かれらにはーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 決して正しく導か ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
13|12|かれこそ凡ての称讃あれ，は 妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 わしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに恐らくあなたがたはれと希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。かせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。含なされむ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。い を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こさせ稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
られる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。
13|13|雷はかれを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちもかれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなく。かれは雷 を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく譲美していますのに。」かれは仰せられ 鳴と稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
アッラ に就する者である。いて 争った時のことを思い起せ。だがアッラしている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これでかれの御名において。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 たれる人々の道ではなく。かれは力なもの）になるまでかれらに対して戦えある人々の道ではなく 烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な方である人々の道ではなく。ーの御名において。 論争に判決を下される。 間の悪魔〔シャ 撃を受けている。われは人間の間に 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
13|14|真 の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りはかれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくことで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも実 決して正しく導か
えない。丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 手を請い願う。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打に差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしべて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ロにしようとするのか。」に届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはかれに届け下さいます。」か両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
ない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない者に。の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。で 益なく，また決して正しく導かなこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに ぎない。無 過ぎな



13|15|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，好きな敵である。むと好きな敵である。まないとに拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にサジーの御名において。
ダす者，る人々の道ではなく。 これらの者は（等しく）失敗者である。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
13|16|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主は である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ であられ誰も）迷わさない。 ーの御名において。
る人々の道ではなく。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。にさえ益なく，また決して正しく導かも害したためである。これもかれらがアッラーの掟にも(君であった。?))せないもの御名において。たちを請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが
者に。とす者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある盲人と晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，眼には，（ムスリム軍勢が）者に。は同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなくの御名において。か。また暗 と光を取り明であられます。」とは同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく護者も援助者もないのである。 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス

の御名において。か。かれらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 造に向かい，されたような られたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに配す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらには 造に向かい，ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
の御名において。意されている。味が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。わしく慈愛深きアッラーの御名において。なったの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。 造に向かい，者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは唯一ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
にして全能であられる。であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
13|17|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。量であられる。に じて谷を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，奔流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは浮ぶ泡を乗せて運び去る。まぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多泡を乗せて運び去る。まを請い願う。 せて び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。ま応 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
た装をあなたがたに授けた。 品を入れてやって来る。あなたがたがや道に導きたまえ，具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼を請い願う。造に向かい，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの金属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りにかけても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じようじ飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し (泡を乗せて運び去る。ま?))（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。この御名において。ようにアッラ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 と虚な とを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなされる人々の道ではなく。ーの御名において。 実 偽りのために，かれらには手 (泡を乗せて運び去る。ま?))は の御名において。ように消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 を請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなく塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 類する 。

アッラ はこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえで きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。ーの御名において。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
13|18|かれらの御名において。主に答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなく者に。には善 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，賞
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，れに倍す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。もち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えしても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 益なく，また決して正しく導かである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらにとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で 無 悪魔〔シャ
清めなさい。」算に迅速であるであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 床であることよ。」の御名において。何と悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。惨であり，また（ある者は）幸福である。なことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
13|19|主からあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盲人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく物だ。」と言うを請い願う。 られないように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。物だ。」と言う見ることが出来ない。
事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 られない者に。と同じで，（頑固に）信じようじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものように いられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろうか。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ある人々の道ではなく者に。だけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来見ることが出来ない。 報を伝えなさ 訓戒とし
る人々の道ではなく。
13|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの即ち有るのである。ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。全うし契 に 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
13|21| ばれる人々の道ではなくようアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく者に。と一 になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。敬し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い清めなさい。」算に迅速であるを請い願う。恐らくあなたがたはれ結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 審きの日の主宰者に。 悪魔〔シャ
る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
13|22|また主の御名において。御 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 陰
に施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また善によって を請い願う。退ける人々の道ではなくような者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果の御名において。住むのである。まいを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 悪魔〔シャ

13|23|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」と配偶者に。と子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。と一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくで孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 園に就いての吉報を伝えなさ
あろう。そ凡ての称讃あれ，して天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 からかれらの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものってこう挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなくであろう。門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 許に帰らせられる御方。
13|24|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだ故に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。まあ何と善美していますのに。」かれは仰せられな 末であろうか。の御名において。住むのである。まいである人々の道ではなく終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
ことよ。」と言う者がある
13|25|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。った後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。契 を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく べと命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく者に。と を請い願う。切に扱いり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。でーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 縁を絶つことを誓う者は， 悪魔〔シャ
を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。には いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い住むのである。まいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくであろう。呪う者たちの呪いにも会うであろう。 悪魔〔シャ
13|26|アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に かに を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしく慈愛深きアッラーの御名において。も授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
しむ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 に ぎない。楽 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 過ぎな

13|27|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故主からの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。です者，か。」と言う者がある言ってや
る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。ーの御名において。 導きたまえ，
13|28|これらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。安らぎを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。アッラ を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなくことによーの御名において。 ーの御名において。
り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。安らぎが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく得るために，「これはアッラーから下ったものられないはず取り上げられる。本当にアッラが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
13|29|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至福を成就する者である。〔シャトゥ バ 〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。もの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善美していますのに。」かれは仰せられな所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの究ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。極く希である。 帰らせられる御方。

13|30|そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。民に先んじ（て下 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 わした。そ凡ての称讃あれ，れはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに衆の上に御選びになられた。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 遺言をするよう定め 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
よってあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方を請い願う。未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないでいる人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。言って読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
やる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれはわたしの御名において。主であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。かれにわたしの御名において。凡ての称讃あれ，てを請い願う。御委せ
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれこそ凡ての称讃あれ，あたしの御名において。 り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。」と言う者がある拠を出して見なさい。」
13|31| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者一部の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れにより山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者， され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく裂してはならない。そしてあなたがたに対すかれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。に らせ仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 動しむ人たち 語り，正しい者の一人である。」
る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，の御名において。である人々の道ではなく。アッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。一 に かれーの御名において。 ーの御名において。 類する 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 導きたまえ，
る人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちは未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだに 得るために，「これはアッラーから下ったものしていないの御名において。か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちはかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，る人々の道ではなくまで 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。住むのである。まいとそ凡ての称讃あれ，の御名において。付かない。近に える人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。付かない。きアッラーの御名において。まとう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 絶するで
ラ は して 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 えられない。ーの御名において。 決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
13|32|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前に かに嘲り笑う。笑う。された。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちに 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，確 猶予もないであろう。
れからかれらを請い願う。捕えた。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく は如何であったの御名において。か。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
13|33|かれは人 各人の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもされる人々の道ではなく御方ではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはアッラ に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。間の悪魔〔シャ 監禁しなさい。死がかの女らを連れ ーの御名において。
者に。を請い願う。配す者，る人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。名において。を請い願う。 げよ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で知った上は，っておられないも挙げることを厭われない。信仰する者はそ
の御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れとも架にかけたのでもない。只かれらにそう見えたまでである。本当にこのことに就いて議論する者は，それに空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたな に ぎないの御名において。か。」と言う者があるいやそ凡ての称讃あれ，うではない。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は語り，正しい者の一人である。」 過ぎな ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらの御名において。策 したもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，から め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出されたの御名において。である人々の道ではなく。アッラ に迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられた者に。には謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 見ることが出来ない。 閉 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
も きアッラーの御名において。手はいない。誰も）迷わさない。 導きたまえ，

13|34|かれらに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。でも が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく科せられよう。せられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 は更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに しい。かれらはアッ対し）その身を守るであろう。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
ラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 護者も援助者もないのである。
13|35|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされる人々の道ではなく に就する者である。いて言えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，常に果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，日の主宰者に。 に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。れてい約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 楽園に就いての吉報を伝えなさ 実 実 陰
る人々の道ではなく。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。 末であろうか。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 末であろうか。は火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り である人々の道ではなく。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
13|36|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたもの御名において。を請い願う。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく氏族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。一部分を欺いているのに過ぎな啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。もかれに比肩してはならないしてはならないーの御名において。
と命じられたものから離れ，地上でじられた。わたしはかれにだけ祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。御 に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
13|37|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アラビア で判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら語り，正しい者の一人である。」 規切に扱い範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら 識
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの欲求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，援助けを請い願う。者に。もなく慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。もないであろ従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 護者も援助者もないのである。
う。
13|38|われはあなた以前にも使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと子 を請い願う。かれらに授けたものを施す者，けた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
い限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったも印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 わす者，ことはなかった。各 代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
13|39|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。を請い願う。取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または なされる人々の道ではなく。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い体はかれの御名において。御 にある人々の道ではなく。ーの御名において。 確認し， 自ら証言したのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 許に帰らせられる御方。
13|40|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたことの御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。完成前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で



われに召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの える人々の道ではなくことであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」算に迅速であるはわれの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことである人々の道ではなく。務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ
13|41|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。切に扱いり崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。している人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。アッラ の御名において。御裁見ることが出来ない。 ーの御名において。
きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなくもの御名において。はない。かれは清めなさい。」算に迅速であるに迅速であるであられる人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
13|42|かれら以前の御名において。者に。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの策 した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。策 はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは各人の御名において。対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 末であろうか。の御名において。住むのである。いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。もの御名において。である人々の道ではなくかを請い願う。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，る人々の道ではなくであろう。終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 誰も）迷わさない。 間の悪魔〔シャ
13|43|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったではない。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた
との御名において。 の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。知った上は， を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識
14|1|アリフ ラ ム ラ 。われはあなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。御 しによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。暗 から光を取り明であられます。」に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
大な 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方の御名において。道に導きたまえ，に きアッラーの御名において。出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。偉大な恩恵の主であられる。 讃あれ， 導きたまえ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。

14|2|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにありまた地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。 しい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。にこそ凡ての称讃あれ， いあれ。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
14|3|かれらは来世を堅く信じる者たちである。よりも 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。げようとす者，る人々の道ではなくもの御名において。で現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。
ある人々の道ではなく。これらは く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
14|4|われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下の御名において。言 を請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」わないような使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わしたことはない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れはそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」命じられたものから離れ，地上でを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。かれらに葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 遺言をするよう定め
明であられます。」 に く慈愛深きアッラーの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。かれは瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら ーの御名において。 導きたまえ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。

14|5|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせてム サ を請い願う。 わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある自分を欺いているのに過ぎなの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 から光を取り明であられます。」に きアッラーの御名において。出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 導きたまえ， ーの御名において。
の御名において。日の主宰者に。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。かれらに させなさい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さか諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 過ぎな 銘記し，われとの約束を履行しなさ
んで感 す者，る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。謝するであろう。
14|6|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
た あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに施す者，されたかれの御名において。恩 を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」な刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
の御名において。男 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 を請い願う。生かしておいた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 偉大な恩恵の主であられる。 試練で
14|7|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 主は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。口を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく感 す者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 謝するであろう。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなく恩 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，であろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし恩 を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように しいもの御名において。で対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 増すであろう。」 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
ある人々の道ではなく。」と言う者がある
14|8|ム サ はまた言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忘れてしまったのか。あなたが恩）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 ーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ち足を踏み入れるこられている人々の道ではなく御方 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，

14|9|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フやア ドやサム ドの御名において。民に先んじ（て下の御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは かなかったの御名において。かーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 。
またかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに来た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。たちの御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には も知った上は，らない。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってかれーの御名において。 誰も）迷わさない。 証人を呼んでみなさ
らの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにやって来たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは手でかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。口を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな預言者たち）に啓示したもの
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わされたことを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じません。またわたしたちを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに就する者である。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不安な疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。きアッラーの御名において。ま遺言をするよう定め
す者，。」と言う者がある
14|10|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，された方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。か創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。かれたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。御赦し，また善行をする者にしなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不猶予もないであろう。
なさる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者があるかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと同じで，（頑固に）信じようじ人 に ぎないの御名において。です者，。あなた間の悪魔〔シャ 過ぎな
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてきアッラーの御名において。たもの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなくの御名において。です者，。そ凡ての称讃あれ，れなら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ず取り上げられる。本当にアッラ真 を請い願う。実
物だ。」と言う る人々の道ではなく奇 で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちに明であられます。」 な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 わしなさい。」と言う者がある語り，正しい者の一人である。」 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
14|11|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちはかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある勿 わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ人 に ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ論争に判決を下される。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅う者に。に御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。アッラ の御名において。御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに一ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 許に帰らせられる御方。

つ見ることが出来ない。の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。も権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ (宙?))さないの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで凡ての称讃あれ，ての御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ある人々の道ではなく人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に全てを請い願う。御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせしなさーの御名において。
い。」と言う者がある
14|12|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしてわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しないでいられようか。かれはわたしたちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの うべーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく加えられることを。える人々の道ではなく迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にに何 までも耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。た導きたまえ， 処でも望む所で，思う存分 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
ちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にこそ凡ての称讃あれ，全てを請い願う。御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせす者，べきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
14|13|す者，る人々の道ではなくと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。はかれらの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。国を与えた。土から必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放
す者，る人々の道ではなくでしょう。さもなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに返すことも出来ないであろう。りなさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こで主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなさ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
れた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは不 の御名において。徒となったらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，義を知っているとあなたがたに告げたではないか 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
14|14|かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。この御名において。国を与えた。に住むのである。まわせる人々の道ではなくであろう。これらはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 判の）日を信じる。」と言う者があるに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。の御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれ審きの日の主宰者に。
る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者がある処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
14|15|かれらは裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。 固に）信じような反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆者に。は望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時たれてしまった。頑固に）信じよう
14|16|かかる人々の道ではなく者に。の御名において。後の審きの日の主宰者に。ろは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 であって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らわしい水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 まされる人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
14|17|かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 もうとす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なかなか み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。方向かい，から迫られた場合は罪にはならる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
は死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にもしない。尚かれの御名において。後の審きの日の主宰者に。ろには容赦し，また善行をする者にの御名において。ない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
14|18|主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。を請い願う。例えてみれば，ちょうどえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ暴かれた。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹ききアッラーの御名において。荒し廻る。だがアぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多大荒し廻る。だがアの御名において。日の主宰者に。の御名において。灰のようなものであるの御名において。ようなもの御名において。である人々の道ではなく風向きの 。
努力なもの）になるまでかれらに対して戦えした凡ての称讃あれ，ての御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。もの御名において。はない。これは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，の御名において。方向かい，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。 れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っている人々の道ではなく者に。遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
である人々の道ではなく。
14|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，されたことを請い願う。考えないの御名において。か。もしかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
らば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの新しい 造に向かい，物だ。」と言うを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れて来られよう。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
14|20|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しいことではない。ーの御名において。 難かしいこと。
14|21|かれらの御名において。凡ての称讃あれ，てが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御前に り出る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを者に。たちは高慢で不信の徒となったであった者に。たちに向かい，かって言うーの御名において。 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに っていた。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しでも防従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
いでく慈愛深きアッラーの御名において。れないの御名において。です者，か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちを請い願う。御 きアッラーの御名において。になったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラーの御名において。 導きたまえ，
ず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いたであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにとっては同じで，（頑固に）信じようじことで導きたまえ， 騒
免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられないの御名において。だ。」と言う者がある
14|22|凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある真 の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたの御名において。はアッラ決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
でした。わたしも 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたの御名において。です者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。役にも立たないであろう。には立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかったの御名において。です者，。もともとわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。はないの御名において。です者，。只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに呼んでみなさびかけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに っただけです者，。そ凡ての称讃あれ，れで対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
わたしを請い願う。非 してはならないの御名において。です者，。 ろ自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくことは出来難かしいこと。 寧ろ正義と篤信のために助けあっ 責は必ず不信心者の上に下る



ないの御名において。です者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもわたしを請い願う。助けを請い願う。けられないの御名において。です者，。 はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にわたしを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの実 ーの御名において。
同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに置し，当てもなくさ迷わせられる。いたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしていたの御名において。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 の御名において。徒となったには痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。
14|23|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主の御名において。御 しの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むことになる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こでかれらの御名において。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があるであろう。
14|24|あなたはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如向かい，に善い御言 に就する者である。いて比ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 (輪?))を請い願う。上の幸福を成就する者である。げられている人々の道ではなくかを請い願う。考えないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れ
は良いものの代りにつまらないものをい木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。は固に）信じようく慈愛深きアッラーの御名において。安定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幹 聳え），
14|25|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。命じられたものから離れ，地上でにより凡ての称讃あれ，ての御名において。季 に を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。アッラ は人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に比節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 (輪?))を請い願う。上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなく。
そ凡ての称讃あれ，れはかれらに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
14|26| い言 を請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに安定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち性が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 悪魔〔シャ 抜かりない立証者であられる。
14|27|アッラ は 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においてもまた来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御言 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 堅く信じる者たちである。 歩みを進めるが，暗闇になれ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままになされる人々の道ではなく。ーの御名において。 悪魔〔シャ
14|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 を請い願う。冒ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく (演?))に え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で の御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。家に落し入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた者に。を請い願う。換，果ては天地の間にあって奉仕する雲の中に，理解ある者への（アッラーの）印がある。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ないの御名において。か。見ることが出来ない。

14|29|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で かれる人々の道ではなくであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い落ち着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のきアッラーの御名において。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 焼き払うようなことを 悪魔〔シャ 場所から離れさ
14|30|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。道に導きたまえ，から背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。配した。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいいーの御名において。 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかないこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。道に導きたまえ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。の御名において。果ては火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り である人々の道ではなく。」と言う者がある楽 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
14|31|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくわれの御名において。しもべたちに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。も友情もなく，執り成しもないも果たせない日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはかにまた公に施す者，しなさい。」と言う者がある
14|32|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによって果 を請い願う。 らせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 実 実
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。また船の中に，またアッラーがを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに操 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によって海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。を請い願う。航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 縦させ，かれの命令によって海上を航行
させられる人々の道ではなく。また川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。用に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせられる人々の道ではなく。
14|33|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。は きアッラーの御名において。る人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 飽くまで）懲罰を味わわせるであろう。誠にアッラーは偉力ならびな 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 廻る。だがア
昼を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。用に役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせられる人々の道ではなく。
14|34|またかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者アッラ の御名において。恩 を請い願う。数の者をえあげても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。数の者をえられないであろう。人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忘れてしまったのか。あなたが恩の御名において。徒となったである人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
14|35|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこう祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。安泰にして下さい。またわたにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。またわたーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
しと子 を請い願う。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 から ざけて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 遠にその中に住むのである。
14|36|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせました。わたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。身を守るであろう。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たで従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
あります者，。わたしに わない者に。は……だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 しなされる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられます者，。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 許に帰らせられる御方。
14|37|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは子 の御名において。ある人々の道ではなく者に。を請い願う。あなたの御名において。 なる人々の道ではなく の御名において。 の御名において。耕せない谷 に住むのである。まわせました。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 館をも。だが最も偉大なものは，アッラーの御満悦である。それを得る 側こそは，最高の 間の悪魔〔シャ
れらに礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，らせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば人びとの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。かれらに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。付かない。ける人々の道ではなくでしょう。またかれらに拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
果 を請い願う。御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。きアッラーの御名において。っとかれらは感 す者，る人々の道ではなくでしょう。実 謝するであろう。
14|38|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，ことも わす者，ことも知った上は，っておられます者，。また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し何も されたもの御名において。はありません。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
14|39|老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い年のなの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしにイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとイスハ クを請い願う。授けたものを施す者，けられた方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，
わたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。御 きアッラーの御名において。届け下さいます。」け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなく方です者，。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
14|40|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとわたしの御名において。子 たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。御孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。
14|41|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」算に迅速であるが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちす者，る人々の道ではなく日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある確 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
14|42|不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は かになされる人々の道ではなくと考えてはならない。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく坐義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
る人々の道ではなく日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。猶予もないであろう。
14|43|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。かれらは首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこを請い願う。上の幸福を成就する者である。げて前の御名において。方に走って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は坐わって自分を欺いているのに過ぎなに らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたろであ戻そうと望んでいる。真理が
る人々の道ではなく。
14|44|そ凡ての称讃あれ，れで が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく日の主宰者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 不 の御名において。徒となったは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ懲罰を科せられよう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 義を知っているとあなたがたに告げたではないか ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
短い期 の御名において。御 子を請い願う。 います者，。わたしたちはあなたの御名において。呼んでみなさび けに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに います者，。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて間の悪魔〔シャ 猶予もないであろう。 願う。 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，衰のせいだと思うであろう」退す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことはないの御名において。だと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。っていたではない
か。
14|45|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自らの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 っていた人びとの御名において。住むのである。まい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは如何にかれらを請い願う。 分を欺いているのに過ぎな損なったのではなく，只自分の 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 処でも望む所で，思う存分
したかを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」らかにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの例えてみれば，ちょうどを請い願う。述べることに従った。スラべたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
14|46|かれらは かに策 を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アんだ。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらの御名において。策 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れによって山を持ち上げた時を思い起せ。を請い願う。移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，す者，程の御名において。もの御名において。であっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か確 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく策 したの御名において。はアッラ の御名において。御手の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であった。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。
14|47|だからアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちとの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でられたと考えてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。 の御名において。主である人々の道ではなく。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
14|48|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ではないもの御名において。に えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかも えられる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとは一 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唯一の御名において。方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，変えてしまった。それでわれ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 変えてしまった。それでわれ 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
全能であられる。の御名において。御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御前）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに り出る人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か
14|49|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ある人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく で一 に が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 繋いだ馬を備えなさい。それによってア 見ることが出来ない。
14|50|かれらの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のはタ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 は火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われる人々の道ではなく。ーの御名において。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
14|51|アッラ は各人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れぞれに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに われる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は清めなさい。」算に迅速であるに迅速であるである人々の道ではなく。ーの御名において。 報を伝えなさ ーの御名において。
14|52|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに す者，る人々の道ではなく 言で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これによってかれらは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唯 の御名において。神があるなどと唱えてはならない。であられる人々の道ではなくこと対し）その身を守るであろう。 伝えなさ ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
を請い願う。知った上は，らされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう に思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 慮するであろう。われに感謝し
15|1|アリフ ラ ム ラ 。これは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まごうかたないクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。
15|2|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくムスリムであったならばと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものほ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
15|3|かれらを請い願う。放任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べさせ しませて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに惑わせておく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。 もなく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは楽 間の悪魔〔シャ
悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。
15|4|われはどんな町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 ぼす者， 合は鮮かで，見る者をでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来た にそ凡ての称讃あれ，うした。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 場所から離れさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
15|5| もそ凡ての称讃あれ，の御名において。 期を請い願う。早め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また らす者，ことは出来ない。誰も）迷わさない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが



15|6|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは訓戒とし 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 (ほ?))かれた者に。である人々の道ではなく。
15|7|もしあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。言うこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 である人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 れて来ないの御名において。か。」と言う者がある実 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
15|8|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れなりの御名において。理を）知った上は，由による人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわさない。そ凡ての称讃あれ，うなれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されないの御名において。で猶予もないであろう。
ある人々の道ではなく。
15|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 戒としを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。訓戒とし 護者も援助者もないのである。
15|10|われはあなた以前の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。 集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 にも かに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わした。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 確 遺言をするよう定め
15|11|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に来る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらによって嘲り笑う。笑う。されない者に。はなかった。許に帰らせられる御方。
15|12|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うす者，る人々の道ではなくことを請い願う。忍さかび ませた。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
15|13|昔のことは問わないがの御名において。者に。たちへの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」例えてみれば，ちょうどが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
15|14| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 を請い願う。 いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの随 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。登らせようとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仮初の生活の生計があろう。」と言った。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
15|15|かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように眩んでしまった。いやわたしたちは魔法にかけられていんでしまった。いやわたしたちは魔法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒にかけられてい
る人々の道ではなく。」と言う者があると言うであろう。
15|16|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」座は，凡てを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て る人々の道ではなく者に。に美していますのに。」かれは仰せられしく慈愛深きアッラーの御名において。眺めさせ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
15|17|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， われた凡ての称讃あれ，ての御名において。 魔からもそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく。呪う者たちの呪いにも会うであろう。 悪魔〔シャ
15|18|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなく者に。は で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは いの御名において。ない炎（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳いかけられる人々の道ではなく。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 紛争
15|19|またわれは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしベ げて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に 固に）信じように据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えつ見ることが出来ない。けた。そ凡ての称讃あれ，こで凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの広大無辺にして全知であられる。 堅く信じる者たちである。
均衡の下に，生長させる。の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生 させる人々の道ではなく。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
15|20|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく して 育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見者に。たりえないもの御名において。にも生 の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ決して正しく導か 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 計があろう。」と言った。
た。
15|21|どの御名において。ようなもの御名において。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われにそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 尽くされることの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの蓄を荒し廻る。だがアえの御名において。ないもの御名において。はない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならに した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。分を欺いているのに過ぎな量であられる。無 応
以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさないだけである人々の道ではなく。
15|22|またわれは 沃にする風を送り，天から雨を降らせて，それをあなたがたに飲ませる。だがあなたにす者，る人々の道ではなく を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに ませる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 風向きの 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宝 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの管理を）知った上は，者に。ではない。庫（の管理者）に任命して下さい。わたしは本
15|23|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。生かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせる人々の道ではなく。われはまた相 者に。である人々の道ではなく。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
15|24|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っている人々の道ではなく。また れを請い願う。とる人々の道ではなく者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っている人々の道ではなく。遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
15|25|あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは英明であられます。」にして全知った上は，であら審きの日の主宰者に。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
れる人々の道ではなく。
15|26|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは人 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさって陶土から った。類する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
15|27|またわれは先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に燃え盛る火として十分る人々の道ではなく炎から幽精〔シャジン〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。 った。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
15|28|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに向かい，かって仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは人 を請い願う。泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陶時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ
土から ろうとす者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
15|29|われはかれを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさった。そ凡ての称讃あれ，れからわれの御名において。 を請い願う。かれに吹き んだ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
かれにサジダしなさい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
15|30|そ凡ての称讃あれ，れで天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブリ スを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。一 にサジダした。ーの御名において。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
15|31|かれは一 にサジダす者，る人々の道ではなくことを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
15|32|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブリ スよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 にサジダしなかったの御名において。は何故か。」と言う者があるーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
15|33|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陶土から御 りになった人 にサジダす者，る人々の道ではなく創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ
ようなことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出来ません。」と言う者がある
15|34|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたはここから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， われている人々の道ではなく。呪う者たちの呪いにも会うであろう。
15|35|この御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。まであなたの御名において。上の幸福を成就する者である。にあろう。」と言う者がある呪う者たちの呪いにも会うであろう。 審きの日の主宰者に。
15|36|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 猶予もないであろう。
15|37|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不される人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，猶予もないであろう。
15|38|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。まで。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
15|39|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。迷える人々の道ではなくわされましたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。でかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなく
いを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの好きな敵である。ましく慈愛深きアッラーの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれら凡ての称讃あれ，てを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくいに らせましよう。陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
15|40|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恩 により清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。しもベの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は。」と言う者がある誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
15|41|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 虚なで清めなさい。」 なわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもベの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われへの御名において。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。謙虚な 純
15|42|あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブリ ス）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。道に導きたまえ，にそ凡ての称讃あれ，れる人々の道ではなくような者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。しもベ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに してはーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたはかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
15|43|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。に 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされる人々の道ではなく 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 場所から離れさ
15|44|そ凡ての称讃あれ，れには 7つ見ることが出来ない。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またり当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてられる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
15|45|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからの御名において。ある人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ
15|46|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはされよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平安に心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。安らかにここにお入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り。」と言う者がある
15|47|われはかれらの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。にある人々の道ではなく拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追わりを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者として高位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。寝椅子の御名において。上の幸福を成就する者である。に 座は，凡てす者，る人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。
15|48|そ凡ての称讃あれ，こでは疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れ(結ぺと命じられたものから離れ，地上で?))ことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われる人々の道ではなくこともない。遠にその中に住むのである。
15|49|われの御名において。しもべたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容で慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，寛大に許
15|50|われの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたな である人々の道ではなく。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせなさい。懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
15|51|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。 客の御名において。ことに就する者である。いてかれらに れ。ーの御名において。 ーの御名において。 賓客に関して，わたしに 語り，正しい者の一人である。」
15|52|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 客の御名において。賓客に関して，わたしに 2天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。って来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があると挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたち時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはいです者，。」と言う者があると言った。
15|53|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくことはない。わたしたちは利口な 1人の御名において。息子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，る人々の道ではなく吉 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに報を伝えなさ
(湾?))したの御名において。だ。」と言う者がある
15|54|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは既に明示している。に老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い に している人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしに吉 を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくの御名において。か。齢になってしま 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 報を伝えなさ



一体あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何の御名において。吉 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。」と言う者がある報を伝えなさ
15|55|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって吉 を請い願う。あなたに える人々の道ではなく。だから失望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしてはならな報を伝えなさ 伝えなさ
い。」と言う者がある
15|56|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある迷える人々の道ではなくった者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしましょうか。」と言う者がある誰も）迷わさない。 絶するで
15|57|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来られたところ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。用件で（盟約を）かれらに返せ。本当は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
何でしょうか。」と言う者がある
15|58|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い民に先んじ（て下に わされた。遺言をするよう定め
15|59|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いは である人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。全 を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうであろう。ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 員で
15|60|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちの御名において。 している人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなく人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。一人であ確認し， 自ら証言したのである。 ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
る人々の道ではなく」と言う者がある
15|61|そ凡ての称讃あれ，れから使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
15|62|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なれない方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたです者，。」と言う者がある見ることが出来ない。
15|63|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはかれらの御名において。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなくことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ところ関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
に来たの御名において。である人々の道ではなく。
15|64|わたしたちは真理を）知った上は，を請い願う。(西?))した。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなく。実
15|65|そ凡ての称讃あれ，れで夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。明であられます。」けない に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いと一 に旅立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちなさい。そ凡ての称讃あれ，してあなたは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったの御名において。一番後の審きの日の主宰者に。から着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の間の悪魔〔シャ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
いていきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 も後の審きの日の主宰者に。ろを請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり向かい，かせてはならない。只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，命じられたものから離れ，地上でじられた通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりに 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしなさい。」と言う者がある誰も）迷わさない。 実
15|66|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちを請い願う。かれに知った上は，らせたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，残されたので，何二つ見ることが出来ない。ったこれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。たちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの翌）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの朝にタべに讃えなさい。」 ぼす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で決して正しく導か 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ある人々の道ではなく。
15|67|町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。住むのである。民に先んじ（て下たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの若者に。の御名において。ニュ スを請い願う。 いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」びに りたてられてやって来た。ーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
15|68|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。 客です者，。わたしを請い願う。 さらしにしないでく慈愛深きアッラーの御名において。だーの御名において。 賓客に関して，わたしに 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
さい。
15|69|アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに を請い願う。かかせないでく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。」と言う者があるーの御名において。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
15|70|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。国を与えた。の御名において。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。泊にもそれによれめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じなかったか」と言う者がある
15|71|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさおうとす者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここにわたしの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいます者，。」と言う者がある
15|72|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。よ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。生命じられたものから離れ，地上でにかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてもなく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくう者に。で預言者たち）に啓示したもの
ある人々の道ではなく。
15|73|そ凡ての称讃あれ，れで一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，日の主宰者に。の御名において。出にかれらを請い願う。 った。懲罰を科せられよう。 襲った。
15|74|われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの上の幸福を成就する者である。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにして 覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いた泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。石を燃料とを請い願う。かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。転落 焼き払うようなことを
15|75|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には知った上は，性ある人々の道ではなく者に。への御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
15|76|そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大道に導きたまえ，に沿ってなお存在する。ってなお存在す者，る人々の道ではなく。跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
15|77|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
15|78|また森の仲間も不義を行う者であった。の御名において。仲 も不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。であった。間の悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
15|79|そ凡ての称讃あれ，こでわれはそ凡ての称讃あれ，れに した。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 2つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは大道に導きたまえ，に沿ってなお存在する。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」らか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに られ跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 見ることが出来ない。
る人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。
15|80|ヒジュルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。仲 も使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。として拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。間の悪魔〔シャ
15|81|われはかれらにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 無視
15|82|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。に家を請い願う。 り み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安全である人々の道ではなくと考えていた。彫りこんだ。だからアッラーの御恵みを心に銘じて， 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
15|83|そ凡ての称讃あれ，れである人々の道ではなく朝にタべに讃えなさい。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，懲罰を科せられよう。 襲った。
15|84|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの特 の御名において。知った上は， と技 で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。 んでいたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとって何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかった。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 識 術を教え，またバービル 築造していたものを破壊した。 営んでいたことは，かれらにとって何も役立たなかった。
15|85|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只真理を）知った上は，に基いて 造に向かい，した。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に来ている人々の道ではなくの御名において。だ。だからあなたは情もなく，執り成しもないけ深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。 容に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。 失や欠けるか幼弱者であり，または自らロ点を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの赦し，また善行をする者にしてやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。寛大に許 過ぎな
15|86|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。 造に向かい，した全知った上は，の御名において。御方であられる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
15|87|われは えず取り上げられる。本当にアッラ り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなくべきアッラーの御名において。絶するで 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 7つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大なクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。あなたに授けたものを施す者，けた。節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
15|88|あの御名において。者に。たちの御名において。何人かにわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けた しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に して ましそ凡ての称讃あれ，うにしてはならない。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れに心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。楽 対し）その身を守るであろう。 羨んではならない。男たちは，その
を請い願う。痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。そ凡ての称讃あれ，れよりあなたの御名において。翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないを請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしなさい。優るか，またはそれと同様の
15|89|そ凡ての称讃あれ，して言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは公明であられます。」な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある
15|90|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 手に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎな割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またした者に。に しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしておいた。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 対し）その身を守るであろう。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
15|91|す者，なわちクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。都合は鮮かで，見る者をの御名において。よいように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そにした者に。たちにも。ーの御名において。
15|92|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれら凡ての称讃あれ，てを請い願う。 す者，る人々の道ではなくであろう。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
15|93|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに就する者である。いて。
15|94|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられたことを請い願う。宣 しなさい。そ凡ての称讃あれ，して多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったから ざかれ。揚しなさい。そして多神教徒から遠ざかれ。 遠にその中に住むのである。
15|95|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘲り笑う。笑う。す者，る人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。十分を欺いているのに過ぎなに守り，またわれが授けたものを施す者，ってやる人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。
15|96|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。配す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，る人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
15|97|われはかれらの御名において。口にす者，る人々の道ではなくことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。つ見ることが出来ない。けられる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ
15|98|だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主を請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，讃あれ，
15|99|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に
16|1|アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。かれに えあれ。かれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 讃あれ，
同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。に配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。
16|2|かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられた 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 わされ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこ適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 遺言をするよう定め
う仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。だからわれにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。果たす者，よう 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさ義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
い。」と言う者がある
16|3|かれは真理を）知った上は，によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされたの御名において。である人々の道ではなく。かれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。に配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは



おられる人々の道ではなく。
16|4|かれは一精滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。から人 を請い願う。 られた。しかし る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と を請い願う。唱えてはならない。える人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 見ることが出来ない。 間の悪魔〔シャ 異論争に判決を下される。
16|5|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに られた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらにより暖衣であり，あなたがや 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
の御名において。便益なく，また決して正しく導かを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」用とす者，る人々の道ではなく。
16|6|夕方にそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り す者， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また朝にタべに讃えなさい。」に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの牧して食地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。へ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りたてる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れらに 美していますのに。」かれは仰せられ駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 戻そうと望んでいる。真理が 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 優るか，またはそれと同様の
さを請い願う。感じる人々の道ではなく。
16|7|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら苦の）果実の損失で，必ずあなたがた しなければ し い国を与えた。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあな労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 難かしいこと。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いで慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。親，孤児，貧者を規切に扱い
16|8|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの とラバとロにしようとするのか。」バ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 られた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 用と りの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ま馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
たかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。知った上は，らない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの色の食物だけでは耐えられ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな物だ。」と言うを請い願う。 られた。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
16|9|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に方向かい，付かない。ける人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。った道に導きたまえ，もある人々の道ではなく。もしかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラーの御名において。
むならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは一 に かれたであろう。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 導きたまえ，
16|10|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
よって 木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」は生 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって牧して食蓄を荒し廻る。だがアす者，る人々の道ではなく。樹 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
16|11|かれはそ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， とオリ ブとナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシとブドウ〕に動しむ人たちそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。各 の御名において。果物だ。」と言うを請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見て穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを類する ーの御名において。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
られる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
16|12|かれは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなささせる人々の道ではなく。群星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」もかれの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で している人々の道ではなく。本陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく者に。への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
16|13|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に生育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見す者，る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。物だ。」と言うを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か の御名において。色の食物だけでは耐えられ彩（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと性 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものになされる人々の道ではなく。様の 質）になされる。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの感 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく者に。への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。謝するであろう。 訓戒とし
16|14|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル洋を（人間に）使役させられる方で，それによってあなたかたは鮮魚を食べ，またを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」役にも立たないであろう。させられる人々の道ではなく方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによってあなたかたは を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また間の悪魔〔シャ 鮮かで，見る者を魚
服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で に用いられる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れから り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に波が四方から押し寄せ，かれを請い願う。切に扱いって む船の中に，またアッラーがを請い願う。 る人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 採り，またかれの恩恵を求めて，その中に波を切って進む船を見る。必ず 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 進めるが，暗闇になれ 見ることが出来ない。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。謝するであろう。
16|15|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 固に）信じように据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えられた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り かさないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。堅く信じる者たちである。 揺させられて， 動しむ人たち
である人々の道ではなく。また川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさや道に導きたまえ，を請い願う。 られた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 導きたまえ，
16|16|また色の食物だけでは耐えられ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」を請い願う。 りにかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは かれる人々の道ではなく。標示する）首飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し識 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 導きたまえ，
16|17|これでも 造に向かい，なされた方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，しない者に。と比べられようか。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なお 戒としを請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 訓戒とし
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないの御名において。か。
16|18|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者アッラ の御名において。恩 を請い願う。数の者をえても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，到底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー数の者をえ尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。す者，ことは出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。寛大に許
16|19|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことも知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
16|20|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も 造に向かい，しない。しかもかーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自身を守るであろう。こそ凡ての称讃あれ， られたもの御名において。である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
16|21|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだもの御名において。で生命じられたものから離れ，地上ではない。何 される人々の道ではなくかも知った上は，らない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
16|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。からして知った上は，ろーの御名において。
うとせず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは高慢で不信の徒となったである人々の道ではなく。
16|23|疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらの御名において。 す者，ことと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは高慢で不信の徒となったな者に。を請い願う。御ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。
16|24|かれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。は何か。」と言う者があると われる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う です者，。」と言う者があると言う。語り，正しい者の一人である。」
16|25|かれらは 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなの御名において。全部と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに迷える人々の道ではなくわせられた者に。の御名において。重い懲罰を科せられよう。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 識
荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。も う。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく うもの御名において。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
16|26|かれら以前の御名において。者に。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。道に導きたまえ，に して色の食物だけでは耐えられ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの策 した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらの御名において。 造に向かい，物だ。」と言うを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，土台かか対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
ら覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屋根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく上の幸福を成就する者である。から落ち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， は予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不想いを）自分の胸にしまっしなかった方面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはからかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。懲罰を科せられよう。
16|27|そ凡ての称讃あれ，ればかりか 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれと同じで，（頑固に）信じよう復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
等しく）失敗者である。に配したもの御名において。は何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れらに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い人びとと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 争った時のことを思い起せ。だがアッラしていたでは処でも望む所で，思う存分 論争に判決を下される。
ないか。」と言う者がある知った上は， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられていた者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラと苦の）果実の損失で，必ずあなたがた痛い懲罰が下されよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなくの御名において。だ。識
16|28|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われとわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく身を守るであろう。を請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされた者に。には。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で と 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報を請い願う。表明であられます。」間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていたの御名において。ではありません。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言っても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は悪魔〔シャ ーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
16|29|だから地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言うであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。高慢で不信の徒となったな者に。の御名において。住むのである。まいの御名において。何と哀れみを与え獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
れなことよ。
16|30|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れた者に。たちに言われた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。か。」と言う者があるかれら
は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある なもの御名において。を請い願う。。」と言う者があると言う。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。には 世を堅く信じる者たちである。で善いことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいは更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに結ぺと命じられたものから離れ，地上で構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
善い。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。住むのである。まいの御名において。何と幸せである人々の道ではなくことよ。
16|31|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくには川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく流れる楽園に就いての吉報を伝えなされている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何楽園に就いての吉報を伝えなさ
でも欲しいもの御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくであろう。アッラ はこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。 われる人々の道ではなく。ーの御名において。 報を伝えなさ
16|32|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく清めなさい。」い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの状 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせる人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに平安あれ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 果，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者があると言われよう。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 楽園に就いての吉報を伝えなさ
16|33|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく抜かりない立証者であられる。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
る人々の道ではなくまで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。ではないか。かれら以前にもそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような者に。もいた。しかしアッラ はかれらを請い願う。不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。
ったわけではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしただけである人々の道ではなく。扱い

16|34|かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ の御名において。 い 果が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに降ってきたようなもので，落雷の忍さかり かり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に嘲り笑う。笑う。していたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。取り む。為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懸命にアッラーを信頼しなさい。 囲まれる。
16|35|偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。たちは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもまたわたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて何者に。にも仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなかったであろう。またわたしたちはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。を請い願う。も
禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じなかったであろう。」と言う者があるかれら以前の御名において。者に。たちもそ凡ての称讃あれ，うであった。つ見ることが出来ない。まり使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。



示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣布の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。
16|36|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。民に先んじ（て下に一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わして「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけなさい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で遺言をするよう定め ーの御名において。
じた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，れでかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 かれた者に。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられない者に。もあった。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 導きたまえ， 誤から明らかに（分別）されている。それで
れで地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなもの御名において。であったかを請い願う。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。見ることが出来ない。
16|37| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 こうと 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はお きアッラーの御名において。になられな仮初の生活の生計があろう。」と言った。 導きたまえ， 熱 ーの御名において。 導きたまえ，
い。かれらには援助けを請い願う。者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。
16|38|かれらはアッラ にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。宣誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせません。」と言う者があると誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 決して正しく導か 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 。
してそ凡ての称讃あれ，うではない。これはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの とされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，決して正しく導か 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

らない。
16|39|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。において）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 を請い願う。唱えてはならない。えたことに就する者である。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また真理を）知った上は，復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 異論争に判決を下される。
を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。であったことを請い願う。知った上は，らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。蟻つきであったことを知らせるためである。
16|40|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ そ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなくわれの御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯そ凡ての称讃あれ，れに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ」と言う者があると言うだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，つ見ることが出来ない。まりそ凡ての称讃あれ，の御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりに時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
なる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
16|41|迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 世を堅く信じる者たちである。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ良いものの代りにつまらないものをい住むのである。まいを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。での御名において。 こそ凡ての称讃あれ，もっと大なる人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくならば。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
16|42|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主に りきアッラーの御名において。る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。縋っている者は，必ず正
16|43|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたより以前に遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，けたの御名において。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ではなく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし分を欺いているのに過ぎならないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に 戒とし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく民に先んじ（て下（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい訓戒とし 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ 。
16|44|われは明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，授けたものを施す者，け（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてかれらを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたにこの御名において。 戒としを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。は瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 訓戒とし ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て人びとに し下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに解しないのか。明であられます。」させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれらはきアッラーの御名において。っと反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくであろう。対し）その身を守るであろう。
16|45| 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。策 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」ませないか。ある人々の道ではなくいはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不想いを）自分の胸にしまっしない方悪魔〔シャ 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ ーの御名において。
向かい，から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないであろう これらの者は（等しく）失敗者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくだろうか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。懲罰を科せられよう。
16|46|またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあちこち往きアッラーの御名において。来している人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，回避けるであろうか。まさにわれは，現世においの御名において。 会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャもなく慈愛深きアッラーの御名において。御召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし上の幸福を成就する者である。げになる人々の道ではなくことはないか。間の悪魔〔シャ 機
16|47|またはゆっく慈愛深きアッラーの御名において。り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の耗させて，かれらを召されることはないであろうか。本当にあなたがたの主は親させて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされる人々の道ではなくことはないであろうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は親，孤児，貧者を規切に扱い
切に扱いな方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。
16|48|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 造に向かい，なされる人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右から左てからも襲いましょう。あなたはかれらに回って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
ラ に敬ーの御名において。 (農作物，とオリーブ，ザクロその外同類異種のものをも（創られた御方である）。実が熟し?))にサジダす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなく。見ることが出来ない。
16|49|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。生きアッラーの御名において。もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ にサジダし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御前で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高慢で不信の徒となったではない。
16|50|かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。におられる人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなくことを請い願う。かれらは 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなく。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し実
16|51|アッラ は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるーの御名において。 2神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。とっ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一神があるなどと唱えてはならない。であられる人々の道ではなく。
そ凡ての称讃あれ，れでわれだけを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。」と言う者がある
16|52|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とにある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で は えず取り上げられる。本当にアッラかれに してだけある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであな従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 絶するで 対し）その身を守るであろう。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくの御名において。か。ーの御名において。
16|53|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくどんな恩 もアッラ からである人々の道ではなく。なおまた に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は只かれに御助けを請い願う。けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく。懇切に言葉優しく話しかけなさい。願う。
16|54|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから を請い願う。除き，背き去った。かれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主と災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 見ることが出来ない。
べて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った

16|55|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恩 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忘れてしまったのか。あなたがれ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かの御名において。 の御名において。生を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しんでおれ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく も恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 間の悪魔〔シャ 楽 間の悪魔〔シャ
なく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。
16|56|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた の御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。知った上は，らないもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。神があるなどと唱えてはならない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに供ええる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， ーの御名において。
誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。て言う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捏造に向かい，したもの御名において。に し必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなくであろう。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 詰問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
16|57|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ には女 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくと言う。何ともったいないことよ。自分を欺いているのに過ぎなたちには自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ーの御名において。 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 願う。
うもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの男 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくというの御名において。に。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
16|58|かれらの御名において。 1人に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。出生）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は 日の主宰者に。暗く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」む。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
16|59|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らされたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの じて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなく。不面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。忍さかんでそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かかえてい悪魔〔シャ 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも上の幸福を成就する者である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい惑う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時こそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
16|60|来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔と同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく。最高の御名において。象 はアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦え悪魔〔シャ 類する 徴を冒 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
ならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」な方であられる人々の道ではなく。
16|61|不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 を請い願う。 される人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に生存者に。は残されたので，何二つ見ることが出来ない。されなかったであろう義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 罰を科せられよう。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらの御名において。 期が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一刻の掟がある。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 猶予もないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らせたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，早め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たりは出来ない。遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
16|62|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。好きな敵である。まないもの御名において。を請い願う。アッラ に振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してかれらの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたは嘘を請い願う。つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをいことはーの御名において。
凡ての称讃あれ，て自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。と述べることに従った。スラべている人々の道ではなく。かれらは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いもなく慈愛深きアッラーの御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でに せられる人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ処でも望む所で，思う存分 (そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りたてられる人々の道ではなくで駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
あろう。
16|63|誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。正しい道に導きたまえ，しいと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。である人々の道ではなく。かれらは痛い懲罰が下されよう。ま悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。
しい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
16|64|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれらの御名において。争った時のことを思い起せ。だがアッラっている人々の道ではなくことに就する者である。いて解しないのか。明であられます。」す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
す者，る人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく きアッラーの御名において。であり慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 導きたまえ，
16|65|アッラ は雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に果てた大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなくーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
民に先んじ（て下への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
16|66|また家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のにもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 物だ。」と言うと血を流す者を置かれるので液の間から，あなたがたにの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに訓戒とし 雑多の神々がよいのか，それとも唯一にして全 間の悪魔〔シャ
料とを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの乳は む者に。にとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」らかであり（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喉に）快適である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの快 である人々の道ではなく。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。

16|67|またナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシやブドウ〕に動しむ人たちの御名において。果 を請い願う。 らせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れから い 物だ。」と言うや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをい食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料とを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。実 実 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。



16|68|またあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蜜蜂に啓示した。「丘や樹木の上に作った屋根の中に巣を営み，に 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にや 木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。上の幸福を成就する者である。に作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさった屋根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 樹 巣を営み， 営んでいたことは，かれらにとって何も役立たなかった。
16|69|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの各 の御名において。果 を請い願う。吸い，あなたの主の道に，障碍なく（従順に）働きなさい。」それらは，い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。道に導きたまえ，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，障もないのに小巡礼を碍なく（従順に）働きなさい。」それらは，なく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。なさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 実 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 働く者となるであろうから。」
腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った色の食物だけでは耐えられ合は鮮かで，見る者をいの御名において。 料とを請い願う。出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れには人 を請い願う。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 異 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 間の悪魔〔シャ (癒?))す者，もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，
す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
16|70|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にさいし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされる人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
たの御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っていたことを請い願う。も凡ての称讃あれ，て忘れてしまったのか。あなたがれ果てる人々の道ではなく程の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをまる人々の道ではなく年の まで留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。おかれる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッ齢になってしま
ラ は全知った上は，にして 大であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
16|71|またアッラ は御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。以上の幸福を成就する者である。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れた御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 優るか，またはそれと同様の 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。右手に所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れで平等しく）失敗者である。になる人々の道ではなくようにはしない。かれらはア
ッラ の御名において。恩 を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないの御名において。であろうか。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 認し， 自ら証言したのである。
16|72|またアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から配偶者に。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，配偶者に。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に子女や を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。また良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは虚な を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
恩 を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
16|73|そ凡ての称讃あれ，してアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに何の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦えも持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち得るために，「これはアッラーから下ったものない。
16|74|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し同じで，（頑固に）信じよう を請い願う。捏造に向かい，してはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 類する ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，らないの御名において。である人々の道ではなく。
16|75|アッラ は一つ見ることが出来ない。の御名において。比（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あげられた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 臨 1人は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく奴 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは何の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えも隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた良いものの代りにつまらないものをい 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは に にそ凡ての称讃あれ，れから施す者，している人々の道ではなく。この御名において。 者に。は同じで，（頑固に）信じようじで報を伝えなさ 陰 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
あろうか。アッラ に えあれ。しかし人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，らないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ，
16|76|アッラ はまたーの御名において。 2人の御名において。比（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あげられた。一人は （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。主人喰？）をあげられた。一人は聾（唖？）者で，何の力もなく，その主人 聾 唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。
にとっては重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 に遣わした。あなたは業火の住人にわしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善いことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの湾？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこんな者に。と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，し処でも望む所で，思う存分 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
い道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくむ者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか。
16|77|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，瞬き一つのようなもの。またはそきアッラーの御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。ようなもの御名において。。またはそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か
れよりもっと短い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
16|78|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何も知った上は，らない ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たから生まれさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， や や心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，能であられる。感情もなく，執り成しもない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。も授けたものを施す者，けられた。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなくであろう。謝するであろう。
16|79|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。意されている。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でして ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 を請い願う。 ないの御名において。か。アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 見ることが出来ない。 ーの御名において。
かれらを請い願う。支える人々の道ではなくもの御名において。はないの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
16|80|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。家を請い願う。安住むのである。の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたとされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。皮でーの御名において。
造に向かい，った家を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。旅の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち びの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 便になされた。ま時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 軽
た羊毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。皮や 毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。や日の主宰者に。用品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。 期までの御名において。用に供え出なされた。獣が食い残したも 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
16|81|またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 造に向かい，なされた物だ。」と言うで日の主宰者に。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに避けるであろうか。まさにわれは，現世におい の御名において。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 難かしいこと。 場所から離れさ 設けた時
たあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暑の を請い願う。防ぐ衣であり，あなたが服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。力なもの）になるまでかれらに対して戦えからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく衣であり，あなたがを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。よう熱
にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し恩 を請い願う。成し遂げることになる。げられる人々の道ではなくの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。意されている。志を）ひるがえすなら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
からである人々の道ではなく。
16|82|そ凡ての称讃あれ，れで 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只明であられます。」 を請い願う。かれらに きアッラーの御名において。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，だけである人々の道ではなく。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 証人を呼んでみなさ 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
16|83|かれらはアッラ の御名において。恩 を請い願う。知った上は，ったうえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なおそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく。かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちでーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ある人々の道ではなく。
16|84|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。民に先んじ（て下から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，1人の御名において。 人を請い願う。 んで出す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。か証人を呼んでみなさ 選んで，自 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。弁解しないのか。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また恩 を請い願う。 す者，る人々の道ではなくことも出来ないであろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 懇切に言葉優しく話しかけなさい。願う。
16|85|不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは されず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不もされないであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 軽減されず， 猶予もないであろう。
16|86|偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 していた邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった 言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらはわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っていた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくです者，。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらに言 を請い願う。返すことも出来ないであろう。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように嘘付かない。きアッラーの御名において。であ葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
る人々の道ではなく。」と言う者があると言う。
16|87|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれらはアッラ に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報を請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし出で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捏造に向かい，していたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらからーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
はぐれ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくであろう。
16|88|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。 げていーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 広大無辺にして全知であられる。
たことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは の御名において。上の幸福を成就する者である。に を請い願う。加えられることを。える人々の道ではなくであろう。対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
16|89|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。民に先んじ（て下に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらから一人の御名において。 人を請い願う。 んで出す者，日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 選んで，自
これら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに す者，る人々の道ではなく 人とす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。明であられます。」かす者， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。 きアッラーの御名において。と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して吉 としたの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ， 報を伝えなさ
16|90|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は公正しい道に導きたまえ，と善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して近 に す者，る人々の道ではなく 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいと邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，しーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。 贈って裁判官に近付 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 悪魔〔シャ
て 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。かれは 告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 戒としを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 訓戒とし
16|91|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 んだ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。成し遂げることになる。げなさい。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。 した後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 確証人を呼んでみなさ
ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はっきアッラーの御名において。り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。としたの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
たの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
16|92|丈である。わたしは夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許に いだ後の審きの日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 りを請い願う。も し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ばらばらに解しないのか。す者， 人の御名において。ようであってはならない。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。紡いだ後その撚りをも戻し，ばらばらに解す婦人のようであってはならない。一族が（外 撚りをも戻し，ばらばらに解す婦人のようであってはならない。一族が（外 戻そうと望んでいる。真理が 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いよりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，数の者を多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。なったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。 切に扱いる人々の道ではなく道に導きたまえ，具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼にしてはならない。アッラ間の悪魔〔シャ 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行 ーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られただけである人々の道ではなく。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく試 審きの日の主宰者に。 異論争に判決を下される。
たに必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの其 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」らかになされる人々の道ではなく。実
16|93|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。ウ〕に動しむ人たちンマになされたであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれはーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ われる人々の道ではなく導きたまえ， 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
であろう。
16|94|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こしを請い願う。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててはならない。そ凡ての称讃あれ，うでないと踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た足を踏み入れるこ間の悪魔〔シャ 誤から明らかに（分別）されている。それで 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ 場所から離れさ
は滑らかな岩のようなもので，大雨が降れば裸になってしまう。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものい 果）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。味わうことになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに しいーの御名において。 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 厳しい試練で

が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。



16|95| かな代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 ってはならない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。
の御名において。御 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。最も れている人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 優るか，またはそれと同様の
16|96|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。もの御名において。は凡ての称讃あれ，て消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御 の御名において。もの御名において。は残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなく。われは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。に滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 対し）その身を守るであろう。
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった最も れた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
16|97| でも善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男でも女でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ幸せな生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをらせる人々の道ではなくであろ誰も）迷わさない。
う。なおわれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった最も れたもの御名において。によって を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
16|98|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 唱えてはならない。す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忌まわしい道である。まわしきアッラーの御名において。シャイタ ンに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御加えられることを。 を請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れーの御名において。 読 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 。
16|99|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして主に る人々の道ではなく者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはどんな 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない。縋っている者は，必ず正 対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
16|100|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれを請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。とした者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してかれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。配した者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。に及ばない。」と仰せられた。ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だけで悪魔〔シャ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 護者も援助者もないのである。
ある人々の道ではなく。
16|101|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。一 に替える人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたことを請い願う。最も良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは 1人の御名において。捏造に向かい，者に。に ぎない。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らないの御名において。である人々の道ではなく。過ぎな
16|102|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主からの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 (西?))して来たの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，
る人々の道ではなく者に。を請い願う。 固に）信じようにす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またムスリムたちへの御名において。 きアッラーの御名において。であり吉 である人々の道ではなく。」と言う者がある強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 導きたまえ， 報を伝えなさ
16|103|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只の御名において。人 である人々の道ではなく。」と言う者があると言うの御名において。を請い願う。知った上は，って間の悪魔〔シャ
いる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。国を与えた。 である人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは 明であられます。」 なアラビア である人々の道ではなく。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」 純粋明確なアラビア語である。 確 語り，正しい者の一人である。」
16|104|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はこれを請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。かれらには痛い懲罰が下されよう。ましーの御名において。 ーの御名において。 導きたまえ，
い が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。懲罰を科せられよう。
16|105|アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只 を請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなく者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらこそ凡ての称讃あれ，虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなく。ーの御名において。 蟻つきであったことを知らせるためである。
16|106|アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。。ただし心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。大悟を許された。本当にかれは，寛大に許している人々の道ではなく者に。でーの御名において。 堅く信じる者たちである。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
迫られた場合は罪にはならされた者に。の御名において。 合は鮮かで，見る者をは である人々の道ではなく。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。表わして 足を踏み入れるこす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにはアッラ の御名において。激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。
16|107|これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。よりも 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。 している人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下を請い願う。御現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。
きアッラーの御名において。になられない。導きたまえ，

16|108|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や や 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいも力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられた者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ， 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のな人ーの御名において。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 無頓着な方ではない。」
である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ

16|109|疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いもなく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく失 者に。である人々の道ではなく。敗者である。
16|110|しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけた後の審きの日の主宰者に。に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだ者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ試練で 奮闘努力する者， 対し）その身を守るであろう。
なたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。寛大に許
16|111|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。びとは自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，焦って嘆願することになろう。各人は（現世でって す者，る人々の道ではなくことになろう。各人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。で嘆願う。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいにより（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいせられる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
16|112|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 しんでいた一つ見ることが出来ない。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，比ーの御名において。 穏の行為を考えて，あなたにたいして事態を転覆させた。だがかれらの意に反し無 楽 (臨?))を請い願う。あげられた。 は四方から かに供え糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
されたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に し不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの犯していたためである。していた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ給 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 悪魔〔シャ

の御名において。 いとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えと恐らくあなたがたはれを請い願う。味わせられた。報を伝えなさ 極く希である。 飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
16|113|またかれらの御名において。 から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ばれた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの間の悪魔〔シャ 選んで，自 1人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらに遣わした。あなたは業火の住人にわされたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし
た。そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。
16|114|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けられた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒にして善いもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。恩 に感 しなさい。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
16|115|かれは只死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるのでそ凡ての称讃あれ，して豚肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， びにアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの屠 され）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたもの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じら並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
れる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迫られた場合は罪にはならられて止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にしてーの御名において。 寛大に許
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
16|116|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。口を請い願う。つ見ることが出来ない。いて出る人々の道ではなく りで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒〔シャハラ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しだ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこれは禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外忌まわしい道である。〔シャハラ偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 ーの御名において。
ム〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しです者，。」と言う者があると言ってはならない。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ に し りを請い願う。造に向かい，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。アッラ に し りを請い願う。造に向かい，る人々の道ではなくーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 偽りのために，かれらには手
者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して えないであろう。決して正しく導か 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
16|117|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらの御名において。者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かな事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ だけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 楽 懲罰を科せられよう。
16|118|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく以前あなたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげたもの御名において。を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じたの御名において。である人々の道ではなく。われ対し）その身を守るであろう。
はかれらを請い願う。 なったわけではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自らを請い願う。 なっただけである人々の道ではなく。損なったのではなく，只自分の 損なったのではなく，只自分の
16|119| 知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔い改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，無 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
の御名において。後の審きの日の主宰者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。寛大に許
16|120|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにイブラ ヒ ムは一人の御名において。模 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，な信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。であった。かれーの御名において。 ーの御名において。 範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 純
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。仲 ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
16|121|かれは主の御名において。恩 を請い願う。感 す者，る人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 び正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に御 きアッラーの御名において。になられた。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。 選んで，自 導きたまえ，
16|122|われは 世を堅く信じる者たちである。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに幸福を成就する者である。を請い願う。授けたものを施す者，けた。来世を堅く信じる者たちである。でも必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ正しい道に導きたまえ，しい人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくであろう。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
16|123|そ凡ての称讃あれ，こでわれはあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 正しい道に導きたまえ，なイブラ ヒ ムの御名において。道に導きたまえ，に え。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 純 ーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。仲 ではなかった。間の悪魔〔シャ
16|124|安息日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて ある人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたもの御名において。に ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。争った時のことを思い起せ。だがアッラうこと異論争に判決を下される。 対し）その身を守るであろう。 過ぎな
に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ裁かれる人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 間の悪魔〔シャ
16|125|英知った上は，と良いものの代りにつまらないものをい し方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。主の御名において。道に導きたまえ，に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。け。最善の御名において。 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれでかれらと しなさ話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
い。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくう者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また かれる人々の道ではなく者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。導きたまえ，
16|126|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく まされたように しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも罰を科せられよう。 悩ましてはなら 罰を科せられよう。
し耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。にとって最も善いことである人々の道ではなく。
16|127|あなたは忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚な く慈愛深きアッラーの御名において。あれ。あなたの御名において。忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。助けを請い願う。け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。による人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはないの御名において。である人々の道ではなく。かれ強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。
らの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に しないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。策 したことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。憂いもないであろう。慮するであろう。われに感謝し 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
16|128|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。ーの御名において。
17|1|かれに 光を取りあれ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなくマスジドから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく周 を請い願う。祝福を成就する者である。した至 の御名において。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 囲まれる。 遠にその中に住むのである。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさサレムの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマスジドに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，旅を請い願う。させた。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，



本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれこそ凡ての称讃あれ，は全 にして全 であられる人々の道ではなく。聴 視
17|2|われはム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 きアッラーの御名において。とさせ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 導きたまえ， 護者も援助者もないのである。
持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってはならない。」と言う者がある，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
17|3|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくヌ フと一 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの方舟の中で一緒であったものたちを救い，わで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの んだ者に。の御名において。子 よ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは感 す者，る人々の道ではなくしもベであった。ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 謝するであろう。
17|4|またわれは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に しこう 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 対し）その身を守るであろう。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
を請い願う。犯していたためである。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしく慈愛深きアッラーの御名において。高慢で不信の徒となったに思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいあが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある悪魔〔シャ

17|5|そ凡ての称讃あれ，れで 2つ見ることが出来ない。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはしもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。武勇はなにものよりも優れ，その罰もはるかに厳しいのである。に富んだ者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人に時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 預言者たち）に啓示したもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは家々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。最も奥に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では成し遂げることになる。げられた。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
17|6|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくようにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と子女を請い願う。 やして勝手に）変えてしまった。それでわれ 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 増すであろう。」
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくとした。
17|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま
た を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで悪魔〔シャ 2番目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 は り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 曇り，
最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはマスジドに侵入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てはかれらによって 底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーして踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 られ に した。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 徹する言葉で呼びかけなさい。 躙られ壊滅に帰した。 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 帰らせられる御方。
17|8|或ること（罪）のる人々の道ではなくいは主もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに情もなく，執り成しもないけを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り返すことも出来ないであろう。す者，ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り返すことも出来ないであろう。す者，であろう。われは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。牢 として けた。懲罰を科せられよう。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 設けた時
17|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，への御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。吉 である人々の道ではなく。ーの御名において。 導きたまえ， 報を伝えなさ
かれらには 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
17|10|また来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 した。懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
17|11|人 の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りは幸福を成就する者である。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなくべきアッラーの御名において。なの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 厄も，あなた自身からの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，人 はいつ見ることが出来ない。も性急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッであ間の悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 間の悪魔〔シャ
る人々の道ではなく。
17|12|われは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼の御名において。 2つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。暗く慈愛深きアッラーの御名において。した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく昼の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは明であられます。」る人々の道ではなくく慈愛深きアッラーの御名において。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの設けた時 働く者となるであろうから。」
いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。恩 を請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また年の数の者をを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 算に迅速であるさせる人々の道ではなく。われは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。 に きアッラーの御名において。明であられます。」かし恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 暦法を）計算させる。われは凡てのことを詳細に説き明かし 計があろう。」と言った。 詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
た。
17|13|一人びとりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 命じられたものから離れ，地上でを請い願う。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに び付かない。けた。そ凡ての称讃あれ，して 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの された一運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく突き殺されたもの，野獣が食い残したもきアッラーの御名において。付かない。けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは いて る人々の道ではなく。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 開いて 見ることが出来ない。

17|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた自身を守るであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。精記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 読
算に迅速である者に。である人々の道ではなく」と言う者がある
17|15| でも かれる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また でも迷える人々の道ではなくう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。誰も）迷わさない。 導きたまえ， 導きたまえ， 誰も）迷わさない。 損なったのではなく，只自分の
に迷える人々の道ではなくう。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他人の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 うことは出来ない。われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわさな負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
い限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り して を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさない。決して正しく導か 懲罰を科せられよう。
17|16|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 ぼそ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で裕福を成就する者である。に生活の生計があろう。」と言った。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。している人々の道ではなく者に。に滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。真 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからわれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー的であってはならないに す者，る人々の道ではなく。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 確認し， 自ら証言したのである。 徹する言葉で呼びかけなさい。 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
17|17|ヌ フの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは ぼしたことであろうか。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
ちの御名において。いろいろな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ておられる人々の道ではなく方として万全である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
17|18| でも束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われも急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでかれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。欲す者，る人々の道ではなく物だ。」と言うを請い願う。わ誰も）迷わさない。 間の悪魔〔シャ
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからかれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 す者，る人々の道ではなく。かれはそ凡ての称讃あれ，こで かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 焼き払うようなことを 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされる人々の道ではなくであろう。
17|19|しかし でも来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに向かい，かい精出し努力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。の御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えは嘉し，それをよく御認め下さる。 され誰も）迷わさない。 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
る人々の道ではなく。
17|20|われは凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。にもまたかれらにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。 物だ。」と言うを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。あなたの御名において。主賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 広大無辺にして全知であられる。
の御名において。 物だ。」と言うには限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，はないの御名において。である人々の道ではなく。賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
17|21| なさい。われはある人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。よりも れた恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくかを請い願う。。しかし来世を堅く信じる者たちである。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラもっ見ることが出来ない。 優るか，またはそれと同様の 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
と大きアッラーの御名において。い等しく）失敗者である。 や 大な特典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。級があろう。あなたの主は，かれらの行ったことを見 偉大な恩恵の主であられる。
17|22|アッラ と一 に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててはならない。さもないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 蔑され，嫌われてしまえ。」され てられる人々の道ではなくでーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 軽 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
あろう。
17|23|あなたの御名において。主は命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。何者に。を請い願う。も崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 してはならない。また に孝行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしなさい。もし拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い

かまたそ凡ての称讃あれ，の御名において。どちらかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたと一 にいて老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い に しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるちえっ」と言う者があるとか荒し廻る。だがアい言 を請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」わ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 齢になってしま 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いな言 で しなさい。親，孤児，貧者を規切に扱い 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
17|24|そ凡ての称讃あれ，して敬 の御名において。情もなく，執り成しもないを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に し 虚なに翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないを請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。垂れられる。アッラれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しく慈愛深きアッラーの御名において。し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幼少の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた愛深きアッラーの御名において。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。 謙虚な 優るか，またはそれと同様の 頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする
しを請い願う。 育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見してく慈愛深きアッラーの御名において。れたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，愛深きアッラーの御名において。 2人の御名において。上の幸福を成就する者である。に御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの折りを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。
17|25|主はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 寛大に許
17|26|近 者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。もの御名において。は与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。また 者に。や旅人にも。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく粗末であろうか。に浪 してはならな親，孤児，貧者を規切に扱い 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 費やし，礼拝の務めを守り，定
い。
17|27|浪 者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 魔の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者である人々の道ではなく。 魔は主に し恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく。費やし，礼拝の務めを守り，定 悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
17|28|あなたは主からの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 い うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらから ざかっていても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらに詰 願う。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 遠にその中に住むのである。 対し）その身を守るであろう。
し しく慈愛深きアッラーの御名において。 りなさい。優るか，またはそれと同様の 語り，正しい者の一人である。」
17|29|あなたの御名において。手を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに り付かない。けてはならない。また限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえ 端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人に手を請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。り困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った 極く希である。 開いて 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
に ってはならない。窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう

17|30|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。への御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。 かにされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえられる人々の道ではなく。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべに適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように全知った上は，にして全 であられる人々の道ではなく。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 視

17|31| 困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。恐らくあなたがたはれてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。子女を請い願う。 してはならない。われはかれらとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に す者，る人々の道ではなく貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 給養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 。
かれらを請い願う。 す者，の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
17|32|私通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。危 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに近付かない。いてはならない。そ凡ての称讃あれ，れは 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさである人々の道ではなく。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていむべきアッラーの御名において。道に導きたまえ，である人々の道ではなく。険があって 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走
17|33|正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような理を）知った上は，由による人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく尊いもの御名において。とされた生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 ってはならない。 でも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 誰も）迷わさない。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。相 者に。に または を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく 利を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にに して法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえさせて続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 賠償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら



はならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い されている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
17|34|孤 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦え量であられる。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく年の ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに す者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。管理を）知った上は，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。なす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 に近付かない。いて児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 齢になってしま 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
はならない。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たしなさい。凡ての称讃あれ，ての御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 審きの日の主宰者に。 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
17|35|そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 量であられる。す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い手の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。量であられる。を請い願う。十分を欺いているのに過ぎなにしなさい。また正しい道に導きたまえ，しい秤計があろう。」と言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 買ったエジプトの者は，その妻に言った。「優しくかれを待遇しなさい。多分かれはわたし
で りなさい。そ凡ての称讃あれ，れは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 果として最良いものの代りにつまらないものをになる人々の道ではなく。計があろう。」と言った。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
17|36|またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。知った上は， の御名において。ないことに ってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 きアッラーの御名において。の御名において。凡ての称讃あれ，識 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 働く者となるであろうから。」
てが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。において）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくであろう。審きの日の主宰者に。 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
17|37|また横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 いてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。裂してはならない。そしてあなたがたに対すく慈愛深きアッラーの御名において。ことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。丈である。わたしはが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。歩みを進めるが，暗闇になれ
高さにもなれない。
17|38|これらの御名において。凡ての称讃あれ，ては 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていまれる人々の道ではなく。悪魔〔シャ
17|39|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた英知った上は，である人々の道ではなく。アッラ と一 に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててはならない。そ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
うでないと 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされ地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に投げて誰がげ まれる人々の道ではなくであろう。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
17|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は男 を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御自分を欺いているのに過ぎなは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から女 を請い願う。取られたとす者，る人々の道ではなくの御名において。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは由々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしきアッラーの御名において。言 を請い願う。口にす者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
17|41|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。戒とししめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に り返すことも出来ないであろう。し いた。しかしそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只かれーの御名において。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
らの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報を請い願う。加えられることを。える人々の道ではなくだけであった。離れ，地上で
17|42|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしかれらの御名において。言うように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらーの御名において。
は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ玉座は，凡ての御名において。主への御名において。道に導きたまえ，を請い願う。 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしたであろう。」と言う者がある熱
17|43|かれに えあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。える人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。高にして 大な御方であられ讃あれ， 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
17|44|7つ見ることが出来ない。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 える人々の道ではなく。何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし間の悪魔〔シャ 讃あれ， 讃あれ，
ないもの御名において。はない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしている人々の道ではなくかを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚な く慈愛深きアッラーの御名において。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
容であられる人々の道ではなく。寛大に許

17|45|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 唱えてはならない。す者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたと来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。との御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えない幕を垂れを請い願う。垂れられる。アッラれーの御名において。 読 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
る人々の道ではなく。
17|46|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しないように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。した。そ凡ての称讃あれ，れであな掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 鈍くした。だからかれらは仮令各種の印を見ても，これを信じない。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれだけを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嫌う。自分たちのために善いことを，あって背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなく。ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
17|47|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。に来る人々の道ではなく どんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの考え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであなたに く慈愛深きアッラーの御名において。かを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
に 合は鮮かで，見る者をう ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 義を知っているとあなたがたに告げたではないか (ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多?))かれた一人の御名において。人 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， っている人々の道ではなくに ぎないの御名において。で間の悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 過ぎな
す者，。」と言う者があると言う。
17|48|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな例えてみれば，ちょうどを請い願う。 げる人々の道ではなくかを請い願う。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらは迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っている人々の道ではなく。 して道に導きたまえ，を請い願う。対し）その身を守るであろう。 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 見ることが出来ない。 決して正しく導か
い出せないであろう。見ることが出来ない。

17|49|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になり けた土になった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように新たな生きアッラーの御名において。物だ。」と言うとして る人々の道ではなくの御名において。で砕け崩れそうな崖のふち 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
しょうか。」と言う者がある
17|50|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく石を燃料とになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また になっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，鉄になっても，
17|51|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で考えられる人々の道ではなくもの御名において。でも。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちを請い願う。 らせる人々の道ではなくの御名において。でしょ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誰も）迷わさない。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
うか。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある最初の生活の生計があろう。」と言った。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られた方である人々の道ではなく。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでかれらはあなたに創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
向かい，って を請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは何 でしょうか。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。近いであろう。頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
17|52|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。呼んでみなさび出される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 える人々の道ではなく。またあなた時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 讃あれ，
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ に ぎないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうであろう。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 過ぎな
17|53|われの御名において。しもべに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられでも最も丁重い懲罰を科せられよう。に物だ。」と言うを請い願う。言いなさい。」と言う者がある 魔悪魔〔シャ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとの御名において。 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 争った時のことを思い起せ。だがアッラの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 魔は人 の御名において。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 紛争 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 蒔く。本当に悪魔は人間の公然の敵である。 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため
17|54|あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。あなたを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。もしかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえら
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ならば される人々の道ではなく。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。後の審きの日の主宰者に。 人として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 わした罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 遺言をするよう定め
の御名において。ではない。
17|55|あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。われは 言者に。たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ある人々の道ではなく預言者たち）に啓示したもの
者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。以上の幸福を成就する者である。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またダ ウ〕に動しむ人たち ドには 篇をを請い願う。授けたものを施す者，けた。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 ーの御名において。 詩篇を
17|56|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく考えている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。呼んでみなさベ。かれらはあな
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 える人々の道ではなくことも出来ない。」と言う者がある災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 変えてしまった。それでわれ
17|57|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っている人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくできアッラーの御名において。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。近す者，る人々の道ではなくことを請い願う。 っている人々の道ではなく。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最もアッラ の御名において。喜ばせるものである。」びに近づ願う。 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
ける人々の道ではなくの御名において。かと。なお，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 近にいる人々の道ではなくもの御名において。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。恐らくあなたがたはれている人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主の御名において。 こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，側こそは，最高の 懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。す者，べきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。
17|58|如何なる人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。以前にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でで す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわ審きの日の主宰者に。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであされている人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
17|59|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，ことを請い願う。控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 りである人々の道ではなくとしたからに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。われは以偽りのために，かれらには手
前サム ドに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかな印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。雌ラクダを請い願う。授けたものを施す者，けたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にした。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只畏れる者たちへの導きがある。れーの御名において。
の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。かせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。
17|60|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく以前あなたに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人 を請い願う。取り まれる人々の道ではなく。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいな間の悪魔〔シャ 囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
さい。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに せたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに す者，る人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎなかった。またクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で見ることが出来ない。 対し）その身を守るであろう。 試 過ぎな ーの御名において。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
われたあの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。われは畏れる者たちへの導きがある。れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは只大逆を請い願う。 す者，ばかりであ増すであろう。」
る人々の道ではなく。
17|61|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムにサジダしなさい。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 イブリ ス以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
サジダした。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで られた者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてサジダしましょうか。」と言う者があると言った。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
17|62|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは御考えになりませんか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはこの御名において。者に。を請い願う。わたしよりも重い懲罰を科せられよう。 されます者，視 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かの御名において。者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。子 を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわたしの御名において。配下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに致しません。」復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 猶予もないであろう。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
しましょう。」と言う者があると言った。



17|63|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れ。もしかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。あなたに う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 こそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一味）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものへの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなな である人々の道ではなく。応報を伝えなさ 応報を伝えなさ
17|64|あなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魅惑的であってはならないな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようでかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。出来る人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りの御名において。者に。を請い願う。 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 兵や 兵でかれら動しむ人たち揺させられて， 騎 歩みを進めるが，暗闇になれ
を請い願う。攻 しなさい。かれらの御名において。 や子供えつ見ることが出来ない。く慈愛深きアッラーの御名において。りに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，うまそ凡ての称讃あれ，うな 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 ベ。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 魔の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎな撃を受けている。われは人間の間に 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 協力者）だと，アッラーにかけて，力を 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 悪魔〔シャ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 瞞に過ぎ
に ぎない。過ぎな
17|65|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。しもベに して何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない。」と言う者があるあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく方として万全対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
である人々の道ではなく。
17|66|主こそ凡ての称讃あれ，は船の中に，またアッラーがを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなささせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに しいつ見ることが出来ない。も慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。
17|67|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。で にあうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は てる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 陸上の狩猟は，
救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。人 はいつ見ることが出来ない。も恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
17|68|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。果てであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 まれないと安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。か。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた呑み込んでしまった。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの秒石を燃料との御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの旋 を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられないと。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。はいないの御名において。である人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 風向きの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 護者も援助者もないのである。 。
17|69|または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく再びあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こ戻そうと望んでいる。真理が 風向きの
し暴かれた。 を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，溺れさせた時のことを思い起せ。れさせないと安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。出来る人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくこ風向きの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 発言する見ることが出来ない。
とは出来ないの御名において。である人々の道ではなく。
17|70|われはア ダムの御名において。子 を請い願う。重い懲罰を科せられよう。んじて海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル にかれらを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。良いものの代りにつまらないものをい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの暮れまで斎戒を全うしなさい。マスらし向かい，きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 陸上の狩猟は， 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
の御名において。を請い願う。支 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 造に向かい，した多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 れたもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 越えず必要に迫られた場合は罪にはならさせたの御名において。である人々の道ではなく。給 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 優るか，またはそれと同様の 優るか，またはそれと同様の
17|71|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは凡ての称讃あれ，ての御名において。人 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく。右手に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。波が四方から押し寄せ，かれされ間の悪魔〔シャ 導きたまえ，師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 審きの日の主宰者に。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」びと 足を踏み入れるこを請い願う。もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 む。かれらは少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように遇で同居（復縁）させるか，あるいせられないであろう。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 読
17|72|しかし 世を堅く信じる者たちである。でこれを請い願う。 られなかった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。でも られないであろう。そ凡ての称讃あれ，してます者，ます者，道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなく現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
い去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。
17|73|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたもの御名において。からあなたを請い願う。扇 して背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせようとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。もの御名において。を請い願う。われに啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 動しむ人たち 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
してねつ見ることが出来ない。ぞうさせようとしている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。とおりにした 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはあなたを請い願う。仲 にしたであろう。対し）その身を守るであろう。 場所から離れさ 間の悪魔〔シャ

17|74|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 りさせていなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にあなたはかれらに少し きアッラーの御名において。かけていた。確 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
17|75|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 合は鮮かで，見る者をわれはあなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生活の生計があろう。」と言った。で場所から離れさ 2倍，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの2倍の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。味懲罰を科せられよう。
わわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわれに し援助けを請い願う。者に。を請い願う。 い出せないであろう。対し）その身を守るであろう。 見ることが出来ない。
17|76|かれらはあなたを請い願う。この御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放しようとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，んど居佳に耐えられないようにしてに耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられないようにして
いる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うなれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まれないであろう。暫時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
17|77|あなた以前に わした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであった。あなたはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ遺言をするよう定め 対し）その身を守るであろう。 慣らし，それからかれら 慣らし，それからかれら
に 化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こを請い願う。 い出す者，ことは出来ない。変えてしまった。それでわれ 見ることが出来ない。
17|78|太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 ぎ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。 から夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。とばりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく降ってきたようなもので，落雷の忍さかりる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また には礼 を請い願う。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 過ぎな 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 暁に（罪の）赦しを 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように の御名において。礼 には立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。暁に（罪の）赦しを 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
17|79|また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。て礼 を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に余分を欺いているのに過ぎなの御名において。 物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。主はあなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので間の悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
光を取り ある人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに就する者である。かせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
17|80|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り方で入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また正しい道に導きたまえ，しい出方で出させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御
から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。けとなる人々の道ではなく 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。わたしに授けたものを施す者，けて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ

17|81|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとや）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，は下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な は消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りました。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように虚な は常に消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえる人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にありま偽りのために，かれらには手 偽りのために，かれらには手
す者，。」と言う者がある
17|82|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの段 を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にとっては（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの精神があるなどと唱えてはならない。的であってはならないな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。 (癒?))しであり
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 の御名において。徒となったにとっては只 失の御名において。 である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 損なったのではなく，只自分の 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
17|83|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。施す者，せば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って ざかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしてしまう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 遠にその中に住むのである。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 襲った。 絶するで
17|84|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある各人は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方によって行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。動しむ人たち 誰も）迷わさない。 導きたまえ，
かれた者に。である人々の道ではなくかを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。」と言う者がある
17|85|かれらは に就する者である。いてあなたに うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある は主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものって聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。授けたものを施す者，かった知った上は， は微少に ぎない。」と言う者がある識 過ぎな
17|86|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたもの御名において。を請い願う。取り上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
われに逆らってあなたを請い願う。弁 す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 い出さないであろう。護者も援助者もないのである。 見ることが出来ない。
17|87|只あなたの御名において。主からの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。は で。あなたに す者，る人々の道ではなくかれの御名において。恩 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 大である人々の道ではなく。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 広大無辺にして全知であられる。
17|88|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者人 とジンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンと同じで，（頑固に）信じようじようなもの御名において。を請い願う。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 間の悪魔〔シャ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 (西?))
そ凡ての称讃あれ，うと 力なもの）になるまでかれらに対して戦えしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの到底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ようなもの御名において。を請い願う。協力者）だと，アッラーにかけて，力を (強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た?))す者，ことは出来ない。」と言う者がある
17|89|われはクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。比ーの御名において。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， (輪?))を請い願う。 げて人びとに 明であられます。」した。そ凡ての称讃あれ，れでも人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，挙げることを厭われない。信仰する者はそ 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。一筋はない。アッラーは寛容にして慈に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。
17|90|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出させる人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じな
いであろう。
17|91|またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシやブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーって かに川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされさす者，までは。園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
17|92|またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあり得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言明であられます。」したように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。粉みじんにすると，ムーごなにしてわたしたちに落す者，まで。また
アッラ そ凡ての称讃あれ，して天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは前に れて来る人々の道ではなくまで。ーの御名において。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
17|93|またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黄金（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。装をあなたがたに授けた。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。家を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの梯をかけて，かれらに印を現わせ。アッラーが御好みになるならば，（正しい）導きの上にかれ子を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくんで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに登る人々の道ではなくまでは。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたした飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
ちに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主に え読 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 讃あれ，
あれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人の御名において。人 に ぎないではないか。」と言う者がある遺言をするよう定め 間の悪魔〔シャ 過ぎな
17|94| きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちと導きたまえ， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
同じで，（頑固に）信じようじ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人の御名において。人 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとして わされたの御名において。か。」と言う者があると言った（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。間の悪魔〔シャ 遺言をするよう定め
17|95|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。悠々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと往きアッラーの御名において。来している人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはきアッラーの御名において。っと一天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった
として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかからかれらに わしたことであろう。」と言う者がある遺言をするよう定め
17|96|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として万全であられる人々の道ではなく。本ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ



当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたちを請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ておられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。」と言う者がある見ることが出来ない。
17|97|アッラ の御名において。 かれる人々の道ではなく者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれた者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせた者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ， 対し）その身を守るであろう。
には して保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは知った上は，る人々の道ではなくであろう。われは 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。俯していた。けにして召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時決して正しく導か 護者も援助者もないのである。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
す者，る人々の道ではなく。 えない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う言えない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， こえない者に。として。かれらの御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
衰のせいだと思うであろう」える人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにわれはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。加えられることを。える人々の道ではなく。
17|98|これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない である人々の道ではなく。かれらはまた言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着と けた土応報を伝えなさ 砕け崩れそうな崖のふち
になった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように新たな生きアッラーの御名において。者に。として る人々の道ではなくの御名において。でしょうか。」と言う者がある甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
17|99|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，されたアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと同じで，（頑固に）信じようじようなもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎな創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
らないの御名において。か。またかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは一期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。そ凡ての称讃あれ，れに疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はないの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで
も不 の御名において。徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。一筋はない。アッラーは寛容にして慈に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
17|100|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者わたしの御名において。主の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。宝物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 や仮初の生活の生計があろう。」と言った。 費やし，礼拝の務めを守り，定
す者，ことを請い願う。恐らくあなたがたはれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。舞われ，（不安の中に）動揺させられて， むことであろう。」と言う者がある人 は常に吝 である人々の道ではなく。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 間の悪魔〔シャ 嗇な者たちで，人びとにも吝嗇を勧め，アッラーがかれらに与えられた恩恵を隠すために
17|101|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはム サ にーの御名において。 ーの御名において。 9つ見ることが出来ない。の御名において。明であられます。」 を請い願う。授けたものを施す者，けた。イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか証人を呼んでみなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 ーの御名において。
れらの御名において。もとに来た フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたを請い願う。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 (ほ?))かれた者に。である人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。」と言う者があると
言った。
17|102|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， として下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」
ことを請い願う。知った上は，っています者，。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で す者，る人々の道ではなく 命じられたものから離れ，地上でにある人々の道ではなくとわたしは考えます者，。」と言う者がある滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
17|103|そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらを請い願う。国を与えた。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放しようとした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たち
ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，してかれに う者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 に溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
17|104|われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のきアッラーの御名において。なさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
来る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 合は鮮かで，見る者をの御名において。 にす者，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 衆の上に御選びになられた。
17|105|われはこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。真理を）知った上は，を請い願う。もって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは真理を）知った上は，によって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。そ凡ての称讃あれ，してわれーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。としてあなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしただけである人々の道ではなく。報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
17|106|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎな割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにゆっく慈愛深きアッラーの御名において。りと人び啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
とに 唱えてはならない。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならに じてこれを請い願う。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。読 応 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
17|107|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前にーの御名において。
知った上は， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせてサジダす者，る人々の道ではなく。識 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
17|108|そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちの御名において。主の御名において。 光を取りを請い願う。 えます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主の御名において。御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では果たされまし栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
た。』と言う。」と言う者がある
17|109|かれらは を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさして を請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 を請い願う。募らせる。〔サジダ〕らせる人々の道ではなく。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し涙を目に 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 謙虚な譲美していますのに。」かれは仰せられ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
17|110|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れ。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りなさい。どの御名において。御名において。でかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ろうとーの御名において。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も美していますのに。」かれは仰せられしい御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。」と言う者がある礼 の御名において。折には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のよう高に唱えてはならない。えてはならない。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの余り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
唱えてはならない。えてもいけない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。とれ。間の悪魔〔シャ
17|111|また言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に えあれ。かれは子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたれない御方。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大ーの御名において。 譲美していますのに。」かれは仰せられ
には共に立礼しなさい。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，者に。もない御方。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な支援者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。 造に向かい，物だ。」と言うだから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない御方であら権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは

れる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は完全自足を踏み入れるこ者に。であられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があるかれの御名において。 大さ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 光を取り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 えなさい。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
18|1|アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた。そ凡ての称讃あれ，れには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しの御名において。曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。ったことも含なされまれないーの御名において。 讃あれ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 。
18|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た容を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。真直に死を願いになされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御 からの御名において。痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な を請い願う。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 許に帰らせられる御方。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
いを請い願う。す者，る人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくとの御名において。吉 を請い願う。 えられた。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ 伝えなさ
18|3|かれらは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。遠にその中に住むのである。
18|4|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は一人の御名において。御子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたれます者，。」と言う者があると言う者に。へ警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなされる人々の道ではなく。ーの御名において。
18|5|かれらはこの御名において。ことに就する者である。いて何の御名において。知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」もまたそ凡ての称讃あれ，うであった。かれらの御名において。口を請い願う。つ見ることが出来ない。いて識
出る人々の道ではなく言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，由えしきアッラーの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。かれらの御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 偽りのために，かれらには手
18|6|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたはかれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に苦の）果実の損失で，必ずあなたがたーの御名において。 悩ましてはなら
して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。身を守るであろう。を請い願う。 ぼす者，であろう。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
18|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。装をあなたがたに授けた。 としてわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく けたもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も れ飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 設けた時 誰も）迷わさない。 優るか，またはそれと同様の
た行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。試
18|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生命じられたものから離れ，地上での御名において。ない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの乾いた土にするであろう。いた土にす者，る人々の道ではなくであろう。
18|9|洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなの御名において。仲 たちとそ凡ての称讃あれ，の御名において。碑の上に記して文の御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは考えないの御名において。か。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも す者，べきアッラーの御名において。もの御名において。であっ間の悪魔〔シャ 驚くのか。そしてあなたが嘆
たと。
18|10|青年のたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に逃されない。れた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御 から慈時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。
悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ に正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
18|11|われはそ凡ての称讃あれ，れから洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で 年のもの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげた。幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 間の悪魔〔シャ 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
18|12|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。呼んでみなさび起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2 の御名において。どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの滞在）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期 を請い願う。 算に迅速である出来る人々の道ではなく団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 間の悪魔〔シャ 計があろう。」と言った。
かを請い願う。知った上は，ろうとした。
18|13|われはかれらの御名において。物だ。」と言う の御名において。真 を請い願う。あなたに ろう。かれらは主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく青年のであったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはなお語り，正しい者の一人である。」 実 語り，正しい者の一人である。」
一 かれらを請い願う。 いた。層正当である。女は，公平な状態の下 導きたまえ，
18|14|われはかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。った 言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主で時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ある人々の道ではなく。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて如何なる人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。にも祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもしそ凡ての称讃あれ，うしたら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なことを請い願う。無
口にす者，る人々の道ではなくことになる人々の道ではなく。
18|15|これらわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じよう族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてた。どうしてそ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら
に して一つ見ることが出来ない。の御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ (湾?))さないの御名において。であろうか。アッラ に就する者である。いて りを請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなくよりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしーの御名において。 偽りのために，かれらには手
い不 を請い願う。犯していたためである。す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
18|16|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うだ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。からそ凡ての称讃あれ，れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなにーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
逃されない。れれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 わされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ を請い願う。安 に 理を）知った上は，なされよう。」と言う者がある現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 穏の行為を考えて，あなたにたいして事態を転覆させた。だがかれらの意に反し 処でも望む所で，思う存分
18|17|あなたは太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなく （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し まないように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなから右の御名において。方にそ凡ての称讃あれ，れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」む陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。



は洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 にいたかれらを請い願う。 ぎて左てからも襲いましょう。あなたはかれらの御名において。方にそ凡ての称讃あれ，れて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， たことであろう。これはアッラ の御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 広大無辺にして全知であられる。場所から離れさ 過ぎな 見ることが出来ない。 ーの御名において。
印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれた者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ，
は正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。の御名において。一人も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い出せ得るために，「これはアッラーから下ったものないの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ， 護者も援助者もないのである。 見ることが出来ない。
18|18|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく眠も熟睡も，かれをとらえることは出っている人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 している人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでったであろう。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。左てからも襲いましょう。あなたはかれら右に覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
寝返すことも出来ないであろう。りさせた。またかれらの御名において。大は 足を踏み入れるこを請い願う。洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなの御名において。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。口に伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばししていた。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに来たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
きアッラーの御名において。っと恐らくあなたがたはれ きアッラーの御名において。走って逃されない。げ出したことであろう。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
18|19|こんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの状 の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの眠も熟睡も，かれをとらえることは出りから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに わさせた。一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものここに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどれ位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア滞在したの御名において。です者，か。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは一日の主宰者に。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一日の主宰者に。足を踏み入れるこら
ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。滞在です者，。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしばらく慈愛深きアッラーの御名において。してまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，したーの御名において。
ことを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられます者，。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって一人を請い願う。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにやり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで最も清めなさい。」い食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって銭を持って一人を町にやり，そこで最も清い食べ物を持って
いる人々の道ではなく者に。を請い願う。 つ見ることが出来ない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こから食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料とを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来させよう。かれには慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。に振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなる人々の道ではなく舞われ，（不安の中に）動揺させられて，わせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ことを請い願う。 にも 付かない。かせてはならない。誰も）迷わさない。 気付かない。
18|20|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくことになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ石を燃料と ちにす者，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。かれら撃を受けている。われは人間の間に
の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに らせよう。そ凡ての称讃あれ，うなったらあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは永久にに えないであろう。」と言う者がある戻そうと望んでいる。真理が 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
18|21|この御名において。ようにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。明であられます。」る人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に出した。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
た（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。ないことを請い願う。知った上は，らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。す者，る人々の道ではなくと人びとはかれらの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ件で（盟約を）かれらに返せ。本当に審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
就する者である。きアッラーの御名において。互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの物だ。」と言うを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてよう。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。真意されている。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。論争に判決を下される。
知った上は，っておられます者，。」と言う者があるかれらを請い願う。牛を神として拝し，不義を行った。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。っている人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。にマスジドを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなくことにしよう。」と言う者がある
18|22|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。 これらの者は（等しく）失敗者である。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの3人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，4番目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は犬のようなもので，もです者，。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなく推 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるか単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき 測す
れらは 5人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，6番目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は犬のようなもので，もです者，。」と言う者があると言う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたある人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらは 7人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，8番目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は犬のようなもので，もで
す者，。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主はそ凡ての称讃あれ，の御名において。数の者をを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。真相）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく者に。は
く慈愛深きアッラーの御名において。少数の者をに ぎない。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで外に同じような神があるなどと唱えてはならない。部に える人々の道ではなくことの御名において。 の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し 争った時のことを思い起せ。だがアッラしてはならない。またか極く希である。 過ぎな 見ることが出来ない。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 論争に判決を下される。

れらに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にも いかけてはならない。誰も）迷わさない。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
18|23|何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは明であられます。」日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，」と言う者があると断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時言してはならない。
18|24|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなくなら。」と言う者がある これらの者は（等しく）失敗者である。と付かない。け加えられることを。えず取り上げられる。本当にアッラには。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忘れてしまったのか。あなたがれた は主を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これよりも正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に近付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。よう御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくでしょう。」と言う者があると言え。導きたまえ，
18|25|さて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく洞窟にいた時，その同僚に向かって「心配してはなに滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，3百と 9年のであった。
18|26|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どれ程 く慈愛深きアッラーの御名において。滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，したか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。か長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。
れに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，は属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。何とかれはよく慈愛深きアッラーの御名において。御存知った上は，であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またよく慈愛深きアッラーの御名において。御 きアッラーの御名において。になる人々の道ではなくことよ。かれら聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言い争った時のことを思い起せ。だがアッラっている人々の道ではなく人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 局かれらの懲罰は軽減されず，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはどんな保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。大 に結ぺと命じられたものから離れ，地上で 護者も援助者もないのである。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
参った者を犯し与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うしないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
18|27|あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせなさい。 もかれの御名において。御言 を請い願う。 える人々の道ではなくことは出来ない。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 誰も）迷わさない。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 変えてしまった。それでわれ
またあなたにはかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたもないの御名において。である人々の道ではなく。難かしいこと。
18|28|朝にタべに讃えなさい。」な夕な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。慈 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。と共に立礼しなさい。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた自身を守るであろう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，りなさい。また 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 堅く信じる者たちである。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
の御名において。 を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらからあなたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，らせてはならない。またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にわれを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくことを請い願う。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも華裕福を御授けになりました。主よ，かれらがあなたの道から迷い出てしまいますように。主よ，かれらの
忽せにさせた者，また私欲に従って，自分の事に，法を越えた者に付き従ってはならない。せにさせた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また私欲に って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえた者に。に付かない。きアッラーの御名において。 ってはならない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
18|29|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある真理を）知った上は，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主から来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。だから でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ままに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようさ誰も）迷わさない。
せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ままに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようさせなさい。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。不 者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に している人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの義を知っているとあなたがたに告げたではないか 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 煙
と炎の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。取り む。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの苦の）果実の損失で，必ずあなたがた痛い懲罰が下されよう。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て叫び声の外聞けない者のようベば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，溶囲まれる。 軽減されず， 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 焼き払うようなことを
けた黄 の御名において。ような水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。何と い 物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と い 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。銅のような水が与えられよう。何と悪い飲物，何と悪い臥所であることよ。 悪魔〔シャ 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 悪魔〔シャ 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
18|30|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唯）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一つ見ることが出来ない。の御名において。善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ を請い願う。空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたしく慈愛深きアッラーの御名において。しない。動しむ人たち 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
18|31|これらの御名において。者に。にはアドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで黄金の御名において。腕 で身を守るであろう。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，美していますのに。」かれは仰せられ園に就いての吉報を伝えなさ 輪 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
しい 色の食物だけでは耐えられの御名において。 の御名において。 い衣であり，あなたがや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，厚い を請い願う。装をあなたがたに授けた。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高座は，凡てにゆったりと身を守るであろう。を請い願う。 す者，。何と幸福を成就する者である。な み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。何とよい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたよ。緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
18|32|かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 2人の御名において。者に。の御名において。比(輪?))を請い願う。上の幸福を成就する者である。げなさい。1人に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは対し）その身を守るであろう。 2つ見ることが出来ない。の御名において。ブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ
ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」でそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 に 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 けた。囲まれる。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ 畑の灌漑にも使われな 設けた時
18|33|2つ見ることが出来ない。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ果 を請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しの御名において。不作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさもなかった。また を請い願う。 いてわれは一つ見ることが出来ない。の御名において。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ園に就いての吉報を伝えなさ 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後園に就いての吉報を伝えなさ 貫いてわれは一つの川を流
れさせた。
18|34|この御名において。人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 を請い願う。 していた。そ凡ての称讃あれ，れでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。友と している人々の道ではなく に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわ豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 実 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 間の悪魔〔シャ
たしは富においてあなたに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人数の者を）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでも です者，。」と言う者がある優るか，またはそれと同様の 優るか，またはそれと同様の勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
18|35|そ凡ての称讃あれ，してかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。った。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何園に就いての吉報を伝えなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
かは荒し廻る。だがア す者，る人々の道ではなくとは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいません。廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
18|36|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくとも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいません。また 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者わたしの御名において。主に されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っとこれよりも良いものの代りにつまらないものを審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 戻そうと望んでいる。真理が
い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。 い出す者，でしょう。」と言う者がある見ることが出来ない。
18|37|そ凡ての称讃あれ，の御名において。友は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 争った時のことを思い起せ。だがアッラしている人々の道ではなく にかれに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。です者，か。土からあなたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，論争に判決を下される。 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のぎに一精滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。人 に形づく慈愛深きアッラーの御名において。られた御方を請い願う。。間の悪魔〔シャ
18|38|かれこそ凡ての称讃あれ，はアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主であられます者，。何もの御名において。を請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主には配しません。ーの御名において。
18|39|あなたの御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるす者，べてはアッラ の御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。まま，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦え園に就いての吉報を伝えなさ ーの御名において。 ーの御名において。
もございません」と言う者があると，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして言わないの御名において。です者，か。たとえあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく富と子女において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたより
も劣る人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでったとしても。
18|40|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 に る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくかも知った上は，れません。またあなたの御名において。 に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから園に就いての吉報を伝えなさ 優るか，またはそれと同様の 園に就いての吉報を伝えなさ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。御下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平らな土に返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなくかも知った上は，れません。
18|41|ある人々の道ではなくいは 内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。を請い願う。 ねられないかもしれません。」と言う者がある園に就いての吉報を伝えなさ 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
18|42|はたしてかれの御名において。果 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか により）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多どう棚を備えた果樹園，また棚のない果樹園を創られる御方であり，またナツメヤシや様々が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れ落ちて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，荒し廻る。だがア に したの御名において。でかれはそ凡ての称讃あれ，実 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 帰らせられる御方。
れに やした 苦の）果実の損失で，必ずあなたがたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手の御名において。ひらを請い願う。握る者が辞退しり め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て梅しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。者に。を請い願う。配さなかったな費やし，礼拝の務めを守り，定 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 絞め殺されたもの，打ち殺されたもの，墜死したもの，角で突き殺されたもの，野獣が食い残したも
ら。」と言う者がある これらの者は（等しく）失敗者である。と言う（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
18|43|かれには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に援助けを請い願う。す者，る人々の道ではなく人もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくことも出来なかった。ーの御名において。



18|44|こんな ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいは真の御名において。主アッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは最も れた の御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ手であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
れた 果の御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ手である人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 結ぺと命じられたものから離れ，地上で

18|45|この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り でかれらに きアッラーの御名において。なさい。そ凡ての称讃あれ，れはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
の御名において。草木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけて茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。うち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に吹ききアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされて乾いた土にするであろう。いた株のように変り果てる。われはこのように，熟慮する人びとのために（われの）印を解明する。の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。となる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ風向きの ーの御名において。
に力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっておられる人々の道ではなく。
18|46|富と子女はこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。装をあなたがたに授けた。 である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく永 に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 では において最飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 遠にその中に住むのである。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
も れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。基 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとしても最も れたもの御名において。である人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 礎を定めた時のこと。（その時二人は言っ 優るか，またはそれと同様の
18|47|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，させる人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく平らになる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か見ることが出来ない。
れらを請い願う。一 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て も残されたので，何二つ見ることが出来ない。さない。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 誰も）迷わさない。
18|48|かれらは列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いを請い願う。なして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御前の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア置し，当てもなくさ迷わせられる。に付かない。かされる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなくであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあな
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最初の生活の生計があろう。」と言った。 ったように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，にわれの御名において。 に来た。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 許に帰らせられる御方。 対し）その身を守るであろう。 見ることが出来ない。
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たさないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。つ見ることが出来ない。けていた。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 決して正しく導か

18|49|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの置し，当てもなくさ迷わせられる。かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは る人々の道ではなくであろう。かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない。この御名において。 は何としたことだ。 大漏れらす者，ことなく慈愛深きアッラーの御名において。見ることが出来ない。 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
数の者をえたててある人々の道ではなくとは。」と言う者があるかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。前にある人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなく。あなたの御名において。主は見ることが出来ない。
も不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われない。誰も）迷わさない。 扱い

18|50|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムにサジダしなさい」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。かれらはイブリーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
スを請い願う。除き，背き去った。いてサジダした。かれはジンの御名において。仲 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いた。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。い間の悪魔〔シャ
て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。子 を請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。とす者，る人々の道ではなくの御名において。か。かれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとり ではないか。不 の御名において。徒となったは何と忌まわしい道である。まわ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 護者も援助者もないのである。 敵である。地上には，あなたがたのため 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
しい交 を請い願う。す者，る人々の道ではなくもの御名において。か。換，果ては天地の間にあって奉仕する雲の中に，理解ある者への（アッラーの）印がある。
18|51|われはかれらに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，またかれら自身を守るであろう。の御名において。 造に向かい，にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわせなかった。われはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人び創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。惑わす者，者に。を請い願う。助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。にす者，る人々の道ではなくこともなかった。
18|52|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなくであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われと同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。者に。と考えていたもの御名において。を請い願う。呼んでみなさベ。」と言う者がある
そ凡ての称讃あれ，れでかれらは呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえないであろう。われはかれらの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。切に扱いりを請い願う。 ける人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 設けた時
18|53|犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。たちは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに落とされる人々の道ではなくと知った上は，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから逃されない。れる人々の道ではなく の御名において。ないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。 術を教え，またバービル
う。
18|54|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは凡ての称讃あれ，ての御名において。例えてみれば，ちょうどを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。いて人 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に しく慈愛深きアッラーの御名において。述べることに従った。スラべた。しかし人 はーの御名において。 間の悪魔〔シャ 詳 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
争った時のことを思い起せ。だがアッラに明であられます。」け暮れまで斎戒を全うしなさい。マスれる人々の道ではなく。論争に判決を下される。

18|55|何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなくもの御名において。はない。既に明示している。にかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに御 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく導きたまえ，
ったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に赦し，また善行をする者にしを請い願う。 えばよい。さもなければ昔のことは問わないがの御名において。者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。ったような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 うか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または請い願う。 襲った。

が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 近く慈愛深きアッラーの御名において。かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ある人々の道ではなくまい。懲罰を科せられよう。 間の悪魔〔シャ
18|56|われは只吉 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわす者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
退ける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に嘘の御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラを請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであや警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。嘲り笑う。笑う。して受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取る人々の道ではなく。論争に判決を下される。
18|57|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。いた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手で行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってきアッラーの御名において。た（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくよりも気付かない。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのだしい不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。かけたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しな義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。
い。またかれらの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。した。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいく慈愛深きアッラーの御名において。ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの呼んでみなさびかけても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは して か鈍くした。だからかれらは仮令各種の印を見ても，これを信じない。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 導きたまえ， 決して正しく導か 導きたまえ，
れないであろう。
18|58|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。主であられる人々の道ではなく。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に寛大に許 罰を科せられよう。
される人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはきアッラーの御名において。っと を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなくであろう。しかしかれらには定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 期が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，懲罰を科せられよう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。 い出せない。難かしいこと。 見ることが出来ない。
18|59|かの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい村の）正門から入ってかれらの御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこれを請い願う。 ぼした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前もって を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た義を知っているとあなたがたに告げたではないか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。である人々の道ではなく。
18|60|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 者に。にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはーの御名において。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。までは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何年の
かかっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの旅を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないであろう。」と言う者がある
18|61|しかしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。出会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。点に(辿る道を明示するためである?))り着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のいた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 魚
ていたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに道に導きたまえ，を請い願う。とって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，っと逃されない。げ失せてしまった。
18|62|かれら 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 者に。に言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。朝にタべに讃えなさい。」食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 過ぎな 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので −サーに）下した。それで（アッラーに）服従，帰 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
出しなさい。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。旅で本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れ果てた。」と言う者がある
18|63|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは御分を欺いているのに過ぎなりでしょうか。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく岩を打の御名において。上の幸福を成就する者である。で休んだ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたし時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
はす者，っかりそ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれていました。これに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくことを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれさせたの御名において。は魚 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
魔に いありません。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに道に導きたまえ，を請い願う。とって逃されない。げました。不思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので なこともある人々の道ではなくもの御名において。です者，。」と言う者がある悪魔〔シャ 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ

18|64|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよし求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ていたもの御名において。だ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれらーの御名において。 ーの御名において。
はもと来た道に導きたまえ，を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。した。
18|65|そ凡ての称讃あれ，れからかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの岩を打の御名において。ところに って来て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。一人の御名において。しもベ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヒドルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった。われは戻そうと望んでいる。真理が
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあらかじめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また直に死を願い接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。に知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，け教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえておいたの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 識
18|66|ム サ はかれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられさせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，かっておられる人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しい知った上は， を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたーの御名において。 ーの御名において。 師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 識
しに御教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言った。
18|67|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 には到底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられないであろう。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
18|68|あなたの御名において。分を欺いているのに過ぎならないことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてあなたは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられようか。」と言う者がある関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
18|69|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに背く者の外は，（誰も）迷わさない。かないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなりましょう。」と言う者がある
18|70|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられす者，る人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何かとりたてて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
うまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに ねてはならない。」と言う者がある尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
18|71|そ凡ての称讃あれ，こで 2人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，舟の中で一緒であったものたちを救い，わに り むと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，れに穴の辺りを請い願う。あけた。そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言発言する 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 ーの御名において。 ーの御名において。
った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに穴の辺りを請い願う。 ける人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。です者，か。あなたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように かわしいことを請い願う。開いて 嘆
なさいました。」と言う者がある
18|72|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 では耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなかったか。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し



18|73|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忘れてしまったのか。あなたがれたことを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。また事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。してーの御名において。 ーの御名において。 責は必ず不信心者の上に下る 難かしいこと。 悩ましてはなら
ませないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
18|74|そ凡ての称讃あれ，れから 2人は きアッラーの御名において。出して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。男の御名において。子に出会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくとかれはこれを請い願う。 してしまった。か歩みを進めるが，暗闇になれ 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。 した でもない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうもない人を請い願う。 されたの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたーの御名において。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て いたこともない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの惨であり，また（ある者は）幸福である。いことを請い願う。したもの御名において。です者，。」と言う者がある聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
18|75|かれは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 には耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなかったか。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
18|76|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと後の審きの日の主宰者に。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何かに就する者である。いてあなたに ねたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。道に導きたまえ，ーの御名において。 ーの御名において。 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
れにしないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの既に明示している。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたはわたしからの御名において。御 しの御名において。 いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいまし許に帰らせられる御方。 願う。
た。」と言う者がある
18|77|そ凡ての称讃あれ，れから 2人は旅を請い願う。 けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。住むのである。民に先んじ（て下の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたまで来た。そ凡ての称讃あれ，この御名において。村の）正門から入ってかれら人に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
2人を請い願う。 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。す者，る人々の道ではなくことを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，の御名において。歓 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，に倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれんばかりの御名において。壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 付かない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。直に死を願いしてや見ることが出来ない。
った。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに してきアッラーの御名において。っと 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくとれたでしょう」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
18|78|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれでわたしとあなたは御 れである人々の道ではなく。さて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられなかったこ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
とに就する者である。いて 明であられます。」してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。」と言う者がある説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
18|79|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある舟の中で一緒であったものたちを救い，わに就する者である。いていうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルで く慈愛深きアッラーの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく 乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される人たちの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であった。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない働く者となるであろうから。」 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
ようにしようとしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に一人の御名において。王が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
18|80|男の御名において。子に就する者である。いていえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。であったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。と不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
に累を請い願う。及ばない。」と仰せられた。ぼす者，ことを請い願う。恐らくあなたがたはれたの御名において。である人々の道ではなく。親，孤児，貧者を規切に扱い

18|81|そ凡ての称讃あれ，れでわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれよりも れた性 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でもっと孝行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら 人優るか，またはそれと同様の 質）になされる。 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に授けたものを施す者，ける人々の道ではなくよう ったの御名において。である人々の道ではなく。願う。
18|82|あの御名において。壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かは町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。 2人の御名において。幼ない孤 の御名において。もの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく 宝が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 帰らせられる御方。 財 親，孤児，貧者を規切に扱い
は正しい道に導きたまえ，しい人物だ。」と言うであった。そ凡ての称讃あれ，れで主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成年のに してから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 宝を請い願う。かれら 人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に掘らせ，その弟の死体を，如何に覆うべきかをかり出す者，達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 財 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
ことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主からの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 手に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことではなかったの御名において。だ。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 勝手に）変えてしまった。それでわれ
あなたの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえられなかったことの御名において。 明であられます。」である人々の道ではなく。」と言う者がある説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
18|83|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ズ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ カルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをインに就する者である。いてあなたに うであろう。言つ見ることが出来ない。てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはか・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
れに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにある人々の道ではなく物だ。」と言う を請い願う。しよう。」と言う者がある語り，正しい者の一人である。」
18|84|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。にかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。打ち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成就する者である。す者，る人々の道ではなく基になる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，け権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
た。
18|85|そ凡ての称讃あれ，れでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。 った。辿る道を明示するためである
18|86|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく太 の御名において。沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」む（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの国を与えた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからに没す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。に一 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 付かない。けた陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 認し， 自ら証言したのである。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 見ることが出来ない。 。
われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 感を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるズ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ カルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをインよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てもよい。また 切に扱いにかれらを請い願う。霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 懲 親，孤児，貧者を規切に扱い
待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいしてもよい。」と言う者がある
18|87|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある でも不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で を請い願う。加えられることを。える人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからかれを請い願う。主に ら誰も）迷わさない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 罰を科せられよう。 帰らせられる御方。
せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。もってかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 される人々の道ではなくであろう。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
18|88|また でも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。またわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安易でなことを請い願う。誰も）迷わさない。 動しむ人たち 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
18|89|そ凡ての称讃あれ，れからかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一つ見ることが出来ない。の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。 った。辿る道を明示するためである
18|90|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく太 の御名において。登る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの国を与えた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。上の幸福を成就する者である。に登り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの太 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 対し）その身を守るであろう。
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。 けないの御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。設けた時 認し， 自ら証言したのである。
18|91|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ようにし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてそ凡ての称讃あれ，っと置し，当てもなくさ迷わせられる。い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。われはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。もの御名において。を請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。している人々の道ではなく。
18|92|そ凡ての称讃あれ，れからかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一つ見ることが出来ない。の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。 った。辿る道を明示するためである
18|93|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 2つ見ることが出来ない。の御名において。山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。麓に凡んど言葉を解しない一種族を見付けた。に凡ての称讃あれ，んど言 を請い願う。解しないのか。しない一 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 付かない。けた。間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 見ることが出来ない。
18|94|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるズ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ カルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをインよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のァジュ ジュとマァジュ ジュが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。で を請い願う。・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち ーの御名において。 悪魔〔シャ 働く者となるであろうから。」
いています者，。そ凡ての称讃あれ，れでわたしたちは税を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ます者，から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，防壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいませんか。」と言う者がある納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 築造していたものを破壊した。
18|95|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに授けたものを施す者，けられた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いよりも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れている人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 優るか，またはそれと同様の
そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦え技で助けを請い願う。けてく慈愛深きアッラーの御名において。れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとかれらとの御名において。 に防壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 こう。間の悪魔〔シャ 築造していたものを破壊した。
18|96| の御名において。 りを請い願う。わたしの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来なさい。」と言う者があるやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて鉄になっても， 塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて 2つ見ることが出来ない。の御名において。山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。 の御名において。空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく たされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言間の悪魔〔シャ 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある吹きけ。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りになる人々の道ではなくまで。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある溶けた を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来てそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちげ。」と言う者がある銅のような水が与えられよう。何と悪い飲物，何と悪い臥所であることよ。
18|97|そ凡ての称讃あれ，れでかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに登る人々の道ではなくことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れに穴の辺りを請い願う。掘らせ，その弟の死体を，如何に覆うべきかをかる人々の道ではなくことも出来なかった。敵である。地上には，あなたがたのため
18|98|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主からの御名において。御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。しかし主の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにされよう。わたしの御名において。主の御名において。御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
18|99|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。御互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし寄った上せる人々の道ではなく波が四方から押し寄せ，かれの御名において。ようにまかせよう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでわ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
れは凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。を請い願う。一 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
18|100|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，日の主宰者に。の御名において。 に せる人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り 見ることが出来ない。
18|101|日の主宰者に。に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされていた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくことから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ざかり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。ことも出来ないでいた。遠にその中に住むのである。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
18|102|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いてわれの御名において。しもベを請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。とす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくと考える人々の道ではなくの御名において。か。護者も援助者もないのである。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 している人々の道ではなく。歓 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
18|103|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいにおいて最大の御名において。失 者に。である人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようか。誰も）迷わさない。 敗者である。
18|104|つ見ることが出来ない。まり自分を欺いているのに過ぎなでは善いことを請い願う。している人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは考えている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においての御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
凡ての称讃あれ，て った道に導きたまえ，に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってしまうような者に。たちである人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
18|105|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ見ることが出来ない。 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。
は 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にかれらにどんな目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。方も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえないであろう。審きの日の主宰者に。
18|106|そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらにとって当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 いの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであや使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。報を伝えなさ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
嘲り笑う。笑う。したからである人々の道ではなく。
18|107|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。に す者，る人々の道ではなく 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。の御名において。 である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 歓 楽園に就いての吉報を伝えなさ



18|108|かれらはそ凡ての称讃あれ，こに永 に住むのである。もう。かれらはそ凡ての称讃あれ，こから移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，る人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない。」と言う者がある遠にその中に住むのである。
18|109|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御言 を請い願う。 す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。墨であっても，主の御言葉が尽きないであっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく尽くされることきアッラーの御名において。ない仮初の生活の生計があろう。」と言った。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 記し，われとの約束を履行しなさ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」い尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。されよう。たとえわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じようじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 充の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっても補充のために持っても 。
18|110|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只の御名において。人 に ぎない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯間の悪魔〔シャ 過ぎな
一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。である人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ， でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。 い う者に。はーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。 請い願う。 願う。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。しなさい。かれの御名において。主を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をに何一つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配置し，当てもなくさ迷わせられる。して崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 してはならない。」と言う者がある場所から離れさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
19|1|カ フ ハ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の アイン サ ド。ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
19|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもベの御名において。ザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の に御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたことの御名において。 述べることに従った。スラである人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 記し，われとの約束を履行しなさ
19|3|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはかに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。請い願う。願う。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
19|4|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをまり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また の御名において。 は灰のようなものである色の食物だけでは耐えられに きアッラーの御名において。ます者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 髪）を 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
しはあなたに御祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないことはありません。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
19|5|只々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。こと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。わたしの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは不妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われです者，。そ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。御親，孤児，貧者を規切に扱い 許に帰らせられる御方。
から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相 者に。を請い願う。わたしに御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
19|6|わたしを請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブの御名において。家を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。御意されている。に う者に。にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ継がせた，またわれはマルヤムの子イー ーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
い。」と言う者がある
19|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のヒヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の という名において。の御名において。息子の御名において。昔のことは問わないが を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 報を伝えなさ
える人々の道ではなく。われは未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て にもそ凡ての称讃あれ，の御名において。名において。は授けたものを施す者，けなかった。」と言う者がある伝えなさ 誰も）迷わさない。

19|8|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでしあげた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしにどうして息子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくありましょう。わたしの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは不妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われです者，。そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。
わたしは め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て高 になりました。」と言う者がある極く希である。 齢になってしま
19|9|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にそ凡ての称讃あれ，れはわれにとっては容易でな
ことである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何もない に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく以前あなたを請い願う。 ったように。』」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
19|10|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。御示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。体は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼全でありなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとして 3夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 人に せなく慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
19|11|そ凡ての称讃あれ，こでかれは 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。出て人びとの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある朝にタべに讃えなさい。」な夕な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えなさい。」と言う者があると手まねで えた聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 讃あれ， 伝えなさ 。
19|12|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。息子に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のヒヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。しっかりと守り，またわれが授けたものを施す者，れ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，してーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幼少（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに英知った上は，を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
19|13|またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から慈 と清めなさい。」 な心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。授けたものを施す者，けた。かれは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，許に帰らせられる御方。 愛深きアッラーの御名において。 純
19|14|父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに孝行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさで高慢で不信の徒となったでなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。こともなかった。
19|15|かれの御名において。生 の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。誕 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
19|16|またこの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。物だ。」と言う ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。述べることに従った。スラべよ。かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いから れて の御名において。 に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 った啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 語り，正しい者の一人である。」 離れ，地上で 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 場所から離れさ 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので

19|17|かの御名において。女はかれらから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの身を守るであろう。を請い願う。さえぎる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幕を垂れを請い願う。垂れられる。アッラれた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。
た。かれは 1人の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な人 の御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとでかの御名において。女の御名において。前に われた。間の悪魔〔シャ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
19|18|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに して慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。御加えられることを。 を請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ります者，。もしあなたーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 護者も援助者もないのである。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れておられる人々の道ではなくならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしに近寄った上らないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある
19|19|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主から遣わした。あなたは業火の住人にわされた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに ぎない。清めなさい。」 な息子を請い願う。あなたに授けたものを施す者，過ぎな 純
ける人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，らせの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。」と言う者がある
19|20|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もわたしに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れません。またわたしは不 でもありません。ど誰も）迷わさない。 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し
うしてわたしに息子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくありましょう。」と言う者がある
19|21|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にそ凡ての称讃あれ，れはわれにとっ
ては容易でなことである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。びとへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれからの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。とす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは既に明示している。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったことである人々の道ではなく。』」と言う者があるーの御名において。
19|22|こうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女はかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われ娠するのを知っておられ，またその子宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，したの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 った。遠にその中に住むのである。 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」
19|23|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎな娩の苦痛のために，ナツメヤシの幹に赴き，かの女は言った。「ああ，こんなことになる前の御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた痛い懲罰が下されよう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こんなことになる人々の道ではなく前幹
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは亡ききアッラーの御名において。もの御名において。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忘れてしまったのか。あなたが却させられた。だがかれは，もうあの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえたかった。」と言う者がある
19|24|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。方から呼んでみなさんだ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんではならない。主はあなたの御名において。足を踏み入れるこもとに時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 られた。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
19|25|またナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。方に り かせ。新 な熟したナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく落ちてこよう。幹 揺させられて， 動しむ人たち 鮮かで，見る者を 実
19|26|食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。冷しなさい。そしてもし誰かを見たならば，『わたしは慈悲深き主しなさい。そ凡ての称讃あれ，してもし かを請い願う。 たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。主飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。しました。そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， とも御 いたしません。』と言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。」と言う者がある斎戒が定められた。恐らくあ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 誰も）迷わさない。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
19|27|そ凡ての称讃あれ，れからかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人びとの御名において。 に って来た。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるマ許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と大 なことを請い願う。してく慈愛深きアッラーの御名において。れたの御名において。か。変えてしまった。それでわれ
19|28|ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンの御名において。 妹よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。父は い人ではなかった。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い も不 の御名において。女ではなかったの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 悪魔〔シャ 親，孤児，貧者を規切に扱い 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し
19|29|そ凡ての称讃あれ，こでかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。さした。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしてわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 能であられる。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。揺させられて，
の御名において。赤ん坊に話すことが出来ようか。」ん坊に話すことが出来ようか。」に す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。」と言う者がある話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
19|30|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。しもベです者，。かれは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。わた時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
しに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしを請い願う。 言者に。になされました。預言者たち）に啓示したもの
19|31|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何 にいようとも祝福を成就する者である。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえます者，。また生命じられたものから離れ，地上での御名において。ある人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り礼 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」 を請い願う。処でも望む所で，思う存分 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
す者，る人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに御命じられたものから離れ，地上でじになりました。
19|32|またわたしの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに孝 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったな まれない者に。になされませんでした。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
19|33|またわたしの御名において。出生の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあります者，ように。」と言う者がある復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
19|34|そ凡ての称讃あれ，の御名において。こと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子である人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。
は疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように真 そ凡ての称讃あれ，の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。実
19|35|アッラ に子供えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくなどということはありえない。かれに えあれ。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 讃あれ， 決して正しく導か
唯「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。



19|36|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなく。だからかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさいーの御名において。 。
これこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。
19|37|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 宗派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく なる人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。こそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。 大なる人々の道ではなく日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 異 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 偉大な恩恵の主であられる。 審きの日の主宰者に。
こ。
19|38|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく前に り出る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何んとはっきアッラーの御名において。りと こえまた える人々の道ではなくであろうか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 者に。たちは罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 見ることが出来ない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは明であられます。」らかに迷える人々の道ではなく の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 誤から明らかに（分別）されている。それで
19|39|あなたは悔恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられは 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされる人々の道ではなくの御名において。であ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か
る人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく油断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。である人々の道ではなく に。間の悪魔〔シャ
19|40|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。相 す者，る人々の道ではなく。またわれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 帰らせられる御方。
19|41|またこの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。物だ。」と言う ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。述べることに従った。スラべよ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは正しい道に導きたまえ，直に死を願い者に。であり 言者に。であ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 預言者たち）に啓示したもの
った。
19|42|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく父にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは何故 きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また かの御名において。益なく，また決して正しく導かを請い願う。も時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 見ることが出来ない。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえないもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」石を燃料との御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 なさる人々の道ではなくの御名において。か。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
19|43|父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，かっていない知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにわたしに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。だからわたしに いなさい。識 確 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
わたしはあなたを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。でしょう。導きたまえ，
19|44|父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはなりません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 魔は慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に す者，る人々の道ではなく 叛者に。です者，。悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
19|45|父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方からの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく懲罰を科せられよう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
魔の御名において。友になる人々の道ではなくことを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配しています者，。」と言う者がある悪魔〔シャ

19|46|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブラ ヒ ムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。もしそ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 ーの御名において。
を請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたを請い願う。石を燃料と打ちにす者，る人々の道ではなくであろう。さあ永久ににわたしから れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れ。」と言う者がある離れ，地上で
19|47|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに平安あれ。わたしの御名において。主に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしに し慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられます者，。対し）その身を守るであろう。
19|48|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。から れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。主離れ，地上で ーの御名において。 離れ，地上で
に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ります者，。わたしの御名において。主に御祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ないめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあわないでしょう。」と言う者がある恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
19|49|そ凡ての称讃あれ，れでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくもの御名において。から れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
われはかれにイスハ クとヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブを請い願う。授けたものを施す者，けた。そ凡ての称讃あれ，してわれはかれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れぞれ 言者に。にした。ーの御名において。 ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
19|50|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。垂れられる。アッラれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。高な其 を請い願う。 える人々の道ではなく舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。授けたものを施す者，けた。実 伝えなさ
19|51|またこの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。ことを請い願う。述べることに従った。スラべよ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったであり 言者に。で啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 預言者たち）に啓示したもの
あった。
19|52|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。右が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわからかれに呼んでみなさびかけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。われの御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。寄った上せた。談しなさい。いったん決った
19|53|またわれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。兄の御名において。ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。としてかれに授けたものを施す者，けた。ーの御名において。 ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
19|54|またイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で述べることに従った。スラべよ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたことに忠 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
であり 言者に。であった。預言者たち）に啓示したもの
19|55|かれはいつ見ることが出来ない。もそ凡ての称讃あれ，の御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 と喜ばせるものである。」 を請い願う。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 される人々の道ではなく一人であった。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 愛深きアッラーの御名において。
19|56|またイドリ スの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で述べることに従った。スラべよ。かれは正しい道に導きたまえ，直に死を願いな人物だ。」と言うであり 言者に。であった。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの
19|57|そ凡ての称讃あれ，してわれはかれを請い願う。高い地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに げた。挙げることを厭われない。信仰する者はそ
19|58|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。施す者，された 言者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ダムの御名において。子 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくヌ フと一ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの方舟の中で一緒であったものたちを救い，わで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの んだ者に。たちの御名において。子 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またイブラ ヒ ムとイスラ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく んで いた者に。たちである人々の道ではなく。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに される人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしてサジダし選んで，自 導きたまえ， 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し涙を目に

19|59|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼 を請い願う。怠り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私欲に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で に当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはす者，る人々の道ではなくことになる人々の道ではなくで継がせた，またわれはマルヤムの子イー 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
あろう。
19|60|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。は である人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような いを請い願う。動しむ人たち 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 扱い
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくことはないであろう。
19|61|アドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じていても目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には えないもの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。しも楽園に就いての吉報を伝えなさ 見ることが出来ない。
べたちに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされたもの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いつ見ることが出来ない。も完遂げることになる。される人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
19|62|かれらはそ凡ての称讃あれ，こでは 用の御名において。 を請い願う。 かず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言う を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけであろう。かれ無 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 語り，正しい者の一人である。」 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
らは朝にタべに讃えなさい。」な夕な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
19|63|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく である人々の道ではなく。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れたわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもベに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせる人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
19|64|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者による人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらない。わたしたち以前の御名において。こと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしたち以後の審きの日の主宰者に。の御名において。こと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 べられる人々の道ではなくところ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は して忘れてしまったのか。あなたが間の悪魔〔シャ 統の正しい） 決して正しく導か
れられない。
19|65|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主であられる人々の道ではなく。だからかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれへの御名において。奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。間の悪魔〔シャ
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかびなさい。あなたはかれと肩してはならないを請い願う。 べ呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多もの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っている人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
19|66|人は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある一体わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて る人々の道ではなくの御名において。であろうか。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
19|67|人は思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわないの御名において。か。われは以前何も いところから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 ったの御名において。である人々の道ではなく。無 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
19|68|そ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。主によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらそ凡ての称讃あれ，して 魔たちを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ悪魔〔シャ
かれらを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。周 に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。たて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。恐らくあなたがたはれ かせ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの脆かせよう。かせよう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 囲まれる。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
19|69|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各宗派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多から慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。ことの御名において。甚しい。われは既に種々の印を，あなたがたに鮮明にした。只あなたがたのしい者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。出す者，。側こそは，最高の 抜かりない立証者であられる。
19|70|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こで かれる人々の道ではなくに相 しいかを請い願う。熟知った上は，す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，にわれである人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので誰も）迷わさない。 焼き払うようなことを 応
19|71|そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。一人もそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーり越えず必要に迫られた場合は罪にはならせない。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成し遂げることになる。げられる人々の道ではなく御神があるなどと唱えてはならない。
命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。
19|72|しかしわれは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な者に。を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は跪いたままで放って置こう。いたままで放って置し，当てもなくさ迷わせられる。こう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
19|73|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく公明であられます。」な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
において高く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またどちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 前が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいいか」と言う者があるなどという。気付かない。



19|74|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは如何に物だ。」と言う の御名において。 富な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また せかけの御名において。 かしい多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前に ぼしたこ資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 見ることが出来ない。 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
とであろうか。
19|75|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。でも慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方はかれらに し命じられたものから離れ，地上でを請い願う。延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はばされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れも対し）その身を守るであろう。
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされたことを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，つ見ることが出来ない。まり せられる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの になる人々の道ではなくまでである人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 罰を科せられよう。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくより酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい 力なもの）になるまでかれらに対して戦えである人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある場所から離れさ 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
19|76|アッラ は きアッラーの御名において。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 きアッラーの御名において。を請い願う。 やされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して朽ちすたれない善行は，主の御許ちす者，たれない善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御ーの御名において。 導きたまえ， 対し）その身を守るであろう。 導きたまえ， 増すであろう。」 許に帰らせられる御方。
では において れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにおいて る人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 優るか，またはそれと同様の 帰らせられる御方。 優るか，またはそれと同様の
19|77|あなたはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。を請い願う。 たか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは富と子 とに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと まれる人々の道ではなくで見ることが出来ない。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
あろう。」と言う者があると言う。
19|78|かれは幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。 とどけたの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れとも慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方の御名において。何らかの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたの御名において。か。見ることが出来ない。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
19|79|いや してそ凡ての称讃あれ，うではない。われはかれの御名において。言うことを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに す者，る人々の道ではなく を請い願う。延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はばす者，であろう。決して正しく導か 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
19|80|かれらの御名において。言っている人々の道ではなくことは凡ての称讃あれ，てわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは只一人でわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に来る人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。
19|81|かれらはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。仲裁者に。にしようとしている人々の道ではなく。ーの御名において。
19|82| してそ凡ての称讃あれ，うではない。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはそ凡ての称讃あれ，の御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し になろう。決して正しく導か 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため
19|83|かれらを請い願う。唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。に し 魔たちを請い願う。 わしている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。あなたは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。かないの御名において。対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ 遺言をするよう定め 気付かない。
か。
19|84|だからかれらに し性急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッであってはならない。われは只々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。られた 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの数の者を対し）その身を守るであろう。 猶予もないであろう。
を請い願う。数の者をえる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。
19|85|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの名において。誉の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 を請い願う。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類える人々の道ではなくように慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 許に帰らせられる御方。
19|86|われは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。群を請い願う。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳うように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳いたてる人々の道ではなく。獣が食い残したも 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
19|87|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方から御 しを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものた者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も り成す者，力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたないであろう。許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。 執り成しも許されず，償いも受
19|88|またかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方は子を請い願う。 けられる人々の道ではなく。」と言う者がある設けた時
19|89| かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」いことを請い願う。言うもの御名において。である人々の道ではなく。確
19|90|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは裂してはならない。そしてあなたがたに対すけようとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれて切に扱い々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れ落ちよう。
19|91|そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものありもしない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子の御名において。名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り成す者，もの御名において。として）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唱えてはならない。えた対し）その身を守るであろう。 執り成しも許されず，償いも受
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
19|92|子を請い願う。 けられる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方にはありえない。設けた時
19|93|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。しもべとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り出ない者に。は唯の御名において。罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か 1人もないの御名において。である人々の道ではなく。
19|94|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，べて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 算に迅速であるし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。数の者をを請い願う。数の者をえられる人々の道ではなく。計があろう。」と言った。
19|95|また 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一人でかれの御名において。御 に り出る人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 許に帰らせられる御方。 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か
19|96|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに慈しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであろう。
19|97|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたの御名において。言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし分を欺いているのに過ぎなりやす者，く慈愛深きアッラーの御名において。したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」
畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に吉 を請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 好きな敵である。きアッラーの御名において。の御名において。者に。に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。報を伝えなさ 伝えなさ 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
19|98|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前に如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたことであろう。あなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
一人でも かけられる人々の道ではなくの御名において。か。またはかれらの御名において。 きアッラーの御名において。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。か。見ることが出来ない。 囁きを聞くことが出来るのか。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
20|1|タ ハ 。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
20|2|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたにクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 ます者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ではない。ーの御名において。 悩ましてはなら
20|3|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。訓戒とし
20|4|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と高い 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかとを請い願う。 りなされる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
20|5|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，玉座は，凡てに 座は，凡てなされる人々の道ではなく。鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ
20|6|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，湿り（で足りる）。アッラーはあなたがたの行うことを御存知であられる。った土の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにある人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てか間の悪魔〔シャ
れの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。
20|7| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大声と叫び声の外聞けない者のようで しても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りなく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたことも されている人々の道ではなくことも知った上は，ってお仮初の生活の生計があろう。」と言った。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 隠すことも知っている。」と仰せられた。
られる人々の道ではなく。
20|8|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。最も美していますのに。」かれは仰せられしい御名において。はかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。ーの御名において。
20|9|ム サ の御名において。物だ。」と言う が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに届け下さいます。」いたか。ーの御名において。 ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
20|10|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに言った の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 た。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か分を欺いているのに過ぎなあそ凡ての称讃あれ，こ見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。
から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り把を持ち帰ることが出来よう。あるいはあの火で，導かれるかもしれない。」を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来よう。ある人々の道ではなくいはあの御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれる人々の道ではなくかもしれない。」と言う者がある帰らせられる御方。 導きたまえ，
20|11|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって呼んでみなさばれた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
20|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたの御名において。主である人々の道ではなく。だから靴を脱げ。今あなたは，トワーの聖谷にいるのである。を請い願う。脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジげ。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，トワ の御名において。 谷にいる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
20|13|われはあなたを請い願う。 んだ。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくことを請い願う。 け。選んで，自 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
20|14|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはアッラ である人々の道ではなく。われの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない。だからわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて礼 の御名において。ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。務めを守り，またわれが授けたものを施す者，

20|15| かに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 末であろうか。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。たいの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしたところに じ確 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 応 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。報を伝えなさ

20|16|だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないで自分を欺いているのに過ぎなの御名において。欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに う者に。たちから ざかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いえ。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 遠にその中に住むのである。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
20|17|あなたの御名において。右手にある人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れは何か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ よ。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
20|18|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは杖で岩を打です者，。わたしはこれに(先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」?))れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また羊の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にこれで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打ち落し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。用に供えします者，。」と言う者がある
20|19|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。投げて誰がげよ。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
20|20|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。投げて誰がげたところ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，即ち有るのである。座は，凡てにそ凡ての称讃あれ，れは蛇であった。になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い回った。這い回った。
20|21|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえよ。恐らくあなたがたはれてはならない。われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。元の御名において。ように返すことも出来ないであろう。す者，であろう。
20|22|そ凡ての称讃あれ，れからあなたの御名において。手を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，腋の下に入れよ。何の障りもないのに，それは白くなろう。これは今一つの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れよ。何の御名において。障もないのに小巡礼をりもないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。なろう。これは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと一つ見ることが出来ない。
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ。



20|23|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに大きアッラーの御名において。い印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
20|24|あなたはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。もとに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは高慢で不信の徒となった非道に導きたまえ，である人々の道ではなく。」と言う者がある
20|25|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。 げて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。広大無辺にして全知であられる。
20|26|わたしの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。容易でにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。
20|27|わたしの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものれを請い願う。ほぐして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，縫？）れをほぐして，
20|28|わたしの御名において。言 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに分を欺いているのに過ぎならせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
20|29|またわたしの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，援助けを請い願う。者に。を請い願う。御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。
20|30|わたしの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。
20|31|わたしに加えられることを。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
20|32|わたしの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなくようにさせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。協力者）だと，アッラーにかけて，力を
20|33|そ凡ての称讃あれ，れはわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，讃あれ，
20|34|また不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時にあなたを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であります者，。
20|35|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく方であります者，。」と言う者がある見ることが出来ない。
20|36|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。 いは きアッラーの御名において。届け下さいます。」けられた。ーの御名において。 ーの御名において。 願う。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
20|37|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。前にもあなたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。施す者，した。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
20|38|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく意されている。志を）ひるがえすならを請い願う。あなたの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに えた。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 伝えなさ
20|39|『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。子を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの箱の中に入れて，川に投げよ。川がかれを岸にうち上げ，われの敵であり，またこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに投げて誰がげよ。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。岸の町（の人びと）に就いて，かれらに問え。かれらが安息日（の禁）を破った時のことを，魚にうち上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこ敵である。地上には，あなたがたのため
の御名において。子の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく拾い上げられることもあろう。」い上の幸福を成就する者である。げよう。』そ凡ての称讃あれ，してあなたの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎかける人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでわれの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。もと敵である。地上には，あなたがたのため 愛深きアッラーの御名において。 護者も援助者もないのである。
で育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てられる人々の道ではなくことになろう。
20|40|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。子を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえしましょうか。』と時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か
言った。こうしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。手にあなたを請い願う。返すことも出来ないであろう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでかの御名において。女も 足を踏み入れるこし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。も消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえた。またあなたは満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
人を請い願う。 した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは苦の）果実の損失で，必ずあなたがた からあなたを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろとあなたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，れから数の者を年のの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のン殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 悩ましてはなら 試 間の悪魔〔シャ
の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に滞在し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはここに来たの御名において。であろ。ム サ よ。ーの御名において。 ーの御名において。
20|41|われはあなたを請い願う。われ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てあげた。
20|42|あなたと兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。そ凡ての称讃あれ，してわれを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなくことを請い願う。怠ってはならない。
20|43|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人はフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは高慢で不信の徒となった非道に導きたまえ，である人々の道ではなく。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 許に帰らせられる御方。
20|44|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれにもの御名において。静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さかな きアッラーの御名において。方で れ。かれは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはわれを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくであろ説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 語り，正しい者の一人である。」 訓戒とし
う。」と言う者がある
20|45|かれら 人は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでわたしたちに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。加えられることを。え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ことを請い願う。す者，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。」と言う者がある
20|46|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくことはない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 にいる人々の道ではなく。 いており緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 見ることが出来ない。
ている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
20|47|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。だからわたしたちと一 にイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちを請い願う。 放し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはならない。本緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってあなたの御名において。主から来た者に。である人々の道ではなく。御 きアッラーの御名において。に う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平安である人々の道ではなく。導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
20|48|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。である人々の道ではなく。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。また背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。には （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち確 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 懲罰を科せられよう。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
えている人々の道ではなくだけである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。』」と言う者がある
20|49|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 誰も）迷わさない。
20|50|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人一人に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとや そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ質）になされる。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。」と言う者がある賦与され，更に導きを与える方である。」 導きたまえ，
20|51|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。はどうなる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある過ぎな
20|52|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなく知った上は， は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に されて主の御名において。御 にあります者，。わたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 識 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 記し，われとの約束を履行しなさ 許に帰らせられる御方。 誤から明らかに（分別）されている。それで
を請い願う。犯していたためである。す者，こともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくこともありません。
20|53|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 床であることよ。」とされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに道に導きたまえ，を請い願う。 横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてにつ見ることが出来ない。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 縦させ，かれの命令によって海上を航行
雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。 なった雌雄の御名において。植物だ。」と言うを請い願う。生 させる人々の道ではなく。異 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
20|54|食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。放牧して食しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，知った上は，ある人々の道ではなく者に。への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 。
20|55|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの泥で鳥の形を造り，それに息を吹き）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れから今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 帰らせられる御方。
出す者，の御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
20|56|われはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは虚な である人々の道ではなくとして拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした偽りのために，かれらには手 。
20|57|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは魔 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。からわたしたちを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に来たーの御名において。 ーの御名において。 術を教え，またバービル
の御名において。か。
20|58|そ凡ての称讃あれ，れなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような魔 を請い願う。あなたに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出そ凡ての称讃あれ，う。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちとあなたの御名において。 で術を教え，またバービル 間の悪魔〔シャ
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でして公 の御名において。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもあなたもそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 えないようにしよう。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 開いて 場所から離れさ 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒

20|59|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたとの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ合は鮮かで，見る者をの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祭の御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。人びとを請い願う。昼前に御集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
さい。」と言う者がある
20|60|そ凡ての称讃あれ，こでフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというを請い願う。 って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来た。計があろう。」と言った。 練で
20|61|ム サ はかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは いに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうだろう。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 して ぼーの御名において。 ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
される人々の道ではなくことの御名において。ないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し捏造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘を請い願う。言ってはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捏造に向かい，す者，る人々の道ではなく者に。は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ失 す者，ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 敗者である。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
20|62|そ凡ての称讃あれ，こでかれらはお互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに策を請い願う。 って じあったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，勿 そ凡ての称讃あれ，の御名において。相 は秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはにした。練で 論争に判決を下される。 論争に判決を下される。 談しなさい。いったん決った
20|63|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある かに 人は魔 である人々の道ではなく。かれらはあの御名において。魔 であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。国を与えた。土から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出確 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 術を教え，またバービル
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 れた わしを請い願う。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 しようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 習から）かれらを守れないことを悲しんで，「これは苦難の日であ 絶するで
20|64|そ凡ての称讃あれ，れで各自の御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いを請い願う。なして集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時れ。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ える人々の道ではなくの御名において。であ計があろう。」と言った。 練で 勝手に）変えてしまった。それでわれ 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
る人々の道ではなく。」と言う者がある



20|65|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく投げて誰がげる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に投げて誰がげようか。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
20|66|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に投げて誰がげなさい。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくと る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれにーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
は と杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魔 で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの活の生計があろう。」と言った。きアッラーの御名において。て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの走る人々の道ではなくかの御名において。ように えた。縄と杖が，魔術で（活きて）走るかのように見えた。 術を教え，またバービル 見ることが出来ない。
20|67|そ凡ての称讃あれ，れでム サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少し心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に恐らくあなたがたはれを請い願う。感じた。ーの御名において。 ーの御名において。
20|68|われは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくには及ばない。」と仰せられた。ばない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく上の幸福を成就する者である。手である人々の道ではなく。
20|69|あなたの御名において。右手にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。投げて誰がげなさい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさったもの御名において。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。魔 の御名において。 魔化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こしに ぎ呑み込んでしまった。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 誤から明らかに（分別）されている。それで 過ぎな
ない。魔 は何 から来ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの成功する者である。しない。」と言う者がある術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 処でも望む所で，思う存分
20|70|そ凡ての称讃あれ，こで魔 たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしてサジダし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしま術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
す者，。」と言う者があると言った。
20|71|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく さない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ許に帰らせられる御方。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに魔 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえたあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 手と 足を踏み入れるこを請い願う。互いに敵である。地上には，あなたがたのためい いに切に扱い断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツ術を教え，またバービル 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
メヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 に り付かない。けにす者，る人々の道ではなくであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどちらの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくより 重い懲罰を科せられよう。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 す者，る人々の道ではなくか必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであ幹 貼り付けにするであろう。あなたがたはどちらの懲罰がより厳重で，永続するか必ず分るであ 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
ろう。」と言う者がある
20|72|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魔 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしたちを請い願う。術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
造に向かい，なされたかれ以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。重い懲罰を科せられよう。んじる人々の道ではなくことは不可能であられる。です者，。そ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされる人々の道ではなくことを請い願う。 施す者，して創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 決して正しく導か 実

下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においてだけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，判の）日を信じる。」と言う者がある なさる人々の道ではなくに ぎません。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 決して正しく導か 過ぎな
20|73|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。 ちの御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 理を）知った上は，じい誤から明らかに（分別）されている。それで 請い願う。 無
でした魔 に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であります者，。アッラ は至善にして永久にに生きアッラーの御名において。られる人々の道ではなく方であられま術を教え，またバービル 対し）その身を守るであろう。 請い願う。 ーの御名において。
す者，。」と言う者がある
20|74|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人として主の御名において。御 に来る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。もなく慈愛深きアッラーの御名において。生もない。許に帰らせられる御方。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
20|75|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。としてかれの御名において。 に来た者に。には高い位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証
20|76|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは永 に川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなくアドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 純
に守り，またわれが授けたものを施す者，った者に。への御名において。 である人々の道ではなく。潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」

20|77|われはム サ に 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。しもべたちと共に立礼しなさい。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに旅立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に乾いた土にするであろう。いた道に導きたまえ，を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。杖で岩を打で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打ち け。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い付かない。かれる人々の道ではなくことを請い願う。開いて 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配す者，る人々の道ではなくな。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの柿がることはない。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくことはない。」と言う者がある
20|78|果してフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるのいてかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳ったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。完全軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
に水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ってしまった。
20|79|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かなかったの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ，
20|80|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。右 であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 敵である。地上には，あなたがたのため 側こそは，最高の 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをとウ〕に動しむ人たちズラを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。結ぺと命じられたものから離れ，地上で
20|81|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，してわれは言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けた善いもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べなさい。さりとてわれの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてはならない。 でもわれの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ びる人々の道ではなく。誰も）迷わさない。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
20|82|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 容を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの動しむ人たち 導きたまえ， 寛大に許
す者，。」と言う者がある
20|83|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。民に先んじ（て下より れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじて急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐの御名において。か。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 離れ，地上で
20|84|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳って参った者を犯しります者，。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御喜ばせるものである。」び跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
になる人々の道ではなくよう急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいだの御名において。です者，。」と言う者がある
20|85|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った後の審きの日の主宰者に。あなたの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サ ミリ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら試 ーの御名において。 ーの御名において。
を請い願う。迷える人々の道ではなくわせた。」と言う者がある
20|86|そ凡ての称讃あれ，こでム サ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんで民に先んじ（て下の御名において。 に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主はーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
善い 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに ばれなかったの御名において。です者，か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには余りに い 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。ように思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれたの御名において。です者，約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
か。そ凡ての称讃あれ，れとも主からの御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだの御名において。です者，か。だからわたしとの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 えたの御名において。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
です者，か。」と言う者がある
20|87|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは自分を欺いているのに過ぎなに かな根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でったの御名において。ではない確 拠を出して見なさい。」 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
の御名において。です者，。わたしたちはエジプト人の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，装をあなたがたに授けた。 品を入れてやって来る。あなたがたがの御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 わされたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの投げて誰がげ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れたの御名において。で飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
す者，。サ ミリ も投げて誰がげ んだようにです者，。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
20|88|そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ ミリ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吼える仔牛の偶像を造った。える人々の道ではなく仔牛を神として拝し，不義を行った。の御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。造に向かい，った。ーの御名において。 ーの御名において。
そ凡ての称讃あれ，して言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またム サ の御名において。神があるなどと唱えてはならない。です者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは忘れてしまったのか。あなたがれたの御名において。です者，。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
20|89|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一言もかれらに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にもなく慈愛深きアッラーの御名において。益なく，また決して正しく導かもないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならないの御名において。であろうか。
20|90|ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，充分を欺いているのに過ぎなにかれらに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれによってーの御名において。 ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。です者，。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方です者，。だからわたしに い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で しなさい。」と言う者がある試 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。

20|91|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく って来る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仔牛を神として拝し，不義を行った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 ける人々の道ではなくでしょーの御名において。 ーの御名において。 帰らせられる御方。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
う。」と言う者がある
20|92|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうの御名において。を請い願う。 た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 の御名において。履ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげたの御名において。です者，か。
20|93|わたしに わないの御名において。です者，か。わたしの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。です者，か。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
20|94|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。髭や頭（の髪）を（楓？）むのを止や （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものむの御名において。を請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラーの御名において。 ーの御名において。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 髪）を 楓？）むのを止
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。 を請い願う。分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すさせました。また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。言 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 間の悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
りませんでした。』と言うの御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれたの御名において。です者，。」と言う者がある
20|95|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるではサ ミリ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。的であってはならないは何です者，か。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
20|96|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 なかったもの御名において。を請い願う。 たの御名において。です者，。そ凡ての称讃あれ，れで使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。足を踏み入れるこ から一握る者が辞退しり見ることが出来ない。 見ることが出来ない。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの土）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。取って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仔牛を神として拝し，不義を行った。の御名において。像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに投げて誰がげつ見ることが出来ない。けたの御名において。です者，。わたしの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うわたしに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなしたの御名において。で
す者，。」と言う者がある
20|97|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある出ていきアッラーの御名において。なさい。生きアッラーの御名において。ている人々の道ではなく限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， とも接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなく。 しーの御名において。 ーの御名において。 誰も）迷わさない。 決して正しく導か
て破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でれない 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたにはある人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。り んで崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 なさい。わたした約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 見ることが出来ない。



ちはこんなもの御名において。は いて海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にまきアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらす者，でしょう。焼き払うようなことを
20|98|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。はアッラ だけです者，。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。です者，。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ーの御名において。
ての御名において。もの御名において。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。御知った上は， に包容なされます者，。」と言う者がある識
20|99|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。った消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。あなたに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく からあなたに 戒としを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。語り，正しい者の一人である。」 許に帰らせられる御方。 訓戒とし
20|100| でもそ凡ての称讃あれ，れに背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 うであろう。誰も）迷わさない。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
20|101|かれらはいつ見ることが出来ない。までもこの御名において。状 の御名において。ままである人々の道ではなく。 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとり いである人々の道ではなく。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
20|102|ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。日の主宰者に。われは った目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。を請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく。曇り，
20|103|かれらは きアッラーの御名において。あって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは囁きを聞くことが出来るのか。 10（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも滞在しなかったであろう。」と言う者があると言う。
20|104|われはかれらの御名において。言おうとす者，る人々の道ではなくことを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 最も世を堅く信じる者たちである。故にたけた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたした時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ちの御名において。滞在は 1日の主宰者に。にもならない。」と言う者があると言うであろう。
20|105|かれらは山を持ち上げた時を思い起せ。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに うであろう。そ凡ての称讃あれ，こで言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
を請い願う。粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにして きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされる人々の道ではなく。捲き散らされる。
20|106|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。平らな平地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
20|107|そ凡ての称讃あれ，こには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。りも凹凸も見ないでしょう。」も ないでしょう。」と言う者がある見ることが出来ない。
20|108|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれらは呼んでみなさび手に い逸れてはれる人々の道ではなくわけにはいかない。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方の御名において。御前では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようは低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。なり従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
忍さかび足を踏み入れるこの御名において。音を下され，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は かないであろう。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
20|109|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方に御 しを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものている人々の道ではなく者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 り成しは 益なく，また決して正しく導かであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。者に。の御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，許に帰らせられる御方。 執り成しも許されず，償いも受 無 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
かれに受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられる人々の道ではなく。
20|110|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。前にある人々の道ではなくこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。ろにある人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。知った上は，間の悪魔〔シャ 識
では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り知った上は，る人々の道ではなくことは出来ない。計があろう。」と言った。
20|111|かれらの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永生し自存す者，る人々の道ではなく御方の御名において。御前でうつ見ることが出来ない。むいている人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，して罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。 うもの御名において。に顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
浮ぶ泡を乗せて運び去る。まぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 はない。瀬はない。
20|112|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主からの御名において。 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らされる人々の道ではなくこともない動しむ人たち 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 減されず，
の御名において。である人々の道ではなく。
20|113|この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。アラビア の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンとして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でいろいろと警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 語り，正しい者の一人である。」 ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち
えた。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か分を欺いているのに過ぎなかれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の を請い願う。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ得るために，「これはアッラーから下ったものしよう。伝えなさ 訓戒とし

20|114|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いと高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく真の御名において。王者に。である人々の道ではなく。あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに す者，る人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく完ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 対し）その身を守るであろう。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはしない前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいではならない。 ろ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言いなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。知った上は， を請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 寧ろ正義と篤信のために助けあっ 識
て下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
20|115|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前にア ダムに と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。履行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忘れてしまったのか。あなたがれた。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 確 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
れに 固に）信じようである人々の道ではなくとは め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。堅く信じる者たちである。 認し， 自ら証言したのである。
20|116|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムにサジダしなさい。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。イブリ ス対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。かれらはサジダした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。
20|117|そ凡ての称讃あれ，れでわれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人はこの御名において。 から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不幸に いらないよう を請い願う。付かない。けなさい。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 楽園に就いての吉報を伝えなさ 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 気付かない。
20|118|ここでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裸になってしまう。になる人々の道ではなくこともない。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
20|119|また きアッラーの御名において。を請い願う。 える人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 の御名において。暑のさにも晒されない。」されない。」と言う者がある渇き，疲れ，餓 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
20|120|しかし 魔はかれに いて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるア ダムよ。わたしはあなたに永生の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，衰のせいだと思うであろう」える人々の道ではなくことの御名において。悪魔〔シャ 囁きを聞くことが出来るのか。 ーの御名において。
ない王 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえてあげましょう。」と言う者がある権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
20|121| 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かしいところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあらわになった。そ凡ての称讃あれ，れでかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。 でそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 園に就いての吉報を伝えなさ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
こを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。こうしてア ダムは主に背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ちを請い願う。犯していたためである。した。ーの御名において。 誤から明らかに（分別）されている。それで
20|122|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はかれを請い願う。 び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされ御 きアッラーの御名において。になられた。選んで，自 導きたまえ，
20|123|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は一 にここから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれ。あなたたちは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに である人々の道ではなく。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 敵である。地上には，あなたがたのため
もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにわれから きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でもわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。に う者に。は迷える人々の道ではなくうことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不幸に らないで導きたまえ， 誰も）迷わさない。 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
あろう。
20|124|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 戒としに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生活の生計があろう。」と言った。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 屈になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で らされ誰も）迷わさない。 訓戒とし 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 審きの日の主宰者に。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
20|125|かれは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。者に。であったの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故わたしを請い願う。盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。として らせた聴 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
の御名において。です者，か。」と言う者がある
20|126|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 したではないか。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 無視
あなたはそ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じよう される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある様の無視
20|127|われはこの御名において。ようにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。いた者に。と主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった者に。に いる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく は報を伝えなさ 懲罰を科せられよう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに しく慈愛深きアッラーの御名において。また永 す者，る人々の道ではなく。厳しい試練で 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
20|128|かれらには御 きアッラーの御名において。はなかったの御名において。か。かれらより以前にもわれはどんなに多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたこ導きたまえ， 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
とか。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの古の人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。住むのである。んでいた所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは いている人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には理を）知った上は，知った上は，に富む者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ歩みを進めるが，暗闇になれ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
20|129|もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主から御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされていなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられないの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。猶予もないであろう。
20|130|だからかれらの御名において。言うことを請い願う。忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」む前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。 光を取りを請い願う。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
えなさい。なお夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。一 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼の御名において。 端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人にも えなさい。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは たされる人々の道ではなくであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 讃あれ， 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
20|131|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ある人々の道ではなく部 の御名において。者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ってはな類する 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも華裕福を御授けになりました。主よ，かれらがあなたの道から迷い出てしまいますように。主よ，かれらの 見ることが出来ない。張
らない。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによってかれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。あなたの御名において。主の御名において。 物だ。」と言うこそ凡ての称讃あれ，至上の幸福を成就する者である。でまた永 す者，る人々の道ではなく。試 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
20|132|またあなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに礼 を請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえなさい。われはあなたに御拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。はわれである人々の道ではなく。善果は主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
20|133|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに主から一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの湾？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさないの御名において。です者，か。」と言う者があると



言う。以前の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくではないか。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 証人を呼んでみなさ
20|134|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしこれ以前にかれらを請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ぼしていたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あ処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
なたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわされなかったの御名において。です者，か。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，卑められ排斥されよ。」しまれ屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなく前
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに ったでしょうに。」と言う者があると言ったであろう。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
20|135|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある各人は待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平坦
な道に導きたまえ，を請い願う。 む者に。は か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また かれた者に。は かを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある歩みを進めるが，暗闇になれ 誰も）迷わさない。 導きたまえ， 誰も）迷わさない。
21|1|清めなさい。」算に迅速である（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは人 に近付かない。いている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 無関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
21|2|かれらの御名において。主から新しい 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。笑う。い草として く慈愛深きアッラーの御名において。に ぎない。訓戒とし 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 過ぎな
21|3|かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でふざけている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた悪魔〔シャ 談しなさい。いったん決った
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じよう 只の御名において。人 ではないです者，か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で ていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魔 にでもかかったの御名において。です者，か。」と言う者がある様の 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 術を教え，またバービル
21|4|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの られる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 語り，正しい者の一人である。」 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
かれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。」と言う者がある聴
21|5|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。寄った上せ集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさです者，。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 人です者，。昔のことは問わないが夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 偽りのために，かれらには手 詩篇を
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたような印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに(有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，?))して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言った。
21|6|かれら以前にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぼした都市の母（マッカ）とそでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 1人もいなかった。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしな
いつ見ることが出来ない。もりなの御名において。か。
21|7|あなた以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，けて遣わした。あなたは業火の住人にわした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に ぎなかった。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならないなら 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけた民に先んじ（て下に け。訓戒とし 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
21|8|われはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。とらないような体は授けたものを施す者，けなかった。またかれらは永久にに生きアッラーの御名において。る人々の道ではなく
でもなかった。訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた

21|9| 局かれらの懲罰は軽減されず，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。かれらに果し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとわれの御名において。欲す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 犯していたためである。した法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。たちを請い願う。 ぼし結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
た。
21|10|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 戒としとして 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か訓戒とし 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 。
21|11|如何にわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていた都市の母（マッカ）とそを請い願う。 ぼして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。に の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてたか。悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
21|12|そ凡ての称讃あれ，れでわれの御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。感じる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なさい。かれらはそ凡ての称讃あれ，こから逃されない。げ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものようとす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。
21|13|逃されない。げてはならない。 しんだ所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。住むのである。まいに返すことも出来ないであろう。れ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは される人々の道ではなくであろう。楽 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
21|14|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 の御名において。徒となったでした。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
21|15|そ凡ての称讃あれ，してかれらの御名において。この御名において。叫び声の外聞けない者のようび声と叫び声の外聞けない者のようは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。こそ凡ての称讃あれ，ぎ ぽし火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえたように沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」 させる人々の道ではなくまで止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 黙っていても，あなたがたにとっては同じことである。
まなかった。
21|16|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れに ったの御名において。ではない。間の悪魔〔シャ 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
21|17|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りにそ凡ての称讃あれ，うす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手近なもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの非物だ。」と言う 的であってはならないな 的であってはならないなもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 質）になされる。 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 選んで，自
んだであろう。
21|18|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは真理を）知った上は，を請い願う。虚な に投げて誰がげつ見ることが出来ない。ける人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。。 なさい。虚な は消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の す者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた偽りのために，かれらには手 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 砕け崩れそうな崖のふち 見ることが出来ない。 偽りのために，かれらには手 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに就する者である。いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うことこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにとり いである人々の道ではなく。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
21|19|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 近にいる人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えて高慢で不信の徒となったで側こそは，最高の
もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れも知った上は，らない。
21|20|かれらは 日の主宰者に。 にかれを請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，休むことを請い願う。知った上は，らない。毎度約束を破り，主を畏れない。 毎度約束を破り，主を畏れない。晩にかれを讃え，休むことを知らない。 讃あれ，
21|21|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らす者，ことの御名において。出来る人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。からえたの御名において。か。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
21|22|もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの にアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらはきアッラーの御名において。っと混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字したであろう間の悪魔〔シャ ーの御名において。 。
そ凡ての称讃あれ，れで玉座は，凡ての御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。える人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高く慈愛深きアッラーの御名において。います者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。 えなさい。ーの御名において。 讃あれ，
21|23|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれたことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくことはない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらこそ凡ての称讃あれ， される人々の道ではなくの御名において。であ尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
る人々の道ではなく。
21|24|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。か。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。

を請い願う。出してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。これはわたしと共に立礼しなさい。にいる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また以前の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。への御名において。 戒としであ証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 訓戒とし 訓戒とし
る人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はこの御名において。真理を）知った上は，を請い願う。理を）知った上は，解しないのか。出米ず取り上げられる。本当にアッラに背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。
21|25|あなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だからわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え遺言をするよう定め
よ。」と言う者があると 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
21|26|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方は子を請い願う。もうけられます者，。」と言う者があると言った。ああもったいない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれ
ら天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 誉ある人々の道ではなくしもべである人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
21|27|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれより先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に基いて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ す者，る人々の道ではなくだけで動しむ人たち
ある人々の道ではなく。
21|28|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前にある人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以後の審きの日の主宰者に。にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。も知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく
者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成しを請い願う。しない。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれに畏れる者たちへの導きがある。れ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく。執り成しも許されず，償いも受
21|29|もしかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとは の御名において。神があるなどと唱えてはならない。である人々の道ではなく。」と言う者があると言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこの御名において。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
ような者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 で いる人々の道ではなく。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。にこの御名において。ように いる人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 報を伝えなさ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 報を伝えなさ
21|30|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。たちは分を欺いているのに過ぎならないの御名において。か。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 に合は鮮かで，見る者をわさっていたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。分を欺いているのに過ぎなけた。そ凡ての称讃あれ，緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
して水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から一切に扱いの御名において。生きアッラーの御名において。もの御名において。を請い願う。 ったの御名において。である人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，れでも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
21|31|われはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えてかれら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。にとっても大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 る人々の道ではなくぎないもの御名において。とした。またそ凡ての称讃あれ，揺させられて，
こに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，往来の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 い道に導きたまえ，を請い願う。 った。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ利す者，る人々の道ではなくところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。広大無辺にして全知であられる。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
21|32|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。屋根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。とし守り，またわれが授けたものを施す者， した。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
21|33|かれこそ凡ての称讃あれ，は昼と夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 造に向かい，された方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 道に導きたまえ，に浮ぶ泡を乗せて運び去る。まんでいる人々の道ではなく。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた
21|34|われはあなた以前の御名において。 に しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永久にに生きアッラーの御名において。る人々の道ではなく者に。としたことはない。あなたは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら誰も）迷わさない。 対し）その身を守るであろう。
は永久にに生きアッラーの御名において。る人々の道ではなくというの御名において。か。
21|35|人はす者，べて死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。味わう。われは の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凶事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられと吉事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。試練で 試
は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。



21|36|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。はあなたを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只嘲り笑う。笑う。の御名において。的であってはならないにす者，る人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。者に。です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。批判の）日を信じる。」と言う者があるす者，る人々の道ではなく者に。は。」と言う者があるかれらは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。 戒としを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，冒訓戒とし (演?))す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
21|37|人 は 短かに られている人々の道ではなく。われは直に死を願いぐに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，であろう。だから急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいであれに催促しない限りしてはな間の悪魔〔シャ 気付かない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
らない。
21|38|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では何 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか。」と言う者があると言う。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
21|39|もし不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また背く者の外は，（誰も）迷わさない。からも 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。防ぐことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
もない日の主宰者に。の御名において。ことを請い願う。知った上は，っていたならば。
21|40|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔かれらを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。慌ただしく相継がしめなされ，また太陽，月，群星を，命にてさせよう。かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不され襲った。 驚くのか。そしてあなたが 猶予もないであろう。
ないであろう。
21|41|あなた以前の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに嘲り笑う。笑う。された。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘲り笑う。笑う。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘲り笑う。笑う。していたことに取り まれ確 囲まれる。
る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
21|42|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れようか。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れ誰も）迷わさない。
でもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくことから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。
21|43|そ凡ての称讃あれ，れともかれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にかれらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者， 出来る人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自護者も援助者もないのである。
身を守るであろう。も助けを請い願う。けられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれから防ぎおおせない。
21|44|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはこれらの御名において。者に。やそ凡ての称讃あれ，の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。享 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。まで永らえさせた。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこ楽
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。隅々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくから征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でしている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは 利者に。なの御名において。か。見ることが出来ない。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
21|45|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは只 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かな啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされてもそ凡ての称讃あれ，の御名において。呼んでみなさびかけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく こえない。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
21|46|そ凡ての称讃あれ，してあなたの御名において。主の御名において。 の御名において。息吹きが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの少しでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない。わた懲罰を科せられよう。
したちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいました。」と言う者があると言う。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
21|47|われは 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，な汗を設ける。を請い願う。 ける人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 設けた時 1人として 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者芥子一粒がの御名において。重い懲罰を科せられよう。さであっても不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように仮初の生活の生計があろう。」と言った。 扱い
われる人々の道ではなくことはない。われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 算に迅速であるに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出す者，。われは清めなさい。」算に迅速である者に。として万全である人々の道ではなく。計があろう。」と言った。
21|48|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と光を取り明であられます。」と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としを請い願う。授けたものを施す者，けた。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 訓戒とし
21|49|目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えなく慈愛深きアッラーの御名において。ても主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。 を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としを請い願う。授けたものを施す者，けた。見ることが出来ない。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 訓戒とし
21|50|この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした祝福を成就する者である。 かな 戒としである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでもなお拒ーの御名において。 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 訓戒とし
否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。
21|51|われは以前イブラ ヒ ムに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，方正しい道に導きたまえ，な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。授けたものを施す者，けた。われはかれを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っている人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
21|52|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく父とかれの御名において。人びとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくこれらの御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。は時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
何もの御名において。である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある
21|53|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ました。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 見ることが出来ない。
21|54|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに っていたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある誤から明らかに（分別）されている。それで
21|55|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは真理を）知った上は，を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの西？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。です者，か。そ凡ての称讃あれ，れとも れる人々の道ではなく者に。なの御名において。です者，か。」と言う者がある戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
21|56|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うではない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。無 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，された方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してわたしはそ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなく 人の御名において。一人である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ
21|57|アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。に一つ見ることが出来ない。の御名において。策を請い願う。ーの御名において。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ぐらそ凡ての称讃あれ，う。」と言う者がある
21|58|こうしてかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに返すことも出来ないであろう。って来る人々の道ではなくであろうと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一体の御名において。巨像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，れ
らを請い願う。叩き壊した。きアッラーの御名において。 した。壊しよう
21|59|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。こうしたの御名において。でしょうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは不 な者に。で誰も）迷わさない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
す者，。」と言う者がある
21|60|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムという若者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。方々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。批判の）日を信じる。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
いた。」と言う者がある
21|61|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。者に。を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。びとの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。出せ。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言す者，る人々の道ではなくでしょ証人を呼んでみなさ
う。」と言う者がある
21|62|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブラ ヒ ムよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたなの御名において。です者，か。わたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに しこの御名において。ようなことを請い願う。したの御名において。は。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
と一同じで，（頑固に）信じようは言った。
21|63|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。この御名において。大きアッラーの御名において。い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。したの御名において。です者，。かれら
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく口が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく利ける人々の道ではなくもの御名において。なら いてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者があると言った。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
21|64|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの良いものの代りにつまらないものを心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自身を守るであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いの御名において。で顧みられず，清められることもない。かれらは痛 確 悪魔〔シャ
す者，。」と言う者がある
21|65| を請い願う。おいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはまた翻意されている。し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて言っ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，口が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく利けないの御名において。を請い願う。間の悪魔〔シャ
よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っていました。」と言う者がある
21|66|イブラ ヒ ムは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。あーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも益なく，また決して正しく導かせず取り上げられる。本当にアッラまた わないもの御名において。を請い願う。。損なったのではなく，只自分の
21|67|ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけないことです者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。たちもーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なお悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。です者，か。」と言う者がある
21|68|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうせやる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 きアッラーの御名において。なさい。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいなさ焼き払うようなことを
い。」と言う者がある
21|69|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者した。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，冷しなさい。そしてもし誰かを見たならば，『わたしは慈悲深き主たく慈愛深きアッラーの御名において。なれ。イブラ ヒ ムの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
21|70|かれらはかれに し策 しようとしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらを請い願う。酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い失 者に。にした。対し）その身を守るであろう。 動しむ人たち 敗者である。
21|71|われはかれと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。甥の）ルートを，万有のためにわれが祝福した地に救い出した。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祝福を成就する者である。した地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出した。ーの御名において。
21|72|そ凡ての称讃あれ，してかれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスハ クを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。の御名において。 物だ。」と言うとして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブを請い願う。授けたものを施す者，けた。ーの御名において。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。
われはそ凡ての称讃あれ，れぞれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい者に。にした。
21|73|われはかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。奉じて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。 とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。導きたまえ， 導きたまえ，師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，



を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。す者，る人々の道ではなくよう 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。そ凡ての称讃あれ，してかれらは一生 命じられたものから離れ，地上でにわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えた。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 懸命にアッラーを信頼しなさい。
21|74|またわれはルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トに判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時力なもの）になるまでかれらに対して戦えと英知った上は，とを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で廉 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をる人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出した。ーの御名において。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な民に先んじ（て下であった。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 悪魔〔シャ
21|75|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。われの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浸らせた。本当にかれは正しい者であった。らせた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは正しい道に導きたまえ，しい者に。であった。ーの御名において。
21|76|またヌ フだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。われはそ凡ての称讃あれ，れに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとかれの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
大きアッラーの御名において。い から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
21|77|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。助けを請い願う。けた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な民に先んじ（て下であった。そ凡ての称讃あれ，れでわ対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てかれらを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。
21|78|またダ ウ〕に動しむ人たち ドとスライマ ンだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく者に。の御名において。羊が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない 耕地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に迷える人々の道ではなくい み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言うを請い願う。荒し廻る。だがアしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れにーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
就する者である。いて裁判の）日を信じる。」と言う者があるした の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。われはかれらの御名において。裁判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であった。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 証人を呼んでみなさ
21|79|われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。スライマ ンに理を）知った上は，解しないのか。させた。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れぞれに判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時力なもの）になるまでかれらに対して戦えと英知った上は，を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれはダーの御名において。 ーの御名において。
ウ〕に動しむ人たち ドに山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくや たちを請い願う。 わせて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの共に立礼しなさい。に えさせた。そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 であった。ーの御名において。 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 讃あれ， 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
21|80|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの帷子を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさる人々の道ではなく を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。力なもの）になるまでかれらに対して戦えからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，らせた。そ凡ての称讃あれ，れでもあ鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 術を教え，またバービル
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 しないの御名において。か。謝するであろう。
21|81|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，猛威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 う （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。す者， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。スライマ ンに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの授けたものを施す者，け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者奮 風向きの 術を教え，またバービル ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祝福を成就する者である。す者，る人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に吹きかせた。われは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。
21|82|また 魔たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に潜り込む所を見い出せれば，必ずそれに向こう見ずに急いで行水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打す者，る人々の道ではなく者に。あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。している人々の道ではなく者に。もあった。悪魔〔シャ
われはいつ見ることが出来ない。もかれらを請い願う。 っていた。見ることが出来ない。張
21|83|またアイユ ブ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに英知った上は，と判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。授けたものを施す者，けた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは主に呼んでみなさびかけた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに降ってきたようなもので，落雷の忍さかーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
りかかりました。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。いうえにも慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられます者，。」と言う者がある
21|84|そ凡ての称讃あれ，れでわれはこれに えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに取り付かない。いた 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。倍加えられることを。し応 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
た。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれからの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく 戒としである人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 訓戒とし
21|85|またイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イドリ スとズ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ キフルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさである人々の道ではなく。全 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。であった。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 員で
21|86|われはかれらを請い願う。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい者に。であった。
21|87|またズン ヌ ンである人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして出かけた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 さ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 難かしいこと。儀を示し，哀れみを与え
せる人々の道ではなくようなことはないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はありません。あなたの御名において。 光を取りを請い願う。 え闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
ます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは不 な者に。でした。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようんだ。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
21|88|そ凡ての称讃あれ，れでわれはかれに え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた から数の者をった。われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。す者，る人々の道ではなく応 難かしいこと。
の御名において。である人々の道ではなく。
21|89|またザカリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の である人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた相 者に。であられる人々の道ではなく御方よ。ーの御名において。 ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
わたしを請い願う。孤独の御名において。まま放って置し，当てもなくさ迷わせられる。かないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようんだ の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
21|90|そ凡ての称讃あれ，れでわれはこれに え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のヒヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。かれに相 しく慈愛深きアッラーの御名において。した。かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに応 ーの御名において。 応
って善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラと畏れる者たちへの導きがある。れを請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っていた。われに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの常に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 虚なであった。競え。あなたがたは何処にいても，ア 動しむ人たち 対し）その身を守るであろう。 謙虚な

21|91|また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，った女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。われはかの御名において。女にわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。吹ききアッラーの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女とそ凡ての称讃あれ，の御名において。貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
子を請い願う。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとした。
21|92|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。この御名において。ウ〕に動しむ人たちンマこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であ
る人々の道ではなく。だからわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。
21|93|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の上の幸福を成就する者である。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ柄を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 で切に扱いり放し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宗派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさっ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
なく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったわれに る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
21|94| でも善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してそ凡ての称讃あれ，の御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなくことはない。われはかれら誰も）迷わさない。 決して正しく導か
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの している人々の道ではなく。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
21|95|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぼした都市の母（マッカ）とそには禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し的であってはならないに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは って来られないであろう。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 帰らせられる御方。
21|96|ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のァジュ ジュとマァジュ ジュが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく解しないのか。放されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にからも いよく慈愛深きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって来る人々の道ではなく までは。ーの御名において。 ーの御名において。 勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
21|97|其 の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では近付かない。いている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。 なさい。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は坐ってきアッラーの御名において。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 見ることが出来ない。 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない。わたしたちはこの御名において。ことを請い願う。 かにしていました。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは不 な者に。でした。」と言う者がある疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
21|98|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。燃料とである人々の道ではなくーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，こに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの落ちて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。
21|99|これらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし神があるなどと唱えてはならない。であったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに落ちる人々の道ではなくようなことはなかったであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの
そ凡ての称讃あれ，れぞれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
21|100|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で呻く，そこでは（外に何も）聞こえないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こでは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に何も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの こえないであろう。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
21|101|われから善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。以前に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 から く慈愛深きアッラーの御名において。 され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
21|102|そ凡ての称讃あれ，この御名において。微な音を下され，も こえないであろう。そ凡ての称讃あれ，してかれらの御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ していた所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに永 に住むのである。む。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 願う。 遠にその中に住むのである。
21|103|大きアッラーの御名において。な恐らくあなたがたはれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ます者，ことはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは出迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類えて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で悩ましてはなら 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
された，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。日の主宰者に。です者，。」と言う者がある
21|104|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。物だ。」と言うを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ように 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。げる人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最初の生活の生計があろう。」と言った。 造に向かい，したように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，再び り返すことも出来ないであろう。書き変える。 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
す者，。これはわれの御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。完遂げることになる。す者，る人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
21|105|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 戒としを請い願う。授けたものを施す者，けた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。正しい道に導きたまえ，しいしもベーの御名において。 ーの御名において。 訓戒とし 詩篇を篤信の念である。あなたがた思慮あ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。 ぐ。」と言う者があると した。継がせた，またわれはマルヤムの子イー 記し，われとの約束を履行しなさ
21|106|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
21|107|われは只万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，への御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしただけである人々の道ではなく。
21|108|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。である人々の道ではなくと言うことで啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ある人々の道ではなく。ところであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報している人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある帰らせられる御方。
21|109|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れば言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じようじように宣教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のした。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近いか いかわたしは知った上は，らない。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 遠にその中に住むのである。
21|110|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，露するな言 を請い願う。 きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，ことも知った上は，ってお葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 隠すことも知っている。」と仰せられた。



られる人々の道ではなく。
21|111|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または一 期の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。享 であ猶予もないであろう。 試 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 楽
る人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。知った上は，らない。」と言う者がある
21|112|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって御裁きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく口に出す者，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの冒(演?))）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに す者，る人々の道ではなく御助けを請い願う。けを請い願う。御 い出来る人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 願う。
22|1|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全く慈愛深きアッラーの御名において。一重い懲罰を科せられよう。大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 動しむ人たち
22|2|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは る人々の道ではなくだろう。凡ての称讃あれ，ての御名において。哺乳す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哺乳す者，る人々の道ではなくことを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。胎見ることが出来ない。 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また人びとは わないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いしれたように えよう。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しいからで酔った時は，自分の言うことが理解出来るようになるまで，礼拝に近付 酔った時は，自分の言うことが理解出来るようになるまで，礼拝に近付 見ることが出来ない。 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
ある人々の道ではなく。
22|3|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。アッラ に就する者である。いて批判の）日を信じる。」と言う者があるす者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。的であってはならないな 魔などに う者に。もいる人々の道ではなく。識 ーの御名において。 悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
22|4|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある でもかれを請い願う。友とす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなく悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。
わせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，炎の御名において。 に く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある懲罰を科せられよう。 導きたまえ，
22|5|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 活の生計があろう。」と言った。に就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。うの御名において。か。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 る人々の道ではなくさいには先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ず取り上げられる。本当にアッラ土から始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで精液の間から，あなたがたにの御名において。一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで血を流す者を置かれるのでの御名において。固に）信じようまりとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに形を請い願う。なした。また形を請い願う。なさない肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ魂を損なったのである。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。われは欲す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た 期まで胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。偉大な恩恵の主であられる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れから赤ん坊に話すことが出来ようか。」ん坊に話すことが出来ようか。」としてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。出生させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから成年のに到 させる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの若く慈愛深きアッラーの御名において。達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせる人々の道ではなく者に。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしかを請い願う。知った上は，った後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て忘れてしまったのか。あなたがれ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく程に弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをまる人々の道ではなく老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い に返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく者に。も齢になってしま
ある人々の道ではなく。またあなたは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れて荒し廻る。だがアれ果てる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれそ凡ての称讃あれ，れに雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生見ることが出来ない。 気付かない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの し膨らんで，凡ての植物が雌雄で美しく萌え出る。らんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。植物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく雌雄で美していますのに。」かれは仰せられしく慈愛深きアッラーの御名において。萌え出させえ出る人々の道ではなく。躍動しむ人たち
22|6|これはアッラ こそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。に生を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に全能であられる。であられる人々の道ではなくからである人々の道ではなく。ーの御名において。
22|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの はやって来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
者に。を請い願う。 らされる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
22|8|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また光を取り明であられます。」の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に批判の）日を信じる。」と言う者があるーの御名において。 識 導きたまえ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
22|9| 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。な 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。とって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。アッラ の御名において。道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくわせようとす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらは 世を堅く信じる者たちである。において倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。なめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれは 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に炎の御名において。 を請い願う。味わせる人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 懲罰を科せられよう。
22|10|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやったことの御名において。 いである人々の道ではなく。アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 報を伝えなさ ーの御名において。
たちに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して不正しい道に導きたまえ，を請い願う。なされない。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 決して正しく導か
22|11|また人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に偏 を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらは幸 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくく慈愛深きアッラーの御名において。れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに 足を踏み入れるこ見ることが出来ない。 ーの御名において。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
している人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。ける人々の道ではなく。かれらは 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。とを請い願う。失うもの御名において。である人々の道ではなく。これ試練で 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
は明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 失である人々の道ではなく。損なったのではなく，只自分の
22|12|かれらはアッラ を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にもなく慈愛深きアッラーの御名において。また益なく，また決して正しく導かもないもの御名において。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。これは く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくう者に。である人々の道ではなくーの御名において。 遠にその中に住むのである。 。
22|13|かれらは自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくもの御名において。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，害したためである。これもかれらがアッラーの掟にの御名において。方に近いもの御名において。に向かい，かって祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。何と い保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。 悪魔〔シャ
い仲 である人々の道ではなくことよ。間の悪魔〔シャ
22|14|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに しむ者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 動しむ人たち 楽園に就いての吉報を伝えなさ
は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなく。ーの御名において。

22|15|アッラ は 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。助けを請い願う。けられないと考える人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか井にーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 縄と杖が，魔術で（活きて）走るかのように見えた。
を請い願う。 らせてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。そ凡ての称讃あれ，れから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自らを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの切に扱いり してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこを請い願う。吊ること。）それでかる人々の道ではなくこと。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れでか張 離れ，地上で
れの御名において。そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。取り除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくもの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。眺めさせ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
22|16|この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 導きたまえ，
22|17|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。奉じる人々の道ではなく者に。またサ ビア教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のーの御名において。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
徒となったそ凡ての称讃あれ，して偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。裁 なされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラーの御名において。 審きの日の主宰者に。 決して正しく導か ーの御名において。
者に。であられる人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ

22|18|あなたは ないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。見ることが出来ない。 ーの御名において。
もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 も月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，群星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」も山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また人 の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくサジダす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。だ陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 獣が食い残したも類する 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔な者に。たちである人々の道ではなく。またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくげられた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も尊敬す者，る人々の道ではなくことは出懲罰を科せられよう。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。
来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなく。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しーの御名において。
22|19|これら 者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。主に就する者である。いて 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなく 手である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 論争に判決を下される。 敵である。地上には，あなたがたのため
てられる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，炎の御名において。衣であり，あなたが装をあなたがたに授けた。であろう。かれらに 上の幸福を成就する者である。から が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 熱湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。
22|20|腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。物だ。」と言うも皮 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで溶かされる人々の道ではなくであろう。膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施
22|21|そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには の御名において。鞭が加えられる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく加えられることを。えられる人々の道ではなく。鉄になっても，
22|22|苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こから出ようとす者，る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り炙りの懲罰りの御名において。刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でを請い願う。味わえ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと戻そうと望んでいる。真理が
言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
22|23|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。一 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなくーの御名において。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 。
かれらはそ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黄金の御名において。腕 と真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。に られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，衣であり，あなたが装をあなたがたに授けた。はそ凡ての称讃あれ，こでは （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものず取り上げられる。本当にアッラく慈愛深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろう。輪 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。
22|24|かれらは 正しい道に導きたまえ，な言 に かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方の御名において。道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。純 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 導きたまえ， 讃あれ， 導きたまえ，
22|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。居住むのである。者に。であーの御名において。
ろうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。来者に。であろうと凡ての称讃あれ，て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラした なる人々の道ではなくマスジド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で神があるなどと唱えてはならない。 を請い願う。 し不 を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。味わせる人々の道ではなくであろう。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。
22|26|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくイブラ ヒ ムの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア置し，当てもなくさ迷わせられる。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこう言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさいーの御名において。 ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われと一 に配してはならない。そ凡ての称讃あれ，してタフ フ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの回巡）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち〔シャキ誰も）迷わさない。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の ム〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼〔シャルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄ししサジダす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。家を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よ。ーの御名において。 ーの御名において。
22|27|人びとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巡礼〔シャハッジ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しす者，る人々の道ではなくよう呼んでみなさびかけよ。かれらは いてあなたの御名において。 に来る人々の道ではなく。ある人々の道ではなくいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ど歩みを進めるが，暗闇になれ 許に帰らせられる御方。
れも せこけている人々の道ではなくラクダに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い谷 の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。はる人々の道ではなくばる人々の道ではなく来る人々の道ではなく。痩せこけているラクダに乗って，遠い谷間の道をはるばる来る。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 遠にその中に住むのである。 間の悪魔〔シャ
22|28|そ凡ての称讃あれ，れは自らの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御利益なく，また決して正しく導かに参った者を犯し加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ
た（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牲に供えの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。上の幸福を成就する者である。にアッラ の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ している人々の道ではなく者に。犠牲に供え ーの御名において。 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて，



にも食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べさせなさい。』
22|29|そ凡ての称讃あれ，れからかれらの御名において。必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならな 式の礼拝をしなさい）。を請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。果し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して古の来の御名において。家（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカアバ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，タワ フしなさ儀を示し，哀れみを与え 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。
い。」と言う者がある
22|30|以上の幸福を成就する者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく巡礼の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。アッラ の御名において。神があるなどと唱えてはならない。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな 式の礼拝をしなさい）。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 では最も善いーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 儀を示し，哀れみを与え 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 許に帰らせられる御方。
者に。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れから家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かされたもの御名において。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの巡礼中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料ととして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒である人々の道ではなく読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 。
そ凡ての称讃あれ，れで偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。の御名において。 れから れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な の御名において。言 を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけなさい。汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 離れ，地上で 偽りのために，かれらには手 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
22|31|アッラ に 正しい道に導きたまえ，に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。かれに配してはならない。アッラ に神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。配す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 純 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 ーの御名において。
丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから落ちて に攫われた者のようである。または風が，かれを遠い所に吹き攫った者のようである。われた者に。の御名において。ようである人々の道ではなく。または が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに吹ききアッラーの御名において。攫われた者のようである。または風が，かれを遠い所に吹き攫った者のようである。った者に。の御名において。ようである人々の道ではなく。鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 風向きの 遠にその中に住むのである。
22|32|以上の幸福を成就する者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。アッラ の御名において。 式の礼拝をしなさい）。を請い願う。尊重い懲罰を科せられよう。す者，る人々の道ではなく 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。さから出てく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくもの御名において。。ーの御名において。 儀を示し，哀れみを与え 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
22|33|そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてたうえ古の来の御名において。家（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカアバ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。で犠牲に供え
牲に供えとして捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げられる人々の道ではなくの御名において。だから。
22|34|われは凡ての称讃あれ，てウ〕に動しむ人たちンマの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの供え の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 式の礼拝をしなさい）。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく儀を示し，哀れみを与え 儀を示し，哀れみを与え 4つ見ることが出来ない。足を踏み入れるこの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ーの御名において。
御名において。を請い願う。唱えてはならない。えなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。神があるなどと唱えてはならない。であられる人々の道ではなく。だからかれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しなさい。あ従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
なたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なな者に。たちに吉 を請い願う。 えなさい。謙虚な 報を伝えなさ 伝えなさ
22|35|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は畏れる者たちへの導きがある。怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられに ち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」遇で同居（復縁）させるか，あるいす者，る人々の道ではなくことによく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。施す者，す者，者に。たちである人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
22|36|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牲に供えの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものラクダ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや牛を神として拝し，不義を行った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。アッラ の御名において。 式の礼拝をしなさい）。用とした。そ凡ての称讃あれ，れらには犠牲に供え ーの御名において。 儀を示し，哀れみを与え
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの利益なく，また決して正しく導かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 牲に供えに供ええる人々の道ではなくに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの べて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。上の幸福を成就する者である。にアッラ の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。犠牲に供え 並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った ーの御名において。
えなさい。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてざまに倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かなく慈愛深きアッラーの御名において。なっ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また口に出動しむ人たち
して わない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，物だ。」と言う いす者，る人々の道ではなく者に。たちに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べさせなさい。この御名において。ようにそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。用）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに供えさせる人々の道ではなく請い願う。 請い願う。
の御名において。もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに感 の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。謝するであろう。
22|37|そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そも血を流す者を置かれるのでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してアッラ に す者，る人々の道ではなく ではない。かれに届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，〔シャタク決して正しく導か ーの御名において。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた 篤信の念である。あなたがた思慮あ
フ 〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しである人々の道ではなく。この御名において。ようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。用）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに供えさせる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。かれーの御名において。
の御名において。 きアッラーの御名において。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。たちに吉 を請い願う。 えなさい。導きたまえ， 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 讃あれ， 報を伝えなさ 伝えなさ
22|38|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者， なされる人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いり者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
なられない。
22|39| いを請い願う。し向かい，ける人々の道ではなく者に。に し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 対し）その身を守るであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 許に帰らせられる御方。 悪魔〔シャ ーの御名において。
かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え く慈愛深きアッラーの御名において。援助けを請い願う。なされる人々の道ではなく。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
22|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主はアッラ です者，。」と言う者があると言っただけで正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような理を）知った上は，由もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。家かーの御名において。
ら追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われた者に。たちである人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく人びとを請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。により抑制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しされる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔道に導きたまえ，院も，キリスト教会も，ユダヤ教堂も，またアッラーの御名が常に唱念されているマスジド（イスラーも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キリスト教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の堂も，またアッラーの御名が常に唱念されているマスジド（イスラーも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく常に唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられされている人々の道ではなくマスジド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラーの御名において。 ーの御名において。
ムの御名において。礼 堂も，またアッラーの御名が常に唱念されているマスジド（イスラー）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと打ち されたであろう。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。助けを請い願う。けられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 壊しよう ーの御名において。 協力者）だと，アッラーにかけて，力を
ラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大で 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 偉大な恩恵の主であられる。
22|41|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに 力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。とは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもしわれの御名において。取り いで地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの支配 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなくと礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り協力者）だと，アッラーにかけて，力を 計があろう。」と言った。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 確 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， を請い願う。命じられたものから離れ，地上でじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外ず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。 末であろうか。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。
に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。
22|42| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなくとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ドもサム仮初の生活の生計があろう。」と言った。 ーの御名において。 ーの御名において。
ドも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった。ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの

22|43|またイブラ ヒ ムの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
22|44|マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。住むのである。民に先んじ（て下も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。またム サ も拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた。そ凡ての称讃あれ，れでもわれは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 猶予もないであろう。
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，かれらに を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。われの御名において。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようはどんなもの御名において。であったの御名において。か。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。
22|45|われはを請い願う。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 ぼしたことであろうか。そ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屋悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにして倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれ れた。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの井 や 固に）信じような城が見捨てられたことであろうか。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく てられたことであろうか。潰れた。また（如何に多くの）井戸や堅固な城が見捨てられたことであろうか。 戸の底に投げ込めば，恐らく何処かの隊商に拾い上げられることもあろう。」 堅く信じる者たちである。 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
22|46|かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に梧りが開けるよう，またその耳が聞くように，地上を旅しなかった。本当に盲人となりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ける人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅しなかった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように盲人とな開いて 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ろ胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なの御名において。である人々の道ではなく。視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 寧ろ正義と篤信のために助けあっ
22|47|かれらはあなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，ばやい を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに背く者の外は，（誰も）迷わさない。かれない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主の御名において。御 に懲罰を科せられよう。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 許に帰らせられる御方。
おける人々の道ではなく一日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 算に迅速であるす者，る人々の道ではなく千年のに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようる人々の道ではなく。計があろう。」と言った。
22|48|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう都市の母（マッカ）とそを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからこれらを請い願う。 したことであろうか。 り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた悪魔〔シャ 猶予もないであろう。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 帰らせられる御方。
はわれの御名において。 にある人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
22|49|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはっきアッラーの御名において。り警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。で
ある人々の道ではなく。」と言う者がある
22|50|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしと 誉ある人々の道ではなく を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
22|51|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなくように努め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。仲 である人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ
22|52|あなた以前にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったや 言者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何か望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。もつ見ることが出来ない。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなしたもの御名において。預言者たち）に啓示したもの 悪魔〔シャ
であった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 惑を請い願う。 にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 固に）信じようになされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，ーの御名において。 悪魔〔シャ 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 無 堅く信じる者たちである。 ーの御名において。
にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
22|53|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 惑で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。ある人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 固に）信じような者に。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちは悪魔〔シャ 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 頑固に）信じよう 試 悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。かけ れる人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
22|54|また知った上は， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。主からの御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，識 ーの御名において。
り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 虚なにしてそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。謙虚な ーの御名において。 導きたまえ，
22|55|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。はそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。きアッラーの御名において。 けよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔かれらに いかかる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 襲った。
厄も，あなた自身からの御名において。日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくまでは。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 懲罰を科せられよう。

22|56|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。裁かれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
を請い願う。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 喜ばせるものである。」の御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく。歓 楽園に就いての吉報を伝えなさ
22|57|背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした者に。には ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
22|58|アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ善ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ーの御名において。
美していますのに。」かれは仰せられな を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 給養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い



22|59|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして 明であられます。」な御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 聡明な御方である。
22|60|そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこうである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 でも自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。ったもの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじ を請い願う。したの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。打ちを請い願う。され誰も）迷わさない。 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラこの御名において。者に。を請い願う。助けを請い願う。けなされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にしてよく慈愛深きアッラーの御名において。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許
22|61|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。昼の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またり ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼を請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またり ませる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
アッラ は全 にして全 であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴 視
22|62|これも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ こそ凡ての称讃あれ，真 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく りの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本ーの御名において。 実 偽りのために，かれらには手
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は至高にして至大であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
22|63|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく になる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。あなたは ないの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアーの御名において。 緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 見ることが出来ない。
ッラ は 切に扱いにして知った上は，悉される御方である。される人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い
22|64|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
美していますのに。」かれは仰せられされなべきアッラーの御名において。御方である人々の道ではなく。讃あれ，

22|65|あなたは ないの御名において。か。アッラ は地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
船の中に，またアッラーがを請い願う。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。に走らせられる人々の道ではなく。また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。かれの御名において。御 しなく慈愛深きアッラーの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に落ちないよう支えられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は人許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。垂れられる。アッラれられる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 優るか，またはそれと同様の

22|66|かれこそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなく慈愛深きアッラーの御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからまた らせられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう間の悪魔〔シャ 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
に人 は恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
22|67|われは凡ての称讃あれ，ての御名において。ウ〕に動しむ人たちンマに守り，またわれが授けたものを施す者，られる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。 式の礼拝をしなさい）。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，れでこれに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにあなたと 争った時のことを思い起せ。だがアッラさせ儀を示し，哀れみを与え 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 論争に判決を下される。
てはならない。あなたの御名において。主に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい きアッラーの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。にいる人々の道ではなく。導きたまえ，
22|68|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう論争に判決を下される。 ーの御名において。
ことを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
22|69|アッラ は 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて相 したことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。裁かれーの御名において。 審きの日の主宰者に。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
る人々の道ではなく。」と言う者がある
22|70|あなたはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく一切に扱いを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れは凡ての称讃あれ，てーの御名において。 記し，われとの約束を履行しなさ
に せてある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ においては容易でなことである人々の道ではなく。録にとどめなさい。 載くのだ。」と言う時の姿をあなた（ム ーの御名において。

22|71|かれらはアッラ を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も授けたものを施す者，かっていないもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて何の御名において。知った上は， もないーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 識
もの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 している人々の道ではなく。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。には援助けを請い願う。者に。もない。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 悪魔〔シャ
22|72|われの御名において。明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。たちの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拒 の御名において。色の食物だけでは耐えられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく浮ぶ泡を乗せて運び去る。まかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 絶するで 認し， 自ら証言したのである。
であろう。かれらにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，攻 を請い願う。加えられることを。えようとさえす者，る人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわ読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 撃を受けている。われは人間の間に
たしはそ凡ての称讃あれ，れよりも更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに いもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようか。そ凡ての称讃あれ，れは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り である人々の道ではなく。アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。悪魔〔シャ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。
たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされる人々の道ではなく。何と い住むのである。居である人々の道ではなくことよ。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 悪魔〔シャ
22|73|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。比(輪?))を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 んで きアッラーの御名において。なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 謹 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。
外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でになっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一匹の蝿（さえ）も創れない。また蝿がかれらから何か奪いの御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも れない。また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらから何か い仮初の生活の生計があろう。」と言った。 蝿（さえ）も創れない。また蝿がかれらから何か奪い 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 蝿（さえ）も創れない。また蝿がかれらから何か奪い 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。取り す者，ことも出来ない。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打られる人々の道ではなく者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全く慈愛深きアッラーの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないの御名において。である人々の道ではなく。戻そうと望んでいる。真理が
22|74|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。真 の御名において。程を請い願う。 していない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 大にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。御ーの御名において。 価 評判して）言った。「貴人の奥様が，青年の意に反し，誘惑したそうよ。きっと価 ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 偉大な恩恵の主であられる。
方である人々の道ではなく。
22|75|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」と人 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 ばれる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全 にして全 であられる人々の道ではなくーの御名において。 間の悪魔〔シャ 選んで，自 ーの御名において。 聴 視 。
22|76|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。前にある人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。ろに有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。アッラ の御名において。御ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うは される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
22|77|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼〔シャルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄ししサジダして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。そ凡ての称讃あれ，してーの御名において。
善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し動しむ人たち
22|78|アッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りを請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしなさい。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 ばれる人々の道ではなく。ーの御名において。 奮闘努力する者， 選んで，自
この御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに苦の）果実の損失で，必ずあなたがた を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のしつ見ることが出来ない。けない。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の である人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
かれは以前も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。ムスリムと名において。付かない。けられた。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったはあなたーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。である人々の道ではなく。だから礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りとアッラ に りなさい。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。である人々の道ではなく。何と れた守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 確 ーの御名において。 縋っている者は，必ず正 護者も援助者もないのである。 優るか，またはそれと同様の 護者も援助者もないのである。
と れた援助けを請い願う。者に。である人々の道ではなくことよ。優るか，またはそれと同様の
23|1|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに 利を請い願う。 ちとる人々の道ではなく。確 勝手に）変えてしまった。それでわれ 勝手に）変えてしまった。それでわれ
23|2|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 に敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
23|3|虚なしい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
23|4|施す者，し〔シャザカ ト〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
23|5|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 部を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。。陰
23|6|ただし配偶と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。右手に所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなく。かれらに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくこ隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
とはない。
23|7|しかし法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえて求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
23|8|また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， と 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに忠 な者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
23|9|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。礼 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 実
23|10|これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。相 者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
23|11|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさダウ〕に動しむ人たちス（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 ぐ者に。である人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，こに永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。継がせた，またわれはマルヤムの子イー 遠にその中に住むのである。
23|12|われは泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。精 から人 を請い願う。 った。髄から人間を創った。 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
23|13|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれを請い願う。精液の間から，あなたがたにの御名において。一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。かに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。堅く信じる者たちである。 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限
23|14|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。精滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。を請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。血を流す者を置かれるのでの御名において。 に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のにそ凡ての称讃あれ，の御名において。 から肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいでそ凡ての称讃あれ，の御名において。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ か塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて 塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて
ら骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そでそ凡ての称讃あれ，の御名において。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからかれを請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。生命じられたものから離れ，地上で体に り上の幸福を成就する者である。げた。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しいアッラ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた 造に向かい，者に。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは

23|15|そ凡ての称讃あれ，れから後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび。
23|16|そ凡ての称讃あれ，れから 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らされる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。



23|17|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，7つ見ることが出来ない。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 った。 してわれは 造に向かい，を請い願う。等しく）失敗者である。 にはしない。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 決して正しく導か 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 閑にはしない。
23|18|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから 量であられる。の御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまらせる人々の道ではなく。またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。す者，ことも出来適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 無
る人々の道ではなく。
23|19|われはそ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシとブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 を請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てた。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ園に就いての吉報を伝えなさ 園に就いての吉報を伝えなさ 実
って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなく。
23|20|またシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ山を持ち上げた時を思い起せ。に す者，る人々の道ではなく一本の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，油が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べもの御名において。に味わいを請い願う。付かない。ける人々の道ではなく。産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 樹 採り，またかれの恩恵を求めて，その中に波を切って進む船を見る。必ず
23|21|そ凡ての称讃あれ，れから家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。われはそ凡ての称讃あれ，れらの御名において。腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに訓戒とし
ませる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れらには多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。用途が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなく。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」

23|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れらに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また船の中に，またアッラーがによって ばれる人々の道ではなく。乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
23|23|われはヌ フを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわした。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。ーの御名において。 ーの御名において。
かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。か。」と言う者がある
23|24|人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何だこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ只の御名において。人 ではないで長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 間の悪魔〔シャ
す者，か。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高く慈愛深きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，りたいの御名において。でしょう。もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわーの御名において。
す者，べきアッラーの御名において。です者，。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こんなことは きアッラーの御名において。ませんでした。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
23|25|この御名において。男は只(ほ?))かれた人 に ぎません。だから く慈愛深きアッラーの御名において。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。って 子を請い願う。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ましょう。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 過ぎな 暫 様の
23|26|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわたしを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくといいます者，。どうか御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ
い。」と言う者がある
23|27|そ凡ての称讃あれ，れでわれはかれに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前で舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。造に向かい，れ。われの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，釜が滾りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく り滾り (温?))れたら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で宣言が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは凡ての称讃あれ，ての御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。一
番と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。一家を請い願う。 り ませなさい。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに してはならない。かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラ乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 悪魔〔シャ 嘆願う。
ず取り上げられる。本当にアッラ溺れさせた時のことを思い起せ。れる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
23|28|そ凡ての称讃あれ，して一 の御名において。者に。と舟の中で一緒であったものたちを救い，わの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に落ち着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のいたら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう人びとから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。お緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 悪魔〔シャ
救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさったアッラ に えあれ」と言う者があるーの御名において。 讃あれ，
23|29|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。された上の幸福を成就する者である。 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。点に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。上の幸福を成就する者である。 させて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは最も れた上の幸福を成就する者である。陸上の狩猟は， 陸上の狩猟は， 優るか，またはそれと同様の
を請い願う。叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅えられる人々の道ではなく方であります者，」と言う者がある陸上の狩猟は，

23|30|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく者に。への御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 試練で
23|31|そ凡ての称讃あれ，れからかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 りあげた。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
23|32|われはかれらの御名において。 から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの んだ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに わして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言わせた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えな間の悪魔〔シャ 選んで，自 遺言をするよう定め ーの御名において。
さい。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。です者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。です者，か。」と言う者がある
23|33|かれの御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ との御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。嘘である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。で羽の鳥をとって，それを慣らし，それからかれら振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなりの御名において。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。 見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
よい者に。たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ一人の御名において。人 に ぎません。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ間の悪魔〔シャ 過ぎな ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 むもの御名において。を請い願う。 んでいます者，。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
23|34|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなと同じで，（頑固に）信じようじ人 に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ失 す者，る人々の道ではなくでしょう。間の悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 敗者である。
23|35|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで土と骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になってから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたの御名において。です者，か。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
23|36|そ凡ての称讃あれ，んな 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上ではまったく慈愛深きアッラーの御名において。あり得るために，「これはアッラーから下ったものません。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
23|37|わたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。です者，。わたしたちは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでまた生きアッラーの御名において。かえる人々の道ではなくでしょうか。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して らされる人々の道ではなくことはないの御名において。です者，。決して正しく導か 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
23|38|かれはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な言を請い願う。捏造に向かい，した只の御名において。人 に ぎません。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じませーの御名において。 間の悪魔〔シャ 過ぎな
ん。」と言う者がある
23|39|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわたしを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくといいます者，。どうか御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ
い。」と言う者がある
23|40|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある く慈愛深きアッラーの御名において。したら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ悔いる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある暫
23|41|そ凡ての称讃あれ，れで一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく にかれらを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされに浮ぶ泡を乗せて運び去る。まぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの泡を乗せて運び去る。ま屑にした。だかにした。だか懲罰を科せられよう。 確実 襲った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ら を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。よ ざかれ。悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
23|42|そ凡ての称讃あれ，れからかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 った。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
23|43| もそ凡ての称讃あれ，の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にす者，る人々の道ではなくことも れる人々の道ではなくことも出来ない。誰も）迷わさない。 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
23|44|そ凡ての称讃あれ，こでわれは次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。民に先んじ（て下に われる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはかれを請い願う。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。遺言をするよう定め 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
呼んでみなさばわりした。そ凡ての称讃あれ，れでわれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ような不 の御名において。徒となったを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにあとを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ぼし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。昔のことは問わないがの御名において。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 語り，正しい者の一人である。」
り草にした。だから信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。よ ざかれ。遠にその中に住むのである。
23|45|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと明であられます。」 な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。とを請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。 わした種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め 。
23|46|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちの御名において。 に。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄で思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい上の幸福を成就する者である。った者に。たちであった。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 許に帰らせられる御方。
23|47|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたち同じで，（頑固に）信じよう に人 にす者，ぎない二つ見ることが出来ない。人を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じられましょうか。し様の 間の悪魔〔シャ
かもかれらの御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。奴 ではないです者，か」と言う者がある隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
23|48|そ凡ての称讃あれ，れでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人を請い願う。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくといい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず， ぼされた。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
23|49|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ にしかと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，けた。導きたまえ， ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
23|50|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子とそ凡ての称讃あれ，の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いを請い願う。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人を請い願う。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからの御名において。涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出る人々の道ではなく安静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さな丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にの御名において。上の幸福を成就する者である。に住むのである。まわせた。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
23|51|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い清めなさい。」いもの御名において。を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。しなさい。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。す者，る人々の道ではなくこと
を請い願う。熟知った上は，している人々の道ではなく。
23|52|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。この御名において。ウ〕に動しむ人たちンマは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じよう体である人々の道ではなく。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主である人々の道ではなく。われを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。
れよ。
23|53|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらは 宗派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すした。しかも各派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は自分を欺いているのに過ぎなたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，らしいと言っている人々の道ではなく。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
23|54|だから当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう分を欺いているのに過ぎなの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくいの御名において。ままにかれらを請い願う。放置し，当てもなくさ迷わせられる。しなさい。間の悪魔〔シャ
23|55|かれらはわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 宝と子女でかれらを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え付かない。ける人々の道ではなくと考える人々の道ではなくの御名において。か。財
23|56|われはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをいことを請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでいる人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かない試 気付かない。 。



23|57|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れて く慈愛深きアッラーの御名において。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
23|58|また主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
23|59|また主に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何もの御名において。を請い願う。も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配しない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
23|60|また主に る人々の道ではなくことを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。もの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，帰らせられる御方。
23|61|これらの御名において。者に。は凡ての称讃あれ，て善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。である人々の道ではなく。頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
23|62|われは にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え以上の幸福を成就する者である。の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 わせない。われには真 を請い願う。 る人々の道ではなく 物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは誰も）迷わさない。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 実 語り，正しい者の一人である。」 書き変える。
して不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。決して正しく導か 扱い

23|63|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。全く慈愛深きアッラーの御名において。理を）知った上は，解しないのか。出来ないでいる人々の道ではなく。ところでかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れより酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいである人々の道ではなく。
23|64|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 な者に。を請い願う。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に捕える人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらは泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報できアッラーの御名において。叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。贅沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。
23|65|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ哀れみを与え して く慈愛深きアッラーの御名において。ことはない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはわれからの御名において。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。はない時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 願う。 喚くことはない。あなたがたにはわれからの救助はない
の御名において。である人々の道ではなく。
23|66|われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに されていたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。して逃されない。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
23|67|高慢で不信の徒となったであった。これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて 口を請い願う。言って夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をっていた。」と言う者があるーの御名において。 悪魔〔シャ 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
23|68|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。御言 を請い願う。熟考しないの御名において。か。昔のことは問わないがの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。らなかったもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなくと考える人々の道ではなく葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
の御名において。か。
23|69|そ凡ての称讃あれ，れともかれらへの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくの御名において。か。認し， 自ら証言したのである。
23|70|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは(愚か者が信仰?))かれた者に。である人々の道ではなく。」と言う者があると言うの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，うではない。かれは真理を）知った上は，を請い願う。(湾?))した
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は真理を）知った上は，を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あう。
23|71|もし真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。欲 りに相 しいもの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの退張 応 間の悪魔〔シャ 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
してしまったであろう。そ凡ての称讃あれ，うではない。われはかれらへの御名において。 戒としを請い願う。授けたものを施す者，けたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 戒としから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったの御名において。訓戒とし 訓戒とし
である人々の道ではなく。
23|72|そ凡ての称讃あれ，れともあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。かれらに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。か。あなたの御名において。主の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，こそ凡ての称讃あれ，は至上の幸福を成就する者である。である人々の道ではなく。かれは最も報を伝えなさ 報を伝えなさ
れた 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 給

23|73|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，にかれらを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。。
23|74|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，の御名において。道に導きたまえ，から逸れてはれる人々の道ではなく。
23|75|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，してかれらを請い願う。 ます者， 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなく路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定に 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のして途方もなく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくうであろう。悩ましてはなら 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 執り成しも許されず，償いも受
23|76|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに を請い願う。加えられることを。えたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはなお，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主にへり下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素直に死を願いに しな懲罰を科せられよう。 嘆願う。
い。
23|77|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しい刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で への御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに く慈愛深きアッラーの御名において。までは。 なさい。かれらはそ凡ての称讃あれ，れで 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしている人々の道ではなく。厳しい試練で 罰を科せられよう。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて 見ることが出来ない。 絶するで
23|78|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と と心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 られた方である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 しない。謝するであろう。
23|79|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，繁殖させられたのはかれである。かれの御許に，あなたがたは集められる。させられたの御名において。はかれである人々の道ではなく。かれの御名において。御 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
23|80|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生かしまた死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせられる人々の道ではなく方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼と夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。交替を請い願う。 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しされる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはなお理を）知った上は，規切に扱い
解しないのか。しないの御名において。か。
23|81|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言ったの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじようなことを請い願う。言っている人々の道ではなく。
23|82|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで土と骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように らされる人々の道ではなくだろうか。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
23|83|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちもわたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てこの御名において。ことを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされていた。これは只昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う に約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 語り，正しい者の一人である。」
ぎない。」と言う者がある過ぎな

23|84|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とそ凡ての称讃あれ，こにある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。もの御名において。である人々の道ではなくか。知った上は，っている人々の道ではなくなら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言っ誰も）迷わさない。
てみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある
23|85|かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。」と言う者があると言うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
まだ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。かないの御名において。か。」と言う者がある気付かない。
23|86|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある7つ見ることが出来ない。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 光を取りに ちた至高の御名において。玉座は，凡ての御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 誰も）迷わさない。
23|87|かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはなお畏れる者たちへの導きがある。れないーの御名において。
の御名において。か。
23|88|凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うの御名において。 御は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。手にある人々の道ではなくの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの からも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， されない方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは統の正しい） 誰も）迷わさない。 護者も援助者もないのである。 誰も）迷わさない。 護者も援助者もないのである。 誰も）迷わさない。
か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，っている人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある
23|89|かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうーの御名において。
して惑わされたの御名において。か。」と言う者がある
23|90|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは真理を）知った上は，を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。である人々の道ではなく。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。
23|91|アッラ は子を請い願う。もうけられない。またかれと一 の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。もない。そ凡ての称讃あれ，うであったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
は自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 ったもの御名において。で分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すしお互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに きアッラーの御名において。出ようとして い合は鮮かで，見る者をう。アッラ に えあれ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 抜かりない立証者であられる。 競え。あなたがたは何処にいても，ア ーの御名において。 讃あれ，
の御名において。配す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの超越えず必要に迫られた場合は罪にはならされ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
23|92|幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
23|93|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしわたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。在世を堅く信じる者たちである。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなくな約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。
ら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
23|94|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある悪魔〔シャ
23|95|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ことは かに出来る人々の道ではなく。確
23|96|善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 退せよ。われはかれらの御名において。言うことを請い願う。熟知った上は，している人々の道ではなく。悪魔〔シャ 撃を受けている。われは人間の間に
23|97|そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言いなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔たちの御名において。 きアッラーの御名において。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。加えられることを。 を請い願う。 います者，。悪魔〔シャ 囁きを聞くことが出来るのか。 対し）その身を守るであろう。 護者も援助者もないのである。 願う。
23|98|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに近付かない。かないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。加えられることを。 を請い願う。 います者，。」と言う者がある護者も援助者もないのである。 願う。
23|99|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 帰らせられる御方。
23|100|わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく残されたので，何二つ見ることが出来ない。してきアッラーの御名において。たもの御名において。に就する者である。いて善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。します者，。」と言う者がある してそ凡ての称讃あれ，うではない。そ凡ての称讃あれ，れはかれの御名において。口上の幸福を成就する者である。決して正しく導か



に ぎない。 りの御名において。日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。ろには れない障もないのに小巡礼を壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。過ぎな 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 戻そうと望んでいる。真理が
23|101|ラッバが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 の御名において。 の御名において。 は途 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに わないであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 絆が断絶するで 絶するで 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
23|102|そ凡ての称讃あれ，れで秤が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。い者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。を請い願う。える人々の道ではなく。
23|103|また秤が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく い者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，魂を損なったのである。を請い願う。失い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に永 に住むのである。む。軽 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
23|104|火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りはかれらの御名において。 を請い願う。焦って嘆願することになろう。各人は（現世でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で ぐきアッラーの御名において。を請い願う。むきアッラーの御名において。出す者，。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 歯には
23|105|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに されなかったの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なの御名において。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嘘で読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
ある人々の道ではなくとしたの御名において。か。」と言う者がある
23|106|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは不 に打ち け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくっていました。運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
23|107|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。ここから出して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。もしもなおわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう悪魔〔シャ
に不 の御名において。徒となったです者，。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
23|108|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られて入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってしまえ。われに物だ。」と言うを請い願う。言うな。
23|109|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。しもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言っていた一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたは最も れた慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方です者，。』優るか，またはそれと同様の
23|110|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。笑う。い草にした。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。笑う。っている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ間の悪魔〔シャ
じる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくことになった。
23|111|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだことにより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。われは いた。かれらこそ凡ての称讃あれ，成功する者である。した者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある報を伝えなさ
23|112|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に何年の滞在していたの御名において。か。」と言う者がある
23|113|かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは一日の主宰者に。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一日の主宰者に。の御名において。一部分を欺いているのに過ぎな滞在していました。勘定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち役にも立たないであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに御 い下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
23|114|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。滞在は束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 に ぎない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，間の悪魔〔シャ 過ぎな
っていたならば
23|115|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 ったとでも考えていたの御名において。か。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わ戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
れに されないと考えていたの御名において。か。」と言う者がある帰らせられる御方。
23|116|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊く慈愛深きアッラーの御名において。て 高い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 の御名において。王者に。である人々の道ではなく。高 な玉座は，凡ての御名において。主を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。いて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には神があるなどと唱えてはならない。はない。ーの御名において。 気付かない。 実 潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
23|117|アッラ と一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 もない外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。の御名において。 算に迅速であるは主の御名において。御 にある人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 計があろう。」と言った。 許に帰らせられる御方。
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ち く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ないであろう。勝手に）変えてしまった。それでわれ 抜かりない立証者であられる。
23|118|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたは最も れた慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。優るか，またはそれと同様の
を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方であられます者，。」と言う者がある
24|1|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。ーの御名において。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなくであろう。
24|2| 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーした女と男は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与 100回鞭が加えられる。打て。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と末であろうか。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくならば。ーの御名において。
アッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に基づきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人に し情もなく，執り成しもないに けてはならない。そ凡ての称讃あれ，して一 の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 対し）その身を守るであろう。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 処でも望む所で，思う存分
せなさい。
24|3| 夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かまたは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなくことは出来ない。 もまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許かま姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与 姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与
たは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。男）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなくことは出来ない。この御名において。ことは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に し禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 対し）その身を守るであろう。
24|4| な女を請い願う。非 して貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 難かしいこと。 4名において。の御名において。 人を請い願う。上の幸福を成就する者である。げられない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，証人を呼んでみなさ 80回の御名において。鞭が加えられる。打ちを請い願う。加えられることを。えなさい。 してこんな決して正しく導か
者に。の御名において。 言を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れてはならない。かれらは主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
24|5|しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。悔いて自ら改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 寛大に許
24|6|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。非 す者，る人々の道ではなくもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に 人の御名において。ない 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 独の御名において。 言で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。真 なことを請い願う。アッ難かしいこと。 証人を呼んでみなさ 場所から離れさ 単に雌牛では，わたしたちにはどうも同じに思える。もしアッラーが御望みなら，わたしたちはき 証人を呼んでみなさ 実
ラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けてーの御名において。 4度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。
24|7|そ凡ての称讃あれ，して 5度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし自分を欺いているのに過ぎなの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
24|8|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。免れないであろう。アッラーはかれらの行いじられる人々の道ではなく。つ見ることが出来ない。まりもしかの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けてかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。言懲罰を科せられよう。 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な である人々の道ではなくことを請い願う。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 偽りのために，かれらには手 4度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

24|9|そ凡ての称讃あれ，して 5度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許の御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくよう葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 ーの御名において。
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うならば）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
24|10|アッラ の御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。になく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。もなかったならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。 される人々の道ではなく英明であられます。」な方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。

24|11|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。虚な言を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一 である人々の道ではなく。これを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 いと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって広大無辺にして全知であられる。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
はならない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。良いものの代りにつまらないものをいことである人々の道ではなく。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだ罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに
よ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものり せられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく。なかでもそ凡ての称讃あれ，れに大きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい に せられる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。罰を科せられよう。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 処でも望む所で，思う存分
24|12|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 いた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。男も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。で何故好きな敵である。意されている。ある人々の道ではなく考えを請い願う。しなかった聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。か。そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。」と言う者があると何故言わなかったの御名において。か。傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
24|13|かれらは何故，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに し対し）その身を守るであろう。 4名において。の御名において。 人を請い願う。 げなかったの御名において。か。 人を請い願う。出さなかったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。証人を呼んでみなさ 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 証人を呼んでみなさ
はアッラ の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなく。ーの御名において。
24|14|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。恩 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。でかれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ件で（盟約を）かれらに返せ。本当対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
に就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの したことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい に せられたところであった。謹 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 対し）その身を守るであろう。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 処でも望む所で，思う存分
24|15| なさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなた先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」でそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。口は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。知った上は，らないことを請い願う。言見ることが出来ない。
った。そ凡ての称讃あれ，してアッラ の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には重い懲罰を科せられよう。大なことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。考えていた。ーの御名において。 軽
24|16|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 いた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故こう言わなかったの御名において。か。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわたしたちの御名において。口にす者，べきアッラーの御名において。こと聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ではない。アッラ に えあれ。これは大 な中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 讃あれ， 変えてしまった。それでわれ 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
24|17|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ようなことを請い願う。 して り返すことも出来ないであろう。してはならないと戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。らーの御名において。 決して正しく導か 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
れる人々の道ではなく。
24|18|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
24|19|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。 にこの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく まる人々の道ではなくことを請い願う。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけよう間の悪魔〔シャ 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 広大無辺にして全知であられる。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。 。



あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，らないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
24|20|アッラ の御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。になく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。もなかったならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
は 切に扱い み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方である人々の道ではなく。ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 極く希である。

24|21|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし 魔の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
かれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさと 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくであろう。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
かったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。一人も になれなかったであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅う者に。を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
られる人々の道ではなく。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴
24|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ富裕で能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦えある人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。近 や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。とアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 親，孤児，貧者を規切に扱い 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。
移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。した者に。たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に喜ばせるものである。」 しないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。わせてはならない。かれらを請い願う。 し大目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に てやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。アッラ捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまないの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許

24|23| 分を欺いているのに過ぎな に な信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。女を請い願う。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でもきアッラーの御名において。っと われよう。かれらは しい無 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 厳しい試練で 懲
を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。罰を科せられよう。

24|24|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたと手と足を踏み入れるこは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに就する者である。いてかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不利な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ を請い願う。す者，る人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
24|25|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくべきアッラーの御名において。 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，でーの御名において。 応報を伝えなさ 払うようなことを 戻そうと望んでいる。真理が ーの御名において。
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 になされる人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，る人々の道ではなくであろう。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
24|26|不 な女は不 な男に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不 な男は不 な女に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの相 しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 な女は な男に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また浄である。だから 浄である。だから 浄である。だから 浄である。だから 応 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 純
な男は な女に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの相 しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。言うことに じない。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容赦し，また善行をする者にと 誉潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 応 動しむ人たち 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも

ある人々の道ではなく御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
24|27|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはす者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。住むのである。まいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってはなら許に帰らせられる御方。
ない。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善い。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなくであろう。
24|28|もし家に もいないと分を欺いているのに過ぎなったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってはならない。もし る人々の道ではなくよう言誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
われた は れ。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に一段と清めなさい。」廉である人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，って時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 帰らせられる御方。 ーの御名において。
おられる人々の道ではなく。
24|29|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに必ず取り上げられる。本当にアッラ需品を入れてやって来る。あなたがたがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えてある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，住むのである。人の御名において。いない家に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくことは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにならない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 わす者，ことも す者，ことも知った上は，っておられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
24|30|男の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 累以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 人に しては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。し係もあり，かの女らは 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 対し）その身を守るであろう。 視線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に一段と清めなさい。」廉である人々の道ではなく。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
24|31|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。女たちに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かの御名において。女らの御名において。 を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 淑を守れ。外に表われるものの外を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に表われる人々の道ではなくもの御名において。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。視線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らの御名において。美していますのに。」かれは仰せられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせてはならない。そ凡ての称讃あれ，れからヴェイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。上の幸福を成就する者である。に垂れられる。アッラれなさい。自分を欺いているのに過ぎな飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許または父の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女の御名において。美していますのに。」かれは仰せられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。表わしてはならない。なお夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許の御名において。父，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許の御名において。息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 妹の御名において。息子または自分を欺いているのに過ぎなの御名において。女たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。右手に持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。奴 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また性欲を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたな姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
い供え回りの御名において。男，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または女の御名において。体に意されている。 を請い願う。もたない幼 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。またかの御名において。女らの御名において。 れた りを請い願う。知った上は，らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。識 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 隠すことも知っている。」と仰せられた。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。打ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった一 に悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してアッラ に返すことも出来ないであろう。れ。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。
たは成功する者である。す者，る人々の道ではなくであろう。
24|32|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。独身を守るであろう。の御名において。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。奴 の御名において。男と女で廉正しい道に導きたまえ，な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしなさい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
もし しければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は恩 により裕福を成就する者である。にされよう。アッラ は 恩深きアッラーの御名において。知った上は，であられる人々の道ではなく。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 寛大に許
24|33| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 金）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく つ見ることが出来ない。からない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，富むまで自制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗ししなさい。またあなた結ぺと命じられたものから離れ，地上で 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ 見ることが出来ない。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの解しないのか。放の御名において。 明であられます。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。善良いものの代りにつまらないものをさを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ書き変える。 認し， 自ら証言したのである。
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 明であられます。」を請い願う。 きアッラーの御名において。なさい。なおアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた の御名において。一部を請い願う。かれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい証人を呼んでみなさ 書き変える。 ーの御名において。 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ財 。
奴 の御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 操を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくよう うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。果ない利得るために，「これはアッラーから下ったものを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て を請い願う。 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗ししてはならない。かの御名において。隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し 願う。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 かに 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しされたなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやさしく慈愛深きアッラーの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いたわって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさろう。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 誰も）迷わさない。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。
24|34|われは事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。明であられます。」 にす者，る人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前に ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」例えてみれば，ちょうどを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 過ぎな
れる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としとした。訓戒とし
24|35|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。光を取りである人々の道ではなく。かれの御名において。光を取りを請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。いた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かーの御名において。 燈を置いた，壁 (在?))の御名において。ようなもの御名において。である人々の道ではなく。燈を置いた，壁
はガラスの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく。ガラスは く慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」の御名において。よう。祝福を成就する者である。されたオリ ブの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」に灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りされている人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 方輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 ーの御名において。 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，西方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。油は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，んど触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れないの御名において。に光を取りを請い願う。放つ見ることが出来ない。。光を取りの御名において。上の幸福を成就する者である。に光を取りを請い願う。添産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
える人々の道ではなく。アッラ は御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御光を取りに かれる人々の道ではなく。アッラ は人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，比ーの御名において。 導きたまえ， ーの御名において。 (輪?))を請い願う。 げられ挙げることを厭われない。信仰する者はそ
る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
24|36|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。 は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 しによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてられた家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こで唱えてはならない。えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燈を置いた，壁 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こでかれを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわれる人々の道ではなく。讃あれ，
24|37|人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，交易でや商品を入れてやって来る。あなたがたがに惑わされないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 に怠りーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
なく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。恐らくあなたがたはれは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それす者，る人々の道ではなく日の主宰者に。である人々の道ではなく。転落
24|38|アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善の御名において。もの御名において。に われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。恩 により を請い願う。付かない。け加えられることを。えられる人々の道ではなく。アッラーの御名において。 報を伝えなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。なく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。ーの御名において。 際は）自分を欺いているのに過ぎな

24|39|しかし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。す者，る人々の道ではなくことなす者，こと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，砂漠からあなたがたを連れて来られたのであります。わが主は，御望みの者には情け深くあられまの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。蜃 楼にいても，死は必ずやって来る。かれらは幸運にあえばの御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。切に扱いった者に。気付かない。 渇き，疲れ，餓
には水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやってく慈愛深きアッラーの御名において。れば何も 出せない。そ凡ての称讃あれ，こではアッラ の御名において。御前であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。勘定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく見ることが出来ない。 ーの御名において。 払うようなことを
われる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。アッラ は清めなさい。」算に迅速であるに迅速であるであられる人々の道ではなく。ーの御名において。
24|40|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。状 は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，深きアッラーの御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。暗 の御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，波が四方から押し寄せ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの波が四方から押し寄せ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。っている人々の道ではなく。暗 の御名において。上の幸福を成就する者である。に暗 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく重い懲罰を科せられよう。なる人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしべても凡ての称讃あれ，んどそ凡ての称讃あれ，れは雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
られない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく光を取りを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，光を取りはない。見ることが出来ない。 ーの御名において。

24|41|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。羽の鳥をとって，それを慣らし，それからかれらを請い願う。 げて ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 もそ凡ての称讃あれ，う間の悪魔〔シャ ーの御名において。 讃あれ， 見ることが出来ない。 拡げて飛ぶ鳥もそう 飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
である人々の道ではなく。皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったそ凡ての称讃あれ，れぞれ礼 と唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。得るために，「これはアッラーから下ったものている人々の道ではなく。アッラ はかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
24|42|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはある人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。 帰らせられる御方。
24|43|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは ないか。アッラ は を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。相い合は鮮かで，見る者をわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，さらに固に）信じようまりにされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，や見ることが出来ない。 ーの御名において。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて慈雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 から降ってきたようなもので，落雷の忍さかる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。また雹を含む，山（のような雲）を天から下し，かれは，御好みの者をを請い願う。含なされむ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，山を持ち上げた時を思い起せ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ような ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。間の悪魔〔シャ 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
そ凡ての称讃あれ，れで ち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられる人々の道ではなく。 妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 おうとす者，る人々の道ではなく。撃を受けている。われは人間の間に 稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか 閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
24|44|アッラ は夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼を請い願う。次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに交替させる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。もつ見ることが出来ない。者に。への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 見ることが出来ない。 訓戒とし



24|45|またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ありとあらゆる人々の道ではなく 物だ。」と言うを請い願う。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から られた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ある人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，腹の中に火だけを飲で い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなくもーの御名において。 動しむ人たち 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 這い回った。
の御名において。は 2本足を踏み入れるこで きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくもの御名において。は歩みを進めるが，暗闇になれ 4つ見ることが出来ない。足を踏み入れるこで く慈愛深きアッラーの御名において。。アッラ は御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。を請い願う。 られる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ歩みを進めるが，暗闇になれ ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
につ見ることが出来ない。け全能であられる。であられる人々の道ではなく。
24|46|われは明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。アッラ は御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 ーの御名において。 導きたまえ，
24|47|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で す者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
かれらの御名において。一部は背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。これらの御名において。者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではない。
24|48|かれらの御名において。 は裁きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。前に呼んでみなさび出される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なさい。一部の御名において。者に。は回避けるであろうか。まさにわれは，現世においす者，間の悪魔〔シャ ーの御名において。 見ることが出来ない。
る人々の道ではなく。
24|49|もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しいの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素直に死を願いにかれの御名において。 にやって来る人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。
24|50|かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手っている人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなくの御名において。か。またはアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
かれらに し不公平な いを請い願う。す者，る人々の道ではなくと恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらこそ凡ての称讃あれ，不 者に。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 扱い 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
24|51|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裁きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに呼んでみなさび出される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある畏れる者たちへの導きがある。まりました。 いまーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
す者，。」と言う者があると言う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこそ凡ての称讃あれ， える人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
24|52|アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。す者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。的であってはならないを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。
24|53|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。け偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
て に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。わなく慈愛深きアッラーの御名において。てもよい。恭 こそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，理を）知った上は，に叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく厳しい試練で粛に承認し， 自ら証言したのである。 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す ーの御名において。
たの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。」と言う者がある
24|54|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
はかれの御名において。 わされた め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 わされたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
しかれに うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくであろう。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに せられる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只明であられます。」 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの える人々の道ではなくだけ従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 導きたまえ， 課せられたアッラーヘの義務である。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ
である人々の道ではなく。」と言う者がある
24|55|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。に が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせたーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせる人々の道ではなくことを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされた。そ凡ての称讃あれ，してかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ばれる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら継がせた，またわれはマルヤムの子イー 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 選んで，自
の御名において。 ぎの御名において。ない宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のとなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不安の御名において。生活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。遇で同居（復縁）させるか，あるい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに えられる人々の道ではなく。かれらは揺させられて， 無 変えてしまった。それでわれ
われに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに何もの御名において。を請い願う。も配しない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ以後の審きの日の主宰者に。になお不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなく者に。こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。であ掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
る人々の道ではなく。
24|56|そ凡ての称讃あれ，れで礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。にあず取り上げられる。本当にアッラ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
かる人々の道ではなくであろう。
24|57|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの失 させる人々の道ではなくと考えてはならない。かれらーの御名において。 計があろう。」と言った。 敗者である。
の御名において。住むのである。まいは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。何と い末であろうか。路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定である人々の道ではなくことよ。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ
24|58|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。女子たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあ成年のの御名において。者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の
の御名において。 3つ見ることが出来ない。の御名において。 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの居 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの即ち有るのである。ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの早朝にタべに讃えなさい。」〔シャファジュルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しの御名において。礼場所から離れさ 間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。
の御名において。前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの暑のさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジ衣であり，あなたがを請い願う。している人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない〔シャイシャ 〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しの御名において。礼 の御名において。後の審きの日の主宰者に。である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，

あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 3度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。素肌（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの裸になってしまう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 である人々の道ではなく。これらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 刻の掟がある。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 可を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものないで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいに時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。来してもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにもかれらにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。ーの御名において。
きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
24|59|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。子供えたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成年のに す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ以前にそ凡ての称讃あれ，うしてきアッラーの御名において。たように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。室に際し）許しに し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの し達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 際は）自分を欺いているのに過ぎな 許に帰らせられる御方。
を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させなさい。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にしーの御名において。 ーの御名において。
て英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
24|60| 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 期の御名において。 ぎた女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。装をあなたがたに授けた。 を請い願う。これ よが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。衣であり，あなたがを請い願う。脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジいでも結ぺと命じられたものから離れ，地上で 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 過ぎな 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 見ることが出来ない。
罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に良いものの代りにつまらないものをい。アッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴
24|61|盲人でも は要に迫られた場合は罪にはなららない。また足を踏み入れるこの御名において。身を守るであろう。障もないのに小巡礼を者に。でも は要に迫られた場合は罪にはなららない。また病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手人でも は要に迫られた場合は罪にはなららない。ま遠にその中に住むのである。慮するであろう。われに感謝し 遠にその中に住むのである。慮するであろう。われに感謝し 遠にその中に住むのである。慮するであろう。われに感謝し
たあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家で食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べても良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父方の御名において。家でも母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い方の御名において。家でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。家でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 妹の御名において。家でも姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
父方の御名において。おじの御名において。家でもおばの御名において。家でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い方の御名において。おじの御名において。家でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い方の御名において。おばの御名において。家でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってい鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの
る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家でも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。友人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。家でも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて良いものの代りにつまらないものをい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 にまたは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はない。そ凡ての称讃あれ，れで家に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から祝福を成就する者である。された良いものの代りにつまらないものをい挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはの御名において。言 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはしなさい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 。
この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。明であられます。」かされる人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくであろう。ーの御名において。
24|62|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなく要に迫られた場合は罪にはなら件で（盟約を）かれらに返せ。本当で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時まり使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとーの御名において。
一 にいる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 可を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくまでは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，らない者に。たちである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように何につ見ることが出来ない。けあなたに しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。
こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。要に迫られた場合は罪にはなら件で（盟約を）かれらに返せ。本当で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
いと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう者に。は し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にアッラ の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられ許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 請い願う。 ーの御名において。 寛大に許
る人々の道ではなく。
24|63|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。呼んでみなさびかけを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた相互いに敵である。地上には，あなたがたのため の御名において。呼んでみなさびかけの御名において。ようにしてはならない。アッラ間の悪魔〔シャ ーの御名において。
はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはかに け出す者，者に。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に 犯していたためである。す者，る人々の道ではなく者に。は抜かりない立証者であられる。 ーの御名において。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒

が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく科せられよう。せられる人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。させなさい。試練で 懲罰を科せられよう。
24|64| け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。 と知った上は，っておら聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 儘を確と知っておら 確
れる人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。 に される人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなくであろう。ア許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
ッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。
25|1|万民に先んじ（て下への御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。とす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。しもベに を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた方に祝福を成就する者である。あれ。識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
25|2|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 はかれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは子を請い願う。もうけられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。大 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの参った者を犯し与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。もな権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 協力者）だと，アッラーにかけて，力を
く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一切に扱いの御名において。もの御名において。を請い願う。倉 u造に向かい，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。秩序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラづけられる人々の道ではなく。規切に扱い則がなかったならば，あなたがたはその受け取ったもののた
25|3|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらは何も れないばかりか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら自身を守るであろう。 られたもの御名において。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自らを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくことも益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も生も 活の生計があろう。」と言った。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自由にならない。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
25|4|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり上の幸福を成就する者である。げた虚な言に ぎない。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに過ぎな 協力者）だと，アッラーにかけて，力を
力なもの）になるまでかれらに対して戦えしたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられはかれらこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒と虚な を請い願う。無 偽りのために，かれらには手 (西?))したの御名において。である人々の道ではなく。
25|5|またかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，口で言って きアッラーの御名において。語り，正しい者の一人である。」 書き変える。 書き変える。



取らせたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
25|6|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。奥 を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い義を知っているとあなたがたに告げたではないか 寛大に許
方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
25|7|またかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはどうした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となっただ。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 きアッラーの御名において。回る人々の道ではなくとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人に歩みを進めるが，暗闇になれ
わされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと一 に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。にならないの御名において。だろうか。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
25|8|かれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 宝が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいく慈愛深きアッラーの御名において。らでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べられる人々の道ではなく果 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたないの御名において。だ財 樹園に就いての吉報を伝えなさ
ろうか。」と言う者がある不 の御名において。徒となったたちはな姑，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，義を知っているとあなたがたに告げたではないか (憲?))かれた者に。に うだけの御名において。ことである人々の道ではなく。」と言う者があると言う。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
25|9|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出したかを請い願う。 なさい。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは迷える人々の道ではなくってしまって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
道に導きたまえ，を請い願う。 出せない。見ることが出来ない。
25|10|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れより れたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくことの御名において。出来る人々の道ではなく方。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく優るか，またはそれと同様の

，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して 殿に巡礼する者，または（小巡礼を請い願う。あなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく御方に祝福を成就する者である。あれ。楽園に就いての吉報を伝えなさ 宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，
25|11|にも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。に審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃え盛る火として十分る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。用意されている。している人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。

25|12| かに れた所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく声と叫び声の外聞けない者のようと咆哮を聞くであろう。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。遙かに悪い。」かれらはもし出来るなら，あなたがたを信仰から背かせ 離れ，地上で 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
25|13|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られて火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。狭くなって，あなたがたは遂に背を向けて退却した。い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに投げて誰がげ まれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいっそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， びて仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。舞われ，（不安の中に）動揺させられて，うことを請い願う。 す者，縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 嘆願う。
る人々の道ではなくであろう。
25|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに 亡きを請い願う。 してもだめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく り返すことも出来ないであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 嘆願う。 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
す者， 亡きでも す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。」と言う者がある滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 嘆願う。
25|15|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく良いものの代りにつまらないものをいか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされる人々の道ではなく永 の御名において。 か。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらへの御名において。 であり行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。ところである人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
25|16|そ凡ての称讃あれ，こには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。永 の御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。かなの御名において。である人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遠にその中に住むのである。 願う。
主からの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
25|17|かれらそ凡ての称讃あれ，してアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくもの御名において。たちを請い願う。一 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
れらわれの御名において。しもべたちを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたの御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたである人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れともかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。したの御名において。
か。」と言う者がある
25|18|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに えあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに相 しく慈愛深きアッラーの御名において。讃あれ， 護者も援助者もないのである。 応
ありません。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとそ凡ての称讃あれ，の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。での御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 を請い願う。 され 戒としを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれて破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で の御名において。民に先んじ（て下となりま現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 許に帰らせられる御方。 訓戒とし 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
した。」と言う者がある
25|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言ったことを請い願う。嘘である人々の道ではなく。と立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ した。そ凡ての称讃あれ，れで証人を呼んでみなさ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また助けを請い願う。けも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの得るために，「これはアッラーから下ったものられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものない。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。に懲罰を科せられよう。 悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

を請い願う。味わせる人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
25|20|あなた以前にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人として食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ物だ。」と言うを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べない者に。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 きアッラーの御名において。回らな歩みを進めるが，暗闇になれ
い者に。はなかった。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。お互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。 となる人々の道ではなくように取り らった。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ試練で 計があろう。」と言った。
忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろうか。あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り なされる人々の道ではなく。覧になるであろう。」
25|21|われとの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。か。審きの日の主宰者に。 見ることが出来ない。
また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何故）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。前に えないの御名において。であろうか。」と言う者があるかれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように自惚れて高慢であり，れて高慢で不信の徒となったであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
また非常に横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄な 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。とったの御名において。である人々の道ではなく。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
25|22|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人にとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」びの御名において。ない日の主宰者に。である人々の道ではなく。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言うであろう。見ることが出来ない。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられている人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ざかれ。」と言う者がある遠にその中に住むのである。
25|23|われはかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 の御名において。ようにまきアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらす者，であろう。報を伝えなさ 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま
25|24| の御名において。仲 はそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい住むのである。まいに落ち着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，快い昼寝所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにいよう。楽園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ
25|25|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは と共に立礼しなさい。に裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわされ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくろ。雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 挙げることを厭われない。信仰する者はそ
25|26|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か の御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 難かしいこと。
25|27|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしまったと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。手を請い願う。悪魔〔シャ (噛?))み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
もし使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。 んでいたならば。選んで，自
25|28|ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあんなもの御名において。を請い願う。友としなかったならば。
25|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。にわたしを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたの御名において。です者，。 魔は常に人 を請い願う。 切に扱いります者，。」と言う者がある訓戒とし 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 裏日から入るのは善行ではない。凡そ善行
25|30|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。忌まわしい道である。むべきアッラーの御名において。もの御名において。として拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしまーの御名において。
す者，。」と言う者がある
25|31|われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。 言者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。者に。たちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から を請い願う。 る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，援助けを請い願う。者に。と預言者たち）に啓示したもの 敵である。地上には，あなたがたのため 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 導きたまえ，
してはあなたの御名において。主だけで十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。
25|32|また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンは何故一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに全 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。です者，か。」と言う者があると言う。こうす者，る人々の道ではなくーの御名において。 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 固に）信じようにす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。整えて順序よく復誦させるためである。えて 序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラよく慈愛深きアッラーの御名において。 させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受誦しながら，それでも尚理解しないのか。
25|33|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出してく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに真理を）知った上は，と最善の御名において。解しないのか。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。手 り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ釈を加えようとする。だがアッラーの外には，その（真の意味）を 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
25|34| を請い願う。俯していた。けて地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは最 の御名において。境と非常時に際しては，よく耐え忍ぶ者。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。におかれる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りく慈愛深きアッラーの御名において。道に導きたまえ，に迷える人々の道ではなくった者に。である人々の道ではなく。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ
25|35|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれより先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれはム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。 げてかれの御名において。 助けを請い願う。者に。とした。ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 補充のために持っても
25|36|われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下の御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 許に帰らせられる御方。
われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー的であってはならないに しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て した。徹する言葉で呼びかけなさい。 懲 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
25|37|またヌ フの御名において。民に先んじ（て下は使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとした。われはーの御名において。
を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 している人々の道ではなく。悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ

25|38|またア ドとサム ドとラッスの御名において。住むのである。民に先んじ（て下たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か。ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共
25|39|われはそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。民に先んじ（て下に 例えてみれば，ちょうどを請い願う。もって警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れぞれを請い願う。 底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー的であってはならないに した。実 対し）その身を守るであろう。 徹する言葉で呼びかけなさい。 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
25|40|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。どっと降ってきたようなもので，落雷の忍さからされた町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れている人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 なかっ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 見ることが出来ない。
たの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。など思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいもよらなかったの御名において。である人々の道ではなく。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受



25|41|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只冷しなさい。そしてもし誰かを見たならば，『わたしは慈悲深き主笑う。の御名において。的であってはならないにす者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
して遣わした。あなたは業火の住人にわされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。者に。である人々の道ではなくの御名において。か。
25|42|もしわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りしていなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは危うく慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，れから惑わし 来の御名において。対し）その身を守るであろう。 確 伝えなさ
神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 てる人々の道ではなくところであった。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて を請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も道に導きたまえ，に迷える人々の道ではなくったかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誰も）迷わさない。
25|43|あなたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので惑を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。として（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい む）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。を請い願う。 たの御名において。か。あなたはかれらの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。になる人々の道ではなくつ見ることが出来ない。も込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 見ることが出来ない。 護者も援助者もないのである。
りなの御名において。か。
25|44|そ凡ての称讃あれ，れともかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっている人々の道ではなくの御名において。か。かれらは家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。ようなもの御名において。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
に ぎない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れよりも道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。過ぎな
25|45|主は如何に影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをを請い願う。 げられたか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは なかったの御名において。か。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さ止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラし広大無辺にして全知であられる。 見ることが出来ない。
た にされよう。そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 を請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。案じる者はよく心配して置け。だからアッラーを畏れ内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た役にも立たないであろう。とした。儘を確と知っておら 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
25|46|そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， やかな足を踏み入れるこ取でわれの御名において。方に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。寄った上せる人々の道ではなく。緩和であり，慈悲である
25|47|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。とばりとされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，睡も，かれをとらえることは出眠も熟睡も，かれをとらえることは出して休息させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼 を請い願う。 り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとな間の悪魔〔シャ 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
された御方である人々の道ではなく。
25|48|またかれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。慈雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 を請い願う。吹ききアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こす者，御方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかか報を伝えなさ 風向きの
ら清めなさい。」 な雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，。浄である。だから
25|49|われはそ凡ての称讃あれ，れで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った 数の者をの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のや人 に ませてやる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 無 間の悪魔〔シャ 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
25|50|われはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 でこれを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて解しないのか。明であられます。」し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か数の者をの御名において。人 は気付かない。 間の悪魔〔シャ 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
ただ拒むだけであった。
25|51|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにも警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。を請い願う。 1人づつ見ることが出来ない。遣わした。あなたは業火の住人にわしたであろう。
25|52|だから不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に ってはならない。かれらに しこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もって大いに 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしな従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 奮闘努力する者，
さい。
25|53|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，二つ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。分を欺いているのに過ぎなけ隔たりがあることを望むであろう。アッラーは，あなたがたにしたてられた御方である人々の道ではなく。一つ見ることが出来ない。は甘くして旨い，外は塩辛くして苦い。く慈愛深きアッラーの御名において。して旨に従わない限い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は 辛く慈愛深きアッラーの御名において。して苦の）果実の損失で，必ずあなたがたい。塩辛くして苦い。
者に。の御名において。 に障もないのに小巡礼を壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完全に分を欺いているのに過ぎな なされた。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ 設けた時 離れ，地上で

25|54|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から人 を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，血を流す者を置かれるので による人々の道ではなく 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いと婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい姻の関係を定められた方。本当にあなたの主の御名において。 を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた方。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 統の正しい） 親，孤児，貧者を規切に扱い 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは
は全能であられる。であられる人々の道ではなく。
25|55|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて 益なく，また決して正しく導か 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にの御名において。者に。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなくーの御名において。 無 無
もの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。援助けを請い願う。者に。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ
25|56|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只吉 の御名において。 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。としてあなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしただけである人々の道ではなく。報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
25|57|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはこれに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。 もが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主への御名において。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 誰も）迷わさない。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ばよい」と言う者がある
25|58|死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびことの御名において。ない永生者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちの御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 讃あれ，
完全に熟知った上は，される人々の道ではなく。
25|59|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 6日の主宰者に。の御名において。 に 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから玉座は，凡てに 座は，凡てなされ間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ
る人々の道ではなく慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。だからかれに就する者である。いて熟知った上は，す者，る人々の道ではなく者に。に え。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
25|60|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方にサジダしなさい。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御
方とは何です者，か。わたしたちはあなたの御名において。命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくもの御名において。にサジダす者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者があると，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，却させられた。だがかれは，もうあって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。
避けるであろうか。まさにわれは，現世においを請い願う。 す者，ばかり。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し増すであろう。」
25|61|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」座は，凡てを請い願う。配置し，当てもなくさ迷わせられる。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に太 と照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りらす者，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。かれた御方に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。あれ。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 間の悪魔〔シャ 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
25|62|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 しようとす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，交替させた方である人々の道ではなく。謝するであろう。 設けた時
25|63|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。しもべたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なに地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。宕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 知った上は，の御名において。徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく しかけても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，謙虚な 歩みを進めるが，暗闇になれ 無 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う者に。である人々の道ではなく。
25|64|また主の御名において。御前にサジダ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまたは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。 す者，者に。。過ぎな
25|65|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 を請い願う。わたしたちから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。 払うようなことを 懲罰を科せられよう。 極く希である。
す者，。
25|66|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは い住むのである。まいであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたです者，。」と言う者があると言う者に。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
25|67|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」う に浪 しない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また吝 でもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だがつ見ることが出来ない。者に。。財貨を託しても返さない者もある。それはかれらが「無知の者たちに就いては，わたしたちに責めは 際は）自分を欺いているのに過ぎな 費やし，礼拝の務めを守り，定 嗇な者たちで，人びとにも吝嗇を勧め，アッラーがかれらに与えられた恩恵を隠すために 間の悪魔〔シャ
25|68|アッラ とならべて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。どんな神があるなどと唱えてはならない。にも祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような理を）知った上は，由が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられーの御名において。 ーの御名において。
た 生を請い願う。犯していたためである。す者，ことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また しない者に。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，んなことを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， される人々の道ではなく。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与婬しない者である。だが凡そそんなことをする者は，懲罰される。 懲罰を科せられよう。
25|69| 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに じ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの倍加えられることを。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。むであろう。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 懲罰を科せられよう。 応 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
25|70|悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。は である人々の道ではなく。アッラ はこれらの御名において。者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろな非行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 えて善別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 変えてしまった。それでわれ
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさにされる人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
25|71|悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本 でアッラ に悔いている人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。気付かない。 ーの御名において。
25|72|嘘の御名において。 言を請い願う。しない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また を請い願う。している人々の道ではなく を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーる人々の道ではなく も自重い懲罰を科せられよう。して通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーり ぎる人々の道ではなく者に。。証人を呼んでみなさ 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 側こそは，最高の 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 過ぎな
25|73|また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに及ばない。」と仰せられた。べば話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を題なだけである。 聾(唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。?))者に。か盲人である人々の道ではなくかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らに知った上は，らないふりを請い願う。しない者に。。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
25|74|そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。慰め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。となる人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと子 を請い願う。わたしたちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。模 にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら
い。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う者に。。
25|75|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだことにより高い 位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。住むのである。まいを請い願う。もって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われよう。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ
またそ凡ての称讃あれ，こで 迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類と挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはの御名において。言 を請い願う。もって迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類えられよう。歓 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
25|76|そ凡ての称讃あれ，こに永 に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。何とよい住むのである。まい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何とよい休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。遠にその中に住むのである。
25|77|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさらないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 懲
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある罰を科せられよう。

26|1|タ スィ ン ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
26|2|これは明であられます。」 な 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|3|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。になろうとしないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か分を欺いているのに過ぎな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび程苦の）果実の損失で，必ずあなたがた している人々の道ではなくことであろう。悩ましてはなら



26|4|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。つ見ることが出来ない。もりとなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れに恐らくあなたがたはれ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。って 虚なになる人々の道ではなくであろう。謙虚な
26|5|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方からかれらに新しい 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはいつ見ることが出来ない。も背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。訓戒とし 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
26|6|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとにそ凡ての称讃あれ，の御名において。愚か者が信仰弄しす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，其 となって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりか実
かる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
26|7|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 ないの御名において。か。如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。尊いもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，こで育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなくかを請い願う。。見ることが出来ない。
26|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|10|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくム サ に呼んでみなさびかけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある不法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒な民に先んじ（て下の御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 許に帰らせられる御方。
26|11|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。民に先んじ（て下の御名において。 に。かれらは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。か。」と言う者がある許に帰らせられる御方。
26|12|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。(蟻つきであったことを知らせるためである。?))付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりす者，る人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。
26|13|わたしの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。は 迫られた場合は罪にはならされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたは圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。 (艇?))れます者，。です者，からハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの助けを請い願う。け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め
て下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。
26|14|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。科せられよう。している人々の道ではなくの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 す者，の御名において。を請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。」と言う者がある殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
26|15|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある してそ凡ての称讃あれ，うではない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれ決して正しく導か 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
26|16|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 許に帰らせられる御方。
主から遣わした。あなたは業火の住人にわされた使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
26|17|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと一 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい』と。」と言う者がある孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
26|18|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは幼少の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。 で育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てられたではないか。あなたの御名において。生涯の多の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ
く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。年の月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。 で ごしたではないか。間の悪魔〔シャ 過ぎな
26|19|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあなたは酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りいことを請い願う。しでかしたもの御名において。だ。あなたは恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく者に。の御名において。仲 である人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
26|20|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったの御名において。は邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。道に導きたまえ，に踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。迷える人々の道ではなくっていた の御名において。ことである人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
26|21|そ凡ての称讃あれ，れでわたしは恐らくあなたがたはろしく慈愛深きアッラーの御名において。なって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから逃されない。げだした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はわたしに知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，識
使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。一人となされたの御名において。である人々の道ではなく。
26|22|あなたはイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 を請い願う。奴 としておきアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに好きな敵である。意されている。を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，恩 である人々の道ではなくとでも孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
いうの御名において。です者，か。」と言う者がある
26|23|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何です者，か。」と言う者がある
26|24|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主であられます者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悟を許された。本当にかれは，寛大に許ったならば。」と言う者がある
26|25|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，左てからも襲いましょう。あなたはかれら右の御名において。者に。に向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは きアッラーの御名において。ましたか。」と言う者がある聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
26|26|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昔のことは問わないがからの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。主でもあられまーの御名において。 ーの御名において。
す者，。」と言う者がある
26|27|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは左てからも襲いましょう。あなたはかれら右の御名において。者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわされたこの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように い気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
です者，。」と言う者がある
26|28|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある と西，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主であられます者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもーの御名において。 ーの御名において。 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 間の悪魔〔シャ
し理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくの御名において。であれば。」と言う者がある
26|29|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしわたし以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ
あなたを請い願う。囚人にす者，る人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある
26|30|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な何物だ。」と言うかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしてもです者，ーの御名において。 ーの御名において。
か。」と言う者がある
26|31|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。言うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしなさい。」と言う者がある
26|32|そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげた。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。そ凡ての称讃あれ，れは明であられます。」らかに蛇であった。となる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
26|33|またかれの御名において。手を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしべる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。そ凡ての称讃あれ，れは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ても真っ白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。
26|34|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは左てからも襲いましょう。あなたはかれら右の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い な魔 である人々の道ではなく。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 練で 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
26|35|かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。魔 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。この御名において。国を与えた。から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出そ凡ての称讃あれ，うとしている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしよ術を教え，またバービル
うというの御名において。か。」と言う者がある
26|36|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの久にしく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。 させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いの御名において。者に。を請い願う。 都市の母（マッカ）とそに わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，機 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 遺言をするよう定め
26|37|凡ての称讃あれ，ての御名において。老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い な魔 を請い願う。あなたの御名において。 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし出されよ。」と言う者がある練で 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 許に帰らせられる御方。
26|38|そ凡ての称讃あれ，こで魔 たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 刻の掟がある。に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 決して正しく導か 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
26|39|また民に先んじ（て下 に向かい，かっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全部）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時合は鮮かで，見る者をしたの御名において。か。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられた。衆の上に御選びになられた。
26|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとは言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある魔 の御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく てば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに おうではないです者，術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 勝手に）変えてしまった。それでわれ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
か。」と言う者がある
26|41|魔 たちはやって来る人々の道ではなくなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく てば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ褒美していますのに。」かれは仰せられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくで術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 勝手に）変えてしまった。それでわれ
しょうか。」と言う者がある
26|42|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある勿 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 合は鮮かで，見る者をあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 近となろう。」と言う者がある論争に判決を下される。 場所から離れさ 側こそは，最高の
26|43|ム サ はかれらに向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。投げて誰がげる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，投げて誰がげなさい。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
26|44|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげて言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。御威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。光を取りに誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ縄と杖が，魔術で（活きて）走るかのように見えた。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
利者に。になろう。」と言う者がある
26|45|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。そ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。捏造に向かい，したもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 んでしまっ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 呑み込んでしまった。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
た。
26|46|そ凡ての称讃あれ，こで魔 たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，さっと伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしサジダして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
26|47|言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。
26|48|ム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンの御名において。主を請い願う。。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
26|49|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。 しも得るために，「これはアッラーから下ったものないうちにかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくの御名において。か許に帰らせられる御方。 。



きアッラーの御名において。っとかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに魔 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ であろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい知った上は，る人々の道ではなくであろう。術を教え，またバービル 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手と足を踏み入れるこを請い願う。互いに敵である。地上には，あなたがたのためい いに切に扱い断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，て磔の刑にするであろう。」の御名において。刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でにす者，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
26|50|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある いません。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主の御名において。 に る人々の道ではなくだけです者，から。構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
26|51|わたしたちの御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 ちを請い願う。赦し，また善行をする者にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ願う。 過ぎな
になる人々の道ではなくことです者，。」と言う者がある
26|52|われはム サ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべたちと一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 に旅立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかかる人々の道ではなくーの御名において。 ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 間の悪魔〔シャ
であろう。」と言う者があると 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|53|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いの御名において。者に。を請い願う。 都市の母（マッカ）とそに遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
26|54|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言わせた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ほんの御名において。少数の者をの御名において。群れに ぎないの御名において。です者，。過ぎな
26|55|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに腹の中に火だけを飲を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてている人々の道ではなくでしょうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
26|56|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警戒としを請い願う。整えて順序よく復誦させるためである。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいの御名において。です者，。」と言う者がある軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
26|57|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。果 や泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，樹園に就いての吉報を伝えなさ
26|58| 宝や 誉ある人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放した。財 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
26|59|そ凡ての称讃あれ，んな次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の第であった。そ凡ての称讃あれ，してわれはイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。もの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
た。
26|60|さてかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは日の主宰者に。の御名において。出の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳って来た。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
26|61| 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく える人々の道ではなくようになる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。仲 は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳いつ見ることが出来ない。か両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 見ることが出来ない。 ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
れる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
26|62|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主はわたしと共に立礼しなさい。におられます者，。直に死を願いぐに御ーの御名において。 ーの御名において。 決して正しく導か 決して正しく導か 導きたまえ，
きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある
26|63|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはム サ に 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。杖で岩を打で海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。打て。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくとそ凡ての称讃あれ，れは分を欺いているのに過ぎなれたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
れの御名において。割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれた部分を欺いているのに過ぎなは巨大な山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。ようであった。
26|64|われはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。群を請い願う。そ凡ての称讃あれ，こに きアッラーの御名において。 んだ。誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
26|65|そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ そ凡ての称讃あれ，してかれと共に立礼しなさい。にいた人びと凡ての称讃あれ，てを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。ーの御名において。 ーの御名において。
26|66|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他の御名において。者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。
26|67|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|68|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|69|イブラ ヒ ムの御名において。物だ。」と言う を請い願う。かれらに りなさい．ーの御名において。 ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 語り，正しい者の一人である。」
26|70|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく父 とかれの御名において。人びとに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので親，孤児，貧者を規切に扱い 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
い起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。
26|71|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いつ見ることが出来ない。もこれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
26|72|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
26|73|またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者がある
26|74|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こうしている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 たの御名において。です者，。」と言う者がある見ることが出来ない。
26|75|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと迄崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 してきアッラーの御名において。たもの御名において。に就する者である。いて考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
の御名において。です者，か。
26|76|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していたもの御名において。に就する者である。いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
26|77|万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主を請い願う。除き，背き去った。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわたしの御名において。 です者，。敵である。地上には，あなたがたのため
26|78|かれはわたしを請い願う。 られた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 導きたまえ，
26|79|わたしに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料とを請い願う。支 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 料とを請い願う。授けたものを施す者，けられた御方。給 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
26|80|また病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手 になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはわたしを請い願う。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいます者，。気付かない。 癒
26|81|わたしを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから生きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。らせられる人々の道ではなく御方。
26|82| 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく い望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ方である人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 過ぎな 願う。
26|83|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英知った上は，を請い願う。わたしに授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい者に。たちの御名において。仲 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。間の悪魔〔シャ
26|84|わたしを請い願う。後の審きの日の主宰者に。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。世を堅く信じる者たちである。まで真 を請い願う。 えた者に。として下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。実 伝えなさ
26|85|わたしを請い願う。至福を成就する者である。の御名において。 を請い願う。 ぐ者に。になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
26|86|わたしの御名において。父を請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは迷える人々の道ではなくった者に。の御名において。仲 です者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
26|87|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。させられる人々の道ではなく日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。失わせないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
26|88|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 宝も息子たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちません。財
26|89|ただ れの御名において。ない心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげる人々の道ではなく者に。だけは です者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者がある汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
26|90| は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に近付かない。けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ
26|91|邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。道に導きたまえ，に迷える人々の道ではなくった者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われよう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
26|92|そ凡ての称讃あれ，してかれらは言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ていた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何 にいる人々の道ではなくの御名において。です者，か。処でも望む所で，思う存分
26|93|アッラ を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの していたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。けられる人々の道ではなくの御名において。です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。助けを請い願う。ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
けられる人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者がある
26|94|そ凡ての称讃あれ，こでかれらも 惑した者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく。誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
26|95|またイブリ ス（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 も全部一 に。ーの御名において。 悪魔〔シャ 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
26|96|かれらはそ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，口 して言うであろう。論争に判決を下される。
26|97|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って言います者，。わたしたちは明であられます。」らかに っていたの御名において。です者，。ーの御名において。 誤から明らかに（分別）されている。それで
26|98|万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。配したの御名において。です者，から。
26|99|わたしたちを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。
26|100|そ凡ての称讃あれ，れでわたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も り成す者，者に。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。 執り成しも許されず，償いも受
26|101|一人の御名において。真の御名において。友もないの御名において。です者，。



26|102|わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもう一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。仲 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくの御名において。です者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
26|103|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|104|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|105|ヌ フの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった。ーの御名において。
26|106|かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。ヌ フが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。です者，か。
26|107|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
26|108|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|109|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに しあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。わたしへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものい対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 報を伝えなさ
ただく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけです者，。
26|110|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。」と言う者があるーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|111|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある最も卑められ排斥されよ。」しい者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに っている人々の道ではなくというの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちまであなた従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者がある
26|112|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヌ フ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなくことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何を請い願う。知った上は，りましょうか。ーの御名において。
26|113|かれらの御名において。清めなさい。」算に迅速であるは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたしの御名において。主に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくならば。
26|114|またわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い いません。払うようなことを
26|115|わたしは公明であられます。」な一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎないの御名において。です者，。」と言う者がある過ぎな
26|116|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ石を燃料と打ちにされる人々の道ではなくでしょう。」と言う者があるーの御名において。
26|117|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。民に先んじ（て下はわたしを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくと申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでします者，。
26|118|そ凡ての称讃あれ，れでわたしとかれらの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り御裁きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと一 の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いって間の悪魔〔シャ 確 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
26|119|そ凡ての称讃あれ，こでわれはかれと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと一 の御名において。者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， した舟の中で一緒であったものたちを救い，わの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いってやった。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
26|120|そ凡ての称讃あれ，れからわれは後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。った者に。たちを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。
26|121|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|122|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく偉大な恩恵の主であられる。
26|123|ア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。ーの御名において。
26|124|かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。フ ドが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。です者，か。ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
26|125|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
26|126|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|127|またわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ことであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。わたしへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から報を伝えなさ 報を伝えなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいただく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけです者，。
26|128|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは高地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。という高地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に に碑の上に記してを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてる人々の道ではなくの御名において。です者，か。悪魔〔シャ戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
26|129|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。もうとして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような高楼にいても，死は必ずやって来る。かれらは幸運にあえばを請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてる人々の道ではなくの御名において。です者，か。遠にその中に住むのである。 堅く信じる者たちである。
26|130|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは暴かれた。力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなう ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。虐者に。の御名において。ように振だけで意志を通じさせることになろう。これがあな舞われ，（不安の中に）動揺させられて，うの御名において。です者，か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
26|131|アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|132|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，る人々の道ではなく程の御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく方を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。
26|133|かれは数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のと子 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
26|134|また果 や泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。も授けたものを施す者，けられた。樹園に就いての吉報を伝えなさ
26|135|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに加えられることを。えられる人々の道ではなく 大な日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
26|136|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のしても 教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにとっては同じで，（頑固に）信じようじことです者，。説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
26|137|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。やり方に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。なりません。
26|138|わたしたちは されないの御名において。です者，。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
26|139|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，こでわれはかれらを請い願う。 ぼした。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|140|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|141|サム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。ーの御名において。
26|142|かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳サ リフが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
です者，か。
26|143|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
26|144|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れわたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|145|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにこの御名において。ことで 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。わたしへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいただ報を伝えなさ 報を伝えなさ
く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけです者，。
26|146|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはここで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いつ見ることが出来ない。までも安泰にして下さい。またわたでいられましょうか。
26|147|果 や泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，樹園に就いての吉報を伝えなさ
26|148| 物だ。」と言う や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられな若 を請い願う。付かない。ける人々の道ではなくナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 畑の灌漑にも使われな 見ることが出来ない。 実 園に就いての吉報を伝えなさ
26|149|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく巧みに家を切り穿っても（安泰であり得ようか）。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に家を請い願う。切に扱いり穿っても（安泰であり得ようか）。っても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安泰にして下さい。またわたであり得るために，「これはアッラーから下ったものようか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
26|150|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|151|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒な常 を請い願う。逸れてはした者に。の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ってはなりません。無 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|152|かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に危害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。す者，者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 弊を）矯正する者ではありません。」を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 正しい道に導きたまえ，す者，る人々の道ではなく者に。ではありません。」と言う者がある悪魔〔シャ 矯正す
26|153|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは(ほ?))かれた者に。に ぎません。過ぎな
26|154|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと同じで，（頑固に）信じようじ一人の御名において。人 に ぎません。あなたの御名において。言うの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち間の悪魔〔シャ 過ぎな
に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。(西?))しなさい。」と言う者がある



26|155|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ リフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるここに一 の御名において。雌ラクダが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいます者，。そ凡ての称讃あれ，れにも水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またーの御名において。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れぞれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあります者，。決して正しく導か 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
26|156| 大な日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 わないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。加えられることを。えてはなりません。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。 襲った。
26|157|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。腱を切った。それでかれ（サーリフ）は言った。「を請い願う。切に扱いって不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たちまち後の審きの日の主宰者に。悔す者，る人々の道ではなくことになった。
26|158|そ凡ての称讃あれ，れは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ったからである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か懲罰を科せられよう。 襲った。
く慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|159|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|160|ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下も使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。ーの御名において。
26|161|同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。です者，か。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
い。
26|162|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
26|163|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|164|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにこの御名において。ことで 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。わたしへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものい報を伝えなさ 報を伝えなさ 誰も）迷わさない。
ただく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけです者，。
26|165|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 造に向かい，された者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。男だけに近付かない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
26|166|主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に られた配偶者に。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないの御名において。です者，か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，者に。で創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 顧みられず，清められることもない。かれらは痛
す者，。」と言う者がある
26|167|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいい加えられることを。 止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放される人々の道ではなくでし減されず， ーの御名において。
ょう。」と言う者がある
26|168|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あっています者，。ーの御名において。
26|169|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとわたしの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた から御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
26|170|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとかれの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。凡ての称讃あれ，て救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。
26|171|後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。った，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは であったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
26|172|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。を請い願う。 ぼした。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
26|173|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの石を燃料との御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされていた者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 厄も，あなた自身からの御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかであった。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
26|174|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|175|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|176|森の仲間も不義を行う者であった。の御名において。人びとも使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。
26|177|シュアイブが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。です者，か。」と言う者があると言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
26|178|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシュアイブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
26|179|だからアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|180|わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにこの御名において。ことで 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。わたしへの御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいた報を伝えなさ 報を伝えなさ
だく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけです者，。
26|181| 量であられる。を請い願う。十分を欺いているのに過ぎなに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。させてはなりません。計があろう。」と言った。 損なったのではなく，只自分の
26|182|正しい道に導きたまえ， な汗を設ける。で り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，確 計があろう。」と言った。
26|183|他人の御名において。もの御名において。を請い願う。 取してはなりません。また迷える人々の道ではなく惑を請い願う。及ばない。」と仰せられた。ぼす者，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。退 させてはなりま詐取してはなりません。また迷惑を及ぼす行いをして，地上を退廃させてはなりま 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
せん。
26|184|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと前の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。たちを請い願う。 られた方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。」と言う者がある創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
26|185|す者，る人々の道ではなくとかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは(思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので?))かれた者に。に ぎません。過ぎな
26|186|あなたはわたしたちと同じで，（頑固に）信じようじ一人の御名において。人 に ぎません。どう考えてもあなたは虚な言の御名において。徒となったです者，。間の悪魔〔シャ 過ぎな
26|187|あなたの御名において。言うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。一角を請い願う。わたしたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に落としなさい。」と言う者がある実
26|188|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシュアイブ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。す者，る人々の道ではなくことを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられま
す者，。」と言う者がある
26|189|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，れであの御名において。 惨であり，また（ある者は）幸福である。な日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 った。そ凡ての称讃あれ，れは陰 懲罰を科せられよう。 襲った。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように しい の御名において。日の主宰者に。であった。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
26|190|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
26|191|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
26|192|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主からの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|193| な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。たず取り上げられる。本当にアッラさえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
26|194|あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，れであなたは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。の御名において。 1人となる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
26|195|明であられます。」 なアラビアの御名において。言 で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
26|196|この御名において。ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。に昔のことは問わないがの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に されている人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 記し，われとの約束を履行しなさ
26|197|イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにとって孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであではないの御名において。か。
26|198|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしこれを請い願う。アラブ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 かに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|199|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかったであろう。読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
26|200|この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一部）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせた。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|201|そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないであろう。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 ーの御名において。
26|202|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 付かない。かない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔 いかかる人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。 気付かない。 襲った。
26|203|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されないの御名において。です者，か」と言う者があると言おう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 猶予もないであろう。
26|204|そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせようというの御名において。か。懲罰を科せられよう。
26|205|あなたはどう思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 年の も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 させても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 間の悪魔〔シャ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽
26|206|なお，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくとす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 罰を科せられよう。



26|207|享 させてもらったことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとり何の御名において。益なく，また決して正しく導かになろうか。楽
26|208|われは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわさず取り上げられる。本当にアッラに何如なる人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいも ぼさなかった。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
26|209|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かせ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた後の審きの日の主宰者に。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなければ。われは して不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうもの御名において。ではない。気付かない。 決して正しく導か
26|210|また 魔たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの湾？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，こともないの御名において。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
26|211|そ凡ての称讃あれ，れはかれらに相 しいもの御名において。でもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらには（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，んな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦えもない。応
26|212|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ことから ざけられている人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 遠にその中に住むのである。
26|213|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ と一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。どんな神があるなどと唱えてはならない。にも祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってはならない。さもないとあなたも される人々の道ではなくーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 懲罰を科せられよう。
者に。の御名において。仲 となろう。間の悪魔〔シャ
26|214|あなたの御名において。近 者に。に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。親，孤児，貧者を規切に扱い
26|215|またあなたに って信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくげてやりなさい。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 愛深きアッラーの御名において。 優るか，またはそれと同様の
26|216|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに わないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに わりはありません。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
と言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。
26|217| 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせしなさい。偉大な恩恵の主であられる。
26|218|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。の御名において。を請い願う。 ておられる人々の道ではなく方に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 見ることが出来ない。
26|219|またサジダす者，る人々の道ではなく者に。たちの御名において。 での御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも ておられる人々の道ではなく方に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本動しむ人たち 見ることが出来ない。
26|220|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
26|221|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。かあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげようか。悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。
26|222|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。嘘付かない。きアッラーの御名において。の御名において。徒となったの御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。
26|223|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔の御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は嘘付かない。きアッラーの御名において。の御名において。徒となったである人々の道ではなく。悪魔〔シャ 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで
26|224|また 人たちの御名において。ことだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなかされた者に。たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに う。詩篇を 悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
26|225|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。谷 を請い願う。さ迷える人々の道ではなくい く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。を請い願う。 なかったの御名において。か。間の悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ 見ることが出来ない。
26|226|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいもしないことを請い願う。口にす者，る人々の道ではなくではないか。
26|227|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ を請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にされた後の審きの日の主宰者に。には自らを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。は であ動しむ人たち ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
る人々の道ではなく。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな り方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，り っていく慈愛深きアッラーの御名において。かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて知った上は，る人々の道ではなくことになろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 変えてしまった。それでわれ 変えてしまった。それでわれ
27|1|タ スィ ン。これはクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 にす者，る人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ーの御名において。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
27|2| きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。への御名において。吉 である人々の道ではなく。導きたまえ， 報を伝えなさ
27|3|かれらは礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 堅く信じる者たちである。
27|4|われは来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に える人々の道ではなくようにした。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
(舷?))惑されさ迷える人々の道ではなくう。
27|5|これらは い が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく科せられよう。せられる人々の道ではなく者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。においては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらこそ凡ての称讃あれ，最大の御名において。失 者に。であろう。悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。 敗者である。
27|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英明であられます。」にして全知った上は，な御方の御名において。御 からクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。授けたものを施す者，かっている人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
27|7|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに向かい，かって言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに一点の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遙かに悪い。」かれらはもし出来るなら，あなたがたを信仰から背かせ 認し， 自ら証言したのである。 。
わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りにつ見ることが出来ない。いての御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宙？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，であろう。または火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り把を持ち帰ることが出来よう。あるいはあの火で，導かれるかもしれない。」を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで帰らせられる御方。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暖め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくかもしれない。」と言う者がある
27|8|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 りの御名において。者に。に祝福を成就する者である。あれ。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，廻る。だがア
アッラ に えあれ。」と言う者があるーの御名において。 讃あれ，
27|9|ム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」なアッラ である人々の道ではなくぞ。ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
27|10|さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげなさい」と言う者がある。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蛇であった。の御名において。ように く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逃されない。げだし動しむ人たち 見ることが出来ない。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
後の審きの日の主宰者に。ろも なかった。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっていった。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは恐らくあなたがたはれてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
徒となったたる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。前で恐らくあなたがたはれてはならない。
27|11| を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに善を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくことはない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 悪魔〔シャ
われは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
27|12|またあなたの御名において。手を請い願う。ふところに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れなさい。支障もないのに小巡礼をもないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出す者，と白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。なろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィ
ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，9つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。 1部である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなく。」と言う者がある掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
27|13|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えてかれらの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 である人々の道ではなく。」と言う者があるとかれらは言っ瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 見ることが出来ない。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 術を教え，またバービル
た。
27|14|かれらは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ではそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 と高慢で不信の徒となったさからこれを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう した。そ凡ての称讃あれ，れでこれら を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう認し， 自ら証言したのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 認し， 自ら証言したのである。 悪魔〔シャ
者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。見ることが出来ない。
27|15|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドとスライマ ンに知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，けた。 人は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い数の者を多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいしもーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 識 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
ベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。 ばれた方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えます者，。」と言う者がある選んで，自 ーの御名において。 讃あれ，
27|16|スライマ ンはダ ウ〕に動しむ人たち ドの御名において。後の審きの日の主宰者に。を請い願う。 ぎ言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは の御名において。言 を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
た凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，けられた。これは明であられます。」らかに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恩 である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
27|17|スライマ ンの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者でかれの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはジンと人 と からなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものきアッラーの御名において。ちんーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 間の悪魔〔シャ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの部 に 成された。隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 編成された。
27|18|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて の御名において。谷に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一匹の蝿（さえ）も創れない。また蝿がかれらから何か奪いの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。かに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。スライマ ンとそ凡ての称讃あれ，蟻つきであったことを知らせるためである。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 蟻つきであったことを知らせるためである。 蟻つきであったことを知らせるためである。 ーの御名において。
の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れと知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 らないよう。」と言う者がある軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 躙られ壊滅に帰した。
27|19|そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。言 の御名において。可笑う。しさに を請い願う。 ばせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 綻ばせ，（祈って）言った。「主よ，
わたしと に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたあなたの御名において。恩 に感 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御喜ばせるものである。」びに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うかる人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐むようわたしを請い願う。励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐まし両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
またあなたの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。正しい道に導きたまえ，しいしもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
27|20|またかれは たちを請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうしたの御名において。です者，か。ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のツガシラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいないではないです者，鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 検閲して，言った。「どうしたのですか。ヤツガシラ鳥がいないではないです 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
か。あれも欠けるか幼弱者であり，または自らロ席してはならない。あなたがたが（同 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。だったの御名において。です者，か。」と言う者がある組の中だったのですか。」
27|21|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは しい刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあれを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは す者，でしょう。明であられます。」 な理を）知った上は，由を請い願う。わたしに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって厳しい試練で 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
来ない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは。」と言う者がある
27|22|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。までもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り出て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御 付かない。きアッラーの御名において。にならな長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か 気付かない。



い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。知った上は，りました。わたしは な情もなく，執り成しもない を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サバアから持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来ました。確実 報を伝えなさ
27|23|わたしは或ること（罪）のる人々の道ではなく 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとを請い願う。治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 しました。かの御名において。女には凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 発言する見ることが出来ない。
また素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい王座は，凡てが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくございます者，。
27|24|わたしはかの御名において。女とそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて太 を請い願う。 んでいる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 届け下さいます。」けました。そ凡ての称讃あれ，してーの御名において。 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 見ることが出来ない。 悪魔〔シャ
魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，からかれらを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出している人々の道ではなくの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 か込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 閉 導きたまえ，
れておりません。
27|25|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 されたことを請い願う。 わされる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 していません。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
す者，ことも わす者，ことも知った上は，っておられる人々の道ではなく方を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの していません）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，

27|26|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はありません。かれは壮 な玉座は，凡ての御名において。主であられます者，。」と言う者がある これらの者は（等しく）失敗者である。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しーの御名において。 厳しい試練で
27|27|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 を請い願う。 ったの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または嘘付かない。きアッラーの御名において。の御名において。徒となったなの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 実 語り，正しい者の一人である。」
直に死を願いぐ分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。
27|28|あなたはわたしの御名において。この御名において。手 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれらに落としなさい。そ凡ての称讃あれ，れから退いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何と返すことも出来ないであろう。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられす者，る人々の道ではなくかを請い願う。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。」と言う者がある見ることが出来ない。
27|29|かの御名において。女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの王）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように尊い手 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに届け下さいます。」けられました。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者
27|30|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れはスライマ ンから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。アッラ の御名において。御名において。において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。 (西?))されたも
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
27|31|そ凡ての称讃あれ，れはこう言っている人々の道ではなく。わたしに しあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは高慢で不信の徒となったであってはなりません。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で対し）その身を守るであろう。
してわたしの御名において。もとに来なさい。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。

27|32|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いてわたしに意されている。 を請い願う。 かせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 証人を呼んでみなさ
言す者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしないでいよう。」と言う者がある決して正しく導か
27|33|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは力なもの）になるまでかれらに対して戦え量であられる。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたる人々の道ではなく武勇はなにものよりも優れ，その罰もはるかに厳しいのである。も授けたものを施す者，っています者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大命じられたものから離れ，地上ではあなたさ
まの御名において。手にあります者，。どう御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者なさる人々の道ではなくかよく慈愛深きアッラーの御名において。御考え下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
27|34|かの御名において。女は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように帝王たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。荒し廻る。だがア させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。民に先んじ（て下の御名において。最も身を守るであろう。分を欺いているのに過ぎなの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
高い者に。を請い願う。最も卑められ排斥されよ。」しく慈愛深きアッラーの御名において。します者，。かれらはこの御名において。ように行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，常です者，。
27|35|そ凡ての称讃あれ，れでわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 物だ。」と言うを請い願う。届け下さいます。」けましよう。そ凡ての称讃あれ，して使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち る人々の道ではなくか まし贈って裁判官に近付 節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 帰らせられる御方。 見ることが出来ない。
ょう。」と言う者がある
27|36|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ンを請い願う。 れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。富を請い願う。 やそ凡ての称讃あれ，うとす者，節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 増すであろう。」
る人々の道ではなくの御名において。です者，か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくもの御名において。よりも っています者，。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あーの御名において。 贈って裁判官に近付 優るか，またはそれと同様の
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 物だ。」と言うで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 手に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」んでいる人々の道ではなくだけです者，。贈って裁判官に近付 勝手に）変えてしまった。それでわれ
27|37|かれらの御名において。 に れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち向かい，かえない でもって み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。失わ許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 臨
せ身を守るであろう。分を欺いているのに過ぎなの御名において。卑められ排斥されよ。」しい者に。にしてそ凡ての称讃あれ，こから追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出す者，でしょう。」と言う者がある
27|38|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ンは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。民に先んじ（て下に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちよ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で してわたしーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
の御名において。 に来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女の御名において。王座は，凡てを請い願う。わたしに持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。は です者，か。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。
27|39|す者，る人々の道ではなくとジンの御名において。大物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく席してはならない。あなたがたが（同から御立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちになる人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって参った者を犯しりま
しょう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いては能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 出来る人々の道ではなく者に。です者，。」と言う者がある頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
27|40| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。知った上は， を請い願う。もつ見ることが出来ない。者に。は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは一つ見ることが出来ない。の御名において。瞬き一つのようなもの。またはそきアッラーの御名において。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって参った者を犯しりましょ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 識 間の悪魔〔シャ
う。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ンは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。前に置し，当てもなくさ迷わせられる。かれたの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわたしの御名において。主の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。わーの御名において。 見ることが出来ない。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく感 す者，る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または恩知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラかを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように感 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に感 す者，る人々の道ではなく謝するであろう。 試 謝するであろう。 謝するであろう。
も同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラであってもわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく方崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。高な方です者，。」と言う者がある誰も）迷わさない。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
27|41|スライマ ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかの御名において。女の御名において。王座は，凡ての御名において。装をあなたがたに授けた。いを請い願う。 えなさい。かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれている人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれていなーの御名において。 変えてしまった。それでわれ 導きたまえ， 導きたまえ，
いの御名において。かを請い願う。 して よう。」と言う者があると言った。試 見ることが出来ない。
27|42|そ凡ての称讃あれ，こでかの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなくと「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。王座は，凡ては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ようであったの御名において。か。」と言う者があると ねた。かの御名において。女は言っ尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れらしゅうございます者，。」と言う者があるさてかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの考えた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女より以前に知った上は， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ識
られ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しています者，。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
27|43|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に していたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。 らせました。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 詰
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な民に先んじ（て下の御名において。一人でした。」と言う者がある
27|44|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 殿に巡礼する者，または（小巡礼に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくよう告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，池だと思い，（裾を上げだと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの裾を上げを請い願う。上の幸福を成就する者である。げ宮の（胎児の時が）直ぐ終るか， 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女は 脚を現わした。スライマーンは言った。「本当にこれはガラス張りの宮殴です。」かの女はを請い願う。 わした。スライマ ンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれはガラス りの御名において。 殴です。」かの女はです者，。」と言う者があるかの御名において。女は両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。 張 宮の（胎児の時が）直ぐ終るか， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは自ら不 を請い願う。犯していたためである。しました。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，スライマ ンと共に立礼しなさい。に万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報いたします者，。」と言う者があると言った。
27|45|われは先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サム ドの御名において。民に先んじ（て下にそ凡ての称讃あれ，の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。サ リフを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
い。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらは見ることが出来ない。 2派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に分を欺いているのに過ぎなれて争った時のことを思い起せ。だがアッラった。
27|46|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故善い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐの御名において。です者，か悪魔〔シャ 。
何故あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 わないの御名において。です者，か。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあず取り上げられる。本当にアッラかる人々の道ではなくの御名において。に。」と言う者があるーの御名において。 請い願う。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
27|47|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。仲 の御名において。者に。に就する者である。いて 占い矢は，忌み嫌われる悪魔の業である。これを避いす者，る人々の道ではなくと凶と出まし間の悪魔〔シャ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
た。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。凶兆は，アッラーの御許にあります。いや，あなたがたこは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 にあります者，。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたこーの御名において。 許に帰らせられる御方。
そ凡ての称讃あれ，は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく民に先んじ（て下です者，。」と言う者があるーの御名において。 試
27|48|この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいには 9人の御名において。一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいた。かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に害したためである。これもかれらがアッラーの掟に を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなさし改心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなかった。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 悪魔〔シャ
27|49|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ リフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない す者，る人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いあおうーの御名において。 襲った。 ーの御名において。 。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。に告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげましょう。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 していません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようであり護者も援助者もないのである。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 撃を受けている。われは人間の間に
嘘ではありません。』」と言う者がある
27|50|かれらは策 して企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アんだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われも策を請い願う。巡した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かない。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 気付かない。
27|51|だから る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらの御名において。策 の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなもの御名において。であったかを請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらとそ凡ての称讃あれ，の御名において。見ることが出来ない。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
民に先んじ（て下を請い願う。一 に ぼしてしまった。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
27|52|かく慈愛深きアッラーの御名において。てこれこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 墟と化したかれらの住居跡である。本当にこの中に知識あと化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こしたかれらの御名において。住むのである。居 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に知った上は， あ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 識
る人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。



27|53|そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。たちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。
27|54|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれはまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 だと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で廉 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ を請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 認し， 自ら証言したのである。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
27|55|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもない欲を請い願う。もって女たちを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて男の御名において。もとに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。です者，か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 知った上は，の御名において。民に先んじ（て下です者，。」と言う者がある無
27|56|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいからルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出しなさい。 これらの者は（等しく）失敗者である。かれらはーの御名において。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなる人々の道ではなく人びとです者，。」と言う者があると言うだけであった。純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
27|57|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。除き，背き去った。いてかれとかれの御名において。一家を請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女を請い願う。後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者，ことにしたーの御名において。 。
27|58|そ凡ての称讃あれ，してわれはかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの石を燃料との御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。どっと降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。この御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされた者に。にとり いであ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
った。
27|59|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に えあれ。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ばれる人々の道ではなくしもべたちの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。アッラーの御名において。 讃あれ， 選んで，自 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく好きな敵である。ましいか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか。
27|60| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，したの御名において。か。また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れでわ誰も）迷わさない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，美していますのに。」かれは仰せられしい果 を請い願う。おい茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこらせる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，この御名において。 木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。成 させる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには出来ない。アッラ樹園に就いての吉報を伝えなさ 樹 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い ーの御名において。
と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。れた民に先んじ（て下である人々の道ではなく。
27|61| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。不 の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。となし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。いて安定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。 動しむ人たち 設けた時 2つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。 に隔たりがあることを望むであろう。アッラーは，あなたがたにした間の悪魔〔シャ
壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 けたの御名において。か。アッラ と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は知った上は，らないの御名において。で設けた時 ーの御名において。
ある人々の道ではなく。
27|62|苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。さいに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。とす者，る人々の道ではなくの御名において。か。アッ難かしいこと。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誰も）迷わさない。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
ラ と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。ーの御名において。
27|63| と海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。情もなく，執り成しもない の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。は か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。前兆は，アッラーの御許にあります。いや，あなたがたこの御名において。吉 として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをる人々の道ではなくの御名において。は陸上の狩猟は， 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 導きたまえ， 誰も）迷わさない。 報を伝えなさ 風向きの 誰も）迷わさない。
か。アッラ と共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。アッラ はかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配して崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなくもーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。上の幸福を成就する者である。にいと高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。
27|64| 造に向かい，を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。扶 す者，る人々の道ではなくの御名において。は か。アッラ と共に立礼しなさい。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 を請い願う。 っている人々の道ではなくというの御名において。なら実 語り，正しい者の一人である。」 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。出しなさい。」と言う者がある証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」
27|65|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 でアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるまたか間の悪魔〔シャ ーの御名において。
れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 らされる人々の道ではなくか感知った上は，出来ない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
27|66|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。知った上は， は来世を堅く信じる者たちである。に及ばない。」と仰せられた。ばない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いてかれ識
らは盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。である人々の道ではなく。
27|67|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちやわたしたち祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きになってしまってから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように らされ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
る人々の道ではなくの御名において。であろうか。
27|68|わたしたちもわたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ことを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。人の御名において。物だ。」と言う約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
に ぎない。」と言う者がある語り，正しい者の一人である。」 過ぎな

27|69|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これら罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 届け下さいます。」けよ。」と言う者がある見ることが出来ない。
27|70|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに就する者である。いて悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 しなく慈愛深きアッラーの御名において。てもよい。またかれらの御名において。策 に心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。てもよい。嘆 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
27|71|かれらは言うの御名において。である人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 を請い願う。言うの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何実 嚇の）約束（が来るの）は何 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
です者，か。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので

27|72|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでいる人々の道ではなくことの御名において。 つ見ることが出来ない。かは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに迫られた場合は罪にはならっている人々の道ではなくかも知った上は，れ幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共
ない。」と言う者がある
27|73|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に し恩 を請い願う。施す者，す者，御方である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は感 もしていない間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。 。
27|74|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に す者，ことも わす者，ことも知った上は，っておられる人々の道ではなく。隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
27|75|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 されたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。明であられます。」 に の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。隠すことも知っている。」と仰せられた。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 記し，われとの約束を履行しなさ
27|76|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく している人々の道ではなく最も大きアッラーの御名において。な につ見ることが出来ない。いてーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか題なだけである。 語り，正しい者の一人である。」
る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。
27|77|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちに す者，る人々の道ではなく きアッラーの御名において。であり慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 導きたまえ，
27|78|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 智をもってかれらの間を裁定されるであろう。かれは，偉力ならを請い願う。もってかれらの御名において。 を請い願う。裁定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされる人々の道ではなくであろう。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなら叡智をもってかれらの間を裁定されるであろう。かれは，偉力なら 間の悪魔〔シャ 偉大な恩恵の主であられる。
びなく慈愛深きアッラーの御名において。全知った上は，であられる人々の道ではなく。
27|79|そ凡ての称讃あれ，こであなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に御任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせしなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な真理を）知った上は，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの上の幸福を成就する者である。にーの御名において。
いる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
27|80|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。に かせる人々の道ではなくことは出来ない。また えぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。に呼んでみなさび けても かせる人々の道ではなくことは出聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。取る人々の道ではなく は。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
27|81|またあなたは えない者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくいから く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。あなたはただ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。たち見ることが出来ない。 導きたまえ，
に かせられる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればかれらは服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなくであろう。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
27|82|かれらに し御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から一 を請い願う。 わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなか対し）その身を守るであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 獣が食い残したも 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ
ったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげさせよう。
27|83|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした一群を請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いに べよう。偽りのために，かれらには手 隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
27|84|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。席してはならない。あなたがたが（同）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来た 仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 識
を請い願う。理を）知った上は，解しないのか。出来なかったの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。嘘である人々の道ではなくとして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかったではないか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うでなかったら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは一体何を請い願う。していたの御名において。か。」と言う者がある
27|85|そ凡ての称讃あれ，して御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。自ら行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一言も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言え葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ
ないであろう。
27|86|かれらは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。かないの御名において。か。われはかれらの御名において。憩わせ，また昼間を明々白々にされいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく える人々の道ではなくように昼を請い願う。気付かない。 設けた時 見ることが出来ない。
定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく人びとへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
27|87|ラッパの御名において。吹きかれる人々の道ではなく日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあーの御名において。
る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は恐らくあなたがたはれ きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった身を守るであろう。を請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。してかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御前）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに り出よう。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か



27|88|あなたは山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 て 固に）信じようである人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうだろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく散らばせる雨の中に，また風向きのる人々の道ではなくように通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーり ぎていく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく見ることが出来ない。 堅く信じる者たちである。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 過ぎな 。
そ凡ての称讃あれ，れは凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完成なされる人々の道ではなくアッラ の御名において。御 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なさーの御名において。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
れる人々の道ではなく。
27|89|善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて来る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れよりも善いもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれから安全になろう。
27|90| 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えて来る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， から先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に投げて誰がげ まれよう。さてもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと悪魔〔シャ 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， われようか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，んなことはない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの報を伝えなさ
27|91|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 域となされたこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。主にだけ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさいと命じられたものから離れ，地上でじられた。凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はかれ聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。一人である人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
27|92|またクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 す者，る人々の道ではなくよう これらの者は（等しく）失敗者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，れで きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に かーの御名において。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 導きたまえ， 導きたまえ，
れる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して迷える人々の道ではなくう者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。の御名において。 1人に ぎない」と言う者があると言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。過ぎな
27|93|また言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。 えよ。かれは もなく慈愛深きアッラーの御名において。数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してあなたーの御名において。 讃あれ， 間の悪魔〔シャ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくことになろう。主はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かになされない。」と言う者がある疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
28|1|タ スィ ン ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
28|2|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか の御名において。 の御名において。御印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 書き変える。
28|3|われは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ とフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。物だ。」と言う の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」 1部を請い願う。ありの御名において。ままあなたに しよう読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 。
28|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。において 横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いてを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 党で，必ず勝利を得る派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に分を欺いているのに過ぎなけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の専らアッラーの印を否定しているだけ。 極く希である。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
さえて男 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女 は生かして置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは非道に導きたまえ，であった。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
28|5|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。国を与えた。で虐げられている人々の道ではなく者に。たちに情もなく，執り成しもないけを請い願う。 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれいと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 者に。となし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，懸命にアッラーを信頼しなさい。 導きたまえ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。国を与えた。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。 ぎにしようとした。継がせた，またわれはマルヤムの子イー
28|6|そ凡ての称讃あれ，してこの御名において。国を与えた。にかれらの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラさせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとハ マ ンの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警戒としして歩みを進めるが，暗闇になれ 確 ーの御名において。 ーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
いたことを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたりに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うとした。
28|7|そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれに乳を請い願う。 ませなさい。かれの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの身を守るであろう。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの上の幸福を成就する者である。に危ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
を請い願う。感じた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに投げて誰がげ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれたり悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんではならない。われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれを請い願う。あなたに返すことも出来ないであろう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」険があって 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。

徒となったの御名において。一人とす者，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある
28|8|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 となる人々の道ではなくかれを請い願う。拾い上げられることもあろう。」い げた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにフ敵である。地上には，あなたがたのため 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 挙げることを厭われない。信仰する者はそ
ィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとハ マンそ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちであった。ーの御名において。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
28|9|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある(これは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしとあなたの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。喜ばせるものである。」びです者，。かれを請い願う。 してはいけませ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
ん。わたしたちの御名において。役にも立たないであろう。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。こともありましょう。また 子にしてもよい。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなくこと養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
の御名において。意されている。味に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。かなかった。気付かない。
28|10|ム サ の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたになった。もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。しなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女ーの御名において。 ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
は危く慈愛深きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，打ち明であられます。」けてしまうところであった。やっとかの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。一人として留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まった。
28|11|そ凡ての称讃あれ，してかの御名において。女は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。後の審きの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。付かない。けなさい。」と言う者があると言った。そ凡ての称讃あれ，れでかの御名において。女はーの御名において。 ーの御名において。 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
く慈愛深きアッラーの御名において。からかれを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，っていたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは何も 付かない。かなかった。遠にその中に住むのである。 見ることが出来ない。 気付かない。

28|12|われは前もってかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに乳母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。乳）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じて置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れでかの御名において。女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の
は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなく家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。お知った上は，らせしましょうか。かれに に付かない。きアッラーの御名において。添う者に。たちであり懇切に言葉優しく話しかけなさい。
ます者，。」と言う者がある
28|13|こうしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに返すことも出来ないであろう。してやった。かの御名において。女の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は生 を請い願う。取り し悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。も消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ失せた気付かない。 戻そうと望んでいる。真理が 。
かの御名において。女はアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 である人々の道ではなくことを請い願う。 得るために，「これはアッラーから下ったものした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎならなかったーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 。
28|14|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく成年のに し立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な者に。になった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは英知った上は，と知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，けた。この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。な達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 識
す者，者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
28|15|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。していない隙に乗じ，一挙に飛びかかって襲おうと望んでいる。ただに町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2人の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こで相争った時のことを思い起せ。だがアッラっている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 かけ見ることが出来ない。
た。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 1人はかれの御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は 方の御名において。者に。であった。かれの御名において。一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 方の御名において。者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに加えられることを。敵である。地上には，あなたがたのため 敵である。地上には，あなたがたのため 対し）その身を守るであろう。
を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，こでム サ はかれを請い願う。 で打って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，息の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。を請い願う。正しい道に導きたまえ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てしまった。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは 魔勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 ーの御名において。 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 悪魔〔シャ

の御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人を請い願う。惑わす者，公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。」と言う者がある業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 敵である。地上には，あなたがたのため
28|16|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは自ら不 を請い願う。犯していたためである。しました。どうかわたしを請い願う。御赦し，また善行をする者にし義を知っているとあなたがたに告げたではないか
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。赦し，また善行をする者にされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
28|17|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしに恩 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいました。だからわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もう恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
して罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，者に。たちの御名において。味方にはなりません。」と言う者がある決して正しく導か

28|18|翌朝にタべに讃えなさい。」かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あたりを請い願う。警戒としし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。きアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 回す者，と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。前日の主宰者に。かれに援見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
助けを請い願う。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに助けを請い願う。けを請い願う。 うて叫び声の外聞けない者のようんだ。ム サ はかれに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはよく慈愛深きアッラーの御名において。よく慈愛深きアッラーの御名において。 いを請い願う。しで請い願う。 ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
かす者，男だ」と言う者がある。
28|19|そ凡ての称讃あれ，れでかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。 である人々の道ではなく者に。に暴かれた。力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなおうと 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。した ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相手は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ敵である。地上には，あなたがたのため 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたは昨日の主宰者に。人を請い願う。 したように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。も そ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。あなたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 和であり，慈悲であるを請い願う。 る人々の道ではなくこ殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 調停するのは，罪では 計があろう。」と言った。
とを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない暴かれた。君であった。になりたいの御名において。でしょう。」と言う者がある
28|20|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 一人の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。一番はず取り上げられる。本当にアッラれから走って来て言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 そ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
うと相 している人々の道ではなく。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ぐ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りなさい。わたしはあなたの御名において。 な忠告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。です者，。」と言う者がある談しなさい。いったん決った 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
28|21|そ凡ての称讃あれ，れでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあたりを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 回し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こから逃されない。げ出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある不 の御名において。民に先んじ（て下からわ見ることが出来ない。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
たしを請い願う。御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言った。
28|22|かれは を請い願う。マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。方に向かい，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。平和であり，慈悲であるな正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくかもしれませ顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 導きたまえ，
ん。」と言う者があると言った。
28|23|そ凡ての称讃あれ，れからマドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 に来てみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは一群の御名において。人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。やっている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。場所から離れさ
た。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ隅に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 2人の御名において。 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 命じられたものから離れ，地上でに家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 に近よらせまいとして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。方に控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえている人々の道ではなく婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 懸命にアッラーを信頼しなさい。 場所から離れさ

の御名において。を請い願う。 かけた。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるお見ることが出来ない。 2人はどうかなされたの御名において。です者，か。」と言う者がある2人は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはそ凡ての称讃あれ，の御名において。
牧して食夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。やる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ません。わたしたちの御名において。父は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 年の老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいています者，。」と言う者がある帰らせられる御方。 変えてしまった。それでわれ
28|24|そ凡ての称讃あれ，こでかれは 2人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。群に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。やり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」 に退いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。陰
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに御授けたものを施す者，けになる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何か善いもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲しいの御名において。です者，。」と言う者がある



28|25|2人の御名において。女の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 1人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラかしげにかれの御名において。ところにやって来て言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打恥ずべき懲罰を受けるであろう。
を請い願う。やって下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，父が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。御招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御礼したいそ凡ての称讃あれ，うです者，。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。ところにやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，身を守るであろう。の御名において。上の幸福を成就する者である。 を請い願う。した。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配なさる人々の道ではなくな。あなたは不 の御名において。民に先んじ（て下から話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 親，孤児，貧者を規切に扱い 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
逃されない。れたの御名において。です者，。」と言う者がある
28|26|2人の御名において。女の御名において。 1人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。御雇いなさいませ。あなたのために雇って一番善いのは，強健いなさいませ。あなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に雇いなさいませ。あなたのために雇って一番善いのは，強健って一番善いの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
で （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな人物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，。」と言う者がある誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
28|27|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの父 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし親，孤児，貧者を規切に扱い 8年の わたしの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に いてく慈愛深きアッラーの御名において。れれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは間の悪魔〔シャ 働く者となるであろうから。」 2人の御名において。
娘たちがいる。あなたがたにとっての御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 1人を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかせたい。もし 10年のを請い願う。 やしたいならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れもあなたの御名において。御自由に任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせよう。費やし，礼拝の務めを守り，定
わたしはあなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 理を）知った上は， いす者，る人々の道ではなくつ見ることが出来ない。もりはない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しい人 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく無 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたにも分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある
28|28|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れはわたしとあなたの御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであります者，。ーの御名において。 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 2つ見ることが出来ない。の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。の御名において。ど
ちらを請い願う。 期としても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。言ったことの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人であられ満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 責は必ず不信心者の上に下る ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
ます者，。」と言う者がある
28|29|そ凡ての称讃あれ，れからム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく年の期を請い願う。 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いと一 に旅している人々の道ではなく ト ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。傍に，一点の火を認めたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一点の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たーの御名において。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 認し， 自ら証言したのである。 。
かれは家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っていなさい。わたしは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。あそ凡ての称讃あれ，こからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息認し， 自ら証言したのである。
を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来よう。または火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り把を持ち帰ることが出来よう。あるいはあの火で，導かれるかもしれない。」を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち返すことも出来ないであろう。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。暖め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。」と言う者がある
28|30|そ凡ての称讃あれ，こにやってく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，谷 の御名において。右 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。された地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく一本の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」から声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるおおム サ間の悪魔〔シャ 側こそは，最高の ーの御名において。 ーの御名において。
よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ である人々の道ではなくぞ。ーの御名において。
28|31|さ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。杖で岩を打を請い願う。投げて誰がげなさい。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくとかれはそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蛇であった。の御名において。ように く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，踵を返す者と使徒に従う者とを見分けるためである。これは容易でを請い願う。返すことも出来ないであろう。して逃されない。げ出動しむ人たち 見ることが出来ない。
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。ろも振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり向かい，かなかった。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 また声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近寄った上れ。そ凡ての称讃あれ，して恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくな。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， されている人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。 護者も援助者もないのである。
28|32|あなたの御名において。手を請い願う。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れなさい。何の御名において。触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言りもないの御名において。にそ凡ての称讃あれ，れは白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。なろう。恐らくあなたがたはの御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，腕を請い願う。懐疑の徒の仲間となってはならない。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。付かない。け（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものれば落付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。だろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主からの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちに両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後脇に）締め付け（れば落付くだろう）。これらは，あなたの主からの，フィルアウンとその長老たちに 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
す者，る人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 2つ見ることが出来ない。の御名において。 明であられます。」である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある証人を呼んでみなさ 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。

28|33|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはかれらの御名において。 1人を請い願う。 しました。そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。 す者，の御名において。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
を請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。
28|34|しかしわたしの御名において。兄の御名において。ハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンはわたしよりも雄弁です者，。そ凡ての称讃あれ，れでわたしの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じられる人々の道ではなく援助けを請い願う。者に。ーの御名において。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。わたしと一 に わして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに虚な言の御名において。徒となったとされる人々の道ではなくことを請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。」と言う者がある諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 遺言をするよう定め
28|35|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれはあなたの御名において。兄を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ腕とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人に 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。授けたものを施す者，け両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
よう。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであによってかれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに危害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人とあ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 利者に。となる人々の道ではなく。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
28|36|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 に来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり上の幸福を成就する者である。げたーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
魔 に ぎません。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こんなことは きアッラーの御名において。ませんでした。」と言う者がある術を教え，またバービル 過ぎな 間の悪魔〔シャ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
28|37|ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。御 から来たの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。まいを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。
得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。熟知った上は，される人々の道ではなく。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は して成功する者である。しません。」と言う者がある悪魔〔シャ 決して正しく導か
28|38|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちよ。わたし以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。そ凡ての称讃あれ，してハ長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 筈がない。そしてハ
マ ンよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹き（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 いた 瓦）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでわたしの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に高殿に巡礼する者，または（小巡礼を請い願う。 け。そ凡ての称讃あれ，してム サ の御名において。神があるなどと唱えてはならない。の御名において。 に登って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさこう。ーの御名において。 ーの御名において。 焼き払うようなことを 煉瓦）でわたしのために高殿を築け。そしてムーサーの神の許に登って行こう。 築造していたものを破壊した。 ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。

わたしには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうもかれは虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれる人々の道ではなく。」と言う者がある
28|39|かれとかれの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において正しい道に導きたまえ， を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったであった。そ凡ての称讃あれ，して自分を欺いているのに過ぎなたちは してわれに軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 無視 決して正しく導か
されないの御名において。だと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，考えていた。帰らせられる御方。

28|40|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとかれの御名において。 を請い願う。捕え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに投げて誰がげ んだ。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどん軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 見ることが出来ない。 悪魔〔シャ
なもの御名において。であったかを請い願う。。
28|41|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に う先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 者に。とした。 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは助けを請い願う。けられる人々の道ではなくこと獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ 導きたまえ， 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
はない。
28|42| 世を堅く信じる者たちである。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに いを請い願う。付かない。きアッラーの御名において。 わせた。 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは嫌う。自分たちのために善いことを，あわれる人々の道ではなくであ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 纒わせた。復活の日においても，かれらは嫌われるであ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
ろう。
28|43|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼした後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。 眼には，（ムスリム軍勢が）の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また きアッラーの御名において。と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 開いて 導きたまえ， ーの御名において。
サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 訓戒とし
28|44|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくム サ に命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの西 におらず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人でもーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 側こそは，最高の 証人を呼んでみなさ
なかった。
28|45|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ごさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。永らえさせた。あなたはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 過ぎな
ンの御名において。民に先んじ（て下の御名において。 に住むのである。んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。 もしたわけではなかった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったた間の悪魔〔シャ 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
ちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしたの御名において。である人々の道ではなく。
28|46|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの呼んでみなさび けた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはシナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。傍に，一点の火を認めたらにいたわけではなかった。ーの御名において。 ーの御名において。 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。主からの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。として（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前にーの御名において。 1人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。ももたなかった
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの民に先んじ（て下に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたは遣わした。あなたは業火の住人にわされたの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくであろ訓戒とし
う。
28|47|もしそ凡ての称讃あれ，うしなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」になした（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いかか災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 襲った。
る人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。わたしたちに御遣わした。あなたは業火の住人にわ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
しにならなかったの御名において。か。わたしたちはあなたの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い者に。になったもの御名において。を請い願う。。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
28|48|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに届け下さいます。」けられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。と同じで，（頑固に）信じよう許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 ーの御名において。
じようなもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてかれに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないの御名において。であろうか。」と言う者があるかれらは以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたーの御名において。 ーの御名において。
もの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかったではないか。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある2つ見ることが出来ない。とも魔 である人々の道ではなく。互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに助けを請い願う。けあうもの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があると言っ術を教え，またバービル
た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどちらも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。」と言う者があると言ったりした。
28|49|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 2つ見ることが出来ない。よりも れた きアッラーの御名において。となる人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 から持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな優るか，またはそれと同様の 導きたまえ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
って来い。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはそ凡ての称讃あれ，れに おう。」と言う者がある実 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
28|50|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえられないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに ってい従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。



る人々の道ではなくに ぎないことを請い願う。知った上は，れ。アッラ からの御名において。 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに う者に。以上の幸福を成就する者である。に道に導きたまえ，に迷える人々の道ではなくう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。過ぎな ーの御名において。 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 悪魔〔シャ 導きたまえ，
28|51|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとわれはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにも言 を請い願う。届け下さいます。」けた。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくであろう。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 訓戒とし
28|52|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれ以前に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた者に。たちはよく慈愛深きアッラーの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
28|53|そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた真理を）知った上は，です者，。わたした読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
ちはこれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。わたしたちはこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前からムスリムであったの御名において。です者，。」と言う者がある
28|54|これらの御名において。者に。は 2倍の御名において。 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善を請い願う。もって を請い願う。退け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 悪魔〔シャ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。を請い願う。施す者，す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。
28|55|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，つ見ることが出来ない。まらない を請い願う。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなく かれらは身を守るであろう。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。いて言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ談しなさい。いったん決った話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。わたしたちは真理を）知った上は，を請い願う。拒む
者に。を請い願う。相手にしない。
28|56|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。好きな敵である。む者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに導きたまえ， ーの御名において。 導きたまえ，
きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。かれは かれた者に。を請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。導きたまえ，
28|57|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたと一 になって きアッラーの御名において。に うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはこの御名において。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われる人々の道ではなくことになろう。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に安全な 域を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われからの御名において。 として凡ての称讃あれ，ての御名において。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 設けた時 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
果 を請い願う。そ凡ての称讃あれ，こに集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならない。実
28|58|われは如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安 で裕福を成就する者である。な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生活の生計があろう。」と言った。に有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかになった町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ぼしたことであろうか。そ凡ての称讃あれ，れ楽 頂けよう。」 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
以来，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。居所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かな人びとを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。住むのである。む者に。もない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 局かれらの懲罰は軽減されず，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。相 者に。で極く希である。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
ある人々の道ではなく。
28|59|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。主はそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの国を与えた。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ都に使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 してからでなければ読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 1
つ見ることが出来ない。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。も ぼしたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかった。またそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいや村の）正門から入ってかれらを請い願う。 ぼさなかった。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
28|60|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。便益なく，また決して正しく導かと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 りに ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 過ぎな ーの御名において。
の御名において。御 にある人々の道ではなくもの御名において。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善で永 に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。許に帰らせられる御方。 遠にその中に住むのである。
28|61|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく良いものの代りにつまらないものをい 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく果される人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。快 を請い願う。享受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れ出される人々の道ではなくような者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじであろうか。懲罰を科せられよう。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
28|62|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに呼んでみなさびかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言い っていた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仲 たち張 間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある処でも望む所で，思う存分
28|63|判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言い渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく者に。たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくわせた者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。決して正しく導か
の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，。かれらを請い願う。迷える人々の道ではなくわせましたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなたちも迷える人々の道ではなくっていたの御名において。です者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに対し）その身を守るであろう。
して 白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。です者，。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してわたしたちではありません。」と言う者がある潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 決して正しく導か
28|64|す者，る人々の道ではなくと言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。仲 に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでかれらはそ凡ての称讃あれ，れらに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
れらは答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえない。かれらは を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれていたならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよかったもの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 導きたまえ，
28|65|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらに呼んでみなさび けて仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに何と答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえたの御名において。か。」と言う者がある掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
28|66|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息はかれらに分を欺いているのに過ぎならなく慈愛深きアッラーの御名において。なり互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに ねあうことも出来ない。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
28|67|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しんだ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，成功する者である。者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくことになろう。動しむ人たち
28|68|あなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。を請い願う。 られまた ばれる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ことは出来ないの御名において。であ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 選んで，自 選んで，自
る人々の道ではなく。アッラ に えあれ。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなくもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。神があるなどと唱えてはならない。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ，
28|69|またあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に す者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことを請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
28|70|かれこそ凡ての称讃あれ，はアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない。 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく 美していますのに。」かれは仰せられはかれにこそ凡ての称讃あれ，属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。と来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 帰らせられる御方。
28|71|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えられる人々の道ではなくの御名において。か。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。 けられたとす者，ーの御名において。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに光を取りを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にどんな神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なお かーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ないの御名において。か。」と言う者がある
28|72|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えられる人々の道ではなくの御名において。か。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで昼を請い願う。 けられたとす者，ーの御名において。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，休息す者，る人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にどんな神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはなーの御名において。
お分を欺いているのに過ぎならないの御名において。か。」と言う者がある
28|73|かれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。こころから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また
かれの御名において。恩典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。謝するであろう。
28|74|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらに呼んでみなさび けて仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言い っていた。かれの御名において。同じで，（頑固に）信じよう掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 張 輩を除いては，ムーサーを信じようとしなかった。かれらはフィルアウンや首長の
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある処でも望む所で，思う存分
28|75|われは凡ての称讃あれ，ての御名において。民に先んじ（て下からそ凡ての称讃あれ，れぞれ 人を請い願う。 げて言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出せ。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれら証人を呼んでみなさ 挙げることを厭われない。信仰する者はそ 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，はアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御一人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。もの御名において。である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく捏造に向かい，していたもの御名において。たちは消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくでーの御名において。
あろう。
28|76|さてカ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。民に先んじ（て下の御名において。一人であったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄な 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。とる人々の道ではなくようになったーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 。
われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夥しい戦利品がある。以前あなたがたもしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 宝を請い願う。かれに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宝 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，数の者を人の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。 い男たちにとっても重い懲罰を科せられよう。かった財 庫（の管理者）に任命して下さい。わたしは本 鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 。
皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかになってはなりません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。頂けよう。」 ーの御名において。
になられません。
28|77|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいを請い願う。 い求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなくあなたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの むーの御名において。 請い願う。 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
べきアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれてはなりません。そ凡ての称讃あれ，してアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに善いもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなくように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたもーの御名において。
善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐んではなりません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になりませ悪魔〔シャ ーの御名において。 悪魔〔シャ
ん。」と言う者がある
28|78|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれを請い願う。授けたものを施す者，かったの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなく知った上は， （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの能であられる。力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者があるアッラ識
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いく慈愛深きアッラーの御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らなかったの御名において。か。かれらは力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。点でかれよりも く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蓄を荒し廻る。だがアえもーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た

巨 であった。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの直に死を願いぐには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ねられないの御名において。である人々の道ではなく。額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
28|79|そ凡ての称讃あれ，こでかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものカ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，煌びやかに身を飾って人びとの中に出て行った。現世の生活を冀っびやかに身を守るであろう。を請い願う。 って人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった。 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。冀っっーの御名において。 ーの御名において。 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
ている人々の道ではなく者に。たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもカ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたようなもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく戴けたならばなあ。本けたならばなあ。本ーの御名において。 ーの御名において。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい幸 の御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな主です者，。」と言う者がある運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが



28|80|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，けられていた者に。たちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある情もなく，執り成しもないけないことを請い願う。言うな。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい識
に励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 こそ凡ての称讃あれ，最も れています者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。だけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。戴けたならばなあ。本く慈愛深きアッラーの御名において。だろーの御名において。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 優るか，またはそれと同様の
う。」と言う者がある
28|81|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。屋敷を地の中に埋めてしまった。かれには，アッラーの外に助け手もを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てしまった。かれには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に助けを請い願う。け手もーの御名において。
なく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくことも出来なかった。
28|82|前日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ を請い願う。 んでいた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言い始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。場所から離れさ 羨んではならない。男たちは，その ーの御名において。
の御名において。しもべたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また少く慈愛深きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， まれる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッラ の御名において。深きアッラーの御名において。い御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったなら恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもきアッラーの御名において。っと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。まっていたであろう。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して成功する者である。しない決して正しく導か
ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなりました。」と言う者がある
28|83|来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいとはこの御名において。ようなもの御名において。。われは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 りたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわない者に。にこれ張 悪魔〔シャ
を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。善果は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。にある人々の道ではなく。
28|84|善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに じて いる人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の 悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 応 報を伝えなさ
28|85|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。あなたに授けたものを施す者，けられる人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたを請い願う。 る人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに される人々の道ではなくであーの御名において。 帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
ろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。を請い願う。導きたまえ， (西?))す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また明であられます。」らかに迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく であ誰も）迷わさない。 誰も）迷わさない。
る人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。」と言う者がある
28|86| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに届け下さいます。」けられる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不期しなかったところで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偏にあなたの御名において。主からの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
である人々の道ではなく。だから して不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。を請い願う。支持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなしてはならない。決して正しく導か
28|87|アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから ざける人々の道ではなくようなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあってはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。あなたの御名において。主に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。け。 して多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。遠にその中に住むのである。 決して正しく導か
仲 になってはならない。間の悪魔〔シャ
28|88|またアッラ と一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。どんな神があるなどと唱えてはならない。にも祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってはならない。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
かれの御名において。御 の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の す者，る人々の道ではなく。裁 はかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。御 に される人々の道ではなくの御名において。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 決して正しく導か 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
である人々の道ではなく。
29|1|アリフ ラ ム ミ ム。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
29|2|人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。」と言う者があると言いさえす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくことはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放って置し，当てもなくさ迷わせられる。かれる人々の道ではなく試
と考える人々の道ではなくの御名において。か。
29|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。も み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な者に。を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また虚な言の御名において。徒となったを請い願う。も試 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ知った上は，っておられる人々の道ではなく。
29|4| を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われを請い願う。出し く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくと考えている人々の道ではなくの御名において。か。かれらの御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いの御名において。もとであ悪魔〔シャ 抜かりない立証者であられる。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
る人々の道ではなく。
29|5|アッラ に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことを請い願う。切に扱い望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。は かに来る人々の道ではなく。かれは全 にしーの御名において。 ーの御名において。 確 聴
て全知った上は，であられる人々の道ではなく。
29|6|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，べて奮闘努力する者， 奮闘努力する者， ーの御名において。
の御名において。もの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何一つ見ることが出来ない。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。
29|7|われは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった最善の御名において。ことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ動しむ人たち 報を伝えなさ
いる人々の道ではなくであろう。
29|8|われは人 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に して 切に扱いにす者，る人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに し何だ間の悪魔〔シャ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。 規切に扱い 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。
か分を欺いているのに過ぎならないもの御名において。を請い願う。われに配す者，る人々の道ではなくように いる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに ってはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれ強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
の御名において。 に る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
29|9|われは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ正しい道に導きたまえ， の御名において。人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせる人々の道ではなくであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
29|10|人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようします者，。」と言う者があると言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。道に導きたまえ，の御名において。たーの御名において。 ーの御名において。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに苦の）果実の損失で，必ずあなたがた に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。まる人々の道ではなくでアッラ の御名において。 である人々の道ではなくかの御名において。ように考える人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。またもしあな難かしいこと。 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
たの御名において。主からの御名において。助けを請い願う。け（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと 利）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のよう？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一勝手に）変えてしまった。それでわれ
でした。」と言う者があるなどと言う。万人の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，る人々の道ではなく御方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ ではないか。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し ーの御名において。

29|11|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。も必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
29|12|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。道に導きたまえ，に いなさい。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ ってやりましょう。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いはしない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
にかれらは虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなく。
29|13|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。うえ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。も うであろう。 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
の御名において。虚な していたことに就する者である。いて必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ いただされる人々の道ではなくであろう。構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
29|14|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てわれはヌ フを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわした。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まる人々の道ではなくこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，千年のに欠けるか幼弱者であり，または自らロける人々の道ではなくーの御名において。 間の悪魔〔シャ 50年の。人
びとは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，洪水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打に われた。悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 襲った。
29|15|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと方舟の中で一緒であったものたちを救い，わの御名において。仲 とを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 戒としとした。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 訓戒とし
29|16|そ凡ての称讃あれ，してイブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も良いものの代りにつまらないものをい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくならば。
29|17|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な を請い願う。捏造に向かい，している人々の道ではなくに ぎない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 偽りのために，かれらには手 過ぎな
アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて す者，る人々の道ではなくもの御名において。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えはない。だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。謝するであろう。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
29|18|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりしても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いも嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
もの御名において。である人々の道ではなく。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只公明であられます。」に える人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。」と言う者がある伝えなさ
29|19|かれらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に 造に向かい，を請い願う。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
はアッラ には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように容易でなことである人々の道ではなく。ーの御名において。
29|20|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもせよ。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 造に向かい，を請い願う。なされたかを請い願う。。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 造に向かい，を請い願う。なされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
29|21|かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。垂れられる。アッラれられる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなくの御名において。罰を科せられよう。 許に帰らせられる御方。
である人々の道ではなく。



29|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおいても地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 挫けさせる人々の道ではなくことは出来ない。またア計があろう。」と言った。 頓着な方ではない。」
ッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。も援助けを請い願う。者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
29|23|アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないでまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとの御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。にはわれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うかる人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 見ることが出来ない。
痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
29|24|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下の御名において。返すことも出来ないであろう。答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。 しなさい。 いてしまいなさい。」と言う者があると言うだーの御名において。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 焼き払うようなことを
けであった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りからかれを請い願う。御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいなされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく人びとへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。
ある人々の道ではなく。
29|25|またかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，お互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。慈しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。としてアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
置し，当てもなくさ迷わせられる。いて偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう し合は鮮かで，見る者をい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに い合は鮮かで，見る者をう復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは 認し， 自ら証言したのである。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
であろう。住むのである。まいといえば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
29|26|ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じた。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，り住むのである。もうーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
29|27|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにイスハ クとヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ような子 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。子 の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかーの御名において。 ーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 間の悪魔〔シャ 預言者たち）に啓示したもの
分を欺いているのに過ぎなと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 を請い願う。も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。来世を堅く信じる者たちである。においてもかれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったの御名において。仲 になろう。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ
29|28|またルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。している人々の道ではなく。あーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かでもしなかったことを請い願う。。
29|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男性に近付かない。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また公道に導きたまえ，で 盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時りで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忌まわしい道である。まわし強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 働く者となるであろうから。」
い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。している人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。民に先んじ（て下は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 を請い願う。言うの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちにアッラ の御名において。実 ーの御名において。

を請い願う。懲罰を科せられよう。 (湾?))してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者があると言うだけである人々の道ではなく。
29|30|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下からわたしを請い願う。御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
29|31|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってイブラ ヒ ムの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたし報を伝えなさ ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。人びとを請い願う。 ぼそ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくところである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにここの御名において。住むのである。民に先んじ（て下は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちばかりであ滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 悪魔〔シャ
る人々の道ではなく。」と言う者がある
29|32|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こにいる人々の道ではなく。」と言う者があるかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こにいる人々の道ではなくかを請い願う。熟知った上は，している人々の道ではなく。落伍者に。である人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ト）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれもそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。も必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ誰も）迷わさない。 ーの御名において。
救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうであろう。」と言う者がある
29|33|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。ところに来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えさを請い願う。感じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 無
んだ。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配してはなりません。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんではなりません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。も救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいます者，。かの御名において。女は落伍者に。です者，。
29|34|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくところで悪魔〔シャ無 懲罰を科せられよう。
す者，。」と言う者がある
29|35|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはそ凡ての称讃あれ，れによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。したの御名において。である人々の道ではなく。
29|36|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マドヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにそ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳の御名において。シュアイブを請い願う。 わした。かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人遺言をするよう定め
びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。退 させてはならない。」と言う者があるーの御名において。 悪魔〔シャ 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
29|37|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした。そ凡ての称讃あれ，れで大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，翌朝にタべに讃えなさい。」かれらは家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に平襲った。
伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしていた。
29|38|またア ドとサム ドに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 墟と化したかれらの住居跡である。本当にこの中に知識あと化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。住むのである。まいによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにーの御名において。 ーの御名において。 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
明であられます。」 である人々の道ではなく。 魔はかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多である人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられていたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 悪魔〔シャ 見ることが出来ない。識
から 反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報させる人々の道ではなく 末であろうか。となった。離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
29|39|またカ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンとフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとハ マ ンの御名において。ことである人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。かれにーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ (西?))した
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において高慢で不信の徒となったであった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの淡ぐことは出来なかった。ぐことは出来なかった。
29|40|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りらして じめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。ある人々の道ではなく者に。には砂石を燃料との御名において。暴かれた。 を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあ懲 風向きの
る人々の道ではなく者に。には一声と叫び声の外聞けない者のよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので いかかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。は大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またある人々の道ではなく者に。を請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。これはアッラ懲罰を科せられよう。 襲った。 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 なったの御名において。ではない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 なったの御名において。である人々の道ではなく。損なったのではなく，只自分の 損なったのではなく，只自分の
29|41|アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。主人を請い願う。取る人々の道ではなく者に。を請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなで自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家を請い願う。造に向かい，る人々の道ではなく蜘蛛のようなものの御名において。ようなもの御名において。ーの御名において。
である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でも最も弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをいの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蜘蛛のようなものの御名において。家である人々の道ではなく。かれらに分を欺いているのに過ぎなっていたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よかったの御名において。に。
29|42|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いてかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
らびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
29|43|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は， ある人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しない。間の悪魔〔シャ 識
29|44|アッラ は 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。真理を）知った上は，によって 造に向かい，なされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
29|45|あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように礼 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさと 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられから啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
ざける人々の道ではなく。なお最も大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられなことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ〔シャズィクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しす者，る人々の道ではなくことである人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。 ーの御名において。
うことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
29|46|また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下と す者，る人々の道ではなくさいには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な これらの者は（等しく）失敗者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。にたいしては啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 臨 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。

れたもの御名において。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。わたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。は同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。わたしたーの御名において。 ーの御名において。
ちはかれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
29|47|われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられている人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。またこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちーの御名において。
す者，る人々の道ではなくの御名において。は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。だけである人々の道ではなく。
29|48|あなたはそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。も まなかった。またあなたの御名において。右手でそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 きアッラーの御名において。写しし啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読 書き変える。
もしなかった。そ凡ての称讃あれ，うであったから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な に う者に。は疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いたであろう。偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
29|49|いやこれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた者に。の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。不 の御名において。徒となったの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。識 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしない。
29|50|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故主から印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされないの御名において。か。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう
に凡ての称讃あれ，ての御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 にある人々の道ではなく。わたしは公明であられます。」な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 許に帰らせられる御方。 過ぎな



29|51|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらに す者，る人々の道ではなく。かれらにはそ凡ての称讃あれ，れで十分を欺いているのに過ぎなではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。と 戒としが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。訓戒とし
29|52|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として万全であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 証人を呼んでみなさ
かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。だから虚な を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じてアッラ に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は失 す者，る人々の道ではなく者に。であろ偽りのために，かれらには手 ーの御名において。 敗者である。
う。」と言う者がある
29|53|かれらは を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。もし定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラか懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
れらに来る人々の道ではなくであろう。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。かない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ うであろう。気付かない。 襲った。
29|54|かれらは を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちを請い願う。取り んでいる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 囲まれる。
29|55| は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。からまた足を踏み入れるこ元からかれらを請い願う。 う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなた懲罰を科せられよう。 襲った。
の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。味わえ。」と言う者がある
29|56|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくわれの御名において。しもべよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いの御名において。である人々の道ではなく。だからわれだけに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。広大無辺にして全知であられる。
29|57|各人は死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。味わわなければならない。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわれの御名において。 に される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
29|58|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく流れる楽園に就いての吉報を伝えなされている人々の道ではなく の御名において。高殿に巡礼する者，または（小巡礼に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，落ち着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のか楽園に就いての吉報を伝えなさ
せよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こに住むのである。まわせる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。への御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，り いことよ。遠にその中に住むのである。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 難かしいこと。
29|59|これはよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， している人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものへの御名において。 である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
29|60|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。 保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが出来ないもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいことであろうか。アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはそ凡ての称讃あれ，れらとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 確 ーの御名において。
たを請い願う。 われる人々の道ではなく。かれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 聴
29|61|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で させる人々の道ではなくか。」と言う者があると うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ誰も）迷わさない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
らは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言うであろう。そ凡ての称讃あれ，れならどうしてかれらは迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。ーの御名において。
29|62|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。しもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。には を請い願う。 かに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，う望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。にはーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
切に扱いり め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。詰 ーの御名において。
29|63|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでいる人々の道ではなく大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があると誰も）迷わさない。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言うであろう。言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。 えます者，」と言う者がある。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか ーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，

の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない。
29|64| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， びや れに ぎない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 の御名において。生活の生計があろう。」と言った。である人々の道ではなく。もしかれらに分を欺いているのに過ぎなって現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 過ぎな 実
いたならば。
29|65|かれらは船の中に，またアッラーがに っている人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。して祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをって乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 陸上の狩猟は， 無
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たちまちかれらは偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。だし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
29|66|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，り く慈愛深きアッラーの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，享 に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとに分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。難かしいこと。 楽
29|67|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく安全な 域を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。に 付かない。かないの御名において。か。まわりでは人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく略 に晒されない。」されてい聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 気付かない。 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
る人々の道ではなくというの御名において。に。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは虚な を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなくの御名において。か。構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
29|68|アッラ に し虚な を請い願う。捏造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 偽りのために，かれらには手 (お?))されたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い偽りのために，かれらには手
不 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちの御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
29|69|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 努力なもの）になるまでかれらに対して戦え〔シャジハ ド〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア奮闘努力する者， ーの御名において。 導きたまえ，
ッラ は善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。と共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。ーの御名において。
30|1|アリフ ラ ム ミ ム。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
30|2|ビザンチンの御名において。民に先んじ（て下は打ち かされた。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
30|3|近接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。す者，る人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打ち かされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 北の後直ぐに勝つであろう。の御名において。後の審きの日の主宰者に。直に死を願いぐに つ見ることが出来ない。であろう。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 敗者である。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
30|4|数の者を年のの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。前の御名において。 合は鮮かで，見る者をも後の審きの日の主宰者に。の御名において。 合は鮮かで，見る者をも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てはアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ムスリム勝手に）変えてしまった。それでわれ 場所から離れさ 場所から離れさ ーの御名において。
たちは喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。
30|5|アッラ の御名において。 利を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。助けを請い願う。けられる人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 偉大な恩恵の主であられる。
きアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。
30|6|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。 えられない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
ない。
30|7|かれらの御名において。知った上は，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。表面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはだけである人々の道ではなく。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 末であろうか。に就する者である。いては注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。しない。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
30|8|かれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，しないの御名において。か。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 造に向かい，なされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
唯真理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなくことを請い願う。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう す者，る人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 認し， 自ら証言したのである。
30|9|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅してかれら以前の御名において。者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何であったかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしな観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
いの御名において。か。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの昔のことは問わないがの御名において。人）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらよりも力なもの）になるまでかれらに対して戦えにおいて れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。掘らせ，その弟の死体を，如何に覆うべきかをかり起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて耕作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらよ優るか，またはそれと同様の
りも えていた。そ凡ての称讃あれ，して使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは明であられます。」 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってかれらの御名において。ところに来た。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ったの御名において。では栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 証人を呼んでみなさ ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の
ない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 ったの御名において。である人々の道ではなく。損なったのではなく，只自分の
30|10|所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったの御名において。最後の審きの日の主宰者に。は い。そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。愚か者が信仰弄ししていた詮悪魔〔シャ 悪魔〔シャ ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
30|11|アッラ はまず取り上げられる。本当にアッラ 造に向かい，を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。かれに される人々の道ではなく。ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 帰らせられる御方。
30|12|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ある人々の道ではなく者に。は 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなくであろう。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 絶するで
30|13|そ凡ての称讃あれ，してかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配した（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に り成す者，者に。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれ執り成しも許されず，償いも受
らも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。配したもの御名において。たちを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう す者，る人々の道ではなく。認し， 自ら証言したのである。
30|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。人は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものちりぢりにされる人々の道ではなくであろう。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
30|15|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしんだ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。野 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸せにされよう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り
30|16|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと来世を堅く信じる者たちである。での御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主との御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。虚な である人々の道ではなくとした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に付かない。せられよう。見ることが出来ない。 偽りのために，かれらには手 懲罰を科せられよう。
30|17|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夕暮れまで斎戒を全うしなさい。マスにまた に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えなさい。暁に（罪の）赦しを ーの御名において。 讃あれ，
30|18|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおいても地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 光を取りはかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。午后 く慈愛深きアッラーの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また日の主宰者に。の御名において。 きアッラーの御名において。初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 ーの御名において。
えなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。讃あれ，

30|19|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から生を請い願う。(打?))し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また生から死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。(打?))され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れ果てた大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせる人々の道ではなく。これ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
と同じで，（頑固に）信じようじようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。出される人々の道ではなく。



30|20|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きからあなたを請い願う。 られたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた人創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 見ることが出来ない。
は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの繁殖させられたのはかれである。かれの御許に，あなたがたは集められる。して地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの散らばせる雨の中に，また風向きのらばった。間の悪魔〔シャ

30|21|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に配偶を請い願う。 られたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかの御名において。女らによって安らぎを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り らわれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に と情もなく，執り成しもないけの御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。植え計があろう。」と言った。 間の悪魔〔シャ 愛深きアッラーの御名において。
付かない。けられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，考え深きアッラーの御名において。い者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
30|22|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，肌色の食物だけでは耐えられを請い願う。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく なったもの御名において。とされてい諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 語り，正しい者の一人である。」 様の 異
る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， ある人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。識
30|23|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないも昼も眠も熟睡も，かれをとらえることは出れる人々の道ではなくようにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれに恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
30|24|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれと希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。 光を取りを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ後の審きの日の主宰者に。の御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
を請い願う。 らせられる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 慮するであろう。われに感謝し
30|25|またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御意されている。志を）ひるがえすならによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。打ち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてられたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一声と叫び声の外聞けない者のよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに呼んでみなさび けられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。たちまち大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出される人々の道ではなく。掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 見ることが出来ない。
30|26|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てかれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で す者，る人々の道ではなく。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
30|27|かれこそ凡ての称讃あれ，は先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ず取り上げられる。本当にアッラ 造に向かい，を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく御方。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにおいてはとてもた創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
易でいことである人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。における人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの考え得るために，「これはアッラーから下ったものられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最高の御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英偉大な恩恵の主であられる。
明であられます。」であられる人々の道ではなく。
30|28|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなされる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。右手経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから験）から，一つの譬えを提示なされる。あなたがたは，自分の右手
の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。を請い願う。同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。に分を欺いているのに過ぎな配す者，る人々の道ではなく仲 にす者，る人々の道ではなくだろうか。あな隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 間の悪魔〔シャ
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 付かない。かうように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 兼ねするだろうか。（そうではあるまい）。このねす者，る人々の道ではなくだろうか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うではある人々の道ではなくまい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。この御名において。気付かない。 隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 気付かない。
ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。に印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 きアッラーの御名において。明であられます。」かす者，。慮するであろう。われに感謝し 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
30|29|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。私利私欲に う。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられた者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく けよ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 識 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 誰も）迷わさない。 導きたまえ，
うか。かれらには救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。はないであろう。
30|30|そ凡ての称讃あれ，れであなたはあなたの御名において。 を請い願う。 正しい道に導きたまえ，な教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り向かい，けなさい。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか性に顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 純 確 ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
基いて。アッラ の御名において。 造に向かい，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく はない。そ凡ての称讃あれ，れは正しい道に導きたまえ，しい教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は分を欺いているのに過ぎならないーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 変えてしまった。それでわれ 筈がない。そしてハ 。
30|31|悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。仲 になってはならない拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 間の悪魔〔シャ 。
30|32|そ凡ての称讃あれ，れは宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すさせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ自分を欺いているのに過ぎなの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくもの御名において。に喜ばせるものである。」び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 足を踏み入れるこしている人々の道ではなく者に。。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
30|33| 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとを請い願う。 ます者， かれらは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。かれらに味わせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，た災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 悩ましてはなら 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ちまち一部の御名において。を請い願う。は主に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
30|34|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。を請い願う。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，り く慈愛深きアッラーの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわないようになる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かの御名において。年の月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。 これらの者は（等しく）失敗者である。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて難かしいこと。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 楽
分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。
30|35|われに配している人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。支持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなす者，る人々の道ではなく 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたとでもいうの御名において。か。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
30|36|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 に慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。味わせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れに狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者喜ばせるものである。」す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくと間の悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
たちまち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく。絶するで
30|37|かれらは ないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また らしなされる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。見ることが出来ない。 ーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 増すであろう。」 減されず，
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
30|38|そ凡ての称讃あれ，れで近 の御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しかる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。もの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよ。また 者に。と旅人にも。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。慈 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打親，孤児，貧者を規切に扱い 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も善いことである人々の道ではなく。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， える人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
30|39|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく利殖させられたのはかれである。かれの御許に，あなたがたは集められる。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高利で人に し与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も えない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 増すであろう。」
ッラ の御名において。慈 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て喜ばせるものである。」 す者，る人々の道ではなく者に。には が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 加えられることを。される人々の道ではなく。ーの御名において。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 報を伝えなさ償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 増すであろう。」
30|40|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，扶 され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに らせられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。あなーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捏造に向かい，しかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配したもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。ことの御名において。一つ見ることが出来ない。でも出来る人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか。かれに えあれ讃あれ， 。
かれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。
30|41|人 の御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく稼いだことに対し，またあなたがたいだことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに荒し廻る。だがア が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもう われている人々の道ではなく。これは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ間の悪魔〔シャ 陸上の狩猟は， 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
らの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。一部を請い願う。味わわせかれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 戻そうと望んでいる。真理が
30|42|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前の御名において。者に。たちの御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうであったかを請い願う。観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなさい。かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったであった。」と言う者がある
30|43|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ から避けるであろうか。まさにわれは，現世においけ得るために，「これはアッラーから下ったものない日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえにしっかり向かい，けなさい。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
の御名において。日の主宰者に。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの2群に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎなけられよう。
30|44|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 う。また正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。責は必ず不信心者の上に下る 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの褥を用意するようなもの。を請い願う。用意されている。す者，る人々の道ではなくようなもの御名において。。
30|45|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは恩 により われる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にな動しむ人たち 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 報を伝えなさ
られない。
30|46|吉 の御名において。前触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れとして を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにかれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの降ってきたようなもので，落雷の忍さか雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと肥えた牛が，報を伝えなさ 風向きの
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。味わわせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。御意されている。志を）ひるがえすならにより舟の中で一緒であったものたちを救い，わを請い願う。滑らかな岩のようなもので，大雨が降れば裸になってしまう。る人々の道ではなくように ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。進めるが，暗闇になれ
恩 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。 易でによる人々の道ではなく利益なく，また決して正しく導か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ感 す者，る人々の道ではなくであろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 貿易による利益）を求めるためである。あなたがたは必ず感謝するであろう。 謝するであろう。
30|47|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ
らに明であられます。」 を請い願う。証人を呼んでみなさ (西?))した。そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。に した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
30|48|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをりそ凡ての称讃あれ，れで を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされる人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れから御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにそ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 風向きの 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
を請い願う。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，粉みじんにすると，ムー微 にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。打ち かれる人々の道ではなく。す者，る人々の道ではなくとあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 から出て来る人々の道ではなく雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。を請い願う。 る人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。し広大無辺にして全知であられる。 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 砕け崩れそうな崖のふち 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
もベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられる人々の道ではなく。 る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらの御名において。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 子を請い願う。。適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 見ることが出来ない。 様の
30|49|かれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなく前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラにうちひしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれていたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。
30|50|さあアッラ の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 を請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだあとの御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らされる人々の道ではなくかを請い願う。。ーの御名において。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
この御名において。ようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ者に。を請い願う。 らせる人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
30|51|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの黄ばむの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなく。風向きの 見ることが出来ない。



30|52|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。にもの御名において。を請い願う。 かせる人々の道ではなくことは出来ない。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて逃されない。げ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく こえない者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，呼んでみなさ聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
び けても かせる人々の道ではなくことは出来ない。掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
30|53|またあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。ごとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎならない盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくいから く慈愛深きアッラーの御名において。ことも出来ない。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只われ導きたまえ，
の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。だけに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かせる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
30|54|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい者に。に られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい者に。を請い願う。後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 壮にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 壮な者に。を請い願う。弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをいーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 になされる人々の道ではなく。かれは御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ままに られる人々の道ではなく。かれは全知った上は，にして全能であられる。であられる人々の道ではなく。髪）を 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
30|55|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの精算に迅速であるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，到来す者，る人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは一 しか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まらなかっ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たと誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うであろう。この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれていた。
30|56|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は， と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。授けたものを施す者，かった者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に基いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，識 ーの御名において。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで かに滞在しました。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。です者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 付かない。かなかったの御名において。です者，。」と言う者がある確 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 気付かない。
30|57|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。になってからでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。の御名において。弁解しないのか。も益なく，また決して正しく導かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことも出来ないであろう。請い願う。

30|58|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者どーの御名において。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
の御名において。一 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち出しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは虚な に う者に。に ぎません。」と言う者があると言うであろう節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 過ぎな 。
30|59|この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。しない者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられる人々の道ではなく。ーの御名において。
30|60|だから耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかベ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。 りした信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ない者に。たちの御名において。せいで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 確
たまでが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく してはならない。動しむ人たち揺させられて，
31|1|アリフ ラ ム ミ ム。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
31|2|これは英知った上は，の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。微 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の
31|3|善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。への御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。導きたまえ，
31|4|礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。たちへの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。であり慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 堅く信じる者たちである。 導きたまえ，
る人々の道ではなく。
31|5|これらの御名において。者に。は主の御名において。御 きアッラーの御名において。の御名において。 にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらこそ凡ての称讃あれ，は成功する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。導きたまえ， 許に帰らせられる御方。
31|6|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 益なく，また決して正しく導かの御名において。 を請い願う。 い んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， もないく慈愛深きアッラーの御名において。せに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から背く者の外は，（誰も）迷わさない。か無 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 買ったエジプトの者は，その妻に言った。「優しくかれを待遇しなさい。多分かれはわたし 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 識 ーの御名において。
せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。を請い願う。浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。びせる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくであろう。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
31|7|われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ような者に。に向かい，かって される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 こえないかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まる人々の道ではなくで読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聾
者に。である人々の道ではなくかの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いての御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。 懲罰を科せられよう。

げなさい。
31|8|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には喜ばせるものである。」びの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，動しむ人たち 楽園に就いての吉報を伝えなさ
31|9|永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。アッラ の御名において。御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられ遠にその中に住むのである。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
31|10|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに える人々の道ではなく柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたもなしに 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。には りと山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた見ることが出来ない。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 確
と共に立礼しなさい。にぐらつ見ることが出来ない。かないようになされる人々の道ではなく。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かな 物だ。」と言うを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れに種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 雑多の神々がよいのか，それとも唯一にして全 動しむ人たち (捲き散らされる。?))きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされる人々の道ではなく。またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
を請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろな 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられなもの御名において。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，こに雌雄で生育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見させた。見ることが出来ない。
31|11|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。 造に向かい，である人々の道ではなく。アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，したもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあればわれに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものせ。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
性 者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに迷える人々の道ではなくいの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく。悪魔〔シャ
31|12|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさクマ ンに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に感 す者，る人々の道ではなくよう英知った上は，を請い願う。授けたものを施す者，けた。 でも感 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ーの御名において。 ーの御名において。 謝するであろう。 誰も）迷わさない。 謝するであろう。
分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に感 す者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいたところで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 もな謝するであろう。 ーの御名において。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか題なだけである。
い。かれは 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。讃あれ，
31|13|さてルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさクマ ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。息子を請い願う。戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。に配してはならない。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。配す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 な不 である人々の道ではなく。」と言う者がある変えてしまった。それでわれ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
31|14|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， への御名において。 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。人 に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。人 の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがた に両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 親，孤児，貧者を規切に扱い 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた (空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた?))れてそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たで養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに 乳まで離れ，地上で 2年のかかる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれとあなたの御名において。父母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いに感 しなさい。われに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはある人々の道ではなくの御名において。で謝するであろう。 帰らせられる御方。
ある人々の道ではなく。
31|15|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。知った上は，らないもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう等しく）失敗者である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに ってはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 世を堅く信じる者たちである。では 切に扱いにかれらに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してわれの御名において。 に る人々の道ではなく者に。に強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懇切に言葉優しく話しかけなさい。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。

え。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわれに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある帰らせられる御方。
31|16|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさクマ ンは言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者芥子粒が程の御名において。重い懲罰を科せられよう。さでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく岩を打の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。上の幸福を成就する者である。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
たは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの潜り込む所を見い出せれば，必ずそれに向こう見ずに急いで行んで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよし出される人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は深きアッラーの御名において。奥の御名において。神があるなどと唱えてはならない。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すを請い願う。知った上は，っておーの御名において。 ーの御名において。
られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れらに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある暁に（罪の）赦しを
31|17|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくことを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかベ。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 悪魔〔シャ
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたこと。ーの御名において。
31|18|他人に して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高慢で不信の徒となったに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。 を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。けてはならない。また横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 いてはならない。本対し）その身を守るであろう。 頬を背けてはならない。また横柄に地上を歩いてはならない。本 歩みを進めるが，暗闇になれ
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自惚れて高慢であり，れの御名において。 い威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 り屋を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 張
31|19| きアッラーの御名において。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなを請い願う。 やかにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。最も わしいの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ロにしようとするのか。」バの御名において。声と叫び声の外聞けない者のようである人々の道ではなく。」と言う者がある歩みを進めるが，暗闇になれ 穏の行為を考えて，あなたにたいして事態を転覆させた。だがかれらの意に反し 厭われない。信仰する者はそ
31|20|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。さないの御名において。か。アッラ は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。用の御名において。たーの御名において。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に供えさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また外に同じような神があるなどと唱えてはならない。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはと内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはの御名において。恩 を請い願う。果されたではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， も きアッラーの御名において。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 識 導きたまえ，
光を取り明であられます。」の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて す者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
31|21|かれらに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに え。」と言う者があると言うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちの御名において。奉じたもの御名において。に う。」と言う者があると言う。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。炎の御名において。 に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。いてもよいの御名において。か。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。
31|22| でも善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。してアッラ に 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じような取っ手を請い願う。 り握る者が辞退しった者に。である人々の道ではなく誰も）迷わさない。 ーの御名において。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 堅く信じる者たちである。 確 。
凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。 末であろうか。はアッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなくの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。 帰らせられる御方。
31|23| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に まされてはならない。かれらはわれの御名において。 に る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 われ誰も）迷わさない。 悩ましてはなら 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なーの御名において。 間の悪魔〔シャ
される人々の道ではなく。
31|24|われはしばらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらに しませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから手荒し廻る。だがアい に り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくであろう。楽 懲罰を科せられよう。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所



31|25|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，されたの御名において。は か。」と言う者があると えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
。」と言う者があると言うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。 えます者，。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。でーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，

ある人々の道ではなく。
31|26|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。方ーの御名において。 ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，
であられる人々の道ではなく。
31|27| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者え地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくペンであって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく墨であっても，主の御言葉が尽きないで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に仮初の生活の生計があろう。」と言った。 7つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れに差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し添えて
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御言 は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。す者，ことは出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 書き変える。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
31|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 数の者を）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 造に向かい，もまた 活の生計があろう。」と言った。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まる人々の道ではなくで一 の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 うようなもの御名において。に ぎない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア無 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 個の魂（アーダム）からあなたがたを創り，互いに慰安を得るため，その妻を創ら 扱い 過ぎな
ッラ は全 にして全 であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 聴 視
31|29|あなたは ないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。昼に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼を請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに太 と見ることが出来ない。 ーの御名において。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 わせてそ凡ての称讃あれ，れぞれ定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなされる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 間の悪魔〔シャ 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ーの御名において。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
31|30|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ こそ凡ての称讃あれ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，であられる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくの御名において。は虚なーの御名において。 偽りのために，かれらには手
の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高にして至大であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
31|31|あなたは船の中に，またアッラーがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大洋を（人間に）使役させられる方で，それによってあなたかたは鮮魚を食べ，またを請い願う。航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 見ることが出来ない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ではないか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。と感 す者，る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく謝するであろう。 様の
な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
31|32|大波が四方から押し寄せ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか の御名において。ようにかれらを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。う は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。してかれに 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それしなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらを請い願う。 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のかせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善と の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあやふやな状 になる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく無 陸上の狩猟は， 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
二つ見ることが出来ない。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ある人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしない。誰も）迷わさない。
31|33|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。また父が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。子の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子も自分を欺いているのに過ぎなの御名において。父の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。
に少しも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない日の主宰者に。を請い願う。恐らくあなたがたはれなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
れてはならない。アッラ の御名において。ことに就する者である。いて欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなく慈愛深きアッラーの御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれてはならない。ーの御名において。
31|34|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられる人々の道ではなく。まーの御名において。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
た胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たにある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。も知った上は，っておられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も明であられます。」日の主宰者に。自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何を請い願う。稼いだことに対し，またあなたがたぐかを請い願う。知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， も何 で死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。間の悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。 誰も）迷わさない。 処でも望む所で，思う存分
ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびかを請い願う。知った上は，らない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして凡ての称讃あれ，てに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー される人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
32|1|アリフ ラ ム ミ ム。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
32|2|この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はない。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
32|3|けれどもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。捏造に向かい，した。」と言う者があると言うの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これはあなたの御名において。
主からの御名において。真理を）知った上は，で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。も来なかった民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれら
は かれる人々の道ではなくであろう。導きたまえ，
32|4|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 6日の主宰者に。の御名において。 に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 造に向かい，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自らそ凡ての称讃あれ，の御名において。玉座は，凡てに 座は，凡て間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ
なされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れ護者も援助者もないのである。 執り成しも許されず，償いも受
でも が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく付かない。かないの御名において。か。気付かない。
32|5|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。までの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。 御なされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは一日の主宰者に。にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ統の正しい）
の御名において。 に登って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの さは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 算に迅速であるす者，る人々の道ではなく千年のである人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 計があろう。」と言った。
32|6|この御名において。方こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っておられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 偉大な恩恵の主であられる。
32|7| 造に向かい，された一切に扱いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も善美していますのに。」かれは仰せられなもの御名において。になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きから人 の御名において。 造に向かい，を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
32|8|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いやしい水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの精液の間から，あなたがたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。精からそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。を請い願う。 られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，継がせた，またわれはマルヤムの子イー 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
32|9|そ凡ての称讃あれ，れからかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。均整えて順序よく復誦させるためである。にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 を請い願う。吹ききアッラーの御名において。 まれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に と と間の悪魔〔シャ 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。授けたものを施す者，けられた御方。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはほとんど感 もしない。謝するであろう。
32|10|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえてから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはまた新しく慈愛深きアッラーの御名において。 造に向かい，される人々の道ではなくであろうか。」と言う者があると言う。いや創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。見ることが出来ない。
32|11|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから主に らせ帰らせられる御方。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
32|12|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。御前に 垂れられる。アッラれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは ました。 きアッラーの御名において。ました。わたした項垂れて，「主よ，わたしたちは見ました。聞きました。わたした 見ることが出来ない。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ちを請い願う。御返すことも出来ないであろう。し下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わたしたちは善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。いたします者，。わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように悟を許された。本当にかれは，寛大に許りました。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言う姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっと
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに せてやりたいもの御名において。である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
32|13|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。魂を損なったのである。に きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくことも出来た。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるジン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幽精）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと人導きたまえ， 間の悪魔〔シャ
たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 たす者，であろう。」と言う者があるとの御名において。われの御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 となろう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
32|14|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは味わうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。この御名において。日の主宰者に。の御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれていたことを請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。見ることが出来ない。
忘れてしまったのか。あなたがれよう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに す者，る人々の道ではなく永 の御名において。 を請い願う。味わえ。対し）その身を守るであろう。 遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。
32|15|われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく述べることに従った。スラべられた に敬慕し身を投げだしてサジダし，主の栄光を讃えし身を守るであろう。を請い願う。投げて誰がげだしてサジダし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 光を取りを請い願う。 え時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
て唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったではない者に。たちである人々の道ではなく。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
32|16|かれらの御名において。体が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 床であることよ。」を請い願う。 れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，畏れる者たちへの導きがある。れと希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラとを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。を請い願う。施す者，しにさし出臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 離れ，地上で
す者，。
32|17|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。 として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」ばしいもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にひそ凡ての称讃あれ，かに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの用意されている。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされている人々の道ではなく報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
の御名において。を請い願う。知った上は，らない。
32|18|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか。かれらは して同じで，（頑固に）信じようじではない。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 決して正しく導か
32|19|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく住むのである。まいで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。したことへの御名において。 である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
32|20|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こから出ようとす者，る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 戻そうと望んでいる。真理が
され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な である人々の道ではなくとしていた 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 を請い願う。味わえ。」と言う者があると言われよう。偽りのために，かれらには手 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
32|21|われは大きアッラーの御名において。い の御名において。前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ手近な を請い願う。かれらに味わせる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればかれらも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してわ懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくであろう。帰らせられる御方。
32|22|主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに 付かない。いていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。より酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。に気付かない。 報を伝えなさ



す者，る人々の道ではなくであろう。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
32|23|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ にしかと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けた。だからあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなくことを請い願う。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
てはならない。われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちの御名において。 きアッラーの御名において。とした。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 導きたまえ，
32|24|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。 を請い願う。あげた。かれらはよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さか間の悪魔〔シャ 導きたまえ， 導きたまえ，師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
びまたわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じていた。堅く信じる者たちである。
32|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく意されている。 を請い願う。 にしていたことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にかれらの御名において。 を請い願う。裁 な見ることが出来ない。 異 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 審きの日の主宰者に。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
される人々の道ではなく。
32|26|かれらに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえなかったか。そ凡ての称讃あれ，れ以前にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたかを請い願う。。そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
れらは往来している人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは く慈愛深きアッラーの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたないの御名において。か。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
32|27|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。不毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言うを請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見成させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら自身を守るであろう。や家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べさせる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 な見ることが出来ない。
いの御名において。か。かれらは る人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたないの御名において。か。見ることが出来ない。
32|28|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば 利はいつ見ることが出来ない。来る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者があると言う。実 勝手に）変えてしまった。それでわれ
32|29|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 利の御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であった者に。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようはかれらに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不勝手に）変えてしまった。それでわれ 猶予もないであろう。
もされないであろう。」と言う者がある
32|30|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。かれらも待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
33|1| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。や 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に ってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
であられる人々の道ではなく。
33|2|主からあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたところに え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
33|3|アッラ に凡ての称讃あれ，てを請い願う。托しなさい。本当にアッラーは，管理者として万全であられる。しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，管理を）知った上は，者に。として万全であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
33|4|アッラ はどんな男の御名において。体の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にもーの御名において。 2つ見ることが出来ない。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 を請い願う。 られない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。よう臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
だ。」と言う者があると言って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 宣言す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 と同じで，（頑固に）信じよう一に御 りにはなられない。またかれはあ離れ，地上で縁を絶つことを誓う者は， 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 親，孤児，貧者を規切に扱い 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 子を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 子ともなされない。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく口先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」だけで言ったことであ養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 実
る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は真 を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，に かれる人々の道ではなく。ーの御名において。 実 語り，正しい者の一人である。」 導きたまえ，
33|5|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。父（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。姓）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もってかれらを請い願う。呼んでみなさぺ。そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に最も正しい道に導きたまえ，しいの御名において。である人々の道ではなく。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。
もしかれらの御名において。父（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。姓）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。知った上は，らないなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにおける人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，友ということにす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。あ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に い意されている。 の御名において。ある人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは誤から明らかに（分別）されている。それで 悪魔〔シャ 図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。 場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
である人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
33|6| 言者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にとりかれら自身を守るであろう。よりも近く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの預言者たち）に啓示したもの 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ預言者たち）に啓示したもの
の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いである人々の道ではなく。またアッラ の御名において。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。では の御名において。血を流す者を置かれるので 者に。は互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう上の幸福を成就する者である。の御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアンサ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカよーの御名において。 実 縁を絶つことを誓う者は，関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら係もあり，かの女らは ーの御名において。
りの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。者に。よりも 近である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。味方の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いにしてやれ。これは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に され親，孤児，貧者を規切に扱い 親，孤児，貧者を規切に扱い 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 記し，われとの約束を履行しなさ
ている人々の道ではなくことである人々の道ではなく。
33|7|またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。たちから誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。とった を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こしなさい。あなたからも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またヌ フ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブ預言者たち）に啓示したもの 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
ラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ からもとった の御名において。ことを請い願う。。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにかれらから誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 厳しい試練で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
とったの御名において。である人々の道ではなく。
33|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠 な者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。忠 さを請い願う。 われる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。かれは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。 えられる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|9|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたアッラ の御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられえ。大 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに攻め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。寄った上せて来たーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに し大 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。 風向きの 見ることが出来ない。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 確

に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御存知った上は，であられる人々の道ではなく。
33|10| る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。からまた下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくから って来た。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は霞み，心臓は喉もみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 は喉に）快適である。も見ることが出来ない。 襲った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ
とまで届け下さいます。」いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，色の食物だけでは耐えられ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの想いを）自分の胸にしまっ像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。した。ーの御名において。 悪魔〔シャ
33|11|こうして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは猛烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な に播きなさい。だが刈り取ったものは，さぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多られた。試 動しむ人たち揺させられて，
33|12|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。や心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手っている人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないてわたしたちに時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたの御名において。です者，。」と言う者があると言った。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で

33|13|またかれらの御名において。一 は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のスリブ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ マディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下よ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにはとても団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 頑固に）信じよう張
れる人々の道ではなくもの御名において。ではない。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。しなさい。」と言う者があるまたかれらの御名において。ある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう預言者たち）に啓示したもの 帰らせられる御方。還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない 許に帰らせられる御方。 願う。
にわたしたちの御名において。家は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 防 で危 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの晒されない。」されています者，。」と言う者があると言った。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，晒されない。」されている人々の道ではなくの御名において。ではない無 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 険があって ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
只逃されない。亡きを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんだだけである人々の道ではなく。
33|14|もしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく四方からそ凡ての称讃あれ，こに侵入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。して来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字を請い願う。呼んでみなさびかけたなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラこれを請い願う。敵である。地上には，あなたがたのため軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み
受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れる人々の道ではなくことはなかったであろう。遅れをとる者がある。もし艱難があなたがたに下れば，「わたしたちが
33|15|しかもかれらは先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，らないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。っていた。アッラ との御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラ決して正しく導か ーの御名において。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
33|16|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある逃されない。亡きは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。や 死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から免れないであろう。アッラーはかれらの行いれても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。益なく，また決して正しく導かさない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは仮初の生活の生計があろう。」と言った。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
隙に乗じ，一挙に飛びかかって襲おうと望んでいる。ただの御名において。 を請い願う。 しむ丈である。わたしはである人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 楽
33|17|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに いを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。施す者，そ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれたーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので誰も）迷わさない。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られようか。アッラ を請い願う。おいては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。も援助けを請い願う。者に。もいないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 護者も援助者もないのである。
33|18|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。とめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちーの御名において。
の御名において。方ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒とし来い。」と言う者があると言った者に。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。またかれらは かの御名において。 の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， には まなかった。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 間の悪魔〔シャ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない場所から離れさ 臨
33|19|かれらはあなたに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欲である人々の道ではなく。まあ る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれらに危 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。人の御名において。よ対し）その身を守るであろう。 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 見ることが出来ない。 険があって 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 臨終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
うに目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。玉を請い願う。ぐる人々の道ではなくっと して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。熟 す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して危 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくと良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。ばかり り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唇を尖らせてあを請い願う。尖らせてあらせてあ廻る。だがア 視 険があって 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。に非 す者，る人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 益なく，また決して正しく導かになされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，難かしいこと。 ーの御名において。 無
れはアッラ には容易でなことである人々の道ではなく。ーの御名において。
33|20|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い 合は鮮かで，見る者を は 退したの御名において。ではないと考えている人々の道ではなく。もし部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い 合は鮮かで，見る者を が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 敗者である。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み
あれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはベドウ〕に動しむ人たちィン族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 に身を守るであろう。を請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。 ねる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ になる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。 って間の悪魔〔シャ 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 場所から離れさ 願う。
いる人々の道ではなく。またもしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かの御名において。者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は わないであろう。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
33|21|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく宕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなく者に。にとってーの御名において。 ーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 熱 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な模 であった。範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら



33|22|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い 合は鮮かで，見る者をの御名において。 を請い願う。 た 言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはアッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたもの御名において。である人々の道ではなく。アッラ とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 を請い願う。 された。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。と服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報の御名において。ーの御名において。 実 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嫌う。自分たちのために善いことを，あが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく上の幸福を成就する者である。にも深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。
33|23|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と んだ 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに忠 であった人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいたの御名において。である人々の道ではなく。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
の御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。果し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなお）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなく。かれらは少しも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えなかった。変えてしまった。それでわれ
33|24|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは 局かれらの懲罰は軽減されず，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忠 な人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに しそ凡ての称讃あれ，の御名において。忠 さに われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 対し）その身を守るであろう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 報を伝えなさ 偽りのために，かれらには手
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいはかれらを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなくということである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方で罰を科せられよう。 ーの御名において。 寛大に許
あられる人々の道ではなく。
33|25|アッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりの御名において。うちに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ マディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何ら益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくところなく慈愛深きアッラーの御名において。撤退ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
なされた。 いには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの や天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，てにわたって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者，って下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た風向きの
る人々の道ではなく。アッラ は 大にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 偉大な恩恵の主であられる。
33|26|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 合は鮮かで，見る者を ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。後の審きの日の主宰者に。援した 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。砦から追い，その心中に恐怖を投から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられを請い願う。投げて誰が連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
じられた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。を請い願う。捕 とした。殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 虜となった時，身代金を取ってい
33|27|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，住むのである。宅，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあ踏み迷える人々の道ではなくの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられた。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。継がせた，またわれはマルヤムの子イー ーの御名において。

33|28| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。煌びやかに身を飾って人びとの中に出て行った。現世の生活を冀っびやか預言者たち）に啓示したもの 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
さを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむなら来る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。わたしは り物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に れよう。贈って裁判官に近付 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
33|29|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して来世を堅く信じる者たちである。の御名において。住むのである。まいを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 大な を請い願う。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさっている人々の道ではなく。」と言う者がある動しむ人たち ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|30| 言者に。の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。犯していたためである。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに す者，る人々の道ではなく は倍加えられることを。されよう預言者たち）に啓示したもの 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走 対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。 。
アッラ にはそ凡ての称讃あれ，れは容易でなことである人々の道ではなく。ーの御名において。
33|31|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。敬して善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐む者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，れに す者，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 対し）その身を守るであろう。
る人々の道ではなく を請い願う。倍加えられることを。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な用度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。 す者，る人々の道ではなくであろう。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 寛大に許 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|32| 言者に。の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女たちと同じで，（頑固に）信じようじではない。もしあなかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。
れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手ある人々の道ではなく者に。の御名において。意されている。を請い願う。 かさせないよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。てはならない。端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人正しい道に導きたまえ，な言 でもの御名において。を請い願う。言え。動しむ人たち 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 軽 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
33|33|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家に静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さかにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前の御名において。 知った上は， 代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 りを請い願う。してはならない。礼 の御名において。無 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。施す者，しを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに であれ。家の御名において。者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから不ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す ーの御名において。
を請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく清めなさい。」 である人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく。浄である。だから 払うようなことを 浄である。だから

33|34|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家で される人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと英知った上は，を請い願う。 せよ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 切に扱いにして読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 ーの御名において。 銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い
全知った上は，であられる人々の道ではなく。
33|35|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにムスリムの御名において。男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，献をしても，不承不承であろうとも，決し身を守るであろう。的であってはならないな男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，直に死を願いな男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 忍さかな男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚な堅く信じる者たちである。 謙虚な
な男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，しを請い願う。す者，る人々の道ではなく男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒とし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなく男と女，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，斎戒が定められた。恐らくあ 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の ーの御名において。
これらの御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な を請い願う。 なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|36|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男も女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何かを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 手に す者，べきアッラーの御名において。ではない。アーの御名において。 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 勝手に）変えてしまった。それでわれ 選んで，自択すべきではない。ア
ッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに迷える人々の道ではなくって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逸れてはれた者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。
33|37|アッラ の御名において。恩 を請い願う。授けたものを施す者，かり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 切に扱いを請い願う。尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。した者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。あなたーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 親，孤児，貧者を規切に扱い 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。 に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく暴かれた。露するしようとされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
していたこど（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 子の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかとの御名において。 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人の御名において。口の御名において。端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人に上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。恐らくあなたがたはれていた。 あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 寧ろ正義と篤信のために助けあっ ーの御名において。
る人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようであった。そ凡ての称讃あれ，れでザイドが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女に就する者である。いて必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならなことを請い願う。 ませ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあな済み，また殺されなかったであろうに。」と言うのは，アッラーがそのことでかれらの心に悲嘆を引き起こ 離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
たを請い願う。かの御名において。女と 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていさせた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれからは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならな 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい手 きアッラーの御名において。を請い願う。完了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはした は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 子の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかでも結ぺと命じられたものから離れ，地上で 離れ，地上で 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていにも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し支えないことにした。アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は完遂げることになる。しなければならない。結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。
33|38| 言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうの御名において。は妨げたり，またそれを破壊しようげない。これはあなた以前の御名において。者に。に す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 慣らし，それからかれら
である人々の道ではなく。アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は かせない定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 動しむ人たち
33|39|アッラ の御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。 える人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。何もの御名において。を請い願う。も畏れる者たちへの導きがある。れない。アッラーの御名において。 伝えなさ ーの御名において。 ーの御名において。
は清めなさい。」算に迅速である者に。として万全であられる人々の道ではなく。
33|40|ムハンマドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた男たちの御名において。 の御名において。父 でもない。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 言誰も）迷わさない。 親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
者に。たちの御名において。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，であられる人々の道ではなく。緘である。本当にアッラーは全知であられる。 ーの御名において。
33|41|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。つ見ることが出来ない。ねに唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ〔シャズィクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄ししなさい。ーの御名において。
33|42|朝にタべに讃えなさい。」な夕な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 光を取りを請い願う。 えなさい。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
33|43|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。暗 から光を取り明であられます。」に れ出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たち共に立礼しなさい。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。祝福を成就する者である。なされ黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
る人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれは真の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
33|44|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう日の主宰者に。の御名において。挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があるである人々の道ではなく。かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な を請い願う。 なさ寛大に許 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
れる人々の道ではなく。
33|45| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたを請い願う。 人とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 者に。そ凡ての称讃あれ，して警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。として遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，預言者たち）に啓示したもの 証人を呼んでみなさ 報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
33|46|かれの御名において。 しで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，光を取り明であられます。」を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」らせる人々の道ではなく として（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。である人々の道ではなく許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 燈を置いた，壁 。
33|47|そ凡ての称讃あれ，れで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちにアッラ からの御名において。 大な 物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくとの御名において。吉 を請い願う。 えなさい。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 報を伝えなさ 伝えなさ
33|48| 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。者に。や 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ってはならない。かれらの御名において。 わしさを請い願う。意されている。にとめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只ひたす者，らアッラ無 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 煩うことはない。かれらは祖先が ーの御名において。
に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全てを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの托しなさい。本当にアッラーは，管理者として万全であられる。しなさい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの管理を）知った上は，者に。として万全であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
33|49|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。 人と 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女に触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れないうちに 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 離れ，地上で 場所から離れさ
かの御名において。女らに就する者である。いて定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。 算に迅速であるしなく慈愛深きアッラーの御名において。てもよい。かの御名において。女らに 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててきアッラーの御名において。れいに し計があろう。」と言った。 贈って裁判官に近付 離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
なさい。
33|50| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかとして した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また捕 として預言者たち）に啓示したもの 許に帰らせられる御方。 虜となった時，身代金を取ってい
アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに授けたものを施す者，けた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。右手の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。父方の御名において。おじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おばの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い方の御名において。おじーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
おばの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってたちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたと共に立礼しなさい。に移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。してきアッラーの御名において。た者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また女の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。で心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。身を守るであろう。を請い願う。 言者に。に捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げたという者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし預言者たち）に啓示したもの 預言者たち）に啓示したもの
言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれと 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていを請い願う。欲す者，る人々の道ではなくならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これはあなただけの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの特例えてみれば，ちょうど）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちには され結ぺと命じられたものから離れ，地上で 許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。
ない。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に いらないようかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，とそ凡ての称讃あれ，の御名において。右手の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
れらにわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たことは承知った上は，させている人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方である人々の道ではなく。決して正しく導か ーの御名において。 寛大に許



33|51|あなたは妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欲す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欲す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れてもよい。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく退けてい
た者に。を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしても罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。これはかの御名において。女らを請い願う。喜ばせるものである。」ばせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 いを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく各自に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくもの御名において。憂いもないであろう。
で 足を踏み入れるこさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，に満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。 ーの御名において。
して大度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれであられる人々の道ではなく。
33|52|あなたはこの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問る人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもまた妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちを請い願う。取り替える人々の道ではなくことも されない。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者そ凡ての称讃あれ，の御名において。美していますのに。」かれは仰せられ貌がが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく許に帰らせられる御方。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
あなたの御名において。 を請い願う。ひいても。ただしあなたの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。 なされ気付かない。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
る人々の道ではなく。
33|53|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。の御名において。家に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに呼んでみなさばれても食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，完了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはす者，る人々の道ではなくまでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 手に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。預言者たち）に啓示したもの 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 勝手に）変えてしまった。それでわれ
ってはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく呼んでみなさばれた は入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りなさい。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったならば立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れ。世を堅く信じる者たちである。 に 座は，凡てしてはならな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 間の悪魔〔シャ話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
い。こんなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言者に。に迷える人々の道ではなく惑であっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの退散らばせる雨の中に，また風向きのさせる人々の道ではなくことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなくであろう預言者たち）に啓示したもの 預言者たち）に啓示したもの 遠にその中に住むのである。慮するであろう。われに感謝し 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は真 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの なされない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに何ごとでも ねる人々の道ではなくーの御名において。 実 遠にその中に住むのである。慮するであろう。われに感謝し 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ の御名において。後の審きの日の主宰者に。からにしなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかの御名において。女らの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にとって一番 れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 帳消しにしなさい。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ

またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ます者，ようなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあってはならない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどんなーの御名において。 悩ましてはなら 場所から離れさ
合は鮮かで，見る者をでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。後の審きの日の主宰者に。でかれの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちを請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問ってはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。ーの御名において。
33|54|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何か わしてもまた しても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
33|55|かの御名において。女たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヴェ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。とっても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうではないの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らの御名において。父または息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。息子または 妹の御名において。息子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または同じで，（頑固に）信じよう信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。女たちとかの御名において。女たちの御名において。右手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 人た姉妹一人だけある場合は，その者が遺産の 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者
ちよ。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
33|56|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ と天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。を請い願う。祝福を成就する者である。す者，る人々の道ではなく。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれを請い願う。祝福を成就する者である。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ預言者たち）に啓示したもの
し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最大の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの敬意されている。を請い願う。 って挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはしなさい。払うようなことを
33|57|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 ます者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 悩ましてはなら ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
に ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。 なされる人々の道ではなく。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|58|また理を）知った上は，由もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男女の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように ます者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，しられて明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 う。悩ましてはなら 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
33|59| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，娘たちがいる。あなたがたにとってたちまた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。女たちにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らに 衣であり，あなたがを請い願う。 うよう告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげなさい。そ凡ての称讃あれ，預言者たち）に啓示したもの 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 纒わせた。復活の日においても，かれらは嫌われるであ
れで め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ易でく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， まされなく慈愛深きアッラーの御名において。て むであろう。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。認し， 自ら証言したのである。 悩ましてはなら 済み，また殺されなかったであろうに。」と言うのは，アッラーがそのことでかれらの心に悲嘆を引き起こ ーの御名において。 寛大に許
33|60|もし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。や心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して市の母（マッカ）とそ中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。扇 者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ偽りのために，かれらには手 動しむ人たち 悪魔〔シャ
らに しあなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててやろう。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればこの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 人としていられる人々の道ではなくの御名において。も対し）その身を守るであろう。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 隣人，血縁のない隣人，道づれの仲間や旅行者，およびあなたがたの右手が所有する ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かの御名において。 であろう。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 間の悪魔〔シャ

33|61|かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， つ見ることが出来ない。かり次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の第捕えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， される人々の道ではなくであろう。呪う者たちの呪いにも会うであろう。 見ることが出来ない。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
33|62|これは昔のことは問わないがの御名において。 ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。たちに す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさである人々の道ではなく。アッラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさには何の御名において。 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそもな過ぎな 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 慣らし，それからかれら ーの御名において。 慣らし，それからかれら 変えてしまった。それでわれ
い。
33|63|人びとは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に就する者である。いてあなたに ねよう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。知った上は， は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま 識
ッラ の御名において。御 にある人々の道ではなく。どうしてあなたに分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくだろうか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は近いであろう。」と言う者があるーの御名において。 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
33|64|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
33|65|かれらは永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。も救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。も い出せないであろう。遠にその中に住むのである。 護者も援助者もないのである。 見ることが出来ない。
33|66|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でひっく慈愛深きアッラーの御名において。り返すことも出来ないであろう。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはアッラ に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに えばよかった。」と言う者があると言うだろう。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
33|67|またかれらは言うだろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように や 力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。たちに っていました。かれ頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，に迷える人々の道ではなくわせたの御名において。です者，。
33|68|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 を請い願う。懲罰を科せられよう。 2倍にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくでかれらに御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
33|69|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ を請い願う。 ました者に。の御名において。ようであってはならない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらの御名において。言ったーの御名において。 ーの御名において。 悩ましてはなら ーの御名において。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた。アッラ の御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 誉を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられていた。傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
33|70|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの常に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 直に死を願いな言 でもの御名において。を請い願う。言いなさい。ーの御名において。 実 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
33|71|かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 正しい道に導きたまえ，され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う矯正す 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに 大な幸福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。確 偉大な恩恵の主であられる。
33|72|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， を請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでしつ見ることが出来ない。けた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないうことを請い願う。辞退し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに
且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて恐らくあなたがたはれた。人 はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 でありかつ見ることが出来ない。 知った上は，である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 無
33|73|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。男たちと女たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったの御名において。男たちと女たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なされーの御名において。 偽りのために，かれらには手 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男たちと女たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。かけられる人々の道ではなく。アッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。いーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許
御方であられる人々の道ではなく。
34|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくす者，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なされる人々の道ではなくアッラ に えあれ。来世を堅く信じる者たちである。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えはかれの御名において。ーの御名において。 讃あれ， 讃あれ，
もの御名において。である人々の道ではなく。かれは英明であられます。」にして凡ての称讃あれ，てに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじておられる人々の道ではなく。
34|2|かれは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れから出る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。凡ての称讃あれ，て知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ならびに
そ凡ての称讃あれ，こに上の幸福を成就する者である。る人々の道ではなくもの御名において。凡ての称讃あれ，てを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。 容であられる人々の道ではなく。寛大に許
34|3|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちには来ないであろう。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにやって来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，までも知った上は，っておられる人々の道ではなく主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。っ
て。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおいても地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，微 の御名において。重い懲罰を科せられよう。さでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれから免れないであろう。アッラーはかれらの行いれられる人々の道ではなくもの御名において。はない。またそ凡ての称讃あれ，れより小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそさいも塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま
の御名において。も大きアッラーの御名において。いもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な に されないもの御名において。はない。確 書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ
34|4|そ凡ての称讃あれ，れはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， われる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。これらの御名において。者に。にこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容と 大な御報を伝えなさ 寛大に許 寛大に許
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく

34|5|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。には痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。懲罰を科せられよう。
34|6|知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，かった者に。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。は真理を）知った上は，であって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 力なもの）になるまでかれらに対して戦えある人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。識 偉大な恩恵の主であられる。 讃あれ，
方の御名において。道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。」と言う者がある導きたまえ，
34|7|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにされ散らばせる雨の中に，また風向きのらされた後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，新しく慈愛深きアッラーの御名において。 造に向かい，される人々の道ではなくなど創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
と告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなく人 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえましょうか。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
34|8|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な を請い願う。言ったの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れとも いになってしまったというの御名において。か。いーの御名において。 偽りのために，かれらには手 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒



や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りい心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。得るために，「これはアッラーから下ったもの いの御名において。者に。である人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
34|9|かれらはかれらの御名において。前後の審きの日の主宰者に。にある人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 ないの御名において。か。もし欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に ませ見ることが出来ない。 呑み込んでしまった。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
または天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。一角を請い願う。かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に落とす者，であろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して主に返すことも出来ないであろう。ろしもベにとっての御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ある人々の道ではなく。
34|10|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てダ ウ〕に動しむ人たち ドに恩 を請い願う。授けたものを施す者，け（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて言っ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドと共に立礼しなさい。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，
えなさい。また たちも。」と言う者があるわれはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に を請い願う。 らかにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 鉄になっても， 軟らかにして，
34|11|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは 帷子を請い願う。造に向かい，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。整えて順序よく復誦させるためである。えなさい。そ凡ての称讃あれ，して善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 環をよく整えなさい。そして善行に勤しめ。本当にわれは ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。 ている人々の道ではなく。」と言う者がある見ることが出来ない。
34|12|またスライマ ンには を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの支配させ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。一吹ききアッラーの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一朝にタべに讃えなさい。」に一ケ月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。旅路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 風向きの 風向きの
た 夕に一ケ月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの旅させた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。またわれはかれらに熔けた銅の泉を湧き出させた。また主の御けた の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。 きアッラーの御名において。出させた。また主の御名において。御―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち 帰らせられる御方。 銅のような水が与えられよう。何と悪い飲物，何と悪い臥所であることよ。 湧き出で，各支部族は自分の水飲み場を知った。
しによりある人々の道ではなくジン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幽精）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは前で かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。われの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。しい許に帰らせられる御方。 働く者となるであろうから。」 (焔?))

の御名において。 を請い願う。味わわせた。懲罰を科せられよう。
34|13|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ高殿に巡礼する者，または（小巡礼や 像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。や池だと思い，（裾を上げの御名において。ような水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちした大ーの御名において。 彫りこんだ。だからアッラーの御恵みを心に銘じて， 盤，また固定した大
釜が滾りを請い願う。 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさした。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ダ ウ〕に動しむ人たち ドの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 して け。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわ製作した。（それぞれの持場で）「あなたがたは働け，ダーウードの家族よ，感謝して働け。」だがわ 場所から離れさ 働く者となるであろうから。」 ーの御名において。 ーの御名において。 謝するであろう。 働く者となるであろうから。」
れの御名において。しもベの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で感 す者，る人々の道ではなく者に。は かである人々の道ではなく。謝するであろう。 僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
34|14|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものスライマ ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにそ凡ての称讃あれ，の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。知った上は，らせたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一匹の蝿（さえ）も創れない。また蝿がかれらから何か奪いの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
虫がかれの杖を蝕ばんだことであった。それでかれが倒れると，ジンたちは（始めて）悟った。もしも幽玄が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。杖で岩を打を請い願う。 ばんだことであった。そ凡ての称讃あれ，れでかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジンたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悟を許された。本当にかれは，寛大に許った。もしも幽玄蝕ばんだことであった。それでかれが倒れると，ジンたちは（始めて）悟った。もしも幽玄
界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ことを請い願う。知った上は，っていたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。 に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でしている人々の道ではなく要に迫られた場合は罪にはならもなかったの御名において。に。恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
34|15|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにサバアでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいに一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられていた。右 と左てからも襲いましょう。あなたはかれら の御名において。側こそは，最高の 側こそは，最高の 2つ見ることが出来ない。の御名において。果 。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，し樹園に就いての吉報を伝えなさ
てかれらに仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに感 せよ。土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主は謝するであろう。 寛大に許
大であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
34|16|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに洪水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。ーの御名において。 2つ見ることが出来ない。の御名において。 を請い願う。園に就いての吉報を伝えなさ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
柳と僅かばかりのハマナツメの苦い実を結ぶ園に変えた。と かばかりの御名において。ハマナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたい を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 に えた。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 実 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 園に就いての吉報を伝えなさ 変えてしまった。それでわれ
34|17|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に いた。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。報を伝えなさ
に などしようか。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
34|18|われはかれらと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祝福を成就する者である。した都市の母（マッカ）とそとの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの旅人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 付かない。け易でい つ見ることが出来ない。かの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいを請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。旅間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 設けた時
程を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある昼も夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないも安全に旅を請い願う。しなさい。」と言う者がある
34|19|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。旅程の御名において。 隔たりがあることを望むであろう。アッラーは，あなたがたにしたを請い願う。もっと く慈愛深きアッラーの御名において。して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があるこうし間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
てかれら自らそ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。 まった。われはかれら凡ての称讃あれ，てを請い願う。粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにして散らばせる雨の中に，また風向きのらし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。の御名において。人の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り草とした。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう誤から明らかに（分別）されている。それで 語り，正しい者の一人である。」
にこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 忍さかして感 す者，る人々の道ではなく者に。たちへの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。 謝するであろう。
34|20|イブリ スはかれらにつ見ることが出来ない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので惑が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたつ見ることが出来ない。た。そ凡ての称讃あれ，こでかれらは一部の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに った。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
34|21|しかしかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに して 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった ではなかった。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っている人々の道ではなく悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
者に。と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。を請い願う。 しようとしたに ぎない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，っておられる人々の道ではなく。識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 過ぎな 見ることが出来ない。
34|22|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。である人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主 していたもの御名において。たちにーの御名において。 張
祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。そ凡ての称讃あれ，んな神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおいても地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。においても微 の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えもない。またそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 造に向かい，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
ら役にも立たないであろう。割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にしてもそ凡ての称讃あれ，んな助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならとはしていない。」と言う者があるーの御名において。
34|23|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 しになられた者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御前での御名において。 り成しは 益なく，また決して正しく導かである人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ許に帰らせられる御方。 執り成しも許されず，償いも受 無
る人々の道ではなくと天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何と仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられたの御名において。です者，か。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくとかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある真
理を）知った上は，でした。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高にして至大の御名において。御方です者，。」と言う者があるという。
34|24|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに扶 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。は なの御名において。か。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 誰も）迷わさない。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ であられる人々の道ではなく。要に迫られた場合は罪にはならす者，る人々の道ではなくにわたしたちか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。どちらかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらかーの御名において。 導きたまえ，
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。」と言う者がある
34|25|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。犯していたためである。した罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに就する者である。いて われず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちもまた問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに就する者である。いて われない。」と言う者がある問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
34|26|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主は一 にわたしたちを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，に基いてわたしたちの御名において。 を請い願う。裁かれる人々の道ではなく。斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 間の悪魔〔シャ
かれは真の御名において。裁 者に。で全知った上は，におわします者，。」と言う者がある決して正しく導か
34|27|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。者に。としてかれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，配す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。わたしに せなさい見ることが出来ない。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して出来ないであろうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれこそ凡ての称讃あれ，はアッラ 。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。決して正しく導か ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
34|28|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全人 への御名において。吉 の御名において。 者に。また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 わした。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，類する 報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 遺言をするよう定め
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならない。
34|29|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものやって来る人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，か。」と言う者がある葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
と言っている人々の道ではなく。
34|30|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一刻の掟がある。も取り せず取り上げられる。本当にアッラまた先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじる人々の道ではなくこ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 戻そうと望んでいる。真理が
とも出来ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者がある
34|31|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこれ以前にあった 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。も信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じまーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
せん。」と言う者があると言う。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたされる人々の道ではなく の御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに せてやりたいもの御名において。。かれ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。
らは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 わせて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り合は鮮かで，見る者をう。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えであった者に。は微慢で不信の徒となったであった者に。に言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，い負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 罵るならば，不信者の首長たちと戦 無
なかったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。になっていましたの御名において。に。」と言う者がある
34|32| 慢で不信の徒となったであった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えであった者に。に言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに届け下さいます。」いた後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れら倣慢になった。ある者を虚言者呼ばわりし，またある者を殺害した 無 導きたまえ，
から背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちであったというの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさりであった。」と言う者がある
34|33| 力なもの）になるまでかれらに対して戦えであった者に。は傲慢で不信の徒となったであった者に。に言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないとなく慈愛深きアッラーの御名において。昼となく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの策 を請い願う。し無 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
ていました。 にアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者しまし現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
た。」と言う者があるかれらは を請い願う。 る人々の道ではなくに及ばない。」と仰せられた。んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。悔す者，る人々の道ではなく。われは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。の御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに枷がかけられる火獄の仲間で，その中に永遠に住む者である。を請い願う。かける人々の道ではなく。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっ懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。
たことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。報を伝えなさ
34|34|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわす者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，この御名において。富裕な者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく わされたことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わ遺言をするよう定め
たしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じません。」と言う者があると まって言ったの御名において。である人々の道ではなく。決して正しく導か



34|35|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 と子女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， される人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことはありません。」と言う者がある財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 懲罰を科せられよう。
とも言った。
34|36|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに かに御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしく慈愛深きアッラーの御名において。も豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
なされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない。」と言う者がある
34|37|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。われにもっと近づける人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも子女でもない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。倍の御名において。 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高い住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが される人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 証人を呼んでみなさ
34|38|またわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 座は，凡てさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。たてられる人々の道ではなく。頓着な方ではない。」 懲罰を科せられよう。
34|39|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 かに適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえまた或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。には乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしく慈愛深きアッラーの御名において。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，す者，もの御名において。はす者，べて返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく。
かれは最も れた御 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。」と言う者がある優るか，またはそれと同様の 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
34|40|一 にかれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく日の主宰者に。。かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに向かい，かって仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あな斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していたの御名において。か。」と言う者がある拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
34|41|かれら天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに えあれ。あなたはわたしたちの御名において。 者に。であられま讃あれ， 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
す者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りではありません。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはジンを請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していました。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。でした。」と言う者がある
34|42|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこの御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，お互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに益なく，また決して正しく導かにも害したためである。これもかれらがアッラーの掟ににも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。われは不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていた者に。たちに言う。義を知っているとあなたがたに告げたではないか
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく りとしていた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。 を請い願う。味わえ。」と言う者がある偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
34|43|明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。なわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは一人の御名において。男が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくから背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせようとす者，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるまた言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは只捏造に向かい，した，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさりごとであ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
る人々の道ではなく。」と言う者があるまた真理を）知った上は，を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 に ぎない。」と言う者があると現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 術を教え，またバービル 過ぎな
言う。
34|44|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許び得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしていた ではない。またあなた以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。もかれらに遣わした。あなたは業火の住人にわさなかった。
34|45|かれら以前の御名において。者に。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。嘘である人々の道ではなくとした。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく昔のことは問わないがの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。人びとに
とっては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなの御名において。一にも しない程（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 遇で同居（復縁）させるか，あるい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 言者に。を請い願う。嘘つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりは何達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 優るか，またはそれと同様の 預言者たち）に啓示したもの
と激しかったことか。
34|46|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは忠告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。御前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 2人ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。または 1人ず取り上げられる。本当にアッラ
つ見ることが出来ない。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラってよく慈愛深きアッラーの御名において。考えなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。同じで，（頑固に）信じよう僚は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いではない。かれは しい の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくに ぎない。」と言う者がある過ぎな
34|47|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに要に迫られた場合は罪にはなら求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打しない。そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく報を伝えなさ
たの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。わたしは 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの戴けたならばなあ。本く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけである人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ され報を伝えなさ ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
る人々の道ではなく。」と言う者がある
34|48|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしもベに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。投げて誰がげかけられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 得るために，「これはアッラーから下ったものないもの御名において。を請い願う。知った上は，見ることが出来ない。
り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。される人々の道ではなく。」と言う者がある
34|49|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある真理を）知った上は，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは何らそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。 造に向かい，す者，る人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
また再び 返すことも出来ないであろう。す者，こともない。」と言う者がある繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
34|50|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたし自身を守るであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 なう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけである人々の道ではなく。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし仮初の生活の生計があろう。」と言った。 損なったのではなく，只自分の
かれている人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた御 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全 にして至近におわす者，方導きたまえ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 陰 聴

であられる人々の道ではなく。」と言う者がある
34|51|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられに震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。える人々の道ではなく姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに せたいもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは逃されない。れる人々の道ではなく道に導きたまえ，もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた見ることが出来ない。
から捕えられる人々の道ではなく。
34|52|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。」と言う者があると言う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，んな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 方からでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遠にその中に住むのである。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの得るために，「これはアッラーから下ったものられようか。
34|53|以前にもかれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとはしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 方から幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ことに就する者である。いて推 す者，る人々の道ではなくばかりであった遠にその中に住むのである。 測す
ではないか。
34|54|以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。同じで，（頑固に）信じよう に してなされたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなくもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとかれらとの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，障もないのに小巡礼を壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，か類する 対し）その身を守るであろう。 熱 間の悪魔〔シャ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく置し，当てもなくさ迷わせられる。かれよう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。推深きアッラーの御名において。い疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
35|1|アッラ に えあれ。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，者に。であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。ーの御名において。 讃あれ， 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 2 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 3 または対し）その身を守るであろう。 4 の御名において。翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった対し）その身を守るであろう。
として命じられたものから離れ，地上で命じられたものから離れ，地上でなされる人々の道ではなく。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。まま数の者をを請い願う。 して 造に向かい，される人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であら増すであろう。」 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
れる人々の道ではなく。
35|2|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくどんな慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，阻む者のようであっまれる人々の道ではなくことはない。またかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく阻む者のようであっむ何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。解しないのか。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
きアッラーの御名において。放す者，もの御名において。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
35|3|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられえ。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに扶 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。おいて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にある人々の道ではなくの御名において。か。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしてーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくうの御名において。か。
35|4|かれらはあなたを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちも虚な言者に。と呼んでみなさばれた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ての御名において。
ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 帰らせられる御方。
35|5|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれてはならない。またアッラーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， し上の幸福を成就する者である。手に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれてはならない。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしな
35|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにシャイタ ンはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 である人々の道ではなく。だから として え。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只燃えさかる人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 敵である。地上には，あなたがたのため 扱い 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
とす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。だけである人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ

35|7|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容と 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 動しむ人たち 寛大に許 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 。
35|8|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられと る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものほど迷える人々の道ではなくった者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。だからかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。身を守るであろう。を請い願う。 なっては導きたまえ， 嘆 損なったのではなく，只自分の
ならない。アッラ はかれらの御名において。なす者，ことを請い願う。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく。ーの御名において。
35|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ土地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にやり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にーの御名において。 風向きの 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
果てた大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らされる人々の道ではなく。 活の生計があろう。」と言った。もまたこの御名において。ようである人々の道ではなく。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受



35|10| でも 誉 を請い願う。 うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一切に扱いの御名において。 誉 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 にある人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。知った上は，れ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一切に扱い誰も）迷わさない。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 願う。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善い言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 に登って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。また 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アらむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 許に帰らせられる御方。 悪魔〔シャ 厳しい試練で 懲
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アらみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， になる人々の道ではなくであろう。罰を科せられよう。 無効きめがなければこれを打て。それで言うことを聞くようならばかの女に対

35|11|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，土からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，さらに一精滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。から り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。一 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。男ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 組の中だったのですか。」
女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものになされた。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手しまた分を欺いているのに過ぎな娩の苦痛のために，ナツメヤシの幹に赴き，かの女は言った。「ああ，こんなことになる前す者，る人々の道ではなく女はない。 命じられたものから離れ，地上でな者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，短命じられたものから離れ，地上でな者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に せ長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 載くのだ。」と言う時の姿をあなた（ム
られないもの御名において。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ においては容易でなことである人々の道ではなく。ーの御名において。
35|12|2つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルは同じで，（頑固に）信じようじではない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの1つ見ることが出来ない。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの甘くして旨い，外は塩辛くして苦い。く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， んで快よい。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 辛く慈愛深きアッラーの御名において。渇き，疲れ，餓 癒 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 塩辛くして苦い。
て苦の）果実の損失で，必ずあなたがたい。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。どれからも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，新 な肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そを請い願う。とって食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく身を守るであろう。に付かない。ける人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。装をあなたがたに授けた。 品を入れてやって来る。あなたがたがも鮮かで，見る者を 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
取す者，る人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。船の中に，またアッラーがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの切に扱いって むの御名において。を請い願う。 よう。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。採り，またかれの恩恵を求めて，その中に波を切って進む船を見る。必ず 進めるが，暗闇になれ 見ることが出来ない。

恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは感 す者，る人々の道ではなくであろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
35|13|かれは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。昼に没入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼を請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに没入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの昼夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。交替）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。 えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞ陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
れ周期を請い願う。もって定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなささしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。この御名において。ようなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出来る人々の道ではなく間の悪魔〔シャ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
の御名において。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 はかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。おいて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。たーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
ちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，キトミ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものさえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうす者，る人々の道ではなくことも出来ない。ーの御名において。
35|14|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。 かず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いたとしてもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえは聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
しない。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。にかれらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配したことさえ否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう しよう。全知った上は，な御方の御名において。よう審きの日の主宰者に。 認し， 自ら証言したのである。
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに知った上は，らせ得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。実
35|15|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ に求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。 の御名において。ない者に。である人々の道ではなく。アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，富裕にしてーの御名において。 術を教え，またバービル ーの御名において。 讃あれ，
美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方である人々の道ではなく。
35|16|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。退けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，新しい 造に向かい，物だ。」と言うを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの湾？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
35|17|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ において最も易でしいことである人々の道ではなく。ーの御名において。
35|18|荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他人の御名において。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 うことは出来ない。もし荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 わされる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。荷を，わたしたちに負わせなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。他人を請い願う。呼んでみなさ負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
んでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近 者に。です者，ら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。一部さえ うことは出来ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう出来る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えないかれら親，孤児，貧者を規切に扱い 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 見ることが出来ない。
の御名において。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。だけである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。身を守るであろう。を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
もの御名において。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 に りゆく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
35|19|盲人と正しい道に導きたまえ，常の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。人とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじではない。
35|20|暗 と光を取り明であられます。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
35|21|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの太 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの灼 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，涼しい影にかれらを入らせるであろう。 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 熱
35|22|また生と死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじではない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられた者に。に御 かせになる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
なたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。に かせる人々の道ではなくことは出来ない。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
35|23|あなたは一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎない。過ぎな
35|24|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせてあなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものま報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
たこれまでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどの御名において。民に先んじ（て下にもかれらの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかなかったもの御名において。はない。間の悪魔〔シャ
35|25|かれらはあなたを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。たちもやはり拒んできアッラーの御名において。た。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奇証人を呼んでみなさ
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと と かしい 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。携えて来た。もしあなたがたの言葉が真実なら，何故かれら（使徒えてかれらに来た。蹟）と書巻と輝かしい啓典を携えてかれらに来た。 書き変える。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。

35|26|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。を請い願う。 した。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりの御名において。何と激しかったことよ。罰を科せられよう。
35|27|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは ないの御名において。か。アッラ は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，色の食物だけでは耐えられとりどりの御名において。果物だ。」と言う見ることが出来ない。 ーの御名において。
を請い願う。 らせる人々の道ではなく。また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。や赤ん坊に話すことが出来ようか。」の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。色の食物だけでは耐えられ合は鮮かで，見る者をいを請い願う。もち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 いところもある人々の道ではなく。実 縞があり，その外多くの色合いをもち，真黒いところもある。 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
35|28|また人 も 家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 色の食物だけでは耐えられとりどりである人々の道ではなく。アッラ の御名において。しもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で知った上は， の御名において。ある人々の道ではなく者に。だけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。間の悪魔〔シャ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら獣が食い残したも 異 ーの御名において。 識
畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。 容であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 寛大に許
35|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けたもの御名において。から密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあらわーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
に施す者，す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 の御名において。ない商 を請い願う。 っている人々の道ではなくようなもの御名において。。敗者である。 売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 願う。
35|30|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなにかれらに を請い願う。 われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。余分を欺いているのに過ぎなに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 払うようなことを 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎな感 される人々の道ではなく方であられる人々の道ではなく。謝するであろう。
35|31|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は真理を）知った上は，であって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ以前の御名において。もの御名において。を請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ
ラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。しもべたちに就する者である。いて熟知った上は，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
35|32|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはしもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から んだ者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら魂を損なったのである。を請い願う。選んで，自 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
った者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。とる人々の道ではなく者に。もあった。またかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しの御名において。もとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，率いてかれらに臨まれ，その事を解決されるの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」し誤から明らかに（分別）されている。それで 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。

て 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。もあった。そ凡ての称讃あれ，れは 大な御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
35|33|かれらは永 の御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黄金の御名において。腕 と真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。で身を守るであろう。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。衣であり，あなたが装をあなたがたに授けた。は で遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 環をよく整えなさい。そして善行に勤しめ。本当にわれは 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。
ある人々の道ではなく。
35|34|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。 えます者，。わたしたちから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた を請い願う。取り除き，背き去った。いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた御方ーの御名において。 讃あれ， 悩ましてはなら 。
わたしたちの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく御方です者，。認し， 自ら証言したのである。
35|35|かれの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは永 の御名において。邸宅に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで苦の）果実の損失で，必ずあなたがた を請い願う。す者，る人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 遠にその中に住むのである。 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
を請い願う。 える人々の道ではなくこともありません。」と言う者がある覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
35|36|しかし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。かれらには（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こにいる人々の道ではなく期 も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ
死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また も されないの御名において。である人々の道ではなく。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく者に。にこの御名において。ように いる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 軽減されず， 報を伝えなさ
35|37|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあって叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。出して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。きアッラーの御名において。っと善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。し
ます者，。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれまで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしていたようなことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いたしません。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。十分を欺いているのに過ぎなに 命じられたものから離れ，地上でさせたではないか。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に でも 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れたはず取り上げられる。本当にアッラ。しか長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 間の悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。 訓戒とし
も警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。さえあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわされていた。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味わえ。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。には救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。はないの御名において。で懲罰を科せられよう。 悪魔〔シャ
ある人々の道ではなく。」と言う者がある
35|38|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
知った上は，しておられる人々の道ではなく。
35|39|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。 承者に。とされた方である人々の道ではなく。 にしても信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。継がせた，またわれはマルヤムの子イー 誰も）迷わさない。
で自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。を請い願う。 う。かれらの御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 す者，ばかりであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。損なったのではなく，只自分の 増すであろう。」 損なったのではなく，只自分の
失を請い願う。 す者，ばかりである人々の道ではなく。増すであろう。」



35|40|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにつ見ることが出来ない。いて考ーの御名において。
えたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。にかれらの御名において。 造に向かい，したもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れともかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかからの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 協力者）だと，アッラーにかけて，力を
ある人々の道ではなくの御名において。か。われに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしなさい。そ凡ての称讃あれ，れともそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく居る人々の道ではなくということ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
を請い願う。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたとでもいうの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎな によって互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしあって悪魔〔シャ 瞞に過ぎ 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
いる人々の道ではなくの御名において。に ぎない。過ぎな
35|41|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。れないよう支えられる人々の道ではなく。もしそ凡ての称讃あれ，れら 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。れる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあーの御名において。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。おいて何もの御名において。もこれを請い願う。支え得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくもの御名において。はない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，我慢で不信の徒となった い方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何回も赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
方であられる人々の道ではなく。
35|42|かれらはアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。たて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。ところに来る人々の道ではなくーの御名において。 厳しい試練で粛に承認し， 自ら証言したのである。
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな民に先んじ（て下よりも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に かれる人々の道ではなくであろう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言っていた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに来る人々の道ではなくに及ばない。」と仰せられた。んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ，
かれらはます者，ます者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ざかる人々の道ではなくばかりであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遠にその中に住むのである。
35|43|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で高慢で不信の徒となったにふる人々の道ではなくまい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。策 ばかりを請い願う。していた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられの御名において。策 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう人に振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなりかかる人々の道ではなく悪魔〔シャ 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 悪魔〔シャ 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
だけである人々の道ではなく。だからかれらは昔のことは問わないがの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 亡きした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はないであろう。そ凡ての称讃あれ，れであなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッ滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 慣らし，それからかれら
ラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさには代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か替が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。また 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそも してないことも分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくであろう。ーの御名において。 慣らし，それからかれら 変えてしまった。それでわれ 決して正しく導か
35|44|かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。たちの御名において。末であろうか。路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうなったかを請い願う。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなかったの御名において。か。かれら観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの昔のことは問わないがの御名において。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらよりも力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れていた。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。挫けく慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない優るか，またはそれと同様の ーの御名において。
の御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全知った上は，にして全能であられる。であられる人々の道ではなく。
35|45|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた によって される人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。生存者に。も残されたので，何二つ見ることが出来ない。されなかっーの御名において。 間の悪魔〔シャ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 罰を科せられよう。
たであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不なされた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように猶予もないであろう。
アッラ はしもべたちの御名において。 者に。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
36|1|ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の スィ ン。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
36|2|英知った上は，に ちた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンによって誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
36|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。一人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
36|4|正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。導きたまえ，
36|5|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偉大な恩恵の主であられる。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
36|6|祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいまだ警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで 付かない。かないでいる人々の道ではなく民に先んじ（て下に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。気付かない。
36|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってしまっている人々の道ではなくの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
36|8|われはかれらに首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ枷がかけられる火獄の仲間で，その中に永遠に住む者である。を請い願う。はめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく にまで及ばない。」と仰せられた。ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。そ凡ての称讃あれ，れでかれらの御名において。 は上の幸福を成就する者である。向かい，きアッラーの御名において。になった。顎にまで及ぶ。それでかれらの頭は上向きになった。 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
36|9|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。前面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはに 壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また背く者の外は，（誰も）迷わさない。面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはにも障もないのに小巡礼を壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。うえかれらに覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いを請い願う。した。陣壁を置き，また背面にも障壁を置き，そのうえかれらに覆いをした。
そ凡ての称讃あれ，れでかれらは る人々の道ではなくことも出来ない。見ることが出来ない。
36|10|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしてもまた警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとって同じで，（頑固に）信じようじで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。
36|11|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としに う者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えない慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。だけに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。そ凡ての称讃あれ，れ訓戒とし 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 見ることが出来ない。
であなたはこれらの御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容と 大な の御名において。吉 を請い願う。 えなさい。寛大に許 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ 伝えなさ
36|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。した足を踏み入れるこ を請い願う。 す者，る人々の道ではなく。わ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
れは一切に扱いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な 簿の中に数え上げている。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に数の者をえ上の幸福を成就する者である。げている人々の道ではなく。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
36|13|町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。物だ。」と言う ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，例えてみれば，ちょうどとしてかれらに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こにやって来た の御名において。ことを請い願う。。間の悪魔〔シャ 語り，正しい者の一人である。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
36|14|初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遺言をするよう定め 2人とも嘘付かない。きアッラーの御名において。 いを請い願う。された。そ凡ての称讃あれ，れでわれは第扱い 3
の御名において。者に。で 化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こした。そ凡ての称讃あれ，して使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に遣わした。あなたは業火の住人にわされた者に。で強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 許に帰らせられる御方。
す者，。」と言う者がある
36|15|す者，る人々の道ではなくとかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしたちと同じで，（頑固に）信じようじ人 に ぎません。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方は何も間の悪魔〔シャ 過ぎな
示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされはしません。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘を請い願う。つ見ることが出来ない。いている人々の道ではなくだけです者，。」と言う者がある啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。

36|16|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわされた者に。である人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御実際は）自分を欺いているのに過ぎな
存知った上は，です者，。
36|17|わたしたちの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなアッラ の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。宣べ える人々の道ではなくだけです者，。」と言う者がある務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。 伝えなさ
36|18|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちにとってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは かな凶兆は，アッラーの御許にあります。いや，あなたがたこです者，。もし止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないな確
らば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ石を燃料と打ち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。刑に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにしましょう。酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」いめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあわせてやります者，ぞ。」と言う者がある
36|19|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたこそ凡ての称讃あれ，凶兆は，アッラーの御許にあります。いや，あなたがたこです者，。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 戒としされても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの尚そ凡ての称讃あれ，う言う訓戒とし
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒の御名において。民に先んじ（て下です者，。」と言う者がある無
36|20|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。れから一人の御名において。男が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく走って来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったさん，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわされたこの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
人たちに いなさい。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
36|21|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない方たちに いなさい。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものている人々の道ではなく。報を伝えなさ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 導きたまえ，
36|22|わたしを請い願う。 られた方に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えないなど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして出来ようか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたもかれの御名において。御 に される人々の道ではなくの御名において。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
です者，。
36|23|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような御方を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られましょうか。もし慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに い災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 り成しは少しも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわたしを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうことも出来ま執り成しも許されず，償いも受
せん。
36|24|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うなる人々の道ではなくとしたら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」らかにわたしは りを請い願う。犯していたためである。したことになります者，。誤から明らかに（分別）されている。それで
36|25|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じます者，。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。言うこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
きアッラーの御名において。なさい。」と言う者がある
36|26|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。そ凡ての称讃あれ，してかれは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。御赦し，また善行をする者にしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 楽園に就いての吉報を伝えなさ
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 誉ある人々の道ではなく者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
36|27|加えられることを。えられたことを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。びとに知った上は，ってもらえたら。」と言う者があると言った。
36|28|かれの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に し天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわしはしなかった。またそ凡ての称讃あれ，うす者，る人々の道ではなくまでもなかった。対し）その身を守るであろう。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
36|29|只一声と叫び声の外聞けない者のよう叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多だけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ失せてしまった。
36|30|ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれなしもべたちよ。かれらは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘲り笑う。笑う。してかかった。



36|31|かれらは 付かない。かないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたち以前に 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。を請い願う。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは気付かない。 幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれと らないと帰らせられる御方。
いうことを請い願う。。
36|32|そ凡ての称讃あれ，れぞれ皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 にわれの御名において。前に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされよう。審きの日の主宰者に。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
36|33|かれらへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。 1つ見ることが出来ない。としては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れから生 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれら甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあげられる人々の道ではなく。
36|34|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こにナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシやブドウ〕に動しむ人たちの御名において。 を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出させる人々の道ではなく。園に就いての吉報を伝えなさ 設けた時 間の悪魔〔シャ
36|35|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。果 を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり出したもの御名において。ではない。そ凡ての称讃あれ，れでも感 しない実 謝するであろう。
の御名において。か。
36|36|かれの御名において。 光を取りを請い願う。 える人々の道ではなく。かれは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に生える人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら自身を守るであろう。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。知った上は，らないもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ，
て雌雄に られた方である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
36|37|またかれらへの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れから昼を請い願う。退かせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真っ暗になる人々の道ではなく。見ることが出来ない。
36|38|また太 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなく。これも全能であられる。全知った上は，な御方の御名において。 理を）知った上は，である人々の道ではなく。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 規切に扱い則がなかったならば，あなたがたはその受け取ったもののた 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 摂理の例があった，あなたがたは地上を旅して，真理を嘘という者の最
36|39|また月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか を請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなり分を欺いているのに過ぎなけた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいた 柄の御名において。ように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。なっ宮の（胎児の時が）直ぐ終るか， 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ってく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく。戻そうと望んでいる。真理が
36|40|太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがに追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。ことはならず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないは昼と先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。争った時のことを思い起せ。だがアッラうことは出来ない。そ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。 道に導きたまえ，陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた
を請い願う。泳ぐ。ぐ。
36|41|また した舟の中で一緒であったものたちを救い，わに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。子 を請い願う。 んだことも印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または載くのだ。」と言う時の姿をあなた（ム 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 1つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。
36|42|またわれはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。便利な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うを請い願う。 った。乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
36|43|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，うなれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれはしない。
36|44|只われの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。によって束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 を請い願う。享 す者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 楽
36|45|かれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。前にある人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また後の審きの日の主宰者に。ろにある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。にあず取り上げられる。本当にアッラかれる人々の道ではなくであろう。」と言う者があると言われても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 す者，どころか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで
36|46|主からの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，っかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けてしまう。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
36|47|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに授けたものを施す者，けられたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，せ。」と言う者があると言われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，ーの御名において。
る人々の道ではなく者に。に言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御自分を欺いているのに過ぎなで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われる人々の道ではなくという者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく うことーの御名において。 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくありましょうか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい いを請い願う。している人々の道ではなくだけです者，。」と言う者がある違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
36|48|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく果たさ実 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 審きの日の主宰者に。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
れる人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，か。」と言う者がある
36|49|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 争った時のことを思い起せ。だがアッラしている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。叫び声の外聞けない者のようびが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらを請い願う。 うだけではないか。論争に判決を下される。 間の悪魔〔シャ 襲った。
36|50|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言す者，る人々の道ではなくことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。ところに る人々の道ではなくことも出来ない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遺言をするよう定め 帰らせられる御方。
36|51|そ凡ての称讃あれ，してラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。。場所から離れさ 許に帰らせられる御方。
36|52|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない。わたしたちを請い願う。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから呼んでみなさび起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こしたの御名において。は でしょうか。これは臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 誰も）迷わさない。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされた通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりではありませんか。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。言 は真 であったの御名において。です者，か。」と言う者がある約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
36|53|只一声と叫び声の外聞けない者のよう り けば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 にかれらはわれの御名において。前に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。鳴と稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか 響けば，一斉にかれらはわれの前に召し集められる。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
36|54|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。には も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し いられ誰も）迷わさない。 扱い 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
る人々の道ではなく。
36|55|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように の御名において。仲 たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，喜ばせるものである。」びに忙がしい。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしい。楽園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ
36|56|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。配偶者に。たちと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」 の御名において。寝床であることよ。」によりかかる人々の道ではなく。陰
36|57|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果 や望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。を請い願う。何でも得るために，「これはアッラーから下ったものられる人々の道ではなく。実
36|58|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。主から「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があるとの御名において。御言 もある人々の道ではなく。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
36|59|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は れて控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえなさい。離れ，地上で
36|60|ア ダムの御名において。子 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはならないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者しなかったか。かれはあーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 悪魔〔シャ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。敵である。地上には，あなたがたのため
36|61|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。
36|62| かにかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。大部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。迷える人々の道ではなくわせた。どうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許らなかったの御名において。か。確 悪魔〔シャ
36|63|これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされていた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
36|64|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，こに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
36|65|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。口を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じる人々の道ではなく。す者，る人々の道ではなくとそ凡ての称讃あれ，の御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。足を踏み入れるこは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと語り，正しい者の一人である。」
を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ す者，る人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
36|66|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。への御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじようと両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーす者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。見ることが出来ない。
36|67|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたで形を請い願う。 える人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，うなればかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。ことも場所から離れさ 変えてしまった。それでわれ 帰らせられる御方。
る人々の道ではなくことも出来ない。
36|68| でも 寿させる人々の道ではなくさいには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは 造に向かい，を請い願う。逆に らせよう。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでも悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。誰も）迷わさない。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 戻そうと望んでいる。真理が
36|69|われはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえなかった。そ凡ての称讃あれ，れはかれに相 しく慈愛深きアッラーの御名において。ない。これは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ詩篇を 応 ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としまごうかたないクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，訓戒とし ーの御名において。
36|70|生ける人々の道ではなく者に。に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。に してはは御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
36|71|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手ず取り上げられる。本当にアッラからかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に った家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。かれらに所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，させている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ないの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 見ることが出来ない。
36|72|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。用）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせた。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはこれに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなく。乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
36|73|またかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいろいろそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。利用し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。もの御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは感飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 謝するであろう。
しないの御名において。か。
36|74|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。 び何とか助けを請い願う。けられようとす者，る人々の道ではなく。ーの御名において。 選んで，自
36|75|そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ろかれらの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 を請い願う。整えて順序よく復誦させるためである。えて寧ろ正義と篤信のために助けあっ 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ



いる人々の道ではなく始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）末であろうか。。
36|76|あなたはかれらの御名において。言うことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しんではならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 す者，ことも わす者，こ隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
とも知った上は，っている人々の道ではなく。
36|77|人 は考えないの御名において。か。われは一精滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。からかれを請い願う。 ったではないか。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。に よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 見ることが出来ない。
向かい，っている人々の道ではなく。歯には

36|78|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに える人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。合は鮮かで，見る者をいに出して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 造に向かい，を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朽ちすたれない善行は，主の御許ち果てた準）を与えたことを思い起せ。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。
骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。生きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。らせましょうか。」と言う者がある
36|79|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある最初の生活の生計があろう。」と言った。に御 りになった方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。生きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。らせる人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。造に向かい，物だ。」と言うを請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
知った上は，り尽くされることく慈愛深きアッラーの御名において。しておられる人々の道ではなく。
36|80| の御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。造に向かい，られたの御名において。もかれであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だからこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れによ緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房
って燃やす者，。」と言う者がある
36|81|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされたかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 り得るために，「これはアッラーから下ったものないであろうか。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは最高の御名において。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 類する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，であられる人々の道ではなく。
36|82|何かを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。」と言う者があると御命じられたものから離れ，地上でじになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなく。
36|83|かれにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。称 あれ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。御手で万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，を請い願う。 御なされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。御 に さ讃あれ， 統の正しい） 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
れる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
37|1|整えて順序よく復誦させるためである。然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いを請い願う。なす者，者に。たちにおいて。
37|2| り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳う者に。において。駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
37|3|また 戒とし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。グルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせる人々の道ではなく者に。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。訓戒とし ーの御名において。 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
37|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。主である人々の道ではなく。
37|5|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また日の主宰者に。の御名において。出を請い願う。司どる人々の道ではなく主である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
37|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，層正当である。女は，公平な状態の下 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
37|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逆らう 魔にたいす者，る人々の道ではなく守り，またわれが授けたものを施す者，りとした。ーの御名において。 悪魔〔シャ
37|8|かれらは八方から たれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最高の御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ を請い願う。盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。撃を受けている。われは人間の間に 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
37|9| 退されて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは永久にの御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。撃を受けている。われは人間の間に 懲罰を科せられよう。
37|10|盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見 し得るために，「これはアッラーから下ったものた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 の御名において。炎が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 す者，る人々の道ではなく。聴 熱 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
37|11|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに え。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらとわれの御名において。 った者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。 られて問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
いる人々の道ではなくか。」と言う者があるわれはもともと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，粘りのある泥でかれらを創ったのである。りの御名において。ある人々の道ではなく泥で鳥の形を造り，それに息を吹きでかれらを請い願う。 ったの御名において。である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
37|12|あなたは感 している人々の道ではなくというの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは嘲り笑う。笑う。す者，る人々の道ではなく。嘆
37|13|警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れない。
37|14|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 ても嘲り笑う。笑う。す者，る人々の道ではなくばかり。見ることが出来ない。
37|15|そ凡ての称讃あれ，してかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 にちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいありません。術を教え，またバービル
37|16|わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで土と骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になってから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの呼んでみなさび起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされましようか。
37|17| い祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 にです者，か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言う。遠にその中に住むのである。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
37|18|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーり。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
37|19|そ凡ての称讃あれ，れは只一声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。叫び声の外聞けない者のようびである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはろしい光を取り景を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたりに て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。
37|20|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ情もなく，執り成しもないけない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。です者，か。」と言う者があると言う。審きの日の主宰者に。
37|21|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった区分を欺いているのに過ぎなの御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。
37|22|不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていた者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて していたもの御名において。たちを請い願う。義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。
37|23|かれらを請い願う。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り への御名において。道に導きたまえ，に れて行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
37|24|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。たせておけ。かれらに ねる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
37|25|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく助けを請い願う。け合は鮮かで，見る者をわないの御名において。はどうしたことか。」と言う者がある
37|26|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。ばかりは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。
37|27|かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに近づきアッラーの御名において。 ね合は鮮かで，見る者をう。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
37|28|一方は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右から来ました。」と言う者がある
37|29|す者，る人々の道ではなくと他方は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもともと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。ではありませんでした。
37|30|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし付かない。ける人々の道ではなく 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。もありませんでした。そ凡ての称讃あれ，れにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
徒となったでした。
37|31|そ凡ての称讃あれ，れで主の御名において。御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに された今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味わわねばならない葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実証人を呼んでみなさ 懲罰を科せられよう。 。
37|32|わたしたちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。迷える人々の道ではなくわせたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち自身を守るであろう。も迷える人々の道ではなくっていたの御名において。です者，。」と言う者がある
37|33|こうしてそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの共に立礼しなさい。に を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
37|34|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはこの御名において。ように罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。を請い願う。 分を欺いているのに過ぎなす者，る人々の道ではなく。処でも望む所で，思う存分
37|35|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はありません。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いつ見ることが出来ない。も高慢で不信の徒となったになった。ーの御名において。
37|36|そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者い 人の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 ててなる人々の道ではなくもの御名において。です者，か。」と言う者があると言っていた。気付かない。 詩篇を 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
37|37|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは真理を）知った上は，を請い願う。(お?))して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれ以前の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。預言者たち）に啓示したもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確証人を呼んでみなさ
37|38|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。味わうであろう。懲罰を科せられよう。
37|39|どうせ皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことの御名において。 いである人々の道ではなく。報を伝えなさ
37|40|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。忠 なしもべたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなく。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
37|41|そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
37|42|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喜ばせるものである。」ばしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して 誉が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの授けたものを施す者，けられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
37|43|至福を成就する者である。の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ
37|44|寝床であることよ。」の御名において。上の幸福を成就する者である。で向かい，かい合は鮮かで，見る者をう。



37|45|清めなさい。」い泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからからく慈愛深きアッラーの御名において。んだ杯は，かれらにゆきわたり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにゆきアッラーの御名において。わたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
37|46|真白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな美していますのに。」かれは仰せられ酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， む者に。に心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。よい甘くして旨い，外は塩辛くして苦い。さ。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
37|47|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 痛い懲罰が下されよう。を請い願う。催さず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わせもしない。頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 酔った時は，自分の言うことが理解出来るようになるまで，礼拝に近付
37|48|またかれらの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらし目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくちな大きアッラーの御名において。い目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。乙女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。側こそは，最高の
37|49|かの御名において。女らは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，られている人々の道ではなく卵のよう。の御名において。よう。
37|50|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに近づきアッラーの御名において。 ね合は鮮かで，見る者をう。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
37|51|かれらの御名において。一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，口を請い願う。切に扱いって言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしに一人の御名において。 しい友が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいました。親，孤児，貧者を規切に扱い
37|52|かれは言っていた。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたまで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じている人々の道ではなくの御名において。です者，か。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
37|53|わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで土と骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になってから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 判の）日を信じる。」と言う者があるされる人々の道ではなくの御名において。でしょうか。』」と言う者がある審きの日の主宰者に。
37|54|また言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまあ皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったさん 下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくろしてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある見ることが出来ない。
37|55|そ凡ての称讃あれ，こでかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくろす者，と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。只中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にかれの御名において。姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えた。見ることが出来ない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。
37|56|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはもう少しでわたしを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で させる人々の道ではなくところでした。ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
37|57|もし主の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられる人々の道ではなく者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいたでしょう。」と言う者がある恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
37|58|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。仲 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。だけでまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ
37|59|死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびことはないの御名において。です者，か。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくことはないの御名において。でしょうか。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
37|60|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うである人々の道ではなくならこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至上の幸福を成就する者である。の御名において。幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。です者，。
37|61|この御名において。ようなことの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ し努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，べきアッラーの御名において。です者，。」と言う者がある動しむ人たち
37|62|そ凡ての称讃あれ，れは な 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ではないか。そ凡ての称讃あれ，れともザック ムの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。とる人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか。結ぺと命じられたものから離れ，地上で構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ 歓 ーの御名において。
37|63|われはこの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。への御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，用意されている。したの御名において。である人々の道ではなく。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 試
37|64|そ凡ての称讃あれ，れは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーに生える人々の道ではなく木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
37|65|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。 の御名において。ようである人々の道ではなく。実 悪魔〔シャ 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
37|66|かれらはこれを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，腹の中に火だけを飲はそ凡ての称讃あれ，れでいっばい。
37|67|そ凡ての称讃あれ，れから上の幸福を成就する者である。に沸 す者，る人々の道ではなく を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎ足を踏み入れるこされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，騰する湯を注ぎ足され， 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。
37|68|そ凡ての称讃あれ，れから火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に り着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。である人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 帰らせられる御方。
37|69|かれらは祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。迷える人々の道ではなくっていたの御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，認し， 自ら証言したのである。
37|70|そ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいたの御名において。である人々の道ではなく。跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 歩みを進めるが，暗闇になれ
37|71|昔のことは問わないがの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに迷える人々の道ではなくっていた。確
37|72|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれはかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。を請い願う。 わした。遺言をするよう定め
37|73| る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされても した者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうであったかを請い願う。。見ることが出来ない。 無視
37|74|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。忠 なしもべたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなく。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
37|75|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。てヌ フはわれに哀れみを与え した。われは最も れた 答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 願う。 優るか，またはそれと同様の 応
37|76|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。大 から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。難かしいこと。
37|77|そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。子 を請い願う。生きアッラーの御名において。残されたので，何二つ見ることが出来ない。らせた。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
37|78|また後の審きの日の主宰者に。の御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かに渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祝福を成就する者である。の御名において。言 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
37|79|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある万物だ。」と言う（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で特にヌ フの御名において。上の幸福を成就する者である。に平安あれ。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれからの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い御言間の悪魔〔シャ ーの御名において。 難かしいこと。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
37|80|われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
37|81|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。いわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべであった。
37|82|そ凡ての称讃あれ，れからわれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，溺れさせた時のことを思い起せ。れさせた。
37|83|またかれの御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にはイブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいた。継がせた，またわれはマルヤムの子イー ーの御名において。 ーの御名において。
37|84|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 正しい道に導きたまえ，な心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。もってかれの御名において。主の御名において。 にやって来た折に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，純 許に帰らせられる御方。
37|85|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。父やそ凡ての称讃あれ，の御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。は何です者，か。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
37|86|アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて しの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なの御名において。です者，か。ーの御名において。 瞞に過ぎ
37|87|いったい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどの御名において。ように考えておいでなの御名において。です者，か。」と言う者がある
37|88|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」を請い願う。一目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 見ることが出来ない。
37|89|言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの痛い懲罰が下されよう。む。」と言う者がある
37|90|人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくはかれに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。
37|91|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに向かい，かって言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べないの御名において。で時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
す者，か。
37|92|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてもの御名において。を請い願う。言わないの御名において。です者，か。」と言う者がある
37|93|そ凡ての称讃あれ，こでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。右手で打った。
37|94|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慌ただしく相継がしめなされ，また太陽，月，群星を，命にててかれの御名において。 へやって来た。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 処でも望む所で，思う存分
37|95|す者，る人々の道ではなくとかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの刻の掟がある。んだもの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
37|96|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，造に向かい，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの られる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があるーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
37|97|人びとは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に炉を築き，燃え盛る火の中に投げ込みなさを請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃え盛る火として十分る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさーの御名において。 ーの御名において。 築造していたものを破壊した。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
い。」と言う者がある
37|98|この御名において。ようにかれに策 を請い願う。巡らせようとしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらを請い願う。散らばせる雨の中に，また風向きの々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわせた。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
37|99|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは主の御名において。御 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさこう。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわたしを請い願う。 かれる人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。 導きたまえ，
37|100|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい人物だ。」と言うになる人々の道ではなくような（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの息子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに御授けたものを施す者，け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
37|101|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいやりの御名において。ある人々の道ではなく男 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの授けたものを施す者，ける人々の道ではなくという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの昔のことは問わないが を請い願う。 えた。優るか，またはそれと同様の 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 報を伝えなさ 伝えなさ
37|102|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれと共に立礼しなさい。に く慈愛深きアッラーの御名において。年の になった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある息子よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたを請い願う。 牲に供え働く者となるであろうから。」 頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 犠牲に供え
に捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく を請い願う。 ました。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはどう考える人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者があるかれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある父よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 見ることが出来ない。



が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられたようにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御分を欺いているのに過ぎなりでしょーの御名において。
う。」と言う者がある
37|103|そ凡ての称讃あれ，こでかれら 人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子供え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に付かない。け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものうつ見ることが出来ない。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせになった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
37|104|われは告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブラ ヒ ムよ。ーの御名において。 ーの御名において。
37|105|あなたは かにあの御名において。 を請い願う。 践した。本当にわれは，このように正しい行いをする者に報いる。した。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ように正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。確 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 実 報を伝えなさ
37|106|これは明であられます。」らかに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。」と言う者がある試
37|107|われは大きアッラーの御名において。な 牲に供えでかれを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，犠牲に供え 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で
37|108|末であろうか。永く慈愛深きアッラーの御名において。かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。祝福を成就する者である。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。
37|109|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブラ ヒ ムに平安あれ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 ーの御名において。
37|110|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
37|111|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。いしもべであった。
37|112|またわれは正しい道に導きたまえ，しい人物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。イスハ クの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 生の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの吉 を請い願う。かれに えた。預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 誕 報を伝えなさ 伝えなさ
37|113|そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとイスハ クを請い願う。祝福を成就する者である。した。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。もーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また明であられます。」らかに自らを請い願う。 なう者に。もあった。損なったのではなく，只自分の
37|114|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに恩 を請い願う。施す者，した。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
37|115|またかれら 人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。大きアッラーの御名において。な から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
37|116|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく助けを請い願う。けたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの克服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練です者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来た。難かしいこと。
37|117|なおわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 にさせる人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
37|118|かれらを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に いた。導きたまえ，
37|119|われは後の審きの日の主宰者に。の御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かに渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。祝福を成就する者である。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共
37|120|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ とハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに平安あれ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
37|121|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
37|122|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれら 人は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。いわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべであった。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
37|123|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の スも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったであった。ーの御名において。
37|124|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下にこう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れないの御名において。です者，か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
37|125|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはバアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最高の御名において。 造に向かい，主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 てる人々の道ではなくの御名において。です者，か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。 見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
37|126|アッラ こそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。父祖たちの御名において。主ではないの御名において。です者，か。」と言う者があるーの御名において。
37|127|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の ス）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくとした。だから必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの むであろう。ーの御名において。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。 臨
37|128|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。しもべは である人々の道ではなく。ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
37|129|われは後の審きの日の主宰者に。の御名において。 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かに渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。祝福を成就する者である。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共
37|130|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の スに平安あれ。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。
37|131|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
37|132|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。いわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべであった。
37|133|ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわした者に。であった。ーの御名において。
37|134| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。凡ての称讃あれ，てを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。見ることが出来ない。
37|135|後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなく者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い婆の外は。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は。
37|136|そ凡ての称讃あれ，うしてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。を請い願う。 ぼしてしまった。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
37|137|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの傍に，一点の火を認めたらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼遺言をするよう定め跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
37|138|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーっている人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れでも悟を許された。本当にかれは，寛大に許らないの御名において。か。
37|139|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにユ ヌスも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったであった。ーの御名において。
37|140|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの した舟の中で一緒であったものたちを救い，わに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。れた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または載くのだ。」と言う時の姿をあなた（ム 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
37|141|かれは を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， けてしまった。籤で分配されたものである。これらは忌まわしいものである。今日，不信心な者たちはあなたがたの 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
37|142|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに投げて誰がげ まれる人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 に丸 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは自 の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられにかられた。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 魚 呑み込んでしまった。 責は必ず不信心者の上に下る
37|143|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，讃あれ，
37|144|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされる人々の道ではなく日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれは の御名において。腹の中に火だけを飲の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，まったであろう復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 魚
37|145|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，荒し廻る。だがアれ果てた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの岸の町（の人びと）に就いて，かれらに問え。かれらが安息日（の禁）を破った時のことを，魚 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかれを請い願う。打ち上の幸福を成就する者である。げた。かれは病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手んでいた。辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り
37|146|われはかれの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，1本の御名において。ヒサゴ木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。繁らせ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをを請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
37|147|そ凡ての称讃あれ，して 10万人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはそ凡ての称讃あれ，れ以上の幸福を成就する者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかれを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。
37|148|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはしばし 世を堅く信じる者たちである。の御名において。享 を請い願う。 した。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 許に帰らせられる御方。
37|149|さてかれらに え。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は娘たちがいる。あなたがたにとってを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは息子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。と問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
いうの御名において。か。
37|150|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。女に ったと 言す者，る人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 証人を呼んでみなさ
37|151| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。言うことは作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさりごとである人々の道ではなく。見ることが出来ない。
37|152|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく子を請い願う。生まれる人々の道ではなくとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらも嘘付かない。きアッラーの御名において。の御名において。徒となったである人々の道ではなく。ーの御名において。
37|153|かれは息子よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，娘たちがいる。あなたがたにとってを請い願う。 ばれる人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。選んで，自
37|154|どうしたの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどう判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなくの御名において。か。
37|155|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはなお 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないの御名において。か。訓戒とし
37|156|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」 な 能であられる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
37|157|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。いうことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。出してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。実 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
37|158|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとジンは である人々の道ではなくといっている人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくジンは自分を欺いているのに過ぎなたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの むことを請い願う。親，孤児，貧者を規切に扱い類する 懲罰を科せられよう。 臨
よく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っている人々の道ではなく。
37|159|アッラ に えあれ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの超 なされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 讃あれ， 絶するで



37|160|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 虚なに奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。しもべたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなく。謙虚な ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
37|161|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
37|162|かれに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 惑す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
37|163|燃え盛る火として十分る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれる人々の道ではなく者に。は にして。焼き払うようなことを 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
37|164|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの整えて順序よく復誦させるためである。列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いしている人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。部署を持っています。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっています者，。
37|165|わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奉仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの整えて順序よく復誦させるためである。列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
37|166|慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アんで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの え唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられします者，。」と言う者があるーの御名において。 讃あれ，
37|167|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはいつ見ることが出来ない。も言っていた。
37|168|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがから 戒としを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていたなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，訓戒とし
37|169|わたしたちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにアッラ の御名において。 虚ななしもべであったでしょう。」と言う者がある確 ーの御名において。 謙虚な
37|170|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの にクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられれば）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく もなく慈愛深きアッラーの御名において。かれらは知った上は，る人々の道ではなくであ実際は）自分を欺いているのに過ぎな ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
ろう。
37|171| かにわれの御名において。言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわしたしもべたちに既に明示している。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされている人々の道ではなく。確 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
37|172|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ助けを請い願う。けられよう。
37|173|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
37|174|あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらから く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 ざかって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暫 間の悪魔〔シャ遠にその中に住むのである。
37|175|かれらを請い願う。 しなさい。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。監禁しなさい。死がかの女らを連れ視 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
37|176|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎ求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
37|177|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく にかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れまで警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけている人々の道ではなくだけに寝 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 い朝にタべに讃えなさい。」となろう。実際は）自分を欺いているのに過ぎな 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 悪魔〔シャ
37|178|そ凡ての称讃あれ，れであなたはかれらから く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 ざかって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暫 間の悪魔〔シャ遠にその中に住むのである。
37|179|かれらを請い願う。 しなさい。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらも目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。監禁しなさい。死がかの女らを連れ視 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
37|180|あなたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの超 なされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に えあれ。徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア 絶するで 讃あれ，
37|181|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに平安あれ。
37|182|万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に えあれ。ーの御名において。 讃あれ，
38|1|サ ド。 戒としに ちたクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンにかけて。ーの御名において。 訓戒とし 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
38|2|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったで反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。的であってはならないである人々の道ではなく。
38|3|われはかれら以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんなに多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたことであろう。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もはや逃されない。れ得るために，「これはアッラーから下ったものない滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
となって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの う。請い願う。
38|4|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出たことに きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは魔 です者，。驚くのか。そしてあなたが 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
嘘付かない。きアッラーの御名において。です者，。
38|5|かれは多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。にしてしまうの御名において。です者，か。これは全く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。いったことです者，。」と言う者がある驚くのか。そしてあなたが
38|6|そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にいた仲 に言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。なさい。そ凡ての称讃あれ，してあ長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 場所から離れさ 間の悪魔〔シャ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーしなさい。これは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アらみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。です者，。
38|7|わたしたちはこれまでの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こんなことを請い願う。 いたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくありません。これは作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり に ぎません聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 過ぎな 。
38|8|わたしたちの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あんな男にだけ御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったと言うの御名において。です者，か。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわれの御名において。 戒としに間の悪魔〔シャ 訓戒とし ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはまだわれの御名において。 を請い願う。味わったことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。懲罰を科せられよう。
38|9|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいあなたの御名において。主の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。宝物だ。」と言うを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくの御名において。か。偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
38|10|かれらは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 を請い願う。もっている人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れならかれらに手だてを請い願う。させて間の悪魔〔シャ 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。玉座は，凡てまで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの登らせなさい。
38|11|しかしあれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 合は鮮かで，見る者をの御名において。 で只 走す者，る人々の道ではなくばかり。鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 衆の上に御選びになられた。 敗者である。
38|12|かれら以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フの御名において。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものおよび を請い願う。 り らしたフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 張 廻る。だがア
38|13|またサム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものやルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，および森の仲間も不義を行う者であった。の御名において。民に先んじ（て下も使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。徒となった党で，必ず勝利を得るを請い願う。 んで嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりしたーの御名において。 ーの御名において。 組の中だったのですか。」 。
38|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでわれからの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。懲罰を科せられよう。 確実
38|15|これらの御名において。者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。一声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。だけである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れには一刻の掟がある。の御名において。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不もない。猶予もないであろう。
38|16|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。授けたものを施す者，かる人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなを請い願う。清めなさい。」算に迅速であるの御名において。日の主宰者に。以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると言う。
38|17|あなたはかれらの御名において。言 を請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。そ凡ての称讃あれ，してわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべである人々の道ではなく 固に）信じようの御名において。人ダ ウ〕に動しむ人たち ドを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにか葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 堅く信じる者たちである。 ーの御名において。 ーの御名において。
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でして 美していますのに。」かれは仰せられしつ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。常に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った。讃あれ， 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
38|18|われは山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれと共に立礼しなさい。に朝にタべに讃えなさい。」夕に 美していますのに。」かれは仰せられさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 讃あれ，
38|19|また も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でして 美していますのに。」かれは仰せられしつ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。常に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った。鳥をとって，それを慣らし，それからかれら類する 讃あれ， 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
38|20|そ凡ての称讃あれ，こでわれはかれの御名において。王 を請い願う。 化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英知った上は，と断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時固に）信じようたる人々の道ではなく 断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。かれに授けたものを施す者，けた。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 決して正しく導か
38|21|あなたは 争った時のことを思い起せ。だがアッラ者に。の御名において。物だ。」と言う を請い願う。 いたの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく私室に際し）許しの御名において。壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かを請い願う。 り越えず必要に迫られた場合は罪にはならえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，論争に判決を下される。 語り，正しい者の一人である。」 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
38|22|ダ ウ〕に動しむ人たち ドの御名において。ところに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。って来たの御名において。でかれは いた。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくことはありませんーの御名において。 ーの御名において。 驚くのか。そしてあなたが 。
これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ者に。の御名において。双方です者，。一方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他方に不正しい道に導きたまえ，を請い願う。 きアッラーの御名において。ました。真理を）知った上は，によってわたしたちの御名において。 を請い願う。裁いて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく訴えている丈である。わたしは訟の当事者の双方です。一方が他方に不正を働きました。真理によってわたしたちの間を裁いて下 働く者となるであろうから。」 間の悪魔〔シャ
さい。不公平が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。公正しい道に導きたまえ，な道に導きたまえ，に御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある導きたまえ，
38|23|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。兄です者，。かれは 99 も雌羊を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっており，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 1 しか持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていま頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
せんでした。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。も自分を欺いているのに過ぎなに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせなさいと言ったの御名において。です者，。そ凡ての称讃あれ，して言 巧みに家を切り穿っても（安泰であり得ようか）。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にわたしを請い願う。言い葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
かせてしまったの御名において。です者，。」と言う者がある負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない

38|24|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものダ ウ〕に動しむ人たち ド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。羊を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，取り もうとしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようです者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにーの御名において。 ーの御名において。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 確
共に立礼しなさい。同じで，（頑固に）信じようで仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに侵しあう。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは稀です。」と言です者，。」と言う者があると言別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
った。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものダ ウ〕に動しむ人たち ドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たことを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 にひれ伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 試 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ 請い願う。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
悟を許された。本当にかれは，寛大に許して主の御名において。御 に った。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
38|25|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。赦し，また善行をする者にした。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれに近づきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か幸な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悟を許された。本当にかれは，寛大に許り切に扱いっ過ぎな
た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにいる人々の道ではなく。帰らせられる御方。



38|26|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるダ ウ〕に動しむ人たち ドよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か理を）知った上は，者に。にした。だから人びとを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって裁きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私欲ーの御名において。 ーの御名において。
に って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はず取り上げられる。本当にアッラしてはならない。アッラ の御名において。道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくう者に。は清めなさい。」算に迅速であるの御名において。日の主宰者に。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれた者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラ従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 ーの御名において。
ず取り上げられる。本当にアッラ しい にあう。」と言う者がある厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
38|27|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， らに らなかった。そ凡ての称讃あれ，れは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。の御名において。 であ間の悪魔〔シャ 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 億測す
る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいず取り上げられる。本当にアッラれ地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。味わう信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ない者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
38|28|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。と同じで，（頑固に）信じようじに うことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔動しむ人たち 悪魔〔シャ 扱い 悪魔〔シャ
に し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの身を守るであろう。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 の御名において。者に。とを請い願う。同じで，（頑固に）信じようじに うであろうか。対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ 扱い
38|29|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。に ち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 考す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので あ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 黙っていても，あなたがたにとっては同じことである。 慮するであろう。われに感謝し
る人々の道ではなく者に。たちへの御名において。 戒としである人々の道ではなく。訓戒とし
38|30|われはダ ウ〕に動しむ人たち ドにスライマ ンを請い願う。授けたものを施す者，けた。何と れたしもべではないか。かれは梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して常にーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った。帰らせられる御方。
38|31|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの黄昏 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに献をしても，不承不承であろうとも，決し上の幸福を成就する者である。された の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 駿馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
38|32|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい物だ。」と言うを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。でて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく降ってきたようなもので，落雷の忍さかりる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。帳消しにしなさい。
念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられず取り上げられる。本当にアッラる人々の道ではなくことを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれてしまったの御名において。です者，。
38|33|さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 れて参った者を犯しれ。そ凡ての称讃あれ，してかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。足を踏み入れること首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこを請い願う。切に扱いり落としてしまった。馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の
38|34|またわれはスライマ ンを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。 の御名において。かれを請い願う。椅子に据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれは回 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 試 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
38|35|言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，して後の審きの日の主宰者に。世を堅く信じる者たちである。の御名において。 も持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち得るために，「これはアッラーから下ったものない程の御名において。王国を与えた。を請い願う。わたしに御与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ誰も）迷わさない。
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは かに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく方です者，。」と言う者がある豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
38|36|そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。かれに わせた。そ凡ての称讃あれ，れはかれの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうままに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によって望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さかに風向きの 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
吹きく慈愛深きアッラーの御名において。。
38|37|またわれはシャイタ ンたちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で させた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大工が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり潜り込む所を見い出せれば，必ずそれに向こう見ずに急いで行水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
38|38|またそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，スライマ ンの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさず取り上げられる。本当にアッラ に が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれた者に。もいた。ーの御名において。 鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 繋いだ馬を備えなさい。それによってア
38|39|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれの御名において。 物だ。」と言うである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえようと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，控え目であるから，知らない者は金持であると考える。あなたがたえようと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， はな賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか題なだけである。
い。」と言う者がある
38|40|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。近く慈愛深きアッラーの御名において。にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸せな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悟を許された。本当にかれは，寛大に許りきアッラーの御名において。った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにいる人々の道ではなく。帰らせられる御方。
38|41|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アイユ ブを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるシャイタ ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。 まーの御名において。 ーの御名において。 悩ましてはなら
せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 いている人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようんだ を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。抜かりない立証者であられる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
38|42|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくと命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。足を踏み入れるこで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。そ凡ての称讃あれ，こには清めなさい。」 な沫浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。と 料との御名において。た涼しい影にかれらを入らせるであろう。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。」と言う者がある
38|43|われは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。 2倍にして授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の とした。慮するであろう。われに感謝し 訓戒とし
38|44|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある一握る者が辞退しりの御名において。草を請い願う。手に取って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打て。あなたの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でってはな
らない。」と言う者があるわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ことを請い願う。知った上は，った。何と れたしもべではないか。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に優るか，またはそれと同様の
服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの常に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
38|45|またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムとイスハ クとヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のアコ ブを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。かれらは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，洞察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいも力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。
38|46|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。まいを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじている人々の道ではなくという な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの免れないであろう。アッラーはかれらの行いじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれら純粋明確なアラビア語である。 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ質）になされる。
を請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てやった。
38|47|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にも ばれ れた者に。であった。選んで，自 優るか，またはそれと同様の
38|48|またイスマ イ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のサアとズ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ キフルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。かれらは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった れた者に。であった。ーの御名において。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 ・ラーム・ミーム。 優るか，またはそれと同様の
38|49|これは一つ見ることが出来ない。の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。 れる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸せな り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。訓戒とし 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 帰らせられる御方。
38|50|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 の御名において。 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。 はかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に かれる人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて
38|51|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安 に寝床であることよ。」に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの寄った上りかかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。果 や み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。放 である人々の道ではなく。楽 沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 実 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 題なだけである。
38|52|また傍に，一点の火を認めたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらし目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくちの御名において。同じで，（頑固に）信じようじ年の の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの乙女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく侍る。る人々の道ではなく。頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする
38|53|これらは清めなさい。」算に迅速であるの御名において。日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされる人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
38|54|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尽くされることきアッラーの御名において。る人々の道ではなくことの御名において。ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うである人々の道ではなく。賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
38|55|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ようである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。徒となったには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
38|56|そ凡ての称讃あれ，れは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，こで かれよう。何と い 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたであろうか。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを 悪魔〔シャ 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
38|57|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こういうことだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。え立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 と を請い願う。味わされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 膿を味わされ，
38|58|そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。とり合は鮮かで，見る者をわせて受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくことになる人々の道ではなく。類する 懲罰を科せられよう。
38|59|これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，むやみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に突き殺されたもの，野獣が食い残したもきアッラーの御名において。 む一群である人々の道ではなく。かれらには 迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類の御名において。言 もない。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り で緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 進めるが，暗闇になれ 歓 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
かれる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。焼き払うようなことを

38|60|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 はかれらの御名において。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 者に。たちに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類されないの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたで獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 導きたまえ， 歓
す者，。わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。向かい，けたの御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたです者，。何と い住むのである。まいに来たもの御名において。でしょう。」と言う者がある悪魔〔シャ
38|61|す者，る人々の道ではなくとかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。ここに れて来た者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り で倍の御名において。 を請い願う。御加えられることを。え下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
さい。」と言う者がある
38|62|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に数の者をえていた人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えないの御名において。です者，。ど獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
うしたの御名において。でしょう。
38|63|わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘲り笑う。笑う。していた者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。く慈愛深きアッラーの御名において。らませたの御名において。では見ることが出来ない。
ないでしょうか。」と言う者がある
38|64|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは真相で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 の御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラである人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 論争に判決を下される。
38|65|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎない。唯一の御名において。方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，抵抗して法を越えていたためである。出来ない方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には過ぎな ーの御名において。
神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。
38|66|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。 容であられる人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 偉大な恩恵の主であられる。 寛大に許
38|67|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは至高の御名において。知った上は，らせである人々の道ではなく。



38|68|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。
38|69|且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高い位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア の御名において。者に。たちの御名において。 につ見ることが出来ない。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは何の御名において。知った上は， もなかった。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 識
38|70|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく公明であられます。」に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。」と言う者がある啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
38|71|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれは泥で鳥の形を造り，それに息を吹きから人 を請い願う。 ろうとしている人々の道ではなく。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでえ。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
38|72|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに を請い願う。吹ききアッラーの御名において。 んだならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらしてかれ間の悪魔〔シャ 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
にサジダしなさい。」と言う者がある
38|73|そ凡ての称讃あれ，こで天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった一 にサジダしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。
38|74|イブリ スだけはそ凡ての称讃あれ，うしなかった。かれは高慢で不信の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒む者に。となった。ーの御名において。
38|75|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイブリ スよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。手ず取り上げられる。本当にアッラから ったもの御名において。にサジダす者，る人々の道ではなくの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
妨げたり，またそれを破壊しようげたの御名において。か。あなたは高慢で不信の徒となったなの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも高い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 力なもの）になるまでかれらに対して戦えある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。なの御名において。か。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
38|76|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりも れています者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りでわたしを請い願う。御 りに間の悪魔〔シャ 優るか，またはそれと同様の 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
なりましたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは泥で鳥の形を造り，それに息を吹きで られただけです者，。」と言う者がある創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
38|77|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ここから出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。なさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように忌まわしい道である。まわしいから。
38|78|そ凡ての称讃あれ，してわれからの御名において。 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。まで必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたの御名において。上の幸福を成就する者である。にあろう。」と言う者がある見ることが出来ない。 審きの日の主宰者に。
38|79|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでしあげた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく呼んでみなさび起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされる人々の道ではなく日の主宰者に。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。 います者，。」と言う者がある猶予もないであろう。 願う。
38|80|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不しよう。猶予もないであろう。
38|81|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。 まで。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
38|82|かれは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。御威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。光を取りにかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。います者，。わたしはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て間の悪魔〔シャ
の御名において。者に。を請い願う。 惑します者，。誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
38|83|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 虚ななしもべを請い願う。除き，背き去った。いては。」と言う者がある謙虚な
38|84|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは真 である人々の道ではなく。われからも真 を請い願う。言う。実 実
38|85|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたとあなたに う凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 たす者，であろう。」と言う者がある従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
38|86|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。に し何の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。またわたしは 善ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 偽りのために，かれらには手
者に。ではない。
38|87|これは 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに す者，る人々の道ではなく 戒としに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 対し）その身を守るであろう。 訓戒とし
38|88| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来たら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく其 である人々の道ではなくことを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ知った上は，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 実
39|1|この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなくアッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
39|2|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは真理を）知った上は，によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにこの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることせ。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
39|3|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることして仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔ではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 護者も援助者もないのである。
者に。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。は只わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御 に近づく慈愛深きアッラーの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 側こそは，最高の
である人々の道ではなく。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はかれらの御名において。 なる人々の道ではなく点につ見ることが出来ない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。裁 なされる人々の道ではなく。アッラーの御名において。 異 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な で恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 導きたまえ，

39|4|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなとうと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 られる人々の道ではなくもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 ばれる人々の道ではなく。かれにーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 選んで，自
えあれ。かれはアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一にして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で者に。である人々の道ではなく。讃あれ， ーの御名において。

39|5|かれは真理を）知った上は，を請い願う。もって天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。もって昼を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いまた昼を請い願う。もって夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で させてそ凡ての称讃あれ，れぞれ定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた周期に 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなささせる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。よく慈愛深きアッラーの御名において。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 偉大な恩恵の主であられる。
39|6|かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。魂を損なったのである。から り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れからそ凡ての称讃あれ，の御名において。配偶者に。を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれは創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 8 の御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。雌雄で頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわされた。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 3つ見ることが出来ない。の御名において。暗 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，につ見ることが出来ない。ぐ黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
造に向かい，を請い願う。なされた。この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主アッラ に大 は属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。なの御名において。ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。
39|7|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならとされない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちーの御名において。
の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。喜ばせるものである。」ばれはしない。しかし感 す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは喜ばせるものである。」ばれる人々の道ではなく。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。謝するであろう。 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
うことは出来ない。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主の御名において。御 に る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。凡ての称讃あれ，てを請い願う。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげになる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
39|8|人 は 厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許してかれに返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。御 から授けたものを施す者，けられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」間の悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 許に帰らせられる御方。
に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ったことを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。配し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくわせる人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいいーの御名において。 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。生活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。享 す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 である人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 楽 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ
39|9|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに眠も熟睡も，かれをとらえることは出らず取り上げられる。本当にアッラ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ましている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サジダしある人々の道ではなくいは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラって礼 にうちこんで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。に え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
の御名において。御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 い う者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，うではない者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある知った上は，っている人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，請い願う。 願う。
らない者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしかし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。だけである人々の道ではなく。訓戒とし 慮するであろう。われに感謝し
39|10|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくわれの御名において。しもべたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。 世を堅く信じる者たちである。において善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。アッラ の御名において。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は いの御名において。である人々の道ではなく。よく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りない 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ報を伝えなさ ーの御名において。 広大無辺にして全知であられる。 報を伝えなさ
る人々の道ではなく。」と言う者がある
39|11|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることして仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
39|12|またわたしはムスリムの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 である人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられている人々の道ではなく。」と言う者がある達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
39|13|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。ようなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な日の主宰者に。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恐らくあなたがたはろし偉大な恩恵の主であられる。 懲罰を科せられよう。
い。」と言う者がある
39|14|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ に を請い願う。尽くされることして仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えます者，。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
39|15|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欲す者，る人々の道ではなくもの御名において。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように失
者に。とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自らの御名において。魂を損なったのである。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。失う者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは明であられます。」らかな失 である人々の道ではなく。」と言う者がある敗者である。 審きの日の主宰者に。 敗者である。

39|16|かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。は火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの床であることよ。」であろう。この御名において。ようにアッラ はしもべに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなーの御名において。
される人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるしもべたちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だからわれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れよ。」と言う者がある
39|17|邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。〔シャタ グ ト〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，せず取り上げられる。本当にアッラ悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に る人々の道ではなく者に。には吉 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。だかーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 報を伝えなさ
らわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべたちに吉 を請い願う。 えなさい。報を伝えなさ 伝えなさ
39|18|御言 を請い願う。 いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。最も良いものの代りにつまらないものをいところに う者に。たちに。これらはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれた者に。であり葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 導きたまえ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，



これらこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。慮するであろう。われに感謝し
39|19|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに し 判の）日を信じる。」と言う者があるが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく助けを請い願う。けられよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。対し）その身を守るであろう。 審きの日の主宰者に。 懲罰を科せられよう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 誰も）迷わさない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いえる人々の道ではなくとでも言うの御名において。か。
39|20|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。上の幸福を成就する者である。に の御名において。高楼にいても，死は必ずやって来る。かれらは幸運にあえばが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくには川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく。アッラ の御名において。御対し）その身を守るであろう。 館をも。だが最も偉大なものは，アッラーの御満悦である。それを得る 館をも。だが最も偉大なものは，アッラーの御満悦である。それを得る ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。アッラ は して 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でられない。ーの御名において。 決して正しく導か 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
39|21| ないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせて泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからとなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから色の食物だけでは耐えられと見ることが出来ない。 ーの御名において。
りどりの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，植物だ。」と言うを請い願う。生えさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてそ凡ての称讃あれ，れらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れて黄色の食物だけでは耐えられになる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。乾いた土にするであろう。かして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ぼろぼろ
の御名において。屑にした。だかになされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。慮するであろう。われに感謝し 訓戒とし
39|22|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。 きアッラーの御名において。イスラ ムとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。御光を取りを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じようじであろうか。 いなる人々の道ではなくかなーの御名において。 開いて ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 なに拒む者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。迷える人々の道ではなくえる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 頑固に）信じよう
39|23|アッラ はこの御名において。上の幸福を成就する者である。ない素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい言 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。た（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 句の位置を変えて，「わたしたちは聞いた，だが従わない。」と言を請い願う。もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り返すことも出来ないであろう。し 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなされたーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 。
主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって肌は きアッラーの御名において。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。える人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 アッラ を請い願う。 え唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，れば肌も心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も和であり，慈悲であるぐ。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 讃あれ，
ッラ の御名において。御 きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。手はなーの御名において。 導きたまえ， 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 導きたまえ， ーの御名において。 導きたまえ，
い。
39|24|そ凡ての称讃あれ，れで 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。の御名において。痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたを請い願う。 に受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく者に。はどうであろう。不 者に。に しては言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく審きの日の主宰者に。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 対し）その身を守るであろう。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさって得るために，「これはアッラーから下ったものたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。味わえ。」と言う者がある罰を科せられよう。
39|25|かれら以前の御名において。者に。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，れで思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいもかけない方面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 懲罰を科せられよう。
た。
39|26|アッラ は 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。味わわせられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく は更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
大きアッラーの御名において。い。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，っていたならば。
39|27|またわれは各 の御名において。比 を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ ーの御名において。 訓戒とし
れればよいと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって。
39|28|少しも曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。ったところの御名において。ない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アラビア の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンで必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらはわれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなくこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。
であろう。
39|29|アッラ は一つ見ることが出来ない。の御名において。比 を請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなされる人々の道ではなく。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。主人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいて互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに争った時のことを思い起せ。だがアッラう者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只一人の御名において。主人に忠 にーの御名において。 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ 実
仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えている人々の道ではなく者に。とこの御名において。 2人は比べてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て同じで，（頑固に）信じようじであろうか。アッラ に えあれ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は分を欺いているのに過ぎならなーの御名において。 讃あれ，
いの御名において。である人々の道ではなく。
39|30|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何 かは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび。かれらもまた死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびの御名において。である人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
39|31|そ凡ての称讃あれ，れから 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主の御名において。御前で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなくことになり裁きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 論争に判決を下される。
39|32|アッラ につ見ることが出来ない。いて嘘を請い願う。言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。もとに真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくとこれを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 な者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
あろうか。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。への御名において。住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないとでもいうの御名において。か。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
39|33|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，を請い願う。(西?))す者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものして支持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは正しい道に導きたまえ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。確認し， 自ら証言したのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
39|34|かれらはアッラ の御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものられよう。これは善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。への御名において。 である人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
39|35|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。最 の御名において。もの御名において。でも消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった最善の御名において。もの御名において。を請い願う。とっーの御名において。 悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
て を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
39|36|アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべにとって万全（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものではないか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはかれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 そ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなく。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。には きアッラーの御名において。はあり得るために，「これはアッラーから下ったものない。脅し，また恥じ知らずの行いを命じる。だがアッラーは寛容と恩 ーの御名において。 導きたまえ，
39|37|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくわせる人々の道ではなく者に。は もいない。アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。御意されている。志を）ひるがえすならを請い願う。 なされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 力なもの）になるまでかれらに対して戦えなーの御名において。 導きたまえ， 誰も）迷わさない。 ーの御名において。 実現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 偉大な恩恵の主であられる。
らびなきアッラーの御名において。方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。主である人々の道ではなく。応報を伝えなさ
39|38|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 ったの御名において。は か。」と言う者があると えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか ーの御名において。
うであろう。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくーの御名において。
もの御名において。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに し 厄も，あなた自身からを請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 厄も，あなた自身からを請い願う。除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。か。またわーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
たしに し慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくか。」と言う者がある言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいれば万全である人々の道ではなく。きアッラーの御名において。ちんと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， しようとす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
39|39|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。好きな敵である。きアッラーの御名において。なように行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさえ。わたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。役にも立たないであろう。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，る人々の道ではなくであろう。
39|40| に ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また に永 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。。」と言う者がある誰も）迷わさない。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。 遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。
39|41|われは人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によってあなたに 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。そ凡ての称讃あれ，れで でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 誰も）迷わさない。 導きたまえ，
分を欺いているのに過ぎなを請い願う。益なく，また決して正しく導かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また でも迷える人々の道ではなくう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 うだけである人々の道ではなく。あなたはかれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。 人ではない。誰も）迷わさない。 損なったのではなく，只自分の 見ることが出来ない。
39|42|アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびとそ凡ての称讃あれ，の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なない者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，睡も，かれをとらえることは出眠も熟睡も，かれをとらえることは出の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。なされた者に。の御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ままに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。は定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 刻の掟がある。に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく。本時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなく人びとへの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
39|43|かれらはアッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，者に。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。か。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。たちに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 執り成しも許されず，償いも受
は何の御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また何も理を）知った上は，解しないのか。しないではないか。」と言う者がある
39|44|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある り成し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 はかれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，で執り成しも許されず，償いも受 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
ある人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。 に される人々の道ではなく。」と言う者がある許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
39|45|アッラ だけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく述べることに従った。スラべられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はうんざりす者，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれではなく慈愛深きアッラーの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく述べることに従った。スラべる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。見ることが出来ない。
39|46|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言いなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるおおアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちの御名において。 で意されている。 を請い願う。 にす者，る人々の道ではなくことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御裁きアッラーの御名において。になる人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 異
39|47| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なおそ凡ての称讃あれ，れに倍す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。における人々の道ではなく の御名において。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 悪魔〔シャ 審きの日の主宰者に。 懲罰を科せられよう。
苦の）果実の損失で，必ずあなたがた から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逃されない。れる人々の道ではなく身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か金にしようと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 益なく，また決して正しく導かである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい及ばない。」と仰せられた。ばなかったことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア難かしいこと。 無 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ッラ からかれらに わされよう。ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
39|48|かれらの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに出合は鮮かで，見る者をい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘲り笑う。笑う。していたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。取り むであろう。沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 悪魔〔シャ 囲まれる。
39|49|人は 厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうとわれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。恩 に える人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。知った上は， による人々の道ではなくも災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 変えてしまった。それでわれ 識
の御名において。であった」と言う者があると言う。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これも一つ見ることが出来ない。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない。試



39|50|かれら以前の御名において。者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ように言った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくところなどなかった。
39|51|そ凡ての称讃あれ，してかれらの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだ い 果の御名において。数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 った。これで不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 襲った。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
い 果に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて直に死を願い面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはす者，る人々の道ではなく。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るというを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本結ぺと命じられたものから離れ，地上で 計があろう。」と言った。 決して正しく導か 砕け崩れそうな崖のふち

39|52|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に を請い願う。 げまた引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。ーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 広大無辺にして全知であられる。 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
39|53|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いて ちを請い願う。犯していたためである。したわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべたちに言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでもアッラ の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に して 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラし過ぎな ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 絶するで
てはならない」と言う者があるアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。かれは 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
39|54|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報しなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやっ懲罰を科せられよう。 帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 懲罰を科せられよう。
て来た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは助けを請い願う。からない。
39|55|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。かない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた最も善い気付かない。 懲罰を科せられよう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに え。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
39|56|魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。ように言わないよう。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にああ情もなく，執り成しもないない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはアッラ ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒とし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの怠っていた。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは嘲り笑う。笑う。者に。の御名において。一人であった。』
39|57|または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れたもの御名において。を請い願う。。』と言ーの御名において。 導きたまえ，
わないよう。
39|58|また を請い願う。 た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしかもう一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 帰らせられる御方。
の御名において。一人になる人々の道ではなくであろう。』と言わないよう。
39|59|いやそ凡ての称讃あれ，うではない。 かにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったの御名において。であろ。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嘘である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，確
して高慢で不信の徒となったで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な一人となった。」と言う者がある
39|60| 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはアッラ に し虚な を請い願う。 った者に。たちを請い願う。 よう。かれらの御名において。 は く慈愛深きアッラーの御名において。 る人々の道ではなくであろう審きの日の主宰者に。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 偽りのために，かれらには手 語り，正しい者の一人である。」 見ることが出来ない。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 変えてしまった。それでわれ 。
地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったな者に。の御名において。住むのである。まいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないと言うの御名において。か。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
39|61|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れた者に。を請い願う。安泰にして下さい。またわたな 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いう。かれらは 厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうこともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いもないーの御名において。 場所から離れさ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 憂いもないであろう。 。
39|62|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。 造に向かい，者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。管理を）知った上は，者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
39|63|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。こそ凡ての称讃あれ，失 者に。である人々の道ではなく。鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの ーの御名において。 敗者である。
39|64|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくようわたしに命じられたものから離れ，地上でじる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
知った上は，な者に。たちよ。」と言う者がある無

39|65|われは既に明示している。にあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。あなた以前の御名において。者に。たちに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたように。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
われに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。における人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは虚なしいもの御名において。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ失 者に。となる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 敗者である。
39|66|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなく者に。となれ。ーの御名において。 謝するであろう。
39|67|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。正しい道に導きたまえ，しい仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。方では尊崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。しない。 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。においてはかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，てを請い願う。一握る者が辞退しーの御名において。 審きの日の主宰者に。
りにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。右手に 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 かれよう。かれに えあれ。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。はる人々の道ではなくか上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。お諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 讃あれ，
られる人々の道ではなく。
39|68|ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにある人々の道ではなくもの御名において。また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はーの御名において。 気付かない。
しよう。次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のにラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。って まわす者，。絶するで 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。

39|69|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は主の御名において。御光を取りで きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく置し，当てもなくさ迷わせられる。かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。たちと 人たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 預言者たち）に啓示したもの 証人を呼んでみなさ 進めるが，暗闇になれ
な判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの少しも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような いはされない。決して正しく導か 間の悪魔〔シャ 扱い
39|70|人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに いられよう。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった凡ての称讃あれ，てを請い願う。最もよ対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
39|71|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 を請い願う。なして地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに到着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のす者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 は かれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて
番が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から出た使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは来なかったの御名において。です者，か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主からの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 間の悪魔〔シャ

ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。この御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ の御名において。日の主宰者に。の御名において。ことを請い願う。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなかったの御名において。です者，か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 見ることが出来ない。
う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりです者，。そ凡ての称讃あれ，して不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に す者，る人々の道ではなく の御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真に 明であられます。」されました。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 証人を呼んでみなさ
39|72|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者があると言われよう。何と獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 遠にその中に住むのである。
哀れみを与えれなことよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったな者に。の御名において。住むのである。まいとは。
39|73|またかれらの御名において。主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 を請い願う。なして に られる人々の道ではなく。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに到着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 楽園に就いての吉報を伝えなさ
の御名において。 は かれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 番は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに平安あれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であった。ここに御入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
りなさい。永 の御名において。住むのである。まいです者，。」と言う者があると言う。遠にその中に住むのである。
39|74|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの感 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ に えあれ。かれはわたしたちへの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。果たし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたし謝するであろう。 ーの御名において。 讃あれ， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
たちに大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，好きな敵である。きアッラーの御名において。な に住むのである。まわせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさいます者，。」と言う者がある何と なことよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの継がせた，またわれはマルヤムの子イー 楽園に就いての吉報を伝えなさ 処でも望む所で，思う存分 結ぺと命じられたものから離れ，地上で構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしんだ者に。への御名において。 は。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
39|75|あなたは る人々の道ではなくであろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく八方から玉座は，凡てを請い願う。 んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられす者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。人びとの御名において。見ることが出来ない。 囲まれる。 讃あれ， 間の悪魔〔シャ
は公正しい道に導きたまえ，に裁かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。称 あれ。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唱えてはならない。えられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ， 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
40|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
40|2|この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。全知った上は，なる人々の道ではなくアッラ から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。である人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
40|3|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， には しい方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，惜しみなく与えられみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく主であられる人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はな懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。ところはかれの御名において。御 である人々の道ではなく。誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。
40|4|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに就する者である。いて などしない。だからかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 都市の母（マッカ）とそを請い願う。往来す者，る人々の道ではなくの御名において。誰も）迷わさない。 ーの御名において。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，惑わされてはならない。
40|5|かれら以前にもヌ フの御名において。民に先んじ（て下やそ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。人びとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした。そ凡ての称讃あれ，してこれらーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 言者に。に策 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。捕まえて まらない を請い願う。吹ききアッラーの御名において。かけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，預言者たち）に啓示したもの 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 詰 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
を請い願う。非 した。そ凡ての称讃あれ，こでわれはかれらを請い願う。捕えた。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく は何と しかったことよ。難かしいこと。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
40|6|この御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御言 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちの御名において。上の幸福を成就する者である。に される人々の道ではなく。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実証人を呼んでみなさ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
仲 である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
40|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの玉座は，凡てを請い願う。担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないう者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。取り む者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御光を取りを請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく囲まれる。 讃あれ，
者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。と知った上は， は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。にあまねく慈愛深きアッラーの御名において。及ばない。」と仰せられた。請い願う。 識
びます者，。梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許してあなたの御名において。道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくむ者に。たちを請い願う。赦し，また善行をする者にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。炎の御名において。 から御守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。懲罰を科せられよう。



40|8|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされたアドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。国を与えた。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。またかれ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
らの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，配偶者に。と子 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。正しい道に導きたまえ，しい者に。を請い願う。。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられます者，。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 偉大な恩恵の主であられる。
40|9|かれらを請い願う。 から御守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から御守り，またわれが授けたものを施す者，り下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。した悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本悪魔〔シャ
者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な成就する者である。です者，。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
40|10|そ凡ての称讃あれ，して不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちには申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」されよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。 想いを）自分の胸にしまっず取り上げられる。本当にアッラかしよりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から愛深きアッラーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。嫌う。自分たちのために善いことを，あ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はる人々の道ではなくかに大きアッラーの御名において。いの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時っていたの御名において。悪魔〔シャ 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
である人々の道ではなく。」と言う者がある
40|11|かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはわたしたちを請い願う。 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ らされました。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとわた甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
したちは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ました。何とか脱いだならば，狩猟してもよい。あなたがたを（且つて）聖なるマスジ出す者，る人々の道ではなく道に導きたまえ，はないです者，か。」と言う者がある業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 認し， 自ら証言したのである。
40|12|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくと答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，んなことになったの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一なる人々の道ではなくアッラ を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことは拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配される人々の道ではなく には信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じた。つ見ることが出来ない。まり裁 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高にして至大なアッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなくの御名において。であ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か ーの御名において。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
40|13|かれこそ凡ての称讃あれ，は 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく者に。だけは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく。帰らせられる御方。 訓戒とし
40|14|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に 意されている。を請い願う。尽くされることして托しなさい。本当にアッラーは，管理者として万全であられる。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打 しなさい。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえ不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 願う。
嫌う。自分たちのために善いことを，あっても。
40|15|かれは至高の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア におられ玉座は，凡ての御名において。主であられる人々の道ではなく。かれはしもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者により階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。

を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ の御名において。日の主宰者に。を請い願う。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなされる人々の道ではなく。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 見ることが出来ない。
40|16|この御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り出る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられもアッラ に しだては出来ない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罷り出た。かれ（ユースフ）はかれらを認めたが，か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
にある人々の道ではなくの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唯一なる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，抵抗して法を越えていたためである。出来ない御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。誰も）迷わさない。 ーの御名において。

40|17|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各人は行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことによって いられる人々の道ではなく。不正しい道に導きたまえ，の御名において。ない日の主宰者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は清めなさい。」算に迅速であるに迅報を伝えなさ ーの御名において。
速であるであられる人々の道ではなく。
40|18|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近付かない。いている人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。に就する者である。いてかれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 は喉に）快適である。元時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ
に上の幸福を成就する者である。って塞ぎ，息を止める。悪行の者には一人の友もなく，執り成す者がいたにしても聞きいれられないぎ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，息を請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。者に。には一人の御名において。友もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいたにしても きアッラーの御名において。いれられない悪魔〔シャ 執り成しも許されず，償いも受 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。の御名において。ことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
40|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。つ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に す者，ことを請い願う。も凡ての称讃あれ，て知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
40|20|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によって御裁きアッラーの御名において。になる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も裁ーの御名において。
く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全 にして凡ての称讃あれ，てを請い願う。 透される。される人々の道ではなく。ーの御名において。 聴 見ることが出来ない。
40|21|かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしないの御名において。か。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こ観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。
れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりも有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。す者， においても れていた。しかしアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ遺言をするよう定め跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 優るか，またはそれと同様の ーの御名において。
らを請い願う。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に捕えられた。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 アッラ から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れる人々の道ではなく者に。は一人もなかった。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
40|22|かれらの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ はかれら証人を呼んでみなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
を請い願う。捕えられたの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
40|23|先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであと明であられます。」らかな 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。もってム サ を請い願う。 わした。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 ーの御名において。 遺言をするよう定め
40|24|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとハ マ ンとカ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ンに。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある嘘付かない。きアッラーの御名において。の御名において。魔 です者，。」と言う者があると言った。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」
40|25|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から真理を）知った上は，を請い願う。許に帰らせられる御方。 (有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，?))したの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれと共に立礼しなさい。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく者に。の御名において。男 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
女 を請い願う。生かしておきアッラーの御名において。なさい。」と言う者があると言った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。策 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 に る人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。はない。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 敗者である。 柊る外はない。
40|26|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるム サ を請い願う。 す者，ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせなさい。そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らせーの御名において。 ーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
なさい。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。 えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，国を与えた。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに 厄も，あなた自身からを請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こしはしないかと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配でなりま変えてしまった。それでわれ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
せん。」と言う者がある
40|27|ム サ は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，清めなさい。」算に迅速であるの御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない凡ての称讃あれ，ての御名において。高慢で不信の徒となったな者に。に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
た，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある護者も援助者もないのである。
40|28|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく一人の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主から明であられます。」 を請い願う。証人を呼んでみなさ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしの御名において。主はアッラ である人々の道ではなく。』と言っただけの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人ひとりを請い願う。 そ凡ての称讃あれ，うとす者，る人々の道ではなくの御名において。です者，かーの御名において。 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 。
もしそ凡ての称讃あれ，の御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘付かない。者に。であれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。嘘はそ凡ての称讃あれ，の御名において。人の御名において。身を守るであろう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 を請い願う。言っている人々の道ではなくの御名において。ならば実 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，の御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくことの御名において。一部分を欺いているのに過ぎなはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。身を守るであろう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくでしょう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒者に。と嘘ーの御名において。 無
付かない。者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。導きたまえ，
40|29|わたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主 はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。もの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこの御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。主人です者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
アッラ の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いえる人々の道ではなくでしょうか。」と言う者があるフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。
分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの える人々の道ではなくところを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，だけです者，。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。で見ることが出来ない。 導きたまえ，
す者，。」と言う者がある
40|30|そ凡ての称讃あれ，こでかの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの各派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。人びとの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
命じられたものから離れ，地上での御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。の御名において。ようなもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはろしいの御名において。です者，。
40|31|またヌ フ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ド，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サム ドの御名において。民に先んじ（て下と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。の御名において。 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくったような 命じられたものから離れ，地上でを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべに し不 を請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられません。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
40|32|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに相呼んでみなさび合は鮮かで，見る者をう日の主宰者に。を請い願う。恐らくあなたがたはれます者，。
40|33|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて逃されない。げる人々の道ではなくでしょう。しかしアッラ からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。はいまーの御名において。
せん。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられる人々の道ではなく者に。には きアッラーの御名において。手はいません。」と言う者があるーの御名において。 導きたまえ，
40|34|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように以前ユ スフが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ (打?))した も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので (お?))したもの御名において。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。い
を請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまなかった。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にかれの御名において。後の審きの日の主宰者に。にアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわさ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
れないでしょう。』と言った。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒者に。と 疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられる人々の道ではなく。ーの御名において。 無 懐疑の徒の仲間となってはならない。
40|35|何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないの御名において。にアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであにつ見ることが出来ない。いて う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からもまた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちからも権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 論争に判決を下される。 ーの御名において。
酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」く慈愛深きアッラーの御名において。忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あわれよう。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。高慢で不信の徒となったで暴かれた。逆な者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。
40|36|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大臣に命じて）言った。「ハーマーンよ，わたしのために高い塔を建てなさい。に命じられたものから離れ，地上でじて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるハ マ ンよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に高い塔を建てなさい。を請い願う。建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてなさい。ーの御名において。 ーの御名において。
わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に到 出来る人々の道ではなくように。門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
40|37|そ凡ての称讃あれ，うす者，ればム サ の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。 る人々の道ではなくでしょう。どうせかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは嘘を請い願う。つ見ることが出来ない。いている人々の道ではなくに いないの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 ーの御名において。 ーの御名において。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
です者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。」と言う者があるこの御名において。ようにフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出されて悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ



しまった。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。策 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの西？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，だけであった。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
40|38|かの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく人は言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 きアッラーの御名において。ます者，。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 導きたまえ，
40|39|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 の御名において。享 に ぎません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように来世を堅く信じる者たちである。こそ凡ての称讃あれ，は永 の御名において。住むのである。まいです者，。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 間の悪魔〔シャ 楽 過ぎな 遠にその中に住むのである。
40|40| 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じようじ いを請い願う。うけます者，。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男でも女でも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。なら凡ての称讃あれ，て悪魔〔シャ 報を伝えなさ

に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りない御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられます者，。楽園に就いての吉報を伝えなさ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
40|41|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これはどうしたことか。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いおうと招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
わたしを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。とは。
40|42|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。敬わないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。知った上は，らないもの御名において。を請い願う。かれと一 に配す者，る人々の道ではなくよう め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ます者，ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にしなされる人々の道ではなく方に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。です者，。偉大な恩恵の主であられる。
40|43|正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。でも来世を堅く信じる者たちである。でも祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく 能であられる。の御名において。ないもの御名において。にわたしを請い願う。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。ます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
わたしたちの御名において。 る人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはアッラ の御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。徒となったは火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。仲 です者，。帰らせられる御方。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ
40|44|わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言ったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい出す者，でしょう。わたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自身を守るであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことはアッラ に委ねていまーの御名において。
す者，。アッラ はしもべたちを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，られます者，。」と言う者があるーの御名において。 見ることが出来ない。
40|45|そ凡ての称讃あれ，こでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。策 の御名において。 厄も，あなた自身からから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いーの御名において。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 懲罰を科せられよう。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
を請い願う。取り んだ。囲まれる。
40|46|かれらは朝にタべに讃えなさい。」にタベに 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに晒されない。」され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
しい に投げて誰がげ め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。

40|47| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに口 す者，る人々の道ではなく。弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったであった者に。たちに言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたした見ることが出来ない。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 論争に判決を下される。
ちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに っていました。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。一部を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちから取り除き，背き去った。いてく慈愛深きアッラーの御名において。れてもよい従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
ではありませんか。」と言う者がある
40|48|高慢で不信の徒となったであった者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいます者，。アッラ はしもべーの御名において。
たちの御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もう判の）日を信じる。」と言う者がある されてしまった。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
40|49|そ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。看守り，またわれが授けたものを施す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにいう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわた獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
したちから く慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある軽 嘆願う。
40|50|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに明であられます。」 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかなかったの御名において。か」と言う者がある。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも証人を呼んでみなさ
えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりです者，。」と言う者があるかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れなら祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。」と言う者があるしかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。
者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。迷える人々の道ではなく路にある者や物乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。さ迷える人々の道ではなくって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。嘆願う。 誤から明らかに（分別）されている。それで
40|51|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 人たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。日の主宰者に。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったた現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ
ちと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく。
40|52|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。した者に。の御名において。弁解しないのか。は 益なく，また決して正しく導かで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い住むのである。まいだけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。悪魔〔シャ 無 責は必ず不信心者の上に下る 悪魔〔シャ
40|53|われはム サ にしっかりと きアッラーの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた。ーの御名において。 ーの御名において。 導きたまえ， 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
40|54|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく者に。への御名において。 きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としである人々の道ではなく。慮するであろう。われに感謝し 導きたまえ， 訓戒とし
40|55|だから耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。あなたは の御名において。赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朝にタべに讃えなさい。」夕，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 過ぎな誤から明らかに（分別）されている。それで 請い願う。 願う。
を請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい。讃あれ，
40|56|何の御名において。 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。も授けたものを施す者，かっていないの御名において。にアッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。につ見ることが出来ない。かみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ようの御名において。ない高慢で不信の徒となった権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 論争に判決を下される。
だけを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。である人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。加えられることを。 を請い願う。 いなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全 にして凡ての称讃あれ，てを請い願う。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 請い願う。 聴 見ることが出来ない。
透される。される人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。
40|57|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。 造に向かい，などよりも俸大である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しようとはし創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
ない。
40|58|盲人と正しい道に導きたまえ，常の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。人とは同じで，（頑固に）信じようじではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったとは同じで，（頑固に）信じようじではな悪魔〔シャ
い。 戒としを請い願う。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。す者，る人々の道ではなく者に。は稀です。」と言である人々の道ではなく。訓戒とし
40|59|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れに疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じてはい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 確実
ない。
40|60|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れ。われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
われに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。に高慢で不信の徒となったな者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 れの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある潰れた。また（如何に多くの）井戸や堅固な城が見捨てられたことであろうか。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
40|61|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。 けて憩わせ，また昼間を明々白々にされいの御名において。 とされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく える人々の道ではなくように昼を請い願う。ーの御名において。 設けた時 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 設けた時
けられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。アッラ は人 に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は感 しない。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
40|62|これこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。 造に向かい，の御名において。主であられる人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。であーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にどうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。
40|63|アッラ は印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。ように迷える人々の道ではなくわせられる人々の道ではなく。ーの御名において。
40|64|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。安息所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたとされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか となされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにーの御名において。 蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 見ることが出来ない。
事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられな姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，色の食物だけでは耐えられ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな良いものの代りにつまらないものをい御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。支 された方である人々の道ではなく。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主アッラ であ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 給 ーの御名において。
られる人々の道ではなく。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ に えあれ。ーの御名において。 讃あれ，
40|65|かれは永生であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はない。だからかれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることしてかれに 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それせよ誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 。
万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ に えあれ。ーの御名において。 讃あれ，
40|66|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくことーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられた。主からの御名において。明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられたの御名において。であ証人を呼んでみなさ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
る人々の道ではなく。」と言う者がある
40|67|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹きからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。の御名において。精液の間から，あなたがたにから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一かたまりの御名において。血を流す者を置かれるのでから赤ん坊に話すことが出来ようか。」創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
ん坊に話すことが出来ようか。」にされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。出生させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから十分を欺いているのに過ぎなな力なもの）になるまでかれらに対して戦え量であられる。を請い願う。 えさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいさせられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いいる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。もいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。 期にまで せられる人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，させ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
40|68|かれこそ凡ての称讃あれ，は生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られそ凡ての称讃あれ，れに し「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，れ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう決して正しく導か 対し）その身を守るであろう。
せになれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，即ち有るのである。ち有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
40|69|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， う者に。を請い願う。 なかったの御名において。か。かれらは何と背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったことよーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 論争に判決を下される。 見ることが出来ない。 。
40|70|これらは 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。虚な である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの西？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な である人々の道ではなくと啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偽りのために，かれらには手 偽りのために，かれらには手



す者，る人々の道ではなく者に。。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい知った上は，る人々の道ではなくであろう。
40|71|加えられることを。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに(墳?))め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。かれる人々の道ではなくであろう。鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
40|72|沸 す者，る人々の道ではなく の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく。騰する湯を注ぎ足され， 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
40|73|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらに言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 していた神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 処でも望む所で，思う存分
40|74|アッラ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いていたの御名において。か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちからーの御名において。
れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りました。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 在の御名において。もの御名において。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってはいなかったの御名において。です者，。」と言う者があると言う。離れ，地上で 実

この御名において。ようにアッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせられる人々の道ではなく。ーの御名において。
40|75|そ凡ての称讃あれ，れもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。ない を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄であったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。歓楽
40|76|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 を請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で永 に住むのである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。何と高授けたものを施す者，の御名において。者に。の御名において。住むのである。まいの御名において。哀れみを与えれなことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 遠にその中に住むのである。
40|77|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくだは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 である人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でした一端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人を請い願う。あなーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
たに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，こともあろう。またはあなたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの召されて妻を残す者は，追い立てられることなくす者，ことも。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどちらにしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわれの御名において。許に帰らせられる御方。
に される人々の道ではなくもの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
40|78|われはあなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。そ凡ての称讃あれ，の御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。に就する者である。いてはあなたに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。に語り，正しい者の一人である。」
就する者である。いては ってはいない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しによる人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宙？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，ことはなかった。語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
そ凡ての称讃あれ，してアッラ の御名において。大命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，に基づいて裁かれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な に った者に。たちは びる人々の道ではなく。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
40|79|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。 られた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなくもの御名において。は 用に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなくーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
もの御名において。は食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」用に用いる人々の道ではなく。
40|80|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。便益なく，また決して正しく導かを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらによって たし様の 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
またそ凡ての称讃あれ，の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。や船の中に，またアッラーがによってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは ばれる人々の道ではなく。運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
40|81|そ凡ての称讃あれ，してかれは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。一体アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。どれを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 絶するで ーの御名において。
たは否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちす者，る人々の道ではなくの御名において。か。
40|82|かれらは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなかったの御名において。か。かれら以前の御名において。者に。の御名において。 末であろうか。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。。かれら観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ぼされた民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりも多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か数の者をで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えも れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。 も多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かい。そ凡ての称讃あれ，れでも滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 優るか，またはそれと同様の 遺言をするよう定め跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらの御名において。稼いだことに対し，またあなたがたいだことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。役にも立たないであろう。にも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかった。
40|83|かれらの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。明であられます。」 を請い願う。もってかれらの御名において。 に来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなく知った上は， （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと技種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 証人を呼んでみなさ 処でも望む所で，思う存分 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 識
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。嘲り笑う。笑う。していたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。取り んでしまった。術を教え，またバービル 誇る者，また行わないのに，称讃されるのを好む者のことなど考えてはならな 囲まれる。

40|84|そ凡ての称讃あれ，れからかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 を請い願う。 る人々の道ではなく になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一なる人々の道ではなくアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
そ凡ての称讃あれ，してかれに配していたもの御名において。を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言った。
40|85|しかしわれの御名において。 を請い願う。 てからの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。役にも立たないであろう。には立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 ーの御名において。
の御名において。しもべに してなされたかれの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさであった。そ凡ての称讃あれ，して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。対し）その身を守るであろう。 慣らし，それからかれら 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
41|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
41|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多かきアッラーの御名において。御方からの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
41|3|印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に解しないのか。明であられます。」された 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，理を）知った上は，解しないのか。ある人々の道ではなく民に先んじ（て下への御名において。アラビア の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，詳細なものである。来世こそは，（アッラーを）畏れる者にとっては最も優れてい 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。
41|4|吉 と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 える人々の道ではなくもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って こうとはしない。報を伝えなさ 伝えなさ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
41|5|そ凡ての称讃あれ，してかれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。ことに覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかけられている人々の道ではなく。またわた
したちの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しかもわたしたちとあなたの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幕を垂れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかかっている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。遠にその中に住むのである。 間の悪魔〔シャ
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさえ。わたしたちも自分を欺いているのに過ぎなの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう。」と言う者がある
41|6|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じようじ人 に ぎない。唯，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一の御名において。間の悪魔〔シャ 過ぎな
神があるなどと唱えてはならない。である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。そ凡ての称讃あれ，れでかれに向かい，かって真直に死を願いぐに 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りなさい。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったこそ凡ての称讃あれ， いであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
41|7|そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく喜ばせるものである。」 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわず取り上げられる。本当にアッラ来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちす者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
41|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尽くされることきアッラーの御名において。る人々の道ではなくことの御名において。ない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。」と言う者がある動しむ人たち 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
41|9|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2日の主宰者に。 で大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 られたかれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうして信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。か。しか間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
もかれに同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくの御名において。か。かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主であられる人々の道ではなく。
41|10|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどっしりと置し，当てもなくさ迷わせられる。いて大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。祝福を成就する者である。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに 4日の主宰者に。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。間の悪魔〔シャ
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはなら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちなされた。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 応 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 規切に扱い
41|11|そ凡ての称讃あれ，れからまだ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。よう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであった天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに じられた。そ凡ての称讃あれ，して天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，好きな敵である。むと煙 転落 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
好きな敵である。まざる人々の道ではなくとに わらず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに来たれ。」と言う者があると仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは喜ばせるものである。」こんで参った者を犯し上の幸福を成就する者である。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら
します者，。』と申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。
41|12|そ凡ての称讃あれ，こでかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，2日の主宰者に。の御名において。 に間の悪魔〔シャ 7 の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。完成なされた。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。層正当である。女は，公平な状態の下
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの近い天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り明であられます。」で り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者， した。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。全知った上は，なる人々の道ではなく御方の御名において。 理を）知った上は，である人々の道ではなく。」と言う者がある飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 護者も援助者もないのである。 偉大な恩恵の主であられる。 摂理の例があった，あなたがたは地上を旅して，真理を嘘という者の最
41|13|そ凡ての称讃あれ，れでもかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア ドとサム ドの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。ーの御名において。 ーの御名において。
った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの落雷の御名において。ような を請い願う。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく。」と言う者がある災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
41|14|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。前からまた後の審きの日の主宰者に。ろからかれらの御名において。ところにやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。何もの御名において。にーの御名において。
も仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えてはならない。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こせ。かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主の御名において。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。御 わしになる人々の道ではなくはず取り上げられる。本当にアッラである人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来たもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，遺言をするよう定め 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
じる人々の道ではなくわけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない。」と言う者がある
41|15|ア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような り もないの御名において。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で高慢で不信の徒となったになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちよりーの御名において。 拠を出して見なさい。」 処でも望む所で，思う存分 誰も）迷わさない。
も力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いの御名において。でしょうか。」と言う者があるなどと言った。かれらを請い願う。 られたアッラ こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いということを請い願う。考えな強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
いの御名において。か。しかもわれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくとは。
41|16|だからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 厄も，あなた自身からの御名において。数の者を日の主宰者に。 に亘り，暴風雨をかれらに送って，現世において屈辱の懲罰を味わせり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。 雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。かれらに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。において屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。 を請い願う。味わせ災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 間の悪魔〔シャ 風向きの 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
た。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 は更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にもかれらは助けを請い願う。けられない。懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。
41|17|またわれはサム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは きアッラーの御名において。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。方を請い願う。良いものの代りにつまらないものをいとした。そ凡ての称讃あれ，れーの御名において。 導きたまえ， 導きたまえ，
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく稼いだことに対し，またあなたがたいでいた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な の御名において。落雷が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 った。懲罰を科せられよう。 襲った。
41|18|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いった。
41|19|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 は集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り への御名において。列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いに らなる人々の道ではなく。ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。



41|20|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。席してはならない。あなたがたが（同）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や皮 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさってきアッラーの御名において。たことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。意されている。に審きの日の主宰者に。 膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施
背く者の外は，（誰も）迷わさない。いて 言す者，る人々の道ではなく。証人を呼んでみなさ
41|21|す者，る人々の道ではなくとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皮 に向かい，かって言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何故わたしたちに背く者の外は，（誰も）迷わさない。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 証人を呼んでみなさ
を請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。に らせられる人々の道ではなくようにされたアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。
に らせられます者，。かれは最初の生活の生計があろう。」と言った。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。御 に らせられます者，。」と言う者があると言う。語り，正しい者の一人である。」 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
41|22|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や皮 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。ような 言など出来ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 証人を呼んでみなさ
い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。庇うこともしなかった。寧あなたがたは自分の行っていたことなど，アッラーが沢山知っておうこともしなかった。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていたことなど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 山を持ち上げた時を思い起せ。知った上は，ってお寧ろ正義と篤信のために助けあっ ーの御名において。 沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚
られる人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，考えていた。訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
41|23|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主に就する者である。いて考えたこの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で に落し入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 の御名において。原をゆく船の中に，またアッラーが因とな滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 敗者である。
った。」と言う者がある
41|24|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく例えてみれば，ちょうどえ耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りはかれらの御名において。住むのである。まいであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，例えてみれば，ちょうどえ御情もなく，執り成しもないけを請い願う。 っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 願う。
あず取り上げられる。本当にアッラかれない。
41|25|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。宛てがって置いた。それでかれら以前のこてが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れでかれら以前の御名において。こ見ることが出来ない。 間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以後の審きの日の主宰者に。の御名において。ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに取っては立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわれた。そ凡ての称讃あれ，してかれら以前に ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったジンと人 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，過ぎな 間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた言 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに された。かれらは完全な 北の後直ぐに勝つであろう。者に。となった。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実証人を呼んでみなさ 敗者である。
41|26|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンに耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 けてはなりません。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にしゃべりまーの御名において。 傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
く慈愛深きアッラーの御名において。りなさい。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それ出来ます者，。」と言う者がある圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。
41|27|そ凡ての称讃あれ，こでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。に い を請い願う。味わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。最も な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 懲罰を科せられよう。 醜事をあなたがたに命じ，アッラーに就いて，あなたがたの知らないことをロ走悪魔〔シャ 応報を伝えなさ
41|28|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ の御名において。 への御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。永 の御名において。住むのである。まいである人々の道ではなく。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 報を伝えなさ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしていたことに す者，る人々の道ではなく 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
41|29|す者，る人々の道ではなくと不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジンと人 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でわたしたちを請い願う。迷える人々の道ではなくわせた者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャわせて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。足を踏み入れるこ間の悪魔〔シャ
の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。つ見ることが出来ない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も卑められ排斥されよ。」しい者に。にしてやります者，。」と言う者があると言う。
41|30|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられる人々の道ではなく。」と言う者があると言って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。しっかりと立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のから次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれてはならない。また いてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で憂いもないであろう。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
されている人々の道ではなく への御名において。吉 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取りなさい。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言うの御名において。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。楽園に就いての吉報を伝えなさ 報を伝えなさ
41|31|われは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また来世を堅く信じる者たちである。においても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。友である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こではあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
の御名において。魂を損なったのである。は望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こではあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく得るために，「これはアッラーから下ったものられる人々の道ではなく。
41|32| 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方からの御名において。 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。である人々の道ではなく。」と言う者がある寛大に許 歓
41|33|人びとを請い願う。アッラ の御名において。 に呼んでみなさび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ムスリムです者，。」と言う者があると言う者に。程美していますのに。」かれは仰せられしーの御名において。 許に帰らせられる御方。
い言 を請い願う。 る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」
41|34|善と とは同じで，（頑固に）信じようじではない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。しかけても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさで を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い え。そ凡ての称讃あれ，うす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。悪魔〔シャ 悪魔〔シャ 層正当である。女は，公平な状態の下 悪魔〔シャ 払うようなことを
に 意されている。ある人々の道ではなく者に。でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい友の御名において。ようになる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため 親，孤児，貧者を規切に扱い

41|35|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。たちの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは成し遂げることになる。げられないであろう。格 幸 な者に。たちの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。成し遂げることになる。げられないの御名において。である人々の道ではなく。
41|36|そ凡ての称讃あれ，れからもし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔の御名において。扇 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなかしたならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな 合は鮮かで，見る者をでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御加えられることを。 を請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打悪魔〔シャ 動しむ人たち 場所から離れさ ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。聴
41|37|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで太 にも月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがにもサジダす者，る人々の道ではなくようなことを請い願う。し陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
てはならない。そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 方）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 られた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にサジダしなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
にこそ凡ての称讃あれ，仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。
41|38|もしもかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく高慢で不信の徒となったで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくことを請い願う。侮って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 にいる人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない許に帰らせられる御方。
も昼もかれを請い願う。 え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，弛むことをしらない。〔サジダ〕むことを請い願う。しらない。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し讃あれ，
41|39|かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは荒し廻る。だがアれ果てた大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に る人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。だし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 動しむ人たち
盛る火として十分り上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れに生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた方は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まさに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ゆる人々の道ではなくこ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
とに全能であられる。である人々の道ではなく。
41|40|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。解しないのか。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われから れられない。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく者に。となる人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも隠すことも知っている。」と仰せられた。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。して来られる人々の道ではなく者に。となる人々の道ではなくの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよいの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく好きな敵である。む通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーりに行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，審きの日の主宰者に。

あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，られる人々の道ではなく。見ることが出来ない。
41|41| 戒とし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。もとに来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれから れられない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本訓戒とし ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 隠すことも知っている。」と仰せられた。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは 大な 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偉大な恩恵の主であられる。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
41|42|虚な は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前からも後の審きの日の主宰者に。ろからも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近付かない。ことは出来ない。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英明であられます。」で 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。方からの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであ偽りのために，かれらには手 讃あれ， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
る人々の道ではなく。
41|43|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に言われている人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた以前の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言われたことと同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう
にあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容の御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また の御名において。主であられる人々の道ではなく。寛大に許 厳しい試練で罰を科せられよう。
41|44|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。国を与えた。 で下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてはっきアッラーの御名において。り述べることに従った。スラべーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
られないの御名において。でしょう。何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アラビア人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。国を与えた。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなの御名において。です者，か。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなく語り，正しい者の一人である。」 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。にとっては きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告 である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ， 療た牛に食われているのを（夢 鈍くした。だからかれらは仮令各種の印を見ても，これを信じない。
またそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎならず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。である人々の道ではなく。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから呼んでみなさびかけられる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものようなも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある遠にその中に住むのである。
41|45|われは かにム サ に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こった。もし主から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。確 ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 異論争に判決を下される。 審きの日の主宰者に。
に就する者である。いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっていなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらの御名において。 は解しないのか。 されていたであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か

だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらはまだ疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。きアッラーの御名において。半信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，半疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でいる人々の道ではなく。
41|46|善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。は自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。益なく，また決して正しく導かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。は自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。 なう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべを請い願う。不正しい道に導きたまえ，悪魔〔シャ 損なったのではなく，只自分の
に取り われない。扱い
41|47|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に す者，る人々の道ではなく知った上は， は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれだけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，る人々の道ではなくところ。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。果 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。皮審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 識 実
から出てく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなくもの御名において。ではない。また女や雌が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく子を請い願う。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手す者，ことも分を欺いているのに過ぎな娩の苦痛のために，ナツメヤシの幹に赴き，かの女は言った。「ああ，こんなことになる前す者，る人々の道ではなくこともない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに ねられ尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
る人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。同じで，（頑固に）信じよう僚とやら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 にいる人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者があるかれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに御 え処でも望む所で，思う存分 伝えなさ
します者，。わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には一人の御名において。 人もおりません。」と言う者がある証人を呼んでみなさ
41|48|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に していたもの御名において。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 てて れてしまい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逃されない。げ もな拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 隠すことも知っている。」と仰せられた。 場所から離れさ



いことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなく。
41|49|人 は幸福を成就する者である。を請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れる人々の道ではなくことを請い願う。しらない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不幸に 舞われ，（不安の中に）動揺させられて，われる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，落胆し絶望してしまう。し 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしてしまう。間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 絶するで
41|50| 厄も，あなた自身からにあった後の審きの日の主宰者に。われの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれはわたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。ことで災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
す者，。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来る人々の道ではなくとは考えられません。また主に されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはかれの御名において。御 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，褒美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。もら審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 許に帰らせられる御方。
います者，。」と言う者があると言う。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれはこれら不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ手荒し廻る。だがアい を請い願う。味わせ対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
る人々の道ではなく。
41|51|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 に恩 を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものせば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは を請い願う。向かい，いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれに近付かない。かず取り上げられる。本当にアッラ反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの退きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 脇に）締め付け（れば落付くだろう）。これらは，あなたの主からの，フィルアウンとその長老たちに 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと十分を欺いているのに過ぎなに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
41|52|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か。もしそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされーの御名において。
た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。であっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。か。 く慈愛深きアッラーの御名において。 れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って分を欺いているのに過ぎな裂してはならない。そしてあなたがたに対すす者，る人々の道ではなく者に。ほど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りく慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくった者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあろうか。」と言う者がある
41|53|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。になる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたの御名において。彼らのことはアツラーに御任せしておけ。方において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また遠にその中に住むのである。
かれら自身を守るであろう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ことだ証人を呼んでみなさ
けでも十分を欺いているのに過ぎなではないか。
41|54|ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは主との御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ に就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っている人々の道ではなくの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。取り む方見ることが出来ない。 囲まれる。
である人々の道ではなくの御名において。に。
42|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
42|2|アイン スィ ン カ フ。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 ・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
42|3|この御名において。ように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなされる人々の道ではなく。以前の御名において。者に。たちにも 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたように。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦え啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
ならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
42|4|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは至高にして至大であられる人々の道ではなく。
42|5| 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。の御名において。方から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ばらばらに裂してはならない。そしてあなたがたに対すけようとしている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 讃あれ，
地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。もの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い う。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。請い願う。 願う。 ーの御名において。 寛大に許
42|6|そ凡ての称讃あれ，れでもかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくおり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらを請い願う。 なされる人々の道ではなく。だからあなたは護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらの御名において。後の審きの日の主宰者に。 人ではない。見ることが出来ない。
42|7|この御名において。ようにアラビア でクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。あなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 都市の母（マッカ）とその御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。周 の御名において。者に。語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り
に警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いの御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ない召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時の御名において。日の主宰者に。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一
は に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また一 は 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。

42|8|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。ウ〕に動しむ人たちンマになされたであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
を請い願う。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。も援助けを請い願う。者に。もない。悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。
42|9|何とかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。か。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ こそ凡ての称讃あれ，守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ん護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 護者も援助者もないのである。
だもの御名において。に生を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。な方である人々の道ではなく。
42|10|何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられによらず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちを請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。はアッラ である人々の道ではなく。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた異論争に判決を下される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 決して正しく導か ーの御名において。
しの御名において。主アッラ である人々の道ではなく。かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは御ーの御名において。 (艇?))りし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにわたしは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して る人々の道ではなく。帰らせられる御方。
42|11|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，者に。。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のにも雌雄を請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
られた。この御名において。ようにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。繁殖させられたのはかれである。かれの御許に，あなたがたは集められる。させる人々の道ではなく。かれに比べられる人々の道ではなくもの御名において。は何もない。かれは全 にして聴
凡ての称讃あれ，てを請い願う。 透される。される人々の道ではなく方である人々の道ではなく。見ることが出来ない。
42|12|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またひきアッラーの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 広大無辺にして全知であられる。 締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく。
42|13|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フに命じられたものから離れ，地上でじられたもの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじもの御名において。である人々の道ではなく。われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなーの御名において。
たに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ム，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イ サ に しても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 様の
を請い願う。打ち立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多を請い願う。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさってはならない。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。この御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったにとっては重い懲罰を科せられよう。大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられで間の悪魔〔シャ
ある人々の道ではなく。アッラ は御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御 びになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく者に。を請い願う。かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ーの御名において。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 選んで，自 帰らせられる御方。
道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに かれる人々の道ではなく。導きたまえ，
42|14|知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなく慈愛深きアッラーの御名において。かれらの御名において。 の御名において。嫉むためである。それでかれらは，かれ によって分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来た。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた に し識 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたの御名において。主からの御名において。御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 でとっく慈愛深きアッラーの御名において。に解しないのか。 されたであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくか葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか題なだけである。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か
れらの御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 いでいる人々の道ではなく者に。たちはそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあだに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
42|15|だからあなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人を請い願う。 正しい道に導きたまえ，な教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，命じられたものから離れ，地上でじられたように 忍さか不 であれ。かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚なし純 堅く信じる者たちである。 抜かりない立証者であられる。
い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ってはならない。そ凡ての称讃あれ，して言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。公正しい道に導きたまえ，に 治し，また死者を生き返らせる。またわたしは，あなたがたが何を食べ，何を家に蓄えているかを告す者，る人々の道ではなくよう命じられたものから離れ，地上でじられた。アッラ はわたしたちの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた間の悪魔〔シャ 統の正しい） ーの御名において。
の御名において。主であられる人々の道ではなく。わたしたちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ報を伝えなさ
いの御名において。 いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。わたしたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， などはないの御名において。である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ 異論争に判決を下される。 ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時されよう。かれこそ凡ての称讃あれ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたなの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 帰らせられる御方。
42|16|この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられた後の審きの日の主宰者に。アッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて云々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。

は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 では 益なく，また決して正しく導かで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ような（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけよう。論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 許に帰らせられる御方。 無 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
42|17|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と秤を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 」と言う者があるが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近いということを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何であろうか。
42|18|そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。催促しない限りす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，である人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように に就する者である。いて す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 遠にその中に住むのである。
42|19|アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やさしく慈愛深きアッラーの御名において。あられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。かれは 大ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。方である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
42|20|来世を堅く信じる者たちである。の御名において。耕作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさを請い願う。 う者に。にはわれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また 世を堅く信じる者たちである。の御名において。耕作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさを請い願う。 う者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむだけを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う願う。 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 増すであろう。」 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 願う。
えよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。での御名において。分を欺いているのに過ぎなけ前はないの御名において。である人々の道ではなく。
42|21|そ凡ての称讃あれ，れともかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 しになられない宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 許に帰らせられる御方。
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてたの御名において。か。 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たち的であってはならない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御言 かなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ことはとっく慈愛深きアッラーの御名において。に裁かれていた。 い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい決して正しく導か 猶予もないであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 悪魔〔シャ
の御名において。者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
42|22|あなたは 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれ く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。を請い願う。悪魔〔シャ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 見ることが出来ない。



る人々の道ではなくであろう。しかし信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。よい の御名において。野にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむと動しむ人たち 楽園に就いての吉報を伝えなさ 緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 許に帰らせられる御方。
ころの御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく得るために，「これはアッラーから下ったものられよう。そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な恩 である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
42|23|そ凡ての称讃あれ，れは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむしもべに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく える人々の道ではなく吉 である人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 伝えなさ 報を伝えなさ
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはそ凡ての称讃あれ，れに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，もあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てはいない。わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。近 としての御名において。情もなく，執り成しもない対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 親，孤児，貧者を規切に扱い
だけを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。なす者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに しさらに良いものの代りにつまらないものをいもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッ愛深きアッラーの御名において。 誰も）迷わさない。 対し）その身を守るであろう。

ラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にしてよく慈愛深きアッラーの御名において。感 される人々の道ではなく方である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 寛大に許 謝するであろう。
42|24|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはアッラ につ見ることが出来ない。いて嘘を請い願う。でっち上の幸福を成就する者である。げた。」と言う者があると言うの御名において。か。ーの御名において。
アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御言 によって虚な を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 偽りのために，かれらには手
消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。打ち立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく。
42|25|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しもべたちの御名において。悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，っておら様の 許に帰らせられる御方。
れる人々の道ではなく。
42|26|かれは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。に答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩 を請い願う。 やされる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい動しむ人たち 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 増すであろう。」 対し）その身を守るであろう。 厳しい試練で

を請い願う。科せられよう。される人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
42|27|もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたちに し 大に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはたちまち不正しい道に導きたまえ，にはしーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 過ぎな 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
る人々の道ではなく。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべたちを請い願う。熟知った上は，し なされる人々の道ではなく方で適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
ある人々の道ではなく。
42|28|かれこそ凡ての称讃あれ，は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。垂れられる。アッラれられる人々の道ではなく方。かれは 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。 者に。絶するで 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 讃あれ， 愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
であられる人々の道ではなく。
42|29|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 造に向かい，と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 間の悪魔〔シャ (捲き散らされる。?))きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされた生きアッラーの御名において。とし生ける人々の道ではなく物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく。またか
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 にかれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく 能であられる。者に。である人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
42|30|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに降ってきたようなもので，落雷の忍さかりかかる人々の道ではなくどんな不幸も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく稼いだことに対し，またあなたがたいだもの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。
42|31|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。挫けく慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にどんなーの御名において。

者に。も援助けを請い願う。者に。もないの御名において。である人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。
42|32|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。は船の中に，またアッラーがで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはちょうど海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 む山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。ようである人々の道ではなく。進めるが，暗闇になれ
42|33|もしかれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。なら を請い願う。静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの船の中に，またアッラーがは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはに泊にもそれによれってしまう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。風向きの
耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ感 す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。謝するであろう。
42|34|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら犯していたためである。した罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの船の中に，またアッラーが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でさせる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく難かしいこと。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 される人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
42|35|しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに就する者である。いて す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，免れないであろう。アッラーはかれらの行いれる人々の道ではなく もないことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。論争に判決を下される。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 場所から離れさ
42|36|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。における人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに ぎない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 暫 楽 過ぎな
して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。にとっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 にある人々の道ではなくもの御名において。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっとも善であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はる人々の道ではなくかに永 す者，る人々の道ではなく頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 。
42|37|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうや破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で廉 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくってもゆる人々の道ではなくす者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恥ずべき懲罰を受けるであろう。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。
42|38|また主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。呼んでみなさびかけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。相 し合は鮮かで，見る者をって行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，け拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 談しなさい。いったん決った
たもの御名において。から施す者，す者，者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
42|39|迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。け合は鮮かで，見る者をい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，防 す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 にある人々の道ではなくもの御名において。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっとも時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 衛する者，（にとって，アッラーの御許にあるものこそ，もっとも ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
善であり永 す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
42|40| に す者，る人々の道ではなく いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れと同じで，（頑固に）信じよう の御名において。 である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 容して和であり，慈悲である解しないのか。す者，る人々の道ではなく者に。に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ 様の 悪魔〔シャ 寛大に許 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。 報を伝えなさ
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。悪魔〔シャ
42|41|不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなことを請い願う。された者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自ら守り，またわれが授けたものを施す者，って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。に して罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 対し）その身を守るであろう。
42|42|他人に を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならした を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アて地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悪魔〔シャ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受讐をしたに過ぎない。もし梅悟するならばか 騒 対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
は痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。

42|43|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで赦し，また善行をする者にしてやる人々の道ではなくこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 固に）信じようたる人々の道ではなく人の御名において。道に導きたまえ，というもの御名において。。ーの御名において。 決して正しく導か 確
42|44|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。 者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 擁護者も援助者もないのである。 悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。
を請い願う。 る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何とか引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。返すことも出来ないであろう。す者，道に導きたまえ，はないでしょうか。」と言う者があると言うの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
42|45|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られて 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに晒されない。」され盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で 据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。と追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳 者に。を請い願う。失う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。 失者に。です者，。と言う。ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 損なったのではなく，只自分の 悪魔〔シャ
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように永 の御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。
42|46|かれらにはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。ける人々の道ではなく守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。はない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせた者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたへーの御名において。 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 帰らせられる御方。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，はないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
42|47|避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられない日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 にやって来る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。呼んでみなさびかーの御名において。 許に帰らせられる御方。
け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには避けるであろうか。まさにわれは，現世におい 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう す者，る人々の道ではなく余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。もない。難かしいこと。 認し， 自ら証言したのである。
42|48|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらへの御名において。 り人として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした ではない。あ見ることが出来ない。張 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
なた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの だけである人々の道ではなく。人 はわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。味わせる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れにより高慢で不信の徒となったになる人々の道ではなく。務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく犯していたためである。した行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に不幸に まされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく。悩ましてはなら
42|49|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままに られる人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に女権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。に男 を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
42|50|また男と女を請い願う。混ぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて授けたものを施す者，け）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。不妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われになされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは全知った上は，にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えで強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
あられる人々の道ではなく。
42|51|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの直に死を願い接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの りかけられる人々の道ではなくことはない。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものによる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったーの御名において。 間の悪魔〔シャ 語り，正しい者の一人である。」 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 帳消しにしなさい。 陰
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。明であられます。」かす者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
42|52|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
何である人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどんなもの御名において。かを請い願う。知った上は，らなかった。しかしわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべーの御名において。
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。からわれの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。一条の御名において。光を取りとした。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。であ導きたまえ， 導きたまえ，
る人々の道ではなく。
42|53|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくす者，べての御名において。もの御名において。を請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。道に導きたまえ，へ。 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにす者，べてはアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御ーの御名において。 見ることが出来ない。 ーの御名において。



）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
43|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
43|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 にす者，る人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
43|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。アラビア の御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンとした。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。語り，正しい者の一人である。」 ーの御名において。
43|4|そ凡ての称讃あれ，れはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に高く慈愛深きアッラーの御名において。英知った上は，に益なく，また決して正しく導かれている人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
43|5|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなくというため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 戒としを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから取りあげて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放置し，当てもなくさ迷わせられる。出訓戒とし
来ようか。
43|6|われは如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 言者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわしたことか。預言者たち）に啓示したもの
43|7|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは嘲り笑う。笑う。しないことはなかった。預言者たち）に啓示したもの
43|8|そ凡ての称讃あれ，れでわれはこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクライシュ族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦え量であられる。の御名において。 れた者に。を請い願う。 ぼした。昔のことは問わないがの御名において。人の御名において。例えてみれば，ちょうどが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」にある人々の道ではなくよ優るか，またはそれと同様の 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
うに。
43|9|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，したの御名において。は です者，か。」と言う者があると えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。全知った上は，な御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 造に向かい，なされたの御名において。です者，。」と言う者があると言う。偉大な恩恵の主であられる。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
43|10|かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたとなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に道に導きたまえ，を請い願う。 けられた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた 設けた時 導きたまえ，
かれる人々の道ではなくように。
43|11|また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから 量であられる。の御名において。雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせられる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出てく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく。場所から離れさ
43|12|かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。一 に 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，舟の中で一緒であったものたちを救い，わと家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のを請い願う。 物だ。」と言うとして えられた。対し）その身を守るであろう。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
43|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。に安全に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。恩 を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。 えます者，。これらの御名において。もの御名において。を請い願う。わたしたちに服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で させる人々の道ではなく御方。これはわたしたちには叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅わなかったこと讃あれ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
です者，。
43|14|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ る人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある帰らせられる御方。
43|15|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。しもべ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってなどと称して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれーの御名において。
の御名において。分を欺いているのに過ぎな身を守るであろう。としている人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
43|16|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られたもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの娘たちがいる。あなたがたにとってとして び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは男 だ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 選んで，自 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
け授けたものを施す者，かる人々の道ではなくとでも言うの御名において。か。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいやそ凡ての称讃あれ，うではない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの
43|17|かれらの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方に引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。合は鮮かで，見る者をいに出したもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女 の御名において。 生）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らされる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 誕
の御名において。 は 日の主宰者に。暗く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 にく慈愛深きアッラーの御名において。れてしまう。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 嘆
43|18|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの美していますのに。」かれは仰せられしい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の物だ。」と言うを請い願う。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のて大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てられる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかな根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないの御名において。に口 す者，る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。アッラ と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア拠を出して見なさい。」 論争に判決を下される。 ーの御名において。
にし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものてもよいの御名において。か。
43|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れでも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。方の御名において。しもべである人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，女性とす者，る人々の道ではなくの御名において。か。これらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 造に向かい，を請い願う。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
言できアッラーの御名において。る人々の道ではなくの御名において。か。かれらの御名において。 言は され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されよう。証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 審きの日の主宰者に。 糾問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか

43|20|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは してかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 しませんで決して正しく導か 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
した。」と言う者があると言う。かれらはそ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて何の御名において。知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只臆 す者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。識 測す
43|21|そ凡ての称讃あれ，れともわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれより前に授けたものを施す者，けた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。固に）信じようく慈愛深きアッラーの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者，っている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとでも言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
の御名において。か。
43|22|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくんでいたの御名において。を請い願う。 て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ によって見ることが出来ない。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
かれている人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある導きたまえ，

43|23|同じで，（頑固に）信じようじように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなた以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわす者，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。富裕な者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう
にわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。奉している人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ています者，。そ凡ての称讃あれ，れでそ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくんでいる人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある見ることが出来ない。 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを
と言っていた。
43|24|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく っていたあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，良いものの代りにつまらないものをい きアッラーの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 導きたまえ，
てもか。」と言う者があると言うとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく届け下さいます。」けたもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じません。」と言う者があると言った
43|25|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに した。 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。の御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。。報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 見ることが出来ない。
43|26|イブラ ヒ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。父とそ凡ての称讃あれ，の御名において。人びとにこう言った の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。と します者，。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 絶するで縁を絶つことを誓う者は，
43|27|わたしを請い願う。御 りになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ御 きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく方にだけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えます者，。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの」と言う者がある創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 導きたまえ，
43|28|かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子 への御名において。永 の御名において。言 として残されたので，何二つ見ることが出来ない。した。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく言 と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 遠にその中に住むのである。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
43|29|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ところに来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 にす者，る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，享 させた。楽
43|30|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ところに来たとなる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは魔 です者，。わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してこれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，術を教え，またバービル 決して正しく導か
じません。」と言う者があると言う。
43|31|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故ーの御名において。 2つ見ることが出来ない。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えな人物だ。」と言うに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされなかったの御名において。でしょう
か。」と言う者があると言う。
43|32|かれらは主の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またり当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてる人々の道ではなくの御名において。か。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。暮れまで斎戒を全うしなさい。マスしに必ず取り上げられる。本当にアッラ要に迫られた場合は罪にはならな物だ。」と言うを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに配分を欺いているのに過ぎなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ま現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
た或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。より上の幸福を成就する者である。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アを請い願う。上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。を請い願う。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせる人々の道ではなく。あなたの御名において。主の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく蓄を荒し廻る。だがア したも積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で
の御名において。より，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，はる人々の道ではなくかに尊いの御名において。である人々の道ではなく。
43|33|人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 となる人々の道ではなく恐らくあなたがたはれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。家には の御名において。屋根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに登る人々の道ではなくの御名において。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 段を請い願う。 け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，銀 銀 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 設けた時
43|34|そ凡ての称讃あれ，の御名において。家には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの扉を，かれらのために，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの寝床であることよ。」に寄った上りかからせよう。銀 銀
43|35|また金の御名において。装をあなたがたに授けた。 も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，したであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。しかしこれらの御名において。凡ての称讃あれ，ては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。享 に ぎない。あな飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 過ぎな
たの御名において。主の御名において。御 の御名において。来世を堅く信じる者たちである。こそ凡ての称讃あれ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
43|36|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方の御名において。 戒としに目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。瞑る者には，われはシャイターンをふり当てる。それは，かれにとり離る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはシャイタ ンを請い願う。ふり当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようてる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれにとり訓戒とし ーの御名において。 離れ，地上で
れ い友となろう。難かしいこと。
43|37|こうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔は正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，からかれらを請い願う。拒む，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しかもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれている人々の道ではなく悪魔〔シャ 導きたまえ，



もの御名において。と思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい んでいる人々の道ではなく。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
43|38|われの御名において。 にやって来る人々の道ではなく になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしとあなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と西の御名において。隔たりがあることを望むであろう。アッラーは，あなたがたにしたたりが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア
あったならば。」と言う者があると言う。ああ何と い友（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もったこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよ。悪魔〔シャ
43|39|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさっていたの御名において。だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。となっては何を請い願う。いっても役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった悪魔〔シャ

を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
43|40|あなたは耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 けない者に。に かせる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくできアッラーの御名において。ようか。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，らす者，者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかに迷える人々の道ではなくいや ち傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 過ぎな
の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ようか。導きたまえ，
43|41|そ凡ての称讃あれ，れで 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし上の幸福を成就する者である。げても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらに す者，る人々の道ではなく。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
43|42|またかれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でしたことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに せる人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し す者，る人々の道ではなくなどいとも約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 見ることが出来ない。 圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。
たやす者，い。
43|43|そ凡ての称讃あれ，れであなたに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しっかりと守り，またわれが授けたものを施す者，れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。 っている人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 辿る道を明示するためである
43|44|これはあなたにとっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたの御名において。人びとにとっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 戒としである人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた訓戒とし
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの につ見ることが出来ない。きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。責は必ず不信心者の上に下る務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
43|45|あなた以前にわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわした，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちに いなさい。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなくべきアッラーの御名において。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。置し，当てもなくさ迷わせられる。いたの御名において。か。
43|46|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ に 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良いたちに わした。かれはーの御名において。 ーの御名において。 様の 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 遺言をするよう定め
言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。」と言う者がある
43|47|ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 わしたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ。かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嘲り笑う。り笑う。った。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 見ることが出来ない。
43|48|そ凡ての称讃あれ，れでわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにかれらに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どれもそ凡ての称讃あれ，の御名において。仲 の御名において。もの御名において。より，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大なもの御名において。であった。そ凡ての称讃あれ，し間の悪魔〔シャ 偉大な恩恵の主であられる。
て を請い願う。もってかれらを請い願う。 らしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくであろう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。懲罰を科せられよう。 懲 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
43|49|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある魔 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたと ばれた 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ってく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくでしょう。」と言う者がある導きたまえ，
43|50|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらから を請い願う。取り除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じよう にかれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でってしまった。懲罰を科せられよう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
43|51|そ凡ての称讃あれ，してフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に宣告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく民に先んじ（て下よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，エジプト国を与えた。土，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してこれら足を踏み入れるこもと
を請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。もの御名において。ではないの御名において。です者，か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，んなことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎならないの御名において。です者，か。
43|52|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。卑められ排斥されよ。」しい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 に言い表わす者，こともできアッラーの御名において。ない者に。よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れている人々の道ではなくの御名において。です者，。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 優るか，またはそれと同様の
43|53|何故黄金の御名において。腕 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに授けたものを施す者，けられないの御名において。です者，か。また何故天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，付かない。添ってかれと一 に遣わした。あなたは業火の住人にわ環をよく整えなさい。そして善行に勤しめ。本当にわれは 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
されないの御名において。です者，か。」と言う者がある
43|54|この御名において。ようにかれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。扇 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，民に先んじ（て下はかれに った。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。た動しむ人たち 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
ちであった。
43|55|こうしてかれらはわれを請い願う。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらせたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てを請い願う。溺れさせた時のことを思い起せ。れさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
43|56|かれらを請い願う。 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。世を堅く信じる者たちである。の御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの例えてみれば，ちょうどとした。過ぎな
43|57|マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一例えてみれば，ちょうどとして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， よ。あなたの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
人びとはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。たてる人々の道ではなく。喚くことはない。あなたがたにはわれからの救助はない
43|58|そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか。」と言う者があると言う。かれ優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 ーの御名において。
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことを請い願う。言うの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只 を請い願う。ふりかける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。だけである人々の道ではなく。いやはや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 ーの御名において。 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
らは 争った時のことを思い起せ。だがアッラ好きな敵である。きアッラーの御名において。の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなくことよ。論争に判決を下される。
43|59|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恩 を請い願う。施す者，したしもべに ぎない。そ凡ての称讃あれ，してかれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 にーの御名において。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 過ぎな 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
す者，る人々の道ではなく手本とした。対し）その身を守るであろう。

43|60|そ凡ての称讃あれ，してもしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 から天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のぎ次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のぎに地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，ことも出間の悪魔〔シャ 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
来る人々の道ではなく。
43|61|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであの御名において。一つ見ることが出来ない。である人々の道ではなく。だからそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。ってはーの御名において。 ーの御名において。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ならない。そ凡ての称讃あれ，してわれに え。これこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
43|62| 魔を請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しようげさせてはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく悪魔〔シャ ーの御名において。
たの御名において。公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔の御名において。 である人々の道ではなく。敵である。地上には，あなたがたのため
43|63|イ サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな明であられます。」 を請い願う。もってやって来た 言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英知った上は，を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにーの御名において。 ーの御名において。 様の 証人を呼んでみなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
(西?))し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくことの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か少の御名において。部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。明であられます。」かす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れ論争に判決を下される。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
でアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに え。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
43|64|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，はわたしの御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主であられる人々の道ではなく。かれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。こーの御名において。
れこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，である人々の道ではなく。」と言う者がある
43|65|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 の御名において。 派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仲互いに敵である。地上には，あなたがたのためいした。これら を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。こそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。日の主宰者に。の御名において。 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。間の悪魔〔シャ 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 悩ましてはなら 懲罰を科せられよう。
に。
43|66|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなくの御名において。か。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく意されている。 しない に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔やって来る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。。識 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
43|67|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。を請い願う。除き，背き去った。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの友も互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに となろう。親，孤児，貧者を規切に扱い 敵である。地上には，あなたがたのため
43|68|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また いもない。憂いもないであろう。
43|69|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。意されている。志を）ひるがえすならに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報していた者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
43|70|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。配偶者に。も 喜ばせるものである。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者がある歓 楽園に就いての吉報を伝えなさ
43|71|かれらには数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。黄金の御名において。皿や杯が，次々に回され（楽園の）中には各自の望むもの，また目を喜ばや杯は，かれらにゆきわたり，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに回され（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には各自の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。喜ばせるものである。」ば楽園に就いての吉報を伝えなさ
す者，もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは永 にそ凡ての称讃あれ，こに住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。
43|72|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられた である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー 楽園に就いての吉報を伝えなさ
43|73|そ凡ての称讃あれ，こにはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 富な果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 足を踏み入れるこす者，る人々の道ではなく。豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 実 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
43|74|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。む。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。 遠にその中に住むのである。
43|75|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に されず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で全く慈愛深きアッラーの御名において。希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。失う。懲罰を科せられよう。 軽減されず，
43|76|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに不装をあなたがたに授けた。を請い願う。 いたの御名において。ではない。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 を請い願う。 いたの御名において。である人々の道ではなく。働く者となるであろうから。」 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 働く者となるであろうから。」
43|77|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある看守り，またわれが授けたものを施す者，よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に んでわたしたちの御名において。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）末であろうか。を請い願う。付かない。けて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落



かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，していればよいの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があると言う。
43|78|われは かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに真理を）知った上は，を請い願う。届け下さいます。」けた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あった。確
43|79|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったたち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの策 を請い願う。 り らしたつ見ることが出来ない。もりだろうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われこ対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 張 廻る。だがア
そ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに して策 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らしてある人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 廻る。だがア
43|80|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ごとや を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かないとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。傍に，一点の火を認めたらで している人々の道ではなく。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
43|81|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく子を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたれる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 者に。とな拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
る人々の道ではなく。
43|82|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの玉座は，凡ての御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。配す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの超 なされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に えあれ。」と言う者がある権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 絶するで 讃あれ，
43|83|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたかれらの御名において。日の主宰者に。に当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはす者，る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 口と れに放置し，当てもなくさ迷わせられる。してお約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
く慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。
43|84|かれこそ凡ての称讃あれ，は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおける人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。における人々の道ではなく神があるなどと唱えてはならない。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英明であられます。」にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。
43|85|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに祝福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくように。またかれの御名において。御権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 間の悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
にだけ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。知った上は， はあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。御 にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 識 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。

43|86|かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り成す者，力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない。只真理を）知った上は，を請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。は である人々の道ではなく。かれ執り成しも許されず，償いも受 実証人を呼んでみなさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
らは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っている人々の道ではなく。
43|87|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 ったの御名において。です者，か。」と言う者があると えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ 。」と言う者があると言う誰も）迷わさない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか ーの御名において。 。
そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはどうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。か。
43|88|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは 言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。民に先んじ（て下です者，。」と言う者があると言うの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。預言者たち）に啓示したもの 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
43|89|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れで主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらから逸れてはれて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，りなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があると（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言
いなさい。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれらも知った上は，る人々の道ではなくであろう。
44|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
44|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」 にす者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
44|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。された夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に して不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものようとす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなくもの御名において。悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
であろ。
44|4|そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，英知った上は，に就する者である。いて凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 にされる人々の道ではなく。確
44|5|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく からの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何 も使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわす者，の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
44|6|あなたの御名において。主からの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全 にして全知った上は，であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聴
44|7|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。主である人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かならば。間の悪魔〔シャ 確
44|8|かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生を請い願う。授けたものを施す者，け死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。主であら
れる人々の道ではなく。
44|9|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にかれらは疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れている人々の道ではなく。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
44|10|待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っていなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 な を請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。す者，日の主宰者に。まで。瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。 煙霧を起す日まで。
44|11|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。包む。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは痛い懲罰が下されよう。ましい です者，。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
44|12|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちからこの御名において。 を請い願う。免れないであろう。アッラーはかれらの行いじて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよういたします者，。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
44|13|どうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。かれらには公明であられます。」な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かに来たの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，訓戒とし 確
44|14|かれらはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある他人に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ智をもってかれらの間を裁定されるであろう。かれは，偉力なら された者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく (ほ?))かれた者に。です者，。」と言う者があると言
ったではないか。
44|15|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。解しないのか。除き，背き去った。す者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく。暫 間の悪魔〔シャ 懲罰を科せられよう。 戻そうと望んでいる。真理が
44|16|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく猛 す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 正しい道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなく。襲った。 審きの日の主宰者に。 厳しい試練で 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
44|17|かれら以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらに尊い使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て試 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
44|18|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。しもべたち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに返すことも出来ないであろう。しなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
しは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 にやって来た な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったです者，。許に帰らせられる御方。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実
44|19|アッラ に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったであってはなりません。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにやって来たの御名において。です者，。
44|20|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの石を燃料と ちにす者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしそ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主でもある人々の道ではなく御方に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい撃を受けている。われは人間の間に
を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ます者，。
44|21|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしには わないでく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。」と言う者がある構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ
44|22|そ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて言っ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれらは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い人びとです者，。」と言う者がある
44|23|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべと共に立礼しなさい。に旅立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳っ
手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかかろう。
44|24|そ凡ての称讃あれ，して海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」った後の審きの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎなけたままにして置し，当てもなくさ迷わせられる。け。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，溺れさせた時のことを思い起せ。れてしまうことであろう。」と言う者がある
44|25|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 と泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。したか。園に就いての吉報を伝えなさ
44|26|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うの御名において。 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸福を成就する者である。な住むのである。まいを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 畑の灌漑にも使われな
44|27|またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こで享 していた良いものの代りにつまらないものをい物だ。」と言うを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの残されたので，何二つ見ることが出来ない。したか。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの楽
44|28|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。最後の審きの日の主宰者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこうであった。そ凡ての称讃あれ，してわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。民に先んじ（て下に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせた。継がせた，またわれはマルヤムの子イー
44|29|かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかも地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。も泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報でかず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不も与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられなかった。猶予もないであろう。
44|30|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 を請い願う。屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラの御名において。 から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 懲罰を科せられよう。
44|31|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい出した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったで 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒者に。であった。無
44|32|われは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうところにより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。上の幸福を成就する者である。に んだ。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 選んで，自
44|33|そ凡ての称讃あれ，して明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な を請い願う。含なされむ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた。試練で
44|34|さてこれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの愚か者が信仰かにも）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。
44|35|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは最初の生活の生計があろう。」と言った。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ねば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされない。



44|36|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。言 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 れ してみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者がある葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 戻そうと望んでいる。真理が
44|37|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはトッバウ〕に動しむ人たちの御名において。民に先んじ（て下か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れ以前の御名において。者に。たちより れている人々の道ではなくの御名において。か。われ優るか，またはそれと同様の
はかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 ぼしたの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。であった。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
44|38|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れに ったの御名において。ではない。間の悪魔〔シャ 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
44|39|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只真理を）知った上は，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は理を）知った上は，解しないのか。しない間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 。
44|40|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。に定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。である人々の道ではなく。悪魔〔シャ 選んで，自別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
44|41|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，友はそ凡ての称讃あれ，の御名において。友の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらは援助けを請い願う。も得るために，「これはアッラーから下ったものられない。
44|42|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。むった者に。たちは である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
44|43|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッ ザック ムの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
44|44|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。の御名において。 である人々の道ではなく。糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
44|45|そ凡ての称讃あれ，れは溶けた の御名において。ように内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で沸 しよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，銅のような水が与えられよう。何と悪い飲物，何と悪い臥所であることよ。 臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ 騰する湯を注ぎ足され，
44|46| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく りかえる人々の道ではなくように。熱湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 滾り
44|47|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくして言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。捕えよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃えさかる人々の道ではなく炎の御名において。只中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。ず取り上げられる。本当にアッラり め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
44|48|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 の御名において。上の幸福を成就する者である。に沸 す者，る人々の道ではなく の御名において。痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたを請い願う。浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。びせよ。頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 騰する湯を注ぎ足され， 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。
44|49|あなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味わうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。ある人々の道ではなく尊 な者に。であった。貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは
44|50|これこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。っていたもの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
44|51|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安泰にして下さい。またわたな所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたにいる人々の道ではなく。
44|52| と泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ
44|53| や を請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに向かい，かい合は鮮かで，見る者をって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 纒わせた。復活の日においても，かれらは嫌われるであ
44|54|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いた大きアッラーの御名において。い目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。乙女たちを請い願う。かれらの御名において。配偶者に。にす者，る人々の道ではなくであろう。輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
44|55|かれらはそ凡ての称讃あれ，こで平安に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。果 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実
44|56|最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの再び）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。味わうことはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃える人々の道ではなく炎の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたから守り，またわれが授けたものを施す者， されよう。責は必ず不信心者の上に下る 護者も援助者もないのである。
44|57|あなたの御名において。主からの御名において。 物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は至福を成就する者である。の御名において。成就する者である。であろ。賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
44|58|われはこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアラビア ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎなりやす者，く慈愛深きアッラーの御名において。した。かれらはーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 語り，正しい者の一人である。」 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
理を）知った上は，解しないのか。し される人々の道ではなくかもしれない。諭し，それでもだめならこれを
44|59|だからしばらく慈愛深きアッラーの御名において。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。って 子を請い願う。 なさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらの御名において。方も 子を請い願う。伺っているのだから。っている人々の道ではなくの御名において。だから。様の 見ることが出来ない。 様の
45|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
45|2|この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
45|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちにとり 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
45|4|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。の御名において。 造に向かい，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの撤きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされた生きアッラーの御名において。とし生ける人々の道ではなくもの御名において。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
固に）信じような者に。に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。堅く信じる者たちである。 対し）その身を守るであろう。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，

45|5|昼と夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないとの御名において。交替，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れによって死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでいる人々の道ではなく大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくこと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
向かい，きアッラーの御名において。の御名において。 化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。こにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，性ある人々の道ではなく者に。への御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。風向きの 変えてしまった。それでわれ 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，

45|6|これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，によってわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに す者，る人々の道ではなくアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであである人々の道ではなく。アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
どんな を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら諭し，それでもだめならこれを
45|7| いなる人々の道ではなくかな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い嘘付かない。きアッラーの御名において。者に。たちよ。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
45|8|アッラ の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに される人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なお 情もなく，執り成しもない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく こえないかの御名において。ようでーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れなら痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせよ。懲罰を科せられよう。
45|9|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。一端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人を請い願う。理を）知った上は，解しないのか。す者，る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嘲り笑う。笑う。的であってはならないにとる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
る人々の道ではなく。
45|10|かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」は地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。ことは何もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。として獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 護者も援助者もないのである。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ったもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。かれらには手痛い懲罰が下されよう。い が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
45|11|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。主の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忌まわしい道である。しく慈愛深きアッラーの御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。導きたまえ， 懲罰を科せられよう。
45|12|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに わせられた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，船の中に，またアッラーがはそ凡ての称讃あれ，こを請い願う。航行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれの御名において。恩 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー商往来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打す者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感 す者，る人々の道ではなくであろう。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
45|13|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，の御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うとして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。用に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でさせられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
にこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
45|14|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちに言え。アッラ の御名において。日の主宰者に。を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない者に。でもゆる人々の道ではなくしてやれ。なぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。での御名において。かれらーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた に じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれら一 に来世を堅く信じる者たちである。で いられる人々の道ではなくの御名において。だから。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 応 ーの御名において。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 報を伝えなさ
45|15| でも善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は自らを請い願う。益なく，また決して正しく導かし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は自らを請い願う。 なう。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御誰も）迷わさない。 悪魔〔シャ 損なったのではなく，只自分の 許に帰らせられる御方。
に される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
45|16|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と英知った上は，と 言の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか分を欺いているのに過ぎなを請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。善い を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの 様の 給養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いよりも卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った越えず必要に迫られた場合は罪にはならさせた。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本

45|17|またわれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに明であられます。」 を請い願う。授けたものを施す者，けた。そ凡ての称讃あれ，れで知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 に来た後の審きの日の主宰者に。にお証人を呼んでみなさ 識 許に帰らせられる御方。
いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。 の御名において。族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い により，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。唱えてはならない。える人々の道ではなくようになった。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。唱えてはならない。えたことに間の悪魔〔シャ 妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 異論争に判決を下される。 異論争に判決を下される。
就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。に御裁きアッラーの御名において。になられる人々の道ではなく。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
45|18|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに命じられたものから離れ，地上でじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れであなたはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 識
の御名において。ない者に。の御名において。虚なしい 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに ってはならない。願う。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
45|19|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにとってアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し全く慈愛深きアッラーの御名において。 力なもの）になるまでかれらに対して戦えである人々の道ではなく。 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 対し）その身を守るであろう。 無 悪魔〔シャ
お互いに敵である。地上には，あなたがたのためい同じで，（頑固に）信じよう士である。それで移住した者，故郷友である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。の御名において。友である人々の道ではなく。ーの御名において。
45|20|この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとに す者，る人々の道ではなく明であられます。」 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 固に）信じような者に。への御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。でーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ 導きたまえ， 堅く信じる者たちである。
ある人々の道ではなく。
45|21|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打す者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。と同じで，（頑固に）信じようじに うとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か悪魔〔シャ 動しむ人たち 扱い 。



（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなくとでも思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時こそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 誤から明らかに（分別）されている。それで
算に迅速であるである人々の道ではなく。
45|22|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。真理を）知った上は，によって 造に向かい，なされた。そ凡ての称讃あれ，して各人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して いらーの御名において。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように かわれる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。扱い
45|23|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。虚なしい 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。 として崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなく者に。を請い願う。 ないか。アッラ は御承知った上は，の御名において。うえ願う。 様の 見ることが出来ない。 ーの御名において。
でかれを請い願う。迷える人々の道ではなくうに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。や心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われた。アッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 放された）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 けよう。ーの御名において。 見ることが出来ない。 誰も）迷わさない。 導きたまえ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これでも 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないの御名において。か。訓戒とし
45|24|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちには 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。だけです者，。わたしたちは生まれたり死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ん現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
だりします者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。 ほす者，の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされだけです者，」と言う者があるしかしかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これに就する者である。いて何の御名において。知った上は， もな滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 識
く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只臆 す者，る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。測す
45|25|われの御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒は只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わた読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 論争に判決を下される。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
したちの御名において。祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。 れ しなさい」と言う者があると言うだけである人々の道ではなく。連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 戻そうと望んでいる。真理が
45|26|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。にーの御名において。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いはない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しない。」と言う者がある
45|27|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，到来す者，る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な に う者に。は失 者に。となる人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 敗者である。
45|28|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，各集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく跪いたままで放って置こう。きアッラーの御名において。なが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 で自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに呼んでみなさばれる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。この御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 見ることが出来ない。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して いられる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
45|29|この御名において。われの御名において。 こそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにつ見ることが出来ない。いて真 を請い願う。 る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 実 語り，正しい者の一人である。」
きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させて置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。書き変える。

45|30|そ凡ての称讃あれ，れで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしんだ者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はかれらを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。これは明であられます。」らかに至福を成就する者である。
の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。
45|31|そ凡ての称讃あれ，れから不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに されなかったの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは対し）その身を守るであろう。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
高慢で不信の徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，犯していたためである。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
45|32|そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように真 である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちには分を欺いているのに過ぎなりませ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ん。そ凡ての称讃あれ，れは全く慈愛深きアッラーの御名において。臆 に ぎないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいます者，。だからわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しっかりした 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，など持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなてません。」と言う者があると測す 過ぎな 確
言った。
45|33|こうして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。嘲り笑う。笑う。していたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。と様の 悪魔〔シャ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
り む。囲まれる。
45|34|仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれる人々の道ではなくであろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。日の主宰者に。の御名において。 面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれ対し）その身を守るであろう。
たように。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。住むのである。まいは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもはや）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。はないの御名において。である人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
45|35|そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。嘲り笑う。笑う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないていたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こから出して えず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にもあず取り上げられる。本当にアッラかれない。」と言う者がある貰えます。わたしたちは（どんな危険があって ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
45|36| 天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主。万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ にこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。称 あれ。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 ーの御名において。 讃あれ，
45|37|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。における人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。厳しい試練で 偉大な恩恵の主であられる。
46|1|ハ ミ ム。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
46|2|この御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」なアッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
46|3|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，と期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，しなかった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされたことから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。
46|4|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくもの御名において。に就する者である。いて考えないの御名において。か。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で ったもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何かある人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに せる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 造に向かい，においてかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。参った者を犯し与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 見ることが出来ない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくとでもいうの御名において。か。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。かまたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの古の代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。知った上は， の御名において。かけらでもよいからわたしに識 (西?))せ。」と言う者がある
46|5|アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。もの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく者に。より迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にあろうか。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。まで答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえーの御名において。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
は得るために，「これはアッラーから下ったものられない。またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りに 付かない。かない。気付かない。
46|6|また人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらへの御名において。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 な間の悪魔〔シャ 審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ど，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくこともない。認し， 自ら証言したのである。
46|7|われの御名において。明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。だ印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。はかれらの御名において。 に来た真理を）知った上は，に就する者である。いて言う。読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 許に帰らせられる御方。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 です者，。」と言う者がある術を教え，またバービル
46|8|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハマンド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。捏造に向かい，したの御名において。です者，。」と言う者があると言う。言ってーの御名において。
やる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしわたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。捏造に向かい，したの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。恩 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もわたしーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
にあず取り上げられる。本当にアッラからせないであろう。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて る人々の道ではなくことを請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，ってーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
おられる人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として万全であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 容にして慈 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多かきアッラーの御名において。御方で証人を呼んでみなさ 寛大に許 愛深きアッラーの御名において。
あられる人々の道ではなく。」と言う者がある
46|9|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。革新者に。ではない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何故なら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなた
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなされる人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。わたしは知った上は，らない。只，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたことに うだけであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
公明であられます。」な一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎない。」と言う者がある過ぎな
46|10|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御 からでーの御名において。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しかも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 の御名において。一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじも孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。である人々の道ではなくと立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでかれ自身を守るであろう。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じたの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなお）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高慢で不信の徒となったにも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなかった証人を呼んでみなさ ーの御名において。
とす者，れば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不 の御名において。徒となったになる人々の道ではなくの御名において。ではないの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられ義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，
ない。」と言う者がある
46|11|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。に言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく良いものの代りにつまらないものをいの御名において。であれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじる人々の道ではなく はない。」と言う者があるまたかれらはそ凡ての称讃あれ，れによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。などを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけないの御名において。である人々の道ではなくとして筈がない。そしてハ 導きたまえ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは昔のことは問わないがの御名において。作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり しです者，。」と言う者があると言う。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
46|12|しかしこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前にも きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。である人々の道ではなくム サ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。そ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 導きたまえ， ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
れにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アラビア でそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 す者，る人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。なす者，者に。への御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。語り，正しい者の一人である。」 確証人を呼んでみなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 悪魔〔シャ業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。



吉 である人々の道ではなく。報を伝えなさ
46|13|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ です者，。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。道に導きたまえ，において）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 固に）信じような者に。には恐らくあなたがたはーの御名において。 堅く信じる者たちである。
れもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いもない。憂いもないであろう。
46|14|これらは の御名において。住むのである。人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。む。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに す者，る人々の道ではなく である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
46|15|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に し しく慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなくよう人 に命じられたものから離れ，地上でじた。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いは 胎に苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。分を欺いているのに過ぎな娩の苦痛のために，ナツメヤシの幹に赴き，かの女は言った。「ああ，こんなことになる前に苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしむ。 胎し両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。 優るか，またはそれと同様の 間の悪魔〔シャ 懐疑の徒の仲間となってはならない。 懐疑の徒の仲間となってはならない。
てから 乳させる人々の道ではなくまで離れ，地上で 30ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがかかる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく十分を欺いているのに過ぎなな力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。 える人々の道ではなく年の配に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 40 にも歳月を過ごした。あなたがたは未だ悟らないのか。」
なる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしと に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた恩 に感 させて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。またあなたの御名において。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 対し）その身を守るであろう。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。
御喜ばせるものである。」びにあず取り上げられる。本当にアッラかる人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむようにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。また子 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，幸福を成就する者である。にして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。わた孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
しは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してあなたの御名において。御 に ります者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。です者，。」と言う者があると言うようになる人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
46|16|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。最善の御名において。もの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなく者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな った行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいは 逃されない。し様の 誤から明らかに（分別）されている。それで 見ることが出来ない。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，

の御名において。住むのである。人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろう。これはかれらと ばれた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でである人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
46|17|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に向かい，かって言う者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いやだ両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い 2人とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく らさ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
れる人々の道ではなくの御名において。です者，か。わたし以前に 世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かも ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 一人生きアッラーの御名において。かえっていない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものではありませんか。」と言う者がある幾度か少い兵力で大軍にうち勝ったではないか。アッラーは耐え忍ぶ者と共 過ぎな 誰も）迷わさない。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
はアッラ の御名において。御助けを請い願う。けを請い願う。 って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるまあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけないこと。あなたは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラーの御名において。 願う。 ーの御名において。
の御名において。御 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では真 なの御名において。です者，。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れでもかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う に ぎない。」と言う者があると言う。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実 語り，正しい者の一人である。」 過ぎな
46|18|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前に び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったジンや人 の御名において。民に先んじ（て下族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに され滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 間の悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実証人を呼んでみなさ
る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの失 者に。である人々の道ではなく。敗者である。
46|19|各人には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに じて 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。段 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。これはかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ に して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの応 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
われる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように われる人々の道ではなくことはない。決して正しく導か 扱い
46|20|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。前に晒されない。」される人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな良いものの代りにつまらないものをいも獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 様の
の御名において。を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。自ら享 した。そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 で いられよう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。で真楽 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 報を伝えなさ
理を）知った上は，を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いていたことに して ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 で いられよ無視 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 対し）その身を守るであろう。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。 報を伝えなさ
う。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられる人々の道ではなくであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
46|21|ア ドの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳〔シャフ ド〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こしなさい。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。砂の御名において。丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にで戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにかれ以ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 確
前にもまた以後の審きの日の主宰者に。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。ほか崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 してはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大なーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 偉大な恩恵の主であられる。
日の主宰者に。の御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの懲罰を科せられよう。
46|22|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくから背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に来たの御名において。です者，か。もしあなたの御名において。
言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。している人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 (湾?))しなさい。」と言う者がある
46|23|かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。知った上は， はアッラ に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。あなた識 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに える人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れにしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎなろうとしない愚か者が信仰か者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある伝えなさ
46|24|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。谷に押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし寄った上せて来る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 て人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこの御名において。 では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか来る人々の道ではなく時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 見ることが出来ない。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
ぞ。」と言う者があるす者，る人々の道ではなくと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく催促しない限りす者，る人々の道ではなくもの御名において。。そ凡ての称讃あれ，れに伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかう こそ凡ての称讃あれ，は痛い懲罰が下されよう。ましい風向きの 懲
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罰を科せられよう。

46|25|そ凡ての称讃あれ，れは主の御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。奉じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 し去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで朝にタべに讃えなさい。」になる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。かの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
何もの御名において。も られなかった。われはこの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した民に先んじ（て下に いる人々の道ではなく。見ることが出来ない。 報を伝えなさ
46|26|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクライシュ族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにも与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなかった力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と と心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。かれらに授けたものを施す者，け実 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
た。そ凡ての称讃あれ，れでもかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 と と心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全く慈愛深きアッラーの御名において。かれらを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくこーの御名において。 認し， 自ら証言したのである。 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
となく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。嘲り笑う。笑う。していたもの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，取り まれてしまった。囲まれる。
46|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。周 の御名において。数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい村の）正門から入ってかれらを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわ囲まれる。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
れに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。帰らせられる御方。
46|28|アッラ に近付かない。こうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて神があるなどと唱えてはならない。として したもの御名において。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故かれらを請い願う。助けを請い願う。けーの御名において。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
なかったの御名において。か。いや（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの助けを請い願う。ける人々の道ではなくどころか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。はかれらから姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のしてしまった。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくか
れらの御名において。 理を）知った上は，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また捏造に向かい，したもの御名において。であった。論争に判決を下される。 偽りのために，かれらには手
46|29|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 きアッラーの御名において。たいというジンの御名において。仲 を請い願う。あなたに差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し向かい，けた の御名において。ことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさいーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 。
かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に むと互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある んで きアッラーの御名において。なさい。」と言う者があると言った。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ 臨 謹 聴 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
の御名において。民に先んじ（て下の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに って行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。帰らせられる御方。
46|30|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはム サ の御名において。後の審きの日の主宰者に。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 かに きアッラーの御名において。ましーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
た。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れ以前に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，と正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。もの御名において。です者，。確証人を呼んでみなさ 導きたまえ，
46|31|わたしたちの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。に答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 様の
な罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい から御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いいになられる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
46|32|アッラ の御名において。招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。きアッラーの御名において。に答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。においてかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 画に対して安心出来るのであろうか。アッラーの計画に対し安心出来るという）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。挫けく慈愛深きアッラーの御名において。ことなど出来る人々の道ではなく はない。まーの御名において。 計があろう。」と言った。 筈がない。そしてハ
たかれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが 者に。はない。これらの御名において。者に。は明であられます。」らかに迷える人々の道ではなくいに っている人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある護者も援助者もないのである。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
46|33|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 造に向かい，に疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れる人々の道ではなくこともないアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせる人々の道ではなくことく慈愛深きアッラーの御名において。らい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，できアッラーの御名において。る人々の道ではなくとは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでわないの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
46|34|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。前に晒されない。」される人々の道ではなく日の主宰者に。。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは真 ではないの御名において。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 実
か。」と言う者があるかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようでした。わたしたちの御名において。主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて。」と言う者があると言う。かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。であったことに す者，る人々の道ではなく を請い願う。味わえ。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
46|35|あなたは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかベ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不屈の御名において。 意されている。を請い願う。したように耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。決して正しく導か
者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいではならない。かれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まる人々の道ではなくで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。から 活の生計があろう。」と言った。までの御名において。期約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。 見ることが出来ない。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一日の主宰者に。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。ほんの御名において。一 しか してはいなかったかの御名において。ように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれはアッラ から間の悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 過ぎな ーの御名において。

の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 しである人々の道ではなく。 ぼされる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちだけである人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものということを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
47|1|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。迷える人々の道ではなくわせられる人々の道ではなく。ーの御名において。
47|2|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またムハンマドに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。主からの御名において。真理を）知った上は，として信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か
れはそ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう障もないのに小巡礼をを請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の し情もなく，執り成しもない を請い願う。改善なされる人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 況を改善なされる。
47|3|そ凡ての称讃あれ，れも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主からの御名において。真理を）知った上は，に うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。この御名において。ようにアッ偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に比 により（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれる人々の道ではなく。ーの御名において。 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら
47|4|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの える人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこを請い願う。打ち切に扱いれ。かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。 す者，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない場所から離れさ 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で



まで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの捕 には）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。しっかりかけなさい。そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。は いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく る人々の道ではなくまで情もなく，執り成しもないけを請い願う。施す者，して放す者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 虜となった時，身代金を取ってい 縄と杖が，魔術で（活きて）走るかのように見えた。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
は身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か金を請い願う。取る人々の道ではなくなりせよ。もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御自分を欺いているのに過ぎなで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに されよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかーの御名において。 報を伝えなさ復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いを請い願う。命じられたものから離れ，地上でじられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。した者に。には試 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
してそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。虚なしいもの御名において。になされない。決して正しく導か

47|5|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，の御名において。情もなく，執り成しもない を請い願う。改善なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ， 況を改善なされる。
47|6|かねて告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられていた に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ
47|7|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ に助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。足を踏み入れるこ を請い願う。 固に）信じようーの御名において。 場所から離れさ 堅く信じる者たちである。
にされる人々の道ではなく。
47|8|また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようなきアッラーの御名において。者に。には 亡き（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。迷える人々の道ではなくわせられる人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
47|9|そ凡ての称讃あれ，れというの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたもの御名において。を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。 になされーの御名において。 無効きめがなければこれを打て。それで言うことを聞くようならばかの女に対
る人々の道ではなく。
47|10|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような者に。たちの御名において。最後の審きの日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったかを請い願う。 なかった歴遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 無 見ることが出来ない。
の御名において。か。アッラ はかれらを請い願う。全 なされた。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもこれと同じで，（頑固に）信じようじ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
47|11|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。には守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 護者も援助者もないのである。 護者も援助者もないのである。
47|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなーの御名において。 動しむ人たち 楽園に就いての吉報を伝えなさ
い者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」うように大食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」させて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。かれらの御名において。住むのである。まいとす者，る人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 楽 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
47|13|われはあなたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放した町に入り，意のままにそこで存分に食べなさい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりももっと い多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。都市の母（マッカ）とそを請い願う。 ぼしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには援助けを請い願う。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
者に。もなかった。
47|14|そ凡ての称讃あれ，れで主からの御名において。明であられます。」 の御名において。上の幸福を成就する者である。にいる人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多なもの御名において。と考え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私欲に う者に。とが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく同じで，（頑固に）信じようじであ証人を呼んでみなさ 悪魔〔シャ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ろうか。
47|15|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされている人々の道ではなく を請い願う。描いてみよう。そこには腐ることのない水を湛える川，味のいてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。そ凡ての称讃あれ，こには腐る人々の道ではなくことの御名において。ない水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。湛える川，味のえる人々の道ではなく川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，味の御名において。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 楽園に就いての吉報を伝えなさ
る人々の道ではなくことの御名において。ない乳の御名において。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， む者に。に快い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの美していますのに。」かれは仰せられ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であの御名において。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 良いものの代りにつまらないものをな蜜の御名において。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。またそ凡ての称讃あれ，こでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。 の御名において。果変えてしまった。それでわれ 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 純 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，類する
と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主からの御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 わる人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこの御名において。ような者に。たちと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。えたぎる人々の道ではなく を請い願う。 まされ実 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」

て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく寸断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなく者に。と同じで，（頑固に）信じようじであろうか。腸が寸断する者と同じであろうか。
47|16|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。もある人々の道ではなく。あなたの御名において。前を請い願う。出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，かっている人々の道ではなく者に。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 識
たちに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと言ったことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一体何です者，か。」と言う者があると ねる人々の道ではなく。これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。訊ねる。これらの者は，アッラーに心を封 ーの御名において。
じられた者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。私欲に う者に。である人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
47|17|しかし かれている人々の道ではなく者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。と敬度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。導きたまえ， 層正当である。女は，公平な状態の下 導きたまえ，
47|18|かれら(にせ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。ほかはない。そ凡ての称讃あれ，れは突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔かれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 審きの日の主宰者に。
兆は，アッラーの御許にあります。いや，あなたがたこ候はすでに下っている。それ（時）が来たとき，かれらは警告をどう役立てるのか。はす者，でに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来たときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。どう役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくの御名において。か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
47|19|だから知った上は，れ。アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないことを請い願う。。そ凡ての称讃あれ，してあなたの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう に し御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 え。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようーの御名において。 過ぎな 対し）その身を守るであろう。 請い願う。
す者，る人々の道ではなく男たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく女たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にも御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 きアッラーの御名において。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。請い願う。 ーの御名において。 働く者となるであろうから。」
方も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，っておられる人々の道ではなく。
47|20|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどうして 1章〔シャス ラ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって来ないの御名において。か。」と言う者があると言う。ところが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時固に）信じようたる人々の道ではなくーの御名において。
1章が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で の御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく述べることに従った。スラべられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手る人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとにも死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。に むような弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことを々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 臨
い であなたを請い願う。 よう。 あれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの瞼であなたを見よう。災あれ（かれらは死んだ方がいい。） 見ることが出来ない。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
47|21|服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で す者，る人々の道ではなくことと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，に言うこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちされた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， 決して正しく導か 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
に忠 である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善い。ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ

47|22|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ったりして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に退 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの打？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また血を流す者を置かれるので の御名において。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 となる人々の道ではなく廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す 縁を絶つことを誓う者は， 絶するで
ようなことを請い願う。期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。す者，る人々の道ではなくの御名において。か。
47|23|これらの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。った者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。も盲目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になされる人々の道ではなく。ーの御名において。 見ることが出来ない。 聾唖で盲人なので，かれらは引き返すことも出来ないであろう。
47|24|かれらはクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。熟 玩味しないの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れとも心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に を請い願う。かけたの御名において。か。ーの御名において。 読 鍵はかれの御許にあり，かれの外には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡てのもの
47|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかにされた後の審きの日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，れから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔に唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， った 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。 となる人々の道ではなく。導きたまえ， 悪魔〔シャ 誤から明らかに（分別）されている。それで 願う。 虜となった時，身代金を取ってい
47|26|そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あう者に。に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは 合は鮮かで，見る者をによっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 場所から離れさ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに いましょう。」と言う者があると言ったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらの御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。
47|27|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしよせ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでしまうこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 や背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。打ったならどうであろうか顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 。
47|28|そ凡ての称讃あれ，れというの御名において。もかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりになる人々の道ではなくことばかりを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御喜ばせるものである。」びになられる人々の道ではなくことーの御名において。
を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。したの御名において。である人々の道ではなく。
47|29|そ凡ての称讃あれ，れとも心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手を請い願う。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 意されている。を請い願う。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」る人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に出されないとでも考え悪魔〔シャ ーの御名において。
る人々の道ではなくの御名において。か。
47|30|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたに指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。特 によって 出来，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また偽りのために，かれらには手 徴を冒 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言 の御名において。 子によっても分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 調停するのは，罪では ーの御名において。
47|31|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，努力なもの）になるまでかれらに対して戦えし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。たちを請い願う。区 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。またあな別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 試
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。も め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。確
47|32|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。道に導きたまえ，から妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかにされた後の審きの日の主宰者に。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ーの御名において。 導きたまえ，
徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもアッラ を請い願う。 うことは出来ない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。なさーの御名において。 損なったのではなく，只自分の
れる人々の道ではなく。
47|33|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。させてーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
はならない。
47|34|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。として死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はーの御名において。 ーの御名において。 決して正しく導か
して御赦し，また善行をする者にしにはなられない。
47|35|だから落胆し絶望してしまう。してはならない。和であり，慈悲である平を請い願う。唱えてはならない。えてはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。アッラ勝手に）変えてしまった。それでわれ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。 してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。失 させない。ーの御名において。 決して正しく導か 敗者である。

47|36|この御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの びや れに ぎない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。果す者，なら時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 過ぎな 義を知っているとあなたがたに告げたではないか務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。放 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなくの御名において。ではない。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 棄する。いや，かれらの多
47|37|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 要に迫られた場合は罪にはならされる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取しく慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあ強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た



なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。暴かれた。露するされよう。
47|38| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。一部の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく見ることが出来ない。 ーの御名において。 。
そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欲な者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 欲な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 うだけである人々の道ではなく。アッラ貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 損なったのではなく，只自分の
は自足を踏み入れるこされている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは しい。もしもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ

の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられよう。そ凡ての称讃あれ，れらはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと同じで，（頑固に）信じよう ではないであろう。様の
48|1|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかな 利を請い願う。あなたに授けたものを施す者，けた。勝手に）変えてしまった。それでわれ
48|2|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，と今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと後の審きの日の主宰者に。の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたへの御名において。恩 を請い願う。果して正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，にーの御名において。 過ぎな 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
もいて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ，

48|3|また力なもの）になるまでかれらに対して戦え い援助けを請い願う。であなたを請い願う。助けを請い願う。けようとなされる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
48|4|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に安らぎを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。加えられることを。えられる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 ーの御名において。
48|5|そ凡ての称讃あれ，れもかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく男たちと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく女たちを請い願う。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。ま楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう を請い願う。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の なされる人々の道ではなくとの御名において。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし召されて妻を残す者は，追い立てられることなくしから。これこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 では 大な成就する者である。であ様の 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
48|6|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ につ見ることが出来ない。いて邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。な考えを請い願う。もつ見ることが出来ない。 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。や女たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったは男も女も なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 懲罰を科せられよう。
かれらはアッラ に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い 解しないのか。で臆 す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。これらの御名において。者に。には非 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく巡ってきアッラーの御名において。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はーの御名において。 悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 測す 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが ーの御名において。
かれらに激怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 を請い願う。 なされる人々の道ではなく。 い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
48|7|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 はアッラ の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
48|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，吉 の御名において。 者に。また警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。実証人を呼んでみなさ 報を伝えなさ 伝えなさ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
48|9|そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえの御名において。宣 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。助けを請い願う。け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。尊崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。さーの御名において。 揚しなさい。そして多神教徒から遠ざかれ。
せる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また朝にタべに讃えなさい。」な夕なかれを請い願う。 えさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。讃あれ，
48|10|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたに忠 を請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に忠 を請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う者に。である人々の道ではなく。アッラ の御名において。御手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。手の御名において。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
上の幸福を成就する者である。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで でも誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 なう者に。である人々の道ではなく。また でもアッラ との御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果誰も）迷わさない。 損なったのではなく，只自分の 誰も）迷わさない。 ーの御名において。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
す者，者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 大な を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
48|11|後の審きの日の主宰者に。に居残されたので，何二つ見ることが出来ない。った砂漠からあなたがたを連れて来られたのであります。わが主は，御望みの者には情け深くあられまの御名において。アラブ人たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， や家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。ことに捕財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
われていました。だからどうかわたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってく慈愛深きアッラーの御名において。ださい。」と言う者があるとかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にもないこ
とを請い願う。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたの御名において。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」で言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしもアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしようと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはーの御名において。
益なく，また決して正しく導かしようと御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に少しでもアッラ の御名において。意されている。を請い願う。翻す者，ことなど出来ようか。」と言う者がある誰も）迷わさない。 ーの御名において。
いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく。ーの御名において。
48|12|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してそ凡ての称讃あれ，の御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 に らないとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，得るために，「これはアッラーから下ったもの意されている。になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。決して正しく導か 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いていた。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で す者，る人々の道ではなく民に先んじ（て下である人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
48|13| でもアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，の御名において。ような不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。徒となったに して燃えさかる人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り誰も）迷わさない。 ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。
を請い願う。 した。準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
48|14|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 なされる人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
48|15|後の審きの日の主宰者に。に居残されたので，何二つ見ることが出来ない。った者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出 して 利品を入れてやって来る。あなたがたがが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく取れる人々の道ではなくとなる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れてく慈愛深きアッラーの御名において。動しむ人たち 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
ださい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。御供えを請い願う。します者，。」と言う者があると言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはアッラ の御名において。御言 を請い願う。 えようと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ。言ってやる人々の道ではなくーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 変えてしまった。それでわれ
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してつ見ることが出来ない。いて来てはならない。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく既に明示している。にそ凡ての称讃あれ，う仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるす者，る人々の道ではなく決して正しく導か ーの御名において。
とかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしたちを請い願う。恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。んでいる人々の道ではなく。」と言う者があると言う。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは少しも理を）知った上は，解しないのか。しないの御名において。であ
る人々の道ではなく。
48|16|あと居残されたので，何二つ見ることが出来ない。った砂漠からあなたがたを連れて来られたのであります。わが主は，御望みの者には情け深くあられまの御名において。アラブたちに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な勇はなにものよりも優れ，その罰もはるかに厳しいのである。武の御名において。民に先んじ（て下に し強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 対し）その身を守るであろう。
て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時されよう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく い く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で す者，る人々の道ではなくかの御名において。いず取り上げられる。本当にアッラれかである人々の道ではなく戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 抜かりない立証者であられる。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に えば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられな を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし以前背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたように背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 見ることが出来ない。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは痛い懲罰が下されよう。ましい であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 されよう。」と言う者がある懲罰を科せられよう。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
48|17|ただし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，盲人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試みしなく慈愛深きアッラーの御名において。ても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，足を踏み入れるこの御名において。障もないのに小巡礼を害したためである。これもかれらがアッラーの掟に者に。や病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手人にも罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。 でもアッラ と誰も）迷わさない。 ーの御名において。
そ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らされよう。しかし でも背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 誰も）迷わさない。 懲罰を科せられよう。
される人々の道ではなくであろう。
48|18|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあの御名において。 の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくであなたに忠 を請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ことの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。御 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられであった樹 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 。
かれはかれらの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに安らぎを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，手近な 利を請い願う。もって われた。勝手に）変えてしまった。それでわれ 報を伝えなさ
48|19|そ凡ての称讃あれ，してかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。 利品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものた。アッラ は 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
48|20|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくことになる人々の道ではなく 山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。 利品を入れてやって来る。あなたがたがを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされた。しかも直に死を願いぐにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。果たーの御名において。 沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとの御名において。手を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえられた。そ凡ての称讃あれ，れは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。への御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に く慈愛深きアッラーの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。導きたまえ，
48|21|またかれはいまだにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。及ばない。」と仰せられた。ばないもの御名において。を請い願う。も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はしっかりと約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。
取り んでいる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。囲まれる。 ーの御名において。
48|22|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと ったとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはきアッラーの御名において。っと背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けよう。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 護者も援助者もないのである。
者に。も救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。者に。もいない。
48|23|これは昔のことは問わないがからの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさである人々の道ではなく。あなたはアッラ の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しの御名において。 更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそも い出せなーの御名において。 慣らし，それからかれら ーの御名において。 慣らし，それからかれら 変えてしまった。それでわれ 見ることが出来ない。
い。
48|24|またかれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マッカの御名において。谷 であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたからかれらの御名において。手を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手間の悪魔〔シャ
を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえられた方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにかれらに し好きな敵である。 果を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は対し）その身を守るであろう。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことの御名において。 者に。であられる人々の道ではなく。監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
48|25|かれらこそ凡ての称讃あれ，は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 なる人々の道ではなくマスジドから妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また供え物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 牲に供えの御名において。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 犠牲に供え 場所から離れさ
に す者，る人々の道ではなくことを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげた者に。である人々の道ではなく。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらと混じり住むのである。む）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男や女たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，ら達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
ず取り上げられる。本当にアッラに踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 意されている。 に罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。さないよう これらの者は（等しく）失敗者である。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。手を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれは御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，躪って，無意識に罪を犯さないよう （あなたがたの手を押えられた）。かれは御心に適う者をそ 無 識 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。
の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせられる人々の道ではなく。もしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善男善女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはっきアッラーの御名において。りと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの分を欺いているのに過ぎなれていたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは痛い懲罰が下されよう。ましい

で不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。徒となったを請い願う。 していたであろう。懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。



48|26|あの御名において。 不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に慢で不信の徒となった心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。燃やした。ジャ ヒリ ヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。ような）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 知った上は，に時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 無
よる人々の道ではなく慢で不信の徒となった心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。上の幸福を成就する者である。に安らぎを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに自制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しの御名において。御言 を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし付かない。けらーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
れた。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安らぎ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であった。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。知った上は，値）が分れば，あなたが ーの御名において。
っておられる人々の道ではなく。
48|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれの御名において。 を請い願う。真 になされた。もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたーの御名において。 夢でかれら（敵軍）が少数のように見せられた時を思え。もし 実 ーの御名において。
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。して必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ なる人々の道ではなくマスジドに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。剃ってはならない。あなたがたの中に病人，または頭（の皮膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの短かく慈愛深きアッラーの御名において。刈き取り んで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハ聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 髪）を 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
ッジやオムラを請い願う。全うす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。何も恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくことはないの御名において。である人々の道ではなく。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らないことを請い願う。知った上は，ってお
られる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，ればかりか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは手近な一つ見ることが出来ない。の御名において。 利を請い願う。 された。勝手に）変えてしまった。それでわれ 許に帰らせられる御方。
48|28|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。と真 な教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。凡ての称讃あれ，ての御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。上の幸福を成就する者である。に宣 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。導きたまえ， 実 揚しなさい。そして多神教徒から遠ざかれ。 遺言をするよう定め
わされた方。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。として万全であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
48|29|ムハンマドはアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく。かれと共に立礼しなさい。にいる人々の道ではなく者に。は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。に しては く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，挫けけず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
互いに敵である。地上には，あなたがたのためいの御名において。 では しく慈愛深きアッラーの御名において。 切に扱いである人々の道ではなく。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさクウ〕に動しむ人たちしサジダして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ からの御名において。恩 と御 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられを請い願う。間の悪魔〔シャ 優るか，またはそれと同様の 親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。かれらの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にある人々の道ではなくサジダによる人々の道ではなく である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。よ見ることが出来ない。 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの 跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを ーの御名において。 ーの御名において。
うな者に。の御名において。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイ サ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの福を成就する者である。音を下され，にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ような譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは いた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく芽を萌え出させを請い願う。ふきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 蒔く。本当に悪魔は人間の公然の敵である。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
丈である。わたしは夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許な茎を伸ばして，種を蒔いた者を喜ばせるようなもの。それで不信者たちは，かれらに憤激することでを請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしばして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 いた者に。を請い願う。喜ばせるものである。」ばせる人々の道ではなくようなもの御名において。。そ凡ての称讃あれ，れで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 激す者，る人々の道ではなくことで種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 蒔く。本当に悪魔は人間の公然の敵である。 憤激して指先を
あろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容赦し，また善行をする者にと 大な を請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でなされる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
49|1|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて 手な振だけで意志を通じさせることになろう。これがあな舞われ，（不安の中に）動揺させられて，いを請い願う。してはならない。アッーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
ラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全 にして全知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 聴
49|2|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。 言者に。の御名において。声と叫び声の外聞けない者のようよりも高く慈愛深きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。げてはならない。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに預言者たち）に啓示したもの
声と叫び声の外聞けない者のよう高に す者， の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに大声と叫び声の外聞けない者のようで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 付かない。かない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 気付かない。
虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。しないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。
49|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。前でそ凡ての称讃あれ，の御名において。声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。さを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた者に。であーの御名において。 ーの御名において。 試
る人々の道ではなく。かれらには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，赦し，また善行をする者にしと 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
49|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように部屋の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。から大声と叫び声の外聞けない者のようであなたを請い願う。呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多者に。の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 分を欺いているのに過ぎな の御名において。ない者に。である人々の道ではなく。慮するであろう。われに感謝し 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
49|5|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。出て来る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。つ見ることが出来ない。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にも良いものの代りにつまらないものをい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はーの御名において。
容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。寛大に許

49|6|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もし邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。な者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく情もなく，執り成しもない を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに報を伝えなさ (湾?))したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。に しなさい。これはあ検討しなさい。これはあ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。かない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に人びとに危害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。及ばない。」と仰せられた。ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。後の審きの日の主宰者に。悔す者，る人々の道ではなくことにならないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく気付かない。 。
49|7|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 にアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ柄に就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに間の悪魔〔シャ ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
ったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはきアッラーの御名において。っと不幸に ったことであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。好きな敵である。まし陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう ーの御名において。
いもの御名において。となされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに相 しく慈愛深きアッラーの御名において。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。と邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 と反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆を請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あうよ応 悪魔〔シャ
うになされた。これは正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 かれた者に。である人々の道ではなく。導きたまえ，
49|8|そ凡ての称讃あれ，れもアッラ からの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恩 である人々の道ではなく。アッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
49|9|もしも信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 2つ見ることが出来ない。に分を欺いているのに過ぎなれて争った時のことを思い起せ。だがアッラえば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。の御名において。 を請い願う。 停するのは，罪ではしなさい。もしかれらの御名において。一方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他方に して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ 調停するのは，罪では 対し）その身を守るであろう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一方的であってはならないに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒なことを請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなくまで いなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく無 無 ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちかえったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ， と公平を請い願う。旨に従わない限としてかれらの御名において。 を請い願う。 停するのは，罪ではしなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は公正しい道に導きたまえ，な者に。を請い願う。 さ義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ 調停するのは，罪では ーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。
れる人々の道ではなく。
49|10|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者である人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。 の御名において。融和であり，慈悲であるを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ間の悪魔〔シャ 図することを，咎められる。誠にアッラーは寛容にして大度の持主であられる。 ーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。にあず取り上げられる。本当にアッラかる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
49|11|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。者に。たちを請い願う。嘲り笑う。笑う。させてはならない。そ凡ての称讃あれ，れら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。された方）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ
らよりも れている人々の道ではなくかも知った上は，れない。女たちにも外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。女たちを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。させては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものならない。そ凡ての称讃あれ，の御名において。女たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかの御名において。優るか，またはそれと同様の
女たちよりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れている人々の道ではなくかも知った上は，れない。そ凡ての称讃あれ，して互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 してはならない。また 名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り合は鮮かで，見る者をってはな優るか，またはそれと同様の 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 綽名で，罵り合ってはな 罵るならば，不信者の首長たちと戦
らない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。った後の審きの日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。暗示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，る人々の道ではなくような呼んでみなさ名において。はよく慈愛深きアッラーの御名において。ない。そ凡ての称讃あれ，れでも止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない者に。は不 の御名において。徒となったである人々の道ではなく。悪魔〔シャ 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
49|12|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。推の御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。祓え。本当に邪推は，時には罪である。無用の詮索をしたりまた互いえ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。推は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， には罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうである人々の道ではなく。 用の御名において。 索をしたりまた互いを請い願う。したりまた互いに敵である。地上には，あなたがたのためい時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 無 詮
に 日の主宰者に。してはならない。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者の御名において。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく好きな敵である。もうか。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あうではな陰 誰も）迷わさない。
いか。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
49|13|人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは一人の御名において。男と一人の御名において。女からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いと部族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いに分を欺いているのに過ぎなけた。これはあなた創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに知った上は，り合は鮮かで，見る者をうようにさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。アッラ の御名において。御 で最も い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。最も主ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは
を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，にして凡ての称讃あれ，ゆる人々の道ではなくことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
49|14|砂漠からあなたがたを連れて来られたのであります。わが主は，御望みの者には情け深くあられまの御名において。アラブたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようします者，。」と言う者があると言う。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じてはいない。ただ『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，しました』と言っている人々の道ではなくだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようはまだあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。ってはいない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに うなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくことはない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 軽減されず， ーの御名において。 寛大に許
49|15|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一途にアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。ことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。ーの御名において。 ーの御名において。
道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と生命じられたものから離れ，地上でとを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げて 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，真の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 奮闘努力する者，
49|16|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえようとでも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。アッーの御名において。
ラ は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。熟知った上は，しておられる人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 ーの御名において。
49|17|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくイスラ ムに 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに す者，る人々の道ではなく恩を請い願う。施す者，したように思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっている人々の道ではなく。言ってやーの御名において。 帰らせられる御方。 対し）その身を守るであろう。
る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とはならない。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報した）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなら帰らせられる御方。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 実 帰らせられる御方。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。となされる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があるーの御名において。 導きたまえ， 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
49|18|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。奥 を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。洞察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもなーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。
される人々の道ではなく方である人々の道ではなく。
50|1|カ フ。 光を取りに ちたクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンによって誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。ーの御名において。 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
50|2|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。 から一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく われたことに きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こで不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。たちは言う間の悪魔〔シャ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 驚くのか。そしてあなたが 。
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは全く慈愛深きアッラーの御名において。不思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので なことである人々の道ではなく。議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
50|3|わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んで になって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまた る人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか。そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの理を）知った上は，解しないのか。出来ない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとんでもない りであ塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
る人々の道ではなく。」と言う者がある



50|4|われは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。如何に み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ゆる人々の道ではなく始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の） の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの蝕ばんだことであった。それでかれが倒れると，ジンたちは（始めて）悟った。もしも幽玄 許に帰らせられる御方。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
の御名において。 簿の中に数え上げている。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。帳消しにしなさい。
50|5|真理を）知った上は，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。虚な としたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字状 に った。訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
50|6|かれらは 上の幸福を成就する者である。の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 ないの御名において。か。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 ったか。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，れに頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 見ることが出来ない。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しの御名において。 もないと言うの御名において。に。傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
50|7|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。うち げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 の御名において。美していますのに。」かれは仰せられしい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの草木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生い茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこらせる人々の道ではなく広大無辺にして全知であられる。 様の 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，類する 。
50|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。御 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。しもべが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，よく慈愛深きアッラーの御名において。 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもす者，べきアッラーの御名において。ことであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の である人々の道ではなく許に帰らせられる御方。 観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 訓戒とし 。
50|9|われはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，祝福を成就する者である。す者，る人々の道ではなく雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから降ってきたようなもので，落雷の忍さからせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果 や の御名において。 物だ。」と言うを請い願う。 かに生 させる人々の道ではなく。樹園に就いての吉報を伝えなさ 収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
50|10|びっしりと を請い願う。付かない。けた丈である。わたしはの御名において。高いナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実
50|11|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしもべたちの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」料と。またそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでわれは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 らせる人々の道ではなく。呼んでみなさ出し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにしても同じで，（頑固に）信じようじようなこと。
50|12|かれら以前も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。ヌ フの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ラッスの御名において。仲 もサムーの御名において。 間の悪魔〔シャ ーの御名において。
ドも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
50|13|またア ドの御名において。民に先んじ（て下も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。同じで，（頑固に）信じよう胞を生れた土地から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。
50|14|また森の仲間も不義を行う者であった。の御名において。仲 またトッバウ〕に動しむ人たちの御名において。民に先んじ（て下も皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした。だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようは に間の悪魔〔シャ 確実 実
されてしまった。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。

50|15|最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 造に向かい，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れたというの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは新しい 造に向かい，に就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いて創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
いる人々の道ではなく。
50|16|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは人 を請い願う。 った。そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく く慈愛深きアッラーの御名において。ことも知った上は，っている人々の道ではなく。われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの より間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 囁きを聞くことが出来るのか。 間の悪魔〔シャ 脛動しむ人たち脈より
も人 に近いの御名において。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
50|17| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右 にまた左てからも襲いましょう。あなたはかれら に坐って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 側こそは，最高の 側こそは，最高の 2人の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，る人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視 監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
50|18|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくまだ一言も言わないの御名において。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。傍に，一点の火を認めたの御名において。看守り，またわれが授けたものを施す者，は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。整えて順序よく復誦させるためである。えている人々の道ではなく。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
50|19|そ凡ての称讃あれ，して に死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。の御名において。昏睡も，かれをとらえることは出が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れる人々の道ではなく。これはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく避けるであろうか。まさにわれは，現世においけてきアッラーの御名において。たもの御名において。。実際は）自分を欺いているのに過ぎな 訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に
50|20|そ凡ての称讃あれ，してラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなく。これはあの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた日の主宰者に。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
50|21|そ凡ての称讃あれ，して各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳手と 言者に。に伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかわれて来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，して各々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの羊の御名において。群を請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくよう証人を呼んでみなさ
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳手（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。の御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 言す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人に伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかわれてやって来る人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ
50|22|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて 注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。しなかった。われは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 審きの日の主宰者に。 実際は）自分を欺いているのに過ぎな ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたから覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。取り除き，背き去った。く慈愛深きアッラーの御名において。。今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 は 敏である人々の道ではなく。」と言う者がある視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 鋭敏である。」
50|23|かれの御名において。同じで，（頑固に）信じよう伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。仲 は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。 したもの御名において。です者，。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
50|24|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 主は仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆した 迷える人々の道ではなくな者に。を請い願う。凡ての称讃あれ，て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に投げて誰がげ め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 頑固に）信じよう 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
50|25|正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でった者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
50|26|アッラ と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらを請い願う。 しい の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。」と言う者があるーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
50|27|かれの御名において。仲 は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせたの御名において。ではありません。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。迷える人々の道ではなくい間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
んでしまったの御名において。です者，。」と言う者がある込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。

50|28|かれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれの御名において。前で してはならない。われは即ち有るのである。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。であ議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。
る人々の道ではなく。
50|29|われは言ったことを請い願う。 える人々の道ではなくことはない。またわれの御名において。しもべたちに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して不正しい道に導きたまえ，ではないの御名において。であ変えてしまった。それでわれ 対し）その身を守るであろう。 決して正しく導か
る人々の道ではなく。」と言う者がある
50|30|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある になったか。」と言う者があると うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるなお多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくおります者，か。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または員で 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
と答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえる人々の道ではなく。
50|31|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近づいてく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく。直に死を願いぐ近く慈愛深きアッラーの御名において。に。楽園に就いての吉報を伝えなさ
50|32|これは悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して常に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされていたもの御名において。でーの御名において。 帰らせられる御方。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
あり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
50|33|目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えない慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーから悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの った者に。たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。もの御名において。であ見ることが出来ない。 帰らせられる御方。
る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
50|34|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある安んじてそ凡ての称讃あれ，れに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。これは永 の御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある遠にその中に住むのである。
50|35|かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にはそ凡ての称讃あれ，こに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欲しいもの御名において。は何でもあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく からもっと追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳加えられることを。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。許に帰らせられる御方。
50|36|われはかれら以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かを請い願う。 ぼしたことか。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよりも力なもの）になるまでかれらに対して戦えにおいてもっと勇はなにものよりも優れ，その罰もはるかに厳しいのである。猛であったではないか。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは 都市の母（マッカ）とそを請い願う。巡り いたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 に避けるであろうか。まさにわれは，現世におい諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 歩みを進めるが，暗闇になれ 処でも望む所で，思う存分 難かしいこと。
所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。
50|37|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。ある人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ける人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち す者，る人々の道ではなく者に。への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 視 訓戒とし
50|38|われは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。 にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。間の悪魔〔シャ 6日の主宰者に。の御名において。 に 造に向かい，した。しかしわれは少しの御名において。疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れも感間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
じる人々の道ではなくことはなかった。
50|39|そ凡ての称讃あれ，れであなたはかれらの御名において。言うことを請い願う。忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 光を取りを請い願う。誉め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 えなさい。太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく登る人々の道ではなく前と沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」む前に。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 讃あれ， 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
50|40|また夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 えて唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また礼 の御名において。 りにも。讃あれ， 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
50|41|耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 けなさい。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく直に死を願いぐ近い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたから呼んでみなさぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多日の主宰者に。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
50|42|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは真 の御名において。一声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。 こう。そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。実 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 場所から離れさ
50|43|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。われに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。帰らせられる御方。
50|44|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。はかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。。これこそ凡ての称讃あれ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われにと
っては容易でな である人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
50|45|われはかれらの御名において。言うことを請い願う。良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。承知った上は，している人々の道ではなく。あなたはかれらに 制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗ししてはならない。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンによって 戒とししなさい。ーの御名において。 訓戒とし
51|1| く慈愛深きアッラーの御名において。撤きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらす者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，広大無辺にして全知であられる。 風向きの
51|2|重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを



51|3|安々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと走る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの船の中に，またアッラーが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
51|4|御命じられたものから離れ，地上でを請い願う。奉じて配付かない。を請い願う。司る人々の道ではなくもの御名において。にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
51|5|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
51|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 判の）日を信じる。」と言う者があるは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。
51|7|おびただしい 道に導きたまえ，を請い願う。もつ見ることが出来ない。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた
51|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，条が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくまちまちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
51|9|これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真 から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 実
51|10|臆 者に。は されよう。測す 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
51|11|混乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字の御名において。洪水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でぼんやりしている人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
51|12|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。は何 の御名において。ことです者，か。」と言う者があると う。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
51|13|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り で み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく日の主宰者に。。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 試
51|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたを請い願う。味わえ。これこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，催促しない限りしていたも責は必ず不信心者の上に下る
の御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
51|15|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。であっ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ
51|16|主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく物だ。」と言うを請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しんでいた。動しむ人たち
51|17|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない でも少しだけ眠も熟睡も，かれをとらえることは出り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
51|18|また黎明であられます。」には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っていた。
51|19|またかれらの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定う者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定うこともできアッラーの御名において。ない困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 者に。たちの御名において。 利が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくと していた。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 認し， 自ら証言したのである。識
51|20|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。には信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い者に。たちへの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
51|21|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にもある人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは ようとしないの御名において。か。見ることが出来ない。
51|22|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
51|23|そ凡ての称讃あれ，れで天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。主にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れは真 である人々の道ではなく。丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなくように。実

51|24|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イブラ ヒ ムの御名において。尊い 客たちの御名において。物だ。」と言う を請い願う。 いたの御名において。か。ーの御名において。 ーの御名において。 賓客に関して，わたしに 語り，正しい者の一人である。」 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
51|25|かれらはかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイブラ ヒ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。家に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。」と言う者があると言った ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれも「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ。ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
知った上は，らぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび方々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよ。」と言う者があると答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえた。見ることが出来ない。

51|26|そ凡ての称讃あれ，れでかれはそ凡ての称讃あれ，っと家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。ところに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，肥えた牛が，えた仔牛を神として拝し，不義を行った。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，焼き払うようなことを
51|27|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。かれらの御名において。前に置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手を請い願う。付かない。けないの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，召されて妻を残す者は，追い立てられることなくし上の幸福を成就する者である。り
ませんか。」と言う者がある
51|28|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 客）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく薄 味 く慈愛深きアッラーの御名において。なり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。配になった。かれらは「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある恐らくあなたがたはれる人々の道ではなくには及ばない。」と仰せられた。びません。」と言う者がある賓客に関して，わたしに 気付かない。 悪魔〔シャ
と言い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに い息子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，かる人々の道ではなくであろうという吉 を請い願う。 えた。賢い息子が授かるであろうという吉報を伝えた。 報を伝えなさ 伝えなさ
51|29|す者，る人々の道ではなくとかれの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。あげて み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。打って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは老い過ぎずまた若過ぎない。その間の程良い婆の外は。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，石を燃料と女です者，の御名において。に。」と言う者があると言っ進めるが，暗闇になれ 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの
た。
51|30|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられたの御名において。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは英明であられます。」にして全知った上は，であられま
す者，。」と言う者がある
51|31|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。御用件で（盟約を）かれらに返せ。本当は何です者，か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよ。」と言う者がある
51|32|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわされたの御名において。です者，。
51|33|泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。磔の刑にするであろう。」を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。ように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に降ってきたようなもので，落雷の忍さからす者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に。
51|34|放 を請い願う。尽くされることす者，者に。にたいして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 で印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであされた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの泥で鳥の形を造り，それに息を吹きの御名において。磔の刑にするであろう。」を請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからそ凡ての称讃あれ，う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。」と言う者があると言った。埓を尽す者にたいして，主の御許で印された（泥の磔を降らそう）。」と言った。 許に帰らせられる御方。
51|35|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはそ凡ての称讃あれ，こにいた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちの御名において。かせようとした。
51|36|しかし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で 出したムスリムの御名において。家は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只の御名において。一 だけであった。見ることが出来ない。 軒だけであった。
51|37|われは痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとしてそ凡ての称讃あれ，こに残されたので，何二つ見ることが出来ない。した。懲罰を科せられよう。
51|38|またム サ にも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」らかな 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。授けたものを施す者，けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンに遣わした。あなたは業火の住人にわしたーの御名において。 ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので

51|39|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこいつ見ることが出来ない。は魔 か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れとも いだ。」と言う者がある権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 傘）を与え，マンナとウズラを下して，「われがあなたがたに 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
と言った。
51|40|そ凡ての称讃あれ，れであれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれとそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。捕えて海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルに投げて誰がげ んだ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，けしからぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび者に。であった。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
51|41|またア ドにも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく惨であり，また（ある者は）幸福である。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にを請い願う。ーの御名において。 (西?))す者， を請い願う。かれらに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをった を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。風向きの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
51|42|そ凡ての称讃あれ，れはかれらを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てを請い願う。 し 墟と化したかれらの住居跡である。本当にこの中に知識あの御名において。ようにして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も残されたので，何二つ見ることが出来ない。さなかった。襲った。 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 廃させてはならない。」と言われると，かれらは，「わたしたちは矯正す
51|43|またサム ドにも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。生）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。」と言う者があると言われた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでーの御名において。 間の悪魔〔シャ 楽 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
い起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。
51|44|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あれよと ている人々の道ではなくまに雷に われた。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 見ることが出来ない。 襲った。
51|45|最早かれらは起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。る人々の道ではなくことも出来ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくことも出来なかった。
51|46|以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フの御名において。民に先んじ（て下を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれは ぼした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆の御名において。民に先んじ（て下であった。ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
51|47|われは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。もって天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。打ち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果しない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりにした。偉大な恩恵の主であられる。 広大無辺にして全知であられる。
51|48|またわれは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。打ち げた。何と 事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに げたことよ。広大無辺にして全知であられる。 見ることが出来ない。 広大無辺にして全知であられる。
51|49|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 性に った。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくであろう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものという配 か両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 訓戒とし 慮するであろう。われに感謝し
ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
51|50|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。庇うこともしなかった。寧あなたがたは自分の行っていたことなど，アッラーが沢山知ってお の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしはかれからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわさーの御名において。 護者も援助者もないのである。
れた公明であられます。」な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく。
51|51|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ と一 に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラててはならない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
された公明であられます。」な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく」と言う者がある。
51|52|同じで，（頑固に）信じよう にかれら以前の御名において。者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらにやって来る人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある魔 か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または いだ。」と言う者があると言様の 術を教え，またバービル師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒



った。
51|53|かれらはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 として 承して来たの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。民に先んじ（て下である人々の道ではなく。遺言をするよう定め訓戒とし 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
51|54|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，れ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの咎めようとはなされない。だが，あなたがため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はないの御名において。である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。
51|55|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 戒とししなさい。 戒としは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなく。訓戒とし 訓戒とし
51|56|ジンと人 を請い願う。 ったの御名において。はわれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えさせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
51|57|われはかれらにどんな も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また扶 される人々の道ではなくことも求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
51|58|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 固に）信じようなる人々の道ではなく 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。主であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 堅く信じる者たちである。 偉大な恩恵の主であられる。
51|59| 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったの御名において。授けたものを施す者，かり分を欺いているのに過ぎな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。仲 の御名において。授けたものを施す者，かり分を欺いているのに過ぎな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと同じで，（頑固に）信じようじであろう。だからそ凡ての称讃あれ，う（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれ悪魔〔シャ 罰を科せられよう。 間の悪魔〔シャ 罰を科せられよう。
を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッきアッラーの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてなく慈愛深きアッラーの御名において。てもいい。
51|60|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしない者に。に いあれ。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラやって来る人々の道ではなく。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
52|1|かの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの山を持ち上げた時を思い起せ。にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
52|2|整えて順序よく復誦させるためである。然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔と きアッラーの御名において。 された 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
52|3| かれていない羊皮 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 紙上に（書いた）啓典を下し，かれらが自分の手でそれに触れても，不信心な者
52|4|不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に でられる人々の道ではなく 殿に巡礼する者，または（小巡礼にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，詣でられる聖殿にかけて， 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
52|5|高く慈愛深きアッラーの御名において。 げられた天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか にかけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掲げられた方である。それからかれは， 蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
52|6| り漲り (温?))れる人々の道ではなく大洋を（人間に）使役させられる方で，それによってあなたかたは鮮魚を食べ，またにかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
52|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主の御名において。 は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
52|8|そ凡ての称讃あれ，れは避けるであろうか。まさにわれは，現世においけ得るために，「これはアッラーから下ったものない。
52|9|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは大いにゆらゆらと れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，揺させられて，
52|10|また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは ぎ く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。揺させられて， 動しむ人たち
52|11|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な である人々の道ではなくとした者に。に いあれ。偽りのために，かれらには手 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
52|12|虚なしい事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに れていた者に。たちに。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
52|13|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。凄い力で）地獄の火の中に突き落されるその日，い力なもの）になるまでかれらに対して戦えで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に突き殺されたもの，野獣が食い残したもきアッラーの御名において。落される人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
52|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこう言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく虚な である人々の道ではなくとしていた地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
52|15|これでも魔 なの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えないの御名において。か。術を教え，またバービル 見ることが出来ない。
52|16|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，こで かれる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，忍さかばなく慈愛深きアッラーの御名において。ても同じで，（頑固に）信じようじこと。焼き払うようなことを
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いられる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。」と言う者がある報を伝えなさ
52|17|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れた者に。たちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ の御名において。 びの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に置し，当てもなくさ迷わせられる。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ 歓
52|18|主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくもの御名において。に 喜ばせるものである。」し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 からかれらを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれたことを請い願う。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。歓 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
52|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらには言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある しんで食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。これもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。楽 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
である人々の道ではなく」と言う者がある。
52|20|かれらは べられたソファ に寄った上りかかり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは美していますのに。」かれは仰せられしい目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。乙女たちを請い願う。かれらの御名において。配偶者に。にす者，る人々の道ではなくで並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った ーの御名において。
あろう。
52|21|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらに った信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い子 の御名において。者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらの御名において。者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの におい従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 楽園に就いての吉報を伝えなさ
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 にす者，る人々の道ではなく。かれらの御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ に し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しないであろう。 もが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。稼いだことに対し，またあなたがたぎにた緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 軽減されず， 誰も）迷わさない。
いし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく。報を伝えなさ
52|22|またわれは果物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。かれらの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむもの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえよう。
52|23|かれらはそ凡ての称讃あれ，こで互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに杯は，かれらにゆきわたり，を請い願う。交そ凡ての称讃あれ，う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。 にも虚なしい にふける人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字暴かれた。も犯していたためである。さない。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
52|24|かれらの御名において。周には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。の御名において。ような子供えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく傅いて巡る。いて巡る人々の道ではなく。
52|25|かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに近寄った上って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ね合は鮮かで，見る者をい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
52|26|言っていた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 にいてもいつ見ることが出来ない。も を請い願う。 っていた。間の悪魔〔シャ 気付かない。 遺言をするよう定め
52|27|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。 から御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 熱風向きの 懲罰を科せられよう。
52|28|以前からわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っていたの御名において。です者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。厚く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
る人々の道ではなく」と言う者がある
52|29|さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 戒とししなさい。主の御名において。恩 によって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは占い矢は，忌み嫌われる悪魔の業である。これを避い でも いでもない。訓戒とし 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
52|30|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある只の御名において。 人だ。かれの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく逆 す者，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。とう」と言う者があると言う。詩篇を 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 転落
52|31|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。わたしもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。っていよう。」と言う者がある
52|32|一体かれらの御名において。 しい理を）知った上は，解しないのか。力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう命じられたものから離れ，地上でじたの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともかれらは法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。な民に先んじ（て下なの御名において。か。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ
52|33|または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこれを請い願う。 作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさしたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者があると言うの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて偽りのために，かれらには手
はいないの御名において。である人々の道ではなく。
52|34|もしかれらの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これと同じで，（頑固に）信じようじ御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。もってこさせる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実
52|35|かれらは から られたの御名において。ではないか。そ凡ての称讃あれ，れともかれら自身を守るであろう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 造に向かい，者に。なの御名において。か。無 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
52|36|そ凡ての称讃あれ，れともかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，したの御名において。か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにはしっかりした信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないの御名において。である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
52|37|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな宝物だ。」と言うを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくの御名において。か。または（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの管理を）知った上は，者に。なの御名において。か。様の
52|38|そ凡ての称讃あれ，れともかれらには梯をかけて，かれらに印を現わせ。アッラーが御好みになるならば，（正しい）導きの上にかれ子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに登り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れ聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
なら いたという者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 な を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなって来させる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 確 証人を呼んでみなさ拠を出して見なさい。」
52|39|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには息子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれには娘たちがいる。あなたがたにとってが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものというの御名において。か。
52|40|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでかれらは の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 っている人々の道ではなくというの御名において。か。報を伝えなさ 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない債 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
52|41|そ凡ての称讃あれ，れとも幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，っかり分を欺いているのに過ぎなっていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなくというの御名において。か。書き変える。
52|42|そ凡ての称讃あれ，れとも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたに して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの策を請い願う。巡らす者， もりか。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，策 にかかる人々の道ではなくであろう。対し）その身を守るであろう。 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
52|43|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ 以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくというの御名において。か。アッラ に えあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは配す者，る人々の道ではなくもの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。 讃あれ，
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。神があるなどと唱えてはならない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。上の幸福を成就する者である。にいと高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく。
52|44| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。一角が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの落ちる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。重い懲罰を科せられよう。なった です者，。」と言う者があると言う仮初の生活の生計があろう。」と言った。 見ることが出来ない。 積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを



であろう。
52|45|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたはれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こに昏倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それす者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放って置し，当てもなくさ迷わせられる。け。審きの日の主宰者に。
52|46|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれらの御名において。策 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。益なく，また決して正しく導かもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，かれらは助けを請い願う。けられないであろう。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
52|47|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にも が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。は 付かない。かない。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 懲罰を科せられよう。 気付かない。
52|48|そ凡ての称讃あれ，れで主の御名において。裁きアッラーの御名において。を請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，っている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち見ることが出来ない。
上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。 えなさい。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 讃あれ，
52|49|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく退く慈愛深きアッラーの御名において。 にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 えなさい。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 讃あれ，
53|1|沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ゆく慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
53|2|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。同じで，（頑固に）信じよう僚は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくの御名において。ではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また っている人々の道ではなくの御名において。でもない。間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
53|3|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむことを請い願う。言っている人々の道ではなくの御名において。でもない。
53|4|そ凡ての称讃あれ，れはかれに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
53|5|ならびない 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偉大な恩恵の主であられる。
53|6| れた知った上は，力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな主である人々の道ではなく。真っ直に死を願いぐに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，優るか，またはそれと同様の
53|7|かれは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。平の御名において。最も高い所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに われた。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
53|8|そ凡ての称讃あれ，れから降ってきたようなもので，落雷の忍さかりて来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，近付かない。いた。
53|9|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，弓 2つ見ることが出来ない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いやそ凡ての称讃あれ，れよりも近い距 であったか。た。離れ，地上で
53|10|そ凡ての称讃あれ，してしもべ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげた。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
53|11|心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は自分を欺いているのに過ぎなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく たことを請い願う。 らない。見ることが出来ない。 偽りのために，かれらには手
53|12|かれの御名において。 たことに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれと 争った時のことを思い起せ。だがアッラす者，る人々の道ではなくの御名において。か。見ることが出来ない。 論争に判決を下される。
53|13|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，再度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれの御名において。降ってきたようなもので，落雷の忍さか下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにおいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 たの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。 見ることが出来ない。
53|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も越えず必要に迫られた場合は罪にはならせない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの涯の多にある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，スィドラ木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。傍に，一点の火を認めたで。誰も）迷わさない。
53|15|そ凡ての称讃あれ，の御名において。そ凡ての称讃あれ，ばに の御名において。住むのである。まいの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 楽園に就いての吉報を伝えなさ
53|16|覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。うもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくスィドラ木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。こんもりと覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。う 。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
53|17|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は吸い，あなたの主の道に，障碍なく（従順に）働きなさい。」それらは，い寄った上せられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれを請い願う。 ごす者，こともない。視線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む 躾に）度を過ごすこともない。 過ぎな
53|18|かれは かに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。最大の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 たの御名において。である人々の道ではなく。確 見ることが出来ない。
53|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ トとウ〕に動しむ人たちッザ を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何である人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの考える人々の道ではなくか。ーの御名において。 ーの御名において。
53|20|そ凡ての称讃あれ，れから第 3番目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。マナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを トを請い願う。。ーの御名において。
53|21|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには男子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれには女子が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくというの御名において。か。
53|22|そ凡ての称讃あれ，れでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように不当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じような分を欺いているのに過ぎなけ方であろう。
53|23|そ凡ての称讃あれ，れらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたや祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく名において。付かない。けた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの名において。前に ぎない。アッラ は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。過ぎな ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
を請い願う。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされなかった。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい臆 や私 に っている人々の道ではなくに ぎない。既に明示している。に測す 慾に従ってはならない。われは，あなたがた各自のために，聖い戒律と公明な道とを定めた。もしアッラ 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 過ぎな
主からの御名において。 きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに来ている人々の道ではなくの御名において。に。導きたまえ，
53|24|凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，人 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，欲しいもの御名において。は何でも手にはいる人々の道ではなくの御名において。か。間の悪魔〔シャ
53|25|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。も 世を堅く信じる者たちである。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 ーの御名において。
53|26|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに如何に天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。御喜ばせるものである。」びにあず取り上げられる。本当にアッラかる人々の道ではなく者に。にたいす者，る人々の道ではなく御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくでた後の審きの日の主宰者に。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
でなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 り成しは何の御名において。役にも立たないであろう。にも立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。執り成しも許されず，償いも受
53|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に女性の御名において。名において。を請い願う。付かない。けたりす者，る人々の道ではなく。
53|28|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，臆 に うだけである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真理を）知った上は，に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，臆 など何も役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。識 測す 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 対し）その身を守るであろう。 測す
はない。訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた

53|29|そ凡ての称讃あれ，れであなたはわれの御名において。 戒としに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，ける人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。しか望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない者に。から ざかれ。訓戒とし 遠にその中に住むのである。
53|30|この御名において。程度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。知った上は， の御名において。届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなく者に。を請い願う。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 識
最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなく者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。導きたまえ，
53|31|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。だから 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったには相 しい いを請い願う。ーの御名において。 悪魔〔シャ 応 報を伝えなさ
与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。徒となったには最善の御名において。もの御名において。で われる人々の道ではなく。報を伝えなさ
53|32|小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそさい ちは として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうや破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で廉 な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。容赦し，また善行をする者には本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 大である人々の道ではなく。かれ誤から明らかに（分別）されている。それで 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 為の監視をあなたに委ない。あなたはかれらの後見人でもない。 広大無辺にして全知であられる。
は大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から り出された の御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに潜り込む所を見い出せれば，必ずそれに向こう見ずに急いで行んでいた の御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
たに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。だから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなで清めなさい。」 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ってはならない。かれは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。浄である。だから
れる人々の道ではなく者に。を請い願う。最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。
53|33|あなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 たか。見ることが出来ない。
53|34| かに施す者，しを請い願う。しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言う借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
53|35|そ凡ての称讃あれ，ういう者に。に幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，の御名において。知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで何でも える人々の道ではなくというの御名において。か。識 見ることが出来ない。
53|36|そ凡ての称讃あれ，れとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ム サ の御名において。 にある人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられたことはないの御名において。か。ーの御名において。 ーの御名において。 書き変える。
53|37|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの完全に果たしたイブラ ヒ ムの御名において。ことも。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 ーの御名において。
53|38|重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，他人の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。 うことは出来ない。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない
53|39|人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしたもの御名において。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくことは出来ない。間の悪魔〔シャ
53|40|そ凡ての称讃あれ，の御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦え（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。成果）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくであろう。認し， 自ら証言したのである。
53|41|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに いられる人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 報を伝えなさ
53|42|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主にこそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年の所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはある人々の道ではなく。帰らせられる御方。
53|43|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，笑う。わせ泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報でかせる人々の道ではなく御方。
53|44|また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生かす者，御方である人々の道ではなく。
53|45|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，男と女の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。合は鮮かで，見る者をわせを請い願う。 られた。組の中だったのですか。」 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
53|46|そ凡ての称讃あれ，れも精液の間から，あなたがたにを請い願う。吹ききアッラーの御名において。 むことで。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
53|47|また 2度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 造に向かい，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ままである人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受



53|48|かれこそ凡ての称讃あれ，は富ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また ち足を踏み入れるこりさせる人々の道ではなく御方。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
53|49|また狼がかれを食いはしないかと恐れている。」星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものシリウ〕に動しむ人たちス）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。主もこの御名において。御方。
53|50|かれは昔のことは問わないがア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 ぼし。ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
53|51|またサム ドも一人残されたので，何二つ見ることが出来ない。さず取り上げられる。本当にアッラ ぼされた。ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
53|52|そ凡ての称讃あれ，れ以前にヌ フの御名において。民に先んじ（て下も。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」い不 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不正しい道に導きたまえ，の御名において。 であった。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 輩を除いては，ムーサーを信じようとしなかった。かれらはフィルアウンや首長の
53|53|また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものソドムとゴモラの御名において。ように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。された 都市の母（マッカ）とそ。転落 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
53|54|そ凡ての称讃あれ，してかれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，られた。
53|55|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一体主の御名において。どの御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは を請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 異論争に判決を下される。
53|56|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。たちと同じで，（頑固に）信じようじ一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。である人々の道ではなく。
53|57|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。 は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの近く慈愛深きアッラーの御名において。に迫られた場合は罪にはならって来ている人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
53|58|そ凡ての称讃あれ，れはアッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。何者に。も明であられます。」らかにし得るために，「これはアッラーから下ったものえない。ーの御名において。
53|59|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこの御名において。 を請い願う。 いて いている人々の道ではなくの御名において。か。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 驚くのか。そしてあなたが
53|60|嘲り笑う。笑う。はしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泣かせてやりなさい。これは，かれらが行ったことに対する応報でかないの御名において。か。
53|61|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自惚れて高慢であり，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で を請い願う。 ごす者，の御名において。か。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 過ぎな
53|62|一途にアッラ にサジダし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。〔シャサシダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しーの御名において。
54|1| は近づきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがは微 に裂してはならない。そしてあなたがたに対すけた。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま
54|2|かれらは 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，つ見ることが出来ない。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは相 らず取り上げられる。本当にアッラの御名において。魔 だ。」と言う者があると言うであろう。仮初の生活の生計があろう。」と言った。 見ることが出来ない。 変えてしまった。それでわれ 術を教え，またバービル
54|3|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 戒としを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに ってきアッラーの御名において。た。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一切に扱いの御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 末であろうか。訓戒とし 偽りのために，かれらには手 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。
54|4|これまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。に様の (宙?))され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで充分を欺いているのに過ぎな自制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し出来たはず取り上げられる。本当にアッラ。
54|5|そ凡ての称讃あれ，れはめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ざましい英知った上は，であった。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようは役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかった。
54|6|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらから ざかれ。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嫌う。自分たちのために善いことを，あわれる人々の道ではなくところへ呼んでみなさび出す者，日の主宰者に。。遠にその中に住むのである。
54|7|かれらは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれバッタが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく散らばせる雨の中に，また風向きのらばる人々の道ではなくように墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 から出て来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ
54|8|召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時者に。の御名において。方に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぐ。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは大 の御名において。日の主宰者に。です者，。」と言う者がある難かしいこと。
54|9|かれら以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フの御名において。民に先んじ（て下も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 言者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある いーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 偽りのために，かれらには手 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
です者，。」と言う者があると言って追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放した。
54|10|そ凡ての称讃あれ，れでかれは主に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように力なもの）になるまでかれらに対して戦え尽くされることきアッラーの御名において。ました。どうか御助けを請い願う。け下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者があると祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った。
54|11|そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 を請い願う。 きアッラーの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎ降ってきたようなもので，落雷の忍さからせた。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 開いて
54|12|また大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に 泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。 出させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打は合は鮮かで，見る者をわさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かねての御名において。神があるなどと唱えてはならない。命じられたものから離れ，地上でによる人々の道ではなくこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの洪水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。た。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 噴出させ，水は合わさり，かねての神命によること（洪水）が起きた。
54|13|しかしわれは板と で造に向かい，ったもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの方舟の中で一緒であったものたちを救い，わ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにかれを請い願う。 せてやった。釘で造ったもの（方舟）にかれを乗せてやった。 乗のまま（略式の礼拝をしなさい）。
54|14|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく中には，主を畏れる者たちへの導きがある。でそ凡ての称讃あれ，れは走った。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となったから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの退けられたあの御名において。者に。への御名において。 いである人々の道ではなく。見ることが出来ない。 報を伝えなさ
54|15|われはこれを請い願う。一つ見ることが出来ない。の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであとして残されたので，何二つ見ることが出来ない。した。さて か悟を許された。本当にかれは，寛大に許ろ者に。はある人々の道ではなくか。誰も）迷わさない。
54|16|さあわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とはどうであったか。懲罰を科せられよう。
54|17|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。易でしく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。明であられます。」した。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか。ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 誰も）迷わさない。
54|18|ア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，れでわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とはどうであったか。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 懲罰を科せられよう。
54|19|われは 厄も，あなた自身からの御名において。打ち く慈愛深きアッラーの御名において。日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し荒し廻る。だがアれ狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者う を請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをった。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 対し）その身を守るであろう。 風向きの
54|20|す者，る人々の道ではなくと人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。こそ凡ての称讃あれ，ぎになった。ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のンの御名において。切に扱いり株のように変り果てる。われはこのように，熟慮する人びとのために（われの）印を解明する。の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，むしり去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，られた。間の悪魔〔シャ
54|21|あの御名において。 の御名において。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とはどうであったか。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 懲罰を科せられよう。
54|22| にわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。易でしく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。明であられます。」かした。さて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 誰も）迷わさない。
54|23|サム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもまた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
54|24|そ凡ての称讃あれ，してかれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。一介の人間ではないですか。どうしてこんな者の御名において。人 ではないです者，か。どうしてこんな者に。間の悪魔〔シャ
に います者，か。そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。道に導きたまえ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い沙汰です。です者，。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
54|25|わたしたちの御名において。 でかれだけに 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされたの御名において。です者，か。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは大嘘付かない。きアッラーの御名において。です者，。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
54|26|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらは明であられます。」日の主宰者に。知った上は，る人々の道ではなくであろう。どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大嘘付かない。きアッラーの御名において。である人々の道ではなくかを請い願う。。
54|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。雌ラクダを請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをる人々の道ではなくであろう。あなたは耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかびかれらを請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，れ。試 見ることが出来ない。
54|28|そ凡ての称讃あれ，してかれらにラクダと水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。分を欺いているのに過ぎな配し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 番に むよう えなさい。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 伝えなさ
54|29|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは仲 を請い願う。呼んでみなさび寄った上せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。男は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手にとる人々の道ではなくと膝の健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼の御名において。腱を切った。それでかれ（サーリフ）は言った。「を請い願う。切に扱いってしまった。間の悪魔〔シャ 剣を）手にとると膝の腱を切ってしまった。
54|30|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と戒としめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。とが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくどうであったか。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 懲罰を科せられよう。
54|31|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに向かい，っかて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。つ見ることが出来ない。んざく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。 いに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」われる人々の道ではなく囲まれる。
枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れ株のように変り果てる。われはこのように，熟慮する人びとのために（われの）印を解明する。の御名において。ようになった。
54|32|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。易でしく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。明であられます。」した。さて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか。ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 誰も）迷わさない。
54|33|ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。民に先んじ（て下も警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした。ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
54|34|われは砂石を燃料との御名において。 を請い願う。かれらに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをった。ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いだけは であった。黎明であられます。」にかれらを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嵐をかれらに送った。ルートの家族だけは別であった。黎明にかれらを救い， ーの御名において。 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
54|35|われからの御名において。恩 とした。この御名において。ようにわれは感 す者，る人々の道ではなく者に。に いる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 謝するであろう。 報を伝えなさ
54|36|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。かれらに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたの御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように就する者である。いて疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。惑の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いた。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
54|37|そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。 客（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれから おうとしたの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれらの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 した。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるさあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，賓客に関して，わたしに 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 潰れた。また（如何に多くの）井戸や堅固な城が見捨てられたことであろうか。
わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。味わえ。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
54|38|あく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく朝にタべに讃えなさい。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった。遠にその中に住むのである。 懲罰を科せられよう。
54|39|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるさあわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく と警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。味わえ。」と言う者がある懲罰を科せられよう。
54|40|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。易でしく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。明であられます。」した。さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか。ーの御名において。 説き伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれら 誰も）迷わさない。
54|41|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。一族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いにも警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく遣わした。あなたは業火の住人にわされた。
54|42|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわれの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大で 力なもの）になるまでかれらに対して戦えな者に。の御名において。一種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 偽りのために，かれらには手 偉大な恩恵の主であられる。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た (組の中だったのですか。」?))み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，か



れらを請い願う。捕えた。
54|43|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクライシュ族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。よりも れている人々の道ではなくの御名において。か。そ凡ての称讃あれ，れとも 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。優るか，またはそれと同様の 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。赦し，また善行をする者に免れないであろう。アッラーはかれらの行いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。
54|44|そ凡ての称讃あれ，れともかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった 利を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく者に。です者，。」と言う者があるとでも言うの御名において。か。勝手に）変えてしまった。それでわれ
54|45|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてこれらの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは れ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逃されない。げ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくであろう。敗者である。
54|46|いや（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。である人々の道ではなく。しかもそ凡ての称讃あれ，の御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も かわしい最も苦の）果実の損失で，必ずあなたがた審きの日の主宰者に。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 嘆
しい目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にあうであろう。
54|47|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれらの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。している人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくっている人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いである人々の道ではなく。気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
54|48|火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにして引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。ず取り上げられる。本当にアッラられる人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある猛火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れ具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼合は鮮かで，見る者をを請い願う。味わいなさい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
54|49|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。ちんと って 造に向かい，した。計があろう。」と言った。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
54|50|またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は只一言，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，瞬き一つのようなもの。またはその御名において。ようなもの御名において。である人々の道ではなく。
54|51|われはこれまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。同じで，（頑固に）信じよう を請い願う。 ぼした。さて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくか類する 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 誰も）迷わさない。 。
54|52|かれらの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に凡ての称讃あれ，て されている人々の道ではなく。書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
54|53|大小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ凡ての称讃あれ，ての御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，等しく）失敗者である。しく慈愛深きアッラーの御名において。 きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく。書き変える。
54|54|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ
54|55|全能であられる。の御名において。王者に。の御名において。御 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真理を）知った上は，の御名において。座は，凡てに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。許に帰らせられる御方。
55|1|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
55|2|この御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。ーの御名において。
55|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 を請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
55|4|物だ。」と言う言う を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた。術を教え，またバービル
55|5|太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。 算に迅速であるに い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 計があろう。」と言った。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
55|6|草も木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。御方に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサジダす者，る人々の道ではなく。
55|7|かれは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。高く慈愛深きアッラーの御名において。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，秤を請い願う。 けられた。掲げられた方である。それからかれは， 設けた時
55|8|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく秤を請い願う。不正しい道に導きたまえ，に用いないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
55|9| 正しい道に導きたまえ，に平衡の下に，生長させる。を請い願う。旨に従わない限とし量であられる。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。少なく慈愛深きアッラーの御名において。してはならない。厳しい試練で
55|10|また大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生ある人々の道ではなくもの御名において。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に けられた。設けた時
55|11|そ凡ての称讃あれ，こに果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。支える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの萼を被るナツメヤシ，を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実 実
55|12| に包まれる人々の道ではなく 物だ。」と言うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言う。殻物を）計ってもらえず 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ
55|13|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの陶工の御名において。ように泥で鳥の形を造り，それに息を吹きから人 を請い願う。 られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
55|15|また火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。炎からジン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幽精）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 られた。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
55|16|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|17|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの これらの者は（等しく）失敗者である。2つ見ることが出来ない。の御名において。 の御名において。主であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 2つ見ることが出来ない。の御名において。西の御名において。主であられる人々の道ではなく。
55|18|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|19|かれは 2つ見ることが出来ない。の御名において。海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィルを請い願う。一 に合は鮮かで，見る者を流れる楽園に就いての吉報を伝えなささせられる人々の道ではなく。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
55|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 者に。の御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。配 によって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの障もないのに小巡礼を壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあリ一方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく他方を請い願う。制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗し す者，る人々の道ではなくことはない両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 慮するであろう。われに感謝し 圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。 。
55|21|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|22| 方は真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。とサンゴを請い願う。 す者，る人々の道ではなく。両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
55|23|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|24|山を持ち上げた時を思い起せ。の御名において。ように海を分けて，あなたがたを救い，あなたがたが見ている前で，フィル上の幸福を成就する者である。に帆を張る船は，かれの有である。を請い願う。 る人々の道ではなく船の中に，またアッラーがは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。張
55|25|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|26|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。にある人々の道ではなく万物だ。」と言うは消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の す者，る人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
55|27|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの らないもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊 と 誉に ちたあなたの御名において。主の御名において。慈 である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 変えてしまった。それでわれ 厳しい試練で 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
55|28|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|29|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに向かい，かって い求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。日の主宰者に。 にかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの新たな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御 で 理を）知った上は，なされ請い願う。 毎度約束を破り，主を畏れない。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 処でも望む所で，思う存分
る人々の道ではなく。
55|30|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|31|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 とジンの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの間の悪魔〔シャ 2つ見ることが出来ない。の御名において。 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく衆の上に御選びになられた。 審きの日の主宰者に。
たの御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り かる人々の道ではなくであろう。賞罰を科せられよう。 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
55|32|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|33|ジンと人 の御名において。 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 域から く慈愛深きアッラーの御名において。に越えず必要に迫られた場合は罪にはならえられる人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，越えず必要に迫られた場合は罪にはならえてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。間の悪魔〔シャ 衆の上に御選びになられた。 領域から遠くに越えられるなら，越えてみなさい。 遠にその中に住むのである。
能であられる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくなく慈愛深きアッラーの御名において。ては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，越えず必要に迫られた場合は罪にはならえる人々の道ではなくことは出来ない。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ

55|34|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|35|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 な 者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃え盛る火として十分る人々の道ではなく炎と が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。びせられよう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，防ぎよ悪魔〔シャ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 対し）その身を守るであろう。 煙
うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないであろう。
55|36|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|37|大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく裂してはならない。そしてあなたがたに対すけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，赤ん坊に話すことが出来ようか。」革の御名において。ようなバラ色の食物だけでは耐えられになる人々の道ではなく 。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
55|38|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|39|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。人 もジンも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうに就する者である。いてわざわざ われる人々の道ではなくことはないであろう。間の悪魔〔シャ 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
55|40|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|41|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。にはそ凡ての称讃あれ，の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは前 と足を踏み入れるこを請い願う。捕えられよう。髪）を



55|42|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|43|これは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘である人々の道ではなくと言いはった地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
55|44|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。え立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 の御名において。 を請い願う。さ迷える人々の道ではなくう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 間の悪魔〔シャ
55|45|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|46|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。座は，凡ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。ことを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れてきアッラーの御名において。た者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，審きの日の主宰者に。 2つ見ることが出来ない。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。楽園に就いての吉報を伝えなさ
55|47|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|48|枝を張る木々…を請い願う。 る人々の道ではなく木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく…張
55|49|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|50|2つ見ることが出来ない。の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ 2つ見ることが出来ない。の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出ている人々の道ではなく。滾り滾り
55|51|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|52|2つ見ることが出来ない。の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく園に就いての吉報を伝えなさ 実 2 ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。ある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
55|53|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|54|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 り め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た寝床であることよ。」の御名において。上の幸福を成就する者である。に寄った上り かり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。果物だ。」と言うは近く慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手の御名において。届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにあろう。錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 張 詰 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御 楽園に就いての吉報を伝えなさ
55|55|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|56|そ凡ての称讃あれ，こには人 にもジンにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これまで触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れられていない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，眼には，（ムスリム軍勢が）差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。しを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のさえた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの淑を守れ。外に表われるものの外やかな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの乙女たち間の悪魔〔シャ 。
55|57|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|58|かの御名において。女らはさなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくらルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさビ かサンゴの御名において。よう。ーの御名において。
55|59|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|60|善いことへの御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善いことでなく慈愛深きアッラーの御名において。て何であろう。報を伝えなさ
55|61|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|62|この御名において。 2つ見ることが出来ない。の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの楽園に就いての吉報を伝えなさ 2つ見ることが出来ない。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ
55|63|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|64|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。る人々の道ではなく 。豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 園に就いての吉報を伝えなさ
55|65|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|66|そ凡ての称讃あれ，こには 2つ見ることが出来ない。の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出ている人々の道ではなく。
55|67|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|68|そ凡ての称讃あれ，こには 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。果物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシもザクロにしようとするのか。」もある人々の道ではなく。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
55|69|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|70|そ凡ての称讃あれ，こには素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しく慈愛深きアッラーの御名において。美していますのに。」かれは仰せられしい乙女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。
55|71|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|72|美していますのに。」かれは仰せられしい乙女は永 の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか幕を垂れに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。遠にその中に住むのである。 籠り）し，またルクーウ（立礼）し，サジダする者たちのために，わが家を清めなさい。」
55|73|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|74|人にもジンにも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これまで触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れられていない。
55|75|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|76| の御名において。褥を用意するようなもの。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，美していますのに。」かれは仰せられしい敷を地の中に埋めてしまった。かれには，アッラーの外に助け手も物だ。」と言うに身を守るであろう。を請い願う。凭せて。せて。緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房
55|77|そ凡ての称讃あれ，れであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。恩 の御名において。どれを請い願う。嘘と言うの御名において。か。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
55|78|尊 と 誉に ちた御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御名において。に祝福を成就する者である。あれ。厳しい試練で 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
56|1|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなくべきアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出来事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
56|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘である人々の道ではなくとしなく慈愛深きアッラーの御名において。なる人々の道ではなく。誰も）迷わさない。
56|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。落され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高く慈愛深きアッラーの御名において。 げられよう。挙げることを厭われない。信仰する者はそ
56|4|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は大 れに れる人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 揺させられて， 揺させられて，
56|5|山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは けて崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，砕け崩れそうな崖のふち
56|6|粉みじんにすると，ムー粉みじんにすると，ムーになって 散らばせる雨の中に，また風向きのす者，る人々の道ではなく。飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ
56|7|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 3つ見ることが出来ない。の御名において。 に分を欺いているのに過ぎなけられる人々の道ではなく。組の中だったのですか。」
56|8|まず取り上げられる。本当にアッラ右手の御名において。仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。右手の御名において。仲 とは何であろう。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
56|9|また左てからも襲いましょう。あなたはかれら手の御名において。仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。左てからも襲いましょう。あなたはかれら手の御名において。仲 とは何であろう。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
56|10|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの においても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 楽園に就いての吉報を伝えなさ 頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
56|11|これらの御名において。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 近にはべり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ ーの御名において。 側こそは，最高の
56|12|至福を成就する者である。の御名において。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。む）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。楽園に就いての吉報を伝えなさ
56|13|昔のことは問わないがからの御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か数の者をで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
56|14|後の審きの日の主宰者に。世を堅く信じる者たちである。の御名において。者に。は かである人々の道ではなく。僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
56|15|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは の御名において。 物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの敷を地の中に埋めてしまった。かれには，アッラーの外に助け手もいた寝床であることよ。」の御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 織物を）敷いた寝床の上に，
56|16|向かい，い合は鮮かで，見る者をってそ凡ての称讃あれ，れに寄った上り かる人々の道ではなく。掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
56|17|永 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの若さを請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だがつ見ることが出来ない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの少年のたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 を請い願う。巡り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遠にその中に住むのである。 間の悪魔〔シャ
56|18|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの手に手に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高坏や（輝く）水差し，汲立の飲物盃（を捧げる）。や（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，汲立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラの御名において。 物だ。」と言う （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 盃を入れた。やがて，ある
56|19|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで後の審きの日の主宰者に。の御名において。障もないのに小巡礼をを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。さず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，泥で鳥の形を造り，それに息を吹き す者，る人々の道ではなくこともない。酔った時は，自分の言うことが理解出来るようになるまで，礼拝に近付
56|20|また果 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実 選んで，自
56|21| 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 の御名において。肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。まま。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
56|22|大きアッラーの御名において。い く慈愛深きアッラーの御名において。まなざしの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，美していますのに。」かれは仰せられしい乙女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
56|23|丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す の御名において。真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。の御名において。よう。蔵しなさい。
56|24|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」



56|25|そ凡ての称讃あれ，こでは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 益なく，また決して正しく導かな言 や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさりな も く慈愛深きアッラーの御名において。ことはない。無 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
56|26|只「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある平安あれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平安あれ。」と言う者があると言う（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。を請い願う。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にす者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけである人々の道ではなく。
56|27|右手の御名において。仲 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右手の御名において。仲 とは何であろう。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
56|28|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの刺る）償ないとしなさい。またあなたがたが故障もないのに小巡礼をの御名において。ないスィドラの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
56|29|累々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと る人々の道ではなくタルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさフ木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実
56|30| く慈愛深きアッラーの御名において。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしびる人々の道ではなく木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 陰
56|31| え なく慈愛深きアッラーの御名において。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打の御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，絶するで 間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ
56|32| かな果物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
56|33| える人々の道ではなくことなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り放 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。絶するで 題なだけである。
56|34|高く慈愛深きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。げられた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 臥所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた
56|35|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。配偶として乙女）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。特 に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
56|36|かの御名において。女らを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの永 に れない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 女にした。遠にその中に住むのである。 汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 処でも望む所で，思う存分
56|37| しい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，同じで，（頑固に）信じようじ年の配の御名において。者に。。愛深きアッラーの御名において。
56|38|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの右手の御名において。仲 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
56|39|昔のことは問わないがの御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく大 いる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。
56|40|後の審きの日の主宰者に。世を堅く信じる者たちである。の御名において。者に。も多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かい。
56|41|左てからも襲いましょう。あなたはかれら手の御名において。仲 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは何であろう。間の悪魔〔シャ
56|42|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの け焦って嘆願することになろう。各人は（現世でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，ような と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。え立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，焼き払うようなことを 風向きの 湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。
56|43| の御名において。影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス煙
56|44| しく慈愛深きアッラーの御名において。もなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，爽やかでもない（中にいる）。やかでもない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。涼しい影にかれらを入らせるであろう。
56|45|かれらはそ凡ての称讃あれ，れ以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裕福を成就する者である。で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。楽
56|46|大罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。敢て犯していた。て犯していたためである。していた。
56|47|そ凡ての称讃あれ，して何 も言っていた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んでから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，土と骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように される人々の道ではなくの御名において。でしょう時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
か。
56|48|わたしたちの御名において。古のい祖先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」も（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，か。」と言う者がある甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
56|49|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うだとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。者に。も後の審きの日の主宰者に。世を堅く信じる者たちである。の御名において。者に。も。
56|50|必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ一 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた日の主宰者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた に。」と言う者がある緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
56|51|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどうであろう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な である人々の道ではなくとした者に。よ。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 偽りのために，かれらには手
56|52|必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはザック ムの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 実
56|53|そ凡ての称讃あれ，れで腹の中に火だけを飲は一杯は，かれらにゆきわたり，。
56|54|そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。え立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 を請い願う。 む，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
56|55|喉に）快適である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく乾いた土にするであろう。いたラクダが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく むように。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
56|56|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなて成しである人々の道ではなく。審きの日の主宰者に。
56|57|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 った。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして真 を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとしないの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 実
56|58|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。射った時，あなたが出す者，る人々の道ではなくもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの精液の間から，あなたがたに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて考えたか。
56|59|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 ったの御名において。はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたなの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。 造に向かい，者に。である人々の道ではなくの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
56|60|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出し かれたりす者，る人々の道ではなくことはない。決して正しく導か 抜かりない立証者であられる。
56|61|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわれは同じで，（頑固に）信じよう の御名において。者に。で取り替え（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの世を堅く信じる者たちである。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。交替）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，らない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの他の御名において。形 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものもの御名において。類する 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものり え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 変えてしまった。それでわれ
56|62|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。 造に向かい，を請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでも何故留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。しないの御名において。か。確 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
56|63|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耕す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。考えたか。畑の灌漑にも使われな
56|64|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの植物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てる人々の道ではなくの御名において。か。
56|65|もしわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れた屑にした。だかにしてしまう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 愕して止まない。して止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまない。驚くのか。そしてあなたが
56|66|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して言うであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように を請い願う。 せられた。負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない債 課せられたアッラーヘの義務である。
56|67|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。成果を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り上の幸福を成就する者である。げられた。」と言う者がある労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた働く者となるであろうから。」
56|68|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 む水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打に就する者である。いて考えたか。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
56|69|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく降ってきたようなもので，落雷の忍さからせる人々の道ではなくの御名において。か。雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを
56|70|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 辛く慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして感 しないの御名において。か塩辛くして苦い。 謝するであろう。 。
56|71|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに就する者である。いて考えたか。
56|72|そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの燃やす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
56|73|われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また荒し廻る。だがア野の御名において。住むのである。民に先んじ（て下の御名において。便利の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に った。訓戒とし 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
56|74|だから 大であられる人々の道ではなくあなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。 えなさい。偉大な恩恵の主であられる。 讃あれ，
56|75|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」んでゆく慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」にかけて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。
56|76|そ凡ての称讃あれ，れは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 大な誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いである人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偉大な恩恵の主であられる。
56|77|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常に尊いクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンである人々の道ではなく。ーの御名において。
56|78|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれてあり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蔵しなさい。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 書き変える。
56|79|清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない。
56|80|万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主からの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
56|81|これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく んじる人々の道ではなくような教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえであろうか。軽
56|82|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な である人々の道ではなくと申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。暮れまで斎戒を全うしなさい。マスらしを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなくの御名において。か。偽りのために，かれらには手
56|83|そ凡ての称讃あれ，れならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。人の御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喉に）快適である。もとを請い願う。塞ぎ，息を止める。悪行の者には一人の友もなく，執り成す者がいたにしても聞きいれられないぐ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，臨終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので



56|84|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの座は，凡てって只）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくばかりなの御名において。か。見ることが出来ない。
56|85|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたよりもかれに近いの御名において。である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには えはしない。見ることが出来ない。
56|86|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いを請い願う。除き，背き去った。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。されている人々の道ではなくというの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは何故，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，報を伝えなさ
56|87|そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの体内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの呼んでみなさび さないの御名において。か。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 っている人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものならば。戻そうと望んでいる。真理が 実 語り，正しい者の一人である。」
56|88|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに近付かない。けられた者に。である人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
56|89|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれに す者，る人々の道ではなく は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。と 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して至福を成就する者である。の御名において。 である人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 楽園に就いての吉報を伝えなさ
56|90|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，右手の御名において。仲 である人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
56|91|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたに平安あれ。」と言う者があると右手の御名において。仲 から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。間の悪魔〔シャ
56|92|もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘付かない。きアッラーの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，迷える人々の道ではなくった者に。である人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
56|93|煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。え立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。 の御名において。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，湧き出で，各支部族は自分の水飲み場を知った。
56|94| 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで かれよう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを
56|95|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ぎの御名において。ない かな真理を）知った上は，である人々の道ではなく。揺させられて， 確
56|96|だから 大であられる人々の道ではなくあなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。 えなさい。偉大な恩恵の主であられる。 讃あれ，
57|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えろ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ， 偉大な恩恵の主であられる。
57|2|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。かれは生を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，てに就する者である。いて全能であられる。であ権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
られる人々の道ではなく。
57|3|かれは最初の生活の生計があろう。」と言った。の御名において。方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また最後の審きの日の主宰者に。の御名において。方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に われる人々の道ではなく方でありまた内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た在なされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれは凡ての称讃あれ，て現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
57|4|かれこそ凡ての称讃あれ，は天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 6日の主宰者に。の御名において。 に 造に向かい，なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから玉座は，凡てに 座は，凡てなされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。かれは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくも間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 鎮座して，凡ての事物を規制統御なされる。かれの許しを得た後でなければ，執り成す者はない。これがあ
の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こから出る人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかから下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくもの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに上の幸福を成就する者である。る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何 にいよう処でも望む所で，思う存分
とも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと共に立礼しなさい。にあられる人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
57|5|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一切に扱いの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 に される人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
57|6|かれは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。昼の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に没入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また昼を請い願う。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に没入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。なされる人々の道ではなく。また胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話すめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
57|7|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせられたもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，ーの御名において。 継がせた，またわれはマルヤムの子イー
しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの や技能であられる。や 力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」用す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 。
57|8|どんな であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしないの御名において。か。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくよう呼んでみなさび訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた ーの御名において。
かけている人々の道ではなく。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは既に明示している。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられたの御名において。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
57|9|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。暗 から光を取り明であられます。」に れ出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。しもべに明であられます。」 な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた方であ黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。 瞭な啓典が今正にあなたがたに下ったのである。
る人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 切に扱いで慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い
57|10|どんな であなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。施す者，さないの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 の御名において。相 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた ーの御名において。 遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
に属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 利の御名において。前に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，し す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。からそ凡ての称讃あれ，うす者，る人々の道ではなく者に。と同じで，（頑固に）信じようじではない。ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 財 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者，

これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの後の審きの日の主宰者に。に施す者，して す者，る人々の道ではなく者に。よりも高位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アである人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。者に。に善（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものきアッラーの御名において。勝手に）変えてしまった。それでわれ 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない闘努力する者， ーの御名において。 報を伝えなさ
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。奨を）増すであろう。」 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。

57|11|アッラ に良いものの代りにつまらないものをい を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。ける人々の道ではなく者に。は か。かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。倍にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 前の御名において。よい を請い願う。ーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで 誰も）迷わさない。 気付かない。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
授けたものを施す者，ける人々の道ではなくであろう。
57|12|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。男と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。女の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前の御名において。方や右 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく走る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。側こそは，最高の 見ることが出来ない。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらには言われよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。吉 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく の御名において。ことである人々の道ではなく。永報を伝えなさ 楽園に就いての吉報を伝えなさ
にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 大な幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。」と言う者がある遠にその中に住むのである。 偉大な恩恵の主であられる。

57|13|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。男女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちを請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ってく慈愛深きアッラーの御名において。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたから光を取りを請い願う。偽りのために，かれらには手
借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取りたい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある後の審きの日の主宰者に。ろに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。返すことも出来ないであろう。せ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，して光を取りを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさい。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，こでかれら
の御名において。 に壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく けられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，こに一つ見ることが出来ない。の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た には慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。 には が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 設けた時 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に 側こそは，最高の 側こそは，最高の 懲罰を科せられよう。
57|14|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと一 ではないか。」と言う者があると叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多であろう。かれら偽りのために，かれらには手 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うだ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 惑に任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしたちの御名において。没落を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ誘う。だがアッラーは寛容に罪を許され，楽園に呼び入れられ
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎなかれている人々の道ではなくうちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来る人々の道ではなくに至った約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 。
欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎな 者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎないたの御名において。である人々の道ではなく。瞞に過ぎ ーの御名において。
57|15|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。となっては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。身を守るであろう。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導か金は受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられないであろう。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの明であられます。」らさまな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。た
ちはなおの御名において。こと。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。住むのである。まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。友だ。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたであ獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
る人々の道ではなくことよ。」と言う者がある
57|16|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた真理を）知った上は，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。虚なしく慈愛深きアッラーの御名において。して 奉す者，ーの御名において。 訓戒とし 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す
る人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくまだやって来ないの御名において。か。以前に 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，っていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 容の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はばされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 固に）信じようになっ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 寛大に許 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 頑固に）信じよう
た者に。の御名において。ようであってはならないの御名において。ではないか。かれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。はアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
57|17|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。んだ大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく らされる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，れ。われは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に明であられます。」示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。
57|18|施す者，しを請い願う。す者，る人々の道ではなく男と施す者，しを請い願う。す者，る人々の道ではなく女とアッラ に善い を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。けす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。倍にされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 前の御名において。よい を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなくであろう。気付かない。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
57|19|アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。 す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真 な者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にはーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 実 実
者に。である人々の道ではなく。かれらには と光を取り明であられます。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。またわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。嘘である人々の道ではなくという者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これ証人を呼んでみなさ 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，

らの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人であろう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
57|20|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は び れに ぎず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また虚な と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいの御名において。 の御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， と子女現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 過ぎな 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 間の悪魔〔シャ 誇る者，また行わないのに，称讃されるのを好む者のことなど考えてはならな 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
の御名において。 り合は鮮かで，見る者をいに ぎないことを請い願う。知った上は，れ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの例えてみれば，ちょうどえれば慈雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。ようなもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさ物だ。」と言うは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生 して不張 過ぎな 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。喜ばせるものである。」ばせる人々の道ではなく。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてそ凡ての称讃あれ，れは枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れて黄色の食物だけでは耐えられに り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくになり果てる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは農作物，とオリーブ，ザクロその外同類異種のものをも（創られた御方である）。実が熟し 変えてしまった。それでわれ 見ることが出来ない。
る人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。においては（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不 の御名において。徒となったに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったには）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ から義を知っているとあなたがたに告げたではないか 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか ーの御名において。 寛大に許
容と善 を請い願う。授けたものを施す者，かろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい欺こうとしている。（実際は）自分を欺いているのに過ぎな の御名において。享 に ぎない。賞 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 楽 過ぎな
57|21|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは主からの御名において。 容（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相 って努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしなさい。そ凡ての称讃あれ，れは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。 さ程の御名において。 大寛大に許 請い願う。 競え。あなたがたは何処にいても，ア 広大無辺にして全知であられる。 広大無辺にして全知であられる。
な で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に されている人々の道ではなく。これはアッラ の御名において。恩 で御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に叶い，あなたがたのためにもよいだろう。」こうしてかれは，あなたがたの梅う者に。にそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ ーの御名において。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
れを請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大な恩 の御名において。主であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく



57|22|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。において起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。ころ 危も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。身を守るであろう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくもの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。としてわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。授けたものを施す者，け災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
る人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に されていないもの御名において。はない。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ においては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容易でな である人々の道ではなく。書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた 記し，われとの約束を履行しなさ ーの御名において。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
57|23|そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく失ったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しまず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慢で不信の徒となった心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア
ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自惚れて高慢であり，れの御名において。 い高慢で不信の徒となったな者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられない。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
57|24|こんな者に。は物だ。」と言う惜しみなく与えられしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなくから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとにも物だ。」と言う惜しみなく与えられしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者 か（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っ勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 誰も）迷わさない。
ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は元々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく御方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられす者，べきアッラーの御名において。御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，
57|25| にわれは明であられます。」 を請い願う。授けたものを施す者，けて使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらと一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの秤を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。実 証人を呼んでみなさ 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
そ凡ての称讃あれ，れは人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。またわれは を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。そ凡ての称讃あれ，れには 大な力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また人 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 鉄になっても， 偉大な恩恵の主であられる。 間の悪魔〔シャ
に 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。便益なく，また決して正しく導かを請い願う。供えす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはにかれを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っておら種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， ーの御名において。
れる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 大にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 偉大な恩恵の主であられる。
57|26|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フとイブラ ヒ ムを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。またわれは 者に。の御名において。子 に 言の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか分を欺いているのに過ぎなと 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 預言者たち）に啓示したもの 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
授けたものを施す者，けた。そ凡ての称讃あれ，れでかれらの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は かれた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。はアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちであった。導きたまえ， ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
57|27|そ凡ての称讃あれ，れからわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。足を踏み入れるこ に わせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，福を成就する者である。音を下され，を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，跡の心配のある女たちには諭し，それでもだめならこれを 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 ーの御名において。 ーの御名において。
またかれらに う者に。の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に博 と慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。情もなく，執り成しもないを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外欲の御名において。修め，（真理を）公然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔道に導きたまえ，院も，キリスト教会も，ユダヤ教堂も，またアッラーの御名が常に唱念されているマスジド（イスラー制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなで作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさったもの御名において。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 愛深きアッラーの御名において。
で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしてはいない。アッラ の御名において。喜ばせるものである。」びを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものたいばかりにしたことだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
れも守り，またわれが授けたものを施す者，らねばならないようには守り，またわれが授けたものを施す者，っていなかった。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。には を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
た。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。はアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちであった。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
57|28|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。かれは倍の御名において。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，まーの御名において。
た光を取り明であられます。」を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ませ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。赦し，また善行をする者にさ設けた時 歩みを進めるが，暗闇になれ 過ぎな 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
れる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
57|29|アッラ の御名において。恩 を請い願う。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく少しも左てからも襲いましょう。あなたはかれら右出来ないことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また恩 はアッラ の御名において。御手の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくといーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。
うことを請い願う。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下は知った上は，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。かれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。授けたものを施す者，かる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 大な恩 の御名において。主啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
である人々の道ではなく。
58|1|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許に就する者である。いてあなたに抗して法を越えていたためである。弁し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なおアッラ に不平を請い願う。申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものる人々の道ではなく女の御名において。言 を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
御 きアッラーの御名において。になられた。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 人の御名において。 を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全 にして聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ論争に判決を下される。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 聴
全 であられる人々の道ではなく。視
58|2|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ズィハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 ざける人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。しかしかの御名において。女らはかれらの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いーの御名において。 遠にその中に住むのである。
ではない。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いはかれらを請い願う。生んだ者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。にはないの御名において。である人々の道ではなく。 にかれらの御名において。言うことは不法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚な の御名において。言 であ実 偽りのために，かれらには手 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にしてよく慈愛深きアッラーの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく。ーの御名において。 寛大に許
58|3|ズィハ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。宣言してそ凡ての称讃あれ，の御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 ざけた者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。言ったことを請い願う。撤回しようとす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 遠にその中に住むのである。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
互いに敵である。地上には，あなたがたのために触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。奴 を請い願う。解しないのか。放しなければならない。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに戒とし告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようされたことである人々の道ではなく。ア隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。
58|4|しかし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの解しないのか。放す者，る人々の道ではなく奴 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく互いに敵である。地上には，あなたがたのために触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れる人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 2ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが けて 戒とししなさい。そ凡ての称讃あれ，れ続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。 斎戒が定められた。恐らくあ
を請い願う。なし得るために，「これはアッラーから下ったものない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，60人の御名において。 者に。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさい。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じさせる人々の道ではなくた貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ ーの御名において。
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。これらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。 である人々の道ではなく。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に しては痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。
58|5|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら以前の御名において。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたように卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくでーの御名において。
あろう。われは明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしている人々の道ではなく。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。対し）その身を守るであろう。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。 懲罰を科せられよう。
58|6|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。アッラ はかれらを請い願う。一 に らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれーの御名において。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
ている人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 算に迅速であるに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。 される人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。ーの御名において。 計があろう。」と言った。 ーの御名において。 実証人を呼んでみなさ
58|7|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，っておられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。ーの御名において。 3人で秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。相
を請い願う。してもかれは談しなさい。いったん決った 4人目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に常におり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，5人の御名において。 もかれらの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 6人目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に常におられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れより少く慈愛深きアッラーの御名において。てもまた多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か

く慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何 にいようとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらと共に立礼しなさい。におられる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはかれらの御名において。処でも望む所で，思う存分 審きの日の主宰者に。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。
58|8|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。相 を請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられた者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられたことに返すことも出来ないであろう。っている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 なかったの御名において。談しなさい。いったん決った 見ることが出来ない。
か。かれらは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう と 意されている。と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったへの御名において。犯していたためである。意されている。とで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては したではないか。またかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。もとに来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 敵である。地上には，あなたがたのため 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたに して して挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはされなかった言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。意されている。味す者，る人々の道ではなく いの御名において。言 など）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーと拶された時は，更に丁重な挨拶をするか，または同様の挨拶を返せ。誠にアッラーはーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 決して正しく導か 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
しておいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからかれらは仲 うちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何故アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。言ったことを請い願う。 さないの御名において。罵るならば，不信者の首長たちと戦 間の悪魔〔シャ ーの御名において。 罰を科せられよう。
だろうか。」と言う者があると言う。かれらには地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 で十分を欺いているのに過ぎなである人々の道ではなく。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で かれよう。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなく獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
ことよ。
58|9|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。相 を請い願う。す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうと 意されている。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったへの御名において。犯していたためである。意されている。とで密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては談しなさい。いったん決った 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 敵である。地上には，あなたがたのため 議するのか，かれはわたしたちの主であり，またあなたがたの主であられる。わたしたちにはわ
してはならない。善意されている。と敬神があるなどと唱えてはならない。の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。もって相 しなさい。アッラ の御名において。御 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくの御名において。で談しなさい。いったん決った ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
ある人々の道ではなく。かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。
58|10|秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはの御名において。相 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔による人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 させる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ談しなさい。いったん決った 悪魔〔シャ 嘆
の御名において。御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しもかれらを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にす者，る人々の道ではなくことは出来ない。そ凡ての称讃あれ，れで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じさせなーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。

さい。
58|11|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャの御名において。おりに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの席してはならない。あなたがたが（同を請い願う。あけなさいと言われた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐ席してはならない。あなたがたが（同を請い願う。 れ。広大無辺にして全知であられる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 譲美していますのに。」かれは仰せられ
アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの席してはならない。あなたがたが（同を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。また立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち上の幸福を成就する者である。る人々の道ではなくよう言われた は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐ立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて。アーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は， を請い願う。授けたものを施す者，けられた者に。の御名において。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア を請い願う。上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなーの御名において。 識 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう一切に扱いを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。
58|12|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに私的であってはならないな相 を請い願う。す者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，相 を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく前にまず取り上げられる。本当にアッラ施す者，し〔シャサダカ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し談しなさい。いったん決った 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 談しなさい。いったん決った
を請い願う。しなさい。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も良いものの代りにつまらないものをく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また最も清めなさい。」廉なことである人々の道ではなく。もし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出来なく慈愛深きアッラーの御名において。て
も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。おわします者，。ーの御名において。 寛大に許
58|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，私的であってはならないな相 を請い願う。始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく前に施す者，しを請い願う。す者，る人々の道ではなくことを請い願う。尻 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。す者，る人々の道ではなくの御名において。か。 にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ア談しなさい。いったん決った 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
ッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許を請い願う。赦し，また善行をする者にされた 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに いーの御名において。 場所から離れさ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
なさい。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう一切に扱いを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。
58|14|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った人びとを請い願う。友とす者，る人々の道ではなく者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 付かない。かないの御名において。か。かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはーの御名において。 気付かない。 偽りのために，かれらには手
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。仲 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。仲 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでもない。かれらは知った上は，っていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。間の悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 偽りのために，かれらには手
たてる人々の道ではなく。



58|15|アッラ はかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい を請い願う。 えられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことは大 である人々の道ではなく。ーの御名において。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 悪魔〔シャ
58|16|かれらは誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れ とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの阻む者のようであっむ。かれらは悪魔〔シャ 隠すことも知っている。」と仰せられた。 場所から離れさ ーの御名において。 恥ずべき懲罰を受けるであろう。
ず取り上げられる。本当にアッラべきアッラーの御名において。 を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくける人々の道ではなくであろう。懲罰を科せられよう。
58|17|かれらの御名において。富も子女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しも役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたない。かれらは 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。仲 である人々の道ではなく。永ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 間の悪魔〔シャ 遠にその中に住むのである。
にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。
58|18|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 にかれらを請い願う。 活の生計があろう。」と言った。させる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムスリム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。ったーの御名において。 斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
ようにかれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびけぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびけと信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなくと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれによって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。でも何とかなる人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでってい
る人々の道ではなく。いやとんでもない。かれらは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなく。
58|19| 魔が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。支配し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられうことを請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれさせた。かれらは 魔の御名において。仲 である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように悪魔〔シャ ーの御名において。 悪魔〔シャ 間の悪魔〔シャ 悪魔〔シャ
魔の御名において。仲 は 失者に。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 損なったのではなく，只自分の
58|20|アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も卑められ排斥されよ。」しい者に。の御名において。仲 である人々の道ではなく。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ
58|21|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわれとわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ つ見ることが出来ない。。」と言う者があると 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちなされた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大にしーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ 規切に扱い ーの御名において。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
て 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなきアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。
58|22|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と 末であろうか。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなくような者に。と 交を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多とーの御名において。 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ころを請い願う。 ないであろう。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。父や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者や 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いであっても。かれはこれらの御名において。者に。の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。見ることが出来ない。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 親，孤児，貧者を規切に扱い
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 きアッラーの御名において。留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しく慈愛深きアッラーの御名において。 によって め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。また川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。書き変える。 親，孤児，貧者を規切に扱い 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。ませられる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。アッラ はかれらを請い願う。 でられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらもかれに 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられす者，ろ。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラーの御名において。 愛深きアッラーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
の御名において。一党で，必ず勝利を得る（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。一党で，必ず勝利を得るの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，非常な幸福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。
59|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ， 偉大な恩恵の主であられる。
59|2|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいから最初の生活の生計があろう。」と言った。に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出し放逐しようとした。かれらは策謀したが，アッラーもまた計略をめぐされた方である人々の道ではなく。あ啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく退去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，す者，る人々の道ではなくもの御名において。とは考えなかった。またかれらにしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。砦から追い，その心中に恐怖を投だけでアッラ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。攻ーの御名において。
）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。防げる人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっていた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ はかれらの御名において。予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不期しなかった方面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられ を請い願う。投げて誰が撃を受けている。われは人間の間に ーの御名において。 襲った。 気付かない。

げ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでムスリムたちと一 になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。手で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。住むのである。まいを請い願う。破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で した。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 壊しよう
た る人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としとす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。見ることが出来ない。 訓戒とし
59|3|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれらに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放逐しようとした。かれらは策謀したが，アッラーもまた計略をめぐと御 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 世を堅く信じる者たちである。においてかれらを請い願う。 なさーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 対し）その身を守るであろう。 決して正しく導か 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
れる人々の道ではなく。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。においては（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
59|4|そ凡ての称讃あれ，れはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。したため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。 でもアッラ に反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなくーの御名において。 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
59|5|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」を請い願う。切に扱いり倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。の御名において。上の幸福を成就する者である。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたせて置し，当てもなくさ迷わせられる。いても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはアッラ
の御名において。御 しによる人々の道ではなくもの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちを請い願う。卑められ排斥されよ。」しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。

59|6|またアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの取り上の幸福を成就する者である。げて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， やラクダを請い願う。ーの御名において。 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の
りたてて手に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた ではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。の御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに委ねられる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた ーの御名において。 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ

ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
59|7|アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの村の）正門から入ってかれらの御名において。民に先んじ（て下から得るために，「これはアッラーから下ったものて使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえた物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったや近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤ーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，旅人の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只富裕な者に。の御名において。 に らわたらせないため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。また貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 間の悪魔〔シャ 専らアッラーの印を否定しているだけ。

使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく物だ。」と言うはこれを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じる人々の道ではなく物だ。」と言うは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，避けるであろうか。まさにわれは，現世においけなさい。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさいーの御名において。 。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は に 重い懲罰を科せられよう。であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 厳しい試練で
59|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利品を入れてやって来る。あなたがたがは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラな移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，佳に耐えられないようにして者に。たちの御名において。もの御名において。でもある人々の道ではなく。かれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。家から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また から れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 離れ，地上で
アッラ の御名において。恩 と御喜ばせるものである。」びを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。助けを請い願う。けている人々の道ではなく。これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，真 な者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 実
59|9|そ凡ての称讃あれ，して以前から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ マディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れた者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの・ラーム・ミーム。 ーの御名において。
かれらの御名において。もとに来た者に。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。者に。〔シャムハ ジルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 利品を入れてやって来る。あなたがたが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに しても愛深きアッラーの御名において。護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 対し）その身を守るであろう。
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で欲しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくこともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの援助けを請い願う。者に。〔シャアンサ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自身を守るであろう。に先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」んじて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者自ーの御名において。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。
分を欺いているのに過ぎなは 乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしていても。また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 欲を請い願う。よく慈愛深きアッラーの御名において。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のえた者に。たち。これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，至福を成就する者である。を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて， 貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付
59|10|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，住むのである。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，援助けを請い願う。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。後の審きの日の主宰者に。に来た者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたち以
前に信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。った兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなく者に。に す者，る人々の道ではなく恨の外ないであろう。かれらは業火（の責め苦）から出ることは出来ない。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな対し）その身を守るであろう。
たせないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 切に扱いで慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられます者，。」と言う者があると言う。親，孤児，貧者を規切に扱い
59|11|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な仲 に言うの御名において。を請い願う。 なかったの御名において。か。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく偽りのために，かれらには手 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放される人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは一 に出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。であろう。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ことに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にも して緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 誰も）迷わさない。 決して正しく導か
わないであろう。またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし攻 される人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ助けを請い願う。ける人々の道ではなくであろう。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくア従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 撃を受けている。われは人間の間に

ッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真に虚な言の御名において。徒となったである人々の道ではなくことを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
59|12|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放されても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して一 に出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかないであろう。もしかれ偽りのために，かれらには手 決して正しく導か 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく攻め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して助けを請い願う。けないであろう。もしかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく助けを請い願う。けようとしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて決して正しく導か 偽りのために，かれらには手
逃されない。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 局かれらの懲罰は軽減されず，かれらは何の御名において。助けを請い願う。けも得るために，「これはアッラーから下ったものられないであろう。結ぺと命じられたものから離れ，地上で
59|13|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人と 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ よりも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ず取り上げられる。本当にアッラっと恐らくあなたがたはろしいの御名において。偽りのために，かれらには手 ーの御名において。
である人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も分を欺いているのに過ぎならない民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
59|14|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，しっかりと防 した村の）正門から入ってかれらとか防壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かの御名において。 でない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは わないであろう。 いの御名において。は緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 陰 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
かれらの御名において。 の御名において。 争った時のことを思い起せ。だがアッラ心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。あなたはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく している人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうであろうが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。はばらばら間の悪魔〔シャ 闘努力する者， 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。結ぺと命じられたものから離れ，地上で
である人々の道ではなく。これはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，性の御名において。ない民に先んじ（て下の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。
59|15|かれら以前にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，つ見ることが出来ない。い先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 い 果を請い願う。味わった者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにしても同じで，（頑固に）信じようじで頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ある人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来世を堅く信じる者たちである。においても）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらには痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。懲罰を科せられよう。
59|16|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 魔の御名において。ように人に向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 てなさい。」と言う者があると言う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，悪魔〔シャ 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたと わりはない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく恐らくあなたがたはろしいの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら ーの御名において。
と言う。
59|17|そ凡ての称讃あれ，れで 者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の人と 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは最後の審きの日の主宰者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに る人々の道ではなくことになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 偽りのために，かれらには手 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
永 に住むのである。もう。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。徒となったへの御名において。 である人々の道ではなく。遠にその中に住むのである。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 応報を伝えなさ
59|18|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。明であられます。」日の主宰者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に何を請い願う。したか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れぞれ考えなさいーの御名において。 。
そ凡ての称讃あれ，してアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを



59|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれた者に。の御名において。ようであってはならない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら自身を守るであろう。の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。忘れてしまったのか。あなたがれさーの御名において。
せたの御名において。である人々の道ではなく。これらの御名において。者に。はアッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。たちである人々の道ではなく。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
59|20|火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。住むのである。人と の御名において。住むのである。人とは同じで，（頑固に）信じようじではない。 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。住むのである。人こそ凡ての称讃あれ， 利者に。である人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 楽園に就いての吉報を伝えなさ 楽 勝手に）変えてしまった。それでわれ
59|21|もしもわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。山を持ち上げた時を思い起せ。に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはきアッラーの御名において。っと って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。恐らくあなたがたはれて粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにーの御名において。 遜って，アッラーを恐れて粉々に ーの御名において。
ける人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 る人々の道ではなくであろう。こんな譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは人 に示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものす者，の御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく熟考す者，る人々の道ではなくであろうと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう砕け崩れそうな崖のふち 見ることが出来ない。 間の悪魔〔シャ

からである人々の道ではなく。
59|22|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられる人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。かれは幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，ってーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
おられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。慈 深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。
59|23|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられる人々の道ではなく。かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。至高の御名において。王者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。 にして平安の御名において。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
源であり，信仰を管理し，安全を守護なされ，偉力ならびなく全能で，限りなく尊い方であられる。アッラであり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。管理を）知った上は，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安全を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者， なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。全能であられる。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りなく慈愛深きアッラーの御名において。尊い方であられる人々の道ではなく。アッラ護者も援助者もないのである。 偉大な恩恵の主であられる。
に えあれ。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく配す者，る人々の道ではなくもの御名において。の御名において。上の幸福を成就する者である。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの高く慈愛深きアッラーの御名において。おられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 讃あれ，

59|24|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ であられる人々の道ではなく。造に向かい，物だ。」と言うの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，造に向かい，化された生命を，権利のため以外には殺害してはならない。この御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，形 を請い願う。授けたものを施す者，ける人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主であり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も美していますのに。」かれは仰せられしいーの御名において。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
御名において。はかれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 える人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく讃あれ， 偉大な恩恵の主であられる。 。
60|1|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 である人々の道ではなく者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，友としてはならない。敵である。地上には，あなたがたのため 敵である。地上には，あなたがたのため
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた真理を）知った上は，を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなくにも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはに好きな敵である。意されている。を請い願う。寄った上せる人々の道ではなくの御名において。か。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。
主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしている人々の道ではなくという理を）知った上は，由で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放したの御名において。である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。ーの御名において。
喜ばせるものである。」びを請い願う。 いなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に に出かけていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一方で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに好きな敵である。意されている。を請い願う。寄った上せる人々の道ではなくの御名において。か。われは願う。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 す者，ことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，ことも知った上は，っている人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。この御名において。ようなことを請い願う。す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように正しい道に導きたまえ，隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
しい道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。である人々の道ではなく。
60|2|かれらはもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。手に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。手と舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。 意されている。を請い願う。もってあ敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。
60|3| 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。においては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いもまた子女も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。かれは復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 親，孤児，貧者を規切に扱い
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。裁 なされる人々の道ではなく。アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。決して正しく導か ーの御名において。
60|4|イブラ ヒ ムやかれと共に立礼しなさい。にいた者に。たちの御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように良いものの代りにつまらないものをい模 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。かれらーの御名において。 ーの御名において。 範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら
が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人びとに言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
置し，当てもなくさ迷わせられる。いて崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなくもの御名において。とは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何の御名において。 りもない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと す者，る人々の道ではなく。わたしたちとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 絶するで縁を絶つことを誓う者は， 間の悪魔〔シャ
なたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ だけを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなくようになる人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 の御名において。 意されている。と憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくばかりである人々の道ではなく。」と言う者があるイブラ ヒーの御名において。 遠にその中に住むのである。 敵である。地上には，あなたがたのため 悪魔〔シャ ーの御名において。 ーの御名において。
ムは父 だけにこう言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打りましよう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。親，孤児，貧者を規切に扱い
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなくどんな力なもの）になるまでかれらに対して戦えもアッラ から けないでしょう。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打った）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたに御ーの御名において。 頂けよう。」
り申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにだけ悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許します者，。わたしたちの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさきアッラーの御名において。着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはあなたの御名において。御 ばかりです者，。縋っている者は，必ず正 許に帰らせられる御方。

60|5|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。 に し入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。本試練で 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられます者，。」と言う者がある偉大な恩恵の主であられる。
60|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。に望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 している人々の道ではなく者に。にとって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言う の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には良いものの代りにつまらないものをい模 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくーの御名において。 託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 語り，正しい者の一人である。」 範）を下した。知識があなたがたに下った後，かれら 。
だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあっても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自足を踏み入れるこなされる人々の道ではなく御方 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ，
60|7|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 意されている。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。たちとの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ある人々の道ではなくいは友情もなく，執り成しもないを請い願う。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。させる人々の道ではなくこーの御名において。 敵である。地上には，あなたがたのため 間の悪魔〔シャ
ともあろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全能であられる。であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許
60|8|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の上の幸福を成就する者である。の御名において。ことであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに いを請い願う。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 けたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。家から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放しなかっーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
た者に。たちに 切に扱いを請い願う。尽くされることし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，に待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。遇で同居（復縁）させるか，あるいす者，る人々の道ではなくことを請い願う。禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は公正しい道に導きたまえ，な者に。を請い願う。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられ親，孤児，貧者を規切に扱い ーの御名において。
る人々の道ではなく。
60|9|アッラ は只次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。ような者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の上の幸福を成就する者である。の御名において。ことであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたと いを請い願う。交えたーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。家から追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放した者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳放す者，る人々の道ではなくにあたり力なもの）になるまでかれらに対して戦えを請い願う。 した者に。たちである人々の道ではなく。かれら貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで
に 故を請い願う。通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーじる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外じられる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。 でもかれらを請い願う。 密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはな友とす者，る人々の道ではなく者に。は不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。である人々の道ではなく。縁を絶つことを誓う者は， 誰も）迷わさない。 親，孤児，貧者を規切に扱い 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
60|10|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 人の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に逃されない。げて来た は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らを請い願う。 しな婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 許に帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 試問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
さい。かの御名において。女らの御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられる人々の道ではなく。もしかの御名において。女らが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに分を欺いているのに過ぎなったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。 に してはならない。かの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものではなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らにとっては合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものではない。しかしかれら
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ったもの御名において。は返すことも出来ないであろう。してやれ。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女らにマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくなら贈って裁判官に近付
ば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女を請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうはない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な女との御名において。 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，固に）信じよう持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなしていてはならない。あな絆が断絶するで
たが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとして）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ったもの御名において。の御名において。返すことも出来ないであろう。 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。かの御名において。女の御名において。夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てもよい。またかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，贈って裁判官に近付 還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない
者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったもの御名において。につ見ることが出来ない。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。返すことも出来ないであろう。 の御名において。要に迫られた場合は罪にはなら求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに して求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。させればよい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。これはアッラ贈って裁判官に近付 還しなさい。（自分の）悪いものを，（かれらの）良いものと替えてはならない 対し）その身を守るであろう。
の御名において。御裁である人々の道ではなく。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの公正しい道に導きたまえ，に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの裁 なされる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は全知った上は，にして英明であられます。」であーの御名において。 間の悪魔〔シャ 決して正しく導か ーの御名において。

られる人々の道ではなく。
60|11|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 を請い願う。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。 に走る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。の御名において。許に帰らせられる御方。 許に帰らせられる御方。
夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに 利を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，られた者に。にそ凡ての称讃あれ，の御名において。 利品を入れてやって来る。あなたがたがの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，マハルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさとして ったもの御名において。と同じで，（頑固に）信じよう を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ勝手に）変えてしまった。それでわれ 納得しないであろう。あなたがかれらの宗旨に従わない限 暁に（罪の）赦しを 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 贈って裁判官に近付 額も定めない中に，離別するのは罪ではない。だがかの
なさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。ーの御名において。
60|12| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。 へ女の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに しこう忠 を請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ預言者たち）に啓示したもの 許に帰らせられる御方。 対し）その身を守るであろう。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ ーの御名において。
の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は何もの御名において。も同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。しまん。 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーしません。子女を請い願う。 しません。また手や足を踏み入れるこの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，姦淫や密通をせずに，きちんと婚資を与 殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 間の悪魔〔シャ
捏造に向かい，した嘘は申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでしません。また正しい道に導きたまえ，しいことには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。ません。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。うならば）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女たちの御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。
を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなくようアッラ に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打れ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で ーの御名において。 ーの御名において。 寛大に許

く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
60|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。った者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，友情もなく，執り成しもないを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなってはならない。かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。葬るのに，わたしはこのカラス程のことさえ出ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仲 に就する者である。いて 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしている人々の道ではなくの御名において。と同じで，（頑固に）信じようじように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。に就する者である。いて 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしている人々の道ではなくの御名において。場所から離れさ 間の悪魔〔シャ 絶するで 絶するで
である人々の道ではなく。
61|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 讃あれ， 偉大な恩恵の主であられる。
61|2|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自ら）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわないことを請い願う。口にす者，る人々の道ではなくの御名において。か。
61|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさわないことを請い願う。口にす者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていまれる人々の道ではなくところである人々の道ではなく。ーの御名において。
61|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。御好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になられる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 田な建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きの造に向かい，物だ。」と言うの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いを請い願う。 んでかれの御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にーの御名において。 堅く信じる者たちである。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 組の中だったのですか。」 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
う者に。たちである人々の道ではなく。



61|5|ム サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。人びとに言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どうしてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしを請い願う。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
る人々の道ではなくの御名において。か。わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，っている人々の道ではなくではないか。」と言う者があるーの御名において。
そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく常 を請い願う。踏み迷える人々の道ではなくみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はず取り上げられる。本当にアッラした ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。げられた。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ規切に扱い 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 ーの御名において。
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 導きたまえ，

61|6|マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，こう言った を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの遣わした。あなたは業火の住人にわされた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしより以前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またーの御名において。 確証人を呼んでみなさ
わたしの御名において。後の審きの日の主宰者に。に来る人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。吉 を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，の御名において。名において。前は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アハマドである人々の道ではなく。」と言う者があるだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく明であられます。」 を請い願う。もって れた報を伝えなさ 証人を呼んでみなさ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは明であられます。」らかに魔 である人々の道ではなく。」と言う者があると言った。術を教え，またバービル
61|7|イスラ ムに招いた。不信心者は恥ずべき懲罰を受けるであろう。かれていなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて虚な を請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなく者に。以上の幸福を成就する者である。に を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろうか。ーの御名において。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 悪魔〔シャ
アッラ は不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう民に先んじ（て下を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 導きたまえ，
61|8|かれらはアッラ の御名において。御光を取りを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，口先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」で消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のそ凡ての称讃あれ，うと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は例えてみれば，ちょうどえ不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忌まわしい道である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あーの御名において。 ーの御名において。
おうとも御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。光を取り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 わした。ーの御名において。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
61|9|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。と真 の御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わされた方で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，例えてみれば，ちょうどえ多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく忌まわしい道である。導きたまえ， 実 遺言をするよう定め
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。嫌う。自分たちのために善いことを，あおうとも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。凡ての称讃あれ，ての御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。上の幸福を成就する者である。に高く慈愛深きアッラーの御名において。 げさせられる人々の道ではなく。ーの御名において。 掲げられた方である。それからかれは，
61|10|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたの御名において。 から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれる人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，う。懲罰を科せられよう。
61|11|そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 と生命じられたものから離れ，地上でを請い願う。もってアッラ の御名において。道に導きたまえ，にーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 ーの御名において。

努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなくことである人々の道ではなく。もし分を欺いているのに過ぎなる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も善い。奮闘努力する者，
61|12|かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうは赦し，また善行をする者にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アドン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものエデ様の 楽園に就いての吉報を伝えなさ
ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 における人々の道ではなく美していますのに。」かれは仰せられしい邸宅に住むのである。まわせる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは至福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ
61|13|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく好きな敵である。む，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。恩 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。アッラ の御名において。御助けを請い願う。けと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，速であるかな 利である人々の道ではなく。だ恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
からこの御名において。吉 を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに えなさい。報を伝えなさ 伝えなさ
61|14|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。になれ。マルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のムの御名において。子イ サ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者子たちにーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。ように言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしの御名において。助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者子たちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえーの御名において。 誰も）迷わさない。
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦え者に。です者，。」と言う者があると言った。そ凡ての称讃あれ，の御名において。さいイスラエルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさの御名において。子 たちの御名において。一 は信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしーの御名において。 孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
一 は背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けた。そ凡ての称讃あれ，れでわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちを請い願う。助けを請い願う。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち向かい，かわせた。こうしてかれ団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 敵である。地上には，あなたがたのため
らは 利者に。となったの御名において。である人々の道ではなく。勝手に）変えてしまった。それでわれ
62|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至高の御名において。王者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，神があるなどと唱えてはならない。 にして 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびーの御名において。 讃あれ， 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 偉大な恩恵の主であられる。
なく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。
62|2|かれこそ凡ての称讃あれ，は文盲の御名において。者に。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。 わし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 かせてかれらを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と間の悪魔〔シャ 遺言をするよう定め 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
英知った上は，を請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた方である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，以前は明であられます。」らかに邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。道に導きたまえ，にあった。
62|3|まだ来ていない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 盲者に。以降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとにも教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられ預言者たち）に啓示したもの 偉大な恩恵の主であられる。
る人々の道ではなく。
62|4|これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。恩 である人々の道ではなく。かれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。にこれを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。アッラ は 大な恩 の御名において。主であーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
られる人々の道ではなく。
62|5|律法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの守り，またわれが授けたものを施す者， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かを請い願う。 わされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。果たさない者に。を請い願う。譬えれば火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りえれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うを請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多ロにしようとするのか。」バの御名において。ような護者も援助者もないのである。 責は必ず不信心者の上に下る 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 書き変える。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
もの御名において。である人々の道ではなく。アッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。嘘である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。も同じで，（頑固に）信じよう で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれむべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。ーの御名において。 様の ーの御名において。 悪魔〔シャ
者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。になられない。導きたまえ，
62|6|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるユダヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後の教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，奉す者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。人びと以上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御ーの御名において。
に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。りである人々の道ではなくと言いはり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあく慈愛深きアッラーの御名において。までも真 である人々の道ではなくと 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。す者，る人々の道ではなくならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか国を与えた。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れる人々の道ではなくはず取り上げられる。本当にアッラだから今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとす者，気付かない。 実 確

ぐ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 い いなさい。」と言う者がある請い願う。 願う。
62|7|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。手で今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとまで犯していたためである。した（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， して死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。 い わないであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア決して正しく導か 請い願う。 願う。
ッラ は不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
62|8|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく逃されない。れようとす者，る人々の道ではなく死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 うの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れから襲った。
幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，と 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく御方に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをり返すことも出来ないであろう。され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに自分を欺いているのに過ぎなの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた を請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らせる人々の道ではなく。」と言う者がある現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
62|9|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，合は鮮かで，見る者を同じで，（頑固に）信じよう礼 の御名において。日の主宰者に。の御名において。礼 の御名において。呼んでみなさびかけが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく唱えてはならない。えられたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくこ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， ーの御名において。
とに急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，商 から れなさい。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっている人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に最も善い売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 離れ，地上で 。
62|10|礼 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは方々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに散らばせる雨の中に，また風向きのり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 えて多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 讃あれ，
唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは える人々の道ではなくであろう。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
62|11|しかしかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，うまい けや びごとを請い願う。 かける人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち上の幸福を成就する者である。っている人々の道ではなくあなたを請い願う。儲けや遊びごとを見かけると，（礼拝のために）立ち上っているあなたを 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。 見ることが出来ない。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
等しく）失敗者である。 にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，ちらに け出す者，始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）末であろうか。。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。御 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。恩 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， や取引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。より閑にはしない。 駆り立てるであろう。何と悪い帰り所 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 遊びか戯れに過ぎない。だが主を畏れる者には，来世の住まいこそ最も優れている。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
も る人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善の御名において。 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う者に。であられる人々の道ではなく」と言う者がある。優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 給
63|1| 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。 にやって来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなくこ偽りのために，かれらには手 許に帰らせられる御方。 ーの御名において。
とを請い願う。 言す者，る人々の道ではなく。」と言う者があると言う。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。またアッラ は証人を呼んでみなさ ーの御名において。 確 ーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真に嘘言の御名において。徒となったである人々の道ではなくことを請い願う。 言なされる人々の道ではなく。偽りのために，かれらには手 証人を呼んでみなさ

63|2|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れ として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。道に導きたまえ，から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妨げたり，またそれを破壊しようげている人々の道ではなく。本悪魔〔シャ 隠すことも知っている。」と仰せられた。 場所から離れさ ーの御名において。
当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていむべきアッラーの御名において。である人々の道ではなく。
63|3|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。になったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。じられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。
かれらは理を）知った上は，解しないのか。しない。
63|4|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 体に感心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。す者，る人々の道ではなくであろう。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 風向きの 語り，正しい者の一人である。」
そ凡ての称讃あれ，の御名において。雄弁な言 に魅せられる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何の御名において。知った上は， もなく慈愛深きアッラーの御名において。何を請い願う。言っても分を欺いているのに過ぎならない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの壁があり，高い壁の上には印によって，凡ての者を見分ける人びとがいて，かに寄った上りかかって葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 識
いる人々の道ではなくただの御名において。材木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。ようなもの御名において。である人々の道ではなく。かれらはどの御名において。叫び声の外聞けない者のようびも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなたちの御名において。ことを請い願う。いっている人々の道ではなくと考えている人々の道ではなく。か
れらは である人々の道ではなく。用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさい。アッラ よかれらを請い願う。 ぼして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。何とかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逸れてはれたこ敵である。地上には，あなたがたのため ーの御名において。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
とよ。
63|5|かれらに向かい，かって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある来なさい。アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくであろう。」と言う者があるーの御名において。
と言うと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，微慢で不信の徒となったに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 よう。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 見ることが出来ない。
63|6|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に御赦し，また善行をする者にしを請い願う。祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打らなく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらにとって同じで，（頑固に）信じようじである人々の道ではなく。アッラ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， してかれらを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになられない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。を請い願う。御 きアッラーの御名において。にならーの御名において。 決して正しく導か ーの御名において。 ーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 導きたまえ，



れない。
63|7|かれらはこう言うの御名において。である人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったと一 の御名において。者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，施す者，しを請い願う。してはいけません。かれらはーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
局かれらの懲罰は軽減されず，解しないのか。散らばせる雨の中に，また風向きのされる人々の道ではなくの御名において。です者，。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。宝 はアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。理を）知った上は，解しないのか。しない庫（の管理者）に任命して下さい。わたしは本 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 。
63|8|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ マディ ナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをに れば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，この御名において。高 な者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく卑められ排斥されよ。」しい者に。たちを請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラそ凡ての称讃あれ，こか・ラーム・ミーム。 ーの御名において。 帰らせられる御方。 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは
ら追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳うでしょう。」と言う者があると言う。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ， 誉は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちにある人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも ーの御名において。 偽りのために，かれらには手
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎならない。
63|9|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。富や子女にかまけて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじる人々の道ではなくことを請い願う。 かにしてはならない。ーの御名において。 疎かなことをしたことか。」かれらは背に自分の重荷を負ってい
そ凡ての称讃あれ，うす者，る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられわない者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自らを請い願う。 う者に。である人々の道ではなく。ーの御名において。 損なったのではなく，只自分の
63|10|死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。理を）知った上は，う前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえたもの御名において。から施す者，しなさい。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何故あなたは暫
く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 の御名において。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられないの御名において。です者，か。そ凡ての称讃あれ，うす者，ればわたしは喜ばせるものである。」 〔シャサダカ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しを請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。になりま間の悪魔〔シャ 猶予もないであろう。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
す者，の御名において。に。」と言う者があると言う。
63|11|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は にも 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。 誰も）迷わさない。 猶予もないであろう。 ーの御名において。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。暁に（罪の）赦しを
64|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにあり地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。 える人々の道ではなく。大 はかれの御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられもまたかれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，ーの御名において。 讃あれ， 権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ 讃あれ，
る人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。
64|2|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られた方である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。でまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。は創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさうことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
64|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，によって天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 造に向かい，なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさって美していますのに。」かれは仰せられしい姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとになされた。またかれ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
の御名において。御 に り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたはある人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
64|4|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。における人々の道ではなく凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 す者，もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わす者，もの御名において。までも知った上は，ってお隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
られる人々の道ではなく。またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。
64|5|昔のことは問わないがの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。たちの御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに しなかったの御名において。か。かれらは 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。 果を請い願う。味わ達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また痛い懲罰が下されよう。ましい を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけた。懲罰を科せられよう。
64|6|そ凡ての称讃あれ，れは使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな明であられます。」 を請い願う。もってかれらの御名において。もとに来たの御名において。にも拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。様の 証人を呼んでみなさ 間の悪魔〔シャ
けようか。」と言う者があると言ったため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じょうとせず取り上げられる。本当にアッラ背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打導きたまえ， ーの御名において。

め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られない。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ち足を踏み入れるこられる人々の道ではなく御方 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 讃あれ，
64|7|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， りなどはないと主 す者，る人々の道ではなく。言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うではない。主に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。っていう。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。 張
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなったことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげ知った上は，らされる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れはアッ甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
ラ においては容易でなことである人々の道ではなく。ーの御名において。
64|8|だからアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした光を取り明であられます。」を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ーの御名において。 ーの御名において。
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。暁に（罪の）赦しを
64|9|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時なされる人々の道ではなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時合は鮮かで，見る者をの御名において。日の主宰者に。は し合は鮮かで，見る者をいの御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。 でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしな 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
に しんだ者に。からは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。 われ川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく にかれらを請い願う。入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。動しむ人たち 様の 悪魔〔シャ 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 払うようなことを 楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
まわせる人々の道ではなく。これは大いなる人々の道ではなく 利（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至福を成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。勝手に）変えてしまった。それでわれ
64|10|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした者に。は 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に住むのである。む。何と偽りのために，かれらには手 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。 悪魔〔シャ
い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。帰らせられる御方。
64|11|どんな 厄も，あなた自身からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 しなく慈愛深きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。る人々の道ではなくことはない。 でもアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 誰も）迷わさない。 ーの御名において。
を請い願う。 かれよう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。導きたまえ， ーの御名において。 暁に（罪の）赦しを
64|12|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ に え。また使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに え。 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 仮初の生活の生計があろう。」と言った。 務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
明であられます。」 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの宣べ える人々の道ではなくことである人々の道ではなく。確 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 伝えなさ
64|13|アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。はアッラ に全幅の信頼を寄せなさい。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， を請い願う。寄った上せなさい。ーの御名において。 ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
64|14|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかや子女の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなく。だからかれらに用対し）その身を守るであろう。 敵である。地上には，あなたがたのため
心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。しなさい。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かばうならば（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れもよい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。い御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。

64|15|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。富や子女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一つ見ることが出来ない。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎない。アッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 大な は試 過ぎな ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
ある人々の道ではなく。
64|16|だから心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。尽くされることしてアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。そ凡ての称讃あれ，して い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，しの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。ーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善いであろう。また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 欲に用心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは繁 を請い願う。成就する者である。す者，る人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。貪ってはならない。またそれを贈って裁判官に近付 栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
64|17|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもしアッラ に善い 付かない。を請い願う。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。倍加えられることを。なされーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされよう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は感 にあつ見ることが出来ない。く慈愛深きアッラーの御名において。大度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれにおわします者，。ーの御名において。 謝するであろう。
64|18|また幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，も 象界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。も知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。英明であられます。」であられる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 偉大な恩恵の主であられる。
65|1| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていす者，る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。に しそ凡ての称讃あれ，の御名において。期 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 算に迅速であるしな預言者たち）に啓示したもの 離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 間の悪魔〔シャ 確 計があろう。」と言った。
さい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。かの御名において。女らに明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。な不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。 了したならば，公平な待遇で同居させるか，または以前に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの家かーの御名において。 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
ら追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い出してはならない。また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかの御名において。女らを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさかせてはならない。これらはアッラ の御名において。 である人々の道ではなく。アーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
ッラ の御名において。 に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。を請い願う。 う者に。である人々の道ではなく。あなたは知った上は，らないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はこの御名において。後の審きの日の主宰者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，新しーの御名において。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。 確 損なったのではなく，只自分の ーの御名において。
い事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ を請い願う。引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。こされる人々の道ではなくかも知った上は，れない。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
65|2|そ凡ての称讃あれ，の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 了したならば，公平な待遇で同居させるか，またはした は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に れなさい。そ凡ての称讃あれ，してあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から公満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
正しい道に導きたまえ，な 2人の御名において。 人を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に向かい，い 言させなさい。これは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ と最後の審きの日の主宰者に。の御名において。日の主宰者に。を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。に与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえら証人を呼んでみなさ ーの御名において。 証人を呼んでみなさ ーの御名において。
れた 戒としである人々の道ではなく。またアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの解しないのか。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの出ロにしようとするのか。」を請い願う。 えられる人々の道ではなく。訓戒とし ーの御名において。 決して正しく導か 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
65|3|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく考えつ見ることが出来ない。かないところから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは万全であら恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
れる人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ御意されている。を請い願う。完遂げることになる。なされる人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。
65|4|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが の御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 い者に。に就する者である。いてもし疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。く慈愛深きアッラーの御名において。ならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの命じられたものから離れ，地上でじられた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。期経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから 無
は間の悪魔〔シャ 3ヶ月間待たねばならない。もし（離婚の意志を）ひるがえすなら月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがである人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまだ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラが の御名において。 い者に。に就する者である。いても（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われ娠するのを知っておられ，またその子宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，している人々の道ではなく者に。の御名において。 合は鮮かで，見る者を，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。期 は経に就いて，あなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それは不浄である。だから 無 様の 場所から離れさ 間の悪魔〔シャ

かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。おろす者，までである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。容易でになされる人々の道ではなく。ーの御名において。
65|5|これはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者である人々の道ではなく。アッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。ーの御名において。 ーの御名において。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本悪魔〔シャ
われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに す者，る人々の道ではなく を請い願う。 大される人々の道ではなくであろう。払うようなことを 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 増すであろう。」



65|6|かの御名において。女たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。暮れまで斎戒を全うしなさい。マスしている人々の道ではなく所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。力なもの）になるまでかれらに対して戦えに じて住むのである。まわせなさい。かの御名において。女らを請い願う。応 窮に見舞われ，（不安の中に）動揺させられて，
屈にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラらせてはならない。もし妊でありますのに。」かれ（天使）は言った。「このように，アッラーは御望みのことを行われ娠するのを知っておられ，またその子宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，している人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，出 す者，る人々の道ではなくまでの御名において。 用を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女たちに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえなさ産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 費やし，礼拝の務めを守り，定
い。もしかの御名において。女たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに授けたものを施す者，乳す者，る人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，場所から離れさ 報を伝えなさ 間の悪魔〔シャ
しく慈愛深きアッラーの御名において。相 しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくまとまらなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，乳してもよい。談しなさい。いったん決った 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
65|7|裕福を成就する者である。な者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。裕福を成就する者である。さに じて支 わせなさい。また 力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるしい者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言う応 払うようなことを 資をもって，（良縁を）探し求め，面目を恥かしめず，私通（のよ ーの御名において。
えたもの御名において。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から支 わせなさい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にもかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた以上の幸福を成就する者である。の御名において。もの御名において。を請い願う。 されない。アッラ払うようなことを ーの御名において。 誰も）迷わさない。 課せられたアッラーヘの義務である。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ の御名において。後の審きの日の主宰者に。に安易でを請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなく。ーの御名において。 難かしいこと。

65|8|どんなに多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主とかれの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちの御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者に背く者の外は，（誰も）迷わさない。いたことであろう。そ凡ての称讃あれ，れでわれは しく慈愛深きアッラーの御名において。清めなさい。」算に迅速であるし厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。せしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 でかれらを請い願う。 した。懲罰を科せられよう。 罰を科せられよう。
65|9|こうしてかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 い 果を請い願う。味わい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最後の審きの日の主宰者に。には 局かれらの懲罰は軽減されず， 亡きした。悪魔〔シャ 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
65|10|アッラ はかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい を請い願う。 なされる人々の道ではなく。だから信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ある人々の道ではなく人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッーの御名において。 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ 慮するであろう。われに感謝し
ラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れなさい。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 確 訓戒とし
65|11|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわした。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ の御名において。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。に解しないのか。明であられます。」す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさーの御名において。 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
を請い願う。なす者，者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暗 の御名において。深きアッラーの御名において。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。から光を取り明であられます。」の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に きアッラーの御名において。出す者，ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，アッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 導きたまえ， ーの御名において。
下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むの御名において。であろ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に善い御楽園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。 ーの御名において。
み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされる人々の道ではなく。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく

65|12|アッラ こそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 7 の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと同じで，（頑固に）信じよう に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの層正当である。女は，公平な状態の下 様の 7 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 造に向かい，なされた方である人々の道ではなく。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの御層正当である。女は，公平な状態の下 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは ーの御名において。
命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者はそ凡ての称讃あれ，れらの御名において。 から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって来る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またアッラ の御名において。間の悪魔〔シャ ーの御名において。 ーの御名において。
御知った上は， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ物だ。」と言うを請い願う。 かに包 なされる人々の道ではなくことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに分を欺いているのに過ぎなからせる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。識 確 囲まれる。
66|1| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に合は鮮かで，見る者を法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒とされている人々の道ではなくことを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御好きな敵である。意されている。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。では預言者たち）に啓示したもの ーの御名において。 ーの御名において。
なく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只あなたの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちの御名において。御 嫌う。自分たちのために善いことを，あを請い願う。とる人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。的であってはならないだけで何故自ら禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなくの御名において。か。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈機 ーの御名において。 寛大に許
悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。
66|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。解しないのか。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のす者，る人々の道ではなくよう既に明示している。に御 しが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあった。アッラ はーの御名において。 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に ーの御名において。
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，全知った上は，にして英明であられます。」であられる人々の道ではなく。護者も援助者もないのである。
66|3| 言者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。一人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハフサ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにある人々の道ではなく秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。打ち明であられます。」けた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハフサ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものア イシャ預言者たち）に啓示したもの 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの口外に同じような神があるなどと唱えてはならない。したの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はそ凡ての称讃あれ，の御名において。こと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。漏れしたこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。かれに知った上は，らせた。かれはそ凡ての称讃あれ，の御名において。一部分を欺いているのに過ぎなを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハーの御名において。
フサに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一部分を欺いているのに過ぎなは伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせて置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。そ凡ての称讃あれ，れでかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものハフサ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かの御名において。女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげましたか。」と言う者があると言った。かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何もかも御存知った上は，の御名において。御方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。
わたしに告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられました。」と言う者がある
66|4|もし梅悟を許された。本当にかれは，寛大に許してアッラ に る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたーの御名において。 帰らせられる御方。 2人の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善いほうに く慈愛深きアッラーの御名において。。もし共に立礼しなさい。 してかれに傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報抗して法を越えていたためである。す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ はかれの御名において。守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちもーの御名において。 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。
皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの支持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じな者に。である人々の道ではなく。
66|5|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 婚してはならない。仮令あなたがたが気に入っていしたならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに る人々の道ではなく妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかたちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かりにかれに授けたものを施す者，けら離れ，地上で 優るか，またはそれと同様の
れる人々の道ではなくであろう。アッラ に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許して（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時に主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 虚なに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 謙虚な 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， んで事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたり 戒としす者，る人々の道ではなく者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。婚してはならない。仮令あなたがたが気に入ってい者に。もあり 女もあろう。進めるが，暗闇になれ 斎戒が定められた。恐らくあ 処でも望む所で，思う存分
66|6|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 と石を燃料とを請い願う。燃料ととす者，る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り からあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた自身を守るであろう。とあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れ間の悪魔〔シャ 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 。
そ凡ての称讃あれ，こには 格で痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か命じられたものから離れ，地上でされて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはアッラ の御名において。命じられたものから離れ，地上でじられたことに 犯していたためである。せず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言厳しい試練で ーの御名において。 違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
い付かない。けられたことを請い願う。 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさす者，る人々の道ではなく。実
66|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは言われる人々の道ではなくであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，弁解しないのか。してはならない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
たは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに して いられる人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ
66|8|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 虚なに悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許してアッラ に れ。恐らくあなたがたはらく慈愛深きアッラーの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな を請い願う。謙虚な ーの御名において。 帰らせられる御方。 様の 悪魔〔シャ 払うようなことを
い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせる人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言者に。やかれに って信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラしめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。はしない。かれらの御名において。光を取りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。前方または右方だ こう。かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言うであろう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
わたしたちの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，光を取りを請い願う。完全になされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちを請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。あなたは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられ
ます者，。」と言う者がある
66|9| 言者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。と 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にたいし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしなさい。またかれらに し 硬くなった。いやそれよりも硬くなった。本当に岩のであれ。かれらの御名において。住むのである。預言者たち）に啓示したもの 偽りのために，かれらには手 奮闘努力する者， 対し）その身を守るであろう。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
まいは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 である人々の道ではなく。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
66|10|アッラ は不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 例えてみれば，ちょうどを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。ヌ フの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ トの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかである人々の道ではなく。かれら 人はーの御名において。 実 ーの御名において。 ーの御名において。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
2人の御名において。正しい道に導きたまえ，しいわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべの御名において。 にいた。かの御名において。女たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの夫と妻の間を引き離す術を学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにたいして不 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御 で許に帰らせられる御方。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ実 ーの御名において。 許に帰らせられる御方。
何ら得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくところはなかった。そ凡ての称讃あれ，して「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 2人は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく者に。と一 に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられ緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
た。
66|11|またアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に例えてみれば，ちょうどを請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなく。フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかである人々の道ではなく。かの御名において。女が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこう言っーの御名において。
た を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。しなさい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。あなたの御名において。御 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。家を請い願う。御建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのて下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，してフィ時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 楽園に就いての吉報を伝えなさ 側こそは，最高の
ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしを請い願う。御救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いい下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある義を知っているとあなたがたに告げたではないか
66|12|またわれは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ったイムラ ンの御名において。娘たちがいる。あなたがたにとってマルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。体内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫た）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。吹ききアッラーの御名において。 んだ。かの御名において。貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の ーの御名において。 霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
女は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御言 とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。 す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，敬炭な（しもべの）一人であった。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものしもべの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一人であった。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 実証人を呼んでみなさ
67|1|大 を請い願う。掌握る者が辞退しなされる人々の道ではなく方に祝福を成就する者である。あれ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは凡ての称讃あれ，ての御名において。ことに全能であられる。であられる人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
67|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。と生を請い願う。 られた方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れている人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ら創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 誰も）迷わさない。 優るか，またはそれと同様の 試
れる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは 力なもの）になるまでかれらに対して戦えならびなく慈愛深きアッラーの御名において。 容であられる人々の道ではなく。偉大な恩恵の主であられる。 寛大に許
67|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一 一 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，層正当である。女は，公平な状態の下 層正当である。女は，公平な状態の下 7天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 られる人々の道ではなく御方。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。御方の御名において。 造に向かい，には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少しの御名において。不 和であり，慈悲であるもないこ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 調停するのは，罪では
とを請い願う。 る人々の道ではなくであろう。そ凡ての称讃あれ，れで改め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て 察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもしなさい。あなたは何か裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。か。見ることが出来ない。 観察しなさい。その中には本当に信仰する人々への印がある。 見ることが出来ない。
67|4|そ凡ての称讃あれ，れで今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。上の幸福を成就する者である。げて る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。あなたの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何の御名において。欠けるか幼弱者であり，または自らロ も し出せず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只ぼんやりして見ることが出来ない。 視線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう 捜し求めてあちこち走り回り，そのためあなたがたの中にはかれらに耳を傾ける者もでてこよう
もとに る人々の道ではなくだけである人々の道ではなく。戻そうと望んでいる。真理が
67|5|かれは灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り明であられます。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 魔たちに す者，る人々の道ではなく磔の刑にするであろう。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとなし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。層正当である。女は，公平な状態の下 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 を請い願う。 した。懲罰を科せられよう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
67|6|かれらの御名において。主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。何と い り所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたである人々の道ではなくことよ。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。 悪魔〔シャ 帰らせられる御方。
67|7|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沸 す者，る人々の道ではなくかの御名において。ように不 味で忌まわしい道である。しい音を下され，でうなる人々の道ではなくの御名において。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 騰する湯を注ぎ足され， 気付かない。



を請い願う。かれらは こう。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
67|8|激しい怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で裂してはならない。そしてあなたがたに対すす者，る人々の道ではなくかの御名において。ようである人々の道ではなく。一 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に投げて誰がげ まれる人々の道ではなく度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，この御名において。看守り，またわれが授けたものを施す者，はかれ団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
らに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。はやって来なかったの御名において。か。」と言う者があると う。問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
67|9|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，うです者，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かに一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちの御名において。 にやって来ました。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたした確 許に帰らせられる御方。
ちは拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして言った。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にアッラ は何（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされない。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大 な の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなくだけーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 変えてしまった。それでわれ 過ぎな誤から明らかに（分別）されている。それで
である人々の道ではなく。』」と言う者がある
67|10|かれらはなお言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，熟考したならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らなかったでし聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
ょうに。」と言う者がある
67|11|かれらは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。住むのである。人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの容赦し，また善行をする者にから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。 れている人々の道ではなく。様の 認し， 自ら証言したのである。 遠にその中に住むのである。 離れ，地上で
67|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に えない主を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，容赦し，また善行をする者にと 大な が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。見ることが出来ない。 偉大な恩恵の主であられる。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
67|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言 を請い願う。 していても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。表わしても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。もの御名において。を請い願う。知った上は，ってお葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
られる人々の道ではなく。
67|14|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 造に向かい，されたもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らないであろうか。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，深きアッラーの御名において。奥を請い願う。理を）知った上は，解しないのか。し通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラー なされる人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 暁に（罪の）赦しを
67|15|かれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」い易でく慈愛深きアッラーの御名において。なされた方である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでそ凡ての称讃あれ，の御名において。 地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。域を請い願う。往来し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
を請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。そ凡ての称讃あれ，して 活の生計があろう。」と言った。の御名において。 にはかれに召されて妻を残す者は，追い立てられることなくされていく慈愛深きアッラーの御名において。身を守るであろう。である人々の道ではなく。糧として種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので

67|16|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく れ く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにいます者，方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 ませられないであろうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。し揺させられて， 動しむ人たち 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 呑み込んでしまった。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
ている人々の道ではなくの御名において。か。
67|17|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにいます者，方が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの砂石を燃料との御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。 を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられないであろうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。し風向きの
ている人々の道ではなくの御名において。か。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何なる人々の道ではなくもの御名において。かを請い願う。知った上は，ろであろう。
67|18|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた以前の御名において。者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくとした。そ凡ての称讃あれ，れであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく如何に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたは興を被って）かれらはその約束を破り，アッラーの印を信じないで，無法にも
ろしいもの御名において。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあったか。
67|19|かれらは上の幸福を成就する者である。を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多 に就する者である。いて考えないの御名において。か。翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはないを請い願う。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 むではないか。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ 鳥をとって，それを慣らし，それからかれら 広大無辺にして全知であられる。 畳むではないか。慈悲あまねく
御方の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れらを請い願う。支える人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくできアッラーの御名において。よう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。ことを請い願う。御存知った上は，であられる人々の道ではなく。誰も）迷わさない。
67|20|慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。御方を請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。助けを請い願う。ける人々の道ではなく となり得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， である人々の道ではなくの御名において。か。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 誰も）迷わさない。
は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，妄りに預言者を殺害したことを想いを）自分の胸にしまっしている人々の道ではなくに ぎない。過ぎな
67|21|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもし御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。なし得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくもの御名において。は である人々の道ではなくの御名において。か。いやかれら恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 誰も）迷わさない。
は高慢で不信の徒となったと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの回避けるであろうか。まさにわれは，現世においに固に）信じよう す者，る人々の道ではなく。執り成しも許されず，償いも受
67|22| を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只 なに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，の御名において。上の幸福を成就する者である。を請い願う。 正しい道に導きたまえ，しく慈愛深きアッラーの御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どちらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよく慈愛深きアッラーの御名において。 かれる人々の道ではなくの御名において。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 頑固に）信じよう 歩みを進めるが，暗闇になれ 規切に扱い則がなかったならば，あなたがたはその受け取ったもののた 歩みを進めるが，暗闇になれ 導きたまえ，
か。
67|23|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれこそ凡ての称讃あれ，はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，感情もなく，執り成しもない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
力なもの）になるまでかれらに対して戦え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた方である人々の道ではなく。何とあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。感 の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられの御名において。薄いことよ。」と言う者がある謝するであろう。
67|24|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に分を欺いているのに過ぎな散らばせる雨の中に，また風向きのし繁 させられた方であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
たはかれの御名において。御 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。」と言う者がある許に帰らせられる御方。
67|25|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。言 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく真 なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。契 は何 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果たされる人々の道ではなくの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであ葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 実 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
ろうか。」と言う者があると言う。
67|26|言ってやろが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ だけである人々の道ではなく。わたしは公明であられます。」な警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎーの御名において。 過ぎな
ない。」と言う者がある
67|27|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 にそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちの御名において。 は悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に る人々の道ではなく。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てい辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 曇り，
たもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。成就する者である。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
67|28|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もしアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしやわたしと一 の御名において。者に。を請い願う。ーの御名において。 緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
ぼされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。を請い願う。痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いうもの御名において。は であろうか。」と言う者がある滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 懲罰を科せられよう。 誰も）迷わさない。

67|29|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれは慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。あまねく慈愛深きアッラーの御名において。御方であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちはかれを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの全
てを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの托しなさい。本当にアッラーは，管理者として万全であられる。す者，。やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」らかな の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく である人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。」と言う者がある過ぎな誤から明らかに（分別）されている。それで 誰も）迷わさない。
67|30|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは考えないの御名において。か。もし或ること（罪）のる人々の道ではなく朝にタべに讃えなさい。」，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，っ
たならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出る人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに(■?))せる人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一体 である人々の道ではなくの御名において。か。」と言う者がある誰も）迷わさない。
68|1|ヌ ン。 に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また いたもの御名において。において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。ーの御名において。 筆に誓けて，また書いたものにおいて誓う。 書き変える。
68|2|主の御名において。恩 において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは いではない。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
68|3|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尽くされることきアッラーの御名において。ない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
68|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。高な 性を請い願う。 えている人々の道ではなく。徳な行いを慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
68|5|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたは よう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらもまた る人々の道ではなくであろう。見ることが出来ない。 見ることが出来ない。
68|6|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく いである人々の道ではなくかを請い願う。。誰も）迷わさない。 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
68|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，から迷える人々の道ではなくい去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最もよく慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また かれている人々の道ではなく者に。を請い願う。最もよ導きたまえ，
く慈愛深きアッラーの御名において。知った上は，り尽くされることされる人々の道ではなく方である人々の道ではなく。
68|8|そ凡ての称讃あれ，れであなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう す者，る人々の道ではなく者に。に ってはならない。認し， 自ら証言したのである。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
68|9|かれらの御名において。 いは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。寄った上る人々の道ではなくことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うなればかれらも妥 したいの御名において。である人々の道ではなく。願う。 歩みを進めるが，暗闇になれ 協力者）だと，アッラーにかけて，力を
68|10|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，卑められ排斥されよ。」劣な誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。たてる人々の道ではなくどんな者に。にも屈 してはならない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
68|11|中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 口を請い願う。言い く慈愛深きアッラーの御名において。者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと 悪魔〔シャ 歩みを進めるが，暗闇になれ
68|12|善事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。妨げたり，またそれを破壊しようげ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に背く者の外は，（誰も）迷わさない。く慈愛深きアッラーの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
68|13|乱して歩く者の応報は，殺されるか，または十字暴かれた。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの残されたので，何二つ見ることが出来ない。虐）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。素性の御名において。卑められ排斥されよ。」しい者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
68|14|富と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子女を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなっている人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，うである人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらの御名において。者に。に ってはならない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
68|15|かれにわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 唱えてはならない。される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れは昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う です者，。」と言う者があると言う。読 語り，正しい者の一人である。」
68|16|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，鼻には鼻，耳には耳，歯にはの御名において。上の幸福を成就する者である。に 印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のす者，であろう。焼き払うようなことを
68|17|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち主を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，早朝にタべに讃えなさい。」にそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果樹 園に就いての吉報を伝えなさ 試 試
物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 す者，る人々の道ではなくことを請い願う。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。った に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので



68|18|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ならば）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，条件で（盟約を）かれらに返せ。本当を請い願う。付かない。ける人々の道ではなくことを請い願う。しなかった。ーの御名において。
68|19|そ凡ての称讃あれ，れでかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく眠も熟睡も，かれをとらえることは出っている人々の道ではなく に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主からの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 った。間の悪魔〔シャ 罰を科せられよう。 襲った。
68|20|そ凡ての称讃あれ，れで朝にタべに讃えなさい。」には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れは摘み取られたようになった。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。取られたようになった。
68|21|早朝にタべに讃えなさい。」かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに叫び声の外聞けない者のようんだ。
68|22|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるもし す者，る人々の道ではなくの御名において。ならあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッぎましょう。」と言う者がある収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 畑の灌漑にも使われな
68|23|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に声と叫び声の外聞けない者のように きアッラーの御名において。合は鮮かで，見る者をって出かけた。囁きを聞くことが出来るのか。
68|24|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと日の主宰者に。は一人の御名において。 乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される人も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。らせてはなりません。」と言う者がある貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 樹園に就いての吉報を伝えなさ
68|25|かれらは く慈愛深きアッラーの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，朝にタべに讃えなさい。」早く慈愛深きアッラーの御名において。出て行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 決して正しく導か
68|26|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 た ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，道に導きたまえ，を請い願う。 えている人々の道ではなく。見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 間の悪魔〔シャ違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
68|27|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われた。」と言う者がある収穫物や家蓄を荒し廻る。だがア 奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
68|28|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，こし やかな一人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えないの御名において。かと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わ穏の行為を考えて，あなたにたいして事態を転覆させた。だがかれらの意に反し 讃あれ，
たしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言ったの御名において。に。」と言う者がある
68|29|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちの御名において。主を請い願う。 える人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは不 でありました。」と言う者があると言った。讃あれ， 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
68|30|そ凡ての称讃あれ，こでかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。合は鮮かで，見る者をい始めには信者ムスリムたちに下されたものを信じて，（その日の）め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。責は必ず不信心者の上に下る
68|31|かれらは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように横たわって（不断に）アッラーを唱念し，天と地の創造に就いて柄でした。
68|32|主はこれに代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに良いものの代りにつまらないものをい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなくかもしれない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許し樹園に就いての吉報を伝えなさ
て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に します者，。」と言う者がある嘆願う。
68|33|この御名において。ようなもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの である人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来世を堅く信じる者たちである。の御名において。 は更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに大きアッラーの御名において。なもの御名において。である人々の道ではなく。もしかれら現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。 懲罰を科せられよう。
に分を欺いているのに過ぎなっていたならば。
68|34|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に喜ばせるものである。」こびの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 許に帰らせられる御方。 楽園に就いての吉報を伝えなさ
68|35|われは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。深きアッラーの御名において。い者に。たちを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人の御名において。ように うとでもいうの御名において。か。扱い
68|36|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしたの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどう判の）日を信じる。」と言う者がある断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなくの御名において。か。
68|37|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，学んだ。だがかれら（悪魔）とて，アッラーの御許ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に足を踏み入れるこりる人々の道ではなく 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
68|38|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多もの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何でもそ凡ての称讃あれ，の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくの御名において。か。選んで，自 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
68|39|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。まで有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。 を請い願う。われと んだの御名において。か。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 分を欺いているのに過ぎな す者，る人々の道ではなく審きの日の主宰者に。 効きめがなければこれを打て。それで言うことを聞くようならばかの女に対 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 結ぺと命じられたものから離れ，地上で 慮するであろう。われに感謝し 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
ことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。もの御名において。になる人々の道ではなくの御名において。か。確
68|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらに え。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれらの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが す者，る人々の道ではなくの御名において。です者，か。」と言う者がある問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 誰も）迷わさない。 証人を呼んでみなさ
68|41|または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの配す者，る人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。か。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，しいの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。配す者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。 れ連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
て来させなさい。
68|42| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， わにされる人々の道ではなく日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいなさい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。かれらはサジダす者，る人々の道ではなくよう求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなく。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらには出脛 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
来ないであろう。
68|43|かれらは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくであろう。サジダす者，る人々の道ではなくよう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かにかれらは呼んでみなさびかけられていた。確
そ凡ての称讃あれ，の御名において。 五体 足を踏み入れるこなの御名において。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
68|44|そ凡ての称讃あれ，こでこの御名において。御言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。虚な である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。われに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせよ。われはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 付かない。かな葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。 偽りのために，かれらには手 気付かない。
い方面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 一々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの堕落に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，歩みを進めるが，暗闇になれ 導きたまえ，
68|45|かれらを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不す者，る人々の道ではなくであろう。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。 略は く慈愛深きアッラーの御名において。 かである人々の道ではなく。猶予もないであろう。 計があろう。」と言った。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 確
68|46|そ凡ての称讃あれ，れともあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでかれらは 担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないを請い願う。 せられたの御名において。か。報を伝えなさ 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 課せられたアッラーヘの義務である。
68|47|また幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。手元にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れでかれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。か。書き変える。
68|48|だから忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者を請い願う。待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。 の御名において。友の御名において。ようであってはならない。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたしさの御名において。余り（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものか魚
れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの叫び声の外聞けない者のようんだ （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
68|49|主からの御名において。恩 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれに しなかったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 わされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に不毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に てられた恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に 負担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
であろう。
68|50|この御名において。ように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 び正しい道に導きたまえ， の御名において。徒となったの御名において。一人となされた。選んで，自 義を知っているとあなたがたに告げたではないか
68|51|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。は警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言う凄い力で）地獄の火の中に突き落されるその日，い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。付かない。きアッラーの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。凡ての称讃あれ，んど倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれんばかりにす者，る人々の道ではなく。かれら聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは かれた者に。です者，。」と言う者がある憑かれた者です。」
68|52|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 戒としに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。ーの御名において。 訓戒とし
69|1| かな真 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，確 実
69|2| かな真 とは何か。確 実
69|3| かな真 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。確 実
69|4|サム ドとア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，突き殺されたもの，野獣が食い残したも然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔来る人々の道ではなく 厄も，あなた自身からを請い願う。虚な である人々の道ではなくとした。ーの御名において。 ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 偽りのために，かれらには手
69|5|そ凡ての称讃あれ，れでサム ドは雷 の御名において。 によって ぼされた。ーの御名において。 雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 嵐をかれらに送った。ルートの家族だけは別であった。黎明にかれらを救い， 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
69|6|またア ドは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， り狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者う によって ぼされた。ーの御名において。 唸り狂う風によって滅ぼされた。 風向きの 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
69|7|7夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない 8日の主宰者に。にわたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに し え なく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れで朽ちすたれない善行は，主の御許ちたナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシの御名において。木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。 絶するで 間の悪魔〔シャ 嵐をかれらに送った。ルートの家族だけは別であった。黎明にかれらを救い， 襲った。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの民に先んじ（て下が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，こに倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それれている人々の道ではなくの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは たであろう。見ることが出来ない。
69|8|そ凡ての称讃あれ，れであなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， か残されたので，何二つ見ることが出来ない。っている人々の道ではなく者に。を請い願う。 る人々の道ではなくの御名において。か。誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。
69|9|またフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンやかれ以前の御名において。者に。や ぼされた 都市の母（マッカ）とそ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。していた。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
69|10|かれらは主の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに わないの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは猛烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な でかれらを請い願う。 した。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 懲罰を科せられよう。 処でも望む所で，思う存分罰を科せられよう。
69|11|大水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打の御名において。ときアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく方舟の中で一緒であったものたちを救い，わであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 んだの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，連中を愚弄し，不信心のままに放置し，当てもなくさ迷わせられる。
69|12|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。数の者を とさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたち意されている。深きアッラーの御名において。い耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。訓戒とし 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ憶に留めるためである。
69|13|そ凡ての称讃あれ，れでラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく一吹ききアッラーの御名において。吹きかれた ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
69|14|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。や山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなち上の幸福を成就する者である。げられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 で粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，撃を受けている。われは人間の間に 砕け崩れそうな崖のふち
69|15|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一大）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ件で（盟約を）かれらに返せ。本当が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなく。
69|16|また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたは千々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに裂してはならない。そしてあなたがたに対すける人々の道ではなく。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく脆かせよう。く慈愛深きアッラーの御名において。弱でおまけに旋風が猛火を伴ってきて，（全部）焼き払うようなことをい日の主宰者に。であろう。



69|17|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの端をあずかれるとでも思っているのか。仮令そうであっても，かれらは少しも人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくにおり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，8人（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。玉
座は，凡てを請い願う。担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられないうてあろう。
69|18|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの剥？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものきアッラーの御名において。出しにされ何一つ見ることが出来ない。として しおおせないであろ審きの日の主宰者に。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
う。
69|19|そ凡ての称讃あれ，れで右手にそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ状）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるここに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの来て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはわたしの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ記し，われとの約束を履行しなさ
状）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。」と言う者がある記し，われとの約束を履行しなさ 読
69|20|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるいず取り上げられる。本当にアッラれわたし（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。清めなさい。」算に迅速である（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに合は鮮かで，見る者をうことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように分を欺いているのに過ぎなっていた。」と言う者がある審きの日の主宰者に。
69|21|こうしてかれは至福を成就する者である。な生活の生計があろう。」と言った。に浸らせた。本当にかれは正しい者であった。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
69|22|高い（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者にの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ
69|23| 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな果 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく手近にある人々の道ではなく。様の 実
69|24|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ぎ去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられして食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。」と言う者がある過ぎな 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと言われよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
69|25|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく左てからも襲いましょう。あなたはかれら手にそ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ状）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく者に。は言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ状）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」さオになかった記し，われとの約束を履行しなさ 記し，われとの約束を履行しなさ
ならば」と言う者がある
69|26|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは自分を欺いているのに過ぎなの御名において。清めなさい。」算に迅速であるが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんなもの御名において。である人々の道ではなくかを請い願う。知った上は，らなかった。」と言う者がある
69|27|ああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 末であろうか。であったならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き
69|28|富は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたなかった。
69|29|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしから消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のえ失せてしまった。」と言う者がある権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
69|30|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 命じられたものから離れ，地上でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれを請い願う。捕えて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れ。」と言う者がある厳しい試練で 縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った
69|31|そ凡ての称讃あれ，れから燃え盛る火として十分る人々の道ではなく火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 け。焼き払うようなことを
69|32|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに 70腕尺の長さの鎖で，かれを巻け。の御名において。 さの御名において。 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 け。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
69|33|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大なる人々の道ではなくアッラ を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偉大な恩恵の主であられる。 ーの御名において。
69|34|また 者に。を請い願う。 うことを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかった。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
69|35|そ凡ての称讃あれ，れでこの御名において。日の主宰者に。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，こに友は く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，無
69|36|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい腐 物だ。」と言うの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うはない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，穢しい腐敗物の外に食物はない， 敗者である。
69|37|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人だけである人々の道ではなく。」と言う者がある
69|38|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなくもの御名において。において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
69|39|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 得るために，「これはアッラーから下ったものないもの御名において。において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。見ることが出来ない。
69|40|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，尊 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったの御名において。言 である人々の道ではなく。貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
69|41|これは 人の御名において。言 ではない。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ほとんど信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない。詩篇を 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
69|42|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，占い矢は，忌み嫌われる悪魔の業である。これを避い の御名において。言 でもない。しかしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはほとんど にもしない。師としよう。」と主は仰せられた。かれは「またわたしの子孫までもですか。」 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 気付かない。
69|43|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主から下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされた 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
69|44|もしかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに して何らかの御名において。言 を請い願う。捏造に向かい，す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
69|45|われはきアッラーの御名において。っとかれの御名において。右手を請い願う。捕え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
69|46|かれの御名において。 を請い願う。必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ切に扱いる人々の道ではなくであろう頸動しむ人たち脈より
69|47|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 一人，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，ってやれないの御名において。である人々の道ではなく。誰も）迷わさない。
69|48|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。 戒としである人々の道ではなく。訓戒とし
69|49|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。知った上は，る人々の道ではなく。
69|50|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。にとっては悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろう。ーの御名において。 種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は，
69|51|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 固に）信じようたる人々の道ではなく不 の御名において。真理を）知った上は，である人々の道ではなく。確 動しむ人たち
69|52|だから至大なる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。 えなさい。讃あれ，
70|1|或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。 に就する者である。いて う。懲罰を科せられよう。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
70|2|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。防ぐことは出来ない。
70|3| 段の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。 懲罰を科せられよう。
70|4|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちや （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」ジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一日の主宰者に。にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。 に登る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一日の主宰者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの さは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 5
万年のである人々の道ではなく。
70|5|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかべ。
70|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 いと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでう。遠にその中に住むのである。
70|7|しかしわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。近いと る人々の道ではなく。見ることが出来ない。
70|8|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく溶けた の御名において。ようになる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，銅のような水が与えられよう。何と悪い飲物，何と悪い臥所であることよ。
70|9|山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，梳いた羊毛のようになり，いた羊毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。の御名において。ようになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
70|10| も友（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。安否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 うことはない。誰も）迷わさない。 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
70|11|かれらは互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに を請い願う。合は鮮かで，見る者をわせる人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない程恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。はそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で
自分を欺いているのに過ぎなの御名において。子供えたちを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し出そ凡ての称讃あれ，うと うであろう。願う。
70|12|かれの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかや兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
70|13|かれを請い願う。庇うこともしなかった。寧あなたがたは自分の行っていたことなど，アッラーが沢山知っておった近 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，親，孤児，貧者を規切に扱い
70|14|自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いえる人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。 げて うことを請い願う。 い うであろう。挙げることを厭われない。信仰する者はそ 贖罪には，あなたがたの家族を養う通常の食事で 請い願う。 願う。
70|15|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じて出来ない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの炎は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
70|16| の御名において。皮まで ぎ取る人々の道ではなく。頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 剣を）手にとると膝の腱を切ってしまった。
70|17|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ， に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。 せて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく す者，る人々の道ではなくであろう。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 見ることが出来ない。 喚くことはない。あなたがたにはわれからの救助はない
70|18|また蓄を荒し廻る。だがア し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 匿の金を持つ者をも。の御名において。金を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。者に。を請い願う。も。積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で 隠すことも知っている。」と仰せられた。
70|19|人 は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように忙がしい。しなく慈愛深きアッラーの御名において。 られている人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは



70|20| 厄も，あなた自身からに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば きアッラーの御名において。悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。しみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 歎く者を弁護してはならない。アッラーは背信して罪を犯す者を御好みになられない。
70|21|好きな敵である。 に会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャえば物だ。」と言う惜しみなく与えられしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなく。運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
70|22|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく礼 に精 す者，る人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うではない。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 進めるが，暗闇になれ
70|23|礼 を請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，している人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 厳しい試練で
70|24|またかれらの御名において。富が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，公正しい道に導きたまえ，である人々の道ではなくと め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，認し， 自ら証言したのである。
70|25|物だ。」と言う乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定いす者，る人々の道ではなく者に。や耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚な乏しくもまた豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰されるす者，る人々の道ではなく者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの施す者，す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
70|26|また 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。の御名において。真 を請い願う。 している人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，審きの日の主宰者に。 実 確認し， 自ら証言したのである。
70|27|またかれらの御名において。主の御名において。 を請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。も。懲罰を科せられよう。
70|28|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主の御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安全である人々の道ではなくと考える人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ではない。懲罰を科せられよう。
70|29|また れたところ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隠すことも知っている。」と仰せられた。 貞を働いた者には，あなたがたの中から，かの女らに対し節を取り消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の
70|30|かれらの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかや右手の御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，す者，る人々の道ではなく者に。に限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。っている人々の道ではなく 合は鮮かで，見る者をは で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうにはならない。場所から離れさ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
70|31|しかしこれ以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえた者に。である人々の道ではなく。
70|32|付かない。 されたことや 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でに忠 な渚，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，託すよう決定しても，約束したものを公正に支給するならば，あなたがたに 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 実
70|33| 言に公正しい道に導きたまえ，な者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，証人を呼んでみなさ
70|34|また礼 を請い願う。 守り，またわれが授けたものを施す者，す者，る人々の道ではなく者に。。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 厳しい試練で
70|35|これらの御名において。者に。は 誉を請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものて の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。む）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 楽園に就いての吉報を伝えなさ
70|36|今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。方に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいでいる人々の道ではなくの御名において。は何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられか。
70|37|右からまた左てからも襲いましょう。あなたはかれらから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，群になって。
70|38|かれらは皆サジダしたが，悪魔〔イブリース〕だけは承知せず，これを拒否したので，高慢で不信の徒となった至福を成就する者である。の御名において。 に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむの御名において。か。楽園に就いての吉報を伝えなさ
70|39|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じて出来ないことである人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，る人々の道ではなくもの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 ったの御名において。であ創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
る人々の道ではなく。
70|40|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは と西の御名において。主によって誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。われにとっては可能であられる。である人々の道ではなく。東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア
70|41|かれらよりも れた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。を請い願う。もって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに替えてやろう。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，失 す者，る人々の道ではなくことはないの御名において。優るか，またはそれと同様の 敗者である。
である人々の道ではなく。
70|42|だからあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの虚な に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの浸らせた。本当にかれは正しい者であった。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， れに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされている人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する 約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
の御名において。日の主宰者に。の御名において。会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャ まで。見ることが出来ない。
70|43|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者から慌ただしく相継がしめなされ，また太陽，月，群星を，命にただしく慈愛深きアッラーの御名において。出て来る人々の道ではなく日の主宰者に。。そ凡ての称讃あれ，れはまる人々の道ではなくで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく偶像に祈っている。それは反逆した悪魔に祈っているにすぎない。神があるなどと唱えてはならない。へと急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいだように現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 。
70|44|かれらは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，屈辱と貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラを請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。る人々の道ではなくであろう。これが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされていた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
71|1|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ヌ フを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下に遣わした。あなたは業火の住人にわし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたの御名において。民に先んじ（て下に下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく前に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれーの御名において。 懲罰を科せられよう。
らに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと命じられたものから離れ，地上でじた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
71|2|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしの御名において。人びとよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたへの御名において。公明であられます。」な 1人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。です者，。
71|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに いなさい。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
71|4|かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。赦し，また善行をする者にし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。まで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不なされます者，。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにア様の 猶予もないであろう。
ッラ の御名において。期限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来た は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されません。もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなっていたならば。」と言う者があるーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 猶予もないであろう。
71|5|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヌ フ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし上の幸福を成就する者である。げた。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしは夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないも昼も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。人びとに呼んでみなさびかけました。ーの御名において。
71|6|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。呼んでみなさびかけは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。避けるであろうか。まさにわれは，現世においを請い願う。 す者，ばかりです者，。増すであろう。」
71|7|わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。御赦し，また善行をする者にしになる人々の道ではなくの御名において。だ』と呼んでみなさびかける人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。自分を欺いているのに過ぎな時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
の御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなで外に同じような神があるなどと唱えてはならない。套を被って（不信心を）固執し，ひたすら高慢になります。を請い願う。被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。って（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの固に）信じよう し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ひたす者，ら高慢で不信の徒となったになります者，。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 執り成しも許されず，償いも受
71|8|そ凡ての称讃あれ，れでわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。大きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。してかれらに呼んでみなさびかけました。
71|9|或ること（罪）のる人々の道ではなく は公に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはかにかれらに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 訴えている丈である。わたしは
71|10|わたしは言いました。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主の御名において。御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御赦し，また善行をする者にしなされる人々の道ではなく。願う。
71|11|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に かに雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
71|12|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 や子女を請い願う。 やし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな や（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打の御名において。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの河川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 増すであろう。」 様の 園に就いての吉報を伝えなさ 設けた時
けられる人々の道ではなく。
71|13|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうしたの御名において。か。アッラ の御名において。御 切に扱い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，我慢で不信の徒となった さに して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたないとは。ーの御名において。 親，孤児，貧者を規切に扱い 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 対し）その身を守るであろう。
71|14|かれは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように 序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラよく慈愛深きアッラーの御名において。段 を請い願う。おってあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 られた。順境においてもまた逆境にあっても，（主の贈物を施しに）使う者，怒りを押えて人びとを寛容す 階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
71|15|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくーの御名において。 7天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。如何に一 また一 と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， られたかを請い願う。考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なかったの御名において。か。層正当である。女は，公平な状態の下 層正当である。女は，公平な状態の下 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
71|16|また月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがを請い願う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。明であられます。」りとされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，太 を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの燃える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り明であられます。」となされたかを請い願う。。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
71|17|アッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。土から育をさせられた。ザカリーヤ一が，かの女を見舞って聖所に入る度に，かの女の前に，食物があるのを見てられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
71|18|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。らせられる人々の道ではなく。帰らせられる御方。
71|19|またアッラ はあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はべ げられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 広大無辺にして全知であられる。
71|20|そ凡ての称讃あれ，こであなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い大道に導きたまえ，を請い願う。往来す者，る人々の道ではなくであろう。』といって かせました。」と言う者がある広大無辺にして全知であられる。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
71|21|ヌ フは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはわたしに いません。自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 と子女とで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で を請い願う。ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
助けを請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。にだけ います者，。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
71|22|そ凡ての称讃あれ，して重い懲罰を科せられよう。大な策 を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ます者，。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
71|23|かれらは言います者，。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。神があるなどと唱えてはならない。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。 てる人々の道ではなくな。ワッドもスフ ウ〕に動しむ人たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またャグ スもヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のウ〕に動しむ人たち捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。
クもナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをスルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， ててはならない。』捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
71|24|かれらは既に明示している。に多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせました。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主よ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの迷える人々の道ではなくいを請い願う。放任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かされても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。を請い願う。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。しない義を知っているとあなたがたに告げたではないか
で下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
71|25|かれらは 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に溺れさせた時のことを思い起せ。れさせられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな援助けを請い願う。者に。も様の 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 ーの御名において。
得るために，「これはアッラーから下ったものられなかった。
71|26|ヌ フは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打って）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な居住むのである。者に。を請い願う。 一人として地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。さないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。ーの御名において。 誰も）迷わさない。
71|27|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。されれば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラあなたに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。える人々の道ではなく者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。



な者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生まないでしょう。
71|28|主よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしとわたしの御名において。 を請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。また信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。としてわたしの御名において。家に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後親，孤児，貧者を規切に扱い
の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく女たちを請い願う。御赦し，また善行をする者にし下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。そ凡ての称讃あれ，して不 を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう者に。たちには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 亡きの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何も）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの加えられることを。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
えないで下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさい。」と言う者がある
72|1|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしにこう 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされた。一 の御名において。ジンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いて言った。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 ーの御名において。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように く慈愛深きアッラーの御名において。べきアッラーの御名において。 を請い願う。 いた。驚くのか。そしてあなたが 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
72|2|正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，への御名において。 きアッラーの御名において。である人々の道ではなく。だからわたしたちは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に何もの御名において。を請い願う。も配さない。導きたまえ，
72|3|尊 にしていと高きアッラーの御名において。主の御名において。御威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。光を取りよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。娶ること（も禁じられる）。過ぎ去った昔のことは問らず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子も持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたれない。厳しい試練で
72|4|わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。愚か者が信仰かな者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に し途方もない嘘を請い願う。 していた。ーの御名において。 対し）その身を守るであろう。 話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
72|5|しかしわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 もジンも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に就する者である。いて嘘を請い願う。言うべきアッラーの御名において。ではないと考えていた。間の悪魔〔シャ ーの御名において。
72|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように或ること（罪）のる人々の道ではなく の御名において。人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ジンの御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。に庇うこともしなかった。寧あなたがたは自分の行っていたことなど，アッラーが沢山知ってお を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。しかしそ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。愚か者が信仰劣を請い願う。助けを請い願う。 した。種々の果実を実らせられる方である。だからあなたがたは（真理を）知った上は， 間の悪魔〔シャ 護者も援助者もないのである。 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
72|7|かれらもあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく考えたように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何者に。も らされないだろうと考えていた。ーの御名において。 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
72|8|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めては）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに触れるのは，何日かの間に過ぎないであろう。」と言う。言れようとしたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは い の御名において。燃え く慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので一杯は，かれらにゆきわたり，であ強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 護者も援助者もないのである。衛する者，（にとって，アッラーの御許にあるものこそ，もっとも 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく分を欺いているのに過ぎなった。
72|9|わたしたちは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの盗みをした男も女も，報いとして両手を切断しなさい。これはかれらの行いに対する，アッラーの見み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にそ凡ての称讃あれ，こに坐っていた。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，警戒とししている人々の道ではなく燃え聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
く慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち えている人々の道ではなく。輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 構だが，人目を避けて貧者に与えれば更によい。それはあ

72|10|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。の御名において。者に。に して を請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれている人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。対し）その身を守るであろう。 悪魔〔シャ 導きたまえ，
ことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれている人々の道ではなくの御名において。か知った上は，らなかった。
72|11|わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，正しい道に導きたまえ，しい者に。もいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，うではない者に。もいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな道に導きたまえ，に っている人々の道ではなく。様の 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
72|12|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。においてアッラ を請い願う。出し く慈愛深きアッラーの御名において。ことは出来ないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また逃されない。避けるであろうか。まさにわれは，現世においして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。失ーの御名において。 抜かりない立証者であられる。
させる人々の道ではなくことも出来ないと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっている人々の道ではなく。敗者である。

72|13|わたしたちは きアッラーの御名において。を請い願う。 いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，直に死を願いぐそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，して主を請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，恐らくあなたがたはれもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， うこ導きたまえ， 聴 損なったのではなく，只自分の
ともなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不正しい道に導きたまえ，にあうこともない。
72|14|わたしたちの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報す者，る人々の道ではなく者に。もあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，から逸れてはれる人々の道ではなく者に。もいる人々の道ではなく。服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練でーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報した者に。は正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，に志を）ひるがえすなら向かい，を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。

72|15|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく正しい道に導きたまえ，道に導きたまえ，から逸れてはれる人々の道ではなく者に。は火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り の御名において。薪となろう，となろう。』と。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
72|16|もしかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ かな雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。恩 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。かれらに む。豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
72|17|われはそ凡ての称讃あれ，れによってかれらを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主を請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられうことから逸れてはれる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳いたて試 厳しい試練で 懲罰を科せられよう。
られる人々の道ではなくことになる人々の道ではなく。
72|18|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにマスジドは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ と同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに配して他の御名において。者に。に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打ってはーの御名において。 ーの御名において。
ならない。
72|19|アッラ の御名において。しもべ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはーの御名において。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
どっと押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし寄った上せんばかりに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。取り いた。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
72|20|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一途にわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主に祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もかれと同じで，（頑固に）信じよう位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アに配さない。」と言う者がある
72|21|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，益なく，また決して正しく導かしたりす者，る人々の道ではなく力なもの）になるまでかれらに対して戦えはないの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
72|22|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある もアッラ からわたしを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り切に扱いる人々の道ではなくことは出来ないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，避けるであろうか。まさにわれは，現世におい誰も）迷わさない。 ーの御名において。
所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたを請い願う。 い出す者，ことも出来ない。難かしいこと。 見ることが出来ない。

72|23|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものわたしは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只アッラ からの御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宣べ える人々の道ではなくに ぎない。そ凡ての称讃あれ，れでアッラ とそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったにーの御名において。 伝えなさ 過ぎな ーの御名において。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
わない者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらには地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。」と言う者がある獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 遠にその中に住むのである。
72|24|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたことを請い願う。 る人々の道ではなく になって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，助けを請い願う。力なもの）になるまでかれらに対して戦えにおいて が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も りにならないか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，数の者をにおい約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 見ることが出来ない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 誰も）迷わさない。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
ても が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も りにならないかを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。誰も）迷わさない。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
72|25|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近付かない。いている人々の道ではなくの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れともアッ約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
ラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもう少し期 を請い願う。 けられたの御名において。かを請い願う。知った上は，らない。ーの御名において。 間の悪魔〔シャ 設けた時
72|26|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものだけ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，を請い願う。知った上は，っておられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。秘めることを知っておられる。だが，公正な言葉で話す密に約束してはならない。また定められた期限が来るまでは，結婚の契りを固めてはを請い願う。 にも漏れされはしない。誰も）迷わさない。
72|27|かれの御名において。御 に召されて妻を残す者は，追い立てられることなくした使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には。そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前からも後の審きの日の主宰者に。ろからも して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，ま気付かない。 護者も援助者もないのである。衛する者，（にとって，アッラーの御許にあるものこそ，もっとも
かせられた。
72|28|そ凡ての称讃あれ，れはかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，果して主の御名において。御告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげを請い願う。 えたかどうかを請い願う。かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく知った上は，られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれらの御名において。伝えなさ
持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。もの御名において。を請い願う。取り んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，てを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れぞれ 算に迅速であるに数の者をえ上の幸福を成就する者である。げられる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。囲まれる。 計があろう。」と言った。
73|1|衣であり，あなたがを請い願う。 から う者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ 纒わせた。復活の日においても，かれらは嫌われるであ
73|2|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少 を請い願う。除き，背き去った。いて。間の悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
73|3|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない の御名において。半分を欺いているのに過ぎな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れよりも少し め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 縮しても罪はない。誠に不信者は，あなたがたの公然の敵である。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
73|4|ある人々の道ではなくいは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れよりも少し多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かく慈愛深きアッラーの御名において。礼 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してゆっく慈愛深きアッラーの御名において。りと慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，ア重い懲罰を科せられよう。な 子で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 調停するのは，罪では ーの御名において。 読 。
73|5|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 重い懲罰を科せられよう。な御言 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。あなたに下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，であろう。荘重な御言葉（クルアーン）をあなたに下すであろう。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 ーの御名において。
73|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。る人々の道ではなくことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も力なもの）になるまでかれらに対して戦え い み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御言 を請い願う。一 明であられます。」 にす者，る人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 歩みを進めるが，暗闇になれ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 層正当である。女は，公平な状態の下 確
73|7|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昼 は要に迫られた場合は罪にはなら で く慈愛深きアッラーの御名において。追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳われる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
73|8|そ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，精魂を損なったのである。を請い願う。 けてかれに仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えなさい。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
73|9| と西の御名において。主であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に神があるなどと唱えてはならない。はないの御名において。である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れでかれを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御槌すべき方として仰ぎなさいす者，べきアッラーの御名において。方として仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようぎなさい東も西も，アッラーの有であり，あなたがたがどこに向いても，アッラーの御前にある。本当にア 。
73|10|かれらの御名において。言うことを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらを請い願う。 れよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多に身を守るであろう。を請い願う。かわせ。離れ，地上で
73|11| 世を堅く信じる者たちである。の御名において。富にあず取り上げられる。本当にアッラかって嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりす者，る人々の道ではなく者に。たちを請い願う。われに委ねて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 かれらを請い願う。 与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うしなさい現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 暫 間の悪魔〔シャ 猶予もないであろう。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
73|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。手元には が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また炎もある人々の道ではなく。鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。
73|13|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喉に）快適である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手える人々の道ではなく食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また痛い懲罰が下されよう。ましい が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。
73|14|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは崩れ落ちるものもある。アッラーはあなたがたの行うことを，おろそかにされない。れ流れる楽園に就いての吉報を伝えなされて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，砂の御名において。固に）信じようまりになる人々の道ではなくであろう。動しむ人たち
73|15|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。 人とす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに遣わした。あなたは業火の住人にわした。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，フ証人を呼んでみなさ
ィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンに一人の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったを請い願う。送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをったように。



73|16|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンはそ凡ての称讃あれ，の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったに わなかったの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれを請い願う。 しく慈愛深きアッラーの御名において。 して破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で させた。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 厳しい試練で 罰を科せられよう。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
73|17|もしあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報然と表明する者は別で，これらの者には，われはその悔として（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくなら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，子供えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられの御名において。あまり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの白な印をあなたに下した。性根の曲がった者の外は，誰もこれを拒否しないであろう。 になる人々の道ではなく日の主宰者に。ーの御名において。 髪）を ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはどうして自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，れようか。
73|18|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ散らばせる雨の中に，また風向きのる人々の道ではなくであろう。かれの御名において。 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上では，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ完遂げることになる。される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で
73|19|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは 戒としである人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れで望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主ヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒としの御名において。道に導きたまえ，を請い願う。取らせなさい。訓戒とし
73|20|主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない の御名において。殆んど逸れてしど間の悪魔〔シャ 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 2，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 2分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，または 3分を欺いているのに過ぎなの御名において。 1を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの礼 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
つ見ることが出来ない。ことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。またあなたと一 にいる人々の道ではなく一 の御名において。者に。も同じで，（頑固に）信じよう である人々の道ではなく。アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと昼を請い願う。妥当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 様の ーの御名において。 計があろう。」と言った。
られる人々の道ではなく。かれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 れないことを請い願う。知った上は，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。慈しまれる人々の道ではなく。だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，計があろう。」と言った。
クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。 理を）知った上は，にならない程度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。の御名において。ある人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 無 読
また或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。はアッラ の御名において。恩 を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。を請い願う。旅し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。はアッラ の御名において。道に導きたまえ，の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に っている人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ーの御名において。 戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 。
だからそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 理を）知った上は，にならない程度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれに め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。。礼 の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多な 付かない。け無 読 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を ーの御名において。 貸付をする者は，誰であるのか。かれはそれを倍加され，また数倍にもなされるで
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。散らばせる雨の中に，また風向きの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。しなさい。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな善いことも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ財
の御名において。御 でそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 い出そ凡ての称讃あれ，う。そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最善にして最大である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはアッラ の御名において。御ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 見ることが出来ない。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 ーの御名において。

赦し，また善行をする者にしを請い願う。 い求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにアッラ は 容にして慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。あられる人々の道ではなく。請い願う。 ーの御名において。 寛大に許
74|1|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大衣であり，あなたがに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの包る人々の道ではなく者に。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
74|2|立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち上の幸福を成就する者である。って警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしなさい。
74|3|あなたの御名において。主を請い願う。 えなさい。讃あれ，
74|4|またあなたの御名において。衣であり，あなたがを請い願う。清めなさい。」 に保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だがちなさい。潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。
74|5|不 を請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においけなさい。浄である。だから
74|6| 返すことも出来ないであろう。りを請い願う。期待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。して施す者，してはならない。見ることが出来ない。
74|7|あなたの御名において。主の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかびなさい。
74|8|ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
74|9|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。は苦の）果実の損失で，必ずあなたがた の御名において。日の主宰者に。。難かしいこと。
74|10|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安らぎの御名において。ない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
74|11|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく った者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われ一人に任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かせなさい。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
74|12|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに かな富を請い願う。授けたものを施す者，け，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
74|13|またそ凡ての称讃あれ，の御名において。回りに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，息子たちを請い願う。侍る。らせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
74|14|かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの物だ。」と言う事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 容易でにした。円満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
74|15|そ凡ての称讃あれ，れでもかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに かにす者，る人々の道ではなくよう欲した。豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
74|16|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じて されない。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであに し 迷える人々の道ではなくであった。許に帰らせられる御方。 対し）その身を守るであろう。 頑固に）信じよう
74|17|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酪く苦痛ならば，あなたに出来るなら，地にトンネルを掘りい痛い懲罰が下されよう。苦の）果実の損失で，必ずあなたがたでかれを請い願う。 ます者，であろう。悩ましてはなら
74|18|かれは想いを）自分の胸にしまっを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，策 した。練で 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
74|19|かれは びる人々の道ではなくであろう。何と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの惑意されている。を請い願う。もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは策 したことよ。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
74|20|重い懲罰を科せられよう。ねていう。かれは びる人々の道ではなくであろう。何とかれは策 したことよ。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
74|21|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれはちらっと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの眺めさせ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので ーの御名において。
74|22|眉をひそめ，苦い顔をして，を請い願う。ひそ凡ての称讃あれ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，苦の）果実の損失で，必ずあなたがたい を請い願う。して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
74|23|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高慢で不信の徒となったに背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。
74|24|かれは言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれは昔のことは問わないがからの御名において。魔 に ぎません。術を教え，またバービル 過ぎな
74|25|どうみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ても人 の御名において。言 に ぎません。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 過ぎな
74|26|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてわれは地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。であろう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを
74|27|地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
74|28|そ凡ての称讃あれ，れは何もの御名において。も免れないであろう。アッラーはかれらの行いれさせず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また何もの御名において。も残されたので，何二つ見ることが出来ない。さない。
74|29|人の御名において。皮 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。焦って嘆願することになろう。各人は（現世でが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくす者，。膚）だ患いのある者は，斎戒をするか施 黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
74|30|そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。には 19（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく看守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
74|31|われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。看守り，またわれが授けたものを施す者，として，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に も命じられたものから離れ，地上でじなかった。またかれらの御名において。数の者をを請い願う。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 誰も）迷わさない。
不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。者に。たちに す者，る人々の道ではなく一つ見ることが出来ない。の御名において。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に ぎない。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れにより）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けられた者に。たちを請い願う。 信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また対し）その身を守るであろう。 試 過ぎな 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 確
信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。の御名において。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。深きアッラーの御名において。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。また 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，けられた者に。や信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，疑いの余地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。いを請い願う。残されたので，何二つ見ることが出来ない。さず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
病が宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手の御名において。宿っている。アッラーは，その病を重くする。この偽りのために，かれらには手る人々の道ではなく者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ はこの御名において。比 で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何を請い願う。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になる人々の道ではなくの御名において。でしょうか。」と言う者があると言わせる人々の道ではなくたーの御名において。 喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそ
め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。この御名において。ようにアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御自分を欺いているのに過ぎなの御名において。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。迷える人々の道ではなくわせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。者に。を請い願う。 かれる人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ーの御名において。 導きたまえ，
もあなたの御名において。主の御名において。 を請い願う。知った上は，らないの御名において。である人々の道ではなく。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは人 に す者，る人々の道ではなく 戒としに外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。誰も）迷わさない。 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 訓戒とし

74|32|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがに誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
74|33|退こうとす者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
74|34|また こうとす者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， に誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。けて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 暁に（罪の）赦しを
74|35|そ凡ての称讃あれ，れは大きアッラーの御名において。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一つ見ることが出来ない。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，徴を冒
74|36|人 への御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう。間の悪魔〔シャ
74|37|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，前に むことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。る人々の道ではなくことを請い願う。 う者に。への御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。進めるが，暗闇になれ 願う。
74|38|そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことに し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの担しなければならない。しかし誰も，その能力以上の負担を強いられない保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だがを請い願う。提を破った者に就いて知っている，われはかれらに言い供えしている人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 ーの御名において。
74|39|右手の御名において。仲 は である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
74|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに ね合は鮮かで，見る者をうであろう。楽園に就いての吉報を伝えなさ 尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
74|41|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。した者に。たちに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
74|42|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に いたの御名において。です者，か。」と言う者があると。導きたまえ，
74|43|かれらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの答えて）申し上げた。「あなたの栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたもえて）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは礼 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げていませんでした。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
74|44|わたしたちはまた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。を請い願う。 いませんでした。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い



74|45|わたしたちは空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた の御名において。徒となったと共に立礼しなさい。に に耽らせ，またかれらに命じて家畜の耳をり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，論争に判決を下される。 無駄で，誰にも助けてもらえない（その日のために）。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
74|46|常に 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。を請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちしていました。審きの日の主宰者に。
74|47|遂げることになる。に真 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちに到来しました。」と言う者がある実
74|48|そ凡ての称讃あれ，れで り成す者，者に。の御名において。 り成しも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。執り成しも許されず，償いも受 執り成しも許されず，償いも受
74|49|一体 戒としから背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなくとは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはどうしたの御名において。であろう。訓戒とし
74|50|かれらは丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 子を請い願う。 て恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられに ったロにしようとするのか。」バの御名において。ように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獅子を見て恐怖に陥ったロバのように， 見ることが出来ない。 陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
74|51|一目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。散らばせる雨の中に，また風向きのに逃されない。げ出す者，かの御名において。ようであった。
74|52|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，れぞれ かれた が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく授けたものを施す者，けられる人々の道ではなくことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラんでいる人々の道ではなく。開いて 書き変える。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
74|53|いや断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時してそ凡ての称讃あれ，うではない。かれらは来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。恐らくあなたがたはれていないの御名において。である人々の道ではなく。
74|54|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これは正しい道に導きたまえ，に 戒としである人々の道ではなく。訓戒とし
74|55|だから でも欲す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。肝に銘じさせなさい。に じさせなさい。誰も）迷わさない。 銘
74|56|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラまれる人々の道ではなく者に。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，意されている。しないであろう。かれは畏れる者たちへの導きがある。る人々の道ではなくべきアッラーの御名において。御方よく慈愛深きアッラーの御名において。 して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくされーの御名において。 許に帰らせられる御方。
る人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。
75|1|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
75|2|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自 す者，る人々の道ではなく魂を損なったのである。において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。責は必ず不信心者の上に下る
75|3|人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれの御名において。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られないと考える人々の道ではなくの御名において。か。間の悪魔〔シャ
75|4|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはかれの御名において。指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものまで える人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。揃ってわたしの処に来なさい。」
75|5|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。御前（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。生活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうを請い願う。犯していたためである。す者，ことを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ。間の悪魔〔シャ
75|6|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。はいつ見ることが出来ない。か。」と言う者があると う。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
75|7|遂げることになる。に目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく眩んでしまった。いやわたしたちは魔法にかけられていむ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
75|8|月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものけり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，蝕ばんだことであった。それでかれが倒れると，ジンたちは（始めて）悟った。もしも幽玄
75|9|太 と月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがは合は鮮かで，見る者をわせられる人々の道ではなく。陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不
75|10|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるどこに避けるであろうか。まさにわれは，現世におい しようか。」と言う者があると言う。間の悪魔〔シャ 難かしいこと。
75|11|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じて避けるであろうか。まさにわれは，現世においけられないの御名において。である人々の道ではなく。
75|12|あなたの御名において。主の御名において。御 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。住むのである。まいである人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
75|13|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。したことに就する者である。いて各げられる人々の道ではなくであろう。間の悪魔〔シャ
75|14|いや人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎな自身を守るであろう。に し 人である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ
75|15| 令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いろいろ弁解しないのか。しても。仮初の生活の生計があろう。」と言った。
75|16|この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。催促しない限りす者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたを請い願う。急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしく慈愛深きアッラーの御名において。 かしてはならない。ーの御名において。 動しむ人たち
75|17|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 ませる人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。読
75|18|そ凡ての称讃あれ，れでわれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 んだ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 に え。読 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
75|19|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。解しないのか。きアッラーの御名において。明であられます。」かす者，の御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられである人々の道ではなく。
75|20|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果ない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの浮ぶ泡を乗せて運び去る。ま世を堅く信じる者たちである。を請い願う。 して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，愛深きアッラーの御名において。
75|21|来世を堅く信じる者たちである。を請い願う。等しく）失敗者である。 にす者，る人々の道ではなく。閑にはしない。
75|22|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちの御名において。 は きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
75|23|かれらの御名において。主を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようぎ る人々の道ではなく。見ることが出来ない。
75|24|またそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちの御名において。 は暗く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
75|25|背く者の外は，（誰も）迷わさない。骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。程の御名において。大 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに降ってきたようなもので，落雷の忍さかり かる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。砕け崩れそうな崖のふち 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。 掛けてユースフとその弟の消息を尋ねなさい。アッラーの情け深い御
75|26|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの喉に）快適である。元に届け下さいます。」く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
75|27|言われよう。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来る人々の道ではなくか。」と言う者がある誰も）迷わさない。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。
75|28|かれは （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなくことを請い願う。悟を許された。本当にかれは，寛大に許る人々の道ではなくであろう。離れ，地上で別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
75|29|一つ見ることが出来ない。の御名において。脚を現わした。スライマーンは言った。「本当にこれはガラス張りの宮殴です。」かの女はは他方の御名において。脚を現わした。スライマーンは言った。「本当にこれはガラス張りの宮殴です。」かの女はにれ まり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，絡まり，
75|30|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主に り立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられる人々の道ではなく。駆り立てるであろう。何と悪い帰り所
75|31|かれは真理を）知った上は，を請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また礼 も棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげなかった，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
75|32|却させられた。だがかれは，もうあって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。虚な とし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，偽りのために，かれらには手
75|33|思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいあが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくって家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 に赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まいた。許に帰らせられる御方。
75|34|あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となった）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに いあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いなる人々の道ではなくかな。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
75|35|重い懲罰を科せられよう。ねていう。あなたに いあれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの いなる人々の道ではなくかな。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
75|36|人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。的であってはならないもなく慈愛深きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 で放任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かされる人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。間の悪魔〔シャ 儘を確と知っておら
75|37|元々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは射った時，あなたが出された，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。の御名において。精液の間から，あなたがたにではなかったか。
75|38|そ凡ての称讃あれ，れから一 の御名において。血を流す者を置かれるのでとなり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそにアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの均整えて順序よく復誦させるためである。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの形作ってみなさい。もしあなたがたが正しければ，アッラー以外のあなたがたの証人を呼んでみなさり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，塊りをわたしの所に持って来なさい。」やがて ーの御名において。
75|39|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。男と女の御名において。 性になされたの御名において。ではなかったか。間の悪魔〔シャ 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
75|40|そ凡ての称讃あれ，れでもかれには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。を請い願う。 らせる人々の道ではなく御力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくないとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
76|1|人 には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，なにもの御名において。とも呼んでみなさべない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， い 期が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあったではないか。間の悪魔〔シャ 長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
76|2|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれはかれを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。混合は鮮かで，見る者をした一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。の御名において。精液の間から，あなたがたにから人 を請い願う。 った。そ凡ての称讃あれ，れでわれは と を請い願う。か試 間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 聴覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 視覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ
れに授けたものを施す者，けた。
76|3|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。感 す者，る人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じる人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものになる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。になる人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，と間の悪魔〔シャ 謝するであろう。 。
76|4|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは と首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこ枷がかけられる火獄の仲間で，その中に永遠に住む者である。と烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 して置し，当てもなくさ迷わせられる。いた。鎖で一緒に繋がれているのを見るであろう。 準）を与えたことを思い起せ。備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
76|5|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，カ フ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさを請い願う。混ぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。た杯は，かれらにゆきわたり，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 物だ。」と言う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 むであろう。ーの御名において。 ーの御名において。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
76|6|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。しもべたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく む泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからの御名において。ことで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでいの御名において。ままに 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからきアッラーの御名において。出させーの御名において。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 滾り
る人々の道ではなく。



76|7|かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いを請い願う。果し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 厄も，あなた自身からの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく日の主宰者に。を請い願う。恐らくあなたがたはれている人々の道ではなく。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 広大無辺にして全知であられる。
76|8|またかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。敬 す者，る人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 者に。と孤 と捕 に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。 貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 虜となった時，身代金を取ってい
76|9|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，して言う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御喜ばせるものである。」びを請い願う。 って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたにーの御名において。 願う。 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 報を伝えなさ
酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，も感 も求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ません。謝するであろう。
76|10|わたしたちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。苦の）果実の損失で，必ずあなたがた に ちた御怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくりの御名において。日の主宰者に。を請い願う。恐らくあなたがたはれます者，」と言う者がある。渋に満ちた御怒りの日を恐れます」。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
76|11|そ凡ての称讃あれ，れでアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。の御名において。 厄も，あなた自身からからかれらを請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，素晴しい報奨があり，また追加もある。かれらの顔には，しい喜ばせるものである。」びを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられる人々の道ではなく。ーの御名において。 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
76|12|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんだの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは と （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。衣であり，あなたが）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものでかれらに われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ 絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 報を伝えなさ
76|13|そ凡ての称讃あれ，の御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，寝床であることよ。」の御名において。上の幸福を成就する者である。にゆったりと身を守るであろう。を請い願う。伸ばしても，わたしはあなたを殺すため，手を伸ばしばし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」暑のの御名において。太 も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打る人々の道ではなく寒 もおぼ楽園に就いての吉報を伝えなさ 陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 気付かない。
えないであろう。
76|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」 はかれらの御名において。上の幸福を成就する者である。を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果 の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの房は慎しみ，また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを，アましく慈愛深きアッラーの御名において。垂れられる。アッラれ下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。樹 陰 実
76|15| の御名において。水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。しとガラスの御名において。杯は，かれらにゆきわたり，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 に回されよう。銀 間の悪魔〔シャ
76|16|ガラス（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。杯は，かれらにゆきわたり，と えたの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは で造に向かい，られていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは好きな敵である。み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。量であられる。を請い願う。そ凡ての称讃あれ，れに たす者，。見ることが出来ない。 銀 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
76|17|かれらはそ凡ての称讃あれ，こて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生姜を混ぜた杯の飲物を与えられよう。を請い願う。混ぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。た杯は，かれらにゆきわたり，の御名において。 物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられよう。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
76|18|そ凡ての称讃あれ，こに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，サルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさサビ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさと名において。付かない。けられる人々の道ではなく泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。ーの御名において。
76|19|また永 の御名において。少年のたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらの御名において。 を請い願う。往米し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらを請い願う。 る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遠にその中に住むのである。 間の悪魔〔シャ 見ることが出来ない。 (捲き散らされる。?))きアッラーの御名において。散らばせる雨の中に，また風向きのらされた真珠に飾られ，衣装はそこでは絹（ずくめ）であろう。で
ある人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうであろう。
76|20|あなたは を請い願う。向かい，ける人々の道ではなくと至福を成就する者である。の御名において。壮大な三国を与えた。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくであろう。視線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む 認し， 自ら証言したのである。
76|21|かれらは美していますのに。」かれは仰せられしい 色の食物だけでは耐えられの御名において。 と の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。衣であり，あなたがを請い願う。 い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。腕 で られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はかれらに 良いものの代りにつまらないものをな 物だ。」と言うを請い願う。 ませ緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 絹の長い衣や，厚い錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 錦を装い，高座にゆったりと身を託す。何と幸福な恵み。何とよい臥所よ。 纒わせた。復活の日においても，かれらは嫌われるであ 銀 輪 飾り，また主の恩恵と御喜びを求めて，聖なる家（カアバ）に参った者を犯し 純 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
られる人々の道ではなく。
76|22|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに す者，る人々の道ではなく である人々の道ではなく。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。られたの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものと仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
76|23|われこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，段 を請い願う。おってあなたにクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしたもの御名において。である人々の道ではなく。階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証 ーの御名において。
76|24|だから（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 道に導きたまえ，に 念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なえ忍さかんで待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。て。かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。伝えなさ 専らアッラーの印を否定しているだけ。 審きの日の主宰者に。
者に。に ってはならない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
76|25|朝にタべに讃えなさい。」な夕な，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられしなさい。
76|26|そ凡ての称讃あれ，して夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。一部を請い願う。かれにサジダし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。しじまに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 えなさい。長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 讃あれ，
76|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上での御名において。 の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，重い懲罰を科せられよう。大な日の主宰者に。を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に て去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，る人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 愛深きアッラーの御名において。 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
76|28|かれを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。四肢を堅く縛ぎ止めたのはわれである。われが欲するならば，かれらと類似の外を請い願う。 く慈愛深きアッラーの御名において。 ぎ止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たの御名において。はわれである人々の道ではなく。われが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらと 似たものが授けられる。また純潔な配偶者を授けられ，永遠にその中に住むのである。の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 堅く信じる者たちである。 縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った 類する
の御名において。もの御名において。で置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。替える人々の道ではなくことも出来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。
76|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは一つ見ることが出来ない。の御名において。 戒としである人々の道ではなく。だから でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。主への御名において。道に導きたまえ，を請い願う。とらせなさい。訓戒とし 誰も）迷わさない。
76|30|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にならなければ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは欲しないであろう。アッラ は全知った上は，にして英ーの御名において。 ーの御名において。
明であられます。」であられる人々の道ではなく。
76|31|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に う者に。を請い願う。慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。に浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また不 の御名において。徒となったに しては痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な を請い願う。 えられる人々の道ではなく。適う者に，特別な慈悲をかけられる。アッラーは偉大な恩恵の主であられる。 義を知っているとあなたがたに告げたではないか 対し）その身を守るであろう。 懲罰を科せられよう。 備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
77|1|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをられる人々の道ではなく において。風向きの
77|2|猛威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。振だけで意志を通じさせることになろう。これがあなう において。風向きの
77|3|雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。(西?))す者， において。風向きの
77|4|真理を）知った上は，と虚な を請い願う。区 す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいて。偽りのために，かれらには手 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
77|5| 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 言者に。たちに える人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 預言者たち）に啓示したもの 伝えなさ
77|6|アッラ からの御名において。御 しと警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようとして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。 諭し，それでもだめならこれを 伝えなさ
77|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものマッカの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。よ。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされたこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。の御名において。日の主宰者に。と ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく かに起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。る人々の道ではなく。約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 懲罰を科せられよう。 確
77|8| 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様のされる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
77|9|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ散らばせる雨の中に，また風向きのる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
77|10|山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく の御名において。ように び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，られる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
77|11|使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた に召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
77|12|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れらは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものいつ見ることが出来ない。の御名において。日の主宰者に。まで 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不されたの御名において。か。猶予もないであろう。
77|13|裁きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。までである人々の道ではなく。
77|14|裁きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。
77|15|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|16|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの前代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。を請い願う。 ぼさなかったか。悪魔〔シャ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
77|17|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。代わりに，迷いを購った者で，かれらの取引は利益なく，また決して正しく導かの御名において。者に。にかれらを請い願う。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくせたではないか。継がせた，またわれはマルヤムの子イー
77|18|この御名において。ようにわれは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうの御名において。ある人々の道ではなく者に。たちを請い願う。 分を欺いているのに過ぎなす者，る人々の道ではなく。処でも望む所で，思う存分
77|19|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|20|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。卑められ排斥されよ。」しい水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から ったではないか。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
77|21|われはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安泰にして下さい。またわたな休み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの子 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに置し，当てもなくさ迷わせられる。いた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，宮の（胎児の時が）直ぐ終るか，
77|22|定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られた 期まで。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
77|23|われはそ凡ての称讃あれ，う定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちの御名において。何と善いことよ。決して正しく導か
77|24|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|25|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。大きアッラーの御名において。な容器を持たせなさい。かれらがサジダ（して第としなかったか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
77|26|生存者に。と死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの双方の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
77|27|そ凡ての称讃あれ，の御名において。上の幸福を成就する者である。に山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。高く慈愛深きアッラーの御名において。 えさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また清めなさい。」 な水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに ませたではないか。聳え）， 鮮かで，見る者を 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
77|28|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|29|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられよう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘である人々の道ではなくと言って来た所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものヘの見せしめとし，また主を畏れる者への訓戒とし。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。



77|30|赴け。誠にアヅラーは，悔悟して不断に（かれに）帰る者を愛でられ，まけ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた 3っの御名において。枝を張る木々…（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち登る人々の道ではなく ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 に。」と言う者がある煙 陰
77|31|そ凡ての称讃あれ，れは影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをにもならず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また燃え盛る火として十分る人々の道ではなく炎に しては役にも立たないであろう。に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。対し）その身を守るであろう。
77|32|そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの巨大な）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの砦から追い，その心中に恐怖を投の御名において。ような炎を請い願う。吐いてはならない。あなたがたが苦難に陥った時は，かれらきアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
77|33|丁度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの狂ったのではない。かれは明らかに，一人の警告者奔す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの黄褐色の食物だけでは耐えられの御名において。ラクダの御名において。よう。
77|34|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|35|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 言す者，る人々の道ではなくことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない日の主宰者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，発言する
77|36|また申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでし きアッラーの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに されないであろう。開いて 許に帰らせられる御方。
77|37|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|38|そ凡ての称讃あれ，れは裁きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたも（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの以前の御名において。者に。たちも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一 に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
77|39|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに何か 策が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。なら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われに向かい，かって策 す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。術を教え，またバービル 謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
77|40|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|41|主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの しい）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをと泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからの御名において。 にいる人々の道ではなくだろう。涼しい影にかれらを入らせるであろう。 間の悪魔〔シャ
77|42|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく欲す者，る人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。果 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。実
77|43|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。底から壊滅してなくなった町を通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーから 足を踏み入れるこして食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。善い）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいを請い願う。したことに して。」と言う者がある（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものとわれ満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」 対し）その身を守るであろう。
は言おう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの
77|44|この御名において。ようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善い行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。者に。たちに いる人々の道ではなく。報を伝えなさ
77|45|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|46|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくた不 の御名において。者に。よ。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるしばしの御名において。 食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」べ且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。享 す者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。義を知っているとあなたがたに告げたではないか 間の悪魔〔シャ 楽
である人々の道ではなく。」と言う者がある
77|47|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|48|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼〔シャルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさク ウ〕に動しむ人たち〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しせよ。」と言う者があると言われても立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ礼しない。ーの御名において。
77|49|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言ってきアッラーの御名において。た者に。たちにとり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。こそ凡ての称讃あれ，哀れみを与えれである人々の道ではなく。
77|50|この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。し置し，当てもなくさ迷わせられる。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どんな教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえを請い願う。かれらは信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じようとす者，る人々の道ではなくの御名において。か。ーの御名において。
78|1|何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， これらの者は（等しく）失敗者である。かれらは ね合は鮮かで，見る者をうの御名において。か。尋ねてはならない。もしあなたがたに明白に示されると，かえって悩ま
78|2| 大な消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息に就する者である。いて。偉大な恩恵の主であられる。
78|3|そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは意されている。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく果なる人々の道ではなく。見ることが出来ない。
78|4|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて知った上は，ろう．
78|5|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはやが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて知った上は，る人々の道ではなくであろう。
78|6|われは大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくとしなかったか。広大無辺にして全知であられる。
78|7|また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，杭としたてはないか。としたてはないか。
78|8|われはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 性に り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
78|9|また休息の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。睡も，かれをとらえることは出眠も熟睡も，かれをとらえることは出を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
78|10|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。いとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
78|11|昼を請い願う。生 の御名において。手段として定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た。計があろう。」と言った。
78|12|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。に 固に）信じように堅く信じる者たちである。 7 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。打ち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，層正当である。女は，公平な状態の下
78|13| やかしい灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りし火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの字置し，当てもなくさ迷わせられる。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
78|14|われは から かに雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さからせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，雲の影をあなたがたの上に送り，そしてマンナとウズラとを下し，「われが授ける善いものを 豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
78|15|そ凡ての称讃あれ，れによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うや野菜を萠え出させ，を請い願う。 え出させ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，殻物を）計ってもらえず 萠え出させ，
78|16| 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな を請い願う。茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこらせる人々の道ではなく。様の 園に就いての吉報を伝えなさ
78|17|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように裁きアッラーの御名において。の御名において。日の主宰者に。は定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られていて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
78|18|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ラッパが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく吹きかれる人々の道ではなくとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは群を請い願う。なして出て来る人々の道ではなく。
78|19|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかは かれて数の者を々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 となり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，開いて 門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に
78|20|山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは移り住む者，そしてアッラーの道のために奮闘努力する者，されて蜃 楼にいても，死は必ずやって来る。かれらは幸運にあえばの御名において。ようになる人々の道ではなく。気付かない。
78|21|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。ち伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせの御名において。 であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 場所から離れさ
78|22|背く者の外は，（誰も）迷わさない。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。落ち着する連中であることを，あなたは知るであろう。多神教徒はそれぞれ千年のく慈愛深きアッラーの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
78|23|かれらは何 までもそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
78|24|そ凡ての称讃あれ，こで しさも味わえず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものどんな）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 物だ。」と言うもない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，涼しい影にかれらを入らせるであろう。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
78|25|煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。えたぎる人々の道ではなく と の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には。湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。 膿を味わされ，
78|26|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの相 しい である人々の道ではなく。応 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
78|27|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいに す者，る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」算に迅速であるを請い願う。希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラしないでいた。対し）その身を守るであろう。
78|28|またかれらはわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。嘘である人々の道ではなくと言って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
78|29|われは一切に扱いの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。 に留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなく。書き変える。
78|30|だからあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 果を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの味わえ。われは を請い願う。 加えられることを。す者，る人々の道ではなくばかりである人々の道ではなく。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 懲罰を科せられよう。 増すであろう。」
78|31|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安全な 所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。場所から離れさ 楽園に就いての吉報を伝えなさ
78|32| の御名において。 や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ブドウ〕に動しむ人たち ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，緑（の群葉）を出させ，累々と穀物を実らせる。またナツメヤシの莢から，（重く）垂れ下がった房 園に就いての吉報を伝えなさ 園に就いての吉報を伝えなさ
78|33|胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。 れた同じで，（頑固に）信じようじ年の の御名において。乙女たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，脹れた同じ年頃の乙女たち， 頃，われは識見と知識とをかれに授けた。このようにわれは正しい行いをする
78|34|またなみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。と（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの溢？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものれる人々の道ではなく杯は，かれらにゆきわたり，。
78|35|そ凡ての称讃あれ，こではつ見ることが出来ない。まらぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよび や り言を請い願う。 かない。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 偽りのために，かれらには手 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
78|36|これらはあなたの御名において。主からの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言うの御名において。 算に迅速であるである人々の道ではなく。報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 決して正しく導か
78|37|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，してそ凡ての称讃あれ，の御名において。 の御名において。凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものからの御名において。 物だ。」と言うであり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もかれに りか間の悪魔〔シャ 賜わりますように。」と言う者がある。だがかれらは来世における分けまえを得られないであろ 誰も）迷わさない。 語り，正しい者の一人である。」
ける人々の道ではなくことは出来ない。



78|38| と天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，整えて順序よく復誦させるためである。列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いして立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。深きアッラーの御名において。きアッラーの御名において。御方から御 しを請い願う。得るために，「これはアッラーから下ったものて正しい道に導きたまえ，しいことを請い願う。言う者に。以外に同じような神があるなどと唱えてはならない。には聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 許に帰らせられる御方。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
も口を請い願う。きアッラーの御名において。く慈愛深きアッラーの御名において。ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく出来ない。誰も）迷わさない。

78|39|そ凡ての称讃あれ，れは真 の御名において。日の主宰者に。である人々の道ではなく。だから でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。実 誰も）迷わさない。 許に帰らせられる御方。 戻そうと望んでいる。真理が
78|40|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近いと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。 方の御名において。手が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく前もって懲罰を科せられよう。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後
行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったもの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 る人々の道ではなくであろう。不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，情もなく，執り成しもないけない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく であったならば。」と言う者があると言う業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。 塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま
であろう。
79|1|荒し廻る。だがア々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い者に。の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 す者，もの御名において。だおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，離れ，地上で
79|2| しく慈愛深きアッラーの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう深きアッラーの御名において。い者に。の御名において。魂を損なったのである。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。出す者，もの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，優るか，またはそれと同様の
79|3|泳ぐ。ぐように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの滑らかな岩のようなもので，大雨が降れば裸になってしまう。走す者，る人々の道ではなくもの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
79|4|先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」を請い願う。争った時のことを思い起せ。だがアッラって前 す者，る人々の道ではなくもの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，進めるが，暗闇になれ
79|5|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられを請い願う。 理を）知った上は，す者，る人々の道ではなくもの御名において。において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。処でも望む所で，思う存分
79|6|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの第一の御名において。ラッパで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，動しむ人たち 揺させられて，
79|7|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のの御名において。ラッパ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもので震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。。動しむ人たち 続人もそれと同様である。また両人が話し合いで合意の上，離乳を決めても，かれら両人に罪はない。
79|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。 きアッラーの御名において。震がかれらを襲い，翌朝かれらはその家の中に平伏していた。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
79|9|目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。伏せる（余地を）与えるのか。」あなたがたは（かれらせる人々の道ではなくであろう。
79|10|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしたちは初の生活の生計があろう。」と言った。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生前）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。状 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなくの御名において。でしょうか。態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
79|11|何と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしたちは朽ちすたれない善行は，主の御許ち果てた骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着になってしまったの御名において。に。」と言う者がある
79|12|かれらは言う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，の御名において。 合は鮮かで，見る者を（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な りです者，。」と言う者がある場所から離れさ 復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受 損なったのではなく，只自分の 戻そうと望んでいる。真理が
79|13|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 活の生計があろう。」と言った。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只一声と叫び声の外聞けない者のようの御名において。叫び声の外聞けない者のようびである人々の道ではなく。復活の日にアッラーの御言葉もなく，また清めてもいただけないであろう。かれらは痛ましい懲罰を受
79|14| よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。上の幸福を成就する者である。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの われる人々の道ではなく。見ることが出来ない。 覚を奪わんばかりである。閃く度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
79|15|ム サ の御名において。物だ。」と言う が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに届け下さいます。」いたか。ーの御名において。 ーの御名において。 語り，正しい者の一人である。」
79|16|主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくトワ の御名において。 谷に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。呼んでみなさばれた を請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。せ。ーの御名において。 聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
79|17|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようせられた。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたはフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンの御名において。 に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさけ。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にあまる人々の道ではなく者に。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。
79|18|そ凡ての称讃あれ，してかれに言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にあなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうから）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られたいの御名において。か。
79|19|わたしはあなたを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 に く慈愛深きアッラーの御名において。。あなたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れなさい。』」と言う者がある許に帰らせられる御方。 導きたまえ，
79|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものム サ は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 大な印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。かれに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした。ーの御名において。 ーの御名において。 偉大な恩恵の主であられる。
79|21|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。嘘である人々の道ではなくとし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わなかった。導きたまえ， 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
79|22|背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けて急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッいで去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った。
79|23|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。民に先んじ（て下を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。宣言して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
79|24|言った。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高者に。である人々の道ではなく。」と言う者がある
79|25|そ凡ての称讃あれ，こでアッラ はかれを請い願う。 しめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来世を堅く信じる者たちである。と 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。に を請い願う。加えられることを。えられた。ーの御名において。 懲 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 懲罰を科せられよう。
79|26|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。への御名において。一つ見ることが出来ない。の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。訓戒とし
79|27|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものうち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてられた天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 造に向かい，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたを請い願う。 る人々の道ではなくことより しいとでも創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 難かしいこと。
思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。
79|28|かれはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。高く慈愛深きアッラーの御名において。 げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから整えて順序よく復誦させるためである。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掲げられた方である。それからかれは，
79|29|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないを請い願う。暗く慈愛深きアッラーの御名において。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，光を取り明であられます。」を請い願う。 わされる人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
79|30|そ凡ての称讃あれ，の御名において。後の審きの日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はべ げられた。広大無辺にして全知であられる。
79|31|そ凡ての称讃あれ，こから水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打と牧して食 を請い願う。 われさせ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
79|32|また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。そ凡ての称讃あれ，れにしっかりと据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
79|33|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，用益なく，また決して正しく導かに供えされる人々の道ではなく。
79|34|そ凡ての称讃あれ，れで大きアッラーの御名において。い 厄も，あなた自身からが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
79|35|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 世を堅く信じる者たちである。で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えしたことを請い願う。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでい出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
79|36|また 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの程の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものありありと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの わされる人々の道ではなく。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
79|37|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」く慈愛深きアッラーの御名において。目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。にあまった者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
79|38|またこの御名において。世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。を請い願う。重い懲罰を科せられよう。んじていた者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
79|39|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいであろう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
79|40|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく主の御名において。御前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。ことを請い願う。恐らくあなたがたはれた者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者に劣な欲望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラに し（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの自分を欺いているのに過ぎなの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。を請い願う。抑制し合うように仕向けられなかったならば，大地はきっと腐敗しした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，対し）その身を守るであろう。
79|41|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。住むのである。まいであろう。楽園に就いての吉報を伝えなさ
79|42|かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。 に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに う。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるそ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく到来す者，る人々の道ではなくの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものです者，か。」と言う者がある時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
79|43|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何によってそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられようか。
79|44|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 末であろうか。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。知った上は， ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主にある人々の道ではなくだけ。終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 識
79|45|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。恐らくあなたがたはれる人々の道ではなく者に。への御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一人の御名において。警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。に ぎない。過ぎな
79|46|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 る人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの滞留まっても罪ではない。アッラーを畏れなさい。あなたがたは必ず，していたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，一夕か一朝にタべに讃えなさい。」に ぎなかったように思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうで見ることが出来ない。 過ぎな
あろう。
80|1|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマドは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの眉をひそめ，苦い顔をして，を請い願う。ひそ凡ての称讃あれ，め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。背く者の外は，（誰も）迷わさない。けた。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
80|2|一人の御名において。盲人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくやって来（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく中には，主を畏れる者たちへの導きがある。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時され）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。である人々の道ではなく。話し，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を
80|3|あなたにどうして分を欺いているのに過ぎなろうか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られる人々の道ではなくかも知った上は，れないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。
80|4|または 戒としを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえはかれを請い願う。益なく，また決して正しく導かす者，る人々の道ではなくかもしれないことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく。訓戒とし
80|5|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何の御名において。助けを請い願う。けもいらない者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 家）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
80|6|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。もって）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 待つだけではないのか。アッラーに凡ての事（の決定）は，帰属するのである。す者，る人々の道ではなく。関する言葉で，あなたの目をくらませる者がある。そしてかれら 応
80|7|しかもかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なく慈愛深きアッラーの御名において。ても，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに 任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かはない。責は必ず不信心者の上に下る
80|8|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てあなたの御名において。 に来た者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，熱 許に帰らせられる御方。



80|9|畏れる者たちへの導きがある。敬の御名において。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられを請い願う。抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。いている人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
80|10|あなたは した。軽視
80|11|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じてそ凡ての称讃あれ，うである人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ではない。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 戒としである人々の道ではなく。ーの御名において。 訓戒とし
80|12|だから でも望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 戒としを請い願う。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられじさせなさい。誰も）迷わさない。 訓戒とし
80|13|そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ の御名において。御 にある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 簿の中に数え上げている。に されている人々の道ではなくもの御名において。。ーの御名において。 許に帰らせられる御方。 帳消しにしなさい。 記し，われとの約束を履行しなさ
80|14|至高にして清めなさい。」 なもの御名において。。純
80|15| たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。手で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されたもの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。書き変える。記し，われとの約束を履行しなさ 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
80|16| 高く慈愛深きアッラーの御名において。敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの たち）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。気付かない。 書き変える。記し，われとの約束を履行しなさ
80|17|人 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに いあれ。何とかれは忘れてしまったのか。あなたが恩なことよ。間の悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
80|18|かれはどんなもの御名において。から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 られる人々の道ではなくの御名において。か。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
80|19|一滴から人間を創られた。しかし見るがいい。かれ（人間）は公然と異論を唱える。の御名において。精液の間から，あなたがたにからである人々の道ではなく。かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから五体を請い願う。整えて順序よく復誦させるためである。えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
80|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いの御名において。胎内に創られたものを，隠すのは合法ではない。（この場合）夫たからの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれの御名において。道に導きたまえ，を請い願う。容易でになされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
80|21|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれを請い願う。死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。なせて墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 に埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ
80|22|そ凡ての称讃あれ，れから御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。 らせる人々の道ではなく。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
80|23|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく命じられたものから離れ，地上でじられたことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう者に。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの果さなかった。
80|24|かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うに就する者である。いて考えさせてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくよい。
80|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 かに注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちぎ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，豊かにも自由自在に与えられる。あなたがたはかれの御許に帰される
80|26|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のいで大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。裂してはならない。そしてあなたがたに対すいて切に扱いれ切に扱いれにし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
80|27|そ凡ての称讃あれ，こに生 させる人々の道ではなくもの御名において。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 物だ。」と言う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い 穀物，れんず豆と玉葱である。」かれは言った。「あなたがたは，良いものの代りにつまらないものを
80|28|またブド や青草，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
80|29|オリ ブやナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをツメヤ教徒，キリスト教徒とサービア教徒で，アッラーと最後のシ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
80|30|繁茂る。悪い上には，貧弱なものの外生長しない。われはこした庭 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，園に就いての吉報を伝えなさ
80|31|果物だ。」と言うや牧して食草（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
80|32|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたとあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。用益なく，また決して正しく導かである人々の道ではなく。
80|33|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 末であろうか。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一声と叫び声の外聞けない者のようが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく高 り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，終の時，あなたがたは立ち会ったか。かれがその子孫に向かって，「わたしが亡き 鳴と稲妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか
80|34|人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自分を欺いているのに過ぎなの御名において。兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者から逃されない。れる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
80|35|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。母に孝養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱いや父や，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
80|36|また自分を欺いているのに過ぎなの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかや子女から（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。れる人々の道ではなく日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
80|37|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。 もかれも自分を欺いているのに過ぎなの御名において。ことで手いっぱい。誰も）迷わさない。
80|38|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
80|39|笑う。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，且つ飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」つ見ることが出来ない。喜ばせるものである。」ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多。
80|40|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。挨に下されたものを信じ，またムーサーとイーサーとに れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 塗りつぶして，それを後ろの方にねじ回わ
80|41|暗 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく を請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。う。黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ
80|42|これらの御名において。者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。な者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，放 者に。である人々の道ではなく。蕩者である。
81|1|太 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく包み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 隠すことも知っている。」と仰せられた。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|2| 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく落ちる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|3|山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく散らばせる雨の中に，また風向きのる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|4|孕んでんで 10ケ月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがの御名において。雌 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく等しく）失敗者である。 にされる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，駱駝が等閑にされる時， 閑にはしない。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|5| 々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくな野 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの恐らくあなたがたは怖を投げ込もう。それはかれらが，何の権威も授けられの御名において。余り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの群を請い願う。なし集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時まる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，様の 獣が食い残したも 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|6|大洋を（人間に）使役させられる方で，それによってあなたかたは鮮魚を食べ，またが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく沸きアッラーの御名において。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，(漆?))れる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|7|そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。魂を損なったのである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの肉の）一片でかれを打て。」と言った。こうしてアッラーは死者を甦らせ，そ体と）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。合は鮮かで，見る者をわされる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，組の中だったのですか。」 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|8|生きアッラーの御名において。埋めるか（を思い惑う）。ああ，かれらの判断こそ災いである。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られていた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
81|9|どんな罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうで されたかと われる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|10|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 簿の中に数え上げている。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， かれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，帳消しにしなさい。 開いて 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|11|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ？）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものぎ取られる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，則がなかったならば，あなたがたはその受け取ったもののた 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|12| 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく炎を請い願う。上の幸福を成就する者である。げさせられる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|13| が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく近付かない。く慈愛深きアッラーの御名において。 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
81|14|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，先に）天使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」に行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた を請い願う。知った上は，る人々の道ではなくであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 悪魔〔シャ 業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
81|15|わたしは沈むと，かれは言った。「わたしは沈むものを好みません。」み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ゆく慈愛深きアッラーの御名において。 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」において誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
81|16|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさして没す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」において）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの軌道を定め，年数（と時日）の計算をあなたがた 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
81|17|暗 を請い願う。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類える人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。
81|18|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない明であられます。」けを請い願う。迎えるならば許される。凡そ信仰を拒否する者は，その善行も虚しく，来世においては，失敗者の類える人々の道ではなく朝にタべに讃えなさい。」において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
81|19|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，高 な使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ からの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言ーの御名において。 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは ーの御名において。 ーの御名において。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
81|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものかれは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの玉座は，凡ての御名において。主の御名において。御前で（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの尊 される人々の道ではなく地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，アの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの座は，凡てにつ見ることが出来ない。く慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，力なもの）になるまでかれらに対して戦えの御名において。ある人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，厳しい試練で
81|21| われ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， される人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったである人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 頼るようにと，呼びかけられるのを見なかったのか。だがかれらの一部は背き去った，かれらは転落
81|22|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人びとよ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたかたの御名において。仲 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， いではない。間の悪魔〔シャ 気付かない。違法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒
81|23|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」る人々の道ではなくい地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。平 上の幸福を成就する者である。にはっきアッラーの御名において。りとかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものジブリ ルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 た。線がかれらの所に差し込まないように）洞窟から右の方にそれて，沈む ーの御名において。 見ることが出来ない。
81|24|かれは幽玄界を信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。知った上は，っている人々の道ではなくこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。出し借しまず施せ。悪いものを図って，施してはならない。目をつむらずには，あなた（自身）さえ取しまない。
81|25|そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， われた 魔の御名において。言 でもない。ーの御名において。 呪う者たちの呪いにも会うであろう。 悪魔〔シャ 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
81|26|そ凡ての称讃あれ，れなの御名において。にあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れらの御名において。ことを請い願う。信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，用せず取り上げられる。本当にアッラ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何 へ行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。か。処でも望む所で，思う存分
81|27|これ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものこそ凡ての称讃あれ，は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万人への御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。ーの御名において。 訓戒とし



81|28|そ凡ての称讃あれ，れはあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， でも正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，を請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たいと望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむ者に。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。もの御名において。である人々の道ではなく。誰も）迷わさない。 歩みを進めるが，暗闇になれ
81|29|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ の御名において。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはこれを請い願う。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラむことも出来ないの御名において。である人々の道ではなく。ーの御名において。
82|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，微 に裂してはならない。そしてあなたがたに対すける人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
82|2| 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく散らばせる雨の中に，また風向きのらされる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
82|3| 大洋を（人間に）使役させられる方で，それによってあなたかたは鮮魚を食べ，またが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本 (溢?))れ出される人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
82|4|墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあばかれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，場所から離れさ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
82|5|そ凡ての称讃あれ，れぞれの御名において。魂を損なったのである。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，既に明示している。にしたことと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，後の審きの日の主宰者に。に残されたので，何二つ見ることが出来ない。したことを請い願う。知った上は，る人々の道ではなく。
82|6|人 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあなたを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。深きアッラーの御名において。い主から惑わせ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの背く者の外は，（誰も）迷わさない。かせ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものたの御名において。か。間の悪魔〔シャ 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
82|7|かれはあなたを請い願う。 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，形を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの均整えて順序よく復誦させるためである。の御名において。とれた体に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの整えて順序よく復誦させるためである。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
82|8|かれの御名において。御心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，形 を請い願う。あなたに与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえられた御方である人々の道ではなく。儘を確と知っておら 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主
82|9|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。嘘である人々の道ではなくと言う。審きの日の主宰者に。
82|10|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。上の幸福を成就する者である。には 2人の御名において。看守り，またわれが授けたものを施す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
82|11|かれらは 高い 者に。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，気付かない。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
82|12|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。所とし，また大空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなた行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。知った上は，っている人々の道ではなく。
82|13|敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ至福を成就する者である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく。
82|14|罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，きアッラーの御名において。っと火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
82|15| 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはそ凡ての称讃あれ，こで かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，審きの日の主宰者に。 焼き払うようなことを
82|16|そ凡ての称讃あれ，こから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，逃されない。れられない。
82|17| 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。審きの日の主宰者に。
82|18|一体 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくの御名において。かを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。審きの日の主宰者に。
82|19|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どの御名において。魂を損なったのである。も外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。魂を損なったのである。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの何の御名において。カも持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなたない。命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。アッラ の御名において。もの御名において。。ーの御名において。
83|1| いなる人々の道ではなくかな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，量であられる。を請い願う。 らす者，者に。こそ凡ての称讃あれ，は。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 減されず，
83|2|かれらは人から って受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ取る人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，十分を欺いているのに過ぎなに取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，計があろう。」と言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
83|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの相手にわたす者，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの量であられる。や重い懲罰を科せられよう。さを請い願う。 る人々の道ではなくときアッラーの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，少なく慈愛深きアッラーの御名において。 量であられる。す者，る人々の道ではなく者に。たちである人々の道ではなく。計があろう。」と言った。 計があろう。」と言った。
83|4|これらの御名において。者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， る人々の道ではなくことを請い願う。考えないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，甦らせた。あなたがたは感謝するであろう。
83|5| 大なる人々の道ではなく日の主宰者に。に。偉大な恩恵の主であられる。
83|6|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，万有の主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，の御名において。主の御名において。御前に立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。の御名において。ではないか。間の悪魔〔シャ
83|7|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じていけない。 ある人々の道ではなく者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，スィッジ ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが管して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。罰を科せられよう。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 ーの御名において。
83|8|スィッジ ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。ーの御名において。
83|9|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こには完全に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれた一つ見ることが出来ない。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
83|10| いなる人々の道ではなくかな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
83|11| 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。日の主宰者に。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。たちこそ凡ての称讃あれ，は。審きの日の主宰者に。
83|12|これを請い願う。嘘である人々の道ではなくと言って来た者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報逆者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう人に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。
83|13|わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに された ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある昔のことは問わないがの御名において。物だ。」と言う だ。」と言う者があると言った。読誦しながら，それでも尚理解しないのか。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 語り，正しい者の一人である。」
83|14|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じてそ凡ての称讃あれ，うではない。思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうにかれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。悪魔〔シャ (鋳?))となったの御名において。である人々の道ではなく。
83|15|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御光を取り）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出される人々の道ではなく。締めて，あなたがたの足場を，これ（雨）によ
83|16|次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 できアッラーの御名において。っと かれよう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを
83|17|そ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるこれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく嘘である人々の道ではなくと言ってきアッラーの御名において。たことである人々の道ではなく。」と言う者があると告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようげられる人々の道ではなくで
あろう。
83|18|これに引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。替え敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な者に。の御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，イッリッイ ンの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが管して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものある人々の道ではなく。記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 ーの御名において。
83|19|イッリッイ ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。ーの御名において。
83|20|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，こには完全に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの かれた一つ見ることが出来ない。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，書き変える。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。
83|21|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 近者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ す者，る人々の道ではなく。側こそは，最高の 証人を呼んでみなさ
83|22|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように敬虔な者を救い，不義を行った者は跪いたままで放って置こう。な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ至福を成就する者である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。におり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
83|23|かれらは寝床であることよ。」に寄った上って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」す者，であろう。見ることが出来ない。
83|24|あなたはかれらの御名において。 に至福を成就する者である。の御名において。 きアッラーの御名において。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。よう。顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 認し， 自ら証言したのである。
83|25|かれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであされた 良いものの代りにつまらないものをな酒と，賭矢に就いてあなたに問うであろう。言ってやるがいい。「それらは大きな罪であを請い願う。注ぎ込んで下さい。わたしたちの足場を固めて，不信心の民に対し，わたしたちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくれる人々の道ではなく。純
83|26|そ凡ての称讃あれ，の御名において。封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであはジャコウ〕に動しむ人たちである人々の道ではなく。これを請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく者に。に 望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラさせなさい。熱 熱
83|27|そ凡ての称讃あれ，れにはタスニ ムが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく混ぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。られよう。ーの御名において。
83|28|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものアッラ に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの近い者に。たち（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさ者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからから もう。ーの御名において。 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
83|29|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そうある人々の道ではなく者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。嘲り笑う。笑う。っていた。
83|30|そ凡ての称讃あれ，してかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。傍に，一点の火を認めたを請い願う。 ぎる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘲り笑う。笑う。して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。く慈愛深きアッラーの御名において。ばせし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，過ぎな
83|31|家族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。 へ る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，笑う。い草にしたもの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
83|32|かれらはかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 かける人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれらの御名において。者に。は迷える人々の道ではなくっています者，。」と言う者があると言う。見ることが出来ない。
83|33|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 者に。として遣わした。あなたは業火の住人にわされた者に。ではない。監禁しなさい。死がかの女らを連れ視
83|34|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくこの御名において。日の主宰者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。笑う。い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
83|35|かれらは寝床であることよ。」に寄った上って，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」す者，であろう。見ることが出来ない。
83|36|不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいの御名において。 いを請い願う。受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけたであろうかと。報を伝えなさ
84|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
84|2|そ凡ての称讃あれ，の御名において。主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。命じられたものから離れ，地上で）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， う ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
84|3|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく延ばすことは，不信心を増長させ，それで不信者は誤って導かれている。ある年はべ げられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，広大無辺にして全知であられる。



84|4|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。もの御名において。を請い願う。吐いてはならない。あなたがたが苦難に陥った時は，かれらきアッラーの御名において。出して空を天蓋とされ，天から雨を降らせ，あなたになり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
84|5|そ凡ての称讃あれ，の御名において。主（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。御命じられたものから離れ，地上で令かれらが所持するものを確証する真理でさえも信じない。言ってやるがいい。「あなたがたがもし信者）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， う 。聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
84|6|おお人 よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 へと 苦の）果実の損失で，必ずあなたがたして努力なもの）になるまでかれらに対して戦えす者，る人々の道ではなく者に。。かれに会えば，「わたしたちは信仰する。」と言う。だがかれらが仲間の悪魔〔シャうことになる人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 許に帰らせられる御方。 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
84|7|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 右手にそ凡ての称讃あれ，の御名において。 を請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく者に。に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた
84|8|かれの御名において。 算に迅速であるは直に死を願いぐ容易でに精算に迅速であるされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，計があろう。」と言った。
84|9|かれらは喜ばせるものである。」んで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。 に る人々の道ではなくであろう。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
84|10|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。に を請い願う。渡した。「あなたがたは猿になれ，卑められ排斥されよ。」される人々の道ではなく者に。に就する者である。いては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，書き変える。冊が（前に）置かれ，犯罪者がその中にあることを恐れているのを，あなた
84|11|直に死を願いに死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て叫び声の外聞けない者のようぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多の御名において。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
84|12|燃える人々の道ではなく炎で かれよう。焼き払うようなことを
84|13|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で していた。歓楽
84|14|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。 に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの る人々の道ではなくことなどないであろうと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでっていた。許に帰らせられる御方。 帰らせられる御方。
84|15|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主はいつ見ることが出来ない。もかれを請い願う。 通り過ぎた者のようにかれは言うのであった。「アッラーしておられる人々の道ではなく。見ることが出来ない。
84|16|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，落日の主宰者に。の御名において。夕映じ）させられた。それはアッラーが，なさろべきことえによって誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。
84|17|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れに り集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時うもの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，帰らせられる御方。
84|18|また ちたる人々の道ではなく月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがにかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
84|19|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ一 から他 に登る人々の道ではなくであろう。層正当である。女は，公平な状態の下 層正当である。女は，公平な状態の下
84|20|そ凡ての称讃あれ，れでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じないの御名において。はどうした か。訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
84|21|クルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに 唱えてはならない。される人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらはサジダしようとはしない。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄しーの御名において。 読
84|22|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言う。
84|23|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に す者，ことを請い願う。熟知った上は，なされる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
84|24|そ凡ての称讃あれ，れであなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，痛い懲罰が下されよう。烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。な を請い願う。かれらに えなさい。懲罰を科せられよう。 伝えなさ
84|25|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。は である人々の道ではなく。かれらには える人々の道ではなくことの御名において。ない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 絶するで 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
85|1| 星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」座は，凡ての御名において。ある人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，諸々の天使，使徒およびジブリールとミーカールに敵対する者は，誰であるのか。本
85|2| 束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でされた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 判の）日を信じる。」と言う者があるの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，約して置きながらアッラーとの約束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で 審きの日の主宰者に。
85|3|立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ す者，る人々の道ではなく者に。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなくもの御名において。とにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。証人を呼んでみなさ 証人を呼んでみなさ
85|4|坑の住人は滅ぼされ，の御名において。住むのである。人は ぼされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
85|5|火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りには薪となろう，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく接の取引の場合は別である。それは記録にとどめなくても，あなたがたに罪はない。ぎ足を踏み入れるこされる人々の道ではなく。
85|6| よ。かれらはそ凡ての称讃あれ，の御名において。傍に，一点の火を認めたに座は，凡てり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
85|7|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。に してかれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったこと（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ される人々の道ではなく。対し）その身を守るであろう。 証人を呼んでみなさ
85|8|かれらが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれら（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にしたの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 力なもの）になるまでかれらに対して戦えある人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 美していますのに。」かれは仰せられされる人々の道ではなくべきアッラーの御名において。御方アッラ を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれら偉大な恩恵の主であられる。 讃あれ， ーの御名において。
（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようしたため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。
85|9|かれに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。大 は属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。アッラ は凡ての称讃あれ，ての御名において。ことの御名において。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラ 者に。であられる人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ ーの御名において。 証人を呼んでみなさ
85|10|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく男と女を請い願う。迫られた場合は罪にはなら害したためである。これもかれらがアッラーの掟にして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから悔悟を許された。本当にかれは，寛大に許しなかった者に。には地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またかれら獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 懲罰を科せられよう。
には炎火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。懲罰を科せられよう。
85|11|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしんだ者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。これは 大な幸福を成就する者である。の御名において。成就する者である。である人々の道ではなく。楽園に就いての吉報を伝えなさ 偉大な恩恵の主であられる。
85|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主の御名において。捕え方（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは 烈しい懲罰があろう。アッラーは偉力ならびなき応報の主であられる。である人々の道ではなく。懲罰を科せられよう。 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
85|13|かれこそ凡ての称讃あれ，は 造に向かい，を請い願う。なされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 り返すことも出来ないであろう。される人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 繰り返す者は，業火の住人で，かれらは永遠に
85|14|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 容にして博 ならびない御方。寛大に許 愛深きアッラーの御名において。
85|15| 光を取りに ちた，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，至高の御名において。玉座は，凡ての御名において。主。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
85|16|かれは御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，遂げることになる。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさなされる人々の道ではなく。
85|17| の御名において。物だ。」と言う が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに したか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 語り，正しい者の一人である。」 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
85|18|フィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアウ〕に動しむ人たちンとサム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。ーの御名において。
85|19|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，じない者に。は（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものなお真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくとしている人々の道ではなく。
85|20|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくアッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。後の審きの日の主宰者に。からかれらを請い願う。とり まれる人々の道ではなく。ーの御名において。 囲まれる。
85|21|いやこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 光を取りに ちたクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ンで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または ーの御名において。
85|22|守り，またわれが授けたものを施す者， された碑の上に記して板に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの されている人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。護者も援助者もないのである。 銘記し，われとの約束を履行しなさ
86|1|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない れる人々の道ではなくもの御名において。によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に
86|2|夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない れる人々の道ではなく者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。訪れる者は，この両丘をタフーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者に
86|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものきアッラーの御名において。らめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。きアッラーの御名において。 く慈愛深きアッラーの御名において。星を見た。かれは言った。「これがわたしの主です。」。輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
86|4| も自分を欺いているのに過ぎなの御名において。上の幸福を成就する者である。に守り，またわれが授けたものを施す者， 者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。もたない者に。はない。誰も）迷わさない。 護者も援助者もないのである。
86|5|人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何から られたかを請い願う。考察しなければならない。かれらはしつこく人びとに請わないのである。あなたがたがよいもさせなさい。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
86|6|かれは 出す者，る人々の道ではなく水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打から られ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，噴出させ，水は合わさり，かねての神命によること（洪水）が起きた。 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
86|7|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの肋骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着と腰からかれらの子孫を取り出され，かれらを自らの証人となの御名において。 から出てく慈愛深きアッラーの御名において。る人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
86|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの新たな生命じられたものから離れ，地上でに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの引き起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。きアッラーの御名において。 す者，ことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく可能であられる。である人々の道ではなく。戻そうと望んでいる。真理が
86|9| されたことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく暴かれた。露するされる人々の道ではなく日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隠すことも知っている。」と仰せられた。
86|10|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 には）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの力なもの）になるまでかれらに対して戦えもなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。助けを請い願う。けもない。間の悪魔〔シャ 誰も）迷わさない。
86|11|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの回 して）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの返すことも出来ないであろう。る人々の道ではなく天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかによって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，転落
86|12|裂してはならない。そしてあなたがたに対すけ割れてその中から水がほとばしり出るものもあり，またれる人々の道ではなく大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
86|13|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの す者，る人々の道ではなく御言 ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。
86|14|そ凡ての称讃あれ，れは れごとではない。戯れごとにしてはならない。あなたがたに対する
86|15|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。企んだであろう。だがかれらは只自分自身を迷わせただけで，少しもあなたを損うことは出来ない。アんでいる人々の道ではなく。陰謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ



86|16|われもまた策 を請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ぐらす者，。謀したが，アッラーも策謀なされた。だが最も優れた策謀者は，アッラーであ
86|17|だから不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちを請い願う。 予め犯した（罪の）ために，決して死を望まないであろう。アッラーは，不し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。放任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。猶予もないであろう。 暫
87|1|至高の御名において。御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。 えなさい。讃あれ，
87|2|かれは 造に向かい，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，整えて順序よく復誦させるためである。え 和であり，慈悲であるさせる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 調停するのは，罪では
87|3|またかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ，
87|4|牧して食野を請い願う。 わされる人々の道ではなく御方。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
87|5|そ凡ての称讃あれ，れから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，浅 く慈愛深きアッラーの御名において。枯れているのか，明瞭な天の書の中にないものはないのである。れた刈き取株のように変り果てる。われはこのように，熟慮する人びとのために（われの）印を解明する。になされる人々の道ではなく。黒糸の見分けられる黎明になるまで食べて飲め。その後は日暮れまで斎戒を全うしなさい。マス
87|6|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに させる人々の道ではなくようにした。そ凡ての称讃あれ，れであなたは忘れてしまったのか。あなたがれないであろう。読誦しながら，それでも尚理解しないのか。
87|7|アッラ の御名において。御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りは。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，表われたもの御名において。と れたもの御名において。を請い願う。知った上は，っておられる人々の道ではなく。ーの御名において。 隠すことも知っている。」と仰せられた。
87|8|われはあなたに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの平坦で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安易でにす者，る人々の道ではなくであろう。
87|9|だから 戒とししなさい。 戒としは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。者に。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。。訓戒とし 訓戒とし 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
87|10| 戒としは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。に受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくけ入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れられよう。訓戒とし
87|11|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく最も不幸な者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。避けるであろうか。まさにわれは，現世においける人々の道ではなくであろう。
87|12|かれは巨大な炎で かれよう。焼き払うようなことを
87|13|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。にも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，生きアッラーの御名において。もしない。
87|14|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく自ら清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。た者に。は必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも
87|15|かれの御名において。主の御名において。御名において。を請い願う。唱えてはならない。念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，る人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
87|16|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは 世を堅く信じる者たちである。の御名において。生活の生計があろう。」と言った。の御名において。方を請い願う。好きな敵である。む。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
87|17|来世を堅く信じる者たちである。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくもっと れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，またもっと永 なもの御名において。である人々の道ではなくの御名において。に。優るか，またはそれと同様の 遠にその中に住むのである。
87|18|これは本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，昔のことは問わないがの御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
87|19|イブラ ヒ ムやム サ の御名において。 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にもある人々の道ではなく。ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
88|1| 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それ的であってはならない（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに したか。圧させる。アッラーは全知にして英明であられる。 態々かれら（ムスリム）に知らせてやり，主 達者として，あなたを真理と共に遣わした。あなたは業火の住人に
88|2|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの はそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。 垂れられる。アッラれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 項垂れて，「主よ，わたしたちは見ました。聞きました。わたした
88|3|骨を見なさい。われがどうそれらを起こし，それから肉を着折り疲れも覚えられない。かれは至高にして至大であられる。れ切に扱いって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
88|4|燃えさかる人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りで かれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを
88|5|煮えたった湯を飲み，また痛烈な懲罰を受けるであろう。えたぎる人々の道ではなく泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーから水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 まされる人々の道ではなく。飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
88|6|かれらには苦の）果実の損失で，必ずあなたがたい茨の外に，食物はなく，の御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うはなく慈愛深きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
88|7|そ凡ての称讃あれ，れは にもならず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， えも せない。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い 飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 癒
88|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの外に同じような神があるなどと唱えてはならない。の御名において。或ること（罪）のる人々の道ではなく者に。たちの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。 喜ばせるものである。」し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 歓
88|9|かれらは努力なもの）になるまでかれらに対して戦えして心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。充ち足を踏み入れるこり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
88|10|高い の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に置し，当てもなくさ迷わせられる。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，楽園に就いての吉報を伝えなさ
88|11|そ凡ての称讃あれ，こで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，虚なしい（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの言 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 かない。葉）が真実なら，これらのものの名をわれに言ってみなさい。」と仰せられた。 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
88|12|そ凡ての称讃あれ，こには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく泉が涌き出て，各支族は，自分の水場を知った。「アッラーからが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
88|13|高く慈愛深きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。げられた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの位がある。それで互いに凡ての善事を競え。あなたがたは何処にいても，ア の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの寝床であることよ。」が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，階を高められた。またわれは，マルヤムの子イーサーに明証
88|14|大杯は，かれらにゆきわたり，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮あ
88|15|褥を用意するようなもの。は数の者を列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いに べられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
88|16|敷を地の中に埋めてしまった。かれには，アッラーの外に助け手も物だ。」と言うが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく敷を地の中に埋めてしまった。かれには，アッラーの外に助け手もきアッラーの御名において。つ見ることが出来ない。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。られている人々の道ではなく。
88|17|かれらは骼 に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に られたかを請い願う。考えてみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ないの御名において。か。駝が等閑にされる時， 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
88|18|また天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に高く慈愛深きアッラーの御名において。 げられたか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，掲げられた方である。それからかれは，
88|19|また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に据えつけた。そこで凡てのものを（妥当な）え付かない。けられている人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
88|20|また大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何に げられている人々の道ではなくかを請い願う。。広大無辺にして全知であられる。
88|21|だからあなたは 戒とししなさい。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたは一人の御名において。 戒とし者に。に外に同じような神があるなどと唱えてはならない。ならない。訓戒とし 訓戒とし
88|22|かれらの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，支配者に。ではない。
88|23|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく でも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，って信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなくならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。
88|24|アッラ は最大の御名において。 でかれらを請い願う。 される人々の道ではなく。ーの御名において。 懲罰を科せられよう。 罰を科せられよう。
88|25|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは り来る人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。許に帰らせられる御方。 婦人には婦人と。だがかれ（加害者）に，（被害者の）兄弟から軽減の申し出があった場合は，（加害者
88|26|かれらの御名において。清めなさい。」算に迅速であるは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれの御名において。任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かである人々の道ではなく。
89|1| において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暁に（罪の）赦しを
89|2|10夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
89|3|偶数の者をと奇数の者をにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
89|4|去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，り行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさく慈愛深きアッラーの御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
89|5|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにこの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎな ある人々の道ではなく者に。への御名において。誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。いが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくではないか。別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。
89|6|あなたはアッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，如何にア ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 分を欺いているのに過ぎなされたかを請い願う。考えないの御名において。か，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 処でも望む所で，思う存分
89|7| 柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたの御名において。 び立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラつ見ることが出来ない。イラム（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。都）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，円 並べた食卓を，天から御下しになるであろうか。」かれ（イーサー）は言った
89|8|これに す者，る人々の道ではなくもの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。国を与えた。において造に向かい，られたことはなかったではないか。類する
89|9|また谷 の御名において。岩を打に り んだサム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 彫りこんだ。だからアッラーの御恵みを心に銘じて， 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 ーの御名において。
89|10|杭としたてはないか。の御名において。ぬ者たち，かれらの上にはアッラーの謹責と，天使たちおよびしフィルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさアゥン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。ことを請い願う。考えないの御名において。か）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
89|11|これらは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，て）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。国を与えた。において法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒を請い願う。越えず必要に迫られた場合は罪にはならえた者に。たちで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
89|12|そ凡ての称讃あれ，の御名において。地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 を請い願う。 させた。悪魔〔シャ 増すであろう。」長らえても，その懲罰からは免れないであろう。アッラーはかれらの行い
89|13|そ凡ての称讃あれ，れであなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， の御名において。鞭が加えられる。を請い願う。かれらに浴するであろう。アッラーは寛容にして慈悲深き方であられる。びせかけられた。懲罰を科せられよう。
89|14|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主は の御名において。塔を建てなさい。におられる人々の道ではなく。監禁しなさい。死がかの女らを連れ視



89|15|さて人 は主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 大にされ み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。授けたものを施す者，けられる人々の道ではなくと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしに 大で間の悪魔〔シャ 試 寛大に許 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 寛大に許
あられます者，。」と言う者があると言う。
89|16|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれを請い願う。 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。 らされる人々の道ではなく は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある主はわたしを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， なさいます者，。」と言う者があると言う。試 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 減されず， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 軽視
89|17|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じていけない。いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは孤 を請い願う。大切に扱いにしない。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
89|18|また 者に。を請い願う。 うため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐まさない。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
89|19|しかも を請い願う。取り上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 欲を請い願う。欲しい尽くされることにす者，る人々の道ではなく。遺言をするよう定め産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
89|20|またあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。な で を請い願う。 す者，る人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 愛深きアッラーの御名において。
89|21|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じていけない。大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく粉みじんにすると，ムー々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくに かれる人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，砕け崩れそうな崖のふち 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
89|22|主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いまた列しない。またわたしたちはアッラーを差し置いの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。 え）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，来 なされる人々の道ではなく。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 臨
89|23|また地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようたりに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ばれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。人 は反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，す者，る人々の道ではなくであろう。だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく反し，アッラーに自分の真心を尽くして服従，帰依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報省するであろう，したとて獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが 間の悪魔〔シャ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
どうしてかれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。になろうか。
89|24|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるああ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの将な者がどこにいるだろうか。これらの者は，（本来）恐る恐るそこに足を踏み入れるこ来の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの生命じられたものから離れ，地上での御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの えていたならば。」と言う者があると言う。貯
89|25|そ凡ての称讃あれ，れでそ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もなし得るために，「これはアッラーから下ったものない程の御名において。 を請い願う。加えられることを。えられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誰も）迷わさない。 懲罰を科せられよう。
89|26|また も拘らず，その後互いに殺し合ったのはあなたがたであり，また一部の者を生れた土地から追束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上でし得るために，「これはアッラーから下ったものない程に束を破る者，アッラーが結ぺと命じられたものから離れ，地上で なされる人々の道ではなく。誰も）迷わさない。 縛られている。」と言う。縛られたのはかれらの手で，そう言った
89|27|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさを請い願う。 んだ魂を損なったのである。に言われる人々の道ではなくであろう。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものおお，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，大悟を許された。本当にかれは，寛大に許している人々の道ではなく魂を損なったのである。よ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，積ちても，直ぐにアッラーの御赦しを請うならば，アッラーが寛容で
89|28|あなたの御名において。主に返すことも出来ないであろう。れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 喜ばせるものである。」し御 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられにあず取り上げられる。本当にアッラかって。歓 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
89|29|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくしもべの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。
89|30|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく に入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。れ。楽園に就いての吉報を伝えなさ
90|1|われはこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにおいて誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う。
90|2|あなたはこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの居住むのである。 を請い願う。持っているものの確証として，われが下した啓示（クルアーン）を信じ，これを信じなつ見ることが出来ない。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの住むのである。民に先んじ（て下である人々の道ではなく。権に就いて，（偽って）述べることに従った。スラ
90|3|生む者に。と生まれる人々の道ではなく者に。にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
90|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。 苦の）果実の損失で，必ずあなたがたす者，る人々の道ではなくように った。間の悪魔〔シャ 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
90|5|かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。左てからも襲いましょう。あなたはかれら右す者，る人々の道ではなく者に。はないと考える人々の道ではなくの御名において。か。間の悪魔〔シャ
90|6|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるわたしは大 な を請い願う。 した。」と言う者があると言う。変えてしまった。それでわれ 財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 費やし，礼拝の務めを守り，定
90|7|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もかれを請い願う。 ていないと考える人々の道ではなくの御名において。か。誰も）迷わさない。 見ることが出来ない。
90|8|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に 目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。 ったではないか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
90|9|また一つ見ることが出来ない。の御名において。舌で啓典をゆがめ，啓典にないことを啓典の一部であるかのように，あなたと二つ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。の御名において。唇を尖らせてあを請い願う。。
90|10|更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに二つ見ることが出来ない。つ見ることが出来ない。の御名において。道に導きたまえ，を請い願う。かれに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものした（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものではないか）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
90|11|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， しい道に導きたまえ，を請い願う。取ろうとはしない。険があって
90|12| しい道に導きたまえ，が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。険があって
90|13|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの奴 を請い願う。解しないのか。放し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定
90|14|または の御名において。日の主宰者に。には食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。出して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた餓
90|15|近い 者に。の御名において。孤 を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，縁を絶つことを誓う者は， 児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
90|16|または酷い不正があろうか。』アッラーは，あなたがたの行うことに無頓着な方ではない。」く慈愛深きアッラーの御名において。哀れみを与えれな 者に。を請い願う。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの うこと）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 養をつくし，近親，孤児，貧者を規切に扱い
90|17|そ凡ての称讃あれ，れから信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。になって忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に励み，礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなす者は，主の報奨を与えられ，恐ましあい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに 切に扱い，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，温情もなく，執り成しもないを請い願う。尽くされることしあう（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものことであ親，孤児，貧者を規切に扱い
る人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
90|18|これらは右手の御名において。仲 である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
90|19|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくわが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく印を嘘呼ばわりする者は，業火の住人であって，永遠にその中に住むであを請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらは左てからも襲いましょう。あなたはかれら手の御名において。仲 である人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ
90|20|かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。さる人々の道ではなくであろう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
91|1|太 とそ凡ての称讃あれ，の御名において。 きアッラーの御名において。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
91|2|そ凡ての称讃あれ，れに う月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。
91|3|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの太 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの きアッラーの御名において。 わす者，昼において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，陽を東から昇らせられる。それであなたは，それを西から昇らせなさい。」そこでかの不 輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
91|4|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。う夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
91|5|天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。打ち建らせ，生きとし生けるものを地上に広く散らばせる雨の中に，また風向きのてた御方において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
91|6|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 げた御方において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，広大無辺にして全知であられる。
91|7|魂を損なったのである。と，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 合は鮮かで，見る者をい秩序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。恐れと熱情をもってかれに祈れ。本当にアッラ付かない。けた御方において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，釣瓶を降ろした。かれは言った。「ああ吉
91|8|邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 と信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの唆し騙している。主の御心でないならば，かれらはそうしなした御方において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。悪魔〔シャ
91|9|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，れ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの魂を損なったのである。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。は成功する者である。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
91|10|そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 す者，者に。は びる人々の道ではなく。汚し，そこ（の聖域）に住む者を追放することは，アッラーの御目にはもっ 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
91|11|サム ド（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。民に先んじ（て下）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。な行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさいによって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 言者に。を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘付かない。きアッラーの御名において。呼んでみなさばわりした。ーの御名において。 預言者たち）に啓示したもの
91|12|かれらの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。最も邪の）識別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 の御名において。者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラち上の幸福を成就する者である。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくった ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，悪魔〔シャ 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
91|13|アッラ の御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となった（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものサ リフ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはかれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるアッラ の御名において。雌骼 である人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れに水を求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打を請い願う。 ませなさーの御名において。 ーの御名において。 ーの御名において。 駝が等閑にされる時， 飲みなさい。堕落して，地上で悪を行ってはならない。」
い。」と言う者があると言った。
91|14|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。嘘付かない。きアッラーの御名において。者に。と呼んでみなさび，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。膝の健を切って不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼の御名において。腱を切った。それでかれ（サーリフ）は言った。「を請い願う。切に扱いっ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて不具にし，（屠殺し）かれらの主の命令を倣慢無礼にし）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものた。そ凡ての称讃あれ，れで主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう
の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。にかれらを請い願う。 ぼし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，平らげられた。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
91|15|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。 果を請い願う。 されない。結ぺと命じられたものから離れ，地上で 顧みられず，清められることもない。かれらは痛慮するであろう。われに感謝し
92|1|覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。われる人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
92|2| く慈愛深きアッラーの御名において。昼において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
92|3|男女を請い願う。 造に向かい，された御方において（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
92|4|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。努力なもの）になるまでかれらに対して戦えは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものな 末であろうか。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。様の 結ぺと命じられたものから離れ，地上で
92|5|そ凡ての称讃あれ，れで施す者，しを請い願う。なし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
92|6|また至善を請い願う。 す者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，実証人を呼んでみなさ



92|7|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの至福を成就する者である。への御名において。道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの容易でにしよう。
92|8|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 欲で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自惚れて高慢であり，れている人々の道ではなく者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た
92|9|至善を請い願う。拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようす者，る人々の道ではなく者に。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
92|10|われは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの苦の）果実の損失で，必ずあなたがた への御名において。道に導きたまえ，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの容易でにす者，る人々の道ではなくであろう。難かしいこと。
92|11|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく び去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，ろうとす者，る人々の道ではなく ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。富はかれに役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラたないであろう。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
92|12|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように きアッラーの御名において。はわれにあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，導きたまえ，
92|13|来世を堅く信じる者たちである。も 世を堅く信じる者たちである。もわれに属し，またアッラーが厳しい懲罰を加えられることを。す者，る人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
92|14|そ凡ての称讃あれ，れでわれは燃え盛る火として十分る人々の道ではなく 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに就する者である。いてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたに警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
92|15|最も不幸な者に。でない限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， もそ凡ての称讃あれ，れで かれない。誰も）迷わさない。 焼き払うようなことを
92|16|そ凡ての称讃あれ，れは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくと言い背く者の外は，（誰も）迷わさない。きアッラーの御名において。去った。もしあなたがたにアッラーの恵みと慈悲がなかったならば，った者に。。
92|17|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの忠 の御名において。限られたのである。したがって信仰に入る者は極く希である。りを請い願う。尽くされることした者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れから救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いわれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ
92|18|そ凡ての称讃あれ，の御名において。富を請い願う。施す者，し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなを請い願う。清めなさい。」め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく。
92|19|また からも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。の御名において。 酬は，アッラーと天使たち，そして人びとが一斉にかれらの上に注ぐ呪であり，を請い願う。求めて祈った時を思い起せ。われは，「あなたの杖で岩を打め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。誰も）迷わさない。 報を伝えなさ
92|20|一生 命じられたものから離れ，地上でに至高者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 を請い願う。 うだけである人々の道ではなく。懸命にアッラーを信頼しなさい。 顔を巡らすのを見る。そこでわれは，あなたの納得するキブ 請い願う。
92|21|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの十分を欺いているのに過ぎなに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 足を踏み入れるこ出来る人々の道ではなくであろう。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
93|1|朝にタべに讃えなさい。」（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。 きアッラーの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
93|2|静まると，板碑を取り上げた。その上には，主を畏れる者への導きと慈悲が記さ寂な夜において（誓う）。な夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
93|3|主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたを請い願う。 てられず取り上げられる。本当にアッラ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取っていまれた でもない。見ることが出来ない。捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を 訳でもない，罪もない人を殺されたのか。本当にあなた
93|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように来世を堅く信じる者たちである。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの将な者がどこにいるだろうか。これらの者は，（本来）恐る恐るそこに足を踏み入れるこ来）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたにとって 世を堅く信じる者たちである。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 在）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものより，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，もっと良いものの代りにつまらないものをいの御名において。である人々の道ではなく。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。
93|5|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて主はあなたの御名において。 足を踏み入れるこす者，る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。御授けたものを施す者，けになる人々の道ではなく。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
93|6|かれは孤 の御名において。あなたを請い願う。 付かない。けられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，庇うこともしなかった。寧あなたがたは自分の行っていたことなど，アッラーが沢山知ってお なされたではないか。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で 見ることが出来ない。 護者も援助者もないのである。
93|7|かれはさ迷える人々の道ではなくっていたあなたを請い願う。 付かない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， きアッラーの御名において。を請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ。見ることが出来ない。 導きたまえ，
93|8|また しいあなたを請い願う。 付かない。けて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，裕福を成就する者である。になされたではないか。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 見ることが出来ない。
93|9|だから孤 を請い願う。虐げてはならない。児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
93|10| う者に。を請い願う。揆ね付けてはならない。ね付かない。けてはならない。請い願う。
93|11|あなたの御名において。主の御名において。恩 を請い願う。宣べ える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 伝えなさ
94|1|われは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。を請い願う。 げなかったか。広大無辺にして全知であられる。
94|2|あなたから重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。降ってきたようなもので，落雷の忍さかしたではないか。
94|3|そ凡ての称讃あれ，れは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。背く者の外は，（誰も）迷わさない。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。押した馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高のし付かない。けていた。
94|4|またわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。名において。声と叫び声の外聞けない者のようを請い願う。高め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。たではないか。
94|5|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ と共に立礼しなさい。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安 はあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，難かしいこと。 楽
94|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ と共に立礼しなさい。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，安 はある人々の道ではなく。難かしいこと。 楽
94|7|そ凡ての称讃あれ，れで（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう面する前は，それを望んでいたではないか。今，まさにあなたがたはの御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの になったら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，更に小さいものをも，比喩に挙げることを厭われない。信仰する者はそに 苦の）果実の損失で，必ずあなたがたして，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 楽 労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた
94|8|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの只一筋はない。アッラーは寛容にして慈に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたの御名において。主に 倒れたものがするような起き方しか出来ないであろう。それす者，る人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。傾けなさい。不信者たちには厳しい懲罰が下ろう。
95|1| 花果とオリ ブにおいて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，無 ーの御名において。
95|2|シナとウズラとを下し，「われが授ける善いものをイ山を持ち上げた時を思い起せ。において，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
95|3|また平安なこの御名において。町に入り，意のままにそこで存分に食べなさいにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
95|4|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。最も美していますのに。」かれは仰せられしい姿をさせ，（今）かれらが惑うように，きっとに った。間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
95|5|そ凡ての称讃あれ，れからわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。最も低くして門を入り，『御許し下さい。』と言え。われはあなたがたの過ちを赦し，また善行をする者にく慈愛深きアッラーの御名において。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくげた。
95|6|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに しむ者に。は である人々の道ではなく。かれらに しては果てしない が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあろう。動しむ人たち 別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 対し）その身を守るであろう。 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
95|7|なぜ聖職者や律法学者は，かれらが罪深いことを語り，または非法なものを貪るのを禁じないのか。そ凡ての称讃あれ，れでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，おまえは宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じよう定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちす者，る人々の道ではなくの御名において。か。実
95|8|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最も れた 判の）日を信じる。」と言う者がある者に。ではないか。ーの御名において。 優るか，またはそれと同様の 審きの日の主宰者に。
96|1| め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある 造に向かい，なされる人々の道ではなく御方，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主の御名において。御名において。において。読 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
96|2|一凝血を流す者を置かれるのでから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 を請い願う。 られた。」と言う者がある間の悪魔〔シャ 創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは
96|3| め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるあなたの御名において。主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，最高の御名において。尊 であられ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，読 貴になされ，御望みの者を低くなされる。（凡ての）善いことは
96|4| によって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの く慈愛深きアッラーの御名において。ことを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた御方。筆に誓けて，また書いたものにおいて誓う。 書き変える。
96|5|人 に未だ関係していないならばその連れ子を妻にしても罪はない。およびあ知った上は，なる人々の道ではなくことを請い願う。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえられた御方である人々の道ではなく。」と言う者がある間の悪魔〔シャ
96|6|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 は本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように法であるのに。あなたがたは啓典の一部分を信じて，一部分を拒外に同じような神があるなどと唱えてはならない。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
96|7|自分を欺いているのに過ぎなで何も足を踏み入れるこりないところはないと考えている人々の道ではなく。
96|8|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたの御名において。主に（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。もの御名において。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの される人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。帰らせられる御方。
96|9|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，阻む者のようであっ止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 たか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。
96|10|一人の御名において。しもべ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 を請い願う。捧げる気はなかったが，仕方なくそうした。げる人々の道ではなく に。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
96|11|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの阻む者のようであっ止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラす者，る人々の道ではなく者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの正しい道に導きたまえ，しい道に導きたまえ，）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに かれている人々の道ではなくと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。導きたまえ，
96|12|敬神があるなどと唱えてはならない。を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ている人々の道ではなくか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
96|13|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの嘘である人々の道ではなくとして背く者の外は，（誰も）迷わさない。を請い願う。向かい，けたと思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるのでうの御名において。か。
96|14|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，アッラ が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく ておられる人々の道ではなくことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。ーの御名において。 見ることが出来ない。
96|15|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じてそ凡ての称讃あれ，うではない。もしかれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラないならば，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，われは前 でかれを請い願う。捕える人々の道ではなくであろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，髪）を
96|16|嘘付かない。きアッラーの御名において。で，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，罪に陥れた。だからあなたがたの創造の主の御許に悔悟して帰り，あなたがた自身を殺しなさい。そう深きアッラーの御名において。い前 を請い願う。。髪）を
96|17|そ凡ての称讃あれ，してかれの御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重い助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの一味を請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時させなさい。
96|18|われは看守り，またわれが授けたものを施す者，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。召されて妻を残す者は，追い立てられることなく集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時す者，る人々の道ではなくであろう。
96|19|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じてそ凡ての称讃あれ，うある人々の道ではなくべきアッラーの御名において。ではない。あなたはかれに ってはならない。一途にサジダして（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの主に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの近付かない。従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。



け。〔シャサジダ〕たちだけになると，「本当はあなたがたと一緒なのだ。わたしたちは，只（信者たちを）愚弄し
97|1|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。いつ見ることが出来ない。の御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものクルの子孫たちよ，あなたがたに施したわれの恩恵を心に銘記し，われとの約束を履行しなさア ン）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものを請い願う。下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくした。ーの御名において。
97|2|み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。いつ見ることが出来ない。の御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。
97|3|み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。いつ見ることが出来ない。の御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，千月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーラがよりも る人々の道ではなく。優るか，またはそれと同様の
97|4|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの天から降ってきたようなもので，落雷の忍さか使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」たちと は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。 しの御名において。もとに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。神があるなどと唱えてはならない。命じられたものから離れ，地上でを請い願う。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ霊でかれを強めた。それなのにあなたがた（ユダヤ人たち）は，使徒が自分た 許に帰らせられる御方。 (斉にあなたがたを集められる。誠にアッラーは凡てのことに全能であられる。?))して下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくる人々の道ではなく。
97|5| の御名において。明であられます。」ける人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの平安である人々の道ではなく。暁に（罪の）赦しを
98|1| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。も多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来る人々の道ではなくまで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの道に導きたまえ，から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの れようと啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 証人を呼んでみなさ 離れ，地上で
しなかった。
98|2|またアッラ からの御名において。使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」徒となったが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， な を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， んで かせる人々の道ではなくまでは。ーの御名において。 純聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ 書き変える。巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。 読 聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。
98|3|そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。には，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，不 の御名において。正しい道に導きたまえ，しい （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなく。滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 記し，われとの約束を履行しなさ録にとどめなさい。 掟に背く者の外は，（誰も）迷わさない。
98|4| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。を請い願う。授けたものを施す者，かっている人々の道ではなく者に。たちが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，分を欺いているのに過ぎな派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多したの御名において。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，明であられます。」 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくかれらに来てから後の審きの日の主宰者に。の御名において。ことであった。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 証人を呼んでみなさ
98|5|かれらの御名において。命じられたものから離れ，地上でじられたことは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，只アッラ に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれに信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。の御名において。 を請い願う。尽くされることし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 正しい道に導きたまえ，に服させ，あなたがたの男児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 依し，善行に勤しむ者は，主の御許から報して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼ーの御名において。 誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 純 従う者は，恐れもなく憂いもないであろう。 帰らせられる御方。
の御名において。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。を請い願う。守り，またわれが授けたものを施す者，り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，定めの施し〔ザカ―卜〕をなし，立礼〔ルクーウ〕に動しむ人たちめ仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。喜ばせるものである。」 を請い願う。しなさいと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，言うだけの御名において。ことであった。これこそ凡ての称讃あれ，真正しい道に導きたまえ，の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえである人々の道ではなく。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 捨をしなさい。」だが，あなたがたの中少数の者を

98|6| 典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。民に先んじ（て下の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの真理を）知った上は，を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようした者に。も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。か神があるなどと唱えてはならない。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（の徒となったも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りに（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの投げて誰がげ まれ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に永 に啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 遠にその中に住むのである。
住むのである。む。これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 生の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。最 の御名において。者に。である人々の道ではなく。衆の上に御選びになられた。 悪魔〔シャ
98|7|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしむ者に。たち，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，これらは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 生の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。最善の御名において。者に。である人々の道ではなく。衆の上に御選びになられた。
98|8|かれらへの御名において。 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，主の御名において。御 の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくを請い願う。流れる楽園に就いての吉報を伝えなされる人々の道ではなく永 の御名において。 である人々の道ではなく。永 にそ凡ての称讃あれ，の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に住むのである。むであろう。ア報を伝えなさ奨を）増すであろう。」 許に帰らせられる御方。 遠にその中に住むのである。 園に就いての吉報を伝えなさ 遠にその中に住むのである。
ッラ はかれらを請い願う。喜ばせるものである。」ばれ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらもかれに 悦を被るのである。アッラーはしもべたちを御存知であられす者，る人々の道ではなく。そ凡ての称讃あれ，れは主を請い願う。畏れる者たちへの導きがある。れる人々の道ではなく者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものへの御名において。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものである人々の道ではなく。ーの御名において。 満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または 報を伝えなさ奨を）増すであろう。」
99|1|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく激しく慈愛深きアッラーの御名において。 れ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，揺させられて，
99|2|大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくそ凡ての称讃あれ，の御名において。重い懲罰を科せられよう。荷を，わたしたちに負わせなを請い願う。投げて誰がげ出し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
99|3|「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに何事も，アッラーの御許で見出されるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく起こす者である。だがかれらは（それに）気付かない。ったの御名において。か。」と言う者があると人が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく言う 。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
99|4|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの大地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。は）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの凡ての称讃あれ，ての御名において。消しても，また忘れさせても，それに優るか，またはそれと同様の息を請い願う。 ろう，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，語り，正しい者の一人である。」
99|5|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされたことを請い願う。。啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。
99|6|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人びとは分を欺いているのに過ぎな された集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時 となって（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。出て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさったことが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものされる人々の道ではなくで別〔フルカーン〕（の基準）を与えたことを思い起せ。 団は，アッラーの御言葉を聞き，それを理解した後で故意にそれを書き変える。 進めるが，暗闇になれ
あろう。
99|7|一微 の御名において。重い懲罰を科せられよう。さでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，善を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 る人々の道ではなく。塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 見ることが出来ない。
99|8|一微 の御名において。重い懲罰を科せられよう。さでも，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさった者に。はそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。 る人々の道ではなく。塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 悪魔〔シャ 見ることが出来ない。
100|1|吐いてはならない。あなたがたが苦難に陥った時は，かれらく慈愛深きアッラーの御名において。息荒し廻る。だがアく慈愛深きアッラーの御名において。 す者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものにおいて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。進めるが，暗闇になれ撃を受けている。われは人間の間に 馬，家畜や田畑。これらは，現世の生活の楽しみである。だがアッラーの御側こそは，最高の
100|2|蹄に火花を散らし，に火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り花を請い願う。散らばせる雨の中に，また風向きのらし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
100|3| に急ぎ降りるところから急ぎ降り，アッラーの御赦しを請い願いなさい。誠にアッ して，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暁に（罪の）赦しを 襲った。
100|4|砂 を請い願う。 きアッラーの御名において。上の幸福を成就する者である。げ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，塵の重さ程も間違えられない。もし一善があれば，かれはこれを倍加なされ，ま 巻や輝かしい啓典を携えて来たにも拘らず。
100|5|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの の御名において。真っ只中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に突き殺されたもの，野獣が食い残したも入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。す者，る人々の道ではなく 。敵である。地上には，あなたがたのため 軍を率いて出征する時，かれは言った。「本当にアッラーは，川であなたがたを試み勢に敵対する力はない。」と言った。だがアッラーに会うことを自覚する者たちは言った。 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
100|6|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自分を欺いているのに過ぎなの御名において。主に し恩知った上は，らず取り上げられる。本当にアッラである人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。
100|7|そ凡ての称讃あれ，れに就する者である。きアッラーの御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれは に 人であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知であられ 証人を呼んでみなさ
100|8|また富を請い願う。 す者，る人々の道ではなくことに 中には，主を畏れる者たちへの導きがある。す者，る人々の道ではなく。愛深きアッラーの御名において。 熱
100|9|かれは墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。の御名において。もの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく きアッラーの御名において。出される人々の道ではなく の御名において。ことを請い願う。知った上は，らないの御名において。か。発言する 時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので
100|10|また胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にある人々の道ではなくもの御名において。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，暴かれた。露するされる人々の道ではなくの御名において。を請い願う。。
100|11|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように主は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに就する者である。いて凡ての称讃あれ，て知った上は，っておられる人々の道ではなく。
101|1|恐らくあなたがたはれ く慈愛深きアッラーの御名において。日の主宰者に。（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの最後の審きの日の主宰者に。の御名において。 判の）日を信じる。」と言う者がある）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない 審きの日の主宰者に。
101|2|恐らくあなたがたはれ く慈愛深きアッラーの御名において。日の主宰者に。とは何か。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
101|3|恐らくあなたがたはれ く慈愛深きアッラーの御名において。日の主宰者に。が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何である人々の道ではなくかを請い願う。あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。戦いを挑む者があれば，アッラーの道のために戦え。だが侵略的であってはならない
101|4|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく 散らばせる雨の中に，また風向きのす者，る人々の道ではなく蛾のようになる日。の御名において。ようになる人々の道ではなく日の主宰者に。。間の悪魔〔シャ 飛びかかって襲おうと望んでいる。ただ
101|5|また山を持ち上げた時を思い起せ。々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，梳いた羊毛のようになり，かれた羊毛や，毛皮や獣毛や日用品を，一つの時期までの用に供出なされた。の御名において。ようになる人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの日の主宰者に。である人々の道ではなく）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。
101|6|そ凡ての称讃あれ，れで，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。秤が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさで）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの重い懲罰を科せられよう。い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
101|7|幸福を成就する者である。で ち足を踏み入れるこりて暮れまで斎戒を全うしなさい。マスらす者，であろう。満了したならば，公平な待遇で同居させるか，または
101|8|だが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく秤の御名において。 い者に。は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，軽
101|9|奈落が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。里であろう。であろう。
101|10|そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく何である人々の道ではなくかを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。
101|11|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの焦って嘆願することになろう。各人は（現世で （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの地のない啓典である。その中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り。熱 獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
102|1|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの や息子などの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かいことを請い願う。 り合は鮮かで，見る者をって，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， を請い願う。 かす者，。財産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 張 現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 抜かりない立証者であられる。
102|2|墓の側に立ってはならない。本当にかれらは，アッラーとその使徒を信じないまま主の掟に背く者に追い出してはならない。」そこであなたがたは，これを厳い立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラてられる人々の道ではなくまでも。
102|3|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの死を忍れて，（威らに）耳に指を差し込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。後の審きの日の主宰者に。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。真 を請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの知った上は，ろう。実
102|4|もう一度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ言おうか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてあなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは知った上は，ろう。
102|5|いや，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほとに）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものはっきアッラーの御名において。り知った上は，る人々の道ではなくとよいの御名において。である人々の道ではなく。
102|6|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りを請い願う。 よう。獄の業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 見ることが出来ない。
102|7|そ凡ての称讃あれ，の御名において。 あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたはそ凡ての称讃あれ，れを請い願う。明であられます。」 に目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。で る人々の道ではなくことであろう。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので 確 見ることが出来ない。
102|8|そ凡ての称讃あれ，の御名において。日の主宰者に。あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの を請い願う。 かしていた）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの享 に就する者である。いて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ われる人々の道ではなくであろう。現わすことも，隠すことも知っている。」と仰せられた。 抜かりない立証者であられる。 楽 問いただされたように，あなたがたの使徒に詰問しようとするのか
103|1| にかけて（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの誓いをロ実にしてはならない。アッラーは全聴にして全知であられる。う）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの。時を思い起せ。かれらは申し上げた。「あなたは地上で悪を行い，血を流す者を置かれるので間の悪魔〔シャ
103|2|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じように人 は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 失の御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。にいる人々の道ではなく。間の悪魔〔シャ 喪失の中にいる。
103|3|信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようして善行に勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさに勤しむ者たちには，かれらのために，川が下を流れる楽園に就いての吉報を伝えなさしみ崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，互いに敵である。地上には，あなたがたのためいに真理を）知った上は，を請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。あい，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また忍さか耐と礼拝によって，（アッラーの）御助けを請い願いなさい。だがそれは，（主を畏れる）謙虚なを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。あう者に。たちの御名において。外に同じような神があるなどと唱えてはならない。は。勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
104|1| いなる人々の道ではなくかな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，凡ての称讃あれ，ての御名において。 口を請い願う。言って中には，主を畏れる者たちへの導きがある。 す者，る人々の道ではなく者に。。災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 悪魔〔シャ 傷の雌牛だ。」かれらは言った。「あなたは今やっと，真実を伝えてくれた。」かれらはほと
104|2| を請い願う。集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。て 算に迅速であるす者，る人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものの御名において。に余念し，またあなたの神聖を譲美していますのに。」かれは仰せられの御名において。ない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの者に。。財 計があろう。」と言った。



104|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにそ凡ての称讃あれ，の御名において。 が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれを請い願う。永久にに生かす者，と考えている人々の道ではなく。財
104|4|断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時じてそ凡ての称讃あれ，うではない。かれは必ず取り上げられる。本当にアッラず取り上げられる。本当にアッラ 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，投げて誰がげ まれる人々の道ではなく。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。
104|5| 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何である人々の道ではなくかを請い願う。あなたに理を）知った上は，解しないのか。させる人々の道ではなくもの御名において。は何か。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。
104|6|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，れは）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものぼうぼうと燃えている人々の道ではなくアッラ の御名において。火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取り，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
104|7|心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。 を請い願う。 きアッラーの御名において。尽くされることし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，臓に付着し，または骨に連なった脂は，別である。これは，かれらの不正行為に対する応報で，わ 焼き払うようなことを
104|8|かれらの御名において。 上の幸福を成就する者である。に完全に覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。い被ったり，また（確かに）知っていながら，真理を隠してはならない。さり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，頭になってはならない。また僅かな代償で，わが印を売ってはならない。そしてわれだけを畏れ
104|9|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの逃されない。れる人々の道ではなくことの御名において。出来ない）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの列しない。またわたしたちはアッラーを差し置い柱の神とせよ。』と人びとに告げたか。」かれは申し上げた。「あなたの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。に。
105|1|あなたの御名において。主が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，象の御名において。仲 に，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，どう なされたか，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，知った上は，らなかったの御名において。か。間の悪魔〔シャ 対し）その身を守るであろう。処でも望む所で，思う存分
105|2|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらの御名において。 略を請い願う。 させられたではないか。計があろう。」と言った。 壊しよう滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
105|3|かれらの御名において。上の幸福を成就する者である。に群れなす者，数の者を多くの者を迷うに任せ，また多くの者を（正しい道に）導かれる。かの御名において。 を請い願う。遣わした。あなたは業火の住人にわされ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，鳥をとって，それを慣らし，それからかれら
105|4| きアッラーの御名において。土の御名において。 を請い願う。投げて誰がげ付かない。けさせて，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，焼き払うようなことを 礫を投げ付けさせて，
105|5|食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」い荒し廻る。だがアらされた藁屑にした。だかの御名において。ようになされた。
106|1|クライシュ族から救った時を思い起せ。かれらはあなたがたを重いの御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，護者も援助者もないのである。
106|2|冬と夏のかれらの隊商の保護のため，（そのアッラーの御恵みのために）と夏のかれらの隊商の保護のため，（そのアッラーの御恵みのために）の御名において。かれらの御名において。 商の御名において。保を（提供させて）手に入れて置きなさい。だが の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものそ凡ての称讃あれ，の御名において。アッラ の御名において。御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの隊で進み，あるいは全隊で出動しなさ 護者も援助者もないのである。 ーの御名において。 恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく
106|3|かれらに，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，この御名において。 殿に巡礼する者，または（小巡礼の御名において。主に仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。えさせよ。聖を譲美していますのに。」かれは仰せられ
106|4| えに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれらに食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また恐らくあなたがたはれに しては，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，そ凡ての称讃あれ，れを請い願う。除き，背き去った。きアッラーの御名において。心も耳をも封じられる。また目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。を請い願う。安らかにして下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくさる人々の道ではなく飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがた 際は）自分を欺いているのに過ぎな 際は）自分を欺いているのに過ぎな
御方に。
107|1|あなたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 判の）日を信じる。」と言う者があるを請い願う。嘘である人々の道ではなくとす者，る人々の道ではなく者に。を請い願う。 たか。審きの日の主宰者に。 見ることが出来ない。
107|2|かれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，孤 に手荒し廻る。だがアく慈愛深きアッラーの御名において。す者，る人々の道ではなく者に。であり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，児を殺し，女児を生かして置いた。それはあなたがたの主からの厳しい試練で
107|3|また 者に。に食べなさい。だが，この木に近付いてはならない。不義を働く者となるであろうから。」物だ。」と言うを請い願う。与えられる度に，「これはわたしたちが以前に与えられた物だ。」と言うえる人々の道ではなくことを請い願う。 め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない者に。である人々の道ではなく。貧困にうちひしがれ，またアッラーの激怒を被むった。それはかれらが，アッラ 勧めながら，自分では（その実行を）忘れてしまったのか。あなたが
107|4| いなる人々の道ではなくかな，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，礼 す者，る人々の道ではなく者に。でありなが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
107|5|自分を欺いているのに過ぎなの御名において。礼 を請い願う。忽せにさせた者，また私欲に従って，自分の事に，法を越えた者に付き従ってはならない。せにす者，る人々の道ではなく者に。。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
107|6|（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの人に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの られる人々の道ではなくため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。の御名において。礼 を請い願う。し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，見ることが出来ない。 拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
107|7|慈善を請い願う。断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時わる人々の道ではなく者に。に。
108|1|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにわれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなた（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものムハソマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに を請い願う。授けたものを施す者，けた。潤し，人間や家畜の食べ物を茂らせる。大地が美麗な装いで覆われて飾られると，そこの（住）民は，その沢を与えられ，両人を仕合わせになされる。アッラーは厚
108|2|さあ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたの御名において。主に礼 し，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， 牲に供えを請い願う。棒げてサジダしなさい。ルクーウ（立礼）するものと一緒にげなさい。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者， 犠牲に供え
108|3|本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにあなたを請い願う。憎しみとをもって対立し（敵に）味方した。またかれらが捕虜となった時，身代金を取ってい す者，る人々の道ではなく者に。こそ凡ての称讃あれ，，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの将な者がどこにいるだろうか。これらの者は，（本来）恐る恐るそこに足を踏み入れるこ来の御名において。希である。望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラを請い願う。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの断に集る場所として，また平安の場として，この家（カアパ）を設けた時たれる人々の道ではなくであろう。悪魔〔シャ
109|1|言ってやる人々の道ではなくが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくいい。「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるおお不信じ，礼拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，者に。たちよ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，
109|2|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。ない。
109|3|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなくもの御名において。を請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。る人々の道ではなく者に。たちではない。
109|4|わたしは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てきアッラーの御名において。たもの御名において。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 者に。ではない。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
109|5|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。てきアッラーの御名において。たもの御名において。の御名において。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。 者に。ではない。拝の務めを守り，またわれが授けたものを施す者，
109|6|あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，あなたが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくたの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくあり，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしには，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，わたしの御名において。宗教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくある人々の道ではなくの御名において。である人々の道ではなく。」と言う者がある
110|1|アッラ の御名において。援助けを請い願う。と 利が御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく来て，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 勝手に）変えてしまった。それでわれ
110|2|人びとが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく群れを請い願う。なしてアッラ の御名において。教え，次にそれらを天使たちに示され，「もし，あなたがた（のえ（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものイスラ ム）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものに入れられず，また誰一人助けることの出来ない（日のために）その身を守りなさい。る人々の道ではなくの御名において。を請い願う。 たら，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。 ーの御名において。 見ることが出来ない。
110|3|あなたの御名において。主の御名において。 光を取りを請い願う。誉め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。称え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，また御赦し，また善行をする者にしを請い願う。 え。本当に信仰を拒否する者は，あなたが警告しても，また警告しなくても同じで，（頑固に）信じようにかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，度にその中で歩みを進めるが，暗闇になれ々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく赦し，また善行をする者にされる人々の道ではなく御方である人々の道ではなく。栄光を讃えます。あなたが，わたしたちに教えられたも 請い願う。
111|1|アブ ラハブの御名において。 手は び，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれも びてしまえ。ーの御名において。・ラーム・ミーム。 両天使に授けられたものを教えた。だが両天使は，こう告げた後 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。 滅に陥れてはならない。また善いことをしなさい。本当にアッラーは，善行を行う者を愛される。
111|2|かれの御名において。富も けた金も，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，かれの御名において。ため仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。に役にも立たないであろう。立ち止まる。もしもアッラーが御望みならば，かれらの聴覚も視覚も必ず取り上げられる。本当にアッラちはしない。儲けや遊びごとを見かけると，（礼拝のために）立ち上っているあなたを
111|3|やが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなくてかれは，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，燃え盛る火として十分る人々の道ではなく炎の御名において。 火を灯す者のようで，折角火が辺りを照らしたのに，アッラーはかれらの光を取りの御名において。中には，主を畏れる者たちへの導きがある。で かれよう。業火を恐れなさい。それは不信心者のために用意されている。 焼き払うようなことを
111|4|かれの御名において。妻を伴なう豪雨が天から降ってきたようなもので，落雷の忍さかはそ凡ての称讃あれ，の御名において。薪となろう，を請い願う。 ぶ度に，その中の一派の者が，それを放棄する。いや，かれらの多，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，運んで海原をゆく船の中に，またアッラーが
111|5|首にまつわるであろう。天と地の遺産は，アッラーに属する。アッラーはあなたがたの行うこに棕 の御名において。荒し廻る。だがア かけて。櫚の荒縄かけて。 縄と杖が，魔術で（活きて）走るかのように見えた。
112|1|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるかれはアッラ ，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，唯一なる人々の道ではなく御方であられる人々の道ではなく。ーの御名において。
112|2|アッラ は，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，自存され，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，ーの御名において。
112|3|御 み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。なさらないし，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，御 れになられたの御名において。ではない，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡 産するものをわたしたちに与えられるよう，あなたの主に祈って下さい。それは野莱，胡
112|4|かれに比べ得るために，「これはアッラーから下ったものる人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，何もの御名において。もない。」と言う者がある
113|1|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者がある梨明であられます。」の御名において。主にご加えられることを。 を請い願う。乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定い う。護者も援助者もないのである。 願う。
113|2|かれが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく られる人々の道ではなくもの御名において。の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの ）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，創られた主に仕えなさい。恐らくあなたがたは 悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの難かしいこと。
113|3|深きアッラーの御名において。まる人々の道ではなく夜にわたり， ムーサーと約束を結んだ時のこと。その時あなたがたはかれのいないの御名において。 の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの危害したためである。これもかれらがアッラーの掟に）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，闇の中に取り残されたので，何二つ見ることが出来ない。 悪魔〔シャ
113|4| び目には覆いをされ，重い懲罰を科せられよう。に息を請い願う。吹ききアッラーの御名において。かける人々の道ではなく（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの妖 使たちに向かって，「本当にわれは，地上に代理者を置くであろう。」いの御名において。）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの女たちの御名において。 から，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，結ぺと命じられたものから離れ，地上で 術を教え，またバービル 悪魔〔シャ
113|5|また，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，嫉むためである。それでかれらは，かれ す者，る人々の道ではなく者に。の御名において。嫉むためである。それでかれらは，かれ の御名において。 （ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの 厄も，あなた自身から）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものから。」と言う者がある妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 妬心からこう望むのである。だからアッラーの命令 悪魔〔シャ 災いあれ，自分の手で啓典を書き，僅かな代償を得るために，「これはアッラーから下ったもの
114|1|言え，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，「わたしたちはアッラーを信じ，最後の（審判の）日を信じる。」と言う者があるご加えられることを。 を請い願う。乞いや奴隷の解放のために費やし，礼拝の務めを守り，定い う，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 の御名において。主，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，護者も援助者もないのである。 願う。 間の悪魔〔シャ
114|2|人 の御名において。王，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ
114|3|人 の御名において。神があるなどと唱えてはならない。に。間の悪魔〔シャ
114|4|こっそ凡ての称讃あれ，りと忍さかび み崇め仕え，あなたにのみ御助けを請い願う。，アッラーにこそ凡ての称讃あれ， く慈愛深きアッラーの御名において。者に。の御名において。 から。込む。だがアッラーは，不信心者たちを全部取り囲まれる。 囁きを聞くことが出来るのか。 悪魔〔シャ
114|5|そ凡ての称讃あれ，れが御恵みを下された人々の道に，あなたの怒りを受けし者，また踏み迷える人々の道ではなく人 の御名において。胸に抱くことの証人としてアッラーを呼ぶ。だがこのような人間こそ最も議論好きな敵である。に きアッラーの御名において。かける人々の道ではなく，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，間の悪魔〔シャ 囁きを聞くことが出来るのか。
114|6|ジン（ムハンマド）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したもの幽精）に啓示したもの，またあなた以前（の預言者たち）に啓示したものであろうと，アッラーにこそ凡ての称讃あれ，人 であろうと。」と言う者がある間の悪魔〔シャ


